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嘗て 文袁 世界 LL 捣 載され て、 

禁止に なった もの へ、 奢 者が 生前 筆 

を 加 へた もの を、 今回 內務省 の 內閱 

を 經て輯 載す る こ W にした。 伏せ字 

の 個所 は その 蒯除を せ られ- ^部分 

LL 屬 する 


泡鳴八^:^^ 势六卷  ェ 


讓 

ち へ 

if の 父が ここ を 選んで 家 を 建てる 畔、 ちょ ッと春 夫に も 相談した、 — お前 は どッち 力い いと m=2 

ふ、 この 地而 を.^ Is^ りる わけに も 行かぬ から、 前の 方に 出よう か、 それとも 後ろの 方が いい か、 と。 

S はこの 時 無論 後ろが いいと 云った。 かう 云 ふ 商 買 を 初める にも 入り口が おもてへ 出て ゐた 方が 堂々 

として 體 裁が 備 はる ことな ど は、 まだ 築の あたまに は 這 入って ゐ なかった。 父 はどうせ やがて fi^ 子に 

03  ラし  - 

i る 家 だから、 c| 子の 云 ふ 通りに して 置かう と 云って、 後ろに きめた 

〇〇 寺と 云 ふ 寺の 大きな 庭 を 縮めた その 一 部 を 借りた の だが、 別な 方面に 正面が 向いて る その 寺の 

さう つう  -  ^>  f 

うら 庭に は 今でも^も ぁリ、 山 もあって、 ながめ もよ い。 こちら もこれ を 共通に 見て 樂 L める の 力 

IK らく 地方に，； -て 都會に 出て 來た^ 族に は 珍ら しかった ので ある。 父の 知って る 維新 前に は 前 通りな 

ど はなく、 その M は is- うくの、 狐 や f 仏の 住 ひで あつたと 云った。 春 夫 は 自分の 住ま ひ を 『自然 窟』 

などと 名 づけて、 c: 分の 心に 得意がった。 


割り 合に 閑靜な 庭の 池に は、 大きな M 函ゃ緋 鰓が 澤山 泳いで るし、 それに つづく m に は 高さ 三 卜 t 

も あらう と 云 ふ 檢の木 も 立って ゐて、 その 下へ 淸ぃ 水が 湧き出て 來 るの を 池に 引き、 また 井戶 にもし 

て あるので ある 。夏な ど は、 珍ら しい ほど 冷たい 水 だからと 云って、 JJgl;^ ら よく  K ひに 來た。 そして そ 

の 貰 ひぬ しが 派出な 衣服 を 着た 女の子であった りする^ など • 渠は私 かに 自分の 胸 を とどろかせ.,， 

IS は、 家族と 共に 東京に 出る までに、 獨 りで ちょ ッと 大阪の 宣敎舉 校に 這 入って ゐ たが、 離 I び說 

敎ゃ祈 晴<5:： や^ 誓 研究 會で 出逢 ふ 若い 又は 中年 增の 婦人 どもと は、 さう 直接に 話し をした こと もない 

けれども、 何だか 魏 しみの ある やうに 思 はれて、 不斷の 心持ちが 腺 やかであった。 が、 上京して から 

束 京の 諸 敎會の 事情が 多少 分って 來 ると、 牧師 や 俾道師 の不眞 面目なのに つれて、 信者 も 皆 殆ど 不熱 

心なの がいやに なリ、 また 卑しまれて、 耶蘇 敎 その物 までが 自分に 横 威の ない g になって しまった。 

そして 同敎 的な 傳道 者に ならう とした 目的 を變 じ- わざ/ \ 年齢 を 多く 云って 神 田なる 或 マ門舉 校の 

政治 經濟 科に 這 入った。 その 課業が 午前に あったり、 また 午後 而も 夜あった りする の を、 11 は 芝から 

素直に 歩いて 通學 して ゐ たので * 或 時な ど * 外務大臣なる 大隈 さんが 條約 改正の 問題で 來島恒 富の 爲 

めに 霞 ケ關に 於いて ダイナマイト を 投げつ けられた 寶景を も、 直接に 遠く P て 人並みの 血 を かした 

と とも ある。 

ま \ 

rt. 敎，^ と 云 ふ ものが 別な 意味で 忘られなかった。 そこへ 行き さへ すれば、 IB- に 角、 心にた^ とか 

靑舂の 頃  H 


泡^ <^染 ^六卷  P 

してもとの娠ゃかさ^^^くは{41想の滿足が得られるゃぅに思へた。 つま. =.、 少しで も 女に 接近して ゐ 

おもしろ 

たかった ので ある。 それが 爲め によく 方々 の會 堂へ 行って 見た が、 その 行く 機 力 自分な 力ら 面白く 

ない と 分って ゐ るので、 人に 話しかけられても 引け 氣味 があって — つま リ、 會の 大きな の は餘リ 

,  むすめ 

て t| し，， がで きさう でもな く、 小さい のに はまた 目に 立つ 娘 もゐな 力った 

そのうちに、 の 家の 前に も 二階家が 建ち * 横手に も i 奥の 井戸へ 通る 一間 はばの 道 を 隔てて、 三 

ひらな； c-, や 

軒の 平 長， おが 新築され た。 

『p ^つた もの、" こ、 ね。 さう 早く 前の 家が 建つ ほどなら、 ぃッ そのこと、 こッ ちが 前へ 出て m51 いたらよ 

かって ぐち 

かった』 と、 1^ は 悔しが つた。 そして 丁度 こちらの 玄關の 前へ 向 ふの 勝手 口をつけようと したのに 反 

對 して、 それ を 共通の 横 1^ りの 方へ つけさせ たの を、 せめても の 心ゃリ とした。 こちらの 住 ひに つづ 

-  え 

いて 奥の 方へ 雄て て 匿いた 小い ^ 家 二 軒に は K に 人が 這 入って るし、 また、 まだ 公け の 許可 を 川お なレ 

けれども 住ま ひの 二階に は 下宿人が 部屋の 數 だけ はつ まって た。 春 夫に は 女の人で も來て 吳れれ ばよ 

かった の だが、 1^1皆慶應義塾ゃ電信舉校ゃ築地のェ手舉校の生徒ばかりで， そんな もの 等の 爲 めに 

父から： S は 自分の 部屋 を 下のう す嗜 ぃ三疊 敷きに きめられて しまった。 

とち だち 

『こんなと ころ ぢゃ ァ、 f 右し 友 だち が來て も見ッ ともない』 と 云って、 女の 友達で もで きた 時の こと 

を 私 かに 想像して 不平 を 並べた けれども、 父 は 部屋の 變更を 承知し なかった。 


,  3-  i しもら 

そのうちに、 また * 前の 家へ 引ッ 越して たもの が ある。 樫 村と 云 ふ 表札が 出て ゐ るが • やがて 分 

つたと ころで ！：• 〇〇 おの，^. I?v 勤める 5:^^ ク將 のめ かけで、 この 女主 人 はま ださう お婆さん ではない 

^.i  き メゥょ 

けれども、 泰 夫の a: と：！ じ やうに ぶく/ \ と 肥えて ゐて、 今 I 名 どこかの 店の かみさん と共に、 き 

での をん な 相撲 三幅對 と- 1;ム はれた。 そと を 歩く t- など を 見る と • 兩足を 少し ひらき 氣 味に し て ゐ る 

^  れ/ゾ さう 

ので * 如何に 立派な 衣服 を て ゐても 姿が 見ッ ともないば かりで なく、 人に いやな 聯想 を 起させる の- 

で、  感情に 现牲上 潔 m を 耶蘇 敎 から 舉び 得て ゐた li ^夭 は 成る ぺ /兑な いやう にして ゐた。 

名 をお みよさん と 云った が、 かの 女と 渠の 母と は 直きに 懇意に なって しまった。 ii 脆ぶ くれの！： 

が 和 憐み相 叙し むの だと m わへば、 蕖 には渠 等の 心 e が I 様に 思 ひ やられて、 侮 の © にならない では 

ゐ なかった。 が、 1^ と はす ッと 年した の n ゆなる 竹坊は 何も 分らない ので 母と 共に そこへ 出入りして、 

段段と 惯 れて來 るに 從ひ *  、〈"みよさん に獨 りで 平氣に 抱かれて ゐる こと も ある やうに なった。 

『竹ち やん は 誰れ の 子」 と 云 はれ * 初めは 

『ぁァ ちゃんの』 と 云った の を、 おみよ さんから 面白半分に 訂正され、 おしま ひに は、 『おば ちゃんの』 

と 云つ てるのが 赛 夫の 部 星から よく 聽 えた。 それが 可愛い と 云 はれて、 はかの；?^ にも また かの 女の 

妹なる お 千代さん にも 愛せられた。 

お 千代さん は、 霜と 竹次郞 との^が す ッと途 つてる よ" も 以上に、 また その 姉よ リ はす ッと 年した- 


t 土ハ卷  お 

の やうで あつ ヒ。 そして と はお ッ つか ッ つの やうに 见 えた。 そして 色 も 白く、 顔 だち も その 姉よ. 

I  くもん 

はす ッ， r まって たけれ ども * 人の めかけと 一 緒に ゐる その 妹で ぁリ、 また 何等の Si: もして ゐな いら 

しいので， 少しも^^の注^：^を引かなかった。  • 

横手の 三 is, にもす ベて 人が つまった が * 奥の 二 軒 は 老人 夫ト A やら 腰辨の 家^ やらで 餘り 題で 

はなかった。 ただ 一 つ、 その 乎 前の 一 軒に はお そろし い 笑 人が やって _尔 た。 年 は isK よりも 一 つ 二つ 

うへ かも 知れない、 

とへ 無 摩で あっても、 かの マリヤに 於け る 耶蘇の 如きえ らい 而も 美しい 子が 生まれる だら うと. おに は 

おも 

E 心 はれた。 

ぶんの 家； や、 下^_?人ゃ* 榜 村のお みよさん などに も、 この 家が 好奇心 2 まとと も^ 話の種と もな 

つてる やうであった。  ， 

1  一，.？.：： の" W のうちで 一 番 ハチつ へ の 日 高さん と 云 ふの が、 その 工手. 舉 校から 歸 つてお 小た 足 をず- 關 から 

飛び 上らせて、 S ぐ 茶の Si へ 入って s< の 父と 長火鉢 を 仲に して、 中 腿に 向 ひ 合 ふと • かけ 込んだ 

勢 ひとは 全く  對に 微笑しながら 小 ご ゑに なって、 


f 今 見ました が、 な』 と、 茶の w に JS  く 勝手口の そと を 左り の 乎と 目つ きとで 示め した。 何 ごとが 起った 

ちゃう ど  b か 

のかと 丁度 その そばに 立って 見て ゐた泰 夫に はお 向 ふの 島 律の こと だと 分った。 『なるほど 別姨 です。』 

『さ うだらう。』 父 も 何だか 助平 ッ たらしい 顔つきで 話し 和 手に なった。 

『  』 年甲斐 もな く、 若い^に つ 向て、 と はませ た 心で かけ 離れた 傍觀 をして ゐ ると、 ii: 分の 

父が 固に 於いて さんざんに 色 をん なに 溺れ、 自分の 母に 多くの 心配 を かける ので、 自分 は n 衡、 まだ 

夜^けに は もあった 頃に、 父が 酒く さい 息をして ti つて 來て、 直ぐ 母の 隣り の 腐 どこへ もぐり 込ん 

めんしよ,/ 

だ その 枕 もとへ 行き • むせび 返らう とする 胸 を 押さへ ながら、 そんな こと をして ゐ ちゃ ァ、 もう 免職 

だぞ と、 かねがね 母が 口にして ゐる こと を 取り次いで 片 ことの やうに 投げつ けたと ころ、 父の 爲 めに 

ひどく 叱られた の を 思 ひ 出して ゐた。 父の 話 はやが て その 家族の ことにまで 移った、 

『然し、 なぜ ああ つんく して 愛 相がない の だか、 ね？ あの 子に 限らす、 あの 兄 もお ゃぢ さん も 廣 

變 木で、 人に 挨^ 一  つす る こと を 知らない。』 

はるを  ヒ , 

『  』 春 夫 はこの 最後の 言 を 父が 自分に 常て 付けた の だと 受け取れた。 自分 は 下宿人に 對 しても 

さう だが、 また 父の 舊 友で 海軍 大佐 をして ゐる もの や、 蔡藩 虫の 家令 をして ゐる ものが 訪ねて 來た時 

でも、 ろくく 挨拶に は 出なかった。 そしてた まく 命ぜられて 茶 を 持って 出ても • これが 御子 息で 

すか、 なかく 大きく おなりです * な、 などと 云 はれる の を、 ろくに あたま もない ものが 失敬な と 云 

靑 春の 頃  七 


泡 鳴仝槊 第六卷  A 

はんば かりにして _a ぐ； S いた。 

『變 人です か、 な？』 

『ま ァ、 さ うだらう、 ね。』 

/ リ  よろ 二  ： 

『  』 歡！！ ^であらう が、 廢變 木で あらう が、 人のう わさな ど をば かりして 喜んでる の を „ ^いて-"^ 

たく もなかった。 藥は 却って 何 かわけ の ありさうな 島 ii: 家の 方に 私 かに 同情しながら、 自分の 部屋へ 

k ッ 込んだ。 が、 何 をして ゐる家 かと 云 ふこと は、 自分に も 知りたかった。 

そのお ゃぢ さんの 風 彩 はどッ ちかと 云へば 職人 風 だが、 時々出入りしてゐるものを兒ても亦^^み肌 

の 人し かない。 そして 母が ゐ ない 爲 めだら う、 

『ぉ?^ ぉ才』 と 呼ばれて る 娘ば かりが 水仕事 をして.^ る。 

そのお n ち を 横目に それとなく 見なから • おみよ さんが こちらへ 聲を かける のを赛 夫が 舉 校から 歸 9 

て 來て见 た ことがある。 

『竹 坊や、 ゐま すか、 ね？』  . 

『  』 

なけ 

『竹ち やん！』 

『今. ば-ましたが、 まァ、 おあがり 遊ばせ』 と、 母が なつかし さうな 聲で 勝手口へ 出迎 へた。 


ft ん などう し  -r- んく. C ん 

『  』 よせば いいのに、 また 女 同士の 井戶 端會議 かと 思 ひながら、 f: 夫 は 玄關を 上る とおぐ 自牙. 

の 部屋へ 這 入 ひた。 が • 渠 等が 何 を 云 ふの かと 云 ふこと に 物好きながら 耳 を 傾けた。 

『赛 夫さん が 今お 歸 りです、 ね。』 , 

『さう です か？ あれ は舉 校から 歸 つて 来ても 只今 を 1 つ 一 K はない ので、 いつ 歸 つたの かいつ も 分らな. 

は乂  5  0^^ 

いのです よ』 と、 母 はこ ちらへ 云 ふこと を あきらめ てると iK はんば か リに訴 へた。 

『でも、 £ 力ら しい 人になります よ、 あの人 は —— なか. 活 S で。』 

『さう でせ うか、 ね？』 これ は嬸 しさうな 答へ であった。 

『  』 何も 知らない 癖 にと r ム つて やりたかった が、 さう 云 はれ て 母が 喜ん で るの に は、 蹈も惡 い 

-h んく わん  i ぶ 

感じ はしなかった。 築 は 玄關の 直ぐ 横手なる 三魏 敷きの、 前の 方に 明けた lil の 窓した なる 机に f5 づ 

ゑ を 突きながら、 鍋 等の 方へ 横 額 を 向けて、 ちょ ッと 自分の 舌 をべ ろり と 出して 见た。 そして まんざ 

_  かんか  こち 

ら さう 爲 鹿に したお 目 かけで もない と考 へられた。 その 妹 を、 云 ふこと をき かぬ と 云って 1;^, 曰の やうに 

ぁァ がみく 叱り さへ しなければ だ 。自分 だけが 男 を 持ち、 その m 力の 爲 めに 贊澤を して 遊んで ねられる 

から ッて、 それで 妹ば かり を こき使 はう とする の は 無现だ 。お 千代さん が 時々 ふて £2 れ るの は 尤もで は 

ないか？ それ をが み/、：； ：1 つてろ 様子が この 室から、 板壁 一 つ 隔てて、 手に 取る やうに^ えてる の だ。 

かの 女 は 今、 そのから だに も 似合 はす- 低い になって、 意外の こと を つて ゐる * 


泡^ 令 ：®  ^六卷 

『ぉ啦 ふ は、 時に、 あの、 入れ墨 師 です ッて、 ね？』  . 

『さラ ださう で、 ね 11 而も 名うての 名人で。』  . 

『  』 それで 初めて 分った の だが、 ^15$!:の人々が 11 三人と も — 成るべく 人に 顔 をが はせ ない 

やうに、 また 顔 を 八：： は せても 物 を 云 はぬ やうに して ゐ るの は、 世 11 を 隠れて ゐ るので ある。 こッ そり 

と&" i に 反いた こと を 家業に して ゐる からだ。 入れ iSl は、 何でも 明治維新に なつてから、 野赞 だから 

ッ て 厳禁され てる s.〕 であった。 

その 禁を 犯して まで、 昔 おぼえた 戴 を 12 けて るの は、 そのお ゃぢ として はま だし も 止む を 得ない 

か 知れない が、 その 燃 I- どが どうな つて 一 わくの か？ いつまでも おや ぢの 不法な 機牲 になって ゐ るべ き 

もので も あるまい？ かう 云 ふこと を ST へて ると、 n かけの 妹に 對 する 同情が また 入れ墨^の 娘に も 分 

たれた。 

き なか 

i や 藍 やその 他で 色^った 立派な 武者 綺ゃ氣 味の Isi^ い 動物 霜 を 人の^ 中に 見た の は、 が 鬼 京の 湯 

に 行く やうに なつてから である。 が、 すぃた男の名を蕩^„?共がその腕に墨で入れることは、 これまで 

にも 聽 いてた ばかりでなく、 现ビ、 築が 國で、 へ ひ 扶持 を 持って 英語 敎師の 書生に 行った そのうちの 

紬 おの 腕に、 その 寧 主の 名が あつたの を ちらと 兒 たこと も ある。 

そんな ぱひ 出に 今の 話が 入リ まじって 珍ら しく：. a の 血 を：^ きーュ たせた。 そして、 ほんの、 うわべな 


る 男み 肌の 誇り や * 旦那 取りの， ¥ ばせ やで なく、 ぽ〈に精神からぅち込んで^^小て、 こちらの 名 

反いて まで も 入れ墨し ようと 云 ふ ほどの 女が 欲しかった。 

けれども- 渠は かかる 心持ち を 自分で 壓服 する 爲め、 今、 習って 來たバ ジホト の經濟 論の 一 節 を、 

いつも 通り、 無遠慮な 大きた 聲 を擧げ て演說 口調 や 読んだ。 今や 自分で 說 敎の眞 似な ど は 稽古し なく 

な つ た代リ に、 將 の 野心の 爲 めに 辯^の^ 意 は 怠ら なか つ た。 

攝は 一週のう ち 六 口 はよ くつ づけて 勉強した が、 日曜に なると、 前 ^ から 得て た習惯 上、 どこか 

へ 行かなければ 氣 がすまなかった。 その どこかと は會 堂の 外になかった の だが、 I たび 洗； g まで 受け 

しス， R う  しし，， JA- 

た その 信仰の： i くな つたの を 1$ び 恢復した いと 云 ふので もない から、 どこへ 行っても、 信仰ら しい 顔 

はしなかった。 

愛 {fq 町なる 〇 敎 へ 行って 見る と， 何よりも さきに £ わ. ひ 出される の は 或 外 國敎師 の 娘と その 卉ー 敎舉 

はるを 

§  I 舉 生との 11,1 マンスであった。 春 夫 も 上京の 當座 は大阪 からの 關係 上！： じ舉 校へ ちょ ッと 通舉 

して ゐ たので 知って た Q だが、 その 舉生 がその 娘に ひ を かけてから は、 SSg の やうに 薪 遊 病のう ち 

5>しは く  どう，、 う 

に 下 i 伯 を 出て 、娘の 父の 西洋 ま でかよ つ た 々その 途中 を：^ 1;、^ の もの が 出：. S つても • 目 をつ ぶって 
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泡^. 5s 第六^  】 一一 

るので 分らないで とほって 行く の だが、 n 分の 部屋に もどり 付いた 時、 ものが どこへ 行って きた 

と！！ くと、 マギィ さんに 逄 つて 來 たと 答へ た。 マ ギィと は 娘の 名なる マ. カレ トの 略語 だ。 それ も 夢の 

ことで、 まさか 赏 際に 逢って^ るので はなから うと 云 ふの が の 推-:: 儿 であった。 くる 日に なって は 

t リ -J  ノ w る を ら 

もう、 人- ini 身 はそんな こと を 知らなかった。 けれども、 春 夫 等より は 二三 級. つへの 本人 はロ曜 u に 

なると、 特 別に 洋服す がた をめ かし 込んで * マガ レト と共に 乎 を 取り合つ てこの 敎會へ 出席した。 そ 

がね も 

して かの 女の 父 も それお 許して ゐ るの は、 相手が お ほ 金持ちの 子で あるから だら うと 云 ふ 評判で あつ 

た。 が、 その 娘が 去年 本國の 大舉へ 行く ことにな つたので、 男 も 亦 一緒に 行った さう だが • この こと 

わ 力 

は赛 夫の 退 後の ことで あるから、 よく は 分らない。 

また、 同舉 校に ゐたサ K と 云 ふの は、 1  ぉ內 おに 勤めて る 装 大官の 子で あつたが、 每日 曜日 や 金曜 口の 

說敎ゃ 祈り 會には 特別な お をして 聖 坂の 敎會へ 出かけた。 の ティ ブルの 引き出しに はおし ろい 

の 用意まで あった ノ これ を 思 ひ 出して、 或 時、 も 同 敎會に 行って 2^ ると、 成る ほどと m 心った ほど 

多くの 若い 女 どもが ゐ たが、 すべて 同會附 嵐の 女舉 校の 生徒で、 這 入った IS のま ま 持ち 遛 ばれて る や 

うな もの 等 だから、 とても 自. a に 話し相手 を 得られ さう ではなかった。 

そして かかる ところでは、 いづく も 3:r 

fcKfrrfcfepKhp  fe^KH り こ g£ り t  .^feprx  u  4 國こ と くさって 云 はれ 


てた。 そんなら 何で 世に 女が できた の だ、 なぜ 男が あるの だと、 春 夫に は 思 はれた。 理屈で なけれ 

ば、 &" I？ の敎 へで はない か？ それに 比べる と、 或 時ち ょッ との ぞいて 見た 築地の 天 主敎會 堂の 方が 

11 葡敎 だと 云 はれながら も ！ 理屈 を 云 はないだ け莊嚴 であり * また 奥ゆかしかった。 多くの 女 は、 

すべて 罪 ある 者と して 遠慮の 爲め •  K ッ白 なかつぎ を 着て 出席して ゐた。 そして その^ろ に 坐して る 

& のと ころまで も敎 擅で 燒く キリス マの かをりが に ほって 來た。 けれども、 かかる にと ぢ 込められ 

た 女のう ちで も * 而も その 童貞 舉 校の 生徒が、 不偷の 子 を そこの 寄宿 舍の 高い 便所から 坐.. t 丄？ 5 し、 小 

使 ひが 氣 付いて すく ひ 上げた 時には、 もう その 赤子 は 死んで たと 云 ふこと を、 鎮は 自分のう ちに 下^ 

して ゐる 同敎 信？^ から 私 かに SI かせられた。 

かかる ことが すべ て篇の 燃える やうに 寂しい 心 を 遠くから かきまぜて ゐた ところに、 は， ほ 分の S 

も f ぢかに 於いて 一 つの 不愉快な 事件に 接した。 初めは、 下宿人 日 高に 關 しての ことお。 日 高 もい つ 

のまに かお 向 ふの 《!: かけの 家へ 遊びに 行く やうに なって たので ある。 そして 夫の 父と 共に： ほ を 馳走 

ちな 

になり、 おみよ さんの ぺ こんく 云 ふ fit 味 線に 合 はせ て、 これ はへ たか 上手 か 夫に は 分らな い^な 

ど を 歌 ふの が 時々 聽 えた。 且那が 來てゐ るので は、 とても そんな ことので きさうな はない。 

『君に 別れて』 と、 日 高の 藤. らしい のが、 また、 急 調子で 歌 ひ 初める と、， 

『あ、 パラく ボン』 と あ ひの IS お出した の は、 おみよ さんであった。 

啻 春の 顷  ニー】 


『ls こ^れて、 パラく ボン、 松-ほ 行け ィば、 ドンく、 松の つゆ や ァら、 淚ゃァ ら！』 

SK& の やうな 厳肅な 歌を聽 きつけて る 春 夫に は、 それが — 殊に、 ま 諮の 時 は— 卑^に も 又^ 

鹿 .i::.;^ しく も il-l える ので、 こちらで も 向 ふへ $s てつける やうに、 また そんな 猥 K の 耳に 入らない やう 

くわ < いろん 

に、 自分 も 聲を舉 げて货 I 論 を 読んだ、 

『グレ シャムの 法則と は ioE 貨幣が お： 货幣 を！！ 遂 する 法則で ある』 など。 

『群 夫』 と、 i の 母が 飛んで 來て、 『少し：^ 慮す る もの だよ ！ 今お 向 ふへ お 父 ァんも 行って るの だ 力 

ら、 ね。』 

『な ァに、 かま ふもん か！』 

ところが、 i?k、 藥の父は酒くさぃ^^を吐きながらぉ向ふから歸って來て、 しょげた やうな 驟で母 

に 云った、 

『：：.乂€ は しからん • ね I -きッ と • あ. ON や ァくッ 付いて るよ。』 

『なん ぼ 何だッ て、 そんな 人でしょう かおみ よさん も？』 

『どうせ 人の GZ かけなん かする だから。 今 も、 こ ッちを 呼ん どきながら • いい. 時に なり ゃァ 早く 

歸れ よがし だ。 日 高 は 日 高で、 たぬき^なん かきめ 込み ゃァ がって！』 

おも  I 

『  P  ，て ゥヒ X？ き； 影 e ま、 .g^ でも 洁ら. い |H 翁が あると、 春 夫 はかげながら S3 ひ 出した。 國で 


の s 休みに、 父の つとめさきなる 田舍の 海岸に 行った 時、 大阪へ 行って いつも 留守が ちな 或發明 工夫 

さ » くん  あるばん 

家の 子持ち 細君 を 好きに なり、 そこば かりへ 遊びに 行った。 そして 或晚， とうく 父の 家へ 歸 りたく 

なかった ので、 わざと そこの 茶の間の 次ぎで 眠った ふり をして ゐた。 K は、 子 佻ながら 自分の 好いて 

をと こ 

るかの 女に 色 をと こな ど 持たせたくなかった の だ。 が、 やがて その 男が やって 來て、 

『あれ は 誰れ ぢゃ』 と 云った。 

『〇〇 さんと こ の 坊さん や。』 

はや  じゃま 

『早う 歸せ、 歸せ 11 邪魔く さい！』 

この 心持ちで 父 も 今 追ひ歸 されて 來 たの だら うが、 母 は、 

『若し そんな ことがあつ ちゃ ァ、 お 向 ふの 旦那 さまに もす まないで しょうに —— うちで 知って ながら 

ほうって 置い ちゃ ァ？』 

『今度 一 度 日 高に よく 忠吿 してやる つもり だ。』 

ち-つ こく  &/ \ 

『  』 その 忠吿 をして やった かどう か 分らない が、 父 はこの 事件 を、 何の 爲だ か、 時々 話に 來る 

〇〇 報 記者に 語ったら しい。 そして、 よせば いいのに、 この 記者 —— どうせ 下 まわりの だら う —— を そ 

の 望みに 從 つてお みよさん に 紹介した。 すると、 その 場で 記者 は 新う く 云 ふ 不都合な 事實が ある さう 

だが、 新聞に 發 表して しまう か、 それとも 招 當なロ どめ 料 をお すかと 云 ふ 談刹を 初めた パ乂も その 

靑 春の 顷  】 五 


泡 鳴- 4s  0s 

こ 化 "ぐ こけ ども、 斯うな つてし まって は 何とか 仲 を 取る より 仕 かたがな いので、 記者の 初めの 要求よ 

り はす ッと 下の i 11 何でも 三十 回と か I— をお みよさん から 出させて、 無事に 納める ことにした。 

ところが、 それから 1 ヶ月 も 立たない うちに、 かの 女 はまた 同じ ほどの (t< 額 をむ さ ぼり 取られた。 

『どらせ 弱みの ある こと をして ゐ るから いやと は 云へ な いんだら うが、 何だッ てまた お 父 ァんは あん 

なヌを 紹介した の だら う？』 

『なァ に、 ただ 紹介し ろと しつ ッ こく 云 ふから。』 

『だッ て、 有名な ゆすり 新 問の 記？^ ぢゃァ ないか』 と、 卷夫 はお 向 ふに 同情す る やうに 云った。 

『そんな こと を： k る もんか？』 父 は 自分の 落ち度 を 辯 護で もす る やうであった。 『たと へ ゆすられた ツ 

てち. 0- ん とした ものなら びくと もす る 答 はない！』 

『そり ゃァ さう だが 11 』 赛夫は その ゆすり 記者の 强慾を 憎 くんだ ばかりでなく， 自分の 父が 記者の 

,  ちょくせつ 

最初の ゆすりに は sk^ から 一 杯飮 ませられ たのに、 今回 はこ ちらへ 何の ：^.=^ もっけす 蓝 接に 行った の 

を不！ ^であるら しいので、 それ をも淺 ましく 思った ので ある。 『こッ ちも餘 り^へ がな さ 過ぎた。』 

『  』 父 は 少し 顔 を 赤め たが、 別に： 事はなかった。 

に m、 それから、 お 向 ふへ は、 ロ髙 もお ぢけ 付いて 全く 行か なくなつ たやう だし、 春 夫の 父 や 母 

も氣ま づぃ氣 がして 遠 a がちに なった。 それが^Jころ寂しぃのだらぅが、 おみよ さん は 今度 は赛 夫に 


40 そ 

逢 ふたんび に il い、 遊びに 來 いと 云った。 K? も その E いつのまにかお 千代さん のぞ 氣が ない 

でもなかった ので、 行って 見たい やうで もあった。 が、 いまだに 竹坊 どけ ま 

『おばち やん、 おばち やん』 となつ いて 獨 りで でも 遊びに 行って るので、 兄が 自八： S 小い；^ と 樓村入 

り を 競ぎ する やうに 見られても 仄白くなかった。  、 

Igs かにと どろく 胸のう ちで は、 お 向 ふの 人々 として 姉が さう した f ら、 その 妹 も g に i な 

害の もので もなかった。 そして さう した 弯へを も^れて 注意す ると、 お 千代さん は 色が a いば かりで 

なく、 顔の 肉 づき もよ く、 手な ども まる，..^ と 堅ぶ とりに 太って る やう だ。 そして まだ  一！ J もこ ちら 

に 物臭つ きと はなお、 うまく 出くわす と、 顏を さッと 赤らめて き 鍵け はする ので あつ ヒ。 

こちら も それ を兒 ろと、 馬鹿にしながら も、 胸が 俄かに どき/ \ した。 

それ i かさなる に 從ユ、 耶蘇 敎會 など を签 しく あさるよ リも、 ぞぢ かに 分の いい 友達が ありさ 

うに へて _ ^た。 

四 

ゐど ぼた 

nis^ への つ 隔てた 入れ墨 師の娘 も その 一 人で！ どの 家の 父 も 兄 も 無 愛 招で、 全く 人，？ < の 

やうで あるに 似合 はす、 かの 女け だは — さすが 女で ある 爲 めだら う II さう つんく して はゐ な，^ 

脊 卷の顷  ， ：  . 


n  ^六卷  -/ 

つた。 の、々 へ も ig 拶 など はする やうに なった し、 出入りの商人 どもへ もよ くちよ ッ とした 冗-ぼ 

を 一 K つてる こと も ある。 而も それが 齒 ぎれ の い い 江戶 ッ 子 辯で あ つ た。 

が 段々 さ こ.^ いて、 方々 の 家が 明け ッ 放しに なって 茶ても、 かの 女のと ころ だけ は愼 まし や 

P1H  ノ  -IT  もの づ- 

かに 障子 を i め 切って あるの を， そのうら の 方まで まわって 行って 突きと めて 雍た 物好きの 下お 人 も 

あ？ こ。 

多分 秘密. な 家 紫 上さう 云 ふ 風に して、 その 暴 苦し さや 屈さ も 辛抱して ゐ るの だら、？ と 思 はれた。 

が、 不思議な ほど 殆ど^ 日の やうに^ its ひして ゐた。 否、 兄^^喧嘩と云ふょりも、 むしろ 兄が そ 

ovyH 几 も 光 辯 もしない 妹 をた だむ やみに 叱って るので ある。 そして その 叱り かたと 云 ふの が、 また、 

グ iJ47  ，？  ^  もち 

何で 歸 りが i かった とか、 なぜ あの 男にから かった とか 云 ふので あって、 どうも 兄の 燒き^ 力ら であ 

るら しいとの こと だ。 

これ を泰 夫の 父が 或 人の 夾- 訪客に 語る と、 その 婦人 は 年寄り だけに サ がち^いた もので、 新う 云つ 

てュ こ、 

『そり ゃァ よく に は あおます よ。 にィ さんが， あ 11. なく ッ てぐ づ くして ィる爲 めに、 そのお い 

もと子 さんの 綠ー i を 邪魔す ると 云 ふやうな ことが、 ね。』 

1^  りで 或 らうと か IT へた。 あの 兄が あんな ひよ ッと こづら では、 とても、 


.^1^ のぁリ さうな わけがない 11 殊に、 それが 法度 破りの 子で は。 

或 日、 IS が舉 校へ 出かけよう とすると、 i そんな 時には 必らす 島 津 の 家に gl^w^l と，！^ と は. HCJCg 

はし さと を 向けた の だが、 11 丁度 兄なる 人の 怒鳴り 聲が きこえた、 

『いや だ、 おいら ァ兄 として 云 ひぶんが あるんだ！』 

こ*? 

『さう 大きな 1^ をす るな』 と、 そのお ゃぢ さんがと めて ゐた」 

『  』 美人 だけに またお 才 さんの 綠談の 口が あつたの を、 成る ほど、 兄が 邪 鹿で もして ゐ たの だ 

らう。 

それにしても、  、 

0 

そのうちに、 人々 の 話 は 1 » お ほ裂裟 になった。 かの 女 は 下町風と 云 はう か、 派出 好きと 云 はう か、 

變 もいて ふ 返しが 好みら しく、 なかく 目に 立つ 柄の 藩 物 を 選んで 着て ゐる。 が、 時に よると- もう、 

S になった ので、 お ほが たの 手ぬ ぐ ひ 地の ゆかた をつ け てること も ある。 ところで、 デ樾を 提げる に 

も その 長い 袖の さき を わざ < つまみ 上げる やうに なった の は、 きッと 赃娠を 押し隠す 爲 めだら うと 

> ベう ぼん 

云 ふ 評 1： であった。 
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『そんな ことがある もんか』 と. ^夫 は.！ m 分 だけで きめて ゐた。 

初めの i と は途 つて、 この ではぬ 〈が 朝起きて 井戶 端へ 顔 を 洗 ひに 行く と、 恰も それ を 待って たや 

うに、 必ら. f かの 女 も 手桶 を 提げて 來て、 先づ こちらへ 水 を 汲んで 吳れ る。 

『どうもす みません』 とば かり は £ り 返される が、 おはいつ も かの 女の 顔 を 仰ぎ 兌る ことができ なか 

つた。 i めて 平氣 をよ そ ほひながら- 袋 初 は その 場で I をぬ ぎ、 いつも 通り 兩乎ゃ 肩 を こすって ると、 

『ゎヒ しが ふいて あげましょう か』 と 一： ム つて、 かの 女 は パの 後ろへ まわり かけた。 

『いえ — 』 i はた だ 斯う 云つ： て，：： S 分の 2； をよ けたが、 それだけ のこと をで も沂處 の 入に a られは L 

なかった かと m ぬ ふと、 まことに！；^ しく も あり、 また かしく もあった。 で、 それからと 云 ふ もの は、 

1, 阢 はぬ がないで^ 卷 きの 下から 手足 を ふいた。 そして その 女の いろく： しかける の を 受けぶ" 

では 浪 へたが、 こちらから 巡んで は 何も 云 へ なかった。 

同じく a< 人と 云っても、 お 千代さん に比べる と、 ぉ才 さんの 方が 顔が 上品で ある。 けれども、 同じ 

色.： z と 云っても、 ぉ才 さんの 顔の 色 は 由 さ を 通り越して 靑 みがかって ゐる。 それ を の 父 は 曾て 

『淫婦の 相が ある、 ね』 と 云って ゐた。 が、 淫婦で も 何でも、 もう、 春 夫に はかま はない ほどに 力の 

女が 。分 の^に^ 入 つて ゐ たの だ。 

つ、 いで は、 ぉ千£:^さんがぃぃだらぅか、 それともお 才 さんがいいだら うかと 迷った 時が ある。 そ 


のうちに、 然し、 へ < 千イ さん はん 0 クに r ひ -にに /たと r "で、 とうく 叙の 方 へ 逃げ 歸 つて しま つ 

かの 女が こち. らに對 して 顔 を 赤め る 優しい 樣子 も、 もう、 g: ぴは 見られない のかと 思 ふと、 いよく、 

多少 はかの 女よ リも圆 々しさうな ところが Rl^ えても、 ぉ才 さんば か リ しかなかった。 

梅雨 も 半ば を 過ぎて たが、 その 晴れ 問な どに、 自分の 縛陶 しい 又 物： g しい 氣持 ちを^ら しかたが た， 

奧 の井戶 への 道 を反對 に腐ッ 直ぐ そとまで 出て、 ぉ才 さんがついて 來 はしない かと H わって ゐ ると、 ^ 

して また やって 來た。 そして 自分の そばに 並んで そとの 通り を 眺めながら、 ふたりの ゲ兌 てゐる こと 

に 就いて 11 遠慮が ちに だが 11 いろく 話 をし かけた。 

jgw も 亦、 もう、 大丈失 だら うと ー；ム ふ 見當が 付いた 氣 持ちに なって、 少しう ち 解ける やうに たった リ 

が、 そこへ、 

『お 才、 ぉ才』 と、 がみ 付く やうに 呼び 退す 聲 がき こえた。 

『また 兄さんが！』 と 云って、 後ろ を 兒 てから、 ちょ ッと聽 を 低め、 『少しい らッ しゃい ！-  ^守に、 ね』. 

かれ  t 

『はい、 いづれ ！ 』 渠 はかの 女の手 を握リ 占めた かの 如く 私 かに 自分 を 燃やして ゐた。 

蕖に は、 もう、 耶蘇 敎 もなかった。 敎會 もなかった。 いや、 擧校ゃ 自分の 家 もなかった とも 云 へ 

る。 家に ゐれ ば、 朝から 晚 まで、 島津の 方に そむお ゃぢ さんや 兄が 留守になる の を 狙って るば かりで 

あった。 
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そして i めての 訪 おの 時、 先づ 見たかった の は どんな 道具 を以 つて 入れ墨 をす るの かと 一一 や ふこと を 

であった が、 そ I らし. ssil 中仕切り まの 女が あわてて f てし まった？、 た is に 

i 大 響と また i& おみき S がつ てるのが ちらと 兄え ただけ であった。 狹 I の 問 i され 

て- ^^分は^火鉢の少しこちらに、 かの 女 はまた 火鉢の 向 ふに 坐 わって、 さし 向 ひに なった が、 , 

の がすんで しまう と、 もう、 ちょ ッと話 をす る 糸ぐ ちが §1  ル されな 力った ので， 

『I の御賣 は— i —何です か』 と、 つい、 云って しまった。 が、 口に 出して しまう きぐ、 

f に 出過ぎ た 言 で ある に^が 付いた。 

『  』 かの 女 は 下 を 向いて、 膝の さきにつ いてる 犬が たがす りの 模^ を 右の 手 さきで 摘まみ、 摘 

まみして ゐ たの だが、 その 少し 赤らめた 顔 をき て、 暫 らくこ ちら を 兄 詰めた。 RJ^PM りと して、 

まつ が おそろしく 長い。 その あ ひだ を ただにが 笑 ひ をして 見せた が、 これから 段. 安くす る こと 

が旣 にき まって るかの 如き 意味で 答へ た、 而も あま ッ たると 調子で， 『いづれ 分ります、 わ — 巾し J 

げ ないでも。』 

『  』 は 直ぐ また 言葉が 行き 詰った。 

『神 田へ お 通 ひです と、 ね。』 今度 はかの 女からの 言葉であった。 誰れ からか、 もう 、醜いて たらしい。 

『何に おなりなさい ますの？』 


『僕です か？』 一 暦 固くなりながら 、『僕 は 政治家に なろ つもりです』 と 答へ たが、 『藝 術も而 ほいので. 

つ  およ 

すが』 と附け 加へ た。 それとなく かの 女の 父の 技術に も 云 ひ 及ぼさし める 考 へであった。 

『藝 術と 申します と、 繪ゃ 彫刻です、 ね？』 

r  』 渠 はかの 女 も その 父の 商 買 がらから 多少 話せる やうに なって るの だ、 な、 と 思 はれて、 更 

ら になつ かしみ を咸 《じた。 半ば 敎 へて やる つもりで、 『それに、 僕の 云 ふの はお もに 文學の 方面です が、 

役^^の藝ゃその他何でもぁたまなり乎なりで巧妙なゎざを現はすのもルほ、 そのうちへ 這 入 n ます。』 

『ま ァ、 然し、 そんな 物よりも』 と、 かの 女 は そのお ゃぢ さんの： ti ずせ にも 云 ひ 及ぶ の を 避ける やうに 

した、 『矢ッ 張し、 政治の 方が およろ しいでしょう。』 

『そり ゃァ — ^し、 僕 は、 政治に も經濟 學が將 f:^ 必要に なって 來る やうす ですから、 おもに その 方 

を 自分で は勉强 して ゐ ます。』 ほんとう にかの 女に 通じる かどう か 分らない けれども、 分 はそんな こ 

と を 云って 聽 かせた。 自分よりも！ つ 二つ は 年う へだら うと 兄て 取って る だけに、 何となく. GI 分の 新. 

たにで きた 姉に でも 向って る氣 がして、 こちらから 寧ろ あまへ 込んで 行きたかった。 

『；^ 構です、 わ。 うち Q にィ さん は& かにき なりたい、 なりたい ッて 云って るんで すけれ ど、 、〈ス 乂ァ 

力. 力/ \^  』 

『俟も 父 さへ 許せば、 藝術 家の 方に 向く のです が 11 』 

靑 春の 頃  ニー  11 


焙六卷  二 四 

「^や 膨 刻なら、 また、 ようご ざいます、 わ、 ね。』 

かの 女 は その 左り 手の 方の 茶 篦荀に 目をやる と、 すぐ その 方に 片手 を 突いて 右の 手 を 延ばし、 茶道. 

具 を 出し 初めた。 、  、 

0 これ を ちらと 見た だけで、 は ぱッと 顔が ほてった。 そして わざと 横 を 向いて しまったが、 丁度 

そこの 柱に かかって るの は 歌 麼か何 かの 細い 版靈 であった。 浮世 美人の 立って る その 裾の 色が 稷 めて 

C  いまみ 

雜く なって ると ころに、 今 見た あざやかな 色 を 添へ てながめ た。 そして、 

『  』 人 を あたまから 馬鹿にして かかって るの だら うか？ それとも、 また、 そんなみ だら を 平氣 

な i! 慣 なの だら うか？ おなかな どが 人の 云 ふやう に 大きさう でもない が、 若し 大きくな つたと しても、 

0  ， 

。 分の 好きに は變 はりがない と考 へられた。 

そのうち にかの 女の 兄が 歸 {i? したので、 築 は 挨拶 も そこくに かの 女の 兑 送り を 受けて そこ を 出た P 

あに  .こ ゑ 

が、 その あとに 兄なる 人 はかの 女 を 非常に 叱リ つけて るら しい 聲が きこえた。 それ を もッと 立ち 聽き 

して ゐ たかった の だけれ ども、 萬ッ晝 間の ことで も あり、 こちらの 父母 や 女中に 見つけられる のが こ 

とろ 苦しかった。 


五 -  】 

赛 夫の 家に 於いても、 また 一 つ 纏の 若い 神； i を 刺戟して やまぬ ことがあった e  一 

何でも 品 川の 或 女郎屋に 使 はれて そこへ 年中 出入 リ して ゐる ものの 娘で、 お 末と 云 ふの が， そ 0 于 

供の 時から 女中に なって 來てゐ た。 蕖 など はかの 女の こと を 名で ぎばないで、  一 

『おい、 cn ッ かち、 目ッ かち』 と 心 やすい 友達の やうに 云って たの だが、 坐來 なかく あか 拔 けがし 一 

てゐ て、 曾 葉 も 亦 はき/ \ 巧者であった。 それが 爲 めに 蕖の 母に も 重寶 がられ、 父に も 亦 可愛がられて 一 

,  とし ご ろ  一 

有った ところが、 もう 年頃に なった と 云って、 かの 女の 親が 嫁入り 口 をき めて 來 たので、 がむ を 得. 

-^久し振.=^でまた別な女中をゃと つ た。  一 

目黑 の 奥 の 多少 资魔ぁ る 姓 の 娘で、 給金 を 目 あて よりも 行儀作法 を おぼえた いと 云 ふので あった 0- 

本名 はお 鹤 だが、 それで は 春 夫の 母と 同じ 呼び名になる からと 云って、 こちらで これまで If^^s^ を 呼び、 

慣れたお すゑと 云 ふの をつ づける ことにした。  一 

このお すゑ は赛 夫よ^も 三つ 四つう への 癖に. * まだ 時計の 時 ii を讀 むこと がで きぬ ほど、 無蔡と 一； 4 

ふよ リ も田舍 ものであった。 

なんじ  め » 

『おい、 おす ゑ、 何時か 見て 來て „4< れ』 と Al すると * 
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『はい』 と 云って 勝手へ 行く が、 そこに ゐ合 はせ た 父な り * 母なりが直ぐ何時何十分と云って聽か-^?-^ 

ぢょ  V れ 

るので、 かの 女 は その 通り を こちらへ 傅へ た。 それで、 渠には 初めのう ちそれ が 分らなかった。 

何 かの ついでに、 渠の 母が 渠 におす ゑの 餘り 無舉な こと を 歎した ので、 擬 はかの 女 を 時計の 前に 立 

たせて、 その 證 みかた、 數へ かた を敎 へて やった。 が、 年し たのものに 物 を を そ はるの が耻ぢ だとで 

お， &  ど ほ 

も 思って だら う、 ろく./. \ おぼえようと もしない ので、 矢ッ 張り、 もと/ 一通りであった。 

それが 氣 になる ので、 E みは 或 時、 勝 乎へ 行って、 

『おす ゑ、 これ を 請んで 見ろ』 と 云って、 I 、二、 三、 四と 書いた 紙を兒 せた。 

『いやです、 わ』 と 云って、 かの 女 は 笑った が、 二度と ふり 向き もしなかった。 

『  』 それほど のこと を 馬鹿にし てと 思った 爲 めか、 それとも それさへ 全く 見えない のか、 どッ 

ちと， STj^ に は 分らなかった。 

をし 

『敎 へて お K ひなさい』 と、 そばに ゐた渠 の 母 も 云 ひ 添へ た。 『聽く は 一代の 耻ぢ * 聽 かざる は 末代の 

耻ぢ とも 一 ぶふから、 ね。』 

『ま ァ、 氣 ながに してやる がいい』 と、 父 は その後に なって 春 夫の 相變ら すやきく 云 ふの をな だめ 

た。 『人に を そ はるの をき まり惡 がつ てる女 だから、 その 時 その 時に. 獨リ 手に おぼえて 行かせる やう 

にして やる より 仕 かたがない o』 


『だッ て おほえお H りゃァ 本人が あとに なって 困る だら うと 心配して やって るのに！』 IRfw 水仕褰 

をして ゐ るかの 女に も Si える やうに 云った。 そして 自分で は、 Q 分の 父 や 母 が これまで にも 1^5: に 縫 

ひ 物まで へ 込む 熱心 を 知って るので、 それに 多少の 手助け をす る^へ であった。 

ところが、 或：：！、 或 下宿人の 部屋へ 蹈が 話に 行く と、 

こんど  べっぴん  ， 

『今度，：；： はまた なかく^ 嫂のお 目 かけさんだ * な』 と 1H はれた" 

『  』 藥は颜 を 赤く しないで は ゐられ なかった。 まさか、 自分のと：；，； つて 冷 かされる 哲 もない か. 

ら- まことに 一 曆の 意外であった。 して 見る と、 父 は あの 目ッ かちのお すゑ fl 父の 娘と しても 末 か 

ら 二三 薪 Hz となるべき il を * も、 ただ はきく 者と して 可愛がって やって たばかり ではない のか？ 

思 ひ 出して：：^ ると、 あの 子に は 成るべく 奇麗な 衣 てゐ させる やうに して ゐた 。けれども、 かの 女 

がそれ につけ 上って ぞべ らくして ゐ たの を、 春 夫 はかの 女の 生れた 品 川 遊廓 あたりの 風 を 腐 似して 

ゐ るの. だら うと 思って た。 それとも. 父 はお 向 ふのお みよさん を 見てから、 自分 もと 云 ふ ふうに、 ま 01 

のおち だ を び 出した ので あらう か？ 『お 父 ァんが —— まさか、 まさか』 と、 心で もうち 消した が、 

その後 は それとなく 注意 を拂 つて 見る やうに なった。 

今のお すゑ を 

『うどの 大木』 と渠 がかげ て 口 を 云った の は、 この 脊が 圖 ぬけて 高い のに、 案外 ぼん くらで ある 爲 
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めだが、 細お もての 額 だち は 割り 合に よく 盤って ゐる。 そして 來た當 時から、 朝晚 二回に は必ら すお 

しろい をつ け換 へる ので ある。 而も それが なかく 念入りで、 時 問が かかる。 

『おす ゑ は奇 its きな の はいいが、 あんなに お 化雜に 時が かかって は、 朝ばん の 川が いつも 後れて』 

と！^ の 母 はこ ぼした。 

1  き れい  K- よちう 

『なァ に、 奇歷 にして ィる 方が いい ぢゃァ ないか？ 今度の が 一番い い 女中 だ』 と、 父 はいつ も容ん で 

ゐた。 然し その 様子が 必ら すし も かの 女 を自. H にして ゐ ると は、 春 夫に はッき りと 受け取れなかった。 

きんらい 節が はやって ゐて、 ちょ ッと 三味線 を ひける 婆ァ さんど もがよ くそれ を 歌って 金 を 貰 ひに 

や 《- た。 田舍 ぶしの 陽 1  おな 調子で いろんな 皮肉 や 滑稽な 歌の 文句 を 歌 ふの だが、 歌链に そのし まひに は、 

ことば 

『の ッぺら ぼうの、 きんらい らい、 おかしい やお ま へんか』 と 云 ふかみが た 言葉が 繰り返しになる。 

それ を かの 女 は 誰れ よりもお もしろ がった。 三味線の 音が すると、 

『また 來た』 と 云って、 審木 など を 持った まま 滕 手へ 飛び出した。 また、 流し もとへ 下りて 物 を 洗 CV 

てる 時な どに やって _ ^ると、 衣 物の 裾 を まくって しゃがん でる まま、 その 方 を じッと 間ぬ けた やうに 

見上げて ゐて、 おしま ひの 『の ッぺら ぼう』 になる と、 待ち受けて たやう にあ は、 はと 笑 ひ 出した。 

時には 一 一度 も 三度 も 笑つ てるのが 聽 えた。 

それ を かげで 聽 いてる と、 まだ. （- さう でもない が、 渠が 直接に 見た 時には、 その 締 りなく 笑 ふ 者 


ヒそ^ ッ べらぼう である やうた じがした。 

『0 りさう 鹿 笑 ひ はするな』 と- の 父 も かの 女 を 1^ り 付けた ことがある けれども、 その 時 こな 

とまた M じ やうであった。 

『  』 鹿に して は 惜しい 女 だと、 卷夫は E- ひ 詰めて たので • 私 かに：^ とかして 少しも ッと 知^ 

ぶな 

を與 へて やりたかった。 が、 若し 父が， ：II.S にして ゐる ものと すれば、 こちらで 入ら ざらん fli を堯く 

にも 及ばない ので ある。 その上、 こッ そり かの 女に 物 を 云って、 こちらに かの 女 を 何とかす る氣 でも 

あるかの やうに はれて は、 自分の 父に 對 して 本意ではなかった。 

、る. 1- さ 

けれども I 成 時- 
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父が ザ；： び、 母 もこれ を かば ふ 女で ある だけに、 春 夫 は iii れも てゐ ない ところで II たと へば、 自 

窒を 出た 直ぐ その はしご 段 を かの 女が 客のお 膳 を 引いて 下りて 來る とろ こな どで 11 くわす 時 は、 

u>  ふる  .、•、 

物 を 云 ひ符ぬ 時で あれば ある ほど、 自分の 手 やから だが K える の を^え た。 無論、 ^^接自分が戀して 

ゐる おめで はなく、  {a 分の 父の S ひ 物で あるか も 知れぬ と 云 ふこと に 殆ど 戀と 競爭 して ゐる 程の 敬意 

を梯 つて だが。  • 


自分ながら 微妙に 思 はれる この 蕖の 心持ち を-かの 女 は II 如何に 無學 でも、 年う への 女と して I 

渠の 目つ き やそぶ りに 於いて 感じない では ゐ なかった らしい。 m7、 こ ッそリ と の 勉强窒 へ 這 入つ 

て來 て、 お客さんの 殘り物 か 貰 ひ 物ら しい 林檎 や 蒸 菜 子 を 置いて 行つ JUO 

けれども、 、1 は 自分の 心が 俄かに 全くお 才 さんにば かり 向いてから は、 おす ゑの こと を 餘り氣 に は 

とめなかった 。いや、 却って 自分 はおす ゑ を 邪魔に m 心った。 蓋し 自分が 島维の 家へ 初めて 行った の を そ 

の 最初に 兄つ けたの はかの 女であった。 そして 鮍 S. へ^たつ いでに、 

『あなた、 お 向 ふの をお 好き、 ね』 などと 冷 かした。 

『馬鹿！』 低い 聲 にだが 叱りつ けて、 『下 だらない こと をお 父ァん やお ッ 母さんに しゃべったら、 マ g 知 

しない ぞ！』 

『何も 申しません よ。』 これ も その 聲を， 渠の耳 もとへ 持って 來た。 そして ぶんと II の あぶら をに ほ はせ 

ながら、 『た ッぷ. ON とお 樂 しみなさい よ！』 

『爲 鹿！ 馬鹿』 としか 云 ふ 育 葉が 出なかった ほど •  S 〈は その 耳の あた. CS まで のぼせて ゐた。 そして、 

そんな 卑しい.^ e かしの 曾 葉な ども 初めて 聽 かせられ たの だが、 それでも 私 かに 嬸 しかった。 

啻 舂の镇  ーーニ 
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ぉ？^ひ-んにその家へ逢ひに行くのは赛さきにぁるだけになかく六ケしかった。 

こちらで はおす ゑが 兒 張って ゐな いと m わへば、 向 ふで そのお やおさん や 兄が 在 {モ であった。 また、 

向 ふが 丁度い い 場合に 在っても、 そんな 時には 生憎お すゑが こちらの iS 乎に ゐて、 妨げ をして ゐ るの 

であった U 

それでも * 然し、 それば かりに 心 を そそいで ゐ ると、 —— 丁度 泥棒が 人の すき を 机って る やう だと 

^^分ながら思はれたが" 11 その後 また 二度ば かり 人の ほ を かすめる 折が あった。 その 度 毎に ぉ才さ 

しょ 列の みだらな 風 を 化せ、 面 も 1 庞 口よ リはー 一 一度 目より は 三度 Hr と 親しみが 進 むに 從っ 

み  V た 

て、 それが また わざとら しく も is^ えたので、 こちら は 却ってお ぢけ 付いて 固くなる ばかりであった。 

そして 歸 つて 來 てから， 靈 間で も 夢に 心 を だら りと ゆるめて、 

それ を氣 味；€ く 恐れて、 夜 も 成るべく 夢を兒 まいと 目 を 明けて ると、 ランプ を 消した 部屋の 露ッく 

らな 1K 井に かの 女の みがかった 微笑の 額が 現 はれて、 それが やがて 横に 疊へ 突いた ゆび 輪の 乎の 派 

出な 袖の たるみに 變 はり、 また 紫 じみた 繙 子の 聱夜帶 とな リ、 つ ひに はまた 崩れた 膝の ®i 緬に 見え 

て來 る。 斯うして 1^ は 段々 と 早くからの 夏瘦 せ も 手つ だって 祌經が 衰弱して 行って、 擧 校へ 出る 氣に 

も なれな くな リ、 ^から， 秘 まで 自分の 部 星で ごろくして ゐた。 そして 日に 二三 度 も弁戶 端へ _s をれ 


ひに 出る のがせ めても の 心 やりであった —— かの 女 もこれ に氣 がつ けば 必らゃ 水 を 汲みに 來 たから。 

『舂夫 はどうして この頃 擧 校へ も 行かないで、 ごろ ッ ちゃらして ゐ る？』 父 はとう. く 斯う 云つ，， こ。 

こないだ ぢ うから こちらの 樣子を 見て むづ/ \ して ゐ たやう であった の だ。 

『少し あたまが 惡 いやう だから』 と、 中 廊下 を 自分の 部屋の 方へ 曲る ところで、 茶の間の 明いた 障子 

にけ つたる いから だ を 手で ささへ ながら 答へ た。 自分で も 憎い ほど 取りす まして、 『K は、 目的 を變へ 

>  ふんが  ぶん く 

たいの てす。 それで 考へ てるんで すが、 矢ッ 張り、 文學の 方が 僕に ゃァ いいやう にに ぷ はれる から。』 實 

際、 最近 俄かに 自分の 物 ごころ に 赤 や 白 やの 色覺 がちら 付いたり、 變 はったりして 見る. ヒ、 こんな My 

驗 は、 わが 國で今 名うての 政治家 だが 雜駁な あたま を 有して ゐる らしい もの 等ので はなく、 寧ろ 外國 

の 詩. <傳 などに ある 人々 の それであった。 だから、 自分 も 大分 迷 ひ 出して ゐ たが li まだ はッ きりと 

考へを きめてな いのに、 この場合の 云 ひぬ けと して、 もソ， きまった 如く しゃべって」 まった の だ。 

『そんな こと は 許せない！』 父 は本氣 になって 怒鳴った。 『文舉 なんて、 惰弱で 叉ろ くに 金に もなら な 

いこと を 男子と してすべき ではない！』 

『解釋 が 遠って る』 と、 つい、 こちら もむ きに 答へ たが、 それ ッ きり 部 星 へ 引 ッ；； んで來 た。 

今のお すゑに K つた 小い 古ぼけた 壌 中 鏡 を 机の 引き出しから 出して、 €2 分の 額 を 眺めて 見る と、 男 

親ゅづ りで 女好きの すると 親戚の ものに 云 はれた 赤 黑ぃ額 も、 色が 靑 白く、 目が 兩方 とも 少し 窪ん き 
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やうに 寫 つてる。 どうしても 速 かにお 才 さんとの 約束 だけで もして、 自分の 物にし て置 じき かった 

その 翌ぉ、 l^pi へ 出た 時、 お 寺の 山から 井戶 のうへ をお ほって る あんす の樹 がその 熟した 實をー 

つ、 丁度、 囊の しゃがんで 下 を 向いて た わきへ 落した。 何物が 飛んで 來 たかと ぴッ くりして 見た の 

だが、 それであった ので 手 £-ひ 上げた。 そこへ また かの 女が やって 來 たので、 誓 持った 手 を以 つ 

てち ょッ とうへの 方 を 示め し ■ て. 笑しながら、 それ を かの 女に 與 へた。  た 

かの 女 もに ッ こりして 金い ろの ある 方の 手 を さし 出してから 後、 その 姉ら しい 態度 を 改め、 

『あ ク、 今. 辍 いら ッ しゃい、 みな 招 守になります から』 と * ひそ やかな 聲で吿 げた 

その 日 一日 はむ やみに 長かった ので ある。 そして 夜に なつてから も、 おす ゑの 臺 どころ 方 づ，. -カ殆 

ど わざとら しくな かくすまなかった ので、 家 を 出な の は 九 時 を 過ぎて ゐた。 

『が ずれから お待ちして ましたのに』 と、 かの 女 は 不平 さう であった。 

『でも、 女中が 勝手 もとにがん 張って ましたから。』 

『女中なん か 11 ？』 

『 ：：.：： 』 そこに も I かの 女の 讓を 姉の 言葉 らしく 感じた。 ふたり ッ 切りで はな かくさし 向 ひ 

になれ なかつ たので、 渠 はや ッと i ての せき を 切りぬ けて 來 たやうな 氣 がした。 

—  # 晚 こそ は、 言葉 に 云へ ないでも、 ？ 握らせて 貰って、 約柬の 手が If うと 胸 を どき 付かせ 


てゐ ると、 

力 女，" 年ク へのせ いだら うと 思へ る 平氣な 落ちつき を以 つて、 そのお ゃぢ さんが 商 買の 手本に し 

てゐ ると 云 ふ 武者 総の 本 を兒 せた。 が >  問 もな くその 女のお ゃぢ さんが 歸 つて 来たので、 そこくに 

いとま をつ げた" 

『 お 前 は 向 ふ の 法 俊 破り のうちへ 度々 行く さう だ が I J 蕖の父 は 鎮の歸 るの を 待ち受けて たの か、 

歸 ると 直ぐ 茶の 問へ 呼び込んで、 詰問した" 

『度々 ぢゃァ ない』 と、 っッ 立った まま、 渠 もどう せ 知れた もの だから ぎ や レ た。 が、 自分の きまり 

惡さを 隱す爲 めに、 そばに 分の 母と 共に 坐 わつ てるおす ゑ を瞰み 付けながら、 『そんなお ほ 袈裟な こ 

と をお 前が 云った のか？』 

『いいえ』 と. こちら を 見上げた が、 その 否定の 樣子 は^ 何にも わざとら しかった、 『わたしで はあ^ 

ません。』 

『うそつ け！ 時 計も讀 め ない 癖に ！』 

『度々 ぢゃァ なくと も』 と、 父が 受けた の を 一し ほ 鎮は氣 持ち f  く 思った。 おや ぢに思 ひ 物が あら 

ば、 こちら も 別に 一 百 葉のう へだけ の 約束ぐ らゐ はして 匿いても よから うに！ 『矢ッ 張り、 , 了った の は 

ほんと うだらう？』 
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i こ 

『  .』 +5! ちに うんと はうな がけなかった 間に、 自分の 母 も 心配 さ-つに 口 をい 山した。 

『お前 は氣 をつ けない といけ ない よ。 向 ふ はお 尋ね もの も同檨 だから、 ね。』 

『llg 鹿な！ それと これと は 違 は ァ！』 

『でも * おかみの 御法度 を 破って 商 買 をして るんだ から • ね。』 

『そんな こと ァこッ ちに i、i 係 だ！』 坐 われと も 云 はれない だけ、 ：§は^111分にまだ駄々をこねる51地 

が あると！ 0^ た。 

『p つて m=l くが、 ね』 と、 父 は その あご をまで うは 向きに して 言葉 を 改めた、 『向 ふの 娘 は 今姙娱 中で 

 うか./. \- 遊び に 行って る うちに こッ ちへ ぉッ つけられ ちゃ ァ 詰らない よ。』 

『こッ ちさッ て、 そんな こと ァ —— 』 但し 知って ると も かま はない とも 云へ ないで、 ただから 意- S り 

を兑 せて 引き さがった。 

渠は肖 分 も かの 女の 腹部が いよく 少し 怪しい と^たの である。 それ は 

、 それとなく 聽 く周圓 のう わさ：：！ り、 出入りの、 或 若い 衆の 種 ださう だが 11 それ だのに • また、 

かの 女が あんな 樣子を こちらに 向ける (囀が 知れなかった。 けれども， 自分が あの^の 一片 を 次ぎへ め 

くらう とした 時、 かの 女 は 

た K ん 

『わたしが^ けます、 わ』 と 云った。 そして そのと たんに * 多分 わざとに だら う 力 その 1片と^^に 


こちらの 指さき を擬 つた 直ぐ また 放して しまったの だが、 その 時、 あの 靑ぃ 類に もば ッと 時なら ぬ 

紅 を さした。 その はす ッば だが 女らしい、 優しい こころ 根 を 思 ひやる と、 自分の 身が 今でも ぐんに や 

りと 融けて 行く やう である。 

X？ よ  -. そ 

かの 女の 腕に、 こちらの 名 を 入れ墨し ろと 云へば、 必らす 私 かに その 通りす る だら う。 が、 それより 

も 寧ろ、 渠は 自分の 腕な 胸な. OV にかの 女の 名 を かの 女の-., 一. で 彫. " 入れて 貰 ひたいの である。 

けれども、 今度 は 自分の 父の 監視まで が 厳しくな つたれ で、 ，渠 はまた なかく いい 機 會を發 でき 

なかった。 そのうへ に、 斯う 叱られた、 

『もう、 夏期休暇 もまき だから、 <r のうちに もッと 勉強して 置け ー 勉强 もしないで ぐづ くして ィる 

から、 却って 下 だらない/ J とを考 へる やうになる！』 

『へい』 と、 鎮 は 人 を 馬鹿にし たやうな 返事 をした。 

『  』 父は渠の突ッ立ってるそめ額を：！：！^^げて、 なほこ わい 目つ きで 追窮 した、 『今から 女の こと 

など 思って ちゃ ァ、 ろくな 人間に もな れゃァ しない！』 

『  』 女のことばかり^！ボ^-へてるのではなぃと云はぅとしたが、 それでもき まりの li^; 心さが よこ へ 反 
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れて、 父の 國に 於け る 行 ひを责 める ことにな つた。 『お 父ァ んだッ て、 隨分 あすん だん ぢゃァ ないか？』 

『そんな こと を 云 ふ もの ぢゃァ ない よ』 と、 母 は そばから さしとめた- 

『  』 實 は、 母が そばに ゐ たので、 渠 はつい 勢 ひ を 得て さう 云 ふこと を 云ふ氣 になった ので あつ 

た。 父が また 今夜 も 女のと ころへ 行って 歸り が遲 いと 云 ふやうな 時には、 かの 女の つもり 積もった 心 

配が 11 これ もよ そに 反れて —— 父の 自由 過ぎた 行動に 對 する あられ もない 對抗 運動 を 空想した。 そ 

れに はいつ も 自分が 引き合 ひに 出されて、 自分の 姉と 共に 母が 相談 じみた 悔し まぎれの 話し合 ひ をし 

てゐ たに 據 ると、 自分 を もッと 年う へに して、 せ あて 姉 ほどの 年に なつ てれば、 うちへ よく 遊びに 來 

る 舞 ひ 子な り藝 者な りに くッ つかせて ■* さんざん 放蕩 を させて 見たら、 その 親 は その 時 初めて 目が 覺め 

る だら うにと 云 ふので あった。 自分 は その 時から 耶蘇の 說敎 をき いてた から、 佛敎ゃ 懦敎の 古く さい 

{〈丄 氣の 中に 育った をん など も は 下 だらない こと を 云 ふ もの だと 超然と して ゐた。 が、 それでも 母 や 姉が 

父の 免職 を豫 期しての 心配に は 十分 同情した ので、 父に 對 して 一度 淚の爲 めに かた 言の やうに なった 

5^ 仏お をした の だ。 そんな こと を 自分の 母 は 今 全く 忘れて しまった かの やう だ。 そして 父 をして おもて 

向き は 威 だけ 高に 答 へ しめた、 - 

『こッ ちなん ざァ、 |> んだッ て 別に 人の 厄介に ゃァ ならなかった！ お前に ゃァ、 まだ その 器量がない。』 

『  』 積極的に は 無論ない かも 知れない が、 消極的に は、 女と 共に 私 かに 言葉の 上の 約束 だけ は 


して 1^  くこと もで きる！ それで 滿足 できないなら、 手に 手 を 取って —— 乞食 をで もす るつ もりで  

逃亡す る こと もで きる！ まかり 間違へば、 また、 心中 情死 を も！ 

ぐ， つし. T* ん 

渠は わざと 極端に 自分の 考へを 持って行 つたの だが、 この 情死と 云 ふ 觀念を 元め やうに さげすみ は 

しなくな つて ゐた。 もとは、 楠 正 成の 自^ を 卑しんでも * 石 田 三 成の 生 殘りを 新ら しい 信仰の 犧牲的 

實現 だと 思った。 が、 耶蘇 敎の 思想 を 離れて 見る と、 後者 は 後者と して 正しい と 同時に、 前者 も 亦 前 

者と して は 間遠 ひがなかった。 そして 近 松 門 左衞門 あた リの 心中 物 を讀ん でも、 人情と 誠實 との 至り 

極まる ところ は、 旣 成の 信仰 や 道義 をた だかた ちのうへ で 押しつけるべき もので ない ことが M つた。 

けれども、 自分の こんな 理論 若しくは 信仰 —— これ はいろ.， （-な 女に 迷 ひながら も 近 ごろに なって 

ますく 自分の 確信と なって 來 たもの だが ：：. を 以. つて 親を說 くの • は、 つまりみ： 世界の 人 を救濟 する 

だけの 努力 を 要する >J とであった^ が、 釋， i 一 や キリストが 全世界 を 救った と：..； ふの は 露 ッ かな うそで 

-—— 自分の 考へ では、 全人 類 は 救へ る ものではなかった。 耶蘇 敎的宗 救 家と なって、 li^i へ 人々 の 手 

を 引いて 行って やらう と 思った の は、 ，0 分の 一時の 夢であった。 天國 にせよ- 極樂 にせよ、 それが 理 

想 的で ある だけ、 そこに 至る 條怦は 完全 無缺 その物で あらう。 が、 人間 は 11 たと へち ょッと 神た る 

Ml 想的條 件の 如くち よ ッとは 完全 無缺の 域に 進めた としても きて る 以上 は 海の 潮の やうな ち 

干が ある。 まして、 その 滿ち 干が いつも 不完全な 生活で あるの は 免 がれない に 於て を や だ 1 
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これ を {HI 分. か び 得た の は 鹿爪らしい 宗敎論 ゃ&! 攀に 於いてで はなく  • 却って 經濟舉 目 中の 貨幣 論 

に 於け る ダレ シャムの 法則 i^" である。 この頃で は、 £1 分の gg. 問 を演說 口調で 昔 請す るの は 11 あま 

りに 馬鹿々々 しく も あり、 またお 才 さんに 聽 えても 见ッ ともないので、 —— やめて ゐる。 が、 祌經の 

ぉ4弱 と 女の 戀し さとの 問に 於いて 私 f んに 謹んで 考 へて 见 ると- 所謂 聖人が 出ても、. は を 救へ な いのは、 

救 はう とする からで はない か？ い や 、聖人 も 人 だから、 人 問 を 人 以上に 救 にう としても、 それ は自 

然の现 法に 叶って はゐ ない のた。 矢ッ 張り、 もとく 通りに なって しまう。 これ； € 货幣が §2 幣 貨を驅 

逐す るので はない か？ を 引く もの も 引かれる もの も. 結局 は、 貨幣なん だ。 人間 は！ € 货幣 たる 本 

じ ぶん 

性 を 自^して、 そ ：3 ままで. 0 タは 自分 を 生活 さ せれば よかつ た。 

『とれ ほど 謙 遮で、 而もお を 得た、 M が あらう か』 と、 渠は 躍り あがった ことがある。 『自分が 踏む か 

ら道 はでき るので * 自分の：；^ I まない ところに は 道 も 何も ある もんで ない。 おや ぢが 何と 云っても、 攻 

治なんかの野心ば放，^^-して、 ぉ才 さんと I 緒に なり、 貧乏. V しても 文 a- に 自分の 足 を 踏み出す ことに 

せ 4:5 しぐ；； ん 

しょう！』 自分の 政治 志願に はま だ，： S 分で 兑た ところの 宗敎的 偏見が 加 はって て、 それで 以 つて 世 を 

敎へ ると 思って たのであった。 『これが 分らない もの. は、 親で もこ ッ ちの 至誠 を 理解 しないの だから、 

それまで のこと だ！』 

斯う 考へ をき めた の だが、 これ を 父に うち 明ければ、 また、 1 まに、 


『をん なの 爲 めに 目的が ぐらつ. く』 と 云 はれる に 相違なかった。 

『  』女€ 爲め ではない、 s-ii, 理の爲 め 至誠の 爲 めだと 自分自身で 答へ て 見る」/ 然し、 理性の 世 

界 になって、 ぉ才 さん は 必要が なくなって、 かの 女に 對 する 戀が餘 計な： 1： になって しまう。 

いや、 自分に はこの 餘 計な こと を 二重に して ゐる わけ だ U かの女に對するぉ$^A-」その 一 つと すれば * 

父の 命令で 自分の 進まぬ 舉 校へ 矢ッ 張り 行つ てるのが その 一 一で ある。 

一方 を禁 てると 父に 蒈ふ 代りに、 他方 を も 父から 解放して 貰 はう か 11 たと へば、 喧 啼の兩 成敗の 

如く。 いや！ それで はお 才 さんに すまぬ。 如何に 理性の 乏しい 女 だとしても、 その 爲 めに. H 分 をい よ 

い ょ藝術 的 方面 に 向けて". K れた 2 だから。 かの 女 を： g て て藝術 だけ を 取る の は、. 或 不正直な 擧 生が 犬 

梨 を 卒業し てから そ の 卒業 ま で の 费用を 出し て "4<れ た 養家 を 後ろ 足に する や う な も の だら う。 それ に 

は 自分 はへ i りに 人 £ があって —— 。 

惑 はざる を なかった。 一 ロー 信じた； t を棄 てて 無にした までの 惑 ひ 苦しみよりも、 一 1^ 赏際 的に 苦 

まど 

しい 惑 ひであった。 

『それ を こそ 入れ墨で 彫り 現 はして 貰へ！』 と， - 如何にも あざやかな 藝術的 だと この場合に 思へ た S 

が 自分の どこから か聽 えた。 

『  』 さう だ！ かの 女の もとへ 行って 萬 事 を まかせろ より 仕 かたがなかった。 あの 特； ひな . 
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い 微笑の 奥から 見える あの 女らしい、 優しい 赤い こころ 根を藏 する 胸に 身 を 抱かれて、 全身に かの 女 

の內 心まで を も 精神 釣な 墨 針で 印象され ながら、 あまい 氣 だるい 自滅の 淵に 生きられれば 生かして K 

ひたい！ 

今一度 I ； li^i^ こそ ——， 逢へば、 きッと 成功す るに きまって るの だが、 子供に 嚴 格な 父 や 意地 惡く 

忠 まぶつ てるおす ゑの 爲 めに 邪魔され て、 また 三 四日 も つづいて その 機會 がなかった。 そして かの 女 

に それだけ 遠ざかる と、 —— もう、 井戸端 や 梅雨 あが リの そとで 話 を か はす ほどで は滿 足し なくなつ 

た 自分の 反動と して、 —— 却って 燒け まじりに *  ,11 分の 藝術 心の 理性的 方面ば かりが 段々 あたま を も 

キ  £ 

たげ て來る やうな 氣 がする ので ある" それが また. R 分に は 心 1.^ しく、  t な 苦し 力った 

不承 無精に 徒歩で かよ ふ攀 校み ち も、 丸の 內 を^の 門から 行き、 神 W 橋 を 這 入って 歸 つて 來 るので 

あるから、 この やうに あ-なまが 物變 く、 祌經が 疲れと がって る 自分の 足に は、 面白く かよった 時と は 

遠って、 なみ 大抵ではなかった。 そして 敎授ゃ 講師 どもの まじめ 腐った 講義 も、 多く は、 ミル や、 パ 

ジぉト や、 アダム ス ミス や、 リカルド や、 口 シェルな どの 淺 薄な 受け 寶り である ことが ますく 見え 

透いて 來て、 自分の 足 やから だの 疲勞を 補 ふに も 足りなかった。 

その 曰 もみち く 何だか ili さはって、 むしゃくしゃしながら 歸 宅した の だが、 まだ 袴 もぬ がぬ う 

ちに おす ゑが 飛んで 來て、 


『春 夫さん . あなたの 好きな 人が お 嫁に 行きます よ』 と、 あざ笑 ひながら 自分に 吿 げた。 

『女が 嫁に 行く のが 何で を かし いんでい？』 

『でも、 あなたが 御 心配でしょう？』 

『馬鹿！』 

それでも その わけ を知リ たかった ので、 そらとぼけながら 聽 いて 見る と， け ふ、 裨 を はいた 人が 向 

ふへ 來て、 ぉ才 さんの いい 緣談が あると 云って 歸 つた。 あす、 また 詳しく 話に 來 るの ださう. ヒ。 

その 翌日 は、 何と 云 はれても. 渠は學 校へ 行けなかった。 かの 女が どうなる こと だか、 かげながら 

知りたかった。 そして また じッ として ゐられ ない ので、 急いで 手紙 を 走 曰いて 見た。 

『拜啓 li ほのかに 承 はります と、 あなた はお 嫁に 行く 話が できた さう です が、 ほんとうで すか？ 實祭 

にあな たが あなた 御自身で 御 承知な さる こと はない と 思 ひます が、 それとも 俄かに ぉ氣 がか はった の 

です か？ 僕 は、 もう、 あなたより ほかに 無い のです。 あなたに 手 を 握られた^ 直ぐに もこの 心 を 申し 

上げたかった のです が、 丁度 御 尊父が 御歸 宅に なった ので 何も 云 はないで 歸 りました。 あなた だッ て、 

もうこの 心 はお 察し 下さって るでしょう。 やめて 下さい。 お 嫁に 行く の はやめて 下さい。 今度お 逢 ひ 

する 時 必らす あなたのお 膝 もとに ひれ 伏して II 』 斯う 書いた 時、 纏に もとの 信仰 上に 使った 言葉が 

自分の 赤い 慾の 爲め にな つてる の に氣が 付いた が、 そんな ことに は 1  一；！ _レ て ゐられ なかった 。『あな 
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たのお 許し を 得ます。 どうか 辛抱して ゐて 下さい。 僕は學 校へ も 行かないで 心配して ゐ るので す。 あ 

なた は あれほど 俊の 心 をお びき 出して いだきながら、 俊が それ を 感じないで ゐる とお 思 ひで. すか？ 僕 は 

父が 反對 すれば あなたと 一緒に どこかへ 行っても いいのです。 あなた もさう 決心して ゐて 下さい。 あ 

うしな 

なた を 失 ふの は のい のち を 失 ふので すから。』 

ちょ ッと： ぬ は讀み 返して 見た が、 どうも 自分の 本 銃の 精祌は 別に ある やう だ。 が、 自分の 今 動いて 

る 內心は 十分に こ れを ii し ながら 向 ふへ も 通じさせる ことができ ると 思へ た。 

1^ を 且つて かの 女に そ ッと乎 渡しし ようと、 これ を 封筒に 入れて.， おもて は 宛て名 だけにし、 自分の 

ふところに 入れて ゐた。 i し、 け ふに 限り、 何度 井戸^へ 行って. -、 かの 女 は 出て 來 なかった。 そし 

てべ bffi 少し 前に、 向 ふのお ゃぢ さんが その 人らしい^と そとへ 出て 行った の を た。 

思 ひ 切って かの 女の 家の 勝手 もとから 手紙 を投け 入れようかと 思 ひながら、 その 前 を 井戸の 方から 

とほって 兒 たけれ ども * かの 女の 兄が ゐる やうであった からと ほり 越して、 自分 はう ちの 玄關の 方へ 

おってし まった。 そして ま I ひ 返して 見る と、 たと へ 兄な どね たと ころが" 大 瞻 に ほうり 込んで かの 女 

の 乎に；  一 H\ りさへ すれば、 もう、 かの 女の こちらに 向 ふ 決心が できて しまう のであった。 が、 、も は あ 

せっても び 自分の 足 を 返す だけの 勇氣が 出なかった。 

その ま ヰ： 家に 這 入って、 かの 女 を i 仝に 描きながら 暫ら くぼん やりと して ゐた。 すると、 いつの まに 


か、 こちらの. 勝手 もとに 人が 集って るけ は ひであった。 自分 も 飛び出して 行く と、 下 や W 人 二 名の 外に 

父 も 母 も 集って たが、 

『  』 一 段 低い 流し もとに 立つ てるおす ゑ > が こちら を 手で 拂ふ腐 似 をして、 stかにせょと云ふ^:w 

きんじょ  むか 

を 示した。 そして そとに も 近處の 人が 二三 人 見えた うちに、 おもて 向 ふのお みよさん の 肥えた 姿が わ 

ざと らしく 手桶 を 提げた の も 見えた。 

ST 息 を I 枕して ゐた。 そして はッ きりで はない けれども、 聽ぇ るの はた だお 才 さんの 家の 話し 聲で 

あった。 おや ぢ さん も 旣に歸 つてる らしい。 けれども、 その 話し 聲は 立ち 31 きする ものが あるのに 氣 

ごと 

がつ いた 如くば ッ たり 止んだ。 

『二階で 聽 いてたら』 と、 下宿人の 一 人が 說 明した ところでは、 兄が 嫁 を： なる まで 妹 も かたづいて 行 

かぬ とい ふ 約束 だのに、 まして 目 かけに く 行なん て 承知で きぬと、 兄 は 大きな 聲 で反對 した。 それ を 

おや ぢ さん は、 どうぜ こんな 身持ちに なった 奴 だから、 女郎に 寶 つたと 3 い 〕 つて、 やって しまへ と 云 ふ 

の だ。 『それ ぢ やて 話が 逮ふ からい や だ、 畜生！ と 云って た ぜ。』 

『目 かけの こくち だら うが 11 』  。『  、  、 

『  』  、  。 かの 女の 腹の 子 は 若い 衆 
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の^で あるに 逮 ひない から、 その 若い 衆 はこの 頃 逃げて、 一向に 額 を せない ぢゃァ ないか？ その 寂 

しさ を 今度 はこ ちらへ 向って いやして 貰 はう として ゐ たの だ — みだらな 女と 云へば 云へ るが 11 0 

『うん、 が 人から 評判され た 通 にか？』 

『少し 靜 かに』 と、 父 はこ わい 顔 をして その 力 ふ を ふり 返った。 多分、 日 高の 相手であった おみよ さん 

も ゐろ爲 め 遠慮させる つもりで あったらう。 - 

『それから、 また 女の がが 殺して 下さい、 殺して 下さいと 云った ッけ — どうせ 何とか だから ッ て。』 

『どうせ 何とか だら うが、 嫁入りしたくない のか 知らん』 と 云って、 父 はまた ふり 返り、 その子の 顔 

を赋ん だ。 春 夫に は、 父が その子 を かの 女から も 思って るので はない かと 云 ふ 心配 をして ゐる やうに 

見えた。 

『なァ に、 でせ う —— 行きたい 方なん だ。』 

『あの でかい？』 日 高 は 笑 ひながら びッ くりした 眞似 をした。 

『  』 春 夫 はこの 客の この I 一 薄な 言 槃を聽 き、 この 輕 薄な そぶり を 見て、 そんな こと を かげで 云 

はれる 爲 めに 人の子 をし よ ひ 込む ことの 如何にも 馬鹿々 しいのに 切め て氣が 付いた。 そして 自分 も か 

の 女が 姙. おして ゐ ながら 人の 目 かけに 行けと 云 ふ 父の 命令に 從は うとした こと を不 m い iS がった。 

『もッ と lli して 聽 かせば えいのに』 と、 同じ 客が 云って たけれ ども、 向 ふ は矢ッ 張り ひッ そりして 


ゐた。 

が、 ひッ そりして ゐて 吳れる 方が 春 夫に 取って は 結構であった —— 向 ふの 爲めを 思っても だが" ま 

た自分のかの女に對してまだ殘ってる執^15を考へ て2:^ても。 そのうちに 聽 えた、 

『もう、 どうと も 勝手にし ろ！ おいら ァ 知らん！』 おや ぢ さんの 太い 聲だ。 

『あれ も 乎 こすって るんだ』 と、 父が ニー 一一 ロ一; ム つたので、 向 ふの 聲は その あとが 春 夫に 通じなかった。 

『どこでも 子供に ゃァ手 こす るんで すよ』 と、 母 も その子 を ふり 向きながら 口を出した。 

いつぐ わ 

『然し、 あんな 因 3^ ものに ゃァ —— 』 

『  』 そんな 心配 は 無：^ と、 春 夫 は 自分の 心で 云った。 たと へ 自分が かの 女 を 思っても * それ は 

何も 因^な んて云 ふ もので はない と 思へ た。 

そとに 默 つて 立って たおみ よさんが 取り澄まして 井戸の 方へ 通った 時には、 ふのお ゃぢ さんが 玄 

關に 出て 下駄 を はいて ゐた。 人々 は 皆 これが 爲 めに それぞれ 解散した が、 卷夫 はかの 女が よそへ 行く 

の をよ したら しいのに 一 先づ 安心して 自分の 部屋へ 立ち 歸り、 獨 りで ますく かの 女 を戀し < なった。 

けれども、 擴には 自分の 學校 行きと 自分の 目的と が 別々 になった 如く、 また 自分の 理性と 自分の 戀 

とが 離れば なれに なった。  - 

渠 は夜ッ ぴて考 へたの だが、 11 li 術 は 自分の 戀 を傍觀 しても いい。 また、 戀とは 別に 行っても か 
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ま はない。 戀を 神聖 だと か、 蕩 術の いのち だと かする ので は * とても、 かの 女の やうな もの は 慕 はれ 

ない。 かの 女が 何の 爲 めに 四 五日 前に は あんなに 手 を 出し、 四 4；； 日 後に は 直ぐ また 他の 緣談 に應 じか 

けたの だか、 第 一 この 默が 分らない。 あの 時 こちら も 乎 を 直ぐ 提供 すれば よかった の を、 弱い 爲 めに 

さし 控 へたので あきらめ を 付けた の だと すれば、 或は こちらが 悪かった のか も 知れぬ。 それ にして 

も、 なんで また さう 氣 がか はるの だ？ 父の 想像した やうに 腹の 子 を 誰れ かに 早く 押しつけよう とする 

ので は、 無論、 自分 だッて そんな 揭鹿， ベ々 しい こと をされ たく はない が 11 。 

けれども、 ますく かの 女 は 11 しい ので ある。 いや、 かの 女の 弱味に つけ 込んで かの 女の 赤い 切れ、 

かの 女の 金い ろした 指輪の 手、 かの 女の 顫える 微笑、 かの 女の 姉ら しい みだらが 11 しいので あった。 

肉の 戀 1—— これで 滿足 だと 考 へて、 堪に 自分の 疲れ切った やりな 心の底まで をも顫 はしめ た。 

けれども、 

よくて う  あら 

その 翌朝、 おす ゑの あわただしい 知らせに 驚き 起きて、 顔 も 洗 はすに！ K はれた ところに 行って 見た。 

こちらと 共通に なって るお 寺の 庭なる 池の そばに は * 父 や 二三 名の 下宿人 を. X り X めと して、 寺の 住持 

や 小佾が 集って た。 そして 池の 中にはお 才 さんが 兩手を 腕に 合 はせ たま まあ ふ 向けに 浮かんで 死んで 


『咨 生！』 ，ほ 分 も 新つ 心に 叫ばない では ゐられ なかった。 自分 を も il まだ 約束 もしない うちに 11 

棄 てて しまったと 思へ たからで ある。 餘 りに 見え透い てる ，—ー 餘 りに 薄情 だ I こちら を ％ しに し 

て •  して その子 を 押し付けよ うとして それが できなかった ので、  、 

あるく らゐ のこと は、 如 1^ に 年した でも 分らな 

いこと はない。 自分 はかの 女が 俄かに 憎々 しくな つた。 

『ー體 * お前 は 知って ないか、 ね』 と、 突然， 父 はこ ちら を 半ば にらむ やうに して、 家の 離れと. 3 と 

の& なる S 木 戶の方 を 指さしながら 尋ねた、 i れか敏 I； あすこ を 明けて 這 入る ものが あるの を？』 

『どうして そんな こと を！！ くので す、 こッ ちは兒 ま はり 役で もない のに？』 

〔然し』 と、 今度 は 折れて 出た やうに して、 『あすこが 明いて たので、 直ぐ 庭 をと ほって ここへ 飛び込 

んだ らしい。』 

"  』 泰夫は 自分 を 父が かの 女と あ ひ 引きで もして ゐ たかの やうに || つたので はない かと 考 へら 

れて、 餘 りに また 馬鹿々々 しかった。 『勝手に 飛び込んだ もの を- 人が 知らう 普 はない。』 

さう は 體载を 作った ものの、 始終 思 ひ をお りか はして ゐた 井戸端 をと ほって、 こちらの 裹木戶 へ J 叵 

入った 時、 かの 女に/し ちらが 思 ひ 出せて ゐ なかった かどう か を 知りた か つた。 

春の！ 
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そこへ かの 女のお もこ ちらの 庭から 驅け 込んで 來た。 案內 もな く 失敬な 奴め と 叱りつ けて やりた 力 

つたの だが、 こんな 場合 だからお ほ 目に 見て やった。 そして 

『お g の審な ことにな りました、 ね』 とまで 椤挨 したが、 向 ふ はろ くに 返事 をし なかった。 そして 

かの 女の 死體を かきつ ばた の 群. -繁 つてる 横 あ ひから 引きす り 上げて、 死體 I 部へ その 流れ 落ちた 

片袖 の 先き を つ まんで 載せた。 

死んだ あとまで も かの 女の 耻辱を 見せた くないと 云 ふ 意味であった のなら、 ^夫 は 分 も 1 ュ ^ し 

かの 女の 兄 かおで あったら— この 時 同じ こと をして やる だら うと， S た。 そして 新：？ 11 こと 

に 詩 や 小 說の村 料 を 1 厥 豊富に する ことができ たのに 力 を 得て、 分 はいよ いよます/ \,i 術 家た る 

決心 を强 めた。 

つらく^ へて 兑 ると、 自分 はかの 女に 直接 關係 をし なかった の は 理性 上の 仕 合せであった。 力 

どうせ 死なす ほどなら、 その 生きた 身 體 を かついで 行って どこか 兩 方の 親に も 見えない ところに 一と 

きで も 隱 して くので あった。 

然し 何と 云っても， もう 駄目に なった。 かの 女の 代り を 採し 出す と、 かの 女よりも また 年う へだが、 

もつ、. おす ゑの 外にはなかった。 そのお すゑが — ぉ才の 葬式が 出てから 四 五日 目に — こッ そ.^ と 

また 春 夫の 勉强窒 に 道 入 つ て 來た" 


どうしたい』 と、 奨は 何げ ない ふりで 自分の 胸中に 於け る をのの きを ごまかした。 

一つ， V 

力 力の 女の 方 はさした る 引け 味 も 持って ゐ なかった。 笑 ひながら、 机の^^にその手をぉろして、 

『あなた は矢ッ 張 り 死んだ 人と 仲が よかった の、 ね。』 

『どうして そんな こ と を？ 』 

『でも、 書き置きが あつたと 云 ふぢ ゃァ ありま せんか 11 おなかの 子 は 春 夫さん の だと 云 ふ？』 

『誰れ が そん な こ と を， 云 つ た？』 

『お 向 ふのに ィ さんが、 お 隣り の 人に。』 

『馬 そんな こと を 云ったら •  ふへ どなり 込んで やる ぞ！』 何 ゆ ゑに 罪 を 人に や g せようと して あ 

0 兄 か 勝手 なう そ を 云 つてる の だ らう？ 若し また 架し て 書き Ik- き が あつたと しても. 不斷だ ッ て C 

物 を 云 ふの を 避ける 家の ものが わざく こんな 秘密の ことに 限り 他人に 口外した と は、 死人と 兼て う 

ち 合 はせ の 上の 乎 品であった らう か？ それとも、 あとかた もない 疑 ひ を あとかたもなく m. 資 らしく 云 

つた 方が 若い 衆の 種であった とい ふよりも まだし も 上品 だと 思った のか？ 鬼に^、 そんな ことなら 

1 曆 溶.^ に- 死人 を 生きて た閱 にこ ちらの 手に のせる ことができ たの だが、 と 云 ふ 毒々 しいまでの 思 

ひ 出 や 後悔の 感情が、 今や すべてお すゑに 向 ふので あった。 が、 それ を 苦笑に まぎらせながら、 『II 

し』 と 一段 保い 聲 になって 7 お 父 ァんも I つてる か？』 

啻 春の Is-  £ 一 
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『  』 かの 女 も 釣り込まれて、 ただ その あごでの みえい とうな づ いた。 

『ぢ ャァ、 大丈夫 だ』 と、 かの 女お 突ッ 放す やうに また 常り 前の 聲 であった。 父が その 話 を 知つ 

てて こちら を S めな いのは、 事 蜜の 有無に 拘ら や、 もう 濟ん でし まった ことと 安心して ゐ るの だら う。 

まして こちらに S ぜく おぼえの ない こと だもの。 然し それ を 今 疋ら私 かに 惜しまれた。 ぉ才の 平く つけ 

込めば つけ 込む ことので きた あだな 婆ば かりが I！ 入れ墨した 如く  ！ 容 夫の^に 深く 刻まれて ゐる 

のであった。 

九 

それ め.. らと t ム ふ もの、 おす ゑ の 様子ば かり に 春 夫 の 注意 は 向い た。 

女ま^  ふのお 化粧 をす ますと、 必らす 一度 は 曰 高の 部屋へ 行く やうであった。 無學な もの だ 

ハら、 そそのかされ ると、 本來 はさう でない にしても 段- 浮氣ッ ぼくな つて 行く のか も 知れない。 相 

乎 は 入の 口 かけのと ころで そら 寢 をした ほどのへ はせ 物であって、 如何に 親切 さう でも 1 いや *  0 

際に テき いて 親切 さう だが 1— ほんとうに は 信じられな いのに。 そして この頃で は、 また、 たまに 

はおみ よさんの もとへ 行って る やう だ。 

そんな の 部 lii- へお すゑ は 何で またし げく 行く の だら う？ 時には、 ほかで 手を叩いて ゐて も、 そ 


れ には莱 力つ 力ないで 何 かしら あは あはと 笑って る。 そして 長い，；！ そこ を 出て 來なハ こと も ある。 

ば-? じ  . 

萬 事に や 力まし い 自分の 父が それ を 知らない こと もなから うと 自分 は 思議が つてる と、 或 時、 raj^ 

して 茶の間 からせ ッ かち さうな 手が 鳴った。 おす ゑ は あわただしく 二階 を 下りて 行った と 思 ふと、 ナ. 3^ 

ぐ 叱られた。 

『何 をべ ちゃくち やしゃべ つて るんだ い！ お前が 日 高のと ころへば かり 道 入り込む から、 うちの 用が 

後れ る ばかり ぢゃ ァな い、 ほかの お客さんが 不公平 だと おこって る ぢゃァ ないか？』 

『  』 それ は實際 だら うと、 自分に も贊 成で きた。 が、 その 不平 黨 のうちに は、 鹿爪らしい 舊敎 

信者が j 人 あるの を. 滑稽に 感じた。 

そのうちに、 長い間う ちの 客であった 日 高 は 一 先づ 都合が あるから と 云って、 荷物の I 部 を 残して 

他へ 轉 宿した。 春 夫の 想像で は、 父が 餘 りに 燒き 餅ら しくが みく；^ を 叱る やうに なった から、 そ 

の 相手と して ここに ゐ たたまら なくなつ たの だ。 若し また さう でな くば、 おみよ さんの 轉 居さき を、 i 

つて 行った の か？ ータ〕 に 角、 おみよ さん は 近頃 ど こかへ 引ッ 越して しまったの である。 

『おや ぢを 刺戟した お 手本が ゐ なくなつ たと 時に、 またお や ぢの戀 がた きも 去って しまつ iJQ だ』 

—？ク 

と、 渠は獨 り 鼻 さきで 笑った。 そして 笑 ひながら も、 こ ZJ にな ほ 一人 殘 つて ゐ はしない かと JJ!〉ca 

た。 ただ 遠慮して 敬意 を 表して ゐ るので ある。 

背 春の 頃  五三 
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二三 日す ると、 日 高 は 車屋 を 使 ひに よこして 殘 して ある 荷物 を 要求した。 父 は その 手紙 を 向 ふの 自 

筆 だから 確かと 見る と 云った。 そして 自分で 二階から その物 をお ろし、 今一 つ あるから 待てと 念 を 押 

だん  あし  ノ 

したが、 またはし ご 段 を あがって 行く 足お とがした 

そこへ おす ゑが 中 廊下 を 奥の 方から やって 來る 草履のお とがした かと 思 ふと、 いきな リ、 かの 女の 

怒った 聾で、 

『その 行李 を どうす るので す？』 

きャく  C 

『わたしの お客さんが 取って 來 いとお ッ しゃった ので I— 』 

『これ は 日 高さん のです よ！』 かの 女 は その そばに 立って ゐ るら しかった。 

『どなたの か 姓名 は 知りません が， 今、 ここの 旦那 は 確かな 手紙 を 持って来 たの だから 渡して やる と 

ぉッ しゃいました。』 

さう ゥ  , 

『いいえ、 わたしが 渡しません！ これ はわた しが 預 つたので すから、 日 高さん が相當 のこと をして 來 

なければ 渡しません —— あのう そ 付き！』 

『そり ゃァ、 また どうしたと 云 ふんだ？』 父が 丁度お.^ て來 てからの 言葉 だが、 餘 ほど あはれ み を 含 

んだ 調子であった。 おす ゑ は あの 大きに 體 格です すり 泣き をして ゐる やうす だ。 『この 小さな 行李 も 日 

髙 さんの だが、 ね、 お前 も聽 いた 通り 斯う 云 ふわけ ぢ ゃァ、 この 女 ゆと 何 か 相談して ある こと もめる 


の だら うから ノこッ ちの  一 了見 ぢゃァ 氣の毒 だが 渡されません。』 

『さう です か？.』 

『ま ァ、 向 ふへ さう 云って 貰 ひたいの だが 11 し 

『それ も 尤もでしょう。 ぢ ゃァ、 さう 申しましょう』 と 云って、 車屋 は歸 つて 行った。 

『あの 薄情 をと こめ！』 おす ゑ は 行李の 一 つ を 蹴飛ばした おとがした。 『今の 今まで さう と は 思 はな か 

つたのに！』 

『然し この 荷物に ゃァ 何も 罪 はない よ I 若しもい ためな どして あとで 云 ひが かりで もされち ゃァ、 

め. 5.0  く 

こッ ちが 迷惑 だ。』 

『とうく あいつに だまされ たんだ、 ね』 と、 母が おす ゑに 同情す る聲も It えた。 

『  』 いつの まに くッ ついて たの かと、 春 夫 はそんな こと を考 へて 見た。 すると、 すッと 以前に 

直ぐ 隣り の 借家 を 貸して あった 或 町なる 燒き芋 屋の隱 居から、 その 孫む すめ を 借りて、 ちょ ッと 女中 

が はりに して ゐた ことがあ るの を 思 ひ 出した。 その 娘 は 少し 足りなかった。 そして 矢 ッ强り 或 客に だ 

まされて 兒を 孕み、 それ を 殺した かど を以 つて 何年 かの 懲役に 行った。 それが 或 明けが たのこと、 卷 

夫が たまく 便所に 起きた 時、 とぼけた 寢 むさうな 顔 をして、 寢卷 きの 前を亂 だした まま、 二階から 

とき  み 

下りて 來 るの を 見た。 その 時の やうす が 今お すゑに 就いても 見える やうであった。 

啻 春の 頃  五 五 
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そ 知らぬ顔 をして、 渠は 茶の間へ 出て 行く と * かの 女 は 第二の 行李 を 自分自身の 物に 限られた 押し 

入れの 方へ 運んで ると ころであった。 そして 父と 母と は 火鉢 を 中に さし 向って 默り 込んで ゐた。 

『全 體. どうしたの だ？』 塑 はおす ゑに 言葉 ま 向けた ので あるが、 その 返事 は 母が 引き取った。 こち 

ち を 横に 見上げて、 投げ出す やうに、 

『つま リ、 じょうに された の、 さ。』 自由と 云 ふこと を じょうと 發 音した の は、 初めて 聽 くので あるが、 

これ は 母 一 侗の なまりで あるか、 それとも 昔の 一般 をん.. な は 皆 さう 云って るの か、 どちらと も 分らな 

かった。 けれども、 さう 云ふ發 音の 爲め にこの 言 藥で現 はれる 意味が、 

、 I 歷圆 滑に 而も ぽ： 寶に 受け取れた。 

まった  ひとじち 

おす ゑが それでも 全くの 馬鹿を見まい として、 相手の 所有物 二つ を 人質に 取って ただけ でも、 まん 

ざら、 燒き芋 屋の娘 ほどに はおろ かで ない ことが 分った。 同時に また 父との 關 係が 全くなかった こと 

も 今回で 分った。 

して 見る と、 自分が！ 慮な く かの 女に 手 を 出しても かま ふまい と渠の 心が 一 しほ 動き 出した ので あ 

をと «i 

る。 I たび 男 を 知った ものが ぉ才の 如く こちらへ 容易に 思 ひ を 寄せた のに は、 その 现. S が 別にあった 

としても、 おす ゑ ほどの 知識^ 度で は その 一度の 失敗が どれほどの 反省 を與 へよう？ 

けれども. その 結 茶 はどう だら う？ 今度 は 行李の 始末ぐ らゐ では 追ッ つくまい。 斯う Ig^ が 思 ふと- 


矢ッ 張リ、 自分の 戀を 自分の 理性と 別々 に 取り扱って 置く ことができない のであった。 戀が 神聖な 

ST  W 'やう ぞん 

ら、 理性 もさう だ。 現 &が不 神聖なら、 戀も それでなければ ならぬ。 これ を兩存 させる 爲 めに 藥 はま 

た 新ら しい 菩 しみ を 加へ た。 

渠に は、 もう. あのお すゑが 他の 女から も、 父から も、 また 客から も、 -SL 由に 解放され た 者と して 

現 はれて ゐ ながら、 は 自分の 胸に 燃え立つ 愁情を どうしても かの 女に ぶッ つける、.. - とがで きな かつ 

た。 

； ,  *  ノ い じ 

擧 校の 方 は、 もう" 父が 何と 云っても 行かぬ つもりで、 1€ は 自ガの 新 方向に 於け る こと をば 力り と 

ぢ 籠って やり 出して ゐた。 が、 その 目の さきへ いつもお すゑの ことが ちら 付いて た。 

『高がう ちの 女中 ぢゃァ ないか』 と 云 ふ 自嘲の も內 心に 聽 えないで はない が、 直ぐ その あとから か 

の 女の おもかげ がその 內部 にまでお 化粧 をして 現 はれた。 そして 何 を敎へ て も 直ぐ 分りよ く 通じる 女 

の やうであった。 

よりも さきに 一 つ 云って 聽 かせたい ことがあ るの だが、 これ を 口に 出す の は. ぼ」 ちに 自分の 內心全 

部 を さらけ出 すの だと 云 ふ氣 がして、 いろくな 折が あっても 云へ なかった。 

if し  ちる ち さ 

かの 女 もこの やうす をい. -て 取って、 寧ろお それて ゐ たものと 見え、 或 朝、 こちらの 窒 .—— この t- は、 

長らく 日 高に 占竊 されて た 一 一階の 三疊 になって ゐた —— へ 雨戶を 明けに 來た ゆ、 築が け ふこ そ はと 思 
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ひ 切って、 先 づ蒲圑 から 半身 を 起す と、 かの 女 は 半ば 明けた 戶を そのまま にして 飛びの いた。 

『  』 そんなにまで こちら を饕戒 して ゐる のかと 思 はれた が、 一 言 かの 女の 爲 めに 云って やりた 

おも  と  じぶん 

いと 思 ひ 詰めて たこと が渠 のかの 女 を 見詰める 目から も 飛び出さう になった。 『おい』 と * 自分 は 大き 

く 出た つもりで あつたが、 口び るまで がふる えながら、 『一 一度と —— 人に 11 だまされ ちゃ ァ いけない 

よ？』 

『はい。』 かの 女 はこ ちらに は 安心した やうに 答へ て、 ぼッ AJ 赤くな つた 顏 をち ょッと 横へ 向けた。 ほ 

かの 部屋へ 聽ぇ るの を 心配した らしい。 そして、 これ も 俄かに 足 こしが ゆるんだ やうにから だ を ぐら 

ぶた V 

付かせながら • 再び 近づいて 來て戶 を 明けに かかった。 

『  』 渠は その かの 女の手 を 後ろから 無理に 引ッ 張りたかった。 けれども、 矢ッ 張り、 自分の 本 

心 やら 將來 やら を 思 ひやって、 さし 控 へた。 

-  . . 1. (大正 七 年 五 HI  二十 七 no 1 , 


猫 


八 
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ねこ は ち 

『おい、 大將』 と 呼び かけられて、 猫 八 は 今まで 熱心に 讀み 耽って た 講談 倶樂 部から 目 を その 方に 轉 

じた。 その 聲で 直ぐ その 人 だと は 分って たので、 心 ぃ氣 になって、 

『いよう、 先生！』 わざと 惚けた 顔つき をして 兑 せながら、 『よくこの 電車で お 目に かかる ぢゃァ ござ 

いません か —— さて は、 何 かいい 奧で もこ ッ ちの 方に 出來 ました  >  な？』 

『なァ に、 ^鴨 「$ 架、 さ！』 

『  』 それに は渠も 早速 1 本まゐ つた。 が、 この 時 あたりの 乘客 どもが すべて 聽き耳 を 立てて 來 

かう そ- 

たので、 渠は今 手が 明いて 引き上げて 來た 高座のう への 氣分を また 自分の 心に 引き出して ゐた" そし 

て乘容 どもが 皆 自分のお 客の やうに 見えて 來 たので、 ここ は矢ッ 張り 何とか やり 返して やらねば なら 

てんき 5- う 

ぬ やうな 氣 になった。 『さう でげ しょう、 な』 と、 俄に 尤もらしい 顔に なって、 丁度 この 時顚狂 病院の 

前 を 自分ら の 電車が 通って るの を じろ りと 見て取って 村 料に 入れた、 


『巢 鴨なん かに ゃァ、 どうせ 氣違 ひか 猫 八の やうな 化け物し か 住んで をり ません から、 な。』 

『は、 は、 はァ』 と 笑った 物が あるので、 渠 はこん な 場所で でもい つもの 手 應へを f るに は av たが、 

かるくち 

場所柄 を 思 つて その ラ への 輕 口 を さし 控へ ようとす ると、 何だか この 口が 承知して s; 〈れな いやう にも 

忍へ た。 

『ま ァ、 おとなし くして ゐな よ。』 私 かに 自分で 自分 を 制しながら、 相手の 顛を 兒てゐ た。 この 人 は 高 

と 云って、 】 ニ度或催しに自分を招ぃて？^<れた人で、 人の 善 ささうな 默笑を その 少し 醉 ひの 出た、 

そして 睦 さうな あの 顏に鑌 けて ゐる。 『おい、 小奈 良の 小 大佛』 とi^^で出たが、 朋輩の 者で もない 人 

にと 思って、 ぐッと K 口み 込んで しまった。 それから、 さし 障りの ない と 思へ た 言葉が べらべらと 飛び 

出した。 『もう、 一杯す みました、 な 11 この 不景氣 に 先生 はな かく 景氣 がよ ささう ぢゃァ ございま 

せんか？ 少し あやかり てい、 な、 —— えい？ わたくし なぞ はこれ から 自宅へ 歸 つて、 ゃッ と- -— その、 

な 11 熱い のに あり 付ける かと 思って ますので ゆすが、 な、 かか ァ がその 用意 をして あるか どうか も 

分りません。』 

『は、 は、 は ァ！』 筋 向 ふに 座 を 占めて こちら を 見詰めて ゐた 男が また 笑った。 

人の 笑 ひさへ M えれば * 自分に は氣 持ちよ く 響く ので あるが、 ，nll 分 自身に は 少しも 面白くな いのが 

不思議であった。 蕩人 としての 理窟 を 云へば、 それ は淨山 ある こと は ある。 人 を 笑 はせ るに は 自分 か 
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ら 笑って ゐては 利き 目がないと 云 ふこと も そ Q 1 つ だ。 けれども、 自分 は 人の 好む 酒 を もさし 控へ； 

て、 この 商 寶に使 ふ 自分の B を 保護して ゐる, に、 人に 向って は矢ッ 張り 滔を吞 むかの 如く 見せ か ±:| 

なければ ならぬ。 こんな 苦しい ことが 他の 仕事に も あらう か？ 人は藝 人なん てし ゃァ くして、 世に 一 

く らウ  i 

苦勞 もない やうに 思って るが、 その 本人に もな つて 見る がいい。 人の 知らない 苦勞を こてく として 一 

ゐる。 自分なん か はまる で 苦勞の 固まりで 以 つて 出 來 たやうな 人 問 である。  一 

それでも、 一 っ樂 みなこと に は、 自分の 長 星 住 ひのう ら垣极 をぶ ん拔 いて、 そこから 出た ところの 一 

明き 地 を 前々 から 安く 借りて、 野菜 を 作って ゐる。 そして 多くで きた 時 は、 自分の 家族が それ を 喰 ふ 一 

ばかりでなく， 隣り 近所の ものに も 分配して やる。 近所の ものが 害ぶ の を 見る だけで も 1^ ノ 1 つの 樂み 

である。  一 

ラ ねな  一 

小 かぶや 大根の 葉に 附く 靑蟲 ゃ黑蟲 は、 畆 並みに It を 堀って 置いて、 そこへ 向って 葉 を 振 ふと、 皆 一 

ころころと 落ちて しまう。 それ を 1 どきに 踏み付けた リ、 子供 なぞ 棒の 先で 突ッ ついたり して、 殺す 一 

ので ある。  一 

« う リ  ねき  ^ 

昨今 は 胡凤ゃ 茄子の 苗 をも植 ゑつけ たので、 根切り 蟲に 注意して やらねば ならぬ。 この 蟲は 泥棒 や 一 

自分 達と 同様、 夜業ば かりす る 奴 だから、 晝間 探しても 少し ッ だて 姿 を 見せぬ。 今夜 は 一 つ、 Pi 飯 を- 

ちわ- - つちん  ，. 

すませる と 直ぐ. 自分 はふん どし 一 つに なり、 . ふ 供に 提燈を 持たせて 畑に 行き、 十分に 根切り 蟲の 退- 


洽を やって やらう と考 へ られ た。 

すると、 この 時、 小大 ^ の 先生が 目 を 見 ひらいて、 

『今夜 は • もう、 用が なから う』 と 尋ねた。 

『へい、 高座 は 二 個所す まして まゐ りました が！..』 これで は 自分の 返 jF$- が 足りない やうに も 思ヽた 

ので、 築 は 向 ふの 意哝を 汲み取って、 『どこかうまい ところへ お^できます か、 な？』 

『なァ に、 どうせう ちへ 歸 つて 寢る だけの ことなら。 どう だ、 おれに ついて 來な いか？』 

さ しづ 

『ま ゐリ ましょう —— あなたのお 指圖 なら、 どこへ でも。』 どこ、 華厳の 瀧まで もと 云 ふ 歌 を —— f 

す —— 口 もとまで 思 ひ 浮べた。 

『或. K 士 達の 研究 會 だが * ね、 聞いて ゐて爲 めに ならない ことで もない。 これから 行けば、 もう、 

しんばつ  、 

ッた 一 一 ま. 間の 辛抱 だ。 その あと はお 前の 世界に してやる から。』 

『そり ゃァ 面白いで しょう、 な、 わたくし も 後 擧の爲 めに お 伴 致しましょう にさう は 輕ぃ氣 持ちで 

答へ たけれ ども • 今し がた ゃッと 下して 夾  1 た 重荷 を 今夜 また 今一度 背負 はされ はしない かと 云 ふこと 

を 案じられた。 ，1:11 分に は • 每晚糾合の義務をは5^^て歸るさの電車の中ほど輕ぃ1かぃ^になってる時はほ 

かにない ので ある。 SI いた ところでは * 今から なほ 少く とも ニー 二 i- 間 は 家に 歸れな (。 して. 1,- ると、 

その 間に も 烦の植 ゑつけ 苗の 根 を 二 本で も 三本で も あの 极 切り 蟲に 切られて ゐる かも わんらない の だ。 
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一方に それ を氣 にしながら も、 やがて 電車が 終點に 藩いた ので • 簾 も 講談 俱樂 部を懷 中に ねぢ 込ん 

で、 高 Gi^ さんの 後 「んら 立ち あが リ、 ひよこり ひよこり と： 不向 由な からだ を 出口の 方へ 蓮んだ。 IgA は 

こ の 十数^ 来 リ ヨウ マチの 爲 めに 半身 不隨 の やうに なって るので ある。 人並み ならぬ こん な 身體を し 

てゐて も、 藝 が，：^ を 助ける の， 諺 で、 妻子 を先づ 人並に 養って 行ける のが 有難かった。 

默 つて 歩いて ると、 こんな 生眞面 WI な考 へに 沈みが ちで あるの を • ふと • 知リ 合ので ぶで ぶ 女に 

出 つて またう ち 破られた。 

ぢょ  ハ 

『猫 八さん！』 かの 女 は その 太った 1: 體を 自慢 さう に 前の 方へ 遝ば せながら • 行き 逮 ひに、 止せば い 

いのに、 こちらへ、 その 岡 體 にも 似合 はぬ 優しい 聲を かけた、 『今， ぉ歸 り？』 

『いよう * 大山 大 將！』 渠はっ いまた 冷 かして 見た くな つて、 いつも 通り 冷 かした。 横に その 方へ 向 

いて 仰々 しく 立ち 停った の だが、 女が 笑 ひながら 行って しまう ので、 自分の 目 を 放して 言葉で だけ 追 

ひかけ させた、 『今一 つお 座敷が あるので、 な。』 

『さう』 と 云 ふ 返事 は 後ろに 聽 えて ゐた。 『ほんと にあな たはき ぎ 手よ！』 

『  』 なァ に、 金になる のか どうか は 分らない ので あるが、 向 ふが 如何にも 自慢げ に 見える やう 

にあの からだ を遝ん でる ので • こちら もた だ 何 か 自慢して やりた くな つて、 今から さして 行く 所 をお 

5.- しさ 

座敷と 云って 見た の だ。 


『で ッぷ りした 女 だ、 な』 と、 高見さん は 云った。 

『さう して f あれで なかく 亭主に ゃァ 可愛がられて をり ますから 1 りません や！』 

『へい 11 ？』 

高見さん は 面目に 聽 いて ゐ たが • 自分に は實 はそんな こと はわ <^ つてない のであった。 ただ 冗談で 

ぁリ さへ したら よかった の だ。 この 人 も 案外 話せない と 思 ひながら、. _ &を轉 じた。 

『なかく I： ま辜ァ ございま せんか？ このお ぢ ゃァ、 この 梅雨 は でげ しょうか、 な？ おり ま 

す、 な。』 

『そり ゃァ、 雨が 降れば 寄席の 客 あし も 減じよう から、 な。』 

『11 なら、 f 小 木に も なれで さァ。 わたくし はち ッ と. まり 人の 地而 をず て！^ ぎお つて 

を I す。 管の ァ それが、 雨が 降るべき 時に 降らない とう まく 行きません から、 な。』 

こんな こと を譖 つてる うちに、 或 家の 門 を 這 入った。 ここに も 僅かば かりだが ぎ W の 加 を 作って あ 

るの が 蕩には 奥床しかった 0 

その 家の 二階へ 上る にも、 煙 變て こに 尻 を ひよこく 曲げて でなければ 上れなかった。 けれど 
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も、 自分の 事 を 

『今衩 は 珍ら しいお 客さん を 1 人 連れて 來た』 と 云って、 高見さん が 六 七 名の 1 座へ 紹介して 吳れた 

ゆに は、 自分 もい つも 通りお 客に i へ 込んだ 時の やうな 誇り を 感じ，^。 『あとで 1 つやって 貰っても い 

いと E わって 11 例の 猫 A です。』 

『こり ゃァ而 白から う』 と 叫ぶ もの もあった。 

『1 の は. Ht に 入りました、 な、 わたくし も 多少 は 知られた 藝 人です から。 あなたがたの やうな 偉い 文 

士 方の 前へ 出ましても、 な、 その、 さう お ぢ氣が 出な いのは 仕 合せです。』 斯う 云って じろ り ミー 座 を 

：:^ 渡す と、 無 邪氣に 笑った もの も あるし、 別に 感觸を 害して ゐる やうな もの もない らしい ので、 こち 

らの if 洛 をお 宽大に if 解して 吳れる 人々 だと 分った。 が、 なほ 念の 爲 めに もッと 分らせて 證く つもり 

で 、『ほし 前以 つてお i わりして 置きます が、 わたくし はリ ヨウ マチの 爲 めに 人様の やうに はから だが 

利きません。 從 つて、 銜ぅ わざと 畏まって ます やうに 見える の も その 爲 めでげ して、 あながち 諸君 を 

I がって る譯 では ございません。』 

『は、 は、 は』 と來 たので、 渠 は先づ 安心して、 もう、 こちらの 物 だと 暫 らく 口 をつ ぐんで しまつ 

>  ！  0 

誰かの 誓レた 小說の 研究が 初 まって るので あつたが、 i 目 は 俳優の 事で あるから、 渠も緣 の 近い 藝 


人と して 聞き K: を 立てた。 

•  せん. VI う 

常 家の 主人ら しいの は、 二三 年 前に はよ く錢 湯で 1 緒に なり、 近頃で も 時々 途中で m 會 ふこと：^ あ 

る 人 だが、 これが 高見さん に 向って、 

『今、 「虎」 が 題に なって ると ころです』 と 云った。 

『誰れ のです？』 

『久米 氏の 虎です、 五月の 文窜 世界に 出た。』 

『僕 は讀ん でません が』 と、 高見さん は 答へ た。 

『ここに も S ん でる 人 は少 いの だが I これ を わざく 六月の 會に 持ち出して 镫 いた その 人が 今夜 W 

席して ゐな いので、 何も 云 はないで 通過して しま はう かと 思って るので す。』 

『どんな 筋なん でしよう』 と 云 ふ 問 ひに 主人 は 答へ て、 

『僕 も その 人が 問題に して 吳れ ろと、 ハガキ で 云って 來 てあつた のでち ょッと 請んで 匿いた だけな Q 

,  せんぼく 

です が， 11 淺簿と 云へば 淺簿な 物 だが、 ^い 程 g で 器用に は 編まって ると ふ。 作者に もさう 深い 

耍 求がなかった の だら うから、 あの 作者と して は あれで もい いのでし ようが II 虎と はやの 

る I 二枚目 俳優が 扮 する ことにな つた 役目です。 この 俳優に は、 原文 を 引く と、 『もう、 八 歳になる 子が 

あった。 そして その子 は 去年 初舞臺 を^んで 彼と 同じく 否、 彼よりも もッと 正式な、 新派 卵 憂になる 
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が I を^って ゐた。 彼 は その子 を 決して 一 二枚目に はした くないと 思った。』 

『  』 この 本 證みを II いて 猫 八 はえら いところ へ 飛び込んで 來 たもの だと 思 はれた。 この 思 ひ は 

自分で も 少し 大袈裟な おへ だと は 承知しながら、 まるで 自分の 事 を 云 はれて ゐる やうであった。 自分 

に は 男の子が 四 人あって、 總領は 十四で 高等 1 年 • 次ぎ は 十二で 尋常 五 年 • いづれ も出來 がよくて 級 

じ やう.^ 

長 をして ゐる。 この 十二の が 父親の K 〈似が 上手で. - 而も 父親 以上の 藝を 持って るが、 それでも 第二の 

猫 八に はした くないので ある。 否， 父親が 猫の 喧 曄 や 動物の 聲を眞 似して、 高座のう へから 客の 機嫌 

こうぐ わ い 

を 取って ると ころ を 子供に 見せたくない 爲 めに こそ、 早くから わざ. /(\ こんな 不便な 郊外 を 選んで 住 

んで るの だ。 猫が 虎に 變 つても • そこに 大した 相違 はない。 

『彼の 振られた 役と 云 ふの は、 ただ 虎の 一 役だッ た。』 主人が 鎮ん でる の は その 小說の 本文ら しかつ 

た。 『人の 名で はない。 ほんとの 毛 だ 物の 虎に 扮 する 一役 だけ だッ た。 動物 役^と 云 ふ 異名 を さへ 取つ 

てゐ たので、 今 虎の 役 を 振られた とて、 それが 何の 不思議で あらう。 けれども、 ちょ ッと 悲しく 

感じた。 長年 馴れて 來てゐ 乍ら、 践紫 だと 思って ゐ 乍ら、 どうせ 茶化して ゐ るの だと は 思 ひ 乍ら、 自 

分の 中なる 人 問が 馬鹿にされ てる やうな 氣 がして、 ちょ ッと 腹立たし くさへ 思った と 云 ふやうな シチ 

ユエ イシ ヨン に 在る 主人公です。』 

き よ- 9  ねら 

『なかく 器 川に は 作？ <? の 犯った ところ は 一 買して ゐ ます』 と、 1K 神 さま 兑 たやうな 顔つきの 人が 熱 


心なロ調で：：1を.£^,3た。 

『  』 お八に は、 今 主人が 云った シチュ ェ イシ ヨンと 云 ふ 英語が 耳に 殘 つて、 苦しい いは がと 云つ 

たやうな. の llli ではない か 知らん と 想像され た。 そして 自分 は資 際に お客様 方の 御 § は につい、 は 

ダンら れて、 それに 自分 もつ いはまり 込み、 とうとう 二進も三進も 励け ない 今の 身分に なって るの だと 

私 かに 酒 落れ て 見た。 が、 その 心の奥で はます く藝 人の いやな こと を さじた。 

ざ ちょう  J/ 

『座長が そり ゃァ深 井； おの はまり 役 だと 指摘す ると ころがあります、 ね』 と、 五分刈り あたまの 前後 

^  -r  C  ぜんち しき、 ほ  >  > 

へむ ッくり 山脈ので きた # 智識 顔の 坊さんら しいの が 云った。 

『それから他のものにもその^！はすッかり深井君の虎にゅはれ てし まふと 云 ふ やうな こと を 云 はれ 

て』 と、 主人 は 言葉 を 進めた、 『傷 は 幾らか また igl:^ にさへ なった。 けれども、 虎 だから、 1^ を 云 ふ 

ことがない の I 古に も m る 塞がない。 その |利 化して 子供 は 上野の 霧 園へ 行って 吳れ ろと 云 

ふの を 幸 ひ • ぢゃァ 近頃 評 1： の 河 Hii でも M せて やらう かと 云って、 その 資、 自分 は 虎の 様子 をで も 研 

究 して 來 るつ もりに なった。 すると、 途屮、 透 のうちで 或 劇評 家に 出會 ひ、 どこへ 行く の だと 尋ね 

"れ たので、 資は、 子供に 大 評！： の 河 を 兄せ に 動物園までと 答へ たが、 機敏な 劇評 家から そ， リゃァ 

噓だ らう、 もう 聽 いてる よ- 實は虎 だら うと nnng を さされ.. ご。』 

『さう 云 ふところ にも 一 種の 悲哀 は 出て ゐ ます』 と、 天神 さまが 云つ.. で。 


^六卷  み ：  He 

『  』 猫 八 は 悲哀と 云 ふ 首蹈を SI いて、 今 H らの やうに 目を兑 張った。 ます/ \.0 分の ことで も 

作り， 唸へ て、 うがって ある やうに 思へ たからで ある。 右の 乎 を に 突いて、 左 リの手 を 膝の 上に 在る 

Eg ん だが i ひの 上に S いてた の だが、 人情と 云 ふ もの は 誰れ が 感じても 結局 う 同じと ころに 落ちる 

の， S と.^ くしして、 その 横 坐 わりの まま あたま を 少し 後ろへ 反らせて 『成る ほど！ わたくしの やうな 無 

の ものに は 小説なん かはいい に 作り事 を 書いて、 うそ 八 百 を 並べて ある ものと 思って をり まし 

た， に 11 ぶ もこれ はお 歷々 の 先^方に は 初めから 失禮 であった かも 知れません が — 今 伺って 兑ま 

すと、 成る ほど 本統 のこと を 狙って ある もので げす、 な。』 

『今 の 小說は 無 論 皆 さう だよ。』 例の は 少し 怒 つ たやう に 答 へ た 。『うそ を 書い て滿 足し てゐる 小說 家と 

は一?52々は小^^家が逮ひます！』 > 

『ふ、 ふん』 と^！^で笑ふのは智識がほでぁった。 

『なかく 愤慨 する ぢゃァ ありま せんか』 と、 ひどい 近眼ら しい 人 もに ッ こりして 冷 かし を 云った。 

『刖に 慨 して ゐ るので はない けれど、 世 ii に はよ く^ 鹿 者が あって、 碧 璃 國 や 德富魔 花の やうな 

いいぎ 俗小說 をえ い 方の 標準に して 俗惡な 批評 をす る ものが 多い から"』 

『どうも 済みません。』 猫 八 は 泣ました 額で ちょ ッと頭 を 下げた ので、 皆が 笑った。 が、 それだけ では 

今^は 自分が 滿足 できない やうな 氣 になって、 一 つ 冗談 を 云った。 『わたくし は、 然し 研究の 途中で ま 


だ 劇評 家に はお 會 ひした ことが ございま せんが、 或 時 • 蚯蚓の 啼き g を 研究す る爲め こ、 あ c-、 を こ 

. よ あか 

の 廢兵院 の 森に 夜 明し をして しゃがむ で をり ましたら、 泥棒と 見-! g られて 刑事に 11 された 箏が ござ 

います。』 

『それ も、 君、 I 種の 悲哀 か眞面 1^かの§ だよ』 と 云 ふ 天神 様の li があった だけで、 別に 誰から 

も、 は * は、 はッ とは來 なかった。 

『  』 猫 八 は豫别 に反して、 がッ くり 調子 拔 けがした。 そして 初めて 思 ひ 及んだ ので あるが、 こ 

れは 自分のお 客で はない。 自分 は藝 人と して 人 を 泣かせたり 笑 はせ たりしても- 自分の 泣いたり む： 入つ 

たりす る 餘地を 持たない。 ところが、 この 人々 はまた 自分ら ょリも I 段う は 手で、 人 を 泣かせたり 笑 

はせ たりす る藝人 その物の 自分で は 泣いたり 笑ったり 出^ない その 心持ちまで も 研究して ゐる らし 

い。 さすが は その 万の 赛門家 達 だら う。 これ ぢゃァ 自分 は 潔く を脫 がう と 云 ふ 正直な 心 を 起し 

て、 『さう して その 俳優 は それから どう 致しました』 と 尋ねて 見た。 重に 子供との 關係 を^り たかつ トゃ 

,  やくぶ そく 

のて ある それでも、 多分" 役不足 を 1K つて 舞臺に 出なかった とか、 子供 だけ は 芝居へ に來 させな 

かった とか 云 ふの が 落ち だら うと 高 をく くって ゐ た。 
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はくじぶ -CN 

『そうれ 兄 給へ。 见|£^^に白狀に及んだぢゃなぃかね、 併し 虎 を 見た いんなら わざ/ \ 動物 閱 まで 行く 

にも 及ぶまい ぜ。 11 一  】 一升 飲ませれ や 誰 だって 成ます が？  どう だ S 、そッ ちの 虎 を见に 行か うぢ 

やない か"  そいつ ァ いけません。 何しろ こいつ を撤 くわけに は 行きません からね" と 彼 は 又 子供 

を かへ り见た a と 云 ふ 所 も あるの だが』 と" 主人 はな ほ 术を兑 いく 語って 行った。 そして が 猫 八な 

どの ゐ るの を 忘れて 虎の 方へ 心を倾 けたが、 猫 八に は その 虎が 自分の やうであった。 『馬鹿 さ 加減 を 一 K 

ゆ ゐ  にん 

へば. H 井の 役だッ て：： じ やうな もの さ。 寧ろ 君の 虎 一 役が 名 春 かも 知れん ぜ、 人氣が 虎の 一身に 鎮ま 

つたり して、 ね。 —— さう 思って わたくし も 1 生 懸命 やる だけ はやるつ もりなん です が、 ね。 —— さ 

うと も-. 僕たち だッて 寧ろ i^- の 虎に 期待して ゐ るよ。 —— 恐れ 人り ます、 と 深 井 は 苦笑 をし 乍ら も * 

內心少 からす 慰められた。』 

『いけません、 な』 と、 猫 八 は颜を めて 見せながら、 『そんなと ころで 例の シチ ユエ イシ ョ ンを やつ 

て は！』 

『う ふ、 ふ』 と、 乙な 笑 ひが 問えた。 

『先生が たの 前で. わたくし 風情が、 生 意氣な 英語の 使 ひ 方 をした の は 問 遠って るか 存じません が ー 

1』 この 英語 は 所謂 妥協と 云 ふこと に 常る ので はない かと 思 ひ 直した の だが、 『觅に 角" その 深 井と か 

ま にん -bN? 

云 ふ 俳優が その 場合に 折角 持った K 人^らしい 考へ を、 劇； & 家の 爆て で 無くさせ てし まひ、 うかく 


とまた 調チづ いて 行つ ちゃ ア^り ます、 な。』 

『ところが. さう であるから 却って 丽 ：11  くも あるの だが —— 』 と、 主人 は 云つ，. 

『然し わたくしなら そんな こと は』 と、 は 自分 を そんな 馬鹿で もない と 辯 護す る やうて 埶 ご：3じ>  A- 

が、 主人ば かりで なく 皆 も 耳 を かたむけて £ 犬れ なかった。 

『動物園に 行って 虎の ぢッ として ゐる ところ や 欠 仲 をした の を：：： ル ただけ でも、 渠は 1H んに角 A お 力 0 氣持 

ちよりも 虎の (s£ ち をよ く 分った と 思って 歸 -li? した。 いよ/ \ 初 曰が 來て、 縫 ひぐ るみの 虎が 舞 は 孤に 

出て 欠 仲 をす ると、 それだけ でも 大向 ふから 深 井、 深 井！ と 呼ぶ 聽が かかった ので、 ® からす 得 窓に 

なった。 そして その 幕切れのと AJ ろで 劇の 女 主人公に 躍り かかる と、 大向ふ を 初めと し 兑 勿の 

大^ を ：5 た。』 

『人 を" if 鹿に して ゐる ぢゃァ ありません か？』 これ は 初めて 口を出す すッ とおい 人の JH  J であった。 

『そり や 人を爲 鹿に した もの、 さ』 と、 天神 さま も 今 鹿 は 笑 ひながら 口出し をした。 

『  』 猫 八 もまた 何 か 云って 見た くな つた ほど 高座で 受ける ぉ容 からの 待 偶に 對 する 不平が e..., レ 

で ゐた。 『そり ゃァ、 わたくしから 兒 ますと、 詰らな い^を 嬉しがる 见物 人の を 馬鹿にして ゐ るので 

ごぜい まして、 多分 その 俳 侵の 本人に は 12 情して ゐ て吳れ てるので げしょう • な II M 物なん て、 l^li 

のお 客 も 同様で げすから。』 

5  /  セ 11】 
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『一 IT それ は』 と、 高兑 さん は § がな 颜 つきで 初めて 質問 を 出した、 『作^が 皮肉 を 云って る 作で し 

ようか I 、はさ ッぱ り； 請んで ゐ ません から、 意 ：0^ の あらう 笞 はない のです が、 —— 今、 聽 いたと こ 

ろを以 つて 兑れ ば？』 

『l{i に は 遠 ひない のです が』 と、 Iki が ほが 切り口上で 答へ た、 『こんな 淺 薄な 程度の 皮肉で も 作者 

が滿 足で きる かどう かが 問題でしょう。』 

『そこ だら う、 ね。』 近^ は 近眼ら し くもなく 案外に はきく した 首 葉であった。 『僕 もこれ は 蘭んで ゐ 

ない が、 1 體、 あ ァ云ふ 連中の 窨 いてる 物. ザ 孰れ も 小器 用に は 纏まって るが • 少しも 背景 や 深みが な 

い。』 . 

『今、 ^八 君 も 云 はれた 通り』 と、 知識が ほは續 けた、 『主人公に 對 する 作者の 同情 は兒 えてる が、 そ 

の 同情の 現 はし 方が 極めて 簿ッ ベら なのです。』 

『雜ッ ベら でも! ^憑 ま ない こと はない。』 これ は 主人の 發 言であった 。『ただ ッぺら た しか 持 

たせる ことので きない 作^だ と 云へば 云へ るの だ。 T 君が この 作 を わざく 提議した の も、 今夜 出席 

して ゐ ないから その K 意 は 分らない けれども * 多分、 纏まっても ゐ るし、 また どこか 物足りな レ しと 

* う In 

云 ふやうな ところ を 疑問に して 評議して 見たかった の だら うと 思 はれる。』 

たぶん  > 

『そり や 多分 さう だ らう o』 


『  、.』 猫 八に は バックと か ハイ ケィ とかが 何の へ ラ だか 分りません と 言って、 を 笑 はして n ルた 

かった が、 自分の 云った こと を 問題に 採 川して 貰った ので &を 商く して- 露 面目！^ つた 額で、 『さう し 

て、 この 小說は それでお 終 ひで げしょう か 11 何 か 別に 落ちで も？』 

『は. は、 はァ ！』 二三 名が ただ 笑 ふだけ であった。 

『  』 猫 八に は變 なと ころで どッと たもの だと 思 はれた。 

らく  JJ か 

『落語家ち やな レょ』 と， 天 舸 さまが また 入らざる 口を出し たと 思 はれた が、 猫 八 は id ぐ：： 3 分の 無擧 

*  •  ， 含ま  まぎ 

を 冷 かされた の だと 分った ので、 叙； りが 惡 いの を また 謝罪に 紛らせて しまった。 

『へい、 どうも 濟 みません。』 

『小 說には 落ちなん か はない が』 と、 主人 は 言 紫 を 改めた、 『猫 八なら 落ちと も 見る だら うと 思 はれる 

4.- 々えく  i' « 

ことが この 小說を 結んで ゐて、 而も それが 爲め にこの I 篇を まながら 生かして ゐ るの だ。 井 は S 

切れに 大喝 采を 得て 縫 ひぐ るみの 姿で 得い 意 さう に 引上げる 時、 1? い 害き 割りの かげから 『お父さん』 

と 云って. n 分に 飛び付いた ものが ある。 ぴッ くりして 兄 返る と、 自分の 子供が 父の 餘り 馬鹿々々 しい 

役 をした の を 子供ながら 泣いて ゐ るので あった" 自分 も 今； 吏ら の 如く 泣かざる を 得なかった。 そし 

て 『虎と 人^の 子と は！？ い 景 のかげ で暫し 泣き 合った』 と 云 ふので す o』  . 

『ie 後のと ころ はな かく 振って る、 ね』 と、 近 服 は 皆に 向って 云った。 

猫  八  七 五 
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ちしま  . 

『それがなければ 全篇が 引き立たない の を 見ても』 と、 知識が ほ も附け 加へ た、 『この 小 說が餘 りに 心 

細い 出來 である ことが 分る と E 心 ひます が —— ？』 

『さう だ.。 ね。 』 主人 は、 もう！：^ が拔 けたと 云 ふやうな 返 であった 。『結局、 さう 大した 作で はない。』 

『  』 猫 八 は それでも この： 後の 泣き 合 ひの 1 怦 を^く に 至ってび ッ くり 仰 天 をした ほどに 口 を 

E ル^って：： せた。 これ も 矢張り わざと 誇張して せた 表情 だと は 自分ながら 知らない でもなかった 

が、 In: 時に われ 知らす、 いつも は 心の奥に のみ 秘めて ゐた 物が 顔にまで 現 はれた 氣 がした と 云 ふの は * 

自分の職^^に對する悲しみと次男を第ニの猫八にさせょぅかどぅかとーーハふ惑ひとが 1 ときに 誘 ひ 出さ 

れ たからで ある。 ！； S は 自分の 沿 稽商寶 にも 似合 はぬ 颜っ きを 人に は兑 せた くな いと 努めて ゐ るの だ 

が、 努めれば 努める ほど 顔 その物が 反 對に云 ふこと をき かなくな つて、 鏡に でも 映して 兒れ ば、 自分 

ナ なぶ 

の颜 がべ そ 扱き 而 になって る やうに £^ はれた。 が、 もう、 それ を 取り繕 ふ 事 をし ないで 素直に、 『いや 

感心 致しました』 と、 その 小說が 一 座の 作 その物で でも あるかの やうに 敬意 を 表した。 『わたくし にも 

同じ やうな がご ざいまして、 如：！： にも 感心 致しました。 けれども、 若し わたくし にも * その、 先 

^方のお 让 になる 批評と 申す の を 1 つ 云 はせ て 戴きます と、 その 深 井と 云 ふの が 自分の 本意で ない 役 

を^ じながら， それ を 子供に 兄せ て 匿いた の は 甚だしい ひだと 3 い〕 はれます が I ？』 

『そり ゃァ I^J うで もえい ことで、 作者と し て は^ 題で な い 。』 


『所が- わたくしに はどうで もい ぃ譯に 行かない のです』 と、 鎮は 自分 もい よ/ \£i ん |z わか 仲間 人 リ 

をで もして ゐ るかの 如く 少し 膝 をに じり 出して、 天神 さまの 意！ に 反 封す るので あった。 『わ，. こくしに 

, ；  そう wi う 

も 子供 力 ごぜい まして、 總 鎖と 次男と は 小學へ 通って ますが、 次 E 力の 十二になる のが わたくしの 眞似 

にかけ ちゃ ァ 天才で、 わたくしが 病氣 でで も 席 を 缺勤 致します と、 お 父 ァんの 代りに 行って やらうな 

んて 巾し ます。』 

『は、 はァ』 と、 夭 神 さま は 感心した やうな、 また 馬鹿にし たやうな 笑 ひ 方 をした。 

『商 費と は 中しながら、 唯 さへ おや ぢが 馬鹿な W 似 をして をり ますのに、 わたくし はまた 子供まで ® 

鹿に されたくない ので、 子供が おや ぢの 出る^ 席へ 接近し ない 爲め、 わざく こんな 不便な 郊外に も 

住んで るので げすから、 な。』 

は-つ 

『さう 云 ふ 方の 氣分も 多少 は 出て ゐな いこと はない が』 と- 主人 は 答へ て" 4<れ た、 『そこ をば かり 主と 

した 作で はない から、 これ はこれ でい いのでしょう。』 

「猫 八 &S,M 分の 藝を餘 り 馬鹿にして はゐ ません か？』 Ik) 眼が 斯う， In: 分に 質問した。 

『無論』 ちょ ッと 行き 詰った が、 さぅ^！？へ直すまでもなかった。 『さうよ りが やうが ございま せんか 

ら、 な。 ？：？ くも 人口で ありながら、 虎の 啼き if までして 飯 を はに ゃァ ならない のでげ すから o』 

『けれども』 と、 二 力の 一 は糗 いた、 『この 作の 主人公 は 君と は反對 に、 早く 藝 人に なれる やうに と 
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早 俱を 常に 劇場 へ 件って 來てゐ るの でしよう。』 

「そんなお やおが 世間に は 多い ので 因ります。』 猫 八は少 からす ふ 不平であった。 藝人だ ッて 人間 だ の 

に、 この 席の 人間に は 分に 對 する 同情がない と 見えた。 こんなと ころに ぐづ/ \ して ゐたッ て、 一 

文の 御禮 さへ へな いんだら うからと 一お ふ氣 になって、 心で、 陶淵 明の 『歸ん なん、 いざ li いざ 

歸ん なん』 を唱 へた。 この 方が {n 分 を 潔くした の だ。 そして 明け ッ 放して ある 二階の そとに 夜が 段々 

ふけて 行く に從 つて、 子供の ierr と共に S 分の 畑の 苗の 事が また 一 番 心配に なって 來た。 

そこ へ 、 

『そんな ことよりも ♦ 俊が に 障った の は』 と來 たので、 また 天祌 さまのお sin かと 云って やり 

ナ いまく  とく. C.S 

たかった が、 さき は 例の 熱心な 調子であった、 『この 作者の 輕敏 な 態度で ある。 セ盯事 新報に 出た 匿名の 

月評に この 作 を 非常に 口 云って、 久米 もこん な淺 薄な 物に 滿 足して ゐる男 だから 駄目 だと 云 ふやう 

な. ことが いてあった ので、 赏は、 俊 もほん 氣で どんなに 淺 II な 物 だら うと 思って 請んで 見た のです 

が、 僕に はさう 1^^^ にした 勿で もない と 思 はれた。 ところが、 今夜 ここの 御主人に 伺って 見る と、 そ 

の 月評 子と は その 久米 自身で ある さう です。』 


『へい』 と、 猫 八 は^々 口を出した 積り であった が、 われ 知らす にたりと 笑って ゐた。 そして 矢張り 

•  さくしゃ 

自分の 考へ 通リ、 この 作者に は、 この 作の 落ち または 結論 は Q 分の 本意に 出た のでな く、 窒 際の 本意 

は 人 を 馬鹿にした 物 だとうな づ かれた。 そして 久米 とか 云 ふ 人ば かリ をす ッ かり 氣に 入って しまつ 

た。 『昔の 三 馬な どの やうに ちょ ッと 面白い 人 ぢゃァ ございません か？』 

ち しま 

『そんなに 1: 蒲なん か、 なァ、 久 米と 云 ふ 作者 は』 と、 知識が ほが 云った。 

わか 

『そリ ゃァ、 これまでの 作 を 見た だけで も 分って るぢ やない か？』 これ は 近眼の 言葉であった。 

きら 

『若し 輕 薄な 人なら、 輕 薄な 作 をす るの が當リ 前で、 II それ を 好いた リ， 嫌った. OS する のは謓 者が 

はの 勝手 だら う。』 

『矢 張リ、 お 客 次第で げす か、 な。』 猫 八 は 主人の 說を^ う 受け取った。 そして それに 嬌へ 込む 氣 にな 

»~ら 

つて、 『然し 隨分 茶氣の ある 人で、 わたくし は 偉い と 思 ひます が 11 ？.』 

えら 

『偉い にも、 色々 あるから、 ね。』 

『わ はッ、 はッ』 と •  二三 名の 者が 一緒に 聲を擧 げた • 

< てラ 

『先生』 と、 これまで I 曾 も 云はなかった 書生ら しい 人が 首 葉に その 神經 質ら しい 口調 を帶び させな 

がら、 初めて 口を出した。 『わたくし は 久本小 氏の 物 を 一 つ. A んで をり ません から、 あの人の 事に 就い 

さ- クさ V/ 

て は 何事 も 云 ふ 權利は ございません が、 —— 創作に はどう も その 作者の 人物が 裹づ けられて ゐな いと 


li  ^六：： せ  八 〇 

傑くない やうに わたくしに は 思 はれます が —— ？』 

『！！^:;はぃっも|-|^8|的に物を云ふ人だが、 如何に その 反對の げんじつ 主義 ッて、 それ は 決し 

て 否 {: 化しち ゃァゐ ません。』 

『それなら、 安心です が —— 』 

『ただおの 云 ふやうな ことにば かり 僕 等 は 停止して はゐ ない。』 

『そこが 何う も』 と、 マ 方 は 小首 を 傾げた。 

『たと へその 人の じ.^ i が 出た とて、 その 人格 的 生活が 〔山て ゐ なけり や ァ矢ッ 張りぐ たい 的に はなら な 

いで はない か？』 

『  』 寄 生の 神 經質は 今度 は 微笑しながら、 ぉ辭镜 をして、 『それなら、 わたくし にも 分ります。』 

『，  』 わたくし にはち ッ とも 何の こと だか 分.^ ません と 猫 八. は 云って 見たかった。 げんじつ 主義 

も a 分に は 分らなければ、 ぐたいと か」 お 「1 とか も 分らない ので、 ただ かの^ 語 il^ のこん にやく 問答 を 

思 ひ 出して ゐた。 

その 問に、 なほ 二三の 小說が 問題に なって る やうで あつたが、 虎 ほどに は 自分の 輿 味 を 引かない の 

で 自分の 坐って る 右手 の 壁に かかって る li の 分らぬ 西洋 靈ゃ 、自分の 前方の 左り 手に 在る ビ ー ル 箱で 

組み立てた 喾 棚の 木の 金文字 やらに 目をやりながら、 出ようと する あくび を嚼 みしめ た。 尤も、 主人 


は 「猫 八に は IS を 出す がよ からう』 と 云って 吳れ たけれ ども、 

『いいえ. 矢ッ 張リ、 かつぶ しの 方が』 と 答へ て、 主人の 細君に 餅 菓子 を へて 貰った。 そして かの 

ぢょ •  =  こ どち けうい く 

女と. に ぉ^^カ作 り の 樂 しみ やお 互の 子供 敎 ilsT のこと を £2 り 合 つ た爲め に、 子供に 請め さうな 雑誌 を 一 一 

三： つた。 

そのうちに、 高見さん から、 

『ぢ ゃァ 一 つやって 貰 はう ぢゃァ ないか』 と來 た。 

『  』 さて これから がいよ， （- おれの 世界 だと 思 ふと- 虎の 小說に 得た 濕ッ ぼい 氣分 など は ど 

こへ やら 行って しまって *  .M 分の 藝の 評判 を 虎 以上に して 貰 ひたかった。 ぃっしか坐り^^してゐた自 

分の m 意に は、 高座に 於け ると 同様の 引き 歸 つた 精 祌が現 はれて まだ やらぬ うちから 自分の 

が 自分に は聽 こえて ゐた。 右の 乎の 小指 を 鍵の 手に 曲げて、 鹿ぐ 明いた 口の 中へ 持って行き かけた 

が、 ちょ ッと 中止して その 指 を 調べて 見ながら、 半ば 獨り 言の やうに、 『汗で 油 切って るから. うまく 

行く かどう か？』 

1 應 その 指の あせ を 手拭 ひで 拭き取つ てから、 どこ を 風が 吹く と 云 はぬ ばかりにして、 、ほ； /ほ、 け； U 

ようと やった。 

『巧い もの だ、 なァ』 と、 H< 祌 さま は 行きな りかう 賞め たの だが、 それが うるさかった。 

^八  八 一 


泡。 J 八& 培 六^  、 八 一一、 

『へ r の は, の 中での It です が、 今度 は 谷 わた リ。』 けき よ、 けき よ、 けき よ、 ほう ほけきょう！ それ か 

ら 引き 縯 いて 松蟲、 鈴蟲、 ii しの 聲。 また、 鴉、 ひば リ、 うづら。 合 はせ た 唇 を 平たく 前の 方へ 突き 

出して、 おけらの Mr 寢靜 まったら しい 近所へ は 少し 迷惑 だら うがと 云って、 雄 鶴 離 鹤の啼 き 分け。 - 

また 萆 ひば リの聲 もき かせた。 

ふんぼつ 

どの 啼き にも、 啼き聲 にも、 聽き 手が 聽き手 だけに こちらが 有發 できた ので、 皆も靜 かに 耳 を 傾 

け，. こ^子が 兑 えて、 自分の 思 ひ 通り 自分 も滿 足した、 そしてお 負けと して 蚯颇 の聲 をして 見せる つも 

りで、 

『 11^ こ， S ぎが S くと 巾す の は、 あれ はお けらの 聲 ださう です が、 蚯翊も 矢張り 啼 きます， な。』 斯う 

わか 

置きして ちッ とまた おけらに 似た 聲を 出してから、 『これで 向 ふの 聲を 出して 見る と 分ります， わた 

くし は その 研究に 廢兵院 の 森で 夜明かし をした ことが ごぜい ますが、 人の 足音が します と、 1 且向ふ 

の聲が 途切れます。 そこ へ しゃがんで 暫 らく 待って をり まして それから また やって 見る のです が こ 

ちらの 聲が向 ふのに そッ くりだと、 直ぐ  1 じて 來 ますし、 間遠って ると 御 返事が ありません。』 

『は、 は、 は ァ！： ： 主人 は 特刖の 高 笑 ひ をした。 

『全くです よ』 と. 自分 は ssi: 面目 を！^; へた。 御 返事に は、 つ ひ、 いつもの 冗談が 出た に過ぎないの だ 

から 


e だ 力ら さ、 外 國 に はも ッと 大仕掛けに 猿の 言-葉まで 研究して 晃た人 も ある。』 

『わ たぐし も 英語 で も學ん で をり ますと 、 やって 兑 ますが  B 

『然し" 猿 は 英語 を 使 はない。』 

『わ はッ、 はッ』 と、 一 一三 名。 

『  』 まるでお お を 取られた 氣 がして、 ちょ ッと 30 さめた。 そのぎ ^しに だが、 『攀 1^ 上で ま、 

猿が 人 問に 逸 化した と 中す さう です が、 ここのお 話 は 虎が 猿に なりました。 ュ 

I  ど 5>e つ  7  t 

『いや ！；^；の^^物まね聲にもなってぁりがたぃょ』 と、 主人 は 答へ， ヒ。 

五 

『それ はさう と』 と、 これ ま I な 奴 だと 思 はれ 美 神 さまが、 こ § いい 搴を 尋ね S れた。 『君が 

さう 云 ふこと をす る やう になつ た 動機 を聽 きたい 、 ね。』 

『動機と 中し ますと —— ？』 

「ま ァ、 云って r:^ れば、 初 まりの 思 ひ 付き、 さ。』 

『成る 程、 な。 l-,Q たくし はこれ でも 初めから いや、 ，トン 藝人ぢゃァ；. まいません • 尤も、 

どなたで もさう でしよう が』 と洒. 浴てから、 自分に も 思 ひ 出の 多い 昔 を 語った。 自分 は 片手 足が！： 


泡 ^八.； 築 ^六卷 

かなくな つてから、 女房と も 相談して 飴屋に なった。 が、 ただ 唐. < ぶ 笛 を 吹いて ひよこり ひよこり 歩レ 

てるので は、 どんな 鼻 垂れ 小 偕で も つて 吳れ よう がなかった。 £5^ 初の 曰 はまる で ゼロであった 

が、 二：：：： 口 にや ッ と十錢 分 だけ K れた。 その 貨ー つ を 子供に ばせ かたがた けて いたら、 子 仏 

のこと だから、 それ を^の 欄 千に 匿き 粲 てて 遊んで る 阁 に 他の 子供に 取られて しまった。 三 口 目に も 

iikw たは 出た ものの、 こんな 事で はとても 駄 ほおと 失望して、 かの 吉^ 土 堤の 上に 足 を 投げ だし 

て、 ぼんやり おへ 込んで ゐた。 『ここで わたくし は 1K 來の 思想 を 得て、 他日 藝人 になる 素養が でき まし 

たので ゆすが』 と、 ちょッと；：ー^^き手を笑はせてから、 か は づの啼 き IS を覺 えた 話しに 移った。 『"- と 

氣が 付きます と、 &ンぽ でか はづが 澤山啼 いて ゐ る。』 自分 は 今、 0 を その 方に 向けた 時 0 様子 をし 

て、 額 を 少し 横に 突き出し、 その 時 やって：：^ たよりも すッと 上手な 具合 ひに、 玉子な りに 握った 手の 

うへの 方の 穴へ 自分の 口 を 持って行き、 ちょ ッ とく ッくッ と 云 ふ 啼き聽 をき かせ、 『.0 分 もやって 見る 

と *  くの かはづ Q うちから 六 七 1^ だけが こちらの 方へ 向き 直った。 これ は不 mli だと 暫 らく 考へ て 

をり ましたが、 今一！ @』 と 云って、 ：^",^^^と云ふiK改めて見せ、『ゃって見ると、 今度 は その 六 七 

匹 を涂 いた あとの かはづ がす ッ かりこ ちら を 向 い た。』 

資は然 うす ッ かりう まく 行った と は 思 はれなかった の だが、 その 時 そばに 見て ゐた證 人が ある わけ 

でもな "から. 安心して 話 を &i にして しまった。 『そして 分りました のです が、 前の 啼き方 はめす 


で あとの は をす です。 さつして 共 嵐に は をす が 六 七 gj ゐ ただけ で • あと は §1 めすであった のです。』 

『而 CI い！  J 

『  』 自分 は 天神お のお 賞め にあ づか つて、 1 5:1 分の 典 も： ぬいて 出た。 『これが わたくしの ひ 

化き でして』、 それから 子供の £A まって ると ころ へ 行って その をして 见せ ると、 外に ト： く^が. 賈 

れた。 そして その^ 日から はか はづ の？ i 屋が どこ へ 行っても 待ち設けられた。 

『ir- 生 &t と 云 ふ もの は なかなか 儲かる もので げして、 值 か五錢 の もと 乎で その 三十 錢 から 四十 錢 

に はなり ました。』 

『そんなに い い ■ け 口 を 止め て しま つたのに は？』 

『そり ゃァ、 わたくしの 迸 幾が 嵩 じました のです、 な。 わたくしに は 物の 啼き S を 35 似る のが g; ち^ 

に 俯 はって たと でも 中す のでし ようか？ 何でも】 g^. 似ます。 いや- すべて 啼く 物で がで きな けり や 

ァ、 出 茶る まで 研究 iJ?; します。 ぉ容 さまのう ちに はよ くお ーを啼 けと か、 % ；氣 のぬ 3 を啼 けと か 云 ふ 註文 

チ W ますが、 それ は，：：； たくし 以上の 天才に リ f 恐らく 出 あみますまい。 わたくし として は- 厶ぢ ゃァ、 |S 

の tlf や 0、  &の 啼き聲 では^ 凡に なって、 飛行 器 や 動 S- の眞似 もしな けり ゃァ： ぉーッ 付きません。』 

『そり ャァ、 物 爲 似に も油隨 があって』 と、 主人 は 云った、 『その ：|3 斷で 多くの も：：： は 俗化 させられ 

てし まふ。』 

^八  八 五 


li 第六卷  八 力 

ら々 

『そんな ことで は IS も』 と、 また 天神 さまが 言った、 『见 すく 墜落す るば かり ぢ やない か？ それより 

も • ぃッ そ、 今&; が， H 分の 經感を Si つた やうな 具合 ひに、 自然で 飾り Is がな く、 寄席へ 行っても そ P 

通りし や ベ つ たら どう や？ その 方が 餘 ほど 自然で 而白 い やない 力？』 

『僕 も それが いいと m い〕 ふ』 と、 近眼が 養成した。 

『然し、 わたくしの いのち は 高座のう へからお 客 を-偽 £^ にして E ル せる ところに あるので す。』 

『そり やさう だ、 ね。』 高見さん は兩 e 膝を兩 手で 抱いて ゐ ながら、 こちらの 味方ら しく 云った。 『この 

人の 臨 IS 應變の 皮肉 や 冷 かしと 來 たら、 隨分 痛快です よ。』 

『その代り、 こちら も 亦 或と ころまで 行くて いと- 妥協 や 譲歩 をして 置きます、 な。 ^や 疝氣 の^を 

啼 ハて见 せる こと も ございます。 どうせ 啼く 物で ないから、 どう 云 ふ 風に でも 構 はない わけで トす 

が』 と、 それからき ッ とした 見えに なり 、『おめへ さん も隨分 わからね い、 な、 g 氣の 蟲が啼 ける か 

けい 

い？ それが 不滿 足なら、 どうせ， もう 水 戶錢は 取って あるの だから、 とッ とと 歸 つても いい ぞ^ 

これ だけで は餘り 殺風景になります から、 4^ 後に は 向 ふに も 花 を 持たせまして It だが、 おめへ さん 

だ ッても 途中から M りたく はなから う。 おいら も Ini は歸 したくね いんだ 1— てな ことにして しま ひま 

す。』 

r それ も  一^の 落ち だら うか、 ね？』 ： 七？.^ が 笑 ひながら の 問 ひであった。 


みや さよ 


種の 結論でしょう、 な- 


『矢張り、 

ヽた、 その 取り返しの りであった。 『ところが、 これが 宮様が たな どへ 招かれて 參 ります ていと * 

ちん う 

ぎゃくぎ ゃァ なんて』 と、 突然 齒を むき 出し、 R お躍らせ、 颜 珍妙に しがめ て、 猫の 喧嘩す る 時 

にわと v 

の樣子 をして 兄せ、 を 1 庶に 吹き出さ しめた。 が、 自分 は まして、 言葉 を けた- 『i^ 鳥 ぢゃァ な 

い、 猫の S 合 ひ をお 兑せ すに はま だ 差し 支へ は ございません。 先 が 人で ある 場 などに は、 

やん ごとな きお 額 をお 隱 しになる 扇の 影から も そのお 笑 ひがよ く 伺 はれます。 が、 時に よ. =v ^すと、 

らくご 

—— 〇〇〇 様へ あがった 時な ど は、 お前 は 物 露 似 ばかりでなく、 落 と 云 ふ もの も 巧み ださう だか 

ら、 一 つ 面白い の をお 客 さま 方に ぉ聽 かせ 中せ と 云 はれまし たので、 わたくし はお 斷リ 致しました。 


とても 畏れ タ\ くて できません。 けれども、 達て と 云 はれた ので、 1 席^ ひました こと は 願 ひまし 


*ゝ 

力 


—妙な もので、 初 乎から 少しもお 分りに なリ ません。 どうせ わたくしども はわた くし どもの 劣 

|> な 社 含の 辜し か 存じません から、 自然 その 話 も そこへ 落ちます。 —— おい、 八 公、 ゐ たか』 と 云つ 


れつ 


て、 尻 を 捲く つて 上り 框 ちへ 腰かける 様子 をして 见せ、 『これが そ も/ \ 何の 事 だか 通じない の です か 

ら、 11 ベらん めい 裸 to ゃァ 尻は棬 くれね いから、 な、 なんて 云 ふ氣を 利かした 面白味 も 通じ ませ 

ん。 S 失禮な 申し分で は ございま すが、 全く 張. OV 合 ひがない、 ど ッと來 べきと ころ をで も 皆様が たはお. 

澄ましに なって をら れ ます。』 


li  ハ^  、  八 八 

『そり や 生活が まるで 遠って るから、 ね。』 

『さう でげ しょう、 な。』 IS はさす がに 舉問 ある 人の 仲間 は逮ふ もの だと考 へられた。 こちらが 分で 

1^1^ に 常って 來 ながら、 而も 自分で は說 明し 切れなかった 察 を も、 握 等のう ちで はた ッた 1 言で 分ら 

せて 犬れ た。 本統に 上つ方と 0 分らとの 生活が まるで 違って るの だ。 暮し 方に 月と 燈 との 相 逮がぁ 

る" 

浙ぅ^：^って、 a 分 は s: 分らの 裏長屋の を 心に 浮べて ゐた。 とッ 付きが 怠け S ちの 齩： si で * いつ 

も その 山の 神に 怒^られ てる。 その，^ ぎが 女髮結 ひで >  男が 何人 代った か 分らない。 その 瞬り が W 分 

の 家で、 その また 次ぎに は電 i^s 車掌が ねて、 人の まだよ く つてる 時から がた ッ ぴしゃり して * 

し 11 みや 

ちんく 星の 商： に 出て 行き ゃァ がる。 そして どん 詰りに は、 s ッ かちで 跛 足の 奴 星が ゐる。 ：：：；^ はせ 

始ど 35! ハツ 裸 かの 社會 であるが、 そのうち でも 人 らしい の は先づ 自分のと ころば かりだ。 百姓 はほん 

の 自分の 片手 Si 仕 だが、 それでも そこに あの 我利々々 妄者 ともの 知らぬ 餘裕が ある。 そして 大根 や 

…  ょひ= 

茱ッ葉をも時々は；^等にただ分S^Jてゃってる。 これで も.； a 分ら は W 越しの 金 は 持たぬ ちゃきく Q 

うぶ. =\ 

； d 戶ッ 兄で、^ 分は藝 者の 腹から 淺 有名な 料现 星に 生れ、 女房 も祌出 上水に 產； i を つた もの だ。 

ついでに Q 分の：： ^諭、 の 前に 披露した くな つた。  . 

『 或 時、 わ たくし の 長屋の 入り：：： に 立： 中矶 な- 折；. が りました a どうせ ； H づ い 生活 をして ゐ るの は 御 承 


知であった で ゆしよう が、 -, iti 八と 中す 人の はこ. か？  へいと、 わたくし はちよ ッと 

惑 致しました。 11 では、 本人 は 在宅 かどう か？ —— へい、 ；！ 匠 は 今 湯に まゐ つて？ m 守です が 11 ま 

さか、 ふんどし 一 つの わたくしが その 本人です と は 出られません から、 な。 —— ちょ ッヒ お待ちお Si 

ひます、 只今 ぐ 呼んで <.|\ ります から 11 と 云って 一 先づ そとへ 出ました。 女房に はちよ ッと n くば 

せ 致しました が- 氣まづ い 颜ケ. 1 して をり ました。 —— わたくし は 家 を-：: 山る ていと、 K ぐ 入り口の &へ冶 

屋へ道 入り、 そこの かみさんに 譯を 話して 衣 物と？ を 持って _ ^て 貰 ひまして、 今^から おって 來た 

風 をし. こ、 りた 乎 拭 ひ を 水に 濡らした のと 石 鐘 箱と を 持って、 —— お 待たせ 致しました、 みませ 

ん、 わたくしが 猫 八です が、 i: 用 は Y .1 -ぉ 子と 師匠と が 少しも 額が つてません から、 向 ふ も不： H ぬ 

議に 思った は 止む を 得ません。 ——資 は、 〇〇 家から 來 たの だが、 では 只今お. S の 3^ が 出て、 

面 白 い K をす るお ださう だから， 1^ ぐ：^ る やうに 云って 來 いとのこ とだが * と 云 ふので した。』 

この^^  &;^ が 餘り迎 くなる と ra: るから と 云って 席 を 立った。 その^ 顔 を じろ りと ：！：^ 上げて、 <u 分 

は 少し 不倫 恢 のへ M を 表した けれども- iss は氣が 付かなかった。 その上に、 また 他の 二人 も 立って、 1 

S におって 行った のでお る。 これが 寄席なら、 どうせ 木 戶錢は ん でる もの だからと 云 ふ S め も 付き 
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0^5。 けれども 人が 折角 心 を 落 付けて 正直に 語り 續 けて ゐる その 中途で：^ V 敬して 行く の は、 本 統の失 

io* "ら 

敬で はない かと 思へ て、 諦めが 付きき、 ねた。 途中の 嗜ぃ 横丁から 化けて 出て やる ぞと 云って やりた か 

つたが、 主人 を 初め、 も だ 熱心な 相手が 殘 つてる ので 話の 調子 は 左程 折れ もしなかった。 

『今 話が 出た と 云って 直ぐ 呼びに 來る ていな 一勢 は 如何にも 華族ら しいです、 な" さう 云 ふ 場合に でも- 

わたくし は 行かない 蔡 もない のでげ すが、 ，—— 江戸 ツ子の 氣性 として、 あたまから 金の こと を 云 はれ 

ると、 反抗 心が 起リ まして、 な。』 

『然し 商 喪なら、 そんな 必要 はない ぢゃァ ないか』 と、 主人 は 反， 蚊した。 

『いや、 如何に 商 喪で も、 四，. 張って 幾らで 來て れ るかと 出られち ゃァ、 もう、 なに、 くそ ッ、 勝 

手に しろと 云ふ氣 になります、 な。 寄附なら 寄附で よう ごぜい ますし、 出せるな らまた II つて 身分^ 

當に 出せば いいでしょう。』 

さう しき 

11 そんな 一： is 式な こと ァ駄ロ だよ。 それより ゃァ 初めから 何回 以上で なけ リゃァ 招かれない、 そして 

挨 なら 族の やうに 平民より もす ソと 高く 出せと、 前以 つて 請求す る 方が I 今時 は 却って 見識 だら う。』 

『然し 金錢 のこと を 中す ときたな くな. OS ますから、 な。』 

,  ぶる くさみ 

『それが 今の it 人 どもの 奮 臭味 * さ！』 

『どうせ 今の 聽 人に ゃァ新 らしい 露 似な ど はでき ません。 奇麗に 出て 來 なけり ゃァ、 恐らく， 大抵び 


くも 

ッ たり 斷 りましょう。 或^な ど、 わたくしが は-たかで 鋭 を^んで ますて いと、 畑のと ころまで 〇〇 子 

爵 からのお 使 ひがあって、 いつ、 何時からと 云 ふ 約束に なり ましたが、 幾ら やれば いいの だと おかれ 

ん ぜん 

たので 降然 止めて しま ひました。 if 人 は 意氣で 生きて ますから、 な 11 その 代リ、 ：：S が 進 V, ば、 ただ 

でも 行って やります。』 

やう とん 

『それ も惡 ぃ泰 はなから う —— ところで * 高 E^^J^ の やり 出さう と 云ふ猜 豚の 事 はどうたり ました』 と 

云って、 主人 は 話 题を轉 じて しまった。 そして 小 說とは 全く 別な 蓽を もよ く 知って るかして、 その 方 

の 話が 暫 らく 呰 と共に 績 いた。 

『わたくしが 來て 居ります から ッて、 さう 動物の 事 をば かりお 話になる にや ァ 及びますまい』 と、 洒 

落 を 一 ；ム つた 事 は 云った が、 自分 は * もう、 大分に 倦んで ゐた。 取るべき 晚 を まだ 取らない ので、 胆 

がすいて 來た にも. a るの だら う。 

『どうせ 電車 はなくな つたの だから』 と 云 ふやうな 吞氣な 事 を あとの 客 は 語り合って たが、 自分 は $1 

が 早く 引き上げれば いいと 思 はれた。 そして 载が めいって ると、 不 議に氣 にば かりなつ たの は、 

今夜の 謝 S を 11 出なければ-:: 山なくても いいの だが ！ 高：：： ル さんから 出す のか、 ここの 主人から か？ 

しやべ リ 

それとも、 この^に なって しま ふの か、 と 一； ム ふこと だッ た。 木 職の 自分 と共にお 喋 IfH はかりす る：^.^ ら 

はゐ るが、 g| き 手と しての 氣が 利いて ゐ さうな ものはなかった。 
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こ の 介が 今 に も 解^す る 時に は 分ろ こ とだら う と 辛抱し てゐ るので ある。 それに も 拘ら」 T;^: 兑 さ 

を 始め、 5： が S わ ひやり なく 勡 どもし ない ので、 だから ッて 然し ぼんやり さきへ 歸 るの も 詰らない の 

で、 分 はまた m 〈さん を 相 乎に 今まで まだ 忘れて ゐた. S 分の 焖の事 を 語 つた。 別に これ は 商 K にして 

ゐ る..^ ので はない けれども、 ^のこと に が 向く と、 どんな 相手に だ ッても 自分 は 時々 われ を 忘れる 

ほどに 面^く、 元氣が 出る のであった。 これ は 自分と しての 趣^だ、 樂し みだと *® てから つてる. - 

で、 

なす  = にうよう 

『ぉ茄 十で も胡风 でも、 これから やがて 取れる やうになります から、 ！：入 用の 節 はいつ でも さし 上げ 

ます』 など 云 ひながら、 觅灼 不平 さう になる 自分の 厩な 顔 を 自分で^ら して ゐた。 そして 前に は少々 

さし！ Ki へ られた 手 を 餅 sof へ 三度 も けて 出した。 

1^ 兵 i はで 鶴の 啼く S が&み つてよ く 開え る 午前の 一 ゆ 近くに なって、 SI! が 席 を 立った。 自分 も わ 

、 よ  ざ リぶン 

ざと. く 立って、 ^！と 一 終にニ階を下りたが、 ふところ へね ぢ 込んだ 古雜 誌と 子 や 煎餅の 殘 物と 

が 今夜のお 禮代 りかと 思へば、 lE^i^ 々々しい やうな： もして、 ここで 私 かに 例の 虎と 抱き 八" つて 替 ら- 

く.^  だか 泣いて は ュに かった。  決して 金の！！：^ へない の をく よく E, ちて る わけで な いのは、 自分が， y 戶 


わか 

ツ子た る點に 照り 合 は せても 分って るが、 11 そして これ も江戶 ツ子た る 女房が、 女の 弱い 氣に 負け 

て、 々よ ひ 越しの 金を殘 さう とする の を、 E 分が 投ぐ りつけ てまで 使 はせ てし まう ところ を 兑て貰 

つても、 分って るが、 11 百姓の 勞働 生活に 比べて 見る と、 自分 は 人に 下 だらない 藝 など を兑 せて そ 

れ で坐活 をし なければ ならぬ 身 が 、 今更ら に 何となく 悲し か つ た。 

S; んすけ 

『ゎづ か だが、 ね —— 』 氣が 利かないでも なかった 一 さんが、 外へ 出てから 回 助 二 枚 をこッ そり 渡 

して 吳れ たので、 自分 もちよ ッ とぼ を 取り K す ことが 出 S 小た。 そして それが 爲め にだら う、 あとから 

ついて 來て、 

『散歩が てら 送って 行きます』 と Si に 言葉 を かけた 主人に 對 しても、 一 一 &」 敬 1:-^ を拂 ふこと がで きた。 

こんじよう 

が、 .：：：- 分たがら —— いやな 習慣から 出た の だら うが —— なんて、 けちな 板 性 だら うと 卑しまれた。 そ 

して 成らう ことなら、 あすから でも 藝人を やめたかった。 

てんき 

今や 自分が 氣 に^るの は 天 氣 ばかりであった。 いつ 雨が 降って？ K れ るの だら うと. s を 仰ぎ見つつ、 

IT すぐ-つ 

111!分はル^1の後からひょこりく足を述んで行って、 $3 が薄喑 くて 誰と も 分らない 人に 聽 こえる やう、 

『虎 —— 猿 —— 豚、 今夜 はほんと に 動物の 話ば かり 出ました。』 

『それに、 のか はづ、 さ 返蔡は 知， 識が ほので あった。 

ふと こんにゃく ili: 移の 神經 K を 思 ひ すと、 1K 神 さまと 一 緒に 前方 を 語り合つ て 行く 聲 がし て ゐ 


泡ぬ み..^ 第六怨  九 四 

る。 やがて 糜兵院 の 森 ケ< 過ぎる と、 二三 間で 自分の 長屋 横丁の 入り口な ので、 

ナ まね 

『この 奥が わたくしの 住居です から、 むさいと ころです けれども、 若しお 通. OS すが. nN に はお 立ち寄り 

を 願 ひます』 と 云って、 鎮は 皆に 別れ を吿 げた。 が、 今一 つ 自分と して は 云ひ殘 した ことがあ るの 

で、 足 を 一歩 進めて つけ 加へ た、 『それから、 わたくしの 畑 は 直ぐ そこの 枳殼 m 一 をお, きになれば え 

ます。 今 は la うご ざいます から、 よく はお 見えに ならないでしょう が、 これからお 茄子で も胡贝 でも 

隨 分：^ 山な り ます、 ^族 だけで はとて も^ひ 切れない ほど で 11 』 

『  』 

『では、 さん、 わたくし はこれ で 失 いいたします。』 

t 加： 十 や 胡凤の 成る の を 今から、 もう 待って るら しい 長屋の ものら は、 すべて 寢靜 まって ゐた。 そし 

てこの 江戶星 猫 八なる 5! 分のお 歸 りに 挨拶 をして 吳れ たの は、 近所の 酒 星が 飼って る 犬ば かりで あつ 

すん 亡ん 

た。 が， 今一 仅 ほど 謙 Ji! な、 そして 人 11 らしい 氣 持ちに なって る 時 は 自分で も 珍ら しいと 思へ た。 

廢兵院 は 森 道が 餘り に噔 いので、 電車 通りから 曲って 來る逋 行人の 爲め、 兼て は 自分の 廣吿 の爲め 

に *  分の 名 を窨き 入れた 瓦斯 燈を 立てさせて L 犬れ る やうに 願 ひ 出て ある。 その 許可が 何だか 六ケし 

さう だが、 そんな こと は、 もう、 どうで もよ かった。 誰れ も 無意義に 自分の 腹 を 痛める もの はないだ 

けの こと だ。 


ふと 自分の けちな 根性で 受けた この 宵越しの 金が 氣 にならない でもない が、 何 を 買って やらう にも 

子供に、 もう、 f ん陲 して ゐ るに 遠 ひない。 電車 通りのお もちや 屋 や^ひ 物み せ も、 戶が 締まって るに 

違 ひたかった。 で、 これ も、 自分で 月謝 を 拂 ふべき ところで、 あべこべに それ を 貰って 來 たこと に 笑 

ひ まぎらせて しま へ る だら う。 

ひ あ ひ 

鬼に 角、 自分の 女房に は 早速 今夜の 小説の 話 をして、 つくぐ 藝 人の 悲哀 を そこに 覺 えた 通り かの 

4?ょ 

女に も 味 はしめ ようと 決心しながら、 鍋 は 自分の 家の 戶 ぐちへ 近づいた。 

11 (大正 七 年 七月) — 
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すが 

『あなたの やうに しんねりむ ッ つりして る 人、 わたし 嫌 ひ』 と、 ぉ菅は 云った。 

『 ……… 』 .^マ田はこれを聽ぃて、 心で はまた 何 を If 意" 氣な とつぶ やいた が、 事が 面倒になる の を 恐れ 

て、 おもてに は 少しも 怒って 見せなかった。 そして その 翌日、 役所へ 出て ゐる ひまに 俗語 字引き を 引 

いて ほいて、 聽 してから か あに 半 謹り 言 やうに、 然し 物き へて やる つきで、 『しんねりむ 

ッ つりと は、 東京で は、 何 ごと をす るに も はかばかしくな いこと を 云 ふの だが、 お前の 亭主 はそんな 

性- の^で はない』 と 答へ た。 ^！！分の方が勤め先きをぃっもかの女ょり早く歸宅するので、 晚 めしだ 

クても 自分が 火 I し，、 ？ 4 で f 露り し S 意し S くので ある。 かの 女 は それが たまく 

できて ゐ ない のを覺 する きちら を 女中で でも あるかの やうに 叱り付け るの だ。 で、 ，1 は 第一の 

をん な 鬼から 5! がれて 來て、 また 第二の それにぶ つかる やうに なった こと を 感じ 初めて ゐた。 

『でよ、 i^^0dm^§ti<. または どんなに はかばかしく わたし を 養つ 


て吳れ ます？』 

『ま ァ、 さう 云 ふなよ。 今に 發 明が 特許 を 5^ る やうに なれば、 ふたりで 十分 好きな こと をし て^ぶ、 

さ。』 

今 田に はお-ず は內綠 であった。 渠 の戶籍 上の 妻 は 別に 國にゐ た。 けれども。 その 國か 築に I 生 忘れ 

られぬ ありがたい 物に なって るの は、 何も 本妻が ゐる爲 めではなかった。 、1 は 自分の 生れた 土地 を 

れ,， ち 

靈 地と 信じて 來 たので ある。 

リ問 山が rn の 前に 吃 立して ゐて、 高い 空に 勢 ひよくけ むり を 吐き出し てる C を、 子供の 時から ゆ 

ふに 見ない わけに は 行かなかった。 大きくな つてから、 一  二度 山上に 登って 行って、 喷 火口の 周！！ を 

まわって a たが、 その 二度！ ni の 時、 けむりの 太い 柱が お ほ 風の 爲め にしな つて 來て， の 方へ 倒れさう 

になった。 .S 分 は 一 心不 亂に淺 間の 靈を 念じた。 この 時 ほど. sn 分の 信仰心 を 緊張 させた こと はな かつ 

たので、 その後に なっても、 時々 山の 鳴動が 聽 かれたり、 また それが 地震と なって 家に 響いたり する 

毎に、 その 畔 のこと を 思 ひ 出して 問 を 崇敬した。 

自分の 家 は その 靈 山の ふもとに 在って、 而も ぢ うでの 舊家 であるが おめに、 年 來の旅 宿業の 方 は 


本 に まかせて 匿き、 自分 は 選ら ばれて 三等 郵便局 を經營 して ゐた。 そこに 何 不自由 もなかつ たの だ 

が、 自分 は g§ のめぐ みに. H つて 生まれた その 爲 めか、 此只顯 のお 姿に そッ くりだと 云 はれる のが 得意 

であった に反して、 かの 5k は 山の 荒み たまも 受けた のか、 荒ッぽ くて 口 やかましく、 氣に 向かない と 

亭主に でも 子供に でも 常り 散らす さまが、 まるで 山の 御 神の 荒ぶ る 時 を 思 はせ た。 けれども、 それが 

何となく 祌 意の やうに 兄え て、 渠は敬 速 主義 を 取らない では ゐられ なかった。 

『あなた は 何 だ、 ね、 のく せに 子供 を 叱る こと もで きないで？』 

『いや、 おれ は 子供 を さう お前の やうに 叱らない。 惡 いと 思へば、 子供 だ ッて獨 り 手に 直す やうに す 

る だ ら う — もう、 さう あたまから 叱る 年 ごろで もない。』 

こんな ことにで も：， 仰 皮 衝突が あった。 そして その都度 自分 や 自分の 子供に かげながら 同情して ォ 

るの は 今の 內緣の 妻であった。 お m は 女中と して S. 斐々々 しく も あり、 親切で もあった。 それに ほ だ 

されて、 つい 自分 はかの 女と 11 係して しまったが もとで、 1 暦 家おう の 衝 突が 大きくな つた。 中學三 

- 年生の 長男 はこち" に した けれども、 小 舉敎員 をして ゐる總 観なる 娘 は、 不斷 その 母 を 嫌って な 

がら も、 母の 味 かたに なった。 

その 結艰、 總領 娘が 二十 二、 長 が 十七の 時に、 ，3: 分 は 自家 を兒 限って、 お 管と 一緒に 声い 京へ 出た 

つで ある。 長男 も あと を 追って 來 たけれ ども、 ，目 分の 收入 がま だない と 云 ふ 理由 を以 つて 1 緒に 住ま 


はせ る ことにお 菅 が反對 したので、 或お もちや 屋の小 僭に 入れて しまった。 そのうち、 自分 は 政友會 

の關 係を迎 つて、 且、 郵便局 を 請け負って ゐ たり、 字を綺 匿に 喾 くと 云ふ爲 めに、 元 S さんが 大ほを 

さいよう 

して ゐる 〇〇 や の 傭 ひに 採用せられ、 その 官房の 秘書課の 人と なった。 

自分に は 原さん や 元 田さん ほど 天下に えらい 人はなかった。 殊に、 後者に は 役所で 直接に 會 ふやう 

になって から、 一 えらい 人に 思 はれた ので、 自分のと ころへ 來て渠 等 を 惡く云 ふ ものが あれば、 躍 

起に なって 辯 護の 勞を 取った。 

あだな 

『元 E 崇拜 者』 と 云 ふの が 自分の 東京へ 來て 最初に 得た 仇名であった。 少し 年が 行き過ぎ てるが と 云 

ほう 含 ふ 

はれた が， 俸給 は 三十 五 W 貰 ふやう にして 貰った。 それまでの 暮し は、 お 背が 上京 後 直ぐ 通 ふこと に 

きふ *~ ん 

なった 煙草 專賣 局の、 女工と しての 給金で 何とか S1 に 合 はせ てゐ たの だ。 

含 M  こび 含ち や-つ 

いよく 夫婦と も 稼ぎが できる やうに なった ので、 居 を 自分の 勤め先き に 近い 木 挽 町に 定めた。 狹 

くるしい 横丁で は あるが、 場所 がら だけに、 すぢ向 ふに は 立派な はかま 屋が あり、 また 向 ふ 角に は大 

きな： ま屋が ある。 いづれ も 小 儉を四 五名から 七 八 名 は 使って る。 こちらの < ^は 年を取った 女戶 主の 貸 

ぶ とん 4- 

し 蒲圑屋 で、 その 隣り が 今 田の 家で、 その また 隣り に は 大工の 請け負 ひが ゐる。 下に 一と 間、 上に I と 

け うじ *- 

間の 今 田の 家 貸が 安くして 貰って 十三 圓には 驚いた が、 二階へ 直ぐ 一 人 經師屋 の 下請け をす る 老人が 

來 たので、 それから 毎月 五圓の 間代が 取れる やうに なった。 


半 w の 水口に；^; んで 格子戸が あり、 これ を 道 入った ところの 奥行 半^の 土間から あがる と • 直ぐ 夫 

it の はま ひなる 六疊の 座^だ。 この 突き 當 りに はまた 1 間 幅の 庭 (と. 云 ふよりも 土間) があって、 それ 

を かこった 低い 板壁の 上から、 欽舞伎 座の 裏 乎の 赤い 燥 瓦 i がの ぞいて ゐる。 便所へ 行く たんびに そ 

れが兑 えないで はゐ なかった。 ， 

兎に^、 家 も^まり、 職 もで きたと 云 ふので， 國 から は 娘の 好意と して 緯筍 1 さ をと 紫檀の 机と を 

ける と 云 ふ 通知が 來た。 その 手紙に 據 ると. 矢ッ 張...、 お 菅の無 敎育を 行く末の 見込みがない と 非難 

して ある けれども、 

『全く 父上が お好きの 上で 斯うな つたので ございま すから、 兎に 巧 お ふたりで 何卒 举驕 にお 慕し 下 

さい ませ』 と ある。 本 一 i の 無情、 我む しゃら に比べて は、 娘の 優しい 心根が ありがたい。 飽くまで 母 

の 味 かたに なつ てること を した 時には、 これ も 1 緒に 憎かった けれども. 一た び 離れて U 一る と、 

娘の 方で もこ ちらと 同じ やうに 同じ 血を懷 かしい に 相違ない。 あふれ 出ようと する 淚 をお 菅に 押し隠 

しながら、 あとの 方 を も 一 g んだ 一う ちで は、 たと へ 女が 働く 商寶 では ございま すが、 家の 大黑ば しら 

が 勅いて 1 了った のです から、 とてもう まく は績 きますまい。 けれども、 私 も をり ます ものです 力ら、 

r しんば い 

できるだけ は 母に も 力 を 添へ ましょう。 こちらの ことに は 御 心配な く   』 

『  』 ぉ菅は べッ たい 額に 白 E がちな 目 をす ゑて、 こちらの 額い ろば かり 請んで る樣 子で あつ 


たが、 この 時 突然 けん どんな 聲で 尋ねた、 『き ッ とわたし の惡 くちでしょう？』 

ぢょ 

『なァ に 11 疑 ふなら 請んで 御 M::^ ！』 は 言葉 やわらかに その 手紙 を そのまま かの 女の 方に ほうり 投 

げて、 込み 上って 來る 感情に ちょ ッ とすき を與 へた。 かの 女が 眼中 無一文 字で、 どんな 字 をで も 読め 

ない のに は 安心であった。 

『人 を 馬鹿に！』 いきなり 引き裂かう としたので、 鎮 はかの 女 をす かして、 I  0^それを取り返してか 

ら、 二三 rn のうちに は 荷が 着 くだらう と 云 ふこと を 云って 聽 かせた。 そして 心で はこの 手紙 は淺 の 

0 に 誓 つて も. U 分が 娘 に 對す る 愛情 の 守り 礼と して、 每曰 役所 へ 往き來 の ふところ にし ッ かり 納め 

てゐ ようと 決心した ので ある。 

机と 桐の 古镜 とが 屈いて 見る と、 f 単 筍の 引き出しに は 今 田の 殘 して 來た衣 物な ども 這 入って ゐた 

ちょ 

けれども、 お の 物 は 何もなかった。 無論、 ない のが 常り 前で あつたの だが、 それ を も かの 女 はか だ 

か 不平の ® にして、 

『わたし、 詰らない、 わ、 毎 曰 働かされて ばかり ゐて』 と 云った。 

『  』 それ も可哀 さう だと 思 はれた ので、 渠は 一 晚か のがに 芝居の 立ち 见を させて やった。 そし 
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li  £ ハ卷  1〇 四 

て 今 I つ、 欲しい 物を賈 へと 云って、 最初の 傣給 日に なにがしの 金子 を 自由にさせる と、 黄と えび # 

との m  i 寸も あろ 立て 続の： と、 牡ル色 地に 雁と あしの 葉と を 白く 祓いた 綿； 史紗と を 買った 來た。 

ぢょ 

『.JI^ ン坊の 衣物兑 たやうな の を どうす るの だ』 と聽 くと、 かの 女 は、 

『派 乎で いいでしょう』 と 答へ た- 

『三十 叫に もな つて かい？』 

『でも、 あなたより やまだす ッと 若い のよ。』 

『  』 は 自分の 愛する^が い 氣でゐ て 吳れる だけで も 刺戟が あって 嬉しい と W わった。 官房 ャ 

文 害 I はに 勤めて ゐる もの を 兄る と、 大舉 m 山で 而も 皆 年が 若い。 そして 自分の やうな 年 Is? が 段々、 官 

から も 社 八  1：： から も、 にソ拂 はれて 行く 傾きの あるのに 對 して 今更ら の 如く 愤慨 までし ないで は ゐ.. a, 

れ ないで は ゐられ なかった。 へ來 てから は、 1  母 日の やうに 頭髮の 間の しらが を氣 にして 拔き 取り、 

,  くしょく  こな 

役所に 出る前に は、 必らす 鏡 を 乎に 取って あごに 見える 白色 を 墨の 粉で 以 つて 塗り 隱 した。 

お^も これに 做って 濃い お 白粉の 外に も 額 を 墨で 作った ので、 たださへ 引き 釣って る 眉が 一 層い か 

つくな つて、 ：^.s に 歌舞伎 座で！ I ルた in; い 履う ちの 岩 藤 さながら である。 けれども、 かの 女が それ をい い 

ことにして ゐ るので、 1^ は 別に 何も 云 はない の だ。 

へ た  U- よ 

感心に もま ひ 物 だけ は 下手ながら 獨 りで 出來 るので、 かの 女 はいつ のまに かその 派手な 妨 鎮の衣 物： 


ひ ふ  かなき ぬ 

に ひわ 色 ガスの 裾 ま はし を 付けた。 それから、 綿 K 紗の 方け 被 布に なった が、 べに 金 巾の 裹を附 け 

た。 そして その 方 を 電氣の 光に $ ^て 見せて. その 顔 を 後ろに 反らし、 足の "鼓で ちょ ッと 上げた 裾 ま 

わし を兑 た。 

『どうです、 ね』 と、 突ッ 立ちながら こちらに 向って にこ 付き、 『ハイカラでしょう？』 

『  』 ：£ぷ は 如何に m 舍 もので も、 かの 女の ハヰ と 衣 物の 耥、 また その 衣 物と 被 布の 小紋が 皆、 不 

調和な の を 分らないで はなかった。 それに、 また、 褐 まわしの ふきが 出過ぎたり、 詰め 過ぎたり して 

あった。 けれども、 東京で 暫 らく 突拍子もない ことば かり：： ：！- 慣れて 米た 自分に は- それでも ハイカラ 

に 通用す るの だら うと 思へ た。 その上、 電氣の 光が、 もう 寢 むくな つてた 自分に、 微笑の 女 をい つに. 

なく 笑し くして 見せた。 

『この 上に マ ン トをハ S て 行く のよ。』 

『それ もよ からう、 さ。』 

1 r'  L  .  .4る も 0 

釣りが ね マント は その 前に 古物 を K つたの だが、 夫嫦 がかた み替 りに 用ゐ ると 云 ふ 約 液で、 色は黑 

と 鼠との 地 ゆにし、 縞の 方で 派 乎な お ほ 格 千 を 選んだ。 けれども * これ を槊 がちゃんと 一 g て 出た の は 

初めのう ち 二  ニ囘 切りで、 大抵 はかの 女の m 勤に 用 ねられた。 そして 一 f 自身 は：！ 2 の n にも 外赛 なし 

かよ 

で、 背廣に 足駄で てくてく 通った。 

淺 間の 靈  1〇 五 
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U ゑ， リ 19 よ 

『おのき 名な マント はどうし ました。 まさか 赏に 入れた ので も あるまい』 と、 無 3 お 慮な 或 若 乎が.？ な 力 

したりで、 その 翌日 は $ おて 行った。 けれども、 また その. I へぎから は 向き 出しであった。 

それほど ほ 分の 女房が 服装 を： M にす るの も、  > 

『〇〇 省の 官吏の 奥さん』 と 云 はれたい おめで あるから、 南 分 も 却って 結構な こと だと 許して S い 

た。 .a 分の 女房 を無敎 宵な 女中と 云 はせ るよ..^ も、 その 方が どんなにい いか 分らない。 まして 今 同の 

網， が 成功 すれば、 一 擧 にして お ほ 金持ちの 細君に なれる わけで あるから。 

ぢくも 0  I  I 

は 一方の 壁 を 床の 問と 兑 立てて、 自分の 額が よく 似て ゐ ると 云 ふ 顯の^ 物を抖 けた。 儉約を P 

令した 或文辔 入りの 石版 刷りで ある。 その 反對の 壁の はづ れに國 から 届いた 维 ？：2 を m はいた 時には、 机 

を {I?- の】 耻ン 中に 出して 久し^りの 讀喾 をで もして 見たい と 思った。 そして、 『小 §ニ の 芝 1^5 も 近く ッ 

ぢょ 

て、 ほんとう にいい だ、 わ』 と 云って 喜んだ ぉ菅の t 一： * ま を ー冉び 心に 浮べても M ルた。 かの女は^^^^只 

局の 仲 間 からで も おだてられ て^たの だら うが、 『木擺 町の やうな 場所へ は、 京お の 人だッ て、 なかな 

か 伐め やしない』 などと、 通を氣 取る やうに なって た。 

『そり やさう だ』 と、 £^?$:ひ槌を打った。 


； g こよ 木 扱 t7 は 自分の 役听 にも 近く、  口 常の 買 ひ 物に も 便利で、 またお 菅の云 ふやう に人聽 きも 惡 

,、  き ど ほ 

くな くッ てよ かった。 が、 ただ 一 つ 困る ことに は、 きまった を わい 慮が 來 遠くて、 たまく 來た な 

のに 賴 むと 一荷 二十 錢づ っ吳 れいと 云 ふ。 田舍 なら、 喜んで 取って 行き、 その 場で なければ あとに な 

つて、 大根な りにん じなり を 禮の爲 めに 持って 來る のが 常り 前にな つてる が、 ここで は それが 主客 を 

Mi して ゐる。 そして それ だッて もなかく 來合 はせ ない ので、 隣り 近所 も 皆 一様に これに は W つて 

た。 

『ちょ ク とよば かり を！^^ じます、 うちの は餘り 溜って ますので』 などと 云って、 初めのう ち は人數 

の少ぃ 家へ はこ ちらから 出張す るの がお 互 ひのこと であった。 が、 そのうちに は そこの も^ 溜って し 

まつ ヒ。 そして どこの も 氣味惡 く、 どぶん、 どぶん！ ぼち やん、 ぼち やん！ と はねる ので ある。 どこ 

し おと 

でで も、 し 合 はせ たやう に、 便所へ 行く 時には * 先づ 新聞紙の 大きな 切れ を敫き 落す 爲 めに 必らす 

用意して 行く のであった。 

それが 然し 猿の 一 っの野心を.is^することになった。 如何に 年 は 寄っても、 わざく 東京 へ^て 來 

たしる しに は、 やす {01:^ の はしくれ になって 若い もの 等に 馬鹿にされ てるので は滿 足で きなかった。 

か 一 つ 1 mi- 《並の 工夫 をして、 同僚 ども を 驚かし、 また 自分 を 如何にも 老いぼれの やうに さげすん 

でる 今の 女房に Mil の淚を 流させたかった。 その 糸ぐ ち を ここに 得た の は、 これ 確かに 日頃 信仰す る. 
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^ii の 山 g: ちお 助け だと 考 へられた ので、 初めて この 發5£ 思 ひ 付いた 日、 便所から 出て 手を淸 める 

が：^ いか、 座敷の 露ン 中に 坐 わって、 それと 思った 方向に 向って 暫 らく 手 を 合せて 感謝した。 

『何です の、 俄かに？』 お KB もま だ 勤めに は 出かけて なかった。 朝の 日光 は 歌舞伎 座の うら 煉瓦に 常 

つてる けれども、 うすら g 一かった。 いっか 綠 日で 七錢に 買って 來 た鉢植 ゑの 秋 海棠が 光 を 欲し さう に 

して ゐ るが、 けさに 限って、 は それ を綠が はから 出して やる 氣に はなれなかった。 

『いい ひ 付きが できた の だ、 必らす 人に しゃべつ てはいけ ない ぞ！』 斯う 念 を！； してから、 渠は自 

分で も 他言 を 憚る やうに して、 傲い K で それ を かの 女の 耳 もとへ 行って 語って 聽 かせた。 ほかの こと 

ではない、 便所の はね を 避 ける 機械の 發 明であった。 

『ふ、 ふん！』 かの 女 は cs^ で 笑った。 そしてい つもの 通り 手鏡 を 立てて 眉 を 直して ゐ ながら、 『^旗が 

すんで るから いいやうな ものの、 若し その 前に そんな こと を聽 くなら、 たべられ やしない。 胸， か ：5i 心く 

なって。』 

『だから、 金儲けば かりで なく、 人の 爲め にもなる。』 

『なんで、 そんな ことが！』 立ち あがって 寢 まきをぬ ぎ粲 てた かと 思 ふと、 直ぐ 例の is^ 物 を 藩に かか 

つたので、 今 皮 は： S が 入れ 替 つて 鏡に， M つた。 

『  』 壁に 掛けた $11； 顯の $1： 像に 似て ゐる 顔の わきへ、 かの 女が 衣 物 をた くって 見て は 直し、 兑て 


は 直す たんびに、 その 腰を卷 いた 赤い 切れの 色が 映る の を、 少し 不敬の やうに 感じられた。 が、 それ 

を 云へば また 却って、 

『あなたの やうな ぉぢィ さんが ！ 失敬な』 と 云 ふやうな こと を 云 ふに きまつ てるから、 差し 控へ 

た" 

『  』 そちら だッ て、 もう、 若い 女 だと は 云へ ない の だが 11  。 

いん 含 

そュ でしても • 渠は 自分の かほ 色が いつも 陰氣 くさく 靑 いと 云 はれて、 資 際に も靑 いのに， けさ は 

さう でもな い の を 自分ながら いい 思 ひ 付きの 爲 めだと 賴母 しく 思った。 そしてい つ になく 痛い の を 辛 

^^^て、 時 問の 許す 限り、 あごの あたりの 短い しらが を拔き 取って、 その 殘 りのに は黑々 と 墨 を 塗つ 

た。 そしてい よく 出勤の 時には、 旣に マントが また 無くなつ てた けれども * 別に 獨り くどき はしな 

かった。 

ひそ  ；  ^  , 

『では、 行って まゐ ります』 と、 坐 わって 手 を 突く ところな ど を 私 かに 忍 ひやる と、 お SIH もい またに 

主人 を 主人と ー て 奉つつ てる 樣 子が 見える。 

『いよく あいつに もらく を させて やる 時期が 近づいた の だ！』 

『今 田さん、 け ふ は 何だか 11 さう です、 ね』 と、 若い 同僚の 一人が 役所の ひまにから かった。 

,1 はい、 少しい いこと がご ざいます ので。』 渠は 自分ながら 珍ら しく もに こ 付いて 受けた。 そして 少カ 
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らすロ ごろの 老人 llmil 對 する 愤をも 漏らす 氣 になって おしゃべり をした。 『わたくしの やうな 年 華 

の ものが いつまでもお 役所の 厄介に なって る わけに も 行きません ので、 今回 一 つ、 別 方面に 而， us 

』 くゼ ん  11、 

金お け を 思 ひ 付きました。 かの大}^^博覽會も1^=^迫ってます時に當り、 わたくし は 1 っ或發 明に 取 

りか かります。』 

『へ い、 それ は どんな 發 明です』 とか、 『何 を 工夫した の だら う』 とか 云 はれる と、 若い ものに 横取り 

きんしん むごん  ， •  -  メ  . ，- 

され さうな 氣 がして 1$ び 不斷の 謹愼と 無言と に 立ち返った 

初めのう ち、 築が 役所の 引け を 待 たれた の は、 早く 歸 つて 自分と ぉ菅 との 爲 めに 晚 めしの 用意 をす 

る ほめであった。 が、 發明を 思 ひ 付いて から は、 ただ そのこと ばかりが 氣 になった。 

でも. 权 でも. 時間の ある 限り 机に 向って、 叮嚀な 圆を 引いて 兒た" その 叮嚀 さは、 役所の 辭令ゃ 

害 類 を くそれ よりも また 格別であった。 それが 爲 めに は、 晚 めしの 用意 を 忘れて ゐる こと も ある 

し、 また微ー仪をして^^むぃ11^をこすり/-\爪勤もした。 

『あなたの 發明 もん 1 にして およしな さいよ。 わたしが 働ら いて 乘て も、 張り合 ひがない ぢゃァ ござ 

いません か？』 ぉ菅は その 歸宅 早々 また 襄ど ろ を 働かなければ ならぬ の を こぼした。 『その上、 たた 


さへ 陰氣な 人が なほ 更ら陰 I 湫 になって、 さ、 ほんと に 辛氣 くさい！』 

『ま ァ、 さう 一 ：ム ふなよ。 これが でき 上ったら、 大した 物 ぢゃァ ないか？』 

ぢょ 

『へん、 そんな 物が！』 かの 女 はこ ちらと はまる で刖な 世界に んでゐ た。 そして 時々、 餘り くさく 

さする と 云って、 隣り の 芝居へ 出かけた。 マ てんな 時には、 必ら すかの 女の 同村から 出て 來た 若い 書生 

す やま  * 

を 伴った。 『陶 山さん、 陶 山さん』 と 一； ム つて、 ェ乎擧 校の 生徒 だが、 殆ど 1  母晚の やうに ここへ 遊びに 來 

ぢ. rt 

て、 かの 女の 歡迎を 受けて ゐる。 尤も、 かの 女から 請求され て、 ょく5£1^子ゃ酒を1貝ふが、 今 W は 下戸 

しょうま.^ 

で、 酒の 方に はお 相伴が できなかった。 雪國に 坐れ たもの の習惯 として、 女で も I 般に酒 を飮 む。 そ 

^んを ど 

して 飮 むと、 盆踊り 歌の やうな 物 を 歌 ふ。 だけ はに やく 笑って それ をた だ SI きつつ も、 矢ッ 張り、 

隅の 方で 11 を 引いた。 

その 初めは、 E 舍 によく ある 水ぐ る ま を 手本に して、 ^1分の構11を^£らへたのでぁる。 心 枠が あつ 

て、 その 周 固に 光線の 如く いくつもの 軸 を-:: 山し、 その各々 のさきへ杓子のゃぅな院がりのぁる物^^附 

け、 そこへ。 ほたり と當 ると、 したへ まわる。 そしてまた.^^^ぎのぽたりをそのまた.^ぎの杓子が受け 

る。 さう して m はけば、 無論、 一 たび 途中で とまるので あるから、 はねても 上まで 來る 恐れがない と ^^v,- 

へられた。 

いよく さう きまった 時には、 隣リの 大工に 頼んで その 形 を 11 何の 爲 めと はう ち 明けないで 11 
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Al  くキ よきよ く 

】 一つ 作って 赏 つた。 一 つ は 驗の爲 めに よごす もの、 今一 つ は 特許 局へ 出す 見本と して だ。 が、 でき 

上って ると、 この a. の 心櫸を どこに 掛ける かが 疑問に なった" まさか、 その 兩 方の はじ を^ ゑろ 爲 

めに 二つ C 棒 か 板 か を 立てる わけに も 行くまい？ よしんば、 行けた としても、 あまりに 費用 や 手數を 

.5 ん たん 

要する ことで- こんな 简舉な 種類の 發 明に は 向かない にき まって た。 

『これ は {.S にぶらさげ るより 外に 仕 かたがない』 と 氣が附 いて それ を 獨り霄 に 云った。 ぉ营 はこの 時 

ぐッ すり 眠って、 いびき を 舉 げてゐ た。 

朝に なって n 十々、 心 梓の 兩 端に 繩をゅ はへ 付け、 私 かに 便所へ 持って行って、 それ を におろ 

し * 繩の n 端を兩 足で 踏まへ てゐ て、 S 分で 實際を 試みて 兒 ると、 うまく 杓子へ 當 つたこと は $s つ 

た。 が、 一回の が 《：3 るが：： 十い か、 くるく とま わり 出して、 その 勢 ひが 餘 りに 目まぐるしかった。 

そして.^ ぎへ.^ ぎへ とぼたり が 常る に從 つて、 その 勢 ひ は I 曆 烈しくな り、 繩 までが 下から すん く 

お，： けて、 その よごれた 機械 は 段々 とうへの 方へ 上って 來た。 そして やがて は 人の 尻 を 打ち さう になつ 

た。 

『これで は駄 nl』 であった ので、 あわてて 右の 足から 一 方の 繩を はづ し、 それ をも假 りに 左り の 足し 

i  ,.411 つぶつ 

たへ 1^ にした。 必然の 排泄物 はこの 機械の 具合 不 4、 合 ひに は關 係な く、 無遠慮に 出た ので • 下から 

は 新ら しい 紙の 落ちて ない の を 幸 ひに して ぼち やん、 ぼちゃんと はねて 來た、 私 かに 顔 をし がめ なが 


ら、 『これ だから、 困る！』 直ぐ に 出して、 『おい、 §. 新 g 紙、 新聞紙』 と 叫んだ。 

『發 明よ. ゃァ まだ 新 M の 方が 役に立ちます か？』 

『  』 はかの 女の わる 落ち 付きに 落ち 付いて やって 來 たの をが ッ かりし ないで は ゐられ なかつ 

た。 うへから も， 双 を あびせ かけられた やう ながやり した 氣 がしながら、 十分に^ を 達して しまう と、 一 

立ち あがって 機械 を繩に 依って 兩 手で 引き上げ、 そのまま そッと 持ち出して、 巧 の 棒ぐ ひの 立つ 

ぢょ 

てる わきへ ほうり 出す やうに 澄いた。 手 を 洗 ひながら、 かの 女に 同情 を 求める つも リで、 『どうも、 う 

まく 行かん。』 

『  』 かの 女は寢 まきの まま 惑 どころ の 瓦斯 签に 向って た。 もとは、 先づ が 起き m でて 釜の 下 

を 焚き、 朝め し 一 切の ことが 用意で きる 顷 になって、 かの 女 は 床 を 出て、 夜具 を疊み 掃除 をす るの が 

役 E になって た。 が、 この s; ではず！ ：！$ を かの 女が して、 纏の T.i 夫に できるだけの 時 問を與 へて ss< 

る。 それだけ でも. - 無舉の 割りに 分って ぁリ がたいの だが- IS 〈は 自分の 一 大發明 家た るに 對して かの 

女から もッと 情な リ、 親切な り を 55 たかった。 が、 冷淡に も、 『どうせう まく 行きます もの か』 と、 

そッ ぼう を 向いて 云った。 その. 1、 機 § のい い 時には、 『若し これが お金に なれば、 わたしもう んと衣 

物 を H つて 貧 ひます、 わ。 さう して 一度、 陶 山さん ゃ陶 山さん のお 友達 を §3 連れて ッて、 芝：^: をお ご 

つて やる』 などと。 
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『  』 かの 女の ぼ M さん 陶 山さん が聽 いて あんまり 亭主と して 面白い ことではなかった。 が、 ま 

さか、 十 以上 も 年した な 男と く ッ附き 合って はゐ ない に 相 遠ない と 堅く 信じた。 

『あなた も a 分の 好きな こと をして ゐ るの だから、 わたし も わたしで 好きた うわ 氣 ぐら ゐ はわし くます、 

わ』 と 一. さた 風き と は、 S はかの 女の 冗談と 云 ふよりも 寧ろ こちら の發明 中止 を 迫る 威 f  一一 I 

として 受け取れた。 それがこちらには4^も手頼りなく、 最も 寂しく 感じられる。 時には、 『わたし、 專 

薦 を やめて、 霧 I 內 人に ならう か 知らん— 08 や ilf はま f- のい 纭士が 米 

てゐる さう だから』 とも； ぶった。 女工な どに 行かし S くから、 ろくな こと は gt て來 ない の だ 力 

の 女の m 勤 を やめさせる 爲め にも、 述か にこの 發明は 成就 させなければ ならぬ。 

こんな ことに 自分の 考 へが ぐら 付きながら も渠 はな ほ 机に 向って、 緣 さきの 地上に 5- れ た 機械 を 

じッ. n^f てゐ た。 章の 秋から かかって、 ゃッ とこれ までに 仕上げた もの f と央 敗に 終った の だ。 

そのぉめには役所でゃるべ|§碧以.^^^、  mf の 他の 小 仕 f すべて 斷 わって 雍 たので、 ^ 

末の 出 I どに 苦しい i をした。 そ Q 影響が いまだに 及んで る？、 ぉ菅 がず 燒け あすの も 一 

而には 尤もで ある。 ことし も、 もう、 一 二月の 中 ごろで、 赤い 谏瓦 壁に. する 朝の 光に は 多少 ぼかお 

かした ところがあった。 けれども、 に は 自分の 心が まだ 冬の やうな 冷た さ を おぼえた。 

才 il り i が、 せめて 心棒 だけ を 金に して その 兩 f 矢ッ 張り かねの 輪 を はめたら い 


i  1  ,1  か 1 

いと も 思 ひ 直した けれど. も， もれで は 例の 費用が 嵩む。 それに、 あんなに 勢 ひよく まわる 必要 もない 

のみなら や、 . あ のま わりかた では 寧ろ 狗 子に 《：s つた もの を 反對に はね 返す 恐れ もあった。 

この こと を 尤もらしい 口調に 少し 笑 ひ を帶ぴ させて 勝手の 方に 向って 說 明した。 すると、 かの" 1^ も 

笑って こちら を 慰めて 吳れる だら うと 思った 築の 期待 は裘 切られた。 

『ふん』 と、 かの 女 はまた 鼻で 受けた だけ だ。 あと は 半ば 獨り 言の やうに、 『何の 役に も 立ち ゃァ しな 

や.』 

『お"； i はぢ きにさう 云って しまう が 11 なァ に、 まだく 望み は ある。』 ここまで 來て 全く 失敗 に 終 は 

一- ん ねん 

るの は 如何にも ま 念であった。 

とんちゃく 

『  』 かの 女 は 然し そんな 返事に 頓着なかった。 めしの 焚け た签を 座敷の 方に |g んで來 ながら、 

『さ ァ、 できた、 できた！：： 十く たべて、 い つものと ころへ 行った 方が 面白い！』 

うわ *1 

『そり ゃァ をん な 士で 浮氣な 話ば かりして をれば： 向 白から う、 さ。』 斯うい やれ ネを 云って、 0^ もお g 

立てに 向った。 ゆ ふべ から 夜 ッぴて 張り詰め てた 心が 急に がッ かりした せいか、 けさ は 特別に を 

感じて ゐた。 

『をん， なば かりおや ァ ない のよ。』 こちら を 意味 ありげ に兑 上げて にこ 付きながら、 『監^さん は 5,1: をと 

こだから、 ね』 と 云った かの 女が、 よそ ひ 立ての 熱い ところ を 二三 口が つくと かッ 込んだ かと 思 ふ 
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『分る もんか！ お前な どに 分る もんか！』 赤 殿 瓦の 向 ふが はから も * 芝居 ものの 物爲 似が IS えた。 

ところが、 その 翌ロ、  は 思案に 餘 つたので、 何 かいい 考 へを與 へられる かと 思って、 役所の 歸り 

に I 肛ぐ • ちょ ッと まわり 路 をして、 久し振りで、 特許 局へ 勤めて ゐ る同鄕 人の もと を それとなく 尊お 

て兑 た。 無論、 發明 をして ゐ ると 云 ふこと など はおくび にも 出さなかった。 

けれども、 却って 向 ふの 方が よく 知って ゐた。 

『ぁなたも何か^？？へてをられますさぅですが』 と、 渠は 年した な だけに まだ こちら を 敬って 吳れ てる 

やうで あつたが， その，？^ ぎの 言葉が 餘 りに 人 を 馬鹿にした、 『きの ふ、 奥さんが 來 ての 話に、 心配して 

ほつ めい *; や 5 

をら れ ましたよ、 あなたが 發^ 狂に なった ので はない か 知らん て。』 

『發明 狂！』 寢1I^^に水でぁったので* ただこの 名詞 を 無. 意識に 繰り返す と 同時に、 きちんと 坐 わって 

る 自分の 洋服の 胸 を 反らせた。 が、 やがて 意識が 自分に は 確かにな つて、 『そんな 言葉 さへ 家內は 知ら 

ない & 〕 です。』 

『そり ゃァ、 陶 山から 敎 はって る、 さ。』 その 口調まで が ぞんざいに 變 つた。 

『  』 成-る ほど、 陶山も 同鄕人 だが、  -て 見る と、 お 管 は 自分に 隠して、 時々、 こんな 用 も 


ない 男のと ころまで も ほっき 歩いて るの だ。 夜業が あつたな ど 云って 遲く歸 るの は、 i^E うその 皮た。 

そして その 亭主が 飽くまで, 密 にせよ と 命じて ある こと を みんな しゃべって しまった らしい。 途中で 

にこ や g.:2- りされ たら、 どうす るつ もり だら う？ 『わたくし は 然し 淺 さまの ふもとに 生まれ、 わが 贵 

顯 の! ：11 が附ぃ て をり ますから. 大丈夫 氣違 ひな どに はなり ません。』 

『然し、 ^、 11 あなた • —— 雪隠の はね 避けな ど は、 とッ くの 昔から、 W 舍の 百姓家に はよ く ある 

くそ 

もので、 たッた 一 本の 棒切れの かたはしに 四角な 小 板 か 矢の 羽根が た をつ けて 置いて、 そこへ 露が 

ると 下へ さがる が、 落ちて しまう とまた 途中まで 上って 來る仕 かけに なって すま。 どうも、 聽 いて 兑 

&^づ 

るに あなたの は それより ゃァ批 いやう ぢゃァ ありません か？』 

『なァ に、 また 考へ 直して をり ますから。』 むかし 流の 非科擧 的な ものな ど はお 話 にならぬ と、 私 かに 

あんじ 

心で あざ笑った。 が、 そこに 何だか 一 つの 希望 ある 暗示 を 得た やうに 思 はれた。 

『鬼に^、  s;^ のこと から 同鄕 人の 間に 發明 熱が 高まって、 それが 孰れ も §2 くそに 關係 ある ものば かり 

せんぺん 

だから 驚いて しまう。 そのうちで 陶 山の 友人が 一 つ 先鞭 を附 けて、 もう 摘き に 特許が おりる やうに な 

つて をり ます。』 

『それ は 一 體 どう 云 ふ 11 』 新う 尋ね かけた が、 口が どもって、 くわ ッと のぼせた。 ぉ菅 のおし やべ 

わざ わ 

が禍 ひして、 人に 先 きんじられ たと 思 ひ 取った。 
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が、 さう でもなかった。 全く 刖な もので、 一 錢を 投げ入れ ると、 さくら 紙の？ g ん だのが 出て 來る仕 

掛け の^だ。 そして それ を の 便所々々 へ備へ 付ける 相談が 旣に 成立した やうす だと：： ャ. -.。 

『； おも どうせ やるなら、 平く 仕遂げ 給へ 11 特許の 方 は 及ばすな がら 僕が せ 折って あげます からに 

だいしゃりん  しんしょく 

『さう です、 な —— 一 つ 大車輪で やって：：^ ましょう。 これ 爲 がめ には赏 際に 寢食を 忘れて をり ますの，. 

ですから。』 斯う は 答へ たもの の、 はこの 人に 對 する 非常な 反感と 侮蔑と を 抱いて いとま を吿 げた。 

こいつら の ^話な ど になる もの か？ 陶山ゃ ぉ菅だ ッ て 、 また 靈山 の氣を 受けて は まれな か つた 下等 

なや つら だ。 何が 分る もの か？ 人 を 1— 氣遠 ひとは！ 

「また やって 來 給へ』 と 云 ふ、 乃ち、 こちらの 高貴な 生れに 對 して は 餘 りに 無禮な 挨拶が 聽 える やう 

であった が、 返事 をして やらなかった。 人の 努力 を 横 取. nv しな いまでも • 何 かの 世話に かこ 付けて 無 

V- リ よく 

努力に こちらの 苦心 を あやから うと 一; ム ふの だら う" 

『愉快 ♦ 愉快！ そら、 ゎッ しょい、 ゎッ しょい』 と 云ふ氣 持ち を にも 歩調に も 現 はして.： m 分の 目 Q 

前に 來た る大 の 通行人 を 押し ほけ ながら、 嬉は 自分の 家の 方へ 向った。 すると、 自分で はさう 急い 

たラ ちゃく 

だ つもりで もない のに、 の 方が 庶 きに 到 浩 した の が 不思議で あ つた。 

それにしても、 陶山 がまた 十 尔てゐ た。 ゆ ふべ は 幸 ひに も來 なく ッて、 まァ、 いいと 思って たのに！ 

そしてお &：: が 長火鉢の， 1: ふで、 電 一:^ の 光に 打 たれて、 ころげる やうに して、 あは、 は， と 笑って ゐた。 


てうし 

こちらの 亂子づ いた 足取り を どこかの 货し 一  ー^からでものぞぃてたのかとも^！！カ ヽ て 見た け乜 ども • 

さう でもなかった. - 

. 『うは さ を すれば 影と やらよ。』 かの 女 は- こちらが む ッっリ して まだ 土 問に 突ッ 立ち、 Ef^ 女 ふ.. こりの 

方 を 等が に 見詰めて ゐる 方に つて、 そのから だ を 坐 わり 底した。 そして 惡 かった と 云 ふやう す もし 

ないで •『 今、 あなたの こと を 云って 陶 山さん と 笑って たの。 あなた、 きの ふの 朝の、 く、 る、 G 、と、 ん をお 

ぼえ ておいで です か？』 

『  』 失敗であった くるま 仕掛け、 繩卷 けの 登り 打ち を、 ゃッと 今にな つて を かしがつ. てるの だ 

けんばう し 4- う  ぢょ 

と 分った。 が まさかき の ふの こと を？ 健 忘 性で は あるまい し！ かの 女まで が、 人を資 際の 氣遠ひ 扱 

ひに して ゐ るら しいの が瘦に さはった。 じッと EI を 据 ゑて 陬み付 けたので ある。 

『あの おそろしい 顔！』 かの 女 は 然し E: び 笑 ひ 出した。 そして あは、 は！ あは、 は！ と- 二度に も 三 

度に も g| を かかへ て、 とうく 倒れて しまった。 それから 1$ び 坐 わり 直した 時に、 腹の あたり を兩 手- 

で  さすりながら  云った、 『ああ、  を かしかった。 III  くるく とん は陶 山さん の ITS よ o』 

『  』 馬鹿！ 何が を かしい の だ、 何が 發明 だと 云 はぬ ばかりにして^ & はや ッと， a 分の ほこり だ 

な. 5 ぐつ 

ら けな、 そして 近顷 磨いた こと もない 短靴 をぬ いだ。 そして 座敷へ あがる が 早い か、 何も 云 はすに、 

片隅の 机に 行って きちんと 坐 わった。 あとから 腐 似 をして 思 ひ 付いた ものが 成功した と 云 ふのに、 こ 

、卢閬 の，.  ご： 


泡^ 仝^ ぉ六卷  一 ニニ 

ちらが 汕斷 をして は ゐられ なかった。 そして 女房に も 萬 事 を これから 秘密に する ことに 決心した。 

の 心の 落ち 付く^ 界は そこにし か 無かった ので ある。 

いよく 資 際の！^ の季 i に 這 入って、 而も 上野に 博 覽會が 開ら けてから \、 藥の 考案 はま だよ くき 

まらなかった。 そして それに 耍 する こざく した 物の 買 ひ 入れに、 女房から 兑れば 入らない 入费が 

んで 行った。 

かの 女の手 ひどい 反對 があった にも 拘ら す、 

たんす  ， . 

『なァ に、 おれの 物 だ』 と 云って、 渠 はさきに 娘から 届けて 來た 箪笥 も資 つた。 また、 その 屮に 在つ 

た^ 物 も 二三せ ぬ 七つ屋へ 持って行った。 

その 結^、  .Fi いこと だと は m 心 ひながら も、 渠 はお 菅ゃ陶 山の 云 ふが ままに、 お 菅の福 島に ゐる 友達 

から 賴ん で^た 東京 i のぼりの 女敎员 を i 何 かにへ お" ひ 物にする つもりで —- 家に！ 3 かる ことにし 

た。 自分の 娘と おない 年で、 而も 可な り 美人で あり、 また その 生れが 卑しくない かしてな かく 上品. 

であった。 成るべくい いところ へ 世話 をした くな つたので、 

『そ.^ て. は森久 保さん にお 會 ひなさい。 わたくしが 紹介して あげます から。 東京 ひ敎 ilra 界は靑 山と 


t し し は. 3  ：  れいぐう 

費 島 師範との 二 派が あって、 どこでも 豊島派 は 冷遇され てます』 など 云 ふ 親切な 注 sr^ を與 へて やつ 

た。 會 つて 話して 见 ると、 ひ 物 どころ ではなかった の だ。 若しで きる ことなら、 —— とても、 空 

では あるが、. I 自分の 無舉 なお 菅 など は 追つ 拂ッて も • この 女 を 女房に して 兑 たいと、 心のう ちに 

だけ は W 心った。 けれども •  二三 tn 問 •  ，0 分の 家庭と 自分の 心と を！ i はして 吳れ ただけ で、 惜しい こと 

ぶ にん 

に は * 勝手に 府下の 小舉 校へ 赴任して しまった。 

そ の 女に だけ は 自分 も こ ッ そり 自分の 發明 の 一 一度 H の 工夫 を 打ち明けた、 

『資 は、 もう、 さう だとき まった ので、 今、 ブリキ 屋へ 見本 を 持ら へさせに やって あります。』 

今回の は 材料が 木で なく * そしても ッと、 すッと 簡便な のであった。 幅九寸 * 長さ 一 尺 三寸の プリ 

キか トタン 板が I 枚 あれば いいの だ。 それ を 幅の 方で 圓 めて 長い 筒の 如くし、 その 兩 端に 鎖り を附け 

て 釣る す。 ぼたり とそ こへ 當 ると、 この 最初の 當 りで 筒が うまく^れて、 下から はね を さへ 切って 吳 

れる わけ だ。 

『何が 嬉しい のです —— こんなに 貧乏して』 と、 お 管が はたで 鏠ひ物 をしながら、 また 平 を 漏 すの 

をよ そに 聽 き 流して、 纏 は、 この 思 ひ 付きに 定 つた 時には • ただ 坐 わって にこ 付いて たばかり でな 

を ど 

く、 机の 前 を 跳り あがって 手 を も 打った。 

『もう、 大丈夫！ 大丈夫！』 

^問の 鬣  一 二 111 


泡ぬ 八. ：^^  ^六卷 

『またく る-/^ とん ぢゃ なく ッ て？』  -  , 

『あは、 は、 は、 は ァ！』 蹈は ただお ほ 笑 ひに 笑った。 『お前な どに 見せる もの か』 と 云 ひつ づけて ゐ 

ち うもん 

たので ある。 そして ブリキ 屋へ见 本 を 註文す る 時に も、 たと へ出來 てもう ちへ は 屈け てよ こすな。 

分が 取りに 來 るから と 命じて 澄いた。  4 

そして 出勤の 往 きに も很り にも、 また 休んだ 日に は 三度 も 四 度 も * ブリキ 屋へ 行って 見る けれど 一 

も、 1 g できて なかった。  一 

『そり ゃァ、 わたくしが 1^ へ はり も かかって 考 へた 物です から、 1 造す るに はな かく 六ケ しう ござ^ 

いまし， ようが —— 』 

『なァ に、 別に 何も 六ケ しいから と 一 K ふわけ でも ございま せんが —— 』  一 

『  』 ，1 は ブリキ 屋の虫 入 を、 ぢ ゃァ、 何 か 心配 ごとで も あるの だら うと 兑て 取った。 『あなたの 一 

ごしぅし^^ぅ 

方 も さぞ 御 愁傷で しょうが、 わたくし もこれ はお ほさ.. I ぎで やって 貧 ひたい 發明品 だから、 一つ 國 家の 一 

爲め、 淺 問の 鍵の 爲 めに、 よろしく 顿 むぞ！ 金 は十圆 でも 百 圓 でも 出す』 と、 成 だけ 高に なって、 ち】 

ょッと 自分の えらい ところ を 见 せて やった。 

ナが 

その 晚に、 こッそりぉ管をそとへ呼ぴ出した^^！がぁる。  ) 

f 陶山 か？ それとも * 別な —— ？』 築 は 新う 感づいて、 こちら もこ ツモり その かげに 近づいて 見た ，1 


ii: 子の it ま. つてる 臺 どころ のうち 側から Hr を そば 立てる と、 その は 案外に も ブリキ の 主人で あつ 

た。 

『そり ゃァ、 奥さんが さう 保證 なすって 下さいますなら、 いくら も かからない 物です から、 作って あ 

げて もよ ろしう ございま すが、 II 旦那さん の 御 様子が 少し 變 だと 思 ひました ので 11 。』 

『なんだ！』 は 障子 を 引き 明けて はだしで そとへ 飛び出した。 そして ブリキ 厘に 向って 兩手を 固め 

きちが 

て：； a つた、 『 また 人 を氣遠 ひ 扱 ひに する か！ これで も 〇〇 翁の 官吏 だ ぞ！』 

『あなた は、 まァ、 引ッ 込んで おいでなさい ッ てば！』 ぉ菅は 感心に も 仲へ 這 入って とめた" 芝居で 

でも、 こんな 場而を 见てゐ るから だら うと j^J に E わへ た。 それが 爲 めに 纏 は 無 に濟 まして やった が、 向 

ふ は 引き取る 時に お g« から 念 を 押されて、 

『よろしう ございます。 ぢ ゃァ、 あすの 晚 までに 持ら へて きます から』 と 云った。 

きょか 

それ を 取りに 行っても， その 代 便 を 築 は 許可す みになる まで 待たせて くつ もりであった。 が、 お 

『それ ぢゃァ あんまり だ、 わ、 あんな ことが 無かった のなら まだし もです が』 と、 たッて 1! 說 くのに 

從 つて、 止む を 得す また I 着 を 曲げる ことにした。 凡そ 0 代金のと ころ はかの 1?^^ が 31 いてあった。 

星で 明きに なった 風 nn 敷を以 つて、 蕖は ブリキ 屋 から、 できた その 見本 11 今回の は j つ だ 11 

淺 間の 靈  一 二 五 
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を 受け取り、 しッ かりと これに 包んだ。 まだ 秘密で • 他 八に は 勿論 * ぉ^^にも：：^^-れたくなかったの 

である。 

『わたくし は 百萬 長者になります から、 その^ はま へん 分割り を あゆます』 と 1K つて そこ を 出た。 そし 

て その 歸 りに、 二 g のうちが 七十 錢 -1 つてる の をす ッ かり 出して あん パン を賈 つた。 お s« がさ ぞ窖ぶ 

だら うと E わって だが、 おべ こべに 向ふ兒 ャな賈 ひ 方 をした と 叱られた。 まだ 何でも 欲しい 物 は 約束 通 

り何寓 閥で も 勝手に n ふが い い。 やがて 耳 を 揃 へ て^つ て やる！ 

その 夜 は 見本 を 自分の 枕 もとに 供へ て 床に 就いた が、 誰れ かに 見られ はしない かと 云 ふこと が 心配 

でろ くく 眠れなかった。  . 

やくしょ 

翌朝に なって、 たださへ 怠りが ちに なって る 役所 を また 一 日 休む ことにして、 特許 局へ 出頭した。 

手續 きの 齊. lA,-i3 くこと など はお 手の 物 だから * とッ くの 昔、 1^ この やうな 字で 以 つて その 用寫 かし 

てあつた。 

この 方の 掛 りの 人が こちらの ま 明 を 一 應聽き 取って から、 

『さう 巧く 動いて 晃れれ ばいい が、 な』 と、 半ば 獨り首 を 云った。 それから また こちらへ はッ きり 向 

つて、 『ところで、 一 體* この 機械 は 便所の 中の. 右に かかる のです か？ それとも、 前後に です か？』 

『無論、 前後に です。』 こんな こと は 聽 くまで も 答へ るまで もな く、 分り切つ てるで はない かと 云 はぬ 


げんかく 

ばかりの 嚴 將を以 つてした。 そして 築 はな ほ 1 一目 葉の 說明を 捕って g くつ もりで、 見本の 筒を兩 方の 鎖 

りに よって IE 手に 持ち上げ、 そのままで 應接窒 の ティ ブルから 床の 上に 持って行き、 兩 乎の 鎖り で 筒 

を 前後に 引き 向けた。 そして 自分 はこれ を またいで、 洋服の 腰 を 少しお ろし、 自分の を 資^ こちよ 

ッと 前後に 動かして 見せ、 『つまり、 斯う 云 ふ 風に 致して すれば、 鎖り で iSl の 上に 引ッ かかって 资 に 

垂れて をる 筒の 方 も 自然に ゆすれて 行く 仕掛けに なって るので あります。』 

『占めた ぞ！. n めた ぞ！ おい、 お 管、 『はは ァ、 結構です、 いづれ S ずの 上 特許になる でしよう から』 

と來た わい！』 

m は 本通り を 横町に 曲って 自分の，： M が 見える と 直ぐ、 近處の 人に も 聽 える やう こ i^. つゆんで 來ヒ。 

ぢょ 

けれども、 かの 女が いつ も 通り 斯う 云 ふ 時 に は 守で あ る の を 忘れ てゐ た。 

獨り 座敷の 腐ン 中に あ ふ 向け 犬の 字に なった。 もう、 これから 思 ふ 存分の 1^ がで きる と考 へる と、 

若い ものまで が ティ ブル や 椅子で 狭 くるしくな つてる 西洋 窒の 中で、 ハ 5- 日々々 あくせくして ゐる おり . 

様 を 憐み笑 はざる を 得なかった。 

そしてけ ふ 初めて 氣が 付いた のおが、 4^問 はいつ のまに か 四月で， 路傍の 樱が いてる ので あつ 

f4 間の 靈  】 二 七 
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しう. c 

た。 住き 米の 人々 も 何となく 浮かれた 檨子 をして ゐた。 道理で、 自分の 周 11 も ほかほかと ぁッ たかく 

て、 心の奥にまで 愉快な 氣 ぶんがみ なぎって ゐる。 

それ はさう と、 お W の 聽 いて 來た ところでは、 陶 山の 友達の 發 明が 旣に博 覺會の 便所に 備へ 付けて 

ある さう だッ けが —— 。 あんな^が ちの ない 物で 成功した ッて、 それ こそ 『何の 役に も 立たぬ！』 

てんじゃう 

『今に 兒ろ、 おれの を』 と、 ほ 分の 片乎を 固めて、 その 握り こぶし を 天 井の 力に 突き 山山した。 

そのうちに， ねむけが さして 來 たので、 害 一め しの 用^も 忘れて ぐッ すり 寢入 つてし まった。 そして 

呼び さまされて：：. ル ると、 お 管が 歸 つて ゐて • もう、 いやであった。 

1-C\J、 い  ぢょ 

何 はさて m はき、 けさの應i^を詳しくかの女に云って聽かすと、 

『4> 皮 こそ ほん 物ら しいの、 ね』 と甚ん だ。 そして、 陶 山の 外に も いろんな 男 を 出入り させて こちら 

を どこまでも 心 させて た 女で は あるが、 打って 變 はった やうに おとた しくな つて、 枕 を 並べ なが 

ら、 或 時 こんな とも 云った T 若し 人の 云 ふやり に氣途 ひなら * あなたに t£ 明な どが できる もの ぢゃ 

ァな いわ、 ね。』 

『無；；； 冊、 さ。 — 今 だから 云 ふが、 ね、 人 はおれよ，. -も お前の 方 を氣遠 ひの やう だと 云って るぜ。 頓 

狂に 不調和な 衣 物な ど^て ゐ るので。』 

r そり や 氣遠ひ ぢゃァ ありません わ、 ハイカラ なの。』 


『  』 それ もさ うだらう と、 築に も 思 はれた。 鬼 も 角、 現金な 女房で は あるが、 親しんで 來られ 

ると、 それ • に 對 する 可愛 さがよ み 返った。 『それにしても * な、 おれ は 百 萬 長者になる の だから、 これ 

あ ひて 

からぉ前もっまらなぃ^？^^ど相手にするなょ。』 

『ぁなたが長^<?さまになれば、 わたし は その 奥 さまさま ですから、 ねい。』 

かんじん  なまき 

夫婦の 情 もこの 肝 gsc な 場合に なって ると ころで、 生木 を 裂かれる やうな 事件が 起つ た。 と 云 ふの 

は、 かの 女の 國 なる 母親が 大病で、 その 看護に かの 女は歸 つて 來 ねばならなかった。 それに は 多少の 

金 を も ffl 意して 行かねば、 かの 女ば かりで なく、 築の 額に も關 すると 云 ふので、 さう かと 云って その 

しちぐさ  てう つ 

金 を 持ら へる 質種 も 別に なくなって るので、 最後に 殘 つた 机 を K る ことにした。 考案 や 製圖を 超越し 

てし まった 今日- そのみな もとであった 臺の 必要 は！ 一度と なぃ辔 であった。 

しなん  き やう リ 

紫 擅の 材料 だけに、 それが 案外 高く 寶れ たが、 その上に、 なほ かの 女は鄕 里へ 着て 行く 晴れ 衣 を 何 

はんらい 

とかしなければ ならなかった。 その 爲め にかの 女 は、 蕖が 幾度 も惡 いからと 反對 したに 拘ら す、 さき 

の女敎 員が 當 分の あ ひだと 云って 預けて 行った 大きな 行李 を、 無斷 で、 殆ど それし か 這 入って ゐ ない 

押し入れの 棚から 引きす りおろ した。 

ぢょ  リき 

『  』 かの 女が そちら 向きに 力んで た 厚化粧の 顏 をち ょッと こちらへ ふり 向けて、 きま 0 惡 さう 

にした の は、 あまり 重かった ので、. つい、 ぶッと 粗相 をした 爲 めだ。 
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『それ をと める 發明 もま だで きて ない、 な。』 

『御覧なさい、 みない い 物ば かりでしょう』 と 云って、 かの 女 は 中の 物を暫 らく 出したり 入れた リし 

て ゐたレ 

『丁度 おれの 娘に ^せて やれば 似が ひさうな 物ば かりだ。』 

『わたしに だッて もよ！』 

そのうちから i び 出して、 かの 女 は先づ 赤い ちりめんの 襄が 付いた 友禪 ちりめんの 裾よ け を 腿に 纏 

つた。 次ぎに、 かの 女の 說明 によると 板 じめ ちりめん だと 云 ふ 赤い 襦神 を箭 た。 その 次ぎに、 茶と 白 

との 筋が 三 つづつ 並んだ 縞のお 召しの 袷 を 着た。 これに は、 うすい 藤色ち りめんの 裾 まわしが 附 いて 

ゐ た。 そして その上に が 博 多と 黑の 中に 茶ッ ぼい 黄の 三本す ぢが ある 博 多との 所 ©K¥ 帶 をお 

んだ。 それから、 バ 後に、 きき やう 紫の 紋羽 二-直の 三紋附 きを 羽織った。 

これで は、 もう、 大發明 家の 立派な 奥 さまであった。 

『  』 築に かの？^ の 成り 上った 姿に すッ かり 見とれて しまって 『矢ッ 張リ、 人 問 は 身の まわ =カ 

かんじん 

肝肾 だ。』 

『さう？』 かの 女 は 乎 かがみ を 何 S 飾り もない 壁の 柱に もたせ 掛けて、 頻りに その 姿を^し 兒てゐ 

た。 そして g れる 微笑 を以 つて まが て 平べ ッた いその 額まで を 美しく 郯 かしめ な. から、 こちら を 


ふり 向い. て、 『いいでしょう』 と 一； ム つた。 

『うん、 くもない。』 こ の 内分の 返 がかの 女の 留守 を身づ から S すの る m 心 ひ 出で あ つ た。 その.？ しに も 

かの 女 は女敎 の 銘仙の 羽^ や 衣 物 を 持って行 つたので あるから、 それ を 蓊た姿 を も 想 f かして ゐた。 

»  よか 

けれども、 今にも あの 局からの 許可が 下りて _ ^れ ば、 直ぐ 特許料 を 出さねば ならぬ この 時に t り、 

ぉ菅 が審寶 局の 方 を 休んで るし、 とても、 金の rj- 込みが 付かな いのも 少 からす 寂しかった。 

娘に 常て て 出した 無心の 手紙に 對 する；^^ は S ぐ來 たが、 發 明の！^ 辦を 祝して ある だけであって、 

： 『然しお 金 はとても こちらから 送れません。 近 S 、のこと を 父上 は 御 存じない のです が、 母上の 子：？^ r や 

ぴ やう 

おゆ 5： さんに 對す るが みく 病が つのって^ たばかりで、 11 これ も 母上のお もなる 相手が うちに いら 

ッ しゃらない 爲 めです が、 —— それが S めに 宿屋 商 は §3； に 衰微して 行く ばかりで ございます。 .a た 

くしの 傣給 などで はな かく その 11 め 合せが ついて 行きません。 特許と かが 下りましたら、 早速 少し 

ぉ金を^^って下さぃ。 そして 成らう ことなら、 京 を やめて こちらへ 歸 つて 來て 下さい。 ij 

『，節 れが あん な ^2 鳴り 婆 々ァ のと ころへ など 歸 つて 行く もの か？』 然し 娘 に はこ ちら へ 么.： び を て で 

も I 度 逢 ひたかった。 ，  F 


fe^i  f ハ卷  一 一 11 二 

けなく も  ゥっ たう 

花：^ ji りの 灭；^ が as いて、 あたまが もやく と 陶 しい。 が、 丁^：^さくらの！^：！で、 近^の^ まで 

が 11 13?には^^接の交際はなぃけれども 11 く 浮きく して ゐる樣 子に つられて、 渠の氣 も I 歷そ 

わ そわして ゐる 口であった。 お^がまた 金の 入 川 を 云って よこした。 

ii れに 害いて 赏 つたの か 知らないが、 その 乎 紙 は！： り 合 ひに うまく 書いて ある。 そして、 

『母の 病：： g にも 入 S がか かり 候へ ど、 偶々 の歸郷 なる^に 候へば、 その 方に も 色々 物入りが 御 坐 候。』 

でん 

なんだ、 遊び 付き合 ひの 佥 かいと、 ？ 職んで ちょ ッと 禱路 された。 『贵殴 も 11 』 これ は 亭主に 向って は 

とぐ *v よ 

不向きな 言 薬 だが、 『今回 1 大發明 を 成就 致され 候 に 候へば、 その 特許 さへ 得 給へば、 その上で 如何 

にと も igl め 合せ は附 くこと と；：^ じます から』 と、 それでも、 こちらが 寧ろ 云って やりたい やうな こと 

を 云って ある。 さう 思って にッ こりしながら 兑て 行く と、 『何卒 贰十圓 ばかり 1： 工面 成し 下され 度 候。 - 

^^^し如何にしても外にェ面の道これなく候はば、 一 時、 阿部さん の』 と * 女敎 員の 名 を 出して、 『行李 

巾 の を 持 つ て 行き 下された く 1 1』 

わか  ti-  g よ 

『分った、 分った』 と， £X はかの 女が そばで 聽 いて ゐ るかの 如く 返 ゆした。 そして その あと を； 一 暖まな 

かった。 n 分の 心が^ぐ.：：： 分の 取るべき 傣 給の ことに 移った • 

/、ぐし. S  . 

けれども. 役所の，： S: 給 n はま だな か/ \で あった。 さりと て、 別に 金 を 借りに 行く 友人の 當て もな 

かった。 ，s はこ こに ちょ ッ とほ 分の 考 へが 行き 詰った。 


ところで、 自分 もまた 思 ひ 出した の は、 かの 女 敎员の tl^ 李 をであった。 さきにお 菅 がした やうて そ 

•  と ssi な 

れを 1 そのほか はから ッ ぼの 押し入れ 戶 棚から おろして、 調べて 兑 ると、 まだ 澤山殘 つてる ^ぞ. て 物 

が ある。 

『行李 中の 品 を！ さう して 一 一十 圓ば かリ ！』 

『はは ァ、 これ だ、 な？』 自分 はさう 氣が 付いた けれども、 それ は 手 g で 云って よこした ので はな 

く， ぉ菅 が出發 する 時に 云ひ殘 して 置いた ことの やうに 考 へられた。 然し この 品物 一 切で は 二 卜.^ ど 

ころ か 四十 圓ゃ 五十 圏 はらく に 貸し さう であった。 が， さう 惜り ると、 受け 出す のに は 何でもな いと 

しても、 さし 常り、 その 持ち主の 敎 員に 氣の毒 だと 思った。 

1 々手に 取って 兒 ると、 紹の 五つ 紋だ。 招で 朱色の 下着 だ。 銘仙の 羽織り だ。 お召しの 綿入れ だ。 

鯉と 金魚と 蓮と 目 だかの 裾模様が ついた S の 紫 地 の 衣 物 だ。 

gl? はつる りと 自分の 髮の 延びた あたま を圓く 撫でた。 どうも、 大きな 宗躬の 娘で はない か 知らん 

と 思へ たからで ある。 蓮の 模様と 云 ひ、 絡の 好みと IK ひ、 國の 檀那 や  1- の佛 擅の 飾り やけ 袈 ％ を 出-ひ 出す 

ことができた。 同時に， また、 自分の あご 髯を暫 らく 削らない ことに も氣が 付いた。 そして、 斯うし 

てけば くしい 赤い 色な ど を 見る に 付けても、 これから 面白い ことができようと 云 ふ 自分に しらがの 

增 えて 來 たのが 情けなかった。 
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そ Q 他の物の うちに、 また、 紹 の友禪 の- 襦抨 があった。 鎮 はこれ を 手に 取る と 直ぐ， 自分の を 

持って行って、 その 持ち主の 上品な おも かけ を 喚いで 見た。 

そして 先づ 十五 圆と云 ふ 見當を 付けた ので ある" 

擬は その 一 切 を 行李の まま 自分の 15 に 載せて、 露ッ晝 間、 而も 午前の 八！^ ごろに、 

『なァ なつ 厘ァ だ、 なァ なつ 星ァ だ』 と、 からだまでに 調子 をつ けて 獨り首 を 云 ひながら、 出て 行つ 

た。 

その 金 を か はせ でお 菅に 郵送す る乎續 きを 濟 ました あとで * ぃッ そのこと、 自分が 持って行って や 

さいそく 

つたら よかった のにと 思 ひ 初めた。 特許 局の 方へ まわって また 催促して 見たら • もう 直きに 許される 

ことにな つてる と 云 はれた ので， もう 役所の ことな ど はどうで もよ かった。 それに、 1 度 娘に 逢って 

兑て、 衰微した と 云 ふ 自分の 家の 様： 十 も知リ たかった。 また、 もッと 大切な ことに は、 ありがたい 淺 

11 さま を！ 5： 接に 拜 して、 いよ/ \發 明ので きた 感謝の 意 を 表したかった。 

それに、 まだ 一 つ 大切な ことがあった。 ぉ菅の 手紙 をう ちに 置き ッ 放しに して 來 たので、 今 それ を 

じゅ せき 

み 返す こと はで， きないが、 その 手跡が —— どうも 11 考 へて 見る， に 一 I ほかの s?; の 手で はなく、 陶 

山ので あるら しかった。 あいつの 字 は 前に も 一度 見た ことがある。 字 ぞろひ はきたない が、 可な り 達 

者お。 


『さう だ！ して 见 ると 11 』 歸り 道の 大道の 眞ン 中に ぱッ たり 立ち どまって たが、 ぅッ かり 断う して 

は ゐられ なかった。 

藥は今 I 皮 へ 行って 十 園の 追 ひ增し をして 貰った。 そしてぶ いと 上野」 <Ksf 場へ 急いだ が、 午後. 

ニ時發 のよりな いので、 それ を 待って 汽車に 乘 つた。 

こ むろえ き  じんしゃ 

午後の 八 時 顷に小 諸 驛に到 翁す ると •  g や は それから 人車で 自分の 町 へ 運ばれた。 

:C ぶ は先づ 以前に 自分の 郵便局で 使って た 人の もとへ 行き、 そこへ 娘 を 呼んで 來て K つた。 が、 足 か 

やさ 

け 二 年 目に 見た かの 女 は、 矢ッ 張り 母の 味 かたであった、 ，GI 分の E めって たやうな 優しい 子で はな かつ 

た。 その 母親に 似た のか、 あたまから 父に 心づ よい 說法 をして かかって、 ぉ菅の やうな 女と 早く 手 を 

切って、 もと/ \ 通り 母と 一緒に 住めと 忠告した。 

『でない と、 とても 家が 立って 行きません から。』 

『おれ は あんな 家な どの こと を 少しも めへ てゐ やしない ぞ！』 斯う 云 ひ 放って、 そこ を 出て しまつ 

ぢょ  、 

た。 娘の 泣いて る聲が あとに 聽 えた けれども、 自分の 感じで は • かの 女も來 京に ゐて 泣く の を さへ 見 

せ に來 ない 長男と さした る 遠 ひもな か つ た。 
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待たせて sl^ いた i 堆に また 乘 つたが、 今 *5 で 自分の 肌身に つけて ゐた 娘の 手紙 を 破りち ぎって、 夜 か 

ぜに 飛び散らし めた。 そして Inr ぞらに そびえ 立って けむり を 吐いて る 靈山を ありあり と拜ん で、 すッ 

とした 氣 になった。 こんな 旅行 をす るの はほんと うに 初めてな ので、 そこに 餘 ほどの 僻した 樂 ンみ 

を 感じて ゐた。 それから、 ぉ菅の 故鄕を 見舞 ふの も 初めてな ので、 これに もまた 餘 ほどの g お が 励 

レてゐ たり 

SMC ぞく 

車上の 薬 は 娘に 對 する 反感と 脫 俗した 樂 しみと に 驅られ て、 電車よりも 速 かにお 菅の 里に. つ VJ 

た。 そして、 その 問に、 

『ゎッ しょい、 ゎッ しょい』 と 云って 拇 みこし を擔ぎ まわる 東京の 子供ら のこと を考 へて た。 

『さう からだ を 動かしたら 困ります』 と、 車屋に 云 はれた。 

近づいて 见 ると、 この 足 かけ 二 ^を 住んだ 朿京の 町な どに 比べて は、 田舍も ^舍* あま リの m 舍で 

わら 

あった。 そして かの 女の 蘭ぶ き 家が、 その 中へ 這 入らない うちから、 まことに 兄す ぼらし い 乞食 小屋 

の やうで あるの を 想像で きた。 茶の 木 か 何 か 低い 灌木で 三方 を 取り 圍 まれて るが、 馬屋 j つ 建って な 

ぃ狹ぃ 前庭から 這 入って、 戶綺り をして 皆が 眠って たと ころ を 叩き起した。 前 ぶれな しのこと である 

から、 かの 女 は 驚き 且 よろこんだ。 

ilij^ 今夜 歸 つて ゐて よかった』 と、 かの 女 は 見 おぼえの ある 袷せ の寢 まきの ままで 語った、 『友達 を 


っれて町へぉ花：：^-に行ってたの。』 ^nn  ^tm 

『ぉッ 母さん はいいの か？』 

『ええ、 大分。』 

ちょ 

かの 女 は あがりが まちに 立って、 土 £^ はま だ 問に ゐ たうちに、 多くの^ どこが 横 Q 方へ 取り かたづ 

けられた。 

『どうか • まァ、 こちらへ』 と、 おや ぢ さんら しい 人が 言 紫 を かけた 。『むさくる しいと ころで ござい 

ますが —— 。』 

でんとう 

まだ 電燈の i が 届いて ゐ ない 家の 中には、 うすきい 竹の 讓の ランプが ともされ てあつた。 そ 

の 光に 照らされた お分らの 坐 わり 場所 を： n ^ると、 ゐ ろり の周园 すべてが #• ではなく、 一面に 荒む しろ 

であった。 

1 く 燻ぶった から g の 奥に 今 一 つ 部屋が ある だけら しく、 天井がない ので 家极 うらから は 二つの^ 

が 見 透し であり、 今 はき 物 をぬ いだ 土  に は 土の 签 土が 大きな がへ るの やうに うづく まって る。 

SB のお やおなる 人に 云 ひ 付けられて、 かの女の妹と云ふのが火の管たゐろりに太^，||;き 

初めた。 おや ぢに、 かの 女の？ R 夫婦に、 また その子 供に、 ただ 母なる 病人 を 除いて は 化む- すらりと 並 

んで うやうやしく 初對 面の 挨拶 をした。 が、 ー且 床に 就いた の を 叩き起された 爲め であらう、 告^と 
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ぼけた 額 をして ゐる。 けれども、 それだけに 自分の 家 が 多くな つたつ もりで、 自分の 方 はます く 

えらい と 云ふ氣 になった。 

『大した 御發叨 をな さった さう で』 と、 おや ぢが を 代表して おそる く 祝！！ を 奉った。 

『うん、 これ は淺 の £穀だ から。』 渠は 皆の 方 を陬ん で、 兩乎を 坐 わった 洋服の 膝に 張り、 雨の 肩 を 怒 

くす 

ら せて 見せた。 けれども、 まきの 爐 ぶる 煙で 目 や 鼻に 道 入って 息ぐ るし かった。 

『また、 淺間 はおよ しなさい。』 かの 女に 新う 云 はれても， この 時 • 自分に は、 もう、 束 京に 於け る 原 

さん も 元 H さん もなかった。 

『木 3g 町 は 花が へ i< いたでしょう？』 

『うん。 もう、 4 刚 ii を 過ぎたら う、 な。』 はこ こに 來 てまで も かの 女が 自分 等の 住んで る 場所 を 力 か 

ま こ  さんどう 

る 姓 家に 比べて Ifs つてる の だら うと 汲み取って、 心で は それに 賛同した。 

『艰京 はいいと ころで ございます さう です、 な』 と、 おや ぢは £ ^して 旣 にだ まされて ゐた。 『うちに. „^ 

ながら、 二, の 窓から e ぐ 花が 兑ぇ てるなん て！』 

『そり ゃァ li なと ころで ある！』 渠に は、 ここに 來 ては淺 間が 寧ろ 束 京の 方に 在った。 

『おかね を 持って 來 て？』  - 

『うん、 5SM から 十圆ど ii した。』 渠は その 前に か はせ に 組んだ 方 を 忘れて ゐた。 


『それ ッぱ かり？』 お 管 は：：： を兒 張って、 俄かに 打って 變 はって、 ふくれ ッ面 になった。 

『然し、 仕 かたがない、 さ。』 

『足りな けり ゃァ、 いくらでも あの 品 を 持って けばい いぢ ゃァ ありません か？』 

『そり ゃァ、 みな 持って行った、 さ OJ 

『それでた ッた十 図？ あなた もよ ッぼど @i 氣だ、 ね i— それに、 額の ひげ も沏 つて マ 氷ないで！』 

『  』 ひげ やしら がの 手入れ どころ か、 自分の あたまに はありが たい 後光が さして ゐ るの を かの 

ぢょ  めつ々 -ij- く 

女に も 見せて やりたかった のに、 かの 女 は 却って それの 威光 を：， g 却させる やうな こと を 云った。 で、 

暫 らく 默 つて ゐ たが • こと 更らに 笑って 見せてから、 かの 女の 機 I を 取る つもりで 話 题を轉 じた、 『資 

は、 今、 娘に 逢って 來 たんだ。』 

ぢょ 

『え ッ！ わたしの ところ へ 來る 前にう ちへ 寄った のです か？』 かの 女 は 却って その 怒り を. K きくし 

た。 顔 を 眞ッ 赤に して 『ぢ ゃァ、 まだ 不足の 分 はう ちへ 渡して 來 たんです、 ね！』 

みちじ ゆ 0 

『いや t うちへ は， ら なかった。』 斯う 云って、 正直に 逆順 を 辯 明した けれども、 かの 女 はどうしても 

信じなかった。 そしてヒス テリの本性を出して突然に泣き^^^た。 

『、フ そです！ うそです！ あなた は 娘と 云って、 おかみ さんに 逢って 來 たの だ！ それほど 逢 ひたけ り や 

ァ、 向 ふへ 行って とまって 下さい、 ここへ とめる こと はでき ません！』 

淺 間の 靈  ニニ 九 
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『これ、 折 おいで 下さった のに • そんな こと を 云 ふでない』 と、 おや ぢ はお づ/ \. しながらお K"?> 

めレ * る 

ル. 

『  』 かの 女 は それ ッ 切り 泣き をと どめた けれど も * 淚のま だ 溜 つ て る 口 を以 つ て ，：；：：5 地 わる さう 

にこ ちら をじッ と^み 付けて 、『いっから 來てゐ たんです？』 

『け ふ、 二 時に 卜 野 を 立って 11 』  . 

『わたし、 11:1^ じません！』 

ぢょ  た-つ わく 

『•  』 i£A はかの 女の ひどく すねて しまったのに 當 惑して、 どうしてい いか 分らなかった。 

る .^^  つ ゐォう 

『わたしの 守に つけ 込んで』 と * 飽くまで 追窮 される のが つらかった、 『もう、 とッ くにから 來 てな 

たんだ。 隱し 立てした ッて その 位の こと はちゃん と 分って ます、 助平 ぢぢ ィ！』 

『これ、 お _ せ、 どうした こと だ？』 おや ぢ はまた 娘 を 叱った。 

『  』 1^ はま だ 一 人で も ゆかたの あるの が 嬉しかった けれども、 お s« のけ ふ 町へ 出た と 云 ふよ そ 

けし やう  しろい X 

行き 化粧の ままで、 まだらに お 白粉 釗げ のした その 颜が、 熱した うへ に 持ち前の いかつ さ を 見せて る 

のを见 詰めて ゐ ると、 ，11 分の 物 を 云 ひかね てる ロぴ るまで が ぶるぶる 颜へ 出した。 嫁 されて るの だ 

と氣が 付いた。 

『その ざま を 御 隠し 切れないから！ あす * また 町へ 行って、 あなたの ところ へ 怒鳴り込んで や 


『  』 怒鳴り込んでも 眞實は 動かせな いと 思へ たが、 娘が へな 5：1 を 落し 入れる 爲め にこ ちらが 二三 

m 前から 浓てゐ たな どと 云 ふう そ を 云 ひ はしな. S かと 云 ふこと が 心配に なった。 が 初めてお f を 

尋ねて 來た 時、.！ 31 分 はこれ を 自分の 娘に め あはせ て やれば とも 思った 。そして この ことから 今^ ハを思 

ひ 出して、 自分 も 亦 心の奥から ふらく 嫉妬が 涌いて 出た。 が、 ここに 兩 方からの 141^ を 求める つ 

もリ で、 少し を 低めて だが、 どもりながら 『お、 お前 こそ 11 す、 陶山を II つ， e て、 き、 來ヒ， 

に！』 

『なんです ッ て？』 かの 女の は 反對に 甲走ったお ほ it であった。 i 山なん かつれ てがないでも、 1:;,; 

で 十分に 幾し めます！』 

『卞 1^ 生！』 如何に，： ni 分で も 勘忍ぶ くろの 緒が 切れた。 これまで こらへ，， （^て ゐた！ i/ さがが 取り 1^ しの * 

付かぬ事 JM: と 分った の だ。 近. 頃に なかった ほどの 冷 I まな，：！： 分， ほ 身が そこにち よ ッと現 は 1 たが、 それ 

がまた 急に あたまへ また 熱して 行って、 『ぢ ゃァ、 無論、 あいつば か ではなかった だら う？』 

『Mm, さ！』 かの 女 は 飽くまで づ うくし かった。 『それでな けリ ゃァ、 どうして^ 月 三圖づ つで も 

叙に 33 れる もんか？』 

e  』 鬚 は それ を 聽 いて、 怒.=^をっづけるどころではなかった。 ぼろく と 1^ を こぼした。 自分 

5^ 問の 靈  5 四 J 
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の 娘 をまで も 一緒くた にして、 .3 分が ふり 切った その 娘の 母 は、 如何にが みく 厘で ぁリ、 けん どん 

屋 であっても， まだ この 亭主 を 出し 拔く 淫寶の やうな 女 ぢゃァ なかった。 が、 それ を さへ ふり 切った 

. ^すの^ 分の #11 と 反抗 心な ど は、 今や 全く 失せて しまった。 最 の 發刚兌 本が 駄 ほであった 時よ リも 

きょく  》 t • 

^：！分は 一!^ も 二 段 もが ッか りした。 あらゆる 希望の ®S から 4 あ 望の 極に 投げ込まれ たの だ。 自分の 复 

する お &：! をば かりで なく、  ftl 分の 發 W 品 その物 をも旣 に、 自分の^ 守に、 鬼 京に 於いて 陶 山ゃ陶 山の 

友人 どもに iS: ひ 取られて ゐ ると 思 ひ 込んで しまった。 

;5;は.21分の北：2.^が打たれたぁとのゃぅに|1むのを覺ぇて！：1:をさますと、 n ル 馴れぬ 床の 上に 寢てゐ た 

のであった。 

ふと 気-が 付く と、 自分の 額に は 冷たい 乎ぬ ぐ ひが 常って る。 そして その そばに お が 坐 わって る。 

荒む しろの 床から これ はま だかの 女の ffil にゐ るの だと 分った。 

.0 分の 隣り に： t;, ゼゐ る-:; g 人 もこ ちらに 向って 何 か 物 を 云って るが、 それが 自分の 高い 出世 を 祝って 

れ てる やうであった。 淺 問の. Eg:| が 確かに 自分の もとへ 大，  1 令 を 持って 來た s^: だが 11 。 

『少し は氣 ぶんがよ くッ て？ jj ぉ菅は 1^ しい 時の おだやかな 聲で こちらへ 尋ねた。 『あなたが 熱 を 出し 


てから これで j ー晚 ほの 朝よ。』 

『  』 おや ァ、 その 爲 めに. 0 分の 就任式の 日取りが 後れた の だら うが、 け ふ は、 き ッと行 はれる 

だら う。 餘 ほど 氣 ぶんがよ くな つた。 

『か はせ がけ さ來 てよ。』 

『あ ァ、 さう であった、 な。』 

『あなた は 苦し さうなら、 さう と、 早くお ッ しゃって 下す つたら よかった のに！ 11 

『E め ひ 出さなかった。』 實 際に、 そんな こと はどうで もよ かった。 

くす リだ <t 

『丁度い いわ、 ね • あなたのお i 水 代に する おかね もで きて。』 

『  』 いや • 自分 は 病：^ でも 何でもない、 旅に 疲れたの だ。 早く 束 京へ 歸 つて、 祭々 した かつ 

た。 

起き あがって、 ，：：n 分の 着て ゐる、 馴れぬ 古寢卷 きを 見る につけても、 十 ：！ 壁へ， r 慢 さう にかけ 並べて 

ある お召し の 衣 物 や 銘仙 の 羽織りが 0 に 立った。 

『きの ふ も 町へ 行って 來 たの。』 かの 女の 得意 さうな 報せ を聽 きながら も、 いつ、 ，：：：！ 分が こんな 立派な 

物 を H つて やった のか、 自分自身に は m5 ひ せなかった。 『さう して あなたの うちへ も 寄って E ル たら、 

と くぎよ 

お 杉さん は 特許が 取れたら、 少しり ち へ もお かね を 送って 晃れと 云 つて ゐ た。』 

淺 間の 靈  】 四 二 
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『  』 さう だ、 自分の 娘 はお 杉と 云った ッ けと 考 へて 見た が、 顔 を 洗って から iM ぐ 1^ は 馬鹿に 

siK を 感じて ゐる 自分 を爐 ばた に 出た 臉 に 向 はせ た。 給仕 をす るお 管の ほかに は 誰れ もね なか つ た 

が、 fS つて 络 を^んだ。 

『そのに しん はわた しが ベて たのよ • うちで は 少しも 砂^ をつ か はな いんだから、 別に わたしが 煮 

て Ed いたの。』 

ぢょ 

『  』 これに も、 しなかった。 そして ま 分 は 何 杯へ J つた かお ぼえない けれども、 かの 女 は 八 

杯 だと 云って 笑った。 その 割 リには 腹が 何ともなかった。 

やがて に 行った の だが" くそ-おめの 上へ 板 を 二 枚 波して ある だけで、 瀨戶 などはなかった。 ま 

た、 さきに II いた ii 式の はねよ け もこの 百姓家で は储へ 付けて なかった。 けれども， そこから また；^ 

しゃ 

く (お 間 やま を めた ので * それに 向って 自分 S 發 1^ を感 11 した。 この. 二三 日に、 淺 W をもう 特^ £1? 

もちで 拜め たの は 三 俊 だ。 

すが  とこき 

『これで：；^ が^んだ！』 ので、 藥 はお^ を 伴って 京した。 信 州で 一 度お 菅に云 はれて 床屋へ 行った 

こと は 行った の だけれ ども、 人が また 自分の 額 を 餘り靑 くな つたと 云 ふので、 自分 も 念の 爲 めに 鏡 を 

のぞいて 兑た。 すると、 靑く なった ので はなく、 小さい といつ も 笑 はれる の あたりにまで もす ッと 

01^ が^した ので あ つ た 。『 古來 稀れ なる 錢 1^ の 靈が乘 り 移 つてる の だから、 お前 逹は皆 この 靄 氍に敏 


禮を 表すべき ものである』 と、 近所の 店 さき、 店 ささを 說 いて 歩いた リ 

それにして. も- の I 恭氣 にか かるの は 質 物の 一件であった ところ、 ^して 阿部さん が 月末に もな 

らぬ うちに 取りに 來た。 そして！ 1 島から 上京中 だと 云 ふその 紹介者 夫婦 を も 作った。 

『分った、 分った！ 何も 云 はないで もこの i ぼんに 見えて る』 と、 釣犷 阿部さん に § て 一； ム つた。 ^ 

I の 響 怒らせて、 雨の 肱奠ッ 張って 、『| は 質 物の こと を 心配して 來 たの だら うが、 そんな こ 

と はどう 1ぃ V  . ^れ 疆れ なる 謂 ill つて、 やがて liVSl の 式 S ふ。 その 時 

に は、 主務 掛 りに 命じ て お 前 をせ 女 の 取り締り に 住 命 さ せて やる 。』 

『  』 阿部さん はに た/ \笑 ひながら •  Si 介 者の 細君の 袖 を 引いた。 

『そんな 不眞： € 目な ことで は 不敬に 當 るから、 £ 肌んで ゐ なければ ならぬ。 皆 はお 前 を喻ひ 物にしよう 

として ゐ たの だから、 暫 らくの^ は 十分に 身 を愼ん でる がよ ろしい 。ヒ I お前 は、 また』 と、 一方の 

細 に 向って 、『無 敎育 だか ら H る が、 .{R 女 ぐら ゐに はして やる。』 

『へい、 どうぞ。』 

『さう だ、 さう おとなし くして。 I それから、 お 剪が』 と、 ii そ S 人に 向って、 『お前 はな か 

なか 役に立つ だから、 i.:! ざ むら ひの かしらに J^. り 立てる。』 

『どうかよ ろしく』 と、 e:^ は 手 を あたまへ 持って行って、 その上 をく るりと 撫でた。 

淺 問の 靈  5 五  ， 
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二人の 女 どもが それ を！^ て 吹き，： E したので、 1^ &の 機嫌が そこな はれた。 けれども、 阿部さん の 持 一 

ち 物のう ち、 凰へ 行って ゐな いそ L てお 菅が蓊 て ゐた分 だけ は 返す ことにして やった。 そして それ 一 

を、 はたから、 何とか 云 つ て 1 まう とした 不正直な ぉ菅を I  ^の もとに 叱り付けた。  一 

『さ ァ、 irfi れを 持って 來 や.』 醫先 きに 立って そとへ 出た が、 蒲 国屋ゃ はか 皇、 また 一 

1^ りの 蘖子 厘、 煙草 星、 煮； まめ 屋 などの 店 さき を 1 まわりして、 店每に また 『古來 稀れ なる 淺 間の 靈』 一 

を說 いた。  一 

が Si つ をして 從 つてる つもりであった ところ、 家の 前に 來た 時には、 ぉ菅 ひとりであった。 

也の もの は、 頻りに 質屋の ありか を 聽 いてた と 思ったら、 その 時 行って しまったの らしい。 一 

『ぃかの瞄^^ら 11 かつをの， 艫から！』 と 云 ふの が やって 來た。 

『あ、 からい の』 と、 その 方に ふり 向いて、 右の 手 を 延ばして さし 示め した、 『それ を 少し。』 \ 

『あまい、 あまい 11 あま 滔！』  ； 

『あ、 あまい の』 と、 また そのに 向いた。 今度 は 左り の 手で さし 示め しながら、 『それ もよ ろ t い。』. 一 

は 兩手を さし &i ばした まま、 ぉ菅の 二つと も 買 ふの を 待って ゐた  一 

そし i 明 の は 下りる ことに 通知が 來 たが、 金がないので まだ 取りに 行けない のであった。 一 

II  I  — (大： 止 七 年 七") —— I 
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.0 分 はどうした のか ふんどし I つであった。 それ も、 うちに ゐ ての ことなら、 この 暑い 時節 を不斷 

のこと であるから、 -li- ほど 不 議 にも 思へ ない。 が、 大道 を 歩いて ゐる。 

俄か雨に でも 出くわした のか 知らん と Hs^ て は、 さう でもない。 なかく 上 1K 氣の やう だ。 そして 大 

，ら 

^と 一 おっても、 s^;: ルの 街の やうな ところで はなく、 どこか I— 斯う —— 昔、 ま 曰 生の 時に、 旅行 をして 

ナ じ ま  ^^っほく 

19 つたことの ありさう な ％A 色 で、 11 これが  < 玉體と し て 不思議な ことに は 自分 を 不自然 に 壓 迫して ゐ 

るが、 自分の 右手 は I 體に 山が 迫って ゐて、 自分の 左り 手に は、 靑々 した 田ン 圃が廣 がって て、 その 

A 一が 

また 向 ふに は、 つか ひ 十 n したの こ 切 リの齒 の やうに 缺 けて でこぼこした 出入りの ある 尖り をお せて 

何 かの 森が に そびえて ゐる。 そして その 黑 いかげ のお もて を發が 飛んで ゐる。 

s 分 はいつ もより 早く に 這 入った つもりで あるから —— さう だ i ぢ ゃァ、 夜 かと 見る と、 さう 

でもない。 蚊 a- の 巾から .1 ころんで き 兵 院の森 を：：： ルてゐ る やうな ところ はち ッ ともない。 そして 少し 

も 熱： 穴の S さ を 感じない けれども、 S の S ッぴる II の やうお。 さう だ、 その M ッぴる に、 丁度 日曜 


B であった から、 お 母 さ ッんと 自分と は 二手に 分れて、 大きな 風呂敷 をた もとこ 押し， して、 叮 5 乂：： 勿 

れんばいまい  プ  K マ W ネ ノ 

の 鹿 K 米 を 買 ひに 行った ッ けが 11 

大の 男が 途々 獨 りで 耻辱を 感じない では ゐられ なかった。 さう だ、 ^^分は穴へ這入って、 そこから 

こッ そり 拔け 出して 束た の だから、 自分に は 分が 見えて ゐて も、 多くの 人に は そしと!^ ぱ され.， ぶい 

で ゐ る靈魂 の やうな 身 ぶ ん を 感じて - 今 や 不思議な ほど に 氣が輕 い。 

ふと、 氣が 付く と、 自分 は 火の見ば しごの 上から その 下界の H ザ ど. 乂 おろして ゐる。 さう だ、 町, え 

場の i^- ぐ そばに は 高い 火の見ば しごが 立って ゐる。 0 分が 毎日 截 車に g 〈るに も、 下りてから も. 必ら 

やその はしごの もと を 通らなければ ならぬ やうに なって るが II 新ぅ物愤が.ー„:^/なって、 ta もル 义所ク 

伟 給が ゐ坐 わりで は、 耻辱を 超越して 鼻の 下が 先づ 大切に ならない では ゐな いので ある。 

^！呂 敷 を たもと に隱 してう ち を 出る前に、 ぉッ 母さん は 1 一^ Ir^ を發 した。 

『お前、 親子の やうな ふり を 少しで も：：： ル せたら いけない よ！』 まるで こちらから 些かで も 金 を 持って 

■  どろ まう 

r きながら、 泥棒 をで もしに 行く 氣 になって ゐた。 死んだ お父さん はお ほ 酒呑みで はあった が、 昔の 

侍 ひで、 その 峙 矢張りお 役人で あつたと 云 ふ。 その 未亡人と その子と が 11 

『おや ァ、 夫婦の つもりに でもな つて』 と 云 ふ 皮肉が、 後の祭. では ある けれど、 今や ッとロ こ U 

ぢょ 

た 無論 こ.^ < ^力の 女- H,^- に处 K してで はない。 寧ろ この せちがらい 世^に 反抗した 氣 持ちで だ 。が、 

耍太郞 の-  -^.L 


泡^ 令； 雄 ^六卷  1 五 0 

うまい ことが：； ムへ たもの だと われながら 感心して、 いつにな く餘 I ある 愉快 を おぼえて、 ぬ 分は寢 て- 

くわう げ ノ 

*C な 一 ら吹き 出した。 けれども * ちょ ッ と：！ 11 がさめ かけた と 思 ふところへ 度ぐ 役場の 光景が 浮んだ。 

町役場の ところへ 行って 兌る と、 多くのお かみさん やら 小 傲 やらが どし/ \f "しかけて ゐた。 自分 

も來た 以上 は、 思 ひ 切って、 米の なくならな いうちに 買 はなければ 损 だと 云 ふ あせり 氣が 3 てゐ た。 

ぉッ 母さん はすん く 進んで 行って、 みんなの さきに 出て、 役場の 門で、 っッ かひ 棒に 哈 ひとめら 

れ てる やうであった。 

みんなの 額 を：： 〈ると、 それとなく 澄まして ゐ ながら、 がつ/ \ した 様子が その 据わった 0: つきに ま 

で 現 はれて た。 

『あさましい！ あさましい！』 

C 分 も 押 し 進んで 行けた 時には、 皆は告 解散して ゐた。 自分 獨 りこんな 耻ぢを かかせられる 位な 

ら、 ぃッ そのこと、 米の 安い m 舍へ引 ッ：： S んで、 安樂に 慕す 方が まし だと 思った。 

それ が爲め に こ んな W 舍 へ 米の 成 る 木 を 探しに 來た ので あつ たか？ それ を 發见し さ へ すれば , 自分. 

獨り であるから 却って 占めた もので、 他の 誰れ にも 手 を觸れ させない。 さう だ、 自分 獨リで 占領し 

<  れんば 

て、 たらふくお ッ 母さんに も.^ はせ、 りが あらば こちらで 廉 j 買に 出して やる！ 

『ぉッ 母さん、 安心して ゐて 下さい 0 やがて # 給 も あがり ますから。』 


, ヽ これ ぢゃァ やり切れ ゃァ しない。 人 さまの やうに 女中の 1 人も^ けないで ！ どうして 11 

ぃぃぉ嫁さんの^^ゃぅがなぃ。』 

『ぉッ 母さん * それどころですか？親子ふたりで^^ふゃ喰はすで 11 』 さう だ、 さう 云って かの 女の 

は 澄まして ゐる ものの、 自分に は戀 しい 女がない でもない の だ。 あの、 お 隣 りへ 近 ごろ 越して 來 

た 雪 子さん だ。  、 

向 ふ も 勤めが あって、 電話局に 行って るので、 額 を 合 はすの は往 きゃ歸 りの 途中 か、 たまに は ！：！ じ 

電_3^ の 中 か、 然ら ざれば、 自分の 勝 ぐちの そばに 在る 共同 4k 戶へ水 を、.^ みに 來る時 だ。 けれど *  0 

へば 向 ふ も 額 を 赤く して、 必らす 何 かこちら へ 云 ふ ことがあ りさう にして ゐる。 自分 も 云 ひたい こと 

ぢ よ 

が あるので、 I  二度 訪問して 行った が、 その 度 毎に 邪魔になる の はかの 女の 姉で ある。 

妹が 首. 棄す くな であるに 反して、 姉の 方 はお しゃべり だ。 雜誌 など を 請んで、 いろんな 生 意 氣なこ 

と を：！^ ふ。 

『須 本さん、 新ら しい 女なん て 云 ふて ました けれど、 みな どうした のです t 子供 を 持つ やうに なった 

ら、 sn 引ッ 込んで しもた 云 ふやお ま へんか』 などと、 大阪言 Si; を 丸出しに して、 こちら を K める やう 

であった。 

『わたし は 新ら しい 女で も m 力で もぁリ ません』 と 返事して やった。 
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|、- うきち 

『そり やそ やけど- な、 IS 本 はん、 紅士 ：！ たら 一 K ふの は 大阪の 出だッ せ。 それが また 新ら しい 女 を 避 さ 

なんだ 云 ふたら、 わて いらの ぃッ ち耻ぢ 曝ら しに もな りましょう。 あんた、 どうお もや はろ？ そんな 

こ となら、 ぃッそ 初めから go い 女で》 通した 方が えい やお ま へんか？』 

『あんた は、 なァ』 と、 妹 は それでも 控へ n であった、 『いつも そんな こと 一 I- や はる けれど、 人 は 人で 

ぇレ やな レカ、 CI 分た ち は，：：： 分た ちの こと を 腐 _s 目 にして ゐ たら？』 

『あんた はま だ 年が 行かん くせに、 舊 いことば かり 云 ふて や はる！』 これではかの女^：^^^が新らしが 

つてる つ もり ど。 

『  』 妹の 方 も それに は 答へ なかった。 そして ちらと 颜 を：： 合 はせ て、 に ッたリ した。 

『お 1..; ひに そんな こと どころ ではあります まい。 どうです、 この 1^ の やうに # ぎが 高くな つち ゃァ I 

>| 米が とうく 五十 錢 にまでな つた ぢゃァ ありません か？』 

『ほん まに、 なァ』 と、 また 姊が 受けた。 

『さう かと 云って、 まさか、 わたしら は あの：^ し 米の やうな 物 を 2a- ひに は 行けない し。』 その 時には ま. 

だほん とうに ；仃 くだ け の ©氣 が， ：！ 分 にはなかった。 

『  』 ，2 ふの 姉 は その 瘦 せぎ すの 長い 颜を^ かに 赤く した。 そして 押し 1 つて ゐた。 

『さう です、 ね』 と、 妹が 答へ たけれ ど、 これ も 姉と 顔 を：：^ 合せて ちょ ッ といやな やうす をした。 


『  』 あすこで は、 こちらよりも 先き に、 叙 子 三人が^々 に 買 ひに 行った ので ある こと を 底ぐ 口 • 

ひ 出された が、 矢ッ 張り、 人に は隱 して ゐ たのお、 お 互 ひに まだ それ をう ち 明ける ほどの 叙し みて は 

なって ゐ ない。 

門 を I つに して、 向 ふもうへ 】 と した 1 と の IS じ 家 K に 住んで るの だ。 が、 こちらよりも 人 

数が 一人 多い にも 拘ら す、 そして 妹の 取って る 傣1 だッて 電話局で は 知れ 切って るのに、 その 慕し 向 

きが こちらに 比べて さう 困って ると は 思へ ない。 多少で も、 矢 張リ、 死んだ と 云 ふ 父の isii が あると 

すれば、 ，1^ ふの 方が それだけ らくな わけ だら うか？ 

うちのお ッ 母さん は、 然し、 IS 等の 母なる 人を兑 るの も いやがつ てる。 『おます』、 『お ま へん』、 『さ 

かい』、 『さう だす』 など 云 ふい やな 言 #5; を 使って、 ベち やくち やとお しゃべりで、 ちょ ッと见 て も 

けい はく 

.i: 簿さ うだと 云って だ。 けれども、 うちのお ッ 母さんお ッて、 いろんな 人ゎ惡 くち を 云って ん でる 

けいはく 

ところな どを见 ると、 あまり 輕薄 でない と は 云へ まい。 

その上、 向 ふが 娘の. 俊ば かりす ると 云 ふの だが、 こちら だッて も- 二階で 私 かに^い てると、 a 

ト  ひや 

1^ のこと を だが 冷 あせの 出る やうない ぃ氣な ことに しゃべつ てるので ある。 

.i^ 簿な點 に 於いても、 おしゃべりに 於いても、 公平な 目から 兄れば、 恐らく 负け iK\ 力ら す であら 

5 力、 そんな こと は 自分に はどうで もい いの だ。 ただ 困る ことに は、 そんな かげでの いがみへ 2 ひ Q 
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^めに、 .E 分 を 隣り へ 遊びに やって t 犬れ ない。 二度目の 訪問の 時には、 ぉッ 母さんの 目 を 掠めて ほん 

のちよ ッ との を 行った の だが、 ^ぐ兒 付けられて 非常に 叱られた。 

『ぉ前は^^叙を女だと£ゎって馬鹿にするのだ* ね！ これで もお 父さんが 亡くなられてから は、 ね、 お 

父さんに 代って わたしの 腕 一 つで お前 を 育てて 來 たの だよ。』 斯う 云 ふこと を" お ひ 出す 時の 額と 來た 

ナぢだ  し 5- う 

ら、 11= すぢ がその 痰せ こけた 頻ぼ ねの 上 や 額の あたりに も 筋 立って 円 やん て、 如何にも ヒス テリ 性 をむ 

じんせい 

き 出しにして ゐる。 無論， さう もなら う、 さ、 ぉッ 母さんの 通？^ して 來-た 人生 を W 心 ひやれば。 .01 分の 

ぉッ さん は .0 分の 父の 死んだ あとで 一 時 父の 友人の めかけに なって ゐた。 それと 別れて からまた 他 

のヌ のの ち 添に なった が、 それ も 亦 死に別れであった。 さんざんに 苦勞 をした の はした だら うが、 

らけ たものに は餘り 自^すべき 苦勞 でない かも 知れぬ。 が、 それ を以 つて かの 女 は 子に 對 する 榴 威で 

でも あるかの やうに や 張って るの だ。 『なん ぼ 女 だッて も， ね、 わたし はお 前に 對 しちや ァ 亡くなられ 

た をと こ 親 も 同 前 だよ。』 

『  』 n 分 は獨リ 身で ゐる爲 めに だら う • いつまでも 子供 扱 ひに されて るの だ。 はいはい、 左様 

ま，^ ぞく  3 

です、 ^も ッ ともです と 云った 風 をして ゐ なければ、 ぉッ 母さん を 滿 足させて m はく ことが てきない。 

は ゥもん 

その 爲 めに、 訪問した い 隣り を それ ッ きり 訪問し な いの だが i 

さう かと；： ム つて、 三十 づらを 下げた 男が 女に さう 途中で 馴れく しく 物 は 云 ひかね る。 まして それ 


說 くこと は？ ろ 年 紙 を 認めて E いて、 それを女に手波しして兒ょぅかとも^5^?へたことは幾度も 

だが、 それに. も 勇氣が 出なかった。 

へ 

その後、 勤めの 往 きがけに も- その 很り にも、 門 を 明ける たんびに 雪 子さん がリ； えて 吳れ るかと 思 

つてる のに、 つい ぞ兑 えた ことがない。 そして、 どこへ も 行って ゐ ない 姉の 方ば かりが、 いつも 待ち 

受けて る やうに その 家の I の 手すりへ 出て ゐて、 

『お 歸リ やす』 など 云 ふ。 『け ふ も 暑う おました やろ、 な。 早う 服で もぬ いでお 凉 みな はれ や。』 

『  』 いや、 自分 は 今ぬ ぐべき 服 もない ままで 靑 ffl と靑 田と の^を 步 いて ゐ るの だ。 人に は 誰れ 

も 見付からないで ゐて貫 ひたい。 殊に 巡 木； 5 にで も 出逢ったら II それにしても、 『ありがたう』 と は 答 

へて msl くが、 1 體 そんな こと は 入ら ざらん お 世話で はない か？ 人が 服 をぬ がう と、 ぬぐまい と、 隣り 

の ものから 命令して 簋ふ 必要 はない。 

それにお かしい ことに は、 かの 女 はこ ちらが 家に ゐる 頃に 限り、 k 度と なく 井戶 へやって 來て、 そ 

のつ いでに 11 ぉッ 母さんの 言葉に 從 へば、 泥棒の やうに きょろ くと 11 こちらの 家の 中 をの ぞく 

せ，；？ なく 

さう だ- 水 を 汲んだり、 洗濯 をしたり して ゐ るの だが、 そこ を 離れる 時き ッと I つ 何 か 忘れ物 をして 

匿いて、 それ を 取りに _<ル る 時に、 また 家の 中 をの ぞくさう だ。 

『あの 娘 はお 前に 氣が あるの だ、 ね』 と、 ぉッ 母さん は 云った。 

耍太郎 の 夢  】 五 五 
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『  』 ，：：！ 分 は、 まさか ！ ぢ ゃァ、 ぃッ そのこと * 妹の 方であって？^ れ たらと も 答 へられな かつ 

た。 

4 めす 

『然し；^ を 付けない といけ ない よ- あんなに のらり くらり 遊んで ばかりぬ る 女 だから、 折が あれば お 

を ほひ 物にしよ うとして ィる かも 知れ ゃァ しないから o』 

『な ァに、 御心& にや ァ 及びません、 わたし は 朝 鮮 米で も 外國^ でもありません から。』 ふ、 ふんと. 0 

分の. iHg;! を，！！ I： 分から を かしくな つて、 また 吹き出した やうであった。 資 際に、 自分の 面 ：11  くさった 

性 八：：， として は、 こんなう まいこと や Kn 氣な こと を 夢で なければ とても 云へ な い^だと W わった。 さう 

だ、 分 は 今 夢 を 兑てゐ るの だ。 不斷 の！ g 屈な 家庭 や 世 Si から 拔け， ：： 山して 小て、 K.^^ の， 界 にらくな 

呼吸 をして ゐ るから こそ、 ^う 打ち解けた 心持ちで 泰平 樂を 云へ る。 それが 如：！： にも iK へで もの ぼつ 

て 行く やうに 愉快 だ！ 

41 しお ッ さんの 忠 せは见 に^ 责 fii の iss- であった の だ。 そして 世 ii にあり がち だと 一 K ふ、 いや 

な 心持ちが 伴って る。 乃ち >  獨.： ^をん なや 後家の ひがみ 极 性で I -さ うだ、 その 忠告に は 角が 生え 

て、 见る くお そろし い 奴 J りの 額が 現 はれた。 そして、 

『お前 は、 まァ 11 お： ii は、 ま ァ！』 やの やうな 力で かの 女 はこ ちらの 胸 ぐら を 取って、 こちら を 小 

突き まわす ので ある、 『そんな 子ではなかった のに 一 I あの 女に 魅入られた ばかりに、 人 を 鹿に し 


て、 このお ッ 母さん を 女に 見替 へようと する の だ、 ね！兑替へるなら兄#へて御^:卞.ぉ前を取り^?ら 

つて やる から！』 

『  』 何だか、 11 餅う I— 死んだ お父さんが こちら をお ッ母 さんと a 遠へ て燒き 持ち を 燒き出 

% わ  ねがへ 

して 來 たやう だ。 それに は、 尤も また^が 女に 入れ つてる が、 —— 人 を ：：^替 へて £ お返り を 打った の 

は 寧ろお ッ母 さんではなかった か？ ぉッ 母さん こそお 父さんから 小 s< きま わされなければ ならぬ のに 

—— 。 だから、 小突き まわされながら も •  分 は 人 ごとの やうに 少しも" 苦しく はなかった。 

さう だ、 お父さんが こちら を —— Si がよく 似て ゐる爲 めに —— ぉッ 母さんと 見逮へ てるのた らう。 

しゃしん 

して 怒って るお ッ さんの 顔が 1 はに つてる お父さんの 顔に！^ えて 米た • そして 別に こわい 様 

子 もして ゐ ない。 

『わたしで すよ。 要太郎 です よ。 is- う ffi を かけて、 どうか 雪 子さん と 一緒にして 下さい、 ぉッ^^？さん 

は 邪魔 をし ます けれ,？」 も —— と 云 はう とした。 が， この^^には、 お父さん もお ッ さん もど こかへ 行 

つて 姿が 兑 えなかった U 

いつの まに 妥協が できた ので あらう？ こ の^は 親 どもで もそう 現金で なければ ならぬ のか？ 何だか 

非常に 寂しい J:.^ がして 夾- た。 が、 今 一 と 言 云 ひ 添へ て m はきたかった のに。 さう だ、 こちら も 夫婦 を 一 

紐 こしら へたい、 そして {:! 分の 戀し いのは S 子さん であって、 飾の 方で はない。 
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『どうです、 ね、 あなたのお 勤め はち ッとは 面白いで すか？ わたしの： JiS- など は録 3 すこしも 而 おく 

ない ので 困リ ますが —— 』 

『さう です、 ね』 と * 妹 は 答へ たッ け。 その姊とは^^ひ、 努めて 十 Mi;: 小口 調 を用ゐ ようとして ゐる けれ 

、 ,  ゾ お.^  -  /  , 

ど、 さう を あたまから 强 めて 一 長 一智に 引ッ 張る こと はしないで • わざく 二の 短音に 分け、 而も ハ汇 1 

タキ-てん  * 

の fs" に輕く 所謂 カ點 なる 物 を 5:5! くと ころな ど は矢ッ 張り 大阪 流で あらう。 東京 人と して 有った 自分 9 

环 には不 lig- だけれ ども， 不調和ながら にも 感心に こちらの 流儀に ならう と 努めて ゐる ことが 伺 はれ 

る だけ 利口 さう である。 『然し、 どなたに でも その； となれば、 さう 面白い 物で はない のぢゃ ござい 

ますまい か？ ただ んで をっても 詰 らんと か、 おかねになる からと か、 つまり、 そん.， な ことで 止む を 

れや 致して をる の だら うと H わ はれます。』 

『：  』 さう 云 はれて、 自分は成るほどと^5?へた。 なか. （- よく 分つ てる女 だ。 

『あの 姊 より 妹の 方 はま だし も 却ってお となし さう で、 人 問ら しく 生まれつ いてる らしい』 と. ぉッ 

母さん も 云った ことがある。 

その 人 問の 住ま ひだらう、 小さい 二階家が 森の かげに 遠く 見えた、 然し その 森 は 自分ら の a なれて 

る S 兵院の 森で はない。 森の こなたに は. iK ッ 張り 货，^ した 田ン E が ある。 こんな 風景 は 自分ら の 住 ひ 

する &に はない。 その 爲 めだら う、 11gj»c- 手す hs,5 ら Q ぞいて ねる Q は 議に錢 ゑた 姊 でもな く、 


また その 妹で もな く、  * 娥 の^に さへ あり 付けぬ 靑鬼 である。 

その 角が 兑 える。 そのつ めが 見える。 磯ひ瘦 せて 飛び出した その 目が 見える。 .E 分も祌 がさう 云 

ふ 風に 瘦 せとが つて 行って、 そんなに 遠くの 物まで が兑 える やうに なった のか？ して 见 ると、 .0 分 も 

ほ 米に 追 ひ 詰められて、 もう、 あの世へ 見 透し で來 たの か？ 

道理で、 父 を 尋ねて 石宣 丸、 11 高野山で はなく、 ここで、 死んだ お父さん にもお つた。 そして そ 

の あと は 如何にも 寂しい。 けれども、 前々 通り 衣食の 爲 めに 苦勞 して ゐ るより は、 どんなに らく か 分 

ら ない。 氣が 夢の やうに 輕ぃ。 外 國米を 人に 隠れて 賈 ひに 行く やうな 耻奪 もな く、 內ゅ j 泶が五 十錢以 

上に なった の を 心配す るに も 及ばない。 

ただ • この あの世に も 山が ぁリ、 森が ぁリ、 小川が 靜 かに 流れて ゐて、 而も 稻を 作って あるの が少 

し を かしい が —— これ は、 まだ 自分が ここに 新. ^ であると 云 ふ、 乃ち、 まだ^に 多少で も關 係が ある 

爲 めに 11 @ 分 は 斯う 考 へて、 思 はやまた 吹き出し たが、 なほこの いい 氣 ぶんが つづいた —— あの さ 

きの^ 界の風 を まだ. H: 分が 記憶に 浮べて ゐ るの かも 知れぬ。 それとも、 また、 これ はこ こ の寳： 京 

；  きょうめ^ 

で、 暴動な ど を 起した リ、 また その 暴動に 共鳴し た^する 必要が なくなつ てること を 示め す爲 めの も 

ともな 

のと すれば、 その 靜 けさが 死の 寂しみ を 伴って ゐて、 如何にも よく 自分に 調和した 一幅で ある。 

さう だ！ 自分 はこの 輕ぃ心 もちで 霞 魂の 世界に 來て ゐ るのお。 靈魂の世^^；には衣食の料が入らな 
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い。 所 の J せし みがない。 S し 立てす る耻棒 もない。 いや、 耻辱 はあって も、 それ を それと してう ち 

明けて しまう から、 詰り、 ない のと ！：！ じ J0 とな. の だ。 だから、 素ッぱ だか を 咎め立て する もの もない 

の だら う。 

丁-: ^5 ^腿の 41" の やうに、 人 のから だまで が 神聖に なって、 少しも 咎め立て や、 はにかみ をすべき 

故 S2: がない。 融通 無 S だ。 9 分の 請んだ 或 本に 寄いて 在った ではない か ！ 背の 希 腿の 少女 ども は 腰 

にう す 物 さへ つけないで、 神 さまのお 祭リの 時には、 ^野外に うち 揃って 踊った と？ そして 多くの n ル 

物のう ちから、 われと 思った い 男 は身づ から 進み出て、 これと 思った 少女に. 21 分の 乎 を 提^した。 

てい 含よう しゃ 

男の\^を提供された少女はこれを担むことができなぃ代りに、 乎の提供^9たるものは自分に^^ぃてそ 

の，：^^ も 神 も 健全であって、 一 一人の Si に 生まれる 子が 必らゃ HE 家の 爲 めに 笛 一の 健全 たる 條件 

A-.- あらかじめ 儲へ てゐ なければ ならなかった。 まして、 下 £ 外の 人の やうに、 朝 Si 米 さへ^ ふやへ，？ はす 

では — ？ 

かかろ ：1  おもち は ¥t もちと して は 1::^ い ゆ 叫 を すん./ \f;,3 んでゐ たが、 分の 位 my は 少しも 動いて ゐな 

いのに ケ淑が 付いた。 

低い 後ろの 山から 出て 來 た^は、 rac もの f:H: さに 對し て，：：： い 砂 を 敷きつ めた やうに 见ぇて ろが、 少 

し rc- きに ある ゆるい：^ り 角へ は 一 向に 達しない。 そして a 分の 向き 出した からだの 皮 腐が 自分の^ん 


で 來た迸 その物に なって る やうに 白かった 

うか-/ \ してゐ ると、 どうも 兑 付か リ さうな ので、 ちょ ッと 後ろ を ふり 向いて 兑た とたん、 かち や 

じゅんさ 

かち や 〔ム ふサ アベルの 昔が II えて 白い 服の 巡査が 自分の 前に 立って ゐ た。 

『こら、 さま は —— 』 

『  』 自分 は 夢が S めた やうに いたが、 底ぐ 右手に つてる 一軒家の 店 さきへ 述げ 込まう とし 

た。 が、 .0 分の 左り 乎に 衣 物の 壓ん だの をス テキの 曲った 哲の やうに 掛けて るのに 氣が 付いた。 誰れ 

ぼうじま へ 

の 物 だか 分らない が、 5i もので、 たて か 横 かの、 白と 紺との 棒縞の 單衣 だ。 若し これが たての 棒 じ ま 

なら、 5^って.：：1:分が^^たぉぼぇもぁるので、 これに I つの 俄か 思 ひ 付き を 得て、 S 分 は 左 ほどお ぢけ 

もしないで、 巡 1^ の 方に 向って K みと まった。 そして割.=^合ひにぉほゃぅに笑ひながら7どぅもっぬみ 

ません。 齊 は、 これ を 1:!; に 入れたい のです が 11 』 

『  』 巡^<:1もなかくぉほゃぅでぁった。『ぢゃァ、 何ん とかして あげましょう。』 

かんしゃ 

『  』 OI 分は少 からす 感謝の 意 を 目に 込めて 渠の顔 を てゐ た。 

『おい』 と 云った 風に 渠は そばなる 店の 方 へ あご をし やくって 見せた" 

ねな か 

その 方 を！：^ ると、 ， お 外に も 二人の 姊妹 がに こくして、 店の 田舍 のお 休み所の やうで、 何でもい ろ 

いろな 駄 M 《子が がらす 箱の 中に 並べて あり、 わらじな ども かかって た、 その 11 奥から、 下駄 を突ッ 

耍太郞 の 夢  1 六 一 
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かけて 出て 來た。 そして その 姊の 方が 親切 さう に 甲 々しく 自分の 手から 衣 物 を 受け取った， 

『なんとかして あげろ。』 

『どこに しまし ようか』 と、 かの 女は惡 びれ もせす、 また こちら を 嘲け る 風 もな く、 巡査に 馴れ 馴れ 

しく ほ <; た。 不斷 からよ く 知って るお まわ リ さんら しい。 『福 井が えいで しょうか —それとも、 m 中 

力？』 

『,x. ッち でもよ からう』 と、 巡 K 斗 はこ だはり もな く 答へ た。 

しちや 

『  』 まさか. - ^^っー|の約贞をした仲でもぁるまぃが、 お 互 ひに 近 處の質 星 をニケ 所と も 知り合つ 

てる。 してみ ると、 かの 女の 家で も、 時々 持って行 くらしい の だ。 福 井 も 田中屋 も • 實は、 自分のう 

ちの 通 ひつけの 一 六 行 だ) 

『それなら、 なぜ 自分自身で 行かない』 と 云 はれさう だ。 が、 自分 は 今や 別な 世界の 人であった。 着 

て 行く にも^る；^ g がない のが 決して 悪い ことで はない やう だし。 また、 幽靈か 何ぞの やうに 歩く 足 

もな い。 

で、 ただ 巡亮 やかの 女の 爲 すが まま を 見て ゐた。 

かの 女 は 雪 子さん の 1 さんに は 遠 ひない が、 この場合、 自分に は 苦しい時の神頼み か、 いつもに 似合 

ijl に- ク； パ こ c.,- こ" 5 ヽ.， こ。 をして沛さん{!^^^^ろにっ いて まご， ばかお して ゐる妹 を 却って 不年 


なしと 見た。 

ところが、 .自 分 も 亦 その 店 さき をい まだに まごく して ゐ るので ある。 ュ して ij;^.- へて ゐた、 自分の 

戀 しいの はこの 女 だ、 な。 いつ IK ひ 寄って 見れば いいの だら う？ 云 ひ 寄る にしても. 先づ IliT こ，^ る 

のがい いか、 それともお ッ 母さんに 話 をして からにしょう か？ ぉッ 母さんと £ぶ 等の 母と が 仲よ くつき 

合って 入れる と- それ こそ 與 等の 所謂い ッ ちえい ので あるが、 などと。 

胸の あたりが かゆい ので 自分 は そこへ 手 を J;- つて 行った。 ぼり.， （-云 ふ 昔 が 自分の 环 に g| えた けれ 

ども、 いい 氣 持ちであった。 どこかで する ヅィォ リン か 何 かの 音 幾 を 聽 いてる やうであった。 かゆい 

m  お Z 力く  り A し. 9- 

ところ へ 手の 行き届いた 音樂 だから、 さぞ それ は 名手の 作で あらう。 

そのうちに、 

『おまわりさん は』 と兑 まわす と、 その 姿 は どこに も；：： ル えなかった。 そして 娘 も 店 もなかった。 そし 

て それが 何となく  しまれた ばかりで はない 。『 一 體， 分の 渡した i じ まの 衣 物 はどうな つた？ どこ 

へ 行って しまった？』 

質 星へ 持って行って やる と 一; ム ふから、 そして 巡 K:i もつ いて ゐる こと だから 安心して、 何の 疑 ふと こ 

ろ もな く 乎 波し したので はない か？ その 相手が いつのまにか^ どこかへ 行って しまったの だ。 初め か 

さぎ- 

らに 分は詐 偽に 力 力って たの か？ まるで 自分 は 雲の上に 立って 雲 をつ かんだ やう だ 0 
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泡 第 ^六卷  ニハ四 

I とき は 心が ひやり と、 氣 がほん やりと した。 けれども、 夢 だら うからと 思って、 今一度 その 場面 

を，：：： 分に 恢 する やうに 努めて ゐ ると *  £1^^てまたその店さきがぁり/\と兄ぇて^た。 そして 巡査 

は S 分に 向って、 

『ただ 立って ゐて もお 勞れ でしよう。 そこへ 這 入って おかけなさい』 と 云った。 

pj  くく わ 

『  』 C 分 は E 、辩 だけれ ども、 〇〇- 省の 馬官 で、 勤勉の 點に 於いて， は <S<SIS に その 人 ありと 聽 え 

てる 伙 S 耍太郞 である。 課長のお ぼえ もよ くて、 やがて は # 給 も あげて やる と 云 はれた。 それ を 知つ 

てる 爲 めだら う、 巡 K 儿も こちらに 敬意 を 表して ゐる やう だが、 —— さ.^ とてな ほこ ちら を Mii; 人の ゃラ 

に £|視 して ゐる のが； i# かに 氣に はなかった。 自分の あとに ついて —— 自分 を述げ させない 爲め にか 

—— 店へ 道 入って 來て、 築 もこ ちらの そばへ 腰 を かけた ので、 『どう致しまして、 わたし は Egf 動に も 加 

はりませんでした。 石 も 投げませんでした』 と 云って やった。 

ところが、 これ も 案外であった。 

『わたし も あなた 同様に 外 國米を I 只って ろ 身 ぶんです』 と、 巡査 は 問 はす 語り をした。 

『  』 こんなのが大阪で群銀の前に立って俊等も，^^等と同じゃぅに米の高ぃのには困ってるのだ 

からと 云って、 群继を 說き靜 めた の だ、 な， と 思 はれた。 

『なァ に、 ra: るの は』 と、 ^-張ってゃった、『働かなぃからでしょぅ。 勤勉で ないから です。』 . 


『然し、 どんなに 娘が 勤勉で おましても』 と、 不 謹な ことに は * この 巡 I4i が^かに 大阪 言^と その 

口調 を 使 つ た 、『俥 給が あがらな いのに お 米ば かり 高うな るので ッ さかい！』 

『  』 5^ ひ 出す と、 それ は 姉妹の 母 叙が 井戶 ばた で こちらの 母に 語った 雷 1 そッ くりで おった" 

『あんた ン とこの 男 はんだ ッ さかい、 ほん 都! 3 がよ ろし ゆお ましょうが、 うち は をな ごば かりで、 な 

ァ 11 』 

『  』 その をな ごと か、 あなごと か を 一 匹 欲しい ので ある。 『どうです、 少し {女 く负 けて S へます 

まい か？』 

どうも —— 自分が 云 ひ W す 言葉と 云 ひ、 口調と 云 ひ、 どうも • 役所に 於け る ^ 分の^ 図の 人々 の 利 

ど 2  ふく  b.^ 

E さうな fi 目 葉で ぁリ、 口調で ある。 そして 自分の 不斷 の習惯 にも 心持ちに も 叶って ゐ ない。 n 分 はさ 

ぅ大膽 にな つ て ゐられ な い 性分 だ の に 。 

,  ゆく わい  まん u ん 

『おいく、 负け ろと 云ったら けろ！』 斯う 一 人の 愉快な 同僚 は、 無理に 叫んで 2^ せた。 やす is!: 半 

犖を役所へ齊りに來た£?^がぁま.《^にひゃかされて* 荷の 箱 を 持って 戶を 出て 行かう とした 時に だ。 ^ 

年 筆 星 が^みと まって、 それでも こちら を まだ 未練が ありさう に 2;^ てゐ るのに 向って、 『然し 行くな 

ら、 行け！  二度と ー冉 ぴ この 敷 はおれが またがせ ゃァ しない ぞ！』 

『ふ、 ふん』 と 云って、 他の 同僚 ども は 笑った。 
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§.$ ぉ六卷  .1 六 六 

『どうか 少しお； チ やわらかに —— 』 

『おや ァ、 けろ！ その代り、 $1 で 一 つづつ 賈 つて やる o』 

がふ * い *> ん 

分の <t 成金べ ンゃぺ ンぢ くも この 時お つき 合 ひに 賈 つたので あるが 11 。 . 

『それ もい ツモの ことに 一緒に 質入れしたら どうです』 と、 巡^ は iK つた • 

くもすけ 

『  』 lii:! 鹿！ そんな 安 もの は、 雲助が ふんどし を 質に入れる やうな もので はない か？』 

『それでこそ おれ も 腐ッぱ だかけ い 11 は、 は、 は、 は ァ！』 

とな 

s 分で 自分の 笑 ひ 聲に氣 が 付いて ちょ ッと目 を さます と、 自分の 隣り にお ッ 母さんの 寢て ゐ るの が 

见ぇ たやう であった が、 なほ 自分 はいい 心持ちであった。 

やがて 自分 は あの 姉妹の 家と は 反對の 隣り なるお ほ屋 さんの 焖に 出て ゐた。 狭い 畑で は あるが • な 

すび が澤出 成って ゐる。 その 一 つび とつが、 よく 水の まわって るせ いか、 色つ やがいい。 八 百 厘で n 

つたら、 どうしても 十で 四錢 はする だら う。 

そのな すび を. -ji れ も：：： ルてゐ ないやう であるから —— 少し 盜んで やらう と 思った。 そして \^ を 出， 

す 前に 自分 の 横 乎を兑 たら、 矢 ッ 張り 今 の 巡査が 自分 を 監視し てゐ るので あった。 

.21 分 は その てれ 隠しに、 わざ とづかく と 畑の 屮に 進んで 行って、. なすびの I つび とつに 小さい 小 

舉 生徒の 精子の やうな 物 を かぶせて ゐた。  - …… —-, 


『いい H:^ ひ 付きです * な」 と、 述 1^ も まじめに (t^ 成した。 

『斯うして 匿けば 色が 褪せない の です。 蟲も附 かない の です。』 

や ち.？ 

『結構です、 わたくし は あなたの 今月のお 家 13? 五圆に 負けて あげます。』 いつのまにかお ほ屋 の宽大 

なお ぢィ さん も 出て 來た。 さう して 英れ たら • 不斷の §1^ み 通り 一 割り 下げになる。 

はくしゃ 

ところが， その 畑 は 水 に變 じた。 そして また 白砂の やうな 道が 現 はれた 。道ば たに はお 休み所が 

ある。 自分 は その 中に 矢ッ 張り はだかであった。 

『衣 物 を どうした？ 衣：. g を どうした』 と、 今、 お ほ 星さん に 見られた あまりの 耻か しさに を 舉げて 

叫んだ。 

そこ へ 了 度 自分に を かけ た^が ある。 11 

『田 中屋 さんで 云 ひわけ して、 やうく これ だけで けました。』 

『  』 質の ェ而が いたのであった。 が、 金 を！ S: つて 來 たの は、 誰れ かと 思ったら、 妹の 方 だ。 

『ありがたう 御座います。 ありがたう 御座います。 これで わたし も 助かります。 今月の 米屋の 拂 ひが 

これで ゃッ とでき ますので す。』 

われ 知らす 自分の 上官に 向 つての 如くべ こくと あた ま を 下げ てゐ た。 

五圓 札ら しいの を 二 枚 手渡し されて、 そと を 出る と、 曾て 近在 を 旅行した 時に おぼえの ある やうな 
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^^仝 集 ^六 二 〈八 

ii^ 場 はづれ であった。 割り 合に 小 奇歷な 觀 ぶき 家が 兩が はに 立ち並んで ゐて、 その 向 ふの 方に：^ fi^ 

を つ るした 火の：： T はしご の 立って ゐ るの が兑 える。 

鬼に 角 何十 軒 かの 人家の 並んで る こんなと ころ を * こんな 風で とほって 行かう とする 自分 だのに、 

これ を； M れも 怪しまな いのが 不思議であった。 

口 は矢ッ 張り 照って る やう だけれ ども • 自分に はう すら g" いので、 この 自分の 風て g が 分らない の だ 

らう か？ それとも • 矢ッ 張り、 ，31 分 は 心 だけあって、 形が なくなって 見える の だら うか？ 

それにしても —丄 ig* ぁの一!^:;|^な巡^^は下£^;のでぁったらっか？それとも* また 自分よりも f 腎 

てう だつ 

超^した 世界の か？ 

り：：^ ると、 今，11:分の休んでた.：^^がまだ见ぇてる。 あすこの 娘 ども も 亦 不思議で はない か？ 少しも 

おや 

こちら を 怪しんだ 樣 子がなかった。 恢 m その 人 か 何だか 分らぬ ものに 大金 を 持って 來て、 その 責任 を 

平 Jl^ で 受ける 氣 か？ 

若 L^I: 分力 iill 分でなかった ら、 どうす る だら う？ 自分が 幽靈 であって、 H 物が あとに 煙と、 ほって^ 

ら？^ しく は、 自 分が 泥 枠であって、 あの 品物が 臓 品だッ たら？ 

さう だ、 II 自分の たて！ i: じ まの 衣 物は旣 に、 とッ くの 昔、 一 六 銀行で 流れて しまったの だに！ そ 

れを どうして .nz 分が： S つて ゐ たか 分らな い 。  - 


『こり ゃァ、 ぐづ くして ゐ ちゃ ァ I』 誰れ か 一人、 同僚のう ちに 人の g ず を盜ん だものが あつ 

けんま 

て 自分にまで も その 錄 疑が かかって 來 さうな ところに 臨んで ゐた。 取られた 本人よ f  r:;> ^のうら 

の 誰れ だか その 人 をよ く 確かめられな いが、 11 段々 他の ものから II： して 自分の 方 へ 近づ い て卞ト 

る 。『さう だ、 ぐづ して ゐ ちゃ ァ 11 』 この 昨ん ，1: 分 は 本 S になって 逃げ出さう としたので、 ね 分 

の 盗んだ ことが ばれて しまった 。『しまった』 と は 思った が、 分の ふところへ 1^ がいきな り 乎 を突ッ 

込んだ 時には、 品物がなかった ので 自分 は 安心して 踏みと まること がで きた。 

その代-^、 例の 店 さきから は、 が 出て 來て、 こちら を娱 して 1 しさう に见 守つ てる。 そ I だ Q 

に、 自分 は 逃げよう とする からだが 少しも 動かない。 いや 動かない と 云 ふよ や も、 こちらが 逃げよう 

とすれば する ほど 反 對に向 ふの 方 へ 引きつ けられる。  . 

自分 は 何だか おそろしい 力 を 感じた。 何 か 大きな 物が あって 自分 を あたまから ぎきす くめて、 リ 

でに すう ッ と宙に 引きす り 上げて 行く。 それが 不安で 溜らな い 。 

すると 「め その 力に 向 ふの 妹 も 引かれて ゐ るかして、 うへの 方へ あが り， ながら こちら へ じりく と 

接近して 來る。 その まじめな 顔が 玉子な りに ふッ くらして、 A さ 低い ところに 却って III が あるの を 

雪 子さん だと 思へ たの は、 自分の 問 遠 ひであった ことが 分った。 矢張り 兌す 知らす の、 全くの 他人 

だ。 それが 今し がた 打ち解けて ゐた樣 子と は 打って 鍵って、 俄かに こちら を になって 來 たの だら 
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う、 じッ とこ ちら を のぞき 込む やうに して 來る。  t  、 

せつ *J ん 

e 分に は 11 どうも こ の 女に 巡术 i がの り 移って るの だと 思 へ た。 今にも 接近したら、 < かの 女が 自分 

を 、する ので はない かと 云 ふ 恐れが 刻 了 刻に 加 はった。 

恐ろしい が、 逃げられない。 そして 自分 はます くう へからの 抱きす くめ を 感じる。 從 つて、 共の 

力が かの が を もます くこ ちらの そばへ 近づけて 來る" その 恐ろし さと 動きの 取れない 爲め とで、 自 

分 は 

『う ー ん』 と i- つた やうで ある。 すると * ばッ とその 場！^ は 消えて しまったが、 I 旦 消えた 場面が 直 

しゅくば みち 

ぐ また 现， H, れた 時には- ，：：！分は矢ッ張り例の白^^がのゃぅな^^場道に立ってゐて、 向 ふから 妹の 方が ち 

よこ もよ こ定 りに 追ッ かけて 束る の をき ま ioi- ぃ氣で 待って ねた。 

『濟 みません がそのお かね は 返して いただきます。』 

『  』 かの 女が さう 云 ふだら うと は 自分 も その 前から ちゃんと 分って ゐた。 ftl 分 はかお を  力 

らだ 巾に、 しま ふところ もない ので 11 また 兩 乎に I 枚づっ 載せて、 兩 方の 親 ゆびで 飛ばない やうに 

f- さへ てゐ たので ある。 自分 はこの 自分の ざま を 見て 淺 ましく もな つた けれど， かの 女の？. 間^み な 

輕雜 を 1 淺 ましく 感じた。 雪 子さん も 矢ッ 張り こんな 人 だら うか？ 若し さうなら、 とても この 戀 は. 

成功し ない。 


可な り 冷やりとした 風が 吹いて ゐ たが、 並み 立つ 人家の 藁ぶ き 家： g にぽ つく 生えて る の i 少 

なび 

しも 應 いて ゐ ない のが 不思議 だ。 走って 來た 女い 袖 や 裳す そに 餘ッぽ ど氣は 引かれた けれど、 そ，， も 

風には^：：：ってゐなぃ、 Ira も s 分らの 立って ると ころ は、 丁：^ 人^ を はづれ て、 雨が はが H ン圆 になつ 

てるのに！ 

『一 n; お渡し は 致しました けれど』 と * かの 女の 言葉 は つづいた、 『あんた は どこのお かたと も 分 。ま 

へんので、 若し あとで 問 遠 ひで もで けたら りまッ さかい o』 

『  』 生！ かの 女 は 今や その 姉そッ くりの 一一 一；：： 薬 を 使って る。 妹まで 1 がた ^ 六つ Ms なよ， A; 

行き 葉に なって やが る。  ； 

おれ はお 前の 隣り に 住んで る もので はない か？ 逮ひ のでき ッ こな どが あらう はないで はな C 

V.  ^  はくじ やう 

か？ それでも なほ そんなに 蘇 情な 出かた をす るの か？ それなら、 それでも いい！ もう、 お前ら と はつ 

き 八！： ひも やめた。 おれの 戀 もす ッ かりさめ た！ 

『耍 太郞！ 耍太 郞！』 

3* な 

『  』 雪 子 さ んが 自分 を i: 、び ッ 放しに する の はお かしい と 思 はれた。 

『要 太 郎！』 

『  』 また 呼び ッ放 しだ。 耍太郞 さんと 云へ、 こちら も 雪 子さん と 云って やって るで はない か？ 
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『耍太 郎！」 

『  』 なんだ、 ぉッ 母さんの 聲 らしい。 

あつ ほくぐ わん ねん 卜 

ふと、 C 分 は n:: を さました ので ある。 そして 自分が W ッば だかで あると 云 ふ 今までの. 壓迫觀 念を跶 

する ことができて、 ゃッ と先づ 安心した。 壓しっぶされてるゃぅな自分の呼吸が<.^.自由になってる 

のに：^ が 付いた。 自分 は ii の 世 3^ に 行って たので もな く、 また おぼえの ある やうな、 ないやうな 田 

4 口の？ m に 立って たので もな く、 いつもの 蚊屋の 中に 在って、 ぉッ 母さんの そばに 寢てゐ た。 そして ま 

さ^に なった ままこ ちら を，： 1: いて 笑って ゐ るお ッ 母さん も櫞 嫌がよ さ さう だ- 

しょくく わう  ,  J1 

lisi の そとに は、 明けが たの 光が 戶の すきまから 這 入って ゐて、 電氣の 十^ 光 を 早く 消えろ^ えろ 

と 云って る やうた。 もう、 自分ら がいつ も 起き 上る 顷 になって る。 そし て^ぐ またけ ふの^ 勤の こと 

が んだ。 

『ls り.^ 勉に 免じて、 ゃがて^！；&を上げるゃぅに上申してぁるから』 と、 こないだ、 みやげ^ を携ん 

て 課-長 を その 宅へ 訪 した 時に 課長 が 云った 曾 葉 も 思 ひ 出された。 

『どうかよ ろしく お？ i5 み 巾し ます。 さう なれば、 うちの 母 もさ ぞ甞 びます でしよう から II 』 

『一お でも：： ル たの だら う』 と、 ぉッ 母さん は 云った。 その霄 葉が、 けさ も亦寢 起きから いつもの 通り は 

き はきして ゐ るのに つれて、 分 も、 ヒた相 變らす 心の さわやか さ を おぼえた。 そして 底ぐ、 これ はォ 


s  。そ  うに ふ 

キシ へ ラの爲 めに 酸素 を 十分 吸入した の だと 思った。 自分の 叔父が 入らない と 云って わけもなく れ 

たこの 機械 を、 けさ も 昨夜から 自分が 乎 あしに つけて 寢てゐ たの だ。 これ を. 0 分 はま だ 横にな つてる 

ままで 取り はづ しにかか ると 同時に、 かの 女の 言 薬 は つづいた、 『何 かむ ぐむ ぐ 苦し さう に 云って たか 

ら。』 

『は ッきリ と 分りました か？』 

『何だか 口 をむ ぐく させて』 と、 かの 女 もま だ 笑 ひが ほであった、 『何だかち ッ とも 分らない が 苦し 

さう だッ たから。』 

『  』 分らないで 仕 合せ だと 思 ひながら、 『な ァに、 くだらない 夢でした』 と、 あ ッさリ 答へ た。 

が、 自分 はな ほ 私 かに その 夢 I— 殊に、 その 後の 面 .—— を 1$ び 思 ひ 浮べて、 K 際に さめて る 自分 

にもい ゃァ な 寂しみ をお ぼ えた。 

けっこう 

自分の この 健：^ なから だに だが、 遠くて 近い やうな、 そして また 近くて いやうな、 雪 子さん と 自分 

ていさい H- こじん 

との 問 を まだく 水く さくして ゐる體 裁 や 利己心 やが 多い の を 感じた。 時に、 また、 その 日ぐ らし 

の 貧乏人の やうに は 左 ほど 困っても ゐな いのに、 われから あせって、 外國^ など を 恥ぢを 忍びながら 

こんじ やう 

買 ひに 行った.：：：： 分らの g2 ましい 枳 性が 自分の 今の： 止 庇な 夢に そッ くり 現 はれた の だと 思った。 

.  — (大正 七 年 九月) I 
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『  』 

に 取って は 十！ q パ 牛の 恩給 S 限 はな かく 待ち遠しかった。 築 はもと 自分と 志望に 從 つて 新聞記者 

をして ゐ たので あるが、 自分の 殆ど 盜む やうに して 貰った 妻が、 海軍の 豫備 大尉の 娘で あつたが 爲め 

に、 c: 分の 。ぎ^の ものに 軍人が 多かった。 そして かの 女の 姉 や、 妹の 亭主 も K 入であった。 

『g 類が 维 つた 時で も、 わたし だけが 張り合 ひがありません、 わ』 と、 かの 女 はよ く 云った もの だ 

かの 女の つもりで は 子供の^から ほ ル 慣れて 來た 金ピカ 物が その 亭主の 肩な り， § なりに 欲しかった ので 

あ、 る けれども、 それ は 育ちの 逮ふも のに は 突然 望める ことではなかった。 せめて は 主； Is 官に でも なれ 

ないか 知らん と 云って、 かの 女 は その 一 I 主の 爲 めに いろく 計 割 ゃ题動 をして 見た が、 それ も 駄目で 

あった。 

『おれが If5f 人 向きで な いのは 初めから 承知の 上で 來 たの ぢゃァ ないか？』 

ぢょ 

『そ^は さう です けれど 11 せめて は 文官の 高等官に でも 11 』 かの 女の 餘 りの 失望と、 一面に は 埶.： 


心な 希望と に 動かされて、 渠が新 S 記者 を やめて、 假 りに s: 軍 省の 翻譯掛 りに なった の は 二十 七才 Q 

畔 であった。 1  初めは やと ひとして 道 入った が、 その 翌年に は 修補 助に して M つた。 それでも まだ a 

任官であった。 

そこへ 世話 をして 吳れた 故 鄕の先 摩なる 某氏が 大 ini になった ので、 ゃッと 特別 任用で その ひ秘 IgiS が 

なれた。 その 內閣の IS 命が 餘 りに 短かった ので、 ぐ 一 緒に 辭 職した けれども、 これに 高等官の 經歷 

を 得 たので、 もとの^に 歸 つて 本官の 編修に なった。 そして 秘 齊官辭 の 際に 大分 貫った 金 を以っ 

て、 今の 家 を 建てた の も 妻の 鈴 子の 計ら ひであった。 

『あなたの 老後の 爲め にも、 また、 子供の 爲め にもなります、 わ』 と、 かの 女 は 云った。 こ の 時に 

は もう、 かの 女の 世 Si 的 不平 は 消えた やうに なって、 かの 女 は 俄か. E.^..^ であった。 姉妹 同士の つき 

合 ひに 多少の 不自由が あっても、 さう 亭主 を 責めなかった。 『自分 は 自分 だけの こと をして ゐれ ばいい 

の だ、 わ』 などと 云って。 

自身 も 亦 もとの 友人 どもから は 段々 遠ざかって 行って、 自分の 職務 大切に、 そして 金 を 溜める I 

方であった。 いつのまにか おぼえた 唯 一 つの 道樂 は、 釣り をす る こと だ。 そして その： g り t3 樂に 大分 

巧^な ことが 云へ る やうに なった 時に、 ゃッと 恩給 期限が 來た。 そして これ を 機と して S 分 は 後鬻の 

爲めに地ハ^！を明けなければならなかった。 けれども、 直ぐ また 他の 〇〇^ に轉 じて、 今度 は 恩給 を 真 

午後 二 時半  一七 七. 


泡 鳴 八 A 鎮 ^六卷  ニ七严 

じょぐ お ぐ 

つてる 11 係から、 本官に ならないで 囑 託になる ことができた 

隨分 宵 界に 於け *0 苦勞ゃ 辛抱 はして 來 たが、 渠の 家庭 は 無事 圓滿 であった。 古びて は來 たけれ ど 

も、 ，：： 分らの 住む 家 は 自分ら の 物 だし、 これまでの # 給の 四 分の I は 遊んで ゐても 取れる 上に、 また 

今 皮の £i! き 、おこれまでに 劣らす 這 入って 來る ことにな つた。 その 間に、 十七の 娘 を かしらに、 子供 

が 總 計 四 人で きた。 

『ほかの もの は 火事 や 泥棒で みんな 無くなっても、 れ だけが、 まァ、 わたし 達の 儲け もの、 ね u 

M^i して 來た のです から』 と、 鈴 子 は 云った。 子供が 皆 すら と 枕 を 並べて 寢てゐ る 客 問 兼用の 

その 室 のま だ 陣 子 を は づしッ 切りの 敷居の 上に、 寢 まき 姿の 膝 をに じらせて 坐 わって ゐた。 

『  』 與は oolsj で翻譯 した もの を 或實業 書店から 出版す る 約束が 突然で きたので、 そんな こと 

なら 暑中休暇のう ちで あったら なさと 贅澤な 小言 を 云 ひながら も、 俄かに 一 一三 日 前から その 整 S をし 

しゅつ A,T/,>i かん 

て ゐ たの だ。 が、 それが ゃッと 今夜 終った ので、 不斷 より -、 今、 あすの 出勤時間 を 心に かけな 力 

ら、 自分の Sil の 寢ー衣 に 就かう として、 便所へ 行った。 そして そこ を 出た 時に、 今までお つき 合 ひに 

茶の 問で 起きて たかの 女が ここに 來てゐ たの だ。 自分 は 戸の 締まった 橡が はに 突ッ 立ちながら、 それ 

となく かの 女 を. ると、 細お もてで、 びんと 引き締った 氣 品の あると 思へ た その 顏は、 丸 まげ を 結 ひ 


た" で， 自分 も かみの 柱へ 苷を もたせて すろ りと 腰を下ろしたがら、 『然し、 それだけ お前 もお^ ァさ 

ん になった の. だ。』  ， 

『そり ゃァ I！ 』 かの 女 はちよ ッと きまり 惡さ うにした が、 度ぐ 常り 前の 笑 ひ 顔に なって、 『お 互 ひ 

に、 ね。 』 暫ら く^を mi いて、 『だッ て、 もう、 迸 子が およめ に 行けば 行ける やうに なった のです もの！ 一 

『 ……… 』 渠は 自分で も かの 女の 視線に 引かれて 行って、 かの 女と 共に ii むすめの 寢がほ を 雨 方 か 

らそッ と？ くやう にして E た。 SI に、 今でも、 旣に 1- の辈 I® の 手 裏て 5 ろん なと ころ 

力き の 中し 込みが あるの だけれ ども、 まだ 早い からと 云って 斷 わって るの だ。 ふと 思 ひ 出す ことがあ 

つて、 自分 は獨 りで ぼッと あわいの ぼせ を おぼえながら、 『ぢ ゃァ、 II 何 か？ .i 道 子の 結婚の 時ヒ 

期して、 その 母ァ さんに も 久し振りで 第五 番目の 子が できる か、 ね？』 

『どうして？』 鈴 子 は、 これ も 少し 顔 を 赤らめて だが、 目 を 丸く して こちら を兑 た。 この 鈴の やうな 

目つ きが また かの 女の 若い 時からの I 特色で あつたの だ。 

『  』 奥 はに や./ \ 笑 ひながら、 『 I 般 にさう した もの だとよ。』 

『どうして？』 かの 女 は ityl の カを强 めて 來 たやう すだ。 

『とれ は 別に 六ケ しい 哲擧ゃ 科舉の 問題 ぢゃァ ない』 と、 わざと 仰々 しい きをして から、 『それ、 

死んだ 吉岡 がよく 云って た ぢゃァ ないか？』 

午後 二 時半  r?" 
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『なん ッ て？』 

『新婚の 娘 夫婦に 對 する その 親た ちが 燒き 持ちの 一 件、 さ。』 

『そんな こと、 II いた ことない、 わ。』 

『よく 云った ぢ やない か、 それ 11 娘が 結婚す ると —— そのお ゃぢ やお 袋 も 一 度 は 若 退って その 氣に 

なる もの ださう だッ て？.』 

『なんだ』 とざ ッ くばらん に 受けて、 かの 女 は そのこけ た顿 にはちよ ッ とまた 赤み を 兌せ た。 そして 

こちらの 口 を 避けて、 子供の 方に 向いた。 

年に 從 つて かみの 方から 床が 取って あるので、 書齋を 仕切る ふすまに I ^近い 鈴 子の は 別と して、 

次ぎに 子、 それから 陽 一、 繁子、 勝 次郞の 顧に、 皆う すい 毛布 を かけて よく 眠って る。 が、 ^子が 

雷 氣の光 を E うへから 受けて ゐる。 性質まで が 母親に 似て： まれた せいか、 その 顔 も 上品で あるの が 

與 にもす ゑ顿 母し かった。 

くわつ  1 

はー體 自分で 覺 悟して 官吏ぶ りの 生活 を やり 出してから、 さう-叙 しい 友人がなかった。 それ も 初 

めからなかった ので はない。 が、 たまの 餘 暇に は 自分の 上官 や 上官の 先輩へ 御機^ を 伺 ひに 行かねば 

ならぬ 爲 めに、 普通の 友人へ ^ ま を 返しに 行く 降 間がなかった。 また、 あいつ は 俗物に なった と 云つ 

^^^|^^^^^^,^:-^.^っ.^りもちる。 いづ. szi こしても、 自 が， 没々 と： ,5- 可に かに. k 〈人 どもから 遠 


ざ かって 行った ので ある。 

けれども、 . かの亩 岡 だけ は 自分の 新^記^ 時代から 友人で ぁリ、 自分が 官吏と なつてから も 唯 1 の 

くわん かい  . 

親友であった。 こちら も官 梅の 事情 や 軍 e 上の こと を 知らせて もい ぃ範 園に 於い. て 知らせて やった 

が、 向 ふ もまた 官僚 擁護の 雜誌 を發刊 したと 云って は 毎月 寄贈して 衆た リ、 また著^|£ができたからッ 

て身づ から 1 本を携 へて 自慢し に^た。 ママと 號 して、 ちょ ッと 名の 知れた 政論 家に なって ゐ たが、 こ 

つけしょう し.？ 

ちらが もう 华 年で 恩給に 達する ところまで 漕ぎ 付けた 時に、 向 ふ は氣の IS にも g 象 衝 心で 死んで しま 

つた。 

『可哀 さうな こと をした。』 

『ぉ氣 の 毒です、 ね』 と 云 ひか はして、 夫 igl 緒に なって 葬式の 世話 やら、 族の あと 始末 やらに 及 

ぶ だけの 智觀ゃ カを贷 した。 

へ 5 ほん 

けれども、 その後に なって、 いろくの 方面から 問 接 若しくは 盧 接に 聽 えて 來た評 钊 によると、 あ 

との 祭りで どうす る こと もで きない けれども * 吉岡は あまりに 不評判であった。 何でも そのす ぢの闘 

ぐわん かい 

係 者 を ゆす リ 歩いて たの ださう だが、 それ を 私 かによ く聽 いて 見る と、 こちらが it 枚へ て やった 官 海の 

于 い. iJ ま 

事情な ど を も 利用して 行った 形跡まで もあった。 そして その かすり 得た 金 をす ベて 雜誌 とか その他の 


fr 


劃と かにば かリ つぎ 込んだ のなら I— また、 貯金して ゐ たと 云 ふなら 11 まだし も だが、 多く は 女 
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加ぉひゃら聽^^；賈ひゃらにぅッちゃってしまった：^^のらしぃ。 それ も それだけの ことなら、 世閒 I れ.^ 

め 男の する こと だから、 れ 分 はたお そんな 下等な こと を あいつ もして ゐた のかと あざ笑った だけで 濟 

喪して S けた かも 知れない。 が、 怪しい 女が 別に 二人 もあった と 云 ふ。 

お  ぷ しゅさ 

-『 それ ぢゃァ 丸で 成つ ちょらん ぢ やない か』 と 一 おって、 厳格な 一夫一婦 主義で 押し通して 來た 1^ は、 

o 分の 鈴 子と 共に 俄かに 呆れて しまったの である。 

士 口！： の靜式 をお 分らが 頻りに 手傳 つてた こと を 知って る 先 ss? で、 陸軍 に 於いて 自分と は 別な 課 

くわち to* う 

の 人 i^J 課. ¥: をして ゐる ものが、 或 時、 自分に 向って、 笑 ひながら， 

『あなた は告 岡さん の 親友で ぉぁリ でした さう です が —— どうです、 刖に 家庭 を 犯され はしなかった 

です か』 と 尋ねた ことがある。  • 

『  』 自分 は 何 の こと を 云 つ て るの か 分らな か つたので、 『犯される と は？』 

『は、 は、 はァ』 と、 笑 ひ を fSi に 出した 切りで、 その 課長 は あと を ■ がなかった。 で、 やが に S つて か 

ら、 子に もこの こと を. 語って 见 たけれ ども • かの 女お ッて 分らう^ がたがった。 

けれども、 その， ザ： 味が 初めて 分った の は、 自分が 今度の 〇〇， おに 雍 てからで ある。 ここへ も 告 岡 は 

la 入り込んで たらしい。 ここで は， もう、 自分 は鎮の ほんの 僅かの 知り合 ひで あつたと 云 ふこと をす 

*1 つ. i う にん 

ら した ゐ るの だが、 渠に對 する 接涉の 任に 當 つたと 云 ふ 參事官 の 一 人の 話 を それとなく いて ゐる 


と、 渠は、 誰れ だか 知れない が 或 人の，^. おとも 怪しかった の だ。 

『ふ、 ふん』 と、 自分 は 私 かに で 2 わ ひ 出し 笑 ひ をした。 かの His! 人事課の 課長 は あの 時 この こと 

で 冗^も： .ム つたので あった。 

渠自 身が li* 直に 云 ふと、 自分の鈴子もまた自分！^：様に士！！岡夫^^とは仲がょかった。 そして かの がが 

まだ こちらへ 方 づき 立ての 頃、 11 その 頃、 士111： も 結 婿した ので あるが、 —— 或晚、 こちらへ 兩 夫婦 

並に その他の ものが 禁 つて かるた 會を やった。 すると、 鈴 子が 大切に 守って た 『をと めの 姿』 か 丄，；" 岡 

に拔 かれた ので、 それ を 取り返す 爲め にかの 女が 一 生 疆命渠 に 向って 乘り 出して 行った こと を、 いま 

XT よ 

だにぁりくと田：^ひ浮べることができる。 かの 女 はさす が 軍人の 血 を 受けて る だけあって、 ft けね 氣 

で、 そんな 時には 亭主の ゐ るの を も 忘れ、 また 向 ふに も iiis がつ いてる の を も 忘れた ほど 熱， 烈 であつ 

たッ け。 吉岡も 亦 あの 頃 はま だ 若くて 無邪氣 であった。 

そしてお 互 ひに 子供が でき、 お 互 ひに^ を 取って 來 てから は、 

ねつれつ か 

『埶 ー烈 家の 鈴 子さん』 と 云 ふの はた だ吉 岡が 昔 をな つかしむ お 佌驟に 過ぎ なくなって たし、 かの 女 も 

全く 別人の やうに ぉッ 母さんら しくな つてた。 それに、 また、 かの 女 も g」 蘇 敎舉校 出で 11 自分と E 

樣、 信仰 こそ 薄らいで しまって る けれども、 矢ッ 張リ、 その 時の 索 f{ は 消えて ゐな いので， 家庭の 生 

活ゃ 夫婦の 關係を も まじめに、 賴 神聖に 考 へて 來た。 
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『ふ -1 ん！ いかに 小； "1: がそん な 5^ であった こと を 知らなかった ッて、 こちらの I！ さう だ、 こちら 

の 11 家庭 を 犯される なんて 11 』 つまり- かかる 何等の 极據 もない 籠艇 やらお 標 からして で ッち上 

げた Si が f 般の 世評になる の だから * 世評と いふ もの は 誰れ のに 限らす 常て にならぬ もの だと 考 へら 

れた。 して. a ると、 吉岡自 のこと だッ て、 費 際に は、 どこまでが 事 H か、 本人に 《"3 つて 见 なければ 

ほんとうに 信じられない のであった。 

『まさか、 人の 奥さんに 關 係して ゐ たなんて —— そり ゃァ うそでしょう』 と、 £11 分の 鈴 子 も i 淡白に 

IK つてた。 

だから、 &分は亡友の行^^に對して半ばは同情的に、 そして 半ば は igi に、 殿 格な 疑 ひの 念が 口 

と共に 增 して 行った ので ある。 それ も 相手が 生きて ゐさ へしたら- さし 向 ひで 詰問すべき ところ は 詰 

g し、 同情すべき 點 は！： 淸 してやる の だが II そして それが 自分の 役所で 運ぶ &| の絍の もとに も 現 

は.^ て來 たし、 また 自分が 玉 川へ 行って あゆ を 釣り するとき の 釣り竿の さきに も 浮んで ゐた。 

『そんな ことが おり^よ うか？ ふお しあった とすれば、 語ろ より 隱 すが 却って 早く、  K ぐ どこから でも 

しゃく わ いてきせ い さい 

現 は.^ て 社會的 制裁 を あいつがと ッ くから 受けた 答 だ。 それが 而も あいつの 死ぬ まで 社會に 知れ渡 

ら なかった の は、 多分 K 際でなかった からだら う。 若し 生きて る 時に そんなう そ を 耳に すれば、 あい 

つ は 立ち どころ に 名 释毀损 の 吿訴； て 提出した かも 知れない。』 それ を また 反 對に！ タ.， へても、 或 が 妻 を 


K 際に 犯されながら、 それに 氣の 付かぬ こと もなから う。 そして 氣が 付けば、 これ を， ：！！： 分に して えて 

も、 その 赛を 生かして S かぬ か、 さきの男を：^！：訴するか、 直ぐ いづれ かの 段 を 講じた だら う。 たと 

へ 川柳の 所謂 『知らぬ は 亭主ば かりなり』 であった としても、 相手の 男の 方の が の 何とか 途っヒ 

けぶりで それ を 感づかない では ゐ なから う、 そして 感づけば、 度 接に その 男に 對 しても、 また その リ 

が 不倫 の 關係を ん でる 女 の 亭主 へ 向つ て も -11 たと へ 燒き 持ちから にした と こ ろ で 11 ！？ま を 巾し 

込まない では mEl くまい。 

無論、 自分の 妻 はそんな 不倫 を 夢にもで きまい し、 士ロ 岡の.！ 君 だッて もさう 馬 ぷな 女ではなかった 

Ji.iI だと 思 ひながら も、 日に 少く とも 一 二 皮 や 三度 はこの 疑 t マ わが 自分 自 ：％ のことの やうに 心配され， ない 

では ゐ なかった。 つまり、 吉 岡の 死後に 於け る 名譽を こちら は少 くと も .0 分に だけで も恢 一？^ してやら 

う と 云 ふ 叙 切 心 からであった。 

そのうちに S も 休暇 も 過ぎて しまった。 そして 秋に なっても、 日曜 s に は はぜ 釣り を 忘れないで、 

その 用意が 容 でで きた 暨 めし 後の ことであった。 吉岡 未亡人が その 總^ むすめの 文 子 を つれて 久し 

振リに 訪問して 來た。 

『丁度い いところ へ 来て L 犬れ た —— あなたに マ Mst かう、 聽か うと 思った ことがある のです。』 

『何 を？』 
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『  』 與^：！！^には、 吉！： 夫人 は 無 邪 氣に兑 えたが、 鈴 子が よせと 云 ふやうな IC つき をした ので * 

, ,  ひか 

その 場 は先づ さし 控 へて、 『ま ァ、 それ は あとで 話す が、 ね。』 

『お 顔が 暫 らく  1:^ ない うちにお 黑 くな つてる こと！』 

『そり ゃァ これ だよ』 と 云って、 は 紙に 卷 いた 釣り 絲 とうこんの 袋に 疊み 入れた 釣り竿と が、 $ 

. * はな 

の に §15! きッ 放しに されて るの を さし 示め した。 

r 矢ッ 張り、 りに お行きです か？』 

『いや、 け ふ は あなたが 久し振りに 來 たの だから、 やめて しても いい。』 

『ま ァ、 け ふ はゅッ くりして いら ッ しゃい』 と、 鈴 子 も 夫人に 告げた。 

夫人の つれて^た 娘の 文 子が 道 子の ゐる 茶の ii の 方へ 行って る 問に、 K や はこ ッ そり 夫人に 聽 いて：： ル 

たと ころに よると、 S 分らの I ケ年 以上 も 段々 と氣 になって 來 たこと ごとが 始ど 资 際の 蔡實 であるに 

ふ 9 ん  せ »  "よ う 

かれた。 その 不倫な 典さん と 一： ム ふの も、 有名な 或資纖 家の 娘で、 女子大 擧を 出て、 矢ッ 張り 政商と 

云 はれる 種類の 贄業 〔糸に かたづい てる、 可な りし ッ かり 者の 評 1: ある 婦人で ある ことが 分った。 

U  』 0 分は餘 りの 公愤に 動かされて、 『なんで また あなた は默 つて ゐ たの だ —— 告訴 を すれば い 

いぢ ゃァ ないか？』 

『わたし は、 もう 諦めて ゐ ましたの』 と、 夫人 は 半ばし めッ ぼい 然し 賴母 しく もない 調子で 答へ た。 


『何と 云った ッて， だけ 張り合 ひの ない 人でした から、 ね、 .^^t の S めに は ヒ選 ばすな 

ど 云って 却ゥ て、 こ ッちを 少し 燒 くの はよ せなん て め るんで す もの。』 

『3? れ たもの だ！ そんな 手段が 旣 によくなかった 上に、 さう 云 ふ 場合の 燒き 持ち は 女の 横 利で はない 

か？』 

1^ として は 自分の 思 ひも 寄らぬ 世界が 俄かに 自分に 開ら けたので あった。 かかる ことに も 無自覺 に 

g め を 云って ゐられ る やうに なった 邶蘇敎 をん な 11 相當の 高等 敎； きも 地位 も ありながら 人に 通す る 

あくらつ 

やうな？^ k の 婦人 11 そんな もの ども を 表 S だけで も 無事に 內證で 支配す る ほどの 惡辣な 腕が あった 

0 II 0 而も それが 自分の 手近に 開ら けて ゐた 世界 だ！ ほ 分らと 元は 共通であった 吉 岡ら の 信仰 も、 

く當 てに ならぬ ものであった。 女の 敎官 など も、 自分が 信じて ゐる ほどに は 役に立つ もので はな か 

つた。 それ を 知らす に 通した とあって は、 もラ， s< 力ら の —— と 云 ふよりも、 自分 一個の  不^と 

？ 1! 熟と が 反，？？ せられて、 自分 は 四十の 坂 を 越えて まで も、 今まで 人生に 何 をう かくして ゐ たか 分ら 

なくなって しまった。 

あし- - くめ ん 

鎮 はこ こに 初めて 人生の 晤黑 面に 自分の 目 を 呼び さまされた 氣 がした。 そして、 もう 人の ことな ど 

はどうで もよ し、 自分自身の 情けな さと、 自分の 11 の やうな 周 園のお そろし さとに つくづく 襲 ひ 打た 

れて しまった！ 
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ふん" S 

『さう^ 慨 して 下さる の はわた しに 取って は 今でも ありがたい ことです けれども』 と、 夫人 は 云つ 

た、 『本人が 死んで て は • もう、 11 』 

『  』 然し^3分ではその本人の有るなしには關係しなかった。 そんな 無 ^：: お、 不& -ig の 世界に 住 

ん でた 叙の 娘 だと m わ ふと、 自分の 娘と 同年に 生まれた 文 子 を 兄ても 愤慨 され る と共に 氣の 毒で あ つ 

た。 

ぢょ 

丁度. 今. かの 女 はう ちの 逬子 と共に 核が は を 庭へ 下りた。 篇は不 道德き はまる その 父親の 子な ど 

と. en 分の 大切な 娘 を 遊ばせた くもない と 云ふ氣 がさき に 立った。 が、 それ を 心で 押し 靜め ながら、 二 

人の #w い 子どもが 何も 知らないで 仲よ くして ゐ るの を ながめる と、 昔、 その il 同士の i4 しかった の 

ことが. 分の 記憶に ありく との ぼった。 そして その 時の 潔白で 盛んな 精神な り 感情な りが、 娘 ども 

にそッ くり 遣^した やうに m 心 はれた。 年に したと ころが、 鎮 等の 親 同士が おないどし であ つた やう 

に、 等 も 亦お ないどし だ。 物質的 生理的な ことに 遣 俾が證 明され る 以上、 人 の 精神 だッて し 

ない と は. S に 一： ム へなかった。 

庭に は、 もみ ぢゃ椎 の 樹立ち を 背景に して、 .1 自身の^ら せた 小さい 築き 山が ある。 そして 築き 山 

のこな たに は 細長い 池が あって、 その 左り \于 から 山への ぼる 小ぐ ちのと ころに 石燈 籠が 立って ゐる。 

そ の あたり を こ ちらから ^める と、 池 を； g て て、 八 ス 获 の ッ まり _.co き て trr- 僚と 共 こ まついで こ 


京都から 取り寄せた ところの 垂れ 狭 だが、 赤くて 而も どことなく 寂び の ある 花が 盛んに^いて ゐる。 

けれども、 奇歷 とか 優美で あると か 云 ふこと に 於いて は •  11 如何に：. K 然の 花で も 11 若い 發育ざ 

くわつ き 

かりの： S どもに は、 とても、 及ぶ もので ない。 俊し みの 上に、 ぁッ たかみが ある。 活氣が ある。 血に 

ね つ 

燃えよう とする その 熱 を 握る 手が あ. ss、 足が あ リ、 からだが ある。 決してた だで は 育たない ので あ 

る。 それ を 折^ ここまで 育て 上 ゆながら、 人に 吳れて やる の は 惜しかった。 

^vして渠は暫しゎれを忘れて自分の娘の姿に：：3^^れて、 一般の Ef^ がー の 女を兑 る やうな 目で、 そ 

れ となく 文 子と 比較して ゐ ると、 文 子もう ちのに 食け す 劣らす 發 ilH のい いのが 妬ましかった。 そして 

俄かに また 叙と しての 氣 持ちに 立ち返った 時には、 後家に 育てられる 娘と 雨 叙の 揃ってる 娘と に 多少 

でも 相違の H ル えな いのは ノ 自分ら の 落ち度 を證 明す る もの だと 思 はれた。 

ところが、 その 获 の 垂れ 繁り の 後ろ へ 等 の 共に よく 發 したから だ のし も 半， が 消 え て 行く の を 

じっさい てま 

じッ とこ ちらから ii めて ゐ ると、 自分の ゃッと S 際 的に さめた と 思 ふ 人生に 對 する 眼に は、 また 一 つ 

11  くべき 事實 が發 兌され た。 

ほかで もない が 11 さきに 立って 行った，： n 分の 道-子の 少し 左右に ゆれる やわらかな 尻の 恰好が あと 

なる 文 子の それに そッ くりであった。 それ は Q 分に 取って てて m はけない 大 jej 件で はない か？ 

『  』 ぶる くと： おは 思 はや 身ぶ る ひ をした。 そしてい きなり 立ち あがって、 昼んで ある 釣り竿 
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を 袋の まや. CI 分の 足に 踏まへ て 折ッぺ しょって しまった。 そして 附歸の 糸と 共に 庭へ 投げ 棄 てた。 そ 

れ から、 夫人に 向って、 立ちながら 何の 遠慮 もな く 、『底ぐ 歸 つて 貰 ひます』 と t 一^ 1^3 たが、 あまり 愛 

搦 がない と 思 ひ 返して、 『少し ！ 俄かに 一 I 用が できました から。』 

『どうしたと 云 ふので しょう、 ね、 あなた は —— 4, 4 に？』 鈴 子 は 夫人に すまない と 云 はぬ ばか. nv にお 

どお どした。 

『用が あるから、 あると 云 ふの だ』 と 叱りつ けて、 は隣窒 なる 自分の 害齋 へ引ッ 込んだ が、 その あ 

とに 夫人の 歸り 仕度の 挨拶が 聽 えて ゐた。 

『別に わたし は 失 禮 な こと も 中し ません し、 文 子 だ ッて藤 生さん のお 氣に さわる やうな こと は —— 』 

『なァ に、 何 かの I 湫 まぐれでしょう。 お客さんに 對し てこん な變な こと は 今まであった こと はない の 

です が、 ね』 などと， 鈴 子 は 入らない 愛 相 を 云って た。 

『  』 客が 歸 つてし まう まで、 葉 は 自分の 杭に 頗づぇ を 突いて 考へ 込みながら、 意外た ことに 狂 

ひ 出した 心 を 無理に 押し 靜 めて ゐた。 さう だ、 自分 も 容に對 して こんな 失禮な こと をした の は 生まれ 

は m し，. > 

て 初めて だと ふ 官^に なつてから は、 成るべく 友人 を 訪問し ない 方針 を 取って 來 たが、 向 ふから 

やって 一水た 容を無 愛 相に 突ッ 返した ことな ど はない。 まして {G 吏 以前に 於いて は、 恐らく 人並み 以上 

かい 个ラ てき 

に 放 的であった。 自分の^ 守に 男の 客が 來て ゐたッ て、 自分 は歸 宅して から それ を 心よ く 持て 爲し 


てゐ た。 論、 成るべく 燒き 持ち じみた こと はお 互 ひの 禁物であった。 

けれども、 それが 自分の 處 世上に 却って 直大な 落ち度で あつたの ぢゃァ ないか 知らん？ 

『あなた は變な 人です、 ね』 と、 鈴 子が そこへ やって 來て、 今の 餘 憤らし いもの を 漏らした 

『  』 鎖 は その 方へ ふり 向き もしないで、 わざとに も 机に 颇づぇ を 突いて ゐた。 そして 自分の 目 

のじ ッと 据わった その EI さきに は、 今日まで 可愛がって 自分が その 額 や 正面の 姿ば かり を兒た 娘の、 

後ろ姿が 兑 にくい 魔 の 忘れが たみの やうに 浮んで ゐた。 

これ は矢ッ 張り 見 遠 ひではなかった か？ また 思 ひ 遠 ひで は？ 曾て は， 宗敎家 になら うと 思って 神攀 

校へ 這 入って た 時代から、 忘れす に鍛ひ 上げた 自分の 理性が 今 も 失 はれて はゐ ない と 思 ひば こそ、 鎮 

は I It この 突然の 思 ひ 付きが 苦しかった。 

そして 鈴 子が 一 一度と 口を出さないで 行って しまったの を —— 或は、 利口な 女と して 早く もこ ちらの 

意中 を 感づいた からで あらう かと 考 へながら も. —— さ ッばリ 思 ひや. のない ことに 取れた。 

獨り でに いらくして 束た ので、 半ば はこの 寂しみ をい やすつ もりで、 

『おい、 道 子！： S 子』 と 叫んだ。 

とう  ん f 

『みッ ちゃん、 お父さんが お呼びで すよ』 と 云 ふ 鈴 子の 聲が、 この 鍵な りに 曲った 家の 一 番は づれな 

る臺 どころ の 方から 聽 えた。 
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『はい』 と 云 ふ 晴れ やかな 返 ¥ は玄關 の そとからで あった。 

、ひれう 

『  』 處 のお 友達と 立ち話 をで もして ゐた のか？ 不良少女 や 少年に たぶらかされ ないやう にと 

いふの が、 いつも 自分ら の； 十 を ilH てるお もな 心配の 一 つであった。 

かけ 込んだら しいの が * ばた くと 橡側を 云 はせ て やって 來た。 急いだ 爲 めか 姿勢の 正しくな いま 

ま • 

『御用です か？』 

『です か ぢゃァ ない！』 つい、 また こんな こと を 築 は 大きく 叱って 兑た。 

a]  ,  ぢょ 

『御用で ございま すか？』 かの 女 はこ ちらの 瞰ら むだ 目が 餘り にこ わかった のか、 こちら を も ぢもぢ 

しながら 兑て、 何 をお こって るの かと 云 はぬ ばかりであった。 立って 少し かがめて ゐた腰 を椽が はと 

C ュ との Si におろ し、 不斷と 遠って、 わざとら しく 手 をつ いた。  - 

『も ッと、 こッ ちへ 來 い！』 も矢ッ 張り 不斷 よりきつ い 調子に ならす に は ゐられ なかった。 坐 わつ 

てゐる C 分と して は 少し 横向きに かの 女の 方に 向いて ゐた。 

ぢょ 

『  』 かの 女の 口 を 結んで、 むッ とすね た 様子 は、 その 母が 時々 する のによ く 似て ゐる けれど 

も、 母との 1^ 似 は 少しも il: 題に ならなかった。 それが 圆 みのある 腰 をに じらせながら 疊の上 を 近づい 

て來 たが、 かの 文 子に さう させて 見たら、 矢ッ 張り 同じになる に 相 遠ない と £5 へた。 


『立って！1:|^0！』 

『  』 かの 女 はす ッ きり 立ち上って、 俄かに 泣き出し さうな 顏 をした が、 それ をち ょッ とに が 笑 

t  じ やうめ，^ む 

ひで 取 OS とめた 0 そして 厲ッ 正面向きで、 愛 相 もこ そも盡 きる やうに まじめ 腐って、 兩 手の S きど こ 

ろに 困って た" 

『  』 馬鹿！ 體操 をさせる のお ゃァ ない ぞと 云って やりたかった。 が、 初めて 斯う、 .21 分の 子 を 

女と して 眞ッ E の 前に 見た ので ある。 ^しこれが 他人の 娘で あったら —— そして どうせ 不良少女の や 

一  ざん こく 

うに 終 はって しまう にき まって る ものなら I— ？蕖の 胸が 慘 酷な 氣 持ちで とどろい たの は 無論 ほんの 

ち. S ちゃく 

jg^ であって、 その B 間 後 は矢ッ 張り 血 を 分けて やった ものの 愛着で あつたが、 どうしても 首 葉の 

表面に はいつ も 通りの 優しい 聲を 出す ことができなかった。 源氏 模様の ゆかた 姿 を 相 變らす にらむ や 

うにして、 ただ 早くち に 新う 命令した ので ある、 『後ろ を 向いて 見ろ！』 

『  』 素直に 云 はれた 通りに したが" 向 ふ 向きになる 時に かの 女の や はら かにう ねらせた 腰の あ 

きょくせ。 

たりに は、 また さきの 文 子が 兑 せた とそ ッ くり 同じ 曲線が 出た ばかりではなかった。 一 歷 驚いた こと 

に は、 自分の 記 憶に 殘る吉 岡の 後ろ姿が そッ くり 遣傳 となって 現 はれて ゐ るので あった。 

ふしぜん 

『もう、 いいから 行け』 と • 渠が 怒リの 命令 を發 したの は、 渠 自身に は 少しも 不自然でなかった。 

『；……』 こちら を ふり 向き もしないで、 道 子 は その 兩手を その 顔に 押し 當 てて， ばた/ \ と 逃げて 
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行った。 |£ぶ はさながら かの 女と 云 ふ 自分の 戀人 がいつ のまに か あだし 男 を 称ら へて、 子 を 生んで た Q 

を發 兌した かの やうに、 かの 女 を 憎まし かった。 

恩給 华 限と 殆ど 同期 間に 渡って、 否。 もッと 古く は 初めて 耶蘇 敎の 所謂 福音に 接して からこ のか 

/f- ラ きん 

た、 人 叫と して 全く 封 じて 來た ところの^ ひ 言葉が、 渠 自分の 感情の 上に その 封禁を 破らない では ゐ 

なか つ た。 畜生  淫婦  姦通  僞善！ これ をお ろかに も氣が 付かな い で來た 自分！ な い 

がしろ にされ た 自分！ 自分ら が 親友と して 叮 重に 葬って やった かの 吉岡 は、 あの 墓石の したから 今で 

も を 出して 笑って るの だら う！ 馬^と は實に 自分の 名 か？ それにしても、 自分の この ふつつかに 付 

け 込んで 自分 を これまで 一 曆 Hi- 鹿に して ゐ たも のらが、 妬ましい！ 恨めしい！ 

こちら は 少しも 洒を飮 まし もしない のに、 どこかで 飲んで やって 來て、 吉 岡 が へたくそな カツ ボレ 

を^って 自分ら を 笑 はせ た ことがある。 まだお 互に も厶厶 新聞に ゐた 頃の こと だが、 — その 時の を 

かしな 腰つ きを 今でも 忘れて はねない ので ある。 

『新う 云 ふ 風に しないと、 踊りの 優しい 曲線美 は 出ない の だ』 と 云って、 その 時、 あとで また 變 てこ 

な 手つき、 足つ きをして 見せた が、 自分ら に は その 手 あしよりも 腰つ きが またお かしかった。 ところ 

が、 それが rtw 分の 娘の 腰つ きに そッ くりであった。 

は 自分で も じられ た 程に いやな 顔に しがんで、 兩 手で 自分の 胸 を 打ち、 自分の 互 ひの 手 を さい 


なんで 見た。 が、 それでも 足りない ので、 机に っッ 伏して、 左り に 分けた チック 付きの 髮の 毛き 兩乎 

でかき むしって ゐた。 そして 賈 薬に 出して、 

『この 11^1 鹿！ この 馬鹿』 と、 自分の あたま を投 ぐって ゐた。 

そこへ 鈴 子が 潘 れた手 をした まま 飛んで 來た。 

『一 體、 どうした のです、 ね、 あなた は？ 道 子が 恥 かしかった と 云って 泣いて る ぢゃァ ありません 

か？』 

ぢょ 

『  』 はかの 女が この 窒に這 入り もしないで 橡が はに 突ッ 立って るの を じろ リと兒 たが、 それ 

ッ 切り 顔 を そむけて また 机に 向った。 そして かの 女が 相 變らす こちら を- fl^ にして ゐる、 な、 と 思つ 

ちぐ わい tjt;; ナん 

た。 如何に その 親戚が^ 人ば かりだと 意 張って たッ て、 女の 不義 は 決して^ 外 § ではなかった。 

『吉 岡の 奥さんに は 失 禮 な こと をお ッ しゃる し』 と、 かの 女 はと ぼけて ゐ るの だら. つか？ それとも、 

\ むざい  まね 

全く 無 だら うか？ 『道 子に は 何だか 詰らない 眞似 をお させな さるし、 あなた はけ ふ は 餘ッぽ ど どう 

かして ィ ますよ。』 

『  』 無論、 どうかして ゐ るので あった。 然し それ はお 前の 爲 めだと は、 如何に 何でも， まだ 明 

言す る だけに まとまって ゐ なかった。 

『少し これから 御注意な すって 下さいよ』 と 云って、 鈴 子 は 行って しまった。 

午後 二 時半  1 九 五 
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『  』 さう だ！ 注意が 必要 だ。 和 乎 は 死んだ ッて、 一 度あった こと は、 また 別な 折 さ へ あらば 

1 ^現しが ちで あるから。 

へう さつ 

、おは 『藤 生 俄 作』 と 云 ふ 分の 表札 を 取りお ろした くな つた。 有名な 釣り 逍樂の 速 中た る こと も 忘 

れ たかった。 家に ゐた iH ら なくなって、 ふらりと そとへ 出た ので あるが、 日ごろ 手 惯れた 自分の、 g 具、 

を 持って ゐな いと、 どこ へ 行く と； K ふ あて もなかった。 自分が 家 を 構 へ た 時には まだき 船 1? の おもかげ 

が 多少 Sf つてた あたり 11 今では俗惡な？：^^家ばかりが多くなった小街道 11 を 歩いて 行きながら、 

今少し 經 つた 頃の 秋の くぬぎ 林の 中 をた びく jji: 岡と I 一人して 践 肺した こと も あるの が 思 ひ 出され 

た。 乾 反り 紫が 樹 かげに 落ち もって ゐて かさ； U そと 昔 を 立てる その 中 を 巡んで 行って、 熊^の 2^ に 

ぶっかつ てび ッ くりした ッ けが、 — さう だ、 さすが は 有名な ひろ 野の 趣きが あると り 合った。 そ 

して、 

『他日 若し 金が できて 家 を 建てるなら、 こんな ほとりが いい、 ね』 と 云った 吉 岡の 詩的 理想 を IS 鄉し 

て、 n 分 は先づ この 代々 木に：^ まひ を挤ら へたので あった。 

が、 今や .G 分 は それ を さへ 悔いられた。 自分が 資 際に 得意がって 渠 にも 誇リ 示め した、 新ら しい 家 

や 家庭が その そ も くに 於いて g 木に 機され てゐ たの を、 この 十五 年 以上 も氣 付かなかった ので ある！ 

C 分 は 私 かに この こと を 忍 ひ 詰める と、 自分の踏んでる大地の底から自分のぉろかしぃ耻辱と復髒、.^ 


とがし み 出して 來る やうに 感じられた。 

いつのまにか 明 仏. E 神 か 2 ぞ との 林 を 過ぎて、 低い 田 ン圃を さし 挾んで 向 ふの に對す る 高み へ 出て 

ゐ たの だが、 —— こちが はの 高い 樹立ち がま ばらであって、 その 樹々 の 葉 も 落ち かけて ゐ るのに 反し 

て、 向 ふの 初 臺は晤 く 見える ほど 葉の 翁った 常 盤 木 か 何 かが 立て込んで、 澄み渡った {4! に 向って 出入 

りの 多い 高び くの 角立った 屏風に 園 まれて る やう だ。 

玉 川の 釣りに まぎれて この S を 一 度 もこ こ へやって 米なかった うちに、 あたりの くさ 木 も、 向 ふの 

西洋 靈 になり さうな 森 や、 その 問に ぼつく 見える 建て 物 やの 眺め も、 去年 见 たのと 同様の 秋げ しき 

になって ゐ たけれ ども • これに { ^ふ 自分の 心 は、 もう、 全く 去年の ものではなかった。 

自分が 今 目 を 遠く 放って 森の 問に 家极 だけ を 見る その 二三 軒の 家々 の 一 つに は、 自分の 同鄕 人で s 

分の かねが ね^かに 尊敬す る 或 名士が ゐ るの だが、 11 その 懐かしい 森 や 家 も. また 自分の 目の した 

こ  ねな ば  ！ 

なる^が ね稻 葉に 黄ばんで る 田 ン圃づ らも * またく 自分の 足 もとに 伏す あか^ま じりの 雜 も- S 

いちやう にこの 自分 を兑 放し てゐ た。 

さう だ！ 吉 岡の 外に は、 友人 を も 避けて 來た 自分 は その 報いで 今や 獨り ぼッ ちで ある。 自分 は そし 

て 妻に も 娘に も K は 兒 放されて たの だと 云 ふ 心持ちに なって ゐた。 

ぺ  二  ^  / 

しぼり 縮緬の 兵 兒帶の あ ひだから 時計 を 出して 見る と、 —— これに も 自分 を 狂 はせ る 原因なる 腰と 

午後 二  ^半  一九 七 
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いふ ものが 聯想され たが、 . 一 丁度、 午後 二 時半であった。 ふと 氣が 付いた ことに は、 自分 は 今の こ" 

の 刻よりも すッ とう すら-おしく、 すッ と手顿 りな さがい や して ゐた、 やがて 自分自身の ゆ ふぐれ 

たまし ひ 

になる と、 s 分と 云 ふ 獨 りぼッ ちの 魂 は それと 共に 眞ッ くらな ところ へ 消えて しま ひさつであった。 

分 をへ ひとめる 力が 欲しかった。 自分 を この やうに 失望、 落膽 せしめた その 极本 の事賀 を搜 みた 

かった。 その-おめに、 自分の 苦しい、 そして 情けない 胸で は、 

『やく 確かな 諮據を 11 確かな』 と 叫んで ゐた。 家に 歸 ると 底ぐ * 渠は容 問 の 押し入れ を そッと 明け 

しょ 

て、 多くの 寫3は； 帳から 逬 子の 獨り寫 し を 一 っこッ そり 拔き 取って、 自分の 甞齋 へ引ッ 込んで しまった。 

、や L ぎ 

娘が その 母親に 似て ゐ るの は 何も 不思議がない の だが 11 .0 分で は 娘が 自分に も 少し 似た ところの 

あるの を どうかして 發は おしたかった。 さう すれば、 問 S3 は 何もな くなら う。 さう だ、 そして ^nl 分の こ 

の 苦しみ も I 

,门 分 は 娘の {:313m と 乎 かがみに 寫 る.：：： 分の 顔と を 頻りに 比べて 見た ので ある。 

げんし や.， N 

『おれが 今、 ^：^：ぃ色をして兩方のまなこが常になく引き釣ってゐるのは， この 臨時の 爲 めの 現象で あ 

ると して 見ても、 九州 人の 特色 は爭 はれない もので、 11 斯う』 と鎮は 云って、 自分の 兩 方の 顿 ぼね 

が出ッ.^ってゐるところから下が^5:|にとがって行ってるそのぁごだけを右の手で押さへ て、 のま ま 

を 左り の 乎なる かがみに {3! して 兑 ながら、 『斯う 仕切って 見る と、 丁度、 おれの 顔 は 鈴 子が せてから か 


つて 云った やうな 爲ッ ral^ な 豆 .Ms 感じ を與 へる。 けれども、 道 子 は 上品な 瓜 ざね. かほ だ。』 

^  せう. jj.- よく 匸 や) 

どう^ § して r= ^て も、 自分に 似た ところ はけぶ りに もなかった。 この 點 が 11 消極的に だが —— 必 

らす I つの 1； ほ 明になる と 思へ た。 が、 ，nl: 分 はも ッと 多くの SS ほ據を 得た くな つた。 そして 口が と ッぷり 

て からも い ろく に*^ へ 通し て ゐ た。 

それからと 云 ふ もの、 は 役所に ゐて も、 わが に 在っても、 俄かに ほ 分の 性格が すッ かり 鍵った 

やう ふさぎ込む 人 ^ であった。 何 をしても 11 何 を：^ て も -! 少し だッて 面白くなかった。 そして 僅 

かのこと にも 妻の 横ッ つら を投 ぐったり、 娘 を ひどく 叱り付け たりした。 こんな こと は 全く、 渠の I 家 

娱には 最近の ことで しかなかった。 

しんる ゐ 

『そんなに わたし 達に 何か惡 いこと がご ざいますなら、 親類な り 兄 n ゆなり にさう ぉッ しゃって すつ 

て もよう ございます』 と、 鈴 子 は 度々 怒りながら も訴 へる やうに なった。 そして それ を 相手に しな か 

つたら、 かの?^ の 依頼で だら う、 一度 はかの 女の 姉の 亭主が、 また 一度 はかの 女の 妹の が、 その 爲め 

にやって 來た。 

『なァ に、 病氣 てす よ』 と、 狭"； し 築 は 何げ なく 笑って 見せな どした。 『わたくし も赏 際に 自分で は を か 

しゃう 

しいと 思って ます。 また 鈴 子な どに も 氣の毒 だと は考 へて ゐ ます。 が、 これ は 男子の ヒス テリ 性と で 

も 云 ふので しょうか？』 

午後 二 時半  .  1 九九 


泡 鳴 K5fi 第六卷  二  ◦。 

鬼に 巧 相當の 證據を 鎮める まで は、 うかくと はしゃ ベリ 53 せない 問題であった。 ところが、 ， 

曰、 役所から うんと 疲れて 歸 宅した 時、 を 玄關に 出で 迎 へた 道 子の 顔に、 その 母ま灣 との 颜が； W. 

りんく わく  IciT- 

方 の 輪-: S を 直な り 合 は せて ゐ るの を！：^ た。 

『お 歸ん なさい まし』 と 云って、 道 子が 手 を 突いて 下に 向いた 顔 は 鈴 子のに そッ くりの やうで あつ 

が、 le び 顔 を 上げた 時には 吉 岡の 死にが ほであった。 

『  」 S は先づ ぎよ ッ として、 ぬぎ かけた 赤靴の 足 を 引いて 突ッ 立った。 死人の 幽靈 がかの 女の 

後ろに ついて るの ぢゃァ ないかと 忍った からで ある。 が、 g: ぴ 見直した 時には、 それ は Ifll として PT 

えて ゐた。 けれども， 

『お父さん、 これが — 』 と 云って、 贺 寸に卞 氷た 手紙 を 一 つ il へ 持って来た 時には、 また、 かの 女 

の 腰つ きば かりで なく、 その 顔まで がはッ き. GS と吉 岡の おもかげ になって ゐた。 

『これ だ、 これ だ！』 渠は 悔し まぎれに 小踊り をす るので あった。 そして その 翌日から 翌々 日になる 

と、 もり、 道 子の 顔の 瓜 ざね の やうな 輪廓に 吉 岡の、 千と して は 優し 過ぎる ほど ふッ くらし， zv= 水" の 

而も m に は 不^、 人 を： Jit 鹿に したやうな ところが ある、 その 顔つき を も 確かに 認める ことができる や 

うにな つて ゐた。 

きく. C 1 

1 體 そ A な機會 力.： S 分の 鈴 子に いつあった のお？ 十七 ケ年 前と 云へば、 自分ら の 結婚した 年で あ， 


つた。 かの 女 はま だ 無 邪氣で 而も 熱心に. 0 分ば かり を 思 つて ゐた。 

『あんな 誓 生ッ ぼに s 分の 大切な！ g はやれない』 と：}^はれたので、 かの女は不斷^^のまま、皮ぉそく、 

あの 目黑 からの 暗い 寂しい 道 を- 獨リで 自分の 下宿へ 逃げて 來た。 それから ^3 分 はかの 女の 家へ 英語 

を敎 へに 行く こと を やめた。 そして かの 女が 1 旦向 ふへ 引き取られた 時には、 もう、 ぎ婚の川伃^^チ 

る爲 めであった。 

『わたし、 嬉しい、 わ！』 

『僕 だッ て、 さ』 と 云って、 熱い 接吻 をして やった ッけ。  . 

その 前後に かの 女は吉 岡に 紹介され てゐ たが、 —— 子が できる ほど 親しんだ とすれば、 少く とも • 

こちらに 於いて 新ら しく 持った あの tst 仓の家 を 明けた 夜がなければ ならぬ。 道 子の 年 » を 今から 十六 

年 九 ヶ月 を さか 登って 行って、 それに 十 ヶ月 を 加へ て 見る と * 自分が 二十 六 歳の ^だ。 さう だ。 あの 

時なら 一 皮 止む を 得ない i$ 件で 十 口ば かり 國へ歸 つた ことがある。 さう だ、 さう だ！ その 時の 切 守 宅. 

さラ ざう 

に 於け る樣子 をい ろ/ \に 想像して 見て、 今更ら の やうに 自分の 胸が？^ マえ くり 返った。 

が、 —— 1 度で も 男 を 知った 女 は みんな そんなにまで 寂しがって、 而も その あと を さ ッばリ 押しぬ 

ぢょ 

ぐって ゐられ る もの だら うか？ いや、 これ はたち だ。 育ち だ。 かの 女ら は 女中に 手 をつ けた 11 居お や 

ぢ (今 は 死んで しまったが) の 娘 どもであった ぢゃァ ないか？ 

午後 二 時半  11〇1 


i$  ^六卷  110 二 

さう だ —— 自分 だッ て、 ゾラの 小説ぐ らゐ は讀ん でる。 そして その I つで 見る と、 女優との 關 係な 

な らく 

ど は —— 若し みだらな ものなら —— どんな にで も 付く。  合 ひに でも • 奈良 とかに も、 はたまた， 

たと へば- ：11 分の 午後 一 一時 半に でも だ。  、 

りよ-つ 

斯うなる と、 £ 水 は 自分の S を 器量よ しだと m 心って る だけ、 それが ます/ \. 淫婦に 見えて、 それだけ 

ザ- ぜんしゃ 

隨 落した 女優 も 同様に さげすまれた。 そして、 もう、 偽善者と か 不義 ものと かぐ づく考 へて る狀態 

を，： in 分の つき 詰めた 心 は乘り 越えて ゐた。 

或 日、 晚 めしが すむ と 直ぐ、 握 は 自分の 家族に は 何も 云 ひ iid かないで そとへ 出た。 そして 代々 木 停 

^.場附近で！=^-て置ぃた廣吿ばしらに齊ぃてぁるその一,^{2地にょって或辯謹士を尋ねて行った。 

ひみつ  •  ► 

幸 ひに お宅で あると 云 ふので、 ちょッと秘密なー瑪件で面會したぃと巾し、.：^;んだ。 すると、 その 家ぢ 

rw しま 

うで 一 ^奥の 坐 敷ら しいと ころに 案 ：2： して 吳れ た。 が、 小い 狭い 家で あるので、 自分 はま だ 安心す る 

ことができなかった。 で、 

『すみませんが、 ちょ ッ とっき 合って は 貰へ ますまい か』 と 云って、 そとへ つれ 出してから、 『どうで 

しょう、 どこか この 邊 にち ょッ とした 料理屋 か 何 かご ざいますまい か？』 

『さ ァ』 と、 護士は 踏みと まった。 『ない こと は ございま せんが、 —— どうす るので す？』 

『その 家 全體を |2 らくの あ ひだ 货 し 切りに させたい のです。 秘密の 相談です から。』  


『そり ゃァ 恐らくで きますまい、 な。 たと へ 大きな 一室 は £s り 切れる としても、 その  >ズ ぎの 室に は 矢 

ッ張. り^が ありましょう。』 

『  』 自分 はこの 答へ を こちらに 思 ひやり のない ：！^:: へだと 受け取った。 渠を つれ 出した ものの、 

これで は 途方に れ るので あった。 止む を 得す 別な 3 《案に して、 『ぢ ゃァ、 恐れ入り ますが、 わたしの 

家まで 來て 戴けますまい か？』 

とうく 分のと ころへ 辯 護士を 來て賀 つた。 そして 喾齋に 引き入れて、 次ぎの との 合 ひの 

か ぞく 

ふすま を 明け 放し、 家族 を I ^そこに 寢てゐ る 小さい 子供まで も 11 遠ざけて、 成るべく &ぃ聲 で. a 

分の 疑問と 苦しみと をう ち 明けた。 そして、 最後に、 

『何とかした 方法で， うまく 娘 を し、 『同 時に 妻 を 離別す る こと はでき ますまい か』 と 相談した。 

『ちょ ッ と六ケ しい 問題です が 11 』 

『  』 自分 は そ の IS が 高 いと 云 ふこと を 目つ きと 手つきと でして 兒 せた。 

『ま ァ、 よく 研究して：：： ル ましょう。』 

含ん ち I- う 

『それで は、 どうか 頼みます から』 と 云って、 その 夜 は 別れた。 自分 は 渠に手 親らん ばかりの 緊張 を 

おぼえて ゐ たの だが、 それが 爲 めに 却って 何となく ぁッ けなかった。 そして 心の奥に ばかり、 窭ゃ娘 

ぎゃくし ふ 

に對 する さげすみと 情し みとが 逆襲の 合ひ圖 なる のろしと なって 燃えて ゐた。 

午後 II  半  二 〇 三 
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その 翌晚、 役所の；^ け を 待ち かねて また 立ち寄って a ると、 辯護士 はま だ 調べに かかって ゐ ない と， 

】ーム つたので、 ぉ禮 はいくら でもす るから n 十く. 賴 むと 云 ひ 匿いた。 

すると， その，？ 久 ぎの 晚には 向 ふから 尋ねて 來た。 そして、 これ は 11 或 先 B に II いて E ると、 -I . 

『£^に法@上の問题ではなぃゃぅで 11 寧ろ 法醫舉 ゃ精祌 ん翳舉 あたりの 問題 ださう です』 との 報せ で 

であった。 

『…， ：.：• 』 は 自分の 顔に 耻づ かしみ の 色が、 ぱッ と、 ひどく 現 はれた やうに 思った。 で、 .0 分の 

成 厳 を ：忡 ぴ 取り返す つもりで、 『うん、 或は さう でしょう』 と ぞんざいに 答へ た。 が、 それに も 拘らゃ 

くも 

ほ 分の：：： ルに くい うちかぶと を 1:^ すかされた 氣 がして、 こんな 時の たる どもり を 丸出しに しながら、 

『そ、 さう です、 じ •  は、 —— わたくし も ！ そ、 さう 考 へないでも なかった のです。』 

握 はこれ が爲 めに 却って 辯護士 と，： n 分との 問に よそくし い 遠慮と 隔てと が 除かれた やうで も あつ > 

た。  . 

『なほ わたくし も g 究して 兄ましょう が』 と、 辯 護士が 云った のに 對 して、 

『どうか 紐み ます。 11 然し、 この仲は飽くまで秘密を！；^しますから』 と、 自分 は 念 を 1: して 向 ふの 

骨折り を まじめに 感謝した。 そして 向 ふが iS 任 を 感じて わざく： S つて 來て „4< れた變 態生现 ffl を 心 を 

落ち 付けて fS んで见 る ことにした。 


けれども- また 1^ 水 は獨リ になる と、 この あながち 自分の 病的から 起る Jpl^^J^ 

た。 秋 その も. のよりも 以上に、 .0 分の ますく 澄み切って 束る！；. 性のう へに、 自分の そして 同.？ にか 

の 女の 午後 二 時半が、 はッ きりと その 輪廓 を 直ね 合 ふので あった。 そして 變態 生理 書の ぽ i など は、 

とても 自分の 慰.： M や 安心に はならなかった。 

『わたくし 達に 若し 落ち度が ございますなら、 どうぞうち 明けて 下さい』 と 云って、 鈴 子まで が この 

頃で は氣違 ひの やうに 熱心に なって、 自 分に 泣き付く ので ある。 かの！？ は 花の^り 1 犬き の やうに そり 

.ねク れつ 

昔の き ：；^^ さ を 恢復して 來 たの だが、 それが 少しも こちらの 心 を 和ら ゆな.^ で、 却ってます く かの 女 

の 昔の 身 もち を 疑 はしめ た。 

『淫婦！ 午後 二  g 半！』 と 云 ふ 侮蔑の 別名 を 私 かに iss かの 女に つける やうに なって ゐた。 が、 き 

付 力れ れば つかれる ほど、 自分 はお もて 向きに は 卑怯に なって、 ただ 强 情な 心の奥に 於いての み、 

の 女に 對 する 惜しみと 自分の 失望と がいや 墦 して 行った。 

死んだ ものに は 諦め も 付かう。 然し、 現に 生きて る もの 同士が 俄かに 新う して 向 ひ 合って ゐる 

の は、 死よりも 苦しかった。  • 

が、 11 されば とて、 この 膝 生 作が 死んで 行く その 行く さきまで も、 自分で はこの かまが がっき さ 

うで はない の である。  ——( 大正 七 年 九月)— 

午後】 I 時半  . 二 〇 五 
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はん！』 

はん！』 

減に 起きな はったら、 どうです？ もう 十二時 やで。』 

』 矢ッ 張り、 返事はなかった。 

ふて 寢 をして ゐ るの だと は 分って ゐて も， あまりの ことに 吉次郞 は 母 を 次ぎの 茶の Si から 呼 

见 たので ある。 渠 自身 は 茶の 問に ゐて、 不愉快ながら も- 妹 二人と 共に、 朝から 多くの 貝 ぼ 

ないしぶ くし ごと 

のばね と を秤リ にかけ て、 一人 I 日の 內職 仕事に 十分な だけにして、 それ を 別々 な 古新聞 紙 

けて ゐた。 そして そとから 仕事ので き 上った のと 取り 換 へに^る 女 や 子供に それぞれ、 それ 

て歸 して ゐた。 


『高尙 なる 內 ® が t ます』 と 云 ふ 看 t を 出して、 これ さへ やって ゐれ ば- If  IH^D 

では 立？ 行く ので ある。 が、 母 は 少しも それ を 喜ん I れ ない の だ。 tlos^^H 

て、 さ <  力- 

『お前ら の やうな やくざ も？ 子に 持った おか ァ はん は 乞食より 不仕合 I』 など 

こと を 云 はれる と、 子どもの 方で も少 からすが ま を 持たない では ゐられ なかった。 そんな 

『おか ァ はん は、 な』 と、 きの ふ も、 母が i へ 行つ i 守の 時に 渠は 妹ら に 語った ので ある、 『おく 

さんの をらん やうに なった のが 寂しい のん や 寂しい 云 ふよりも、 燒 けて 燒 けて たまらん の やで。』， 

『さう か 知らん』 と、 下の 妹 もばね を 分けてる 手を やすめて、 いや ァに笑 ひながき ちら s,、。 

『僕 は 近 ごろ 確かに さう おもて 來 たんやが （I 。』 

四十 11 の 意 は li 黨ッ I ま マ』 う i は 1§ 

り 力よ 力った。 その ぼたんの めす、 をす をい じくつ 

J^、  ノ  レ Z て.^, 7 の を さへ 力 L さう にして、 ちょ ッ とさし 

接へ てし まった。 そして その 顔の 赤くな つたの を ごまかす 爲め にか、 

『どない しょう、 一方が 足り や へん やない か？』 

『どうして や、 そこに あるのに』 と 云って、 渠 はか あの 後ろな If 知らせた。 

『そや、 そや！ わたし、 忘れて ゐた』 と、 わざとら しい 高 笑 ひ をした。 

父の 出奔 後 

二 〇 九 
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『  』 gi5 に はまこと、 妹の やうす が、 どうしても それ を 忘れて ゐ たの だと は 受け取れなかった。 . 

およ 

鬼に 角、 そこへ 母は歸 つて 來た。 あのお めかし 屋と云 ふかげ 口 を 一 K はれて 來 たかの 女が、 この頃で 

は、 からすの 行水の やうに して 早く 湯 を あがって^ るので あった。 

それが 勝手口の 木戶を あけて 裘 庭に 這 入る が 早い か、 けん ある 聲で、 

あほ わら,, 

『また 詰ら ん こと 云うて 阿呆 笑 ひして る！』 

『  』 渠は その 方 をち ょッ とふり 向いた が  >  おも 長の けん どんな 顏の 額に 靑すぢ が 立って るの を 

見る Q もい やであった。 もとの り それに は 後ろ を 向けて、 『みな 灶事 をして ました』 と 答へ た。 そし 

て 妹 どもと 目 を 見合 はせ た 時には、 皆が 同時に 聲を 忍んで 吹き出した。 

『何が を かしい のん や？』 

『  』 M 水 は し いので 狭い 家 ぢぅを できるだけ 明け ッ 放しに してあった。 裏 どころ になって る 

ところ は衞 かに 三 昼 敷きば かりの 板の Si で、 そこに 半 間のう ち 流しが あって、 裏 どころ の そと 幅 を 半 

分 妨げて るので、 障子 を その 方に 立てよ せて あっても、 殘 りの 明き は 三尺 はばし かなかった。 そこ か 

ら かの？^ は あがって 來 ると、 板の Si を iil- にがた びし させながら、 流しの 前の かたかたに 瓦 断 かまど 

の据 ゑて ある その上の 棚へ、 持ち 歸. つたし やぼん 箱 を 置いた かと 思 ふと、 つかく と 茶の 問へ 這 八つ 

て來 て、 S, 水の 後ろ 横 乎へ ぺ たりと 坐 わった。 


『何が をし い の や？  云う て 御 蓖！』 

『  』 仕事に かこつけて、 誰れ も 返事 をす る ものはなかった。 

『何が を かし かったん や？  おかた、 また、 人の わる 口 云うて たんやろ？』 

『わる 口な ど 云うて やへ なんだ。 11 なァ、 っゥ ちゃん』 と、 うへの 妹 は 云って， したの 妹に 念 を 甲 

して 見せた。 

『さうよ。』 下の が まじめに なって 答へ た 。『別に わる 口 やない けれど、 おか ァ はんのお 湯が この 早う 

なった 云うて ました。』 

『そり や ほん まの こッ ちゃ』 と、 jg は 仕事の 手 を やめないで、 15 船 じた。 際に、 その 日に^ら す、 

それ は 兄妹 同士で 度々 語リ 合った ことで あるから。 遲 いのもた だ 顔の 磨き やお 化 独の 爲め になら まだ 

しも だが、 東京へ 來た 以上、 少し は：^ i すべき 大阪ー 1E#^ を 丸出しに して、 而も 誰れ かれの なく、 

ベ ちゃくち やん 湯の 中で しゃべり 合 ふの だから ッて、 妹 ども は 母と 一緒に 湯に 行く の を錄 つて ゐた。 

『早うても、 早うな うても、 わての 藤 乎 やない か？ それ を 何もお 前ら にかれ これ 云うて 赏 ひます ま 

V おかた、 早う 歸 つたら、 お前ら は 親の 惡 くち を 十分 云う てること がで けんさ かい、 な。』 

『何 を 云 ふ のん や、 おか ァ はん は』 と、 與は 少した しなめ. るつ もりであった。 が、 それが ますく か 

め 女の 心 を こん がら かせて しまった。 

父の 出奔 後  ニニ 


泡 鳴<8  £ ハ卷  二 1 二 

I  ぢょ 

『  』 かの 女 は 例の 如く 口から すべり 出す 一；； n 葉で 以 つて こちらの 仕事 や 互 ひに 張り合つ てる 氣持 

5  U  くだ ージ 

ちゃ を^ 魔す るので あった。 そして こんな こと も 云った、 『あのお 父さん は 碌でなしの 極 造 もんで あつ 

たけれ ど" うちにわ や はった 時 はお 前ら もお となし かった。 あの人が うちに をらん やうに なって か 

ら、 お前ら はわて を をな ごやお もて nil 鹿に しとる のん や。』 

『そんな ことありません が、 な！』 うへ の 妹 も 母に よく 似た 額 をし がめ て、 たしなめる やうに 云った。 

すると、 母 はまた 意地 く 出て、 その 口 まね をして、 

ち 5-- つ 

『ありません、 ございます —— ぉ暢 までが 生意氣 になって 來 ましてん！』 

『  』渠 に は、 まるでお 話に ならなかった。 母 は 小 ごと を 云 ふこと がなくなる と 兄妹が 努めてお 

>  M々 

ぼえ つつ ある 束 京 言 紫 をまで も 非難し 初める のが 常な ので、 つい、 自分 も 多少 瘤に さはらない では ゐ 

られ なかった。 『お父さんが 姿を隱 しゃ はったん も 尤も や、 おか ァ はん は あんまり 口 かすが おいい！』 

『さう だす』 と、 母 はすね てし まった。 『わて は 口 かすが おいい さかい、 お父さん にも 子 拱に も 見棄て 

られ ました！ どこへ でも^て て 貰 ひま ほ —— わての 行き どころ が ありま へん！』 

かう 云って、 寢 どこへ 這 入った 切リ、 母 はきの ふから け ふまで、 その 六疊の 客間 _ ^ら 出て來 ない の 

おさね 

である。 朝寢は © 曰の やうに なって ゐ たの だが、 十 一 一時にな つても まだ EE な いのはけ ふが 初めて だ。 

『うちが 片づ かんで 困る』 と、 妹 ども は 低い だが 聽 えても かま はぬ かりやう に 不平 を 語り合った。 


『よんべ もめし をた ベなん だの やさ かい、 股が すいたら d ぎと 獨 りで 出て 來まッ さ』 と、 は 妹 等に 

だけ ささやいた。 

ばつぐ わん 

多少 面白 牛 分に 母の こと を傍觀 して ゐ るの だけれ ども、 渠は 自分が 一 家の 生活 をし よはされ てゐる 

の だと 云 ふこと に ひ 及ぶ と、 詰らぬ やうな、 そして 苦しい やうな、 うちの ものに は fp.- こも lit- へる 

ことので きぬ^々 しい 氣 ぶんに ならない では ゐ なかった。 

父 は大阪 から m 京へ 波って 隨分審 闘した こと はした の だ。 それ を 思 ふと、 子供な がらに 父の 心が.^ 

氣味 よかった。 

大阪に 於いて、 うちの 代々 の 家業が 時代の ii. につれ て 衰微して 行った の は、 決して 父の 落ち度で 

はなかった。 この 卷 煙草の はやって る 時代に、 煙草入れの 問屋な どに 發展の 見込みが あらう^の 物で 

はなかった。 それ を 父も氣 付いて、 いよく!^ 業と きめてから、 何 を やっても うまく 行かなかった。 

そのうちに は 土地での 不評判 をた へ 切れ なくなって、 京 京へ 出て 來た。 そして 相場に 手 を 出した ので 

あった。 これに は 全く 失敗した と 云 ふわけ でもなかった。 が、 もとく 燒け 半分で やった ので あるか 

あ- つ 

ら、 うまく 儲かったり すると、 年に も 似合 はす、 隨分藝 者 I 貝 ひや 女郎 買 ひ をした。 その あげくに、 辦 

理屋の 女中 か 何 かの いかが はしい 女に 別に 家 を 持たせる ことにした。 そして 大抵 は その 方 へ 行つ てと 

まった。 

の 出奔 後  JI J  H 


n まハ卷  一二 四 

『なん ぼ 末の 见 込みが なうても、 大阪に をっても との 家^ をして をった 方が まだ ましであった』 と 云 

つて、 i:y> がその mik や 子供に 向って 愚痴 を こぼす やうに なった の は、 それが 爲 めだ。 

或 時な ど、 夜な かに だが、 かの女はせの子，化がまだ，^ぎの{1^-で眠りに落ちてゐなぃのに、 父に 向つ 

て 父と して £j^E が 全くつ ぶれる ほどの 咎め立て をした。 それが 爲 めに、 今晩はう ちで とまって やら 

うと 思って た： §4； を も 怒らせて しまって、 夜 ふけ を わざ/ \ 飛び出させる やうに してし まった。 そして 

13 も 1^ に ft けぬ 氣 になって、 寢卷 きの まま 家 を 飛び出した。 

『あんた がさう ら、 わて、 察へ 訴 へて やる！』 新う 母が 云った のが 1^ に Sf つたので、 次郎 

を 初めと して、 子^ は 3"、 どんな 結染 になる のかと 心配した。 

『  』 何とかして 途中から 父と 母と を 無 ie^ に 引き もどして 來た いもの だと 考 へ たの だけれ ども、 

IS は 何だかお 鹿々々 しく も あり、 また， ：11 分の 父母の 痴話 i は啼に 立ち入る のが 却って 父母の 威厳 を S 一な 

しにす る やうに 思 はれた。 で、 うへの 妹 (それが. H 分 もつ いて 行く つもりであった のか、 寢卷 きをぬ 

いで、 不斷^115に。唐かへ っっぁった) に 向って、 『あんた、 いて 來な はれ。』 

『さう おもた けれど、 なァ 11 。』 かの 女 も 亦； 1^ 込みした やうに なった。 帶を 半分ば かり 卷 きつけた ま 

まで その^ど このうへ に 坐 わって しまって、 考へ 込みながら、 『云 はれて ると， いきと もない。』 

『^もやが 11 』 


『あんた、 いきな はれ』 と、 かの 女 は 下の 妹に 命令す るので あった。 

その". -ま、 觅 に^、 父 も つて 來 たし、 母 も 交 f かな どへ 飛び込まないで 濟ん だ。 が、 子供 はこの is* 

件に Gsg した < おめに、 1$ び 床に 納まっても ッぴて 眠られなかった。 そして 茶の の 方で うとく は 

して ゐ ながら も、 11 下の 妹 だけ を 除いて は — 容 li に 在った こと をす ベて 半ば 夢 ごこち で 知って ゐ 

た。 

-AATK らち やう 

その 梨 n になって、 父 はいつ も 通り 蠣殼 町へ、 そして 母 は不斷 よりも 機嫌よ く、 

『わて、 ちょ ッと遝 動して 來まッ さ』 と 云って、 珍ら しく も そとへ 出た その 5 贝寸の ゆに、 

『^は よんべ 眠らす や』 と、 は 何げ なく 不平 さう に 云った。 が、 き 分の 上の 妹が、 

『わたし もよ』 と 答へ て 少し 簡を 赤く したので、 さう だ、 ゆ ふべ のこと など を. CI 分 は 妹な どに 15 び m わ 

ひ 起させる のではなかった ッ けと 氣が 付いた。 そして まだ 無 邪氣な 下の 妹に その 前 藉の方 だけ を 詳し 

く 云 はせ て 見たところ では、 父が 先 づ門を 出る と、 右へ 行って 煙 星の 角 を 右へ =m り、 あの 通り を 江 

戶 S の 方へ 進し だ。 これ は 女の ゐる 方向で あるに きまって た。 あとから 出た 母 も それ を 小 また. りに 

§J ッ かけた が、 ぞ 行って、 角から 十 間 とない そば 厘の 前 (もう. 00. 戶が締 つてた) で 父 を^け 

拔け ると、 ^？^ぐその^をまた右へ反れた — ついて 來 いと 云 はぬ ばかりにして だ。 

『どこへ 行き やが るん ぢゃ』 と、 低い 聲 にだが 怒鳴って、 父 は その 場に 踏みと まった。 

父の 出奔 後  .  一二 五 
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『  』 母 はちよ こ/ \ 走り を 少し ゆるめた けれども、 ふり 向き もしなかった。 

『HI 鹿^ 郞』 と 云って、 父は暫 らく 考へ 込んで たやう であった が、 その そばに 立って ゐる娘 を 見 こ、 

-P つ 

これにで も礼談 する やうに、 『たわけた 奴ち や、 なァ』 と 云 ふと、 すたく 同じ 方へ 歩き 出した。 ほん 

とうに 巡^に でも 訴 へたら 困る と 思った の だら う。 

大壤の 公^から、 その 横丁 をす ッと 通り 拔 けて、 敷き 石 を 敷いた 道 を だらくと 下 だって, 了つ VJ、 

.  こ じきば し 

扩り戶 の 通り を 乞食 橘に 出て、 それ を 渡ったら、 もう 直ぐの ガァド の 下 だ。 つまり、 そこへ 際に 亍 

かれたら 而 倒に は 遠 ひなかった。 

『おか ァ はんが 11 まさか』 と、 妹 は 思った さう だ。 けれども、 仕 かたがな いので、 雨 親の その また 

あとから ついて 行った の だ。 が、 丁度 自分ら の 家の 襄 通りに なって るので、 第一 の 角から 母 はき ッと 

うちの 方へ 曲り 返す だら うと m 心 はれた のに、 さう はしなかった。 そんなら、 第二の. p: からかと 思 はれ 

たに、 矢張リ さう でなかった。 そして 第三、 第 四の 横丁に も わき 目 を ふらす 進む やうす を、 妹 『さ ァ、 

大鍵 や』 と考へ 出した。 『をな ごと 云 ふ もの は、 おか ァ はんでも あないに 1IT な もんか 知らん？』 

『さう やろ、 な、 困った 人 や』 と、 うへの 妹は聽 いてて あ ひ槌を 打った。 

『それから どうしたん や？』 兄 は 早く その さきが 聽 きたかった。 

とラ/ \ 敷き 石の 下 だり まで 行った ところ?、 (又は^ リ. S ね.^ こやうて p^c 亇に 7>-^^/vemt 


『どうす る 云 ふんだ』 と 叱り付けた。 

『勢 察へ 訴 へます、 訴 へます！』 母 は 泣き 聲 であった が、 その 時には 既に 地べたに 突ッ 伏して ゐた。 

その あたり は 道が 狹く なって、 1 方 は 植木屋の 庭、 また 一方 は 奥深い 人家で あるので、 そして その 

前後に は 大きな 樹木が 人の あたまの 上 を 高く お ほって るので、 母 だッて も、 女 一人で は 夜 みちを 嫌つ 

どろば う 

てると ころ だ。 泥棒の やうな 男が 默 つて 立って たと 云って、 妹 ふたりが そこから 驅け 出して^ たこと 

も ある。 けれども、 それだけ 人け がない の を 妹 はま だ しもよかった ことにした。 父 も 恐らく そんな こ 

と を 仕で かすに は そこが 屐も いい 場所 だと 思った の だら う。 

•  やみ 

『阿果 云 ふな！』 父が 母の 頻か どこか を投 りつけ た 音が ぴしゃりと 闇に g| えて、 『さ ァ、 立て！：！ るん 

や！』 

『いや や、 いや や！ わて、 歸 ま へん！ うつなら • 死ぬ までう ちな はれ！』 

『阿呆 ■「 ム ふな！』 

『あんた ばか リ えいこと して、 これが 阿口 木なら 11 。』  ， 

『そや さかい、 歸る云 ふて る やない かい！』 

やがて 娘の こちらに っッ 立って る 前 を 通って、 父 は 母 を 引きす つて 行った。 母と して は 寧ろ 引きす 

父の 出奔 後  1 二  4： 


li  £ ハ卷  =1 八、 

くわい ふく 

に れ て來 た^から 既に 情愛 を恹 役し てゐ たの だら う。 

断う した こと を 感じたり おぼえた りして ゐる につけても、 ，渠 は 自分の 妹 どもと 共に 父の 放-狩よりも 

^の 愚痴に いつも 同情して ゐた。 けれども、 父 は それが 爲 めに 却って 母ば かりで なく、 その子 俳 を も 

多少 敵の 如く 见る やうに な つて 行って、 ますく うち へ 寄り付く 日 ■ が少 くな つた。 

父た る ものの 行 励と して は餘 りの ことで も あるし、 母の sm 愛 ある 歎き をも餘 りに 見 かねる しした の 

で、 一 皮. の 達ての 願 ひに も從 つて 、纏 は 自分の 父に 向って 頗る 强 硬な 忠 齿 を與 へたので あった。 

すると、 父 は 意外に も いつのまにか その 怪しい 女と 共に 姿 を 隠して しまった。 

これ は藥に はた だ 意外であった の だ。 が、 妹 ども は 母に 同情して、 

『^情な 人 や』 と 云って、 父の こと を 泣いた。 母に は、 つまり * 意外の 上に 1 曆 その 歎き を さしめ 

る ことにな つたの だ。 

『ほん まに 海 情な. でな し！』 と、 口で は 呪 ひながら も、 いよ/ \ 姿を隱 したの だと 分って しまう と、 

かの 女 は 血 まなこに なって 諸方の 心 當りを 探し ま はった。 輕 察へ も 搜索願 ひ を 出した。 けれども、 い 

まだに 父の 行く ゑ は 分って 來な いので ある。 

『樊を 雍 て、 子どもお 棄 てた や、 とてもお 話に ならん』 と 呆れながら、 、攝は皆のものにも^：！分だけ 

の 謙らめ やら 不平 やら を 憚らす 公言した。 妹 どもに 於いても その 歎きの 間に 自分に _ ^成す る やうな 不 


平が あった。 

『お父さん も， お父さん や、 な ァ。』 うへの 妹 は 斯う 云った、 『なん ぼ 先き の をな ごが 可愛い 云 ふた かて、 

おか はんや わたしら を 焚て はらん かてえ いやない か？』 

『無論の こッ ちゃ。 然し、 棄 てて しもたん やさ かい、 仕 かたが あら へん。』 

『そない な こと あら へん」 と、 母 はまた 意外に も その子 どもの 云つ てること をな じりで もす る やうに 

11 起と なった。 そして まるで 父の 味 かたに なって る やうに 答へ た、 『お前ら がお 父さん を そない 雜 情に 

おもてた さかい、 お父さん も それ を 知って • うちが 面白な うて 逃げ はったん や。 』 

『そやない。 』鎮 はどうしても 自分の 母に 反對 しなければ ならぬ 氣 がした。 それで、 その 理由 を：：？ 舣も簡 

おん  、、す 

取に かたづけて くつ もりで、 『おか ァ はんが あんまり ねつ 過ぎた さかい や。』 

『わて、 なんでね つ 過ぎ まッ か？』 

『  』 ^の 見たところ では、 自分の 母 は 目 を 11 くして こちら を 見上げ、 人 ごとの やうに とほけ て 

ぢょ 

ゐた。 かの 女がぬ 分で S 分の こと を 分らない のかと • こちら はも どかしかった" 

『なん や 知らん けれど、 な、 僕ら には子 を 梁て る やうな 男 はお 父さん やない。』 

『そや かて、 お前ら を 魔 ませても ろた 人 やない か？。』 

『そんな こと 知ら へん！』 築に は、 斯うなる と、 自分 を 生んで IX つたこと が 左 ほど ぁリ がた く 思へ な 

〈久 の 出奔 後  二 一 九 
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かった。 

『f ^情な 人の子 やさ かい、 な ァ。』 母 はこ ちら を 篤る やうな、 また 憐れむ やうな 答へ であった。 

『  』 父だッ て、 母だッ て、 叙た る 以上、 叙の 方が どうで あっても、 こちらに は その 必然の！ sis 

が あり、 敬愛が ある。 これ を藥は 自分の 心に 忘れて ゐ ないながら に、 S 分の 母.，" 父 同様で、 その子 ど 

もの の 味 かたで あるか、 どうか、 分ら なくなつ てゐヒ のビ。 

『女房 や 子どもの ことよりも、 もッ とほかに あたま を 使 ふ ことがあ るの や！』 と  >  よく 父 は- ^がつ，. こ。 

それ は 子どもに はよ く 分らないでも なかった。 il^ なんか、 殊に 不斷 ぼんやりして ゐて はとても でき 

ない 仕事で あるから。 けれども、 母 は それ を 直ぐ 怪しい 女の ことに 取って しまった〕 そして 子， 供の ゐ 

る 前で でも、 怒り 出す と、 直接に 父 こ 向って、 

U  くだう 

『あんた は 極 53 やさ かい、 な。 えい 年 をして、 子ども も あるのに、 いろ 気 違 ひやさ かい、 な』 などと、 

子ども の^くに 堪 へぬ やうな こと を 云った。 そして 逃げられ てし まふと- 111^ の餘 り、 矢ッ 張り. - ^ 

自， な Z も 『子ども 〇 ことよりも ッ とほか』 のこと に 『あたま を 使って』 る やうな のが、 纏に は 少し 

に 見えた。 

し. I， り 面った の は の 手で 1 家 を どうす る こと もで きなかった こと だ。 自分 は 自分の， 唱、 5 川化學 や； む 

願， い . k ふ ©.ix と 小 使 ひと を 儲ける 爲 めに、 或會 社へ 畫 1^ を 通って ただ ナだ。 妹 ども はまた、 


阪 での 破産 以來、 女學 校に も 行かなかった ので、 當 座の 役に立つ やうな 仕事に ありつけ さう でもな か 

つた。 . 

止む を 得す、 この 事情 を 大阪に SJ つてる 自分の 兄へ 訴 へて 見た。 が、 兄 もま だ 人に 使 はれて る 身で 

さう 自由になら ぬ こと は 自分に も 分って た。 が、 母へ 僅かの 小 使 ひを玆 つて 來 ただけ で、 他の ことに 

は 冷淡な 返事し かよ こ さなか つ た。 

『どぅせぅちの家督は^^1:,^^郞が|まぐのゃさかぃ、 责任 もそッ ちゃに ある やろ』 などと、 こんな 文句が 

自分の 最も 瘤に さはった ことで ある。 

こせき じ やう 

どうした 問 遠 ひで か、 兄 は 戸籍 上 父の 弟に なって る。 從 つて、 父が ゐ ない 以上 は、 一家の 責任が 戶 

籍 面で は吉， 郞 なる 自分に 落ちて 來る わけお。 これ を 楣 に 取って、 兄 はこ ちらの 九死 1 生の 場合 を も 

よそごとに 見過ごして ゐ ようとす るので あった。 

『その 薄情な 點 だけで もお 父さんの 血 を 分けてる 證據 になる やない か？』 斯う 云って、 渠は 自分の 母 

にも 加勢 を 求めた けれども * 母 は、 

『どッ ちゃで もえい やない か』 と 云った 。『あんに やん が あと を 取る のがい やなら. そのお ととが 家脊 

になる のん は當り 前 や。』 

のん *| 

『  』 あと を繼 ぐと 云っても、 何も 殘 つて ゃァし ないで はない か？ 『そんな 吞氣な こと やお まへ 
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ん！』 IS は 一 旦 むきになって しまった。 自分の 母に は 論どッ ちで もよ からう I, どうせ 誰れ からで 

も かま はない、 養って 貧 ひさへ すおば いいの だから。 けれども、 ^11分は自ハカの利益と自分とを^^4:主っ 

そくばく 

た戶籍 Iffi の爲 めに 束 純され るの が —— 兄の さう とぼけて ゐられ るの を 小 憎らしく 思へば 思 ふ ほど  

堪へ 切れなかった。 舎 社のう は 役に も 相談して 1:3- た。 また. その 人から 紹介 を 貧った 或 辯護士 をも訪 

ねて 見た。 が、 結局 • 一 皮 は 裁！： にかけ ねばならぬ のであった。 

ひ -r 、う 

その 费ハ かない，^ たと へ ゆ：^ 川が できた としても. また、 裁！： をつ づける の 1 象の 生活 を ささへ て 

行かお はたらぬ。 この i: 務と資 任と がすべ て ^En 分に ふりかかって 來 たので ある。 突然の ことで、 なか 

なかま ご 付かざる を なかった- 

初めのう ち は、 それでも まだ 父が K リ 惜しんで 殘 して いた 貴 黨品ゃ ^ があった ので、 それ をち 

*o ちび と II に 入れたり、 手放した りして ゐた。 さう できる ので、 父 も 一. 面に は 安心して 出奔した の だ 

らうと 思へ る點 もあった。 

初めに S り拂 つたの は、 おいらんの 道屮を 描いた 半^の 一幅で、 11 翳 家の 方 は あまり 聽 かない 人 

であった が、 それに 贊を 書いた の は 父が 尊敬して ゐ たと 云 ふ、 今 は 故人なる 大德 寺の 和尙 さんで、 こ 

の の爲 めに. Hi の 道中が 何でも 擧の 意^に 解釋 されて るの だと 云 はれた もの だ。 が、 

『こない ないやら しい 截を 仰山に ありがた がって やさ かい、 あの人 は is 局 極!！ になって しもてん』 と、. 


母 はい まくし さう に 云って、 それ を 行李の 中から ほうり 出した。 

『  』 £ぶ は 然し 多少 その 畫の 意味 を 雨 白く 感じないでも なかった ので、 父に 對 する 燒 けと 不平と 

5S ん ば-つ 

からにしても、 自分 等の 貧乏の 血祭りに する に はま だ^な 物が あらう と 思った。 が、 母 はどうしても 

それ を 一 番綠 喜の惡 い 物と して 寶 つてし まった。 そして それが 鬼に 角 二百 五十 圆の豫 想， ルな 取り引き 

になった。 . 

それが 面白かった ので、 その後 も蕖を 初めと して、 皆の ものが 必要に 感じて 段々 にいろん な 物を賓 

かう ろ 

ると 云 ふこと に 興味 を 持った。 青磁の 香爐が 五十 圓に 寶れ た。 菊地容 齋の宫 人が 三十 五圆 に、 そして 

母が 子供に は 見せいで なこッ そり 處 分した 繪本が 五六 冊で 二十 回に、 その他に も、 ニ圓ゃ 三圆に 出た 

物が まだ 少く はなかった。 

その 金が すべて 日常の 最も 必要な 牛； 活 費にば かり 使 ばれた のではなかった U まだ 燒 けと 面白味と が 

< わし 

手 傅って ゐ たので あるから、 皆で 慎へ の 高い 菜 子 を H つた リ、 親子 どんぶり を あつら へたり した こと 

も 度々 であった。 妹な ど はまた 欲しい 反物 を も 買った。 

そのうちに は * 他に 喪り 拂ふ物 も 思 ひ 付けな くな つたに も拘ら す、 母 は 父の よそ行き 衣 物 j と 紐 だ 

け を、 

ぢょ 

S これ は あの人の かたみ も 同前 やさ かい』 と 云って、 手放す のに 反對 した。 そして かの 女 は 客-！: 敷に 

父の 出奔 後  ニニ ーュ 
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獨 りつく ねんと して ゐる 時な ど、 私 かに それ を培笥 から 出して 見て、 こちらが 請んだ ことの ある 田 山 

io 『蒲 圑』 にある 主人公の 如く、 そのに ほひ を £ 犬いで るので はない かと 思 はれた やうな こと も 度 

度で ある。 子供 は それ を而 白が つて、 ，1 が 先き になって、 そんな 時には こちらの 六疊 から そッ との 

ぞいて た。 が. 或 時 一 度兑 付かって、 とげく しく 叱られた 。『何もの ぞいて たんや？ 人の する こと 

をの ぞいたり して —— わて、 何も 惡 いこと などして や へん！ 3 

『  』 £w は 額 を引ッ 込めて、 妹 どもと 共に、 わざとら しく かげで 笑 ひの 口 を 押さへ た。 

けれど、 やがて 資 際に そんな sac ゐられ ない 日が 來た。 渠 はどうしても 自分の 觀 お^^として 何 

かの 商 買 を 初めない ではなら なくなった。 が、 母 は そこまでに 立ち 到った のを氣 付いて ゐ ないかの や 

うに、 まだ 父の 歸 つて 來る ことば かり を 夢見て、 例のどんぶりゃ^51^子などをもち^も^しょぅとして，. 

た。 

妹 ども は 寧ろ 兄の 方に 同情して、 

『兄さん、 何 かへ ベ 物み せ を 初めな はれ、 もと 手 もちび ッ とでえ いし、 手 まも で、 わたし 達 も， L 

傳へ る さかい』 などと 云って た。 

『然 t、 ぉ容 さん はお かァ はんば かり かも 知れ へんで』 と、 篇は 自分の 冗談に だが 答へ た。 自分に は、 

その 資、 母の 無 同情が 解せなかった の だ。 大阪の 兄が 自分の 相談 相手に もな つて 吳れな いのは.. あい 


っの^^：已的な强愁からでぁるから、 いまく しい けれども わけ はこ ちらに 分って ゐる。 が、 自分 0リ し 

のこと を惡く 云 ふと- 母 はいつ でも それ を 辯， I した。 

『あの 子 かて、 金が ありさへ すり や 送って 來 るで、 なァ II その 證據に は、 感心に も、 うて こ 小き ひ 

を SK れ たやない か？』 

『たッ た ニ圆ゃ 三圓の はしたがね やない か』 と、 渠 はふく れッ つら をして 見せた。 

『然し、 氣は心 や。』 

『  』 阿呆 云 ふなと 羅は 叫びたかった。 自分 も 親孝行が そんない い 氣で濟 めば、 いつでも 濟 ませ 

て 置きたい ので ある。 が、 今、 自分が 兄の やうに 子と しての If ぎ を 免れよう とすれば、 父の やうて 姿 

を隱 すより ほか I はない の だ。 自分に は それが できない。 そばに ゐ ない 兄の ことば かり をい い 子の 

やうに 想像して ゐる母 は、 これ を その 望み 通リ I. たと へ 兄が 受け付けな いに きまつ てても， I 大阪 

に 送り g す ことができる かも 知れない。 が、 それで は 自分の 妹 どもが 可哀 さう に 思 はれる。 g,^ 等 は ほ 

ん とに 薄情な 兄な ど を はないで、 母と も にゐ たがって るし、 また 自分 を も 手 頼りに して ゐる 


そとへ、 丁度 或 知り合 ひの 厚意で 紹介 を 得て、 渠は或 製造所から ぼたんの 內職を 一手に IP け 負 ふ 

ことにな つたのお。 この I 攀の爲 めに 外國 ，の||はっ て、 わ S から も— おもに 醫 

父の 出奔 後  二 i 
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亞 へだ が 1. 貝 ぼ たん の寶れ 口 が廣 まり 出した。 自分が 請け負 つたの は 婦人の 洋服な ど へ 附 くぼたん 

だが、 たと へば、 うは IS の 合 はせ 目に たて 1 例に 並んで ゐて、 うは 前と した 前と を 合 はせ て、 そのう 

へから 乎で 撫でれば 一 度に 皆が はまり、 これ を また 兩 乎で 引 ッ 張れば 直ぐば りくと 一 ときに 離れる 

やうな ばね 代 かけの 小さい ぼたん だ。 

しんち ラ 

その をす の 方 は， 所で あがった ままで いいの だが、 めすに はこ まかい 鍮 のばね を 入れなければ 

ならぬ。 そしてば ねの 道 入った めすと その 招 ひ 手と を ボ一ル 紙 を 隔てて 合 はせ て やる。 それが 一枚の 

ボ ー ル 紙に 三 ダス、 三十 六 筒つ くので ある。 

この 紙 を 百 枚、 乃ち、 ぼたんで 三千 六 百箇を 合せる と、 誰れ でも 二十 七 錢の內 職になる。 それ を 

分 は 一 千 H づ つに 數 へて 七錢五 厘に きめた。 すると、 そのうへ に刖に 自分の 請け負 ひ ロ錢が 1 千 筒に 

付き 三錢は 取れる。 tTgJ;: は 1 人 一 日に 齊 ^ 發 すれば 三千 筒 もで きる が、 その 持って来る 資蹟 から 見る 

と、 先づ 一千 乃至 二 千の 範園 だ。 けれども、 この では、 うちから 直接に 出す の だけで も 毎日、 三十 

人 ぶん、 四 萬 五 千 上 あるので、 それからの 利益が 一 日に 平均壹 圓 四拾錢 ばかり。 また、 別にう ち 

した- リ お  つ， 

から 下請け 负ひを させて あると ころが 三ケ 所あって、 その 方面からの 純益 擧り 高が 合計 毎日お よそ 鱟 

IS 甙 拾錢。 まァ、 一 ヶ月に 八十 圓 ばかり 儲かる 勘定に はなって ゐる。 

そのうちから、 十五 圓 ばかり はかよ ひ 小僧 を 便って る 費用に 出る が —— とても. ii 分 はう ちへ 皆が 


持って 來 る. 品 を 受け つける のに 急が しいので、 自分で 化粧 ぐる ま を 引いて 芝の 製造所 ま で その 原料 を 

取りに 行く ひまな ど はない ので ある。 

t ゃノ 

そのうへ に、 時々、 製造所の 機械に 11 まだ 職工が 馴れない 爲 めに 11 故障が できて、 原料ので き 

かたが 俘 止す る こと もあって、 そんな 時には こちらが、 一日な り 二日な り を、 手 を こまぬ いて 待って 

ゐ なければ ならぬ。 そして それだけ 自分ら も^け を 取り 後れる わけで —— 。 

『請けお、 ひの 寂しみ！』 と 云った 風な 心持ち を實驗 して、 自分 は 妹 どもに 新ら しがった。 機械 だッて 

人間と 同じ やうに 故障が できない と は 云へ ない。 して 見る と、 それによ つて 生活して ゐる ものら が、 

それの 俘 止す る 問、 仕^ や 儲り を 矢ッ 張り 停止す るの は 止む を 得ない ことであった。 自分ら は 如何に 

儲けよ うと あせって ゐて も、 機械が そ の 問備 けさ せ て „, 犬れ な いの だ。 

『ほん まに さう や、 な。』 うへの 妹 は 分って ゐた。 が、 母 は いろんな ことから 話 を、 

『も ッ とえい 仕事 はない のか、 なァ』 と 云 ふ 方へ 持って行った。 

渠は 然し 自分の 母の 意兑を 相 ひ 手に する 氣 がでなかった。 盖し母 はも ッ と い い 仕事 その物 を 云 つ て 

るので はなく、 父が 歸 りさ へ すれば いいとば かり 考 へ て るので あった。 

『ぉ父さんが歸るのんは別にぇぃ仕せ！-ゃぉまへんで。』たまには斯ぅ|^まれロも自分としては云ひたく 

なって わた。 

ハ久の 出奔 後  ニニ 七 


泡 鳴 4a  s^k  ニー 一 

何 だッて も、 母 は 午後 少し 機嫌の いい 時 は 皆の 手傳 ひもす るが、 その 手傳 ひが 手傳 ひに はならない 0 

や だて は、 必ら す、 

『こない な 詰らん ことして をって どうな るん や？』 などと 云 ひ 出し、 それかられ そへ と あとの も Q ら 

の 引き締つ てる 共同の 心持ち を 害して 行って、 しま ひに は 皆から 却って § ぎになる と 云って、 W ま Y 

遠ざけられ てし まふの だ。 

『  』 鎖 向， なに は 母が 何かと 云 ふと 大阪の 兄 を 引き合 ひに 出して 賞め 初める その も 分らな か 

つた。 『兄さん かて 何も 詰ら 無うな い 仕事 をして るん やない やない か』 と、 よく 自分 はか Q 女に 反對し 

ぼ ^>  、 

た。 そしてき の ふの やうな 場合に も- かの 女が すねて、 いまく しさう に 隣り の窒へ 立って 亍 く 後ろ 

姿に 向って、 『あんた はた だ引ッ 込んで り やえいの や、 別に 僕 等に てんがう 云 はんかて II 。』 

『そやく』 と、 母は悅 たらしく そ ッぱぅ を 向いた まま 叫んだ。 『お前 はお 父さん を 追 ひ 出して、 われ 

勝手な ことして、 わてば かり 苦しめます！』 

『謡れ が 苦しめます？ 傻 等が こんな 仕 寧 をして るの も & おか ァ はんらの 爲め やない か？』 

『ちょ ッ ともおり がた うはない。』 

 』 うへの 妹 はこ ちらに 目く ばせ して、 また 而倒 だからう ッ ちゃって ^ けと 云 ふ樣子 をした。 ： 

『おか ァ はん』 と、 下の 妹 は きかね て か、 仕事の 手 を 匿いて 聲を かけた 。『あんた、 そんな こと 云 ふ 


て も ッたレ ないやな いか？ うちの 兄さん かて、 32 の爲 めに I 生 懸命に なって 吳りゃ はって るん やさ， 

かい。』 

『無論、 さ。』 渠は 斯うき つく 云って、 分の、 これから父にも劣らぬっもりの1"§:_|を感じた，：^、 そ 

の 感じに 妹の 俊し い 言 薬が I 致して 來て、 o 分の 胸のう ち は 淚で】 杯に なった の を 押し こらへ た。 

『  』 母 は 然し 返事 をし ないで、 あ ひの ふすま を 締めてし まった。 

『  』 うへの 妹 も 亦、 その ふすまの ぴ しゃ リと 云った 音に 神經を いら 立た せた かして、 その ：！：： に， 

^を 立てて ちょ ッ とその 方を兑 てから、 母に 聽 えても かま はぬ と 云った 風な 聲で 、『籍 くるしい のに、 

な丄 

『  』 

玄關の 二： i の £： 子 を 取り はづ した 窓から はいい 風が 這 入って 来ないで もない。 が、 その 二 凝は內 IT 

者が 來た 時に. M 分らが 取り澄まして 應徐に 出なければ ならぬ 窒 なので、 そこと K ぶの 間と を 仕切る 障子 

は 外さす に玄 ぐちの 方へ 立て 寄せて S かないで は、 自分ら の，！!^ なる 茶の がす ッ かり 見透かされ 

るので あった。 

それが 爲 めに Tail 11 而も このた ッた I 窒 —— に 限られた 樂屋 がう す 暗く、 また 風通しが 惡 いのは 

•  きゃく、. H 

止む を 相なかった。 それに また 客 Si の 方への ふすまが 締 つたの だもの！ 儲け を！： 込んで 新たに 賈 つた 

父の 出奔 饺  ニニ 九 


泡 鳴<8 第六^  二 三 り 

煸風 1：| の洒ケ t ぐら ゐ ではな かく 追ッ 付かない のであった。 これ は 母 だ ッても 知って ゐな いこと はな 

いの だ。 

『lm の 毒 や、 な ！ この 部 M はう す 一  1" いのに、 暑苦しうて』 と、 機 I に まかせて は 云った こと も ある 

のに、 八/や こちらと，！： ふとの さか ひ を わざ/^ 締め切つ たりす るかの 女に は、 もちろん、 こちらに： if 

する 思 ひやり など は —— 苦し .，0 つと しても —— 心 ぼ そい ものである ことが 兄え た。 某して かの 女 も 聽 

えよ がし の 獨りー 百で あ つ た、 『詰らん！ 詰らん！』 

『  』 こちら は、 もう、 相 ひ 手に ならなかった。 

^計 を见 ると、 まだ 午後 三時であった。 そして 夏の 三時 はま だ眞ッ びる 間の うちだ。 門前で は 近處. 

の 子供が たこ を 飛ばす か 何 かして 遊んで る IS がして ゐた。 

下の 妹に 郵便箱 を：： ルて來 させる と、 仕事に 關 するハ ガキ がー つ 來てゐ た。 

^ とん 

けれども、 母 は 押 しスれ から 蒲圑を 出し て 敷いて る やうす であ つ た のが、 暫 らく 何 をして ゐる のか、 

ひ ッ そり 納ま つ て た あと で 、 

『お 鶴 11 お^』 と、 突然、 下の 妹の 名 を 呼んだ。 

『  』 妹 は 然し 返事 をし なかった。 

『お 鶴！』 


『  』 こちらで は 顔 をし がめ て その 姊ゃ兄 を s:- ながら、 『今、 手が けんやない か？』 

『親が.^ ん だら 來る もん や。』^ に 這 入って る やうす だが、 その の 態度 はな かく 横 威 を 持って る も 

のの やうに 澄ました ものであった。 

『… …… 』 妹 はや ち をして から、 しぶく 立ち あがった。 そして あ ひの ふすま を 明ける と、 こちら 

へ にこの 檨子を 一ぎ.! よと 云 はぬ ばかりにして、 ふすま を 歸 めようと はしないで Si の 方へ 近づかう と 

した。 すると * 母 は、 

「後ろ を』 と 注^した。 

ぶ さは ふ 

『  』 あと 一:^ りした のが、 こちらに 向って すね 笑 ひを兑 せて ゐた。 それからば たりと 無作法に 生 

わった 音が した。  ， 

『お前 はなんで そない に はしたな いの や？ ちょ ッと は舉 校へ もやって やつたん やのに、 親に 對 しても 

ぎ や ろ ぎ さ け ふ 

だ 俄 作法い ふもん を おぼえて や へん。』 

『  』 

とし  、 、 

『吉 次郎 やお 暢の やうに、 人が 惡 うなったら、 もう 駄目 や。 お前 だけ はまお 年が 行かん さかい 今 力 

ら氣ィ つけと らんと、 矢ッ 張り 悪う なんの や。』 

『  』 

父の 出奔 後  ニー 一二 


泡 第六卷  m!i 二 

『返 せんかい？』 

『  』 妹 は 返 察 をしょう 智 がなかった。 

『お前 もお 妹さんが ゐゃ はらんと、 わるに なった、 な ァ。』 

こんな ことで 母 は 若い もの を いぢめ てゐ る^ は、 築 もま だ 自分で はう ッ ちゃって if はけた のビ。 

やがて は 大阪の 兄の こと を  こちらから 兑れ ば、 その ある こと 無い こと を、 ただ 母の Ife や 相." がか. 

ら色 づけて 11 また 賞め 初めた。 そして こんな 時には、 きッ と、 その 對 照に こちらの 惡 くち を 聽 えよ 

がしに 1K ふので あった。 まるで、 血を分けてロ4<れた^^:がその兄：^ゃ姉妹の仲をまたゎざく離^しょ 

うとで も 出め つてる やう だ。 觅 に^、 こちらに は 全くう そだと 思 はれる やうな ことまで も 兄 を. める 爲 

めに は！ K ふの だから。 

『っゥ ちゃん、 こッ ちゃへ 來な はれ、 そんなう その やうな こと 聽 かんでも えい』 と、 棄は云 はないで 

は ゐられ なかった。 

^  』 妹 も 築の 呼びかけた 言； S をい いし ほに して だら う、 こちらへ 屍って 來た。 ぴしゃりと 明-け. 

□ てせられ た ふすまの 向 ふで は、 なほこ ちらへ 向っての 物 云 ひ をして ゐた。 

『叙が うそな ど r みや へん。 ほん まの こッ ちゃ。 お前ら こそ、 お父さん を 追 ひ 出して 11 そのうへ、 え • 

ぃ氣 になって わて を 苦しめて —— 』 


^uffi-ift  j7t^L^ l^b と、 ^^は堪 へ 切れな/ 0 て 怒.^  o た a ふす， ま. - 0  f  -. 


1 


『それが またう そやない か』 と、 渠は堪 へ 切れ なくなって 怒鳴った。 ふすま 一 つ 隔てて、 向" こ， rr-rv 

て だが、 『僕 はお かァ はんの 達ての 賴 みがあった さかい、 お父さんに 忠告し たんやない か？』 

『然し、 あんまり きつい 異見 を 云 ふて 貰 ひたうな かった。』 

ぢ. S 

『そんな こと は、 な』 と、 渠 はかの 女の 餘り なわが ままと 云 はう か、 そらとぼけと 云 はう か、 如何 

も 終始 1 貫せ ぬ へ かたに 子と して 反， 贫を與 へる つもりに なった、 『あとで あんた がく ッ 付けた，？ あ 

や！』  ， 

『现笳 やない。 ほん まの こッ ちゃ。』 

『  』 うへ の妓 はこの 時く す/ \ と 笑った ので、 築 も かの 女と 颜を 見合 はせ て、 

『へ ッ』 と 云 ふやう にあ ご を 突き出して 分の 舌 をべ ろり と兑 せた。 そして かの 女の 笑 ひの 意味 を自. 

^  .  ,  .r- ゐ さつ 

分で 〈うたら うと 抱-祭し たので、 これ を また 母に 取.？^ いて、 『现 ® かて、 よう 道现： S  口 ふて 1 ば ほし 

まです。』 

『ふ、 ふッ』 と， また 妹 は 吹き出した。 

『誰れ がわろ たん ぢゃ？  何が を かしい？』 

"  』 梨 は 自分 も だと 云 ふ 意味で， H 分の 葬 さき を，： 1： ふに 突き m 山し、 自分の 41;- りの 手の 人 さし 指で. 

それ を 示め す ふり をして から、 妹と また 笑 ひが ほ を晃合 はせ た。 

父の 出奔 後  ニー 一一 ミ 


『何が を かしい のん や？』 

『  』 

ご らん 

『云 ふて 御 ！」 

『  』 SB? は、 もう、 分らの 仕 察 を； いで ゐた。 返事 を 誰れ もしなかった の は * また 出て 來ら 

れて は而倒 だと 思った からで ある" 

『さはらぬ 祌 にたたり なし』 と ー；ム ふこと を、 よく 不斷 から、 母の ことに 關 して 妹 ども はかげで 云って 

そぐ わ. S 

ゐ たの だ。 けれども、 クト^ がしくない 時にまで も 皆が 母を睐 外して る わけで はない。 

この 親子の いさか ひと s へば 云 へる いさか ひがき の ふあって から、 母は晚 めし も 朝め しも 哈 ベない 

で，；^ に 這 入って るので ある。 食事の 時 毎に は 呼ばって 見た の だけれ ども- 出て 來 なかった" 

『すね てんね やさ かい、 なァ』 と、 けさ も、 うへの 妹は藥 にさ さやいた。 が、 この 時には かの， K も渠 

：  ち さばん 

と共に まじめであった。 0 分らに して 兑ても * 朝晩の 二度 も 食蔡を 取らなかったら、 如何に 寢てゐ た 

ッ て 股が すい てた まらない だら うから。 

『氣の 毒 やない か』 と 云って、 下の 妹 は その 兄ゃ姊 にどう したら いいだら うと 云 ふ 目つ きで、 私 かに 

さ. つ. だん 

和談を かけた。 

『ほたら、 枕 もとへ 持って いて あゆま ほか？』 纏 は 母の 方へ ま-接に、 自分と して は 子の 俊し い 言葉 だ. 


と 思へ る 言 i; 木 を かけて、 資際 にさう でもし なければ ならぬ と 思った。 返事はなかった けれども、 $1 が 

朝め し を 終 はるまで も 出て 來 なかった ので、 下の 妹 をして お膳 を 持って行かせ ると. 母 はな ほ すげ な 

くも * 

『いらん、 いらん』 ミ答 へた。 そして 妹が、 

『そんな こと 云 はんで、 な』 と勸 めれば ！§」 いる ほど * いらくした 聲 をーュ てた。 

『  』 は それ を聽 きながら、 母に 對 して まことに 清まない こと をして ゐ たやう に 思へ た。 つま 

5 よ 

り. かの 女と 一 化；^になって自分らも餘りに ぃら/-^する爲めに、かの女を^!りにすねさせてしまって、 

自分ら の S 具 ごころ までに も かの 女が 氣を まわす やうに なったら しい。 もッ とも、 かの 女だッ て、 ふて 

寢 をして ゐ ると 一； ム ふこと は 寧ろ， E 分らに 對 する 面目ない 弱みで ある を 萬； 史ら 知って ゐな いこと はな 力 

らうから、 CJ 分らが 正直に 出る とな ほ 更ら、 燒 けと 面 nz なさと が こん がら かって、 その 場の 皮 を 失 ふ 

ので も あらう が —— 。 

觅にハ 川、 かの 女に 向って はも ッと愼 しみ 深く しなければ ならぬ と 思った。 と 云って、 別に どこが 惡 

い と 云 ふ の で もない から、 醫者を 呼ん だり 藥 りを賈 つ て來 たりす る 必要 はな か つ た。 

しん *1， う 

家ぢ うの 除が できないで 困る と 一 K ふ ほどの こと を さへ 辛抱 すれば、 その他の ことに は 却って^の 

額 を 見せ て^れない 方が 仕 の 邪魔に もなら す、 不愉快な 一 5? も聽 かないで、： SHr 都合が よかった。 

父の 出奔 後  三ュ五 


第六^  二！ 二 六 

けれども、 Ig や は 今更ら の 如く K しみの 必要 を感 すると 同時に、 自分の 母が 父に 棻 てられた 上、 また 

子^に も てられ かけた の だと 云 ふこと に 思 ひ 及んだ ので ある。 これが 最もよ くない こと に 思 はれ 

た。 

おやこう かう 

世 11 では、 然し、 自分ら のこと を 親孝行 だと 云って るの だ。 こないだ も * うら 向 ふのお かみさんが 

分に 向って 斯う 云った、 

4d ん じぶ 

『あなたが たはお 父さんが お^ 守に おなりに なつてから、 よく 皆さんで おかせぎです、 ね。 近 處の人 

は Jg れ でも あなたがた を 親 行 だと 赏 めて ゐ ますよ。』 

これ をう ちの 察 情 を 知った 上の！： 情から 出た お 世辭と 兌ても かま はない。 母の 例のお しゃべりと 燒 

けッ 股と からして、 父の5^^守は子仉を嫌っての出奔でぁるゃぅに、 皆に 云 ひふら ム て あるの だ。 それ 

にも 拘ら す- 世 i§ がな ほ 自分ら に 同情して ぉ世辭 でも 何でも 云って 八れ るに は、 母の霄 葉 をう はべば 

かん 

かりの ことに 兒て、 责 は 母 その 人が 兑梨 てられた Q だと 云 ふこと を 世 11 も 感づいて るに 遠 ひなか つ 

た。 自分の 母に は それが まだ 分って ない の だら う。 

『さう でなければ、 人が あんなに そらぞらし いこと を 云 ふて を れん』 と、 うへの 妹 も 母の こと を 兄な 

ひ なん 

る 自分に 非難した。 

『ほん まに、 な ァ』 と、 自分 は赞 成しない わけに 行かなかった。 


母， 誰， w, か 自分ら のこと を 親孝行と 賞め る ものが あると、 殆ど^ 起に なって それ をう ち 消す ので あ 

つた。 そして、 かけで- 11 いてる と、 おきまりの やうに 斯う 云って た、  一 

『大阪 に をり ますの は 感心に さう です が、 なァ、 こっちの は 皆 親不孝で 困ります。』 これが 他人に 遠 直 

t<> そん  一 

や 謙 適の 言葉で あると は、 自分ら に 決して 受け取れなかった。  . 

こんじ やつ  ^ 

『  』 自分の 母 は 馬鹿な の だら うか？ それとも、 ひがみ 根性の ある 爲め にさう 見える の だら う 一 

か？. HI 分 はそんな ことで 思 ひ 惑った こと も ある。 が、 け ふ、 ぼたん を 取りに 夾 つた 一 人の 若い 愛く るし- 

いおかみ さん 11 S 分 は 若し 結婚す るなら、 こんな 人 を 欲しい と 私 かに 思った。 つやく した 丸 に 一 

赤いて がら を かけて ゐた ！ がその 老人 夫 も ある 家 の六ケ しい 事情 を 問 はや 語リ した。 それ を 自：. 

分が それとなく SI いて ゐ たに 據 ると >  かの 女 は 老人 夫婦と 所 天との 問に 立って、 苦しい はめに 在る の丄 

で、 せめて 職で もして その 苦しみ を 忘れた のであった。 自分が 若し かの 女の 所 天なら、 そんなに、 一 

自分の 樊を 苦しめない やうに 自分の 親 を 叱り付けて やる。 が、 かの 女の それ は それだけの 意久 地が な〕 

いので、 自分 は 寧ろ 取って 代って やりたかった。 それにしても、 その 話に 據 ると、 如何に 四十の 坂 を. い 

ねた 

越しても * 女 は 矢張り まだく 燒き 持ち を燒 く。 若い ものの 仲がいいの を 妬んで、 水をささう とする- 

さう だ。 恐らく それ はお のれが 獨り ぼッ ちに ならう とする 寂しみ を感 すると ころから 生す る 心の 變態ー 

であらう。  j 

ヌ の 出 奔 後  二 コ1 七  一 
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そこから 出發 して考 へて ると、 自分の 母に もさう 云った ところが ある やう だ。 かの 女 自身が 思 ふ  一 

はんもん 

やうに ならぬ 情お の 上の 短悶 からして、 自分ら の 仲 -11 これ は 無論 夫婦ので はない が -11 のい いの を  一 

燒 いてる ので はなから うか？  一 

して は， ると、 まことに 氣の棄 な もので —— 自分ら はかの 女 を それが 爲め におろ そかに すべきで はな  一 

ちょ  一 

く、  ろ もッと 情して やらなければ ならぬ。 この 同情がなかった 爲 めに、 自分ら がかの 女の 所謂  i 

『鋭不^?_.もの』 に 見えた のなら、 その め はかの 女に なくて、 自分ら にある のであった。  ： 

1 體、 かの 女 は その 所 1K に して 情愛が かった ので あらう。 燒き 持ち 燒 きであった の も、 夫婦 喧  ； 

啤を するとね つくし 過ぎて ゐ たの も、 また、 禁 てられても なほ 棄 てた 本人が やがて 歸 つて^る と^ 

つてる らし いのも、 みな、 深い W 愛の 證據 であらう。 さう すると、 これまで のこと はかの 女に 取って  一 

沿 K どころ ではなく" まことに 3Mi^ であった の だ。 そして 而も 失望 落膽の 結^、  li;^ へる ところ もない 

ので、. SI 分らに 對 してば かりす ねたり、 ほざいたり、 ふて 寢 をしたり して ゐ るの だ。 

かう 思って、 ，：！： 分 は 隣 {至 の- i:^ 人なら ぬ 病人の 心持ち を 常にな く 新ら しい 兑 かた を以 つて 想像して 見  ： 

た。 すると、 今：：： T はいくら 儲かる だら うな どと ひっつ、 でき 上って 來た對 ぼたんが 六 個 づっ六 列に  j 

並んだ ボ I ル 紙を數 へて ゐるぁ ひだに、 母のう す 化 #1 をした 時の 婆が 目の前に 浮んだ。  ： 

けし や. つ  一 

. 『年 りが ぉ化祉 すると、 人が 笑 ふさ かい、 およし やす』 と、 うへの 妹 はぁッ さり 云った。  一 

isr ほ ん てに におた しらま で 世 闘に 服 かしう なって』 と は、 したの S の あま へ る さ Intf で あった。 


『ほん まに わたしら まで 世 に g- かしつな つて』 と は、 したの 妹の あまへ る 言葉であった。 

『生いき 云ぶな！』 母 は 然し 言下に 叱り付けた。 

さう だ。 叱られる の も 尤もであった。 自分ら は 母の 心持ち を 全く 现 派して ゐ なかった。 母と して 

. は、 いや、 男に 對 r る 女と して は、 俄かにながら さう もして 兄なければ ならなかった の だ。 父が 自分 

らの 家に 落ち 付か なくなつ たの は、 一つに は蔡業 上の 失敗の 燒けッ 腹からで あつたが、 また 一 つに は 

あの 胃 險な新 仕 一 WW に 元^ を 得て、 人 問 が 若返り、 そして 若い 女を圍 ふやう になった からだ。 して 見る 

と、 これ を やめさせ ようとす るに は、 若しくは 少しで も 多くう ちに 落ち： Jz: いて ゐ させよう とする に は、 

母と して どうしても 平常の やうに うか /-^ して は ゐられ なかった ので ある。 俄かに お 白い もっけねば 

ならなかった。 紅 もささねば ならなかった。 

『お 婆ァ さんに べに、 お 白い。』 これ はした の 妹が #1 て，：！！ 分らに 解かせよ うとした 三 題ば なしの 题 であ 

つた。 

けれども、 一た び 狂 ひ 出した 駒 は あと 房り はしなかった。 そして 母 はまた 俄かに. お 化粧 を やめて し 

あさね 

まった。 その 湯が からすの 行水に 變 じた。 それから、 また、 朝 腐 をす る やうに なった。 

『絡 望の 極 か』 と w〕 ふと、 自分 も 亦 その 氣 になって、 だらけた やうな 胸 さわぎ を おぼえた。 そして、 

きの ふか- ,-「s- に いぢめ られて ふて をづ つけて る その 人 を —— たと へ ば、 どこかの 若い おばさん とし 

〈又の 出 0 後  二； 1: 九  , 
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て 11 何とか 救 ひ 上げて やりたかった。 十二時 前に 呼び 起して 見た 時から、 もう、 1 時間ば かり 立つ 

たが、 その 問に ini 分 は^ど 全く 別人に なって ゐた。 そして 自分の 聲 がふる へる までに 優しく、 『おか ァ 

はん、 # ふ 寺 も ひるめしに しま ッ さかい、 起きな はれ。』 

『  』 母に は、 その 膝が，：^ 際に 優しく 通じた のか、 それとも いよ/ \E がへ つて^ら なくなった 

のか、 鬼に 角、 かの 女 はこれ をし ほに 床から 離れて 夾- た。 そして 臺 どころ の 流し もとでち ょッと 口の 

中 を 洗った だけで、 皆と 一緒の ちゃぶ 臺に 向った。 けれども * 皆に じろ りと I わた. OS こわい 目 を 向け 

たばかりで、 誰れ にも！！ 一一 I： 葉 はかけ なかった。 

『  』 皆 も 亦 話しかけなかった。 

は 自分 以外の ものが どう 云 ふつ もり だッ たか 知らぬ が、 自分と して は<1  「浮べて ゐた奴 i がかの 女 

を 見る と 直ぐ 滅ん だお めであった。 蓋し 自分の ちょ ッと懷 かしく 思って る 或と ころのお ばさん は顏も 

美しくて 生き-/ \ してゐ るが、 目の前に ゐる人 はい やな 目つ きをす るに も 勢 ひがな く、  I？ を， 寺つ 手に 

もまた 皺が あった。 

—— (大正 七 年 九月) —— 


法學士 の大藏 


n 坊 六ぬ  二 四： 


『また 法舉士 の大藏 さんかい 11 あの 馬 ii が大舉 をび りに でも 能く、 まァ、 出られた もの ぢゃ』 と、」 

仰 先生が 云った よし。 

それが 爲 めに だか、 

『おる が 馬鹿なら』 と、 大藏は それでも 愤慨 しないで は ゐられ なかった、 『あいつ は何ぢ やい 1, せ 0 

早稻 田の 攻治爯 e: 部 を さへ 举業 せなん だと 云 ふぢ やない か？ 高が 御用新聞の 社長で 滿州を ごろ 付いた 

ことが 何の 乎が らぢ や？ 今でも 見ろ、 肝腎な 金 もな く、 舉問 もな く、 ただ 〇〇 伯の 子 ぶんで あると 柔 

が 二 段 取れる とぐら ゐで、 人に お ほぼら 吹いた ッて、 駄目ぢゃ！ぉるのぅちが？^^し朿京 にぁ つ た 

ら、 き ッと、 あいつ もお るのお ゃぢ にあた ま を 下げて 來る 逑中ぢ やない か？ 』 

観に は 政治.！ 1^^ しく は 代議士と 云へば、 必らす 自分の 故鄕の それらが W わ ひ 出され、 そして それら は 

すべて 誰れ かの, 義 した 通. ON 『借金 をす る 動物』 であった。 ：龜 の 高等 舉校 時代に も、 大舉 時代に も， . 


こび Ms^ を 冗談の こと、 皮肉の こと だと 云って しまう もの 等が 多かった。 けれども、 ばかり はいつ 

もこれ を 【ほ 際的觀 察から 來 たと、 ころの、 M 而 目な 問 遠 ひの ない 定義で あると 主張して 來た。 をして そ 

t よう P  - 

のヲ" 據には きッと 自分のお やおへ 泣き付きに 來た 代議士 候補； If^ どもの 名を擧 げた。 

先 M として 賴 みに する もの もな く、 友人と 云 ふ 友人 もな しに 大舉 を卒 梁した 薬 は、 その 位 一 の誇リ 

とする おや ぢの 紹介に よって 仙 先生の 庇護 を 受ける 爲め にこの 斑 申 鬚へ 夫婦と 赤兒と 女中と で來 たの 

であった。 おやお が同縣 人で もない 人 を 先生と 呼ぶ に は、 その 先生 は餘 ほどえ らいと ころが あるの だ 

らう、 そして 奉職の 口 を も その 勢力 園内で 探して 吳れ るの だら うと 樂 しみであった。 

來て 見る と * 先生が 門 近くのと ころで 泥 だらけの 力 ー キ ー 色の が II が を 着て、 ダリヤの 花 を 十ば か 

ね」 輪に 付き 一 ー錢づ つで 或 女の子に 寶り 渡して ゐ たのが 凝 初の 印象であった。 

『仕事中で すが、 まァ、 ちょ ッ といら ッ しゃい —-- 立ち話， S ですから、 腰で も かけましょう』 と、 

もッと 奥の 方に 立って る 住ま ひの、 そこから 今の 庭 を 越えて おもて 門まで が 藤棚の 藤に 見える 椽がは 

に案內 されて、 珈琲と バナナの 馳走 を 受けた。 先生 は 種々 な 政治 意 兄 やその 勢力 範固 のこと をい ろい 

ろ 語 つたが、 目 下、 他 を 韜晦に てゐ るの だと 云って、 この 草花 鬧 をけ して ゐた。 書生 も 二三 名はゐ 

て、 とても 一 緒の 家 に 住む ことができなかった。 幸 ひに、 花園の I 隅に 隣す る 家が ？3； し 家に なって た 

ので、 先生 は そこ を 借" て 吳れる ことにして 、書生 どもに 命じて 裏庭の 低い 生け垣の 一部 を 破り 拔き、 

法學士 の大藏  ，. 四 一一； 


ii 第六卷  二  w 四 

そこから^::.5に往き來ができるゃぅにして吳れた。 電車へ 乘 りに 行く にも、 さう 云 ふ 風に して 仰の 門 

へ 出る のが nHHm であった。 

9 ょラ 

けれども * この 便 を 門の そとへまで も 利 川した の は大藏 自身で はなく * 多く は 自分の 妻のお 靜ゃ 

女中であった。 自分 は どちらの 門 を も 滅多に 出た こと はない。 as 日 一 应ゃー 一度 は 赤兒を 抱いて 花園 を 

ぶらつき、 先生 どもの 仕 S- をして ゐ るの を その かたわらに 突ッ 立って 見て ゐる こと は あるが、 あとの 

s-ii は 茶の の 長火鉢に かじり. 付 5- て、 その さし 向 ひに お 靜を坐 わらせて ゐた。 

『如何に 美 入で も、 毎日：：^ とる と 平凡お や、 な。』 

， ， ，  Is 

『だけん』 と、 かの 女 は 渠の朐 を 多少 は 動かす だけの 優しい 微笑 を 浮べて 『】 度 國へ歸 つてい らッし 

やい と 云 ふとる ぢ やない の —— 氣 ばらしに もなる し、 お金 を 特別に 吳 るる かも 知れん し？』 

『また 物 を H はう と 云 ふの おやろ？』 

『そる にしても、 今から 火鉢にば か. あたつ とる より やよ からう もん。』 

『おる が H うた 火^に おる が あたつ とる のが どうして 惡 いな？』 

『  』 かの 女 は 何だか 詰らな ささう に 浮き^ 雜誌を 引き寄せて 靑 讓し 初めた。 これ は 以前からの 

命令 的習惯 にさせて あるので、 S3 いて ある こと は 何で あっても、 寧ろ 男 まさり だが その 優しい 聲が £ 水 

の 時^つ ぶしに は氣 持ちが よかった。  mill'   —  I 

ip— H-、.」B ヒ， Ji,-4. 一： . ： ：に1ヒす.^.?,11ば4„すー£，€篸.に^.^<.,^，纩：カ「|7^..リ£€-:|5 


女屮 のお ii 尺 も 面白さうな 小說の 時な どに はたす きを やば はづ して そばに 寄って 來 たり、 一 裙て. H つ 

て 何 だ、 か だ. V 感想 を 述べる が、 大藏は それ を 許して あった。 すると、 時には- 話の ついでから 思 ひ 

出した やうに、 ぉ定 は、 

I  -  tl  ， ，  ラ /) ど- フ 

『曰； 邠ン さま もち ッ とお 出かけな ッ して、 奉職 口 を 遠 動したら ど うぢ やろ に』 などと * 差し出ぐ ち を 

云った。 そんな 時に も、 頻づ えつき の渠は 怒り もせす 落ち 付いて 笑 ひながら 答へ た。 

『おる は ほかの 卒業： y の やうに @乏 人で はない。 急いで 口 を 探さんでも、 きッとぁの.^^^-が適當なと 

/J ろ を、 ありさへ すり や 知らして 吳 るる。』 

松 方と 自分が 呼び付けに したの は、 束 京府の 知事 をした こと も ある 政 Efl で、 0 では 自分のお ゃぢ 

おんこ 

に隨 分金錢 上の 恩顧 を 被って ると S 分 自身で は 信じて ゐる人 だ。 自分に は、 その 人が K い 利子 を 自分 

のお や ぢに拂 つてる ことな ど は當り 前の ことで、 高利 を贷 した そのこと が旣に 恩顧で なければ ならな 

かった。 で、 大舉を 出る と 一 R ぐ • 手 一  本 を その 人に 送り、 〇〇s が I 直次郞 のせ がれが (と、 自分 

で名乘 つて) 今回い よ/ \. 大學を 卒業して 法 士 になった から、 どこかい いところ へ^ 介して れと 

云って やった。 こちら は 殆ど 命 <ri をで も 下 だした つもりであった ところ、 (して 向 ふから は 叮嗨. な！ 5^; 

事が i 化-て、 卒業 を 祝す ると 共に いづれ 適 常な 位地 を 心がけて 置く とあった。 殊に、 そのうちに 『貴殿 

の S ヌき 大家 の 御子 息に は どうせ 詰らぬ 職務 は i: 紹介 出來 かね 候 ベ く』 と tS けて ゐ たの が氣に 入った。 

達 士の畜  二 四五 
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『见に 角、 大政 Si に 於いて 一 部の 領袖 だけん』 と、 向 ふ を 讚め る ことが 自分自身 をー歷 えらく したの 

で、 今 は 政 S にも 僚す ぢ にも 失脚して ゐる仙 先生な どに は 尊敬 や 期徐を 持つ 氣 になれ なかった。 そ. 

の 上、 おい ものが 二三 名ゐ るので、 ぉ靜が 先生の 宅へ 毎日の やうに 遊びに 行く のが 面； II くなかった リ 

『ちょ ッと io; ひ 物に 行って 來 ますよ』 と 云って、 かの 女が 赤兒を 自分の 手に 渡して 出る ことが 鹿々 あ 

る。 で、 兒を 抱いて >疝 はりながら 待って ゐて も、 かの 女 は 二 時 Si も 三時 ii も歸ら ない。 その間をぉ^!^ 

が， in 分の ゐる 茶の へ 横にな つて、 雑誌の 输を 兄たり しながら、 話し相手 をす るので、 どうやら かう 

やら 退屈 はしの げた。 けれども、 自分の 女中の つげ 口によ ると、 ぉ靜は 夜の 遞ぃ 時な ど は、 何が 而 a 

はな 

いの か、 きッと 若い もの 等と から 花 を 引いて 來 るので あった。 

或 時な ども. かの 女が 歸 りが 餘 りに 通いので、 自分 は 待ち 兼て またお 定に手 を 出した。 その あとで 

もな ほお 靜は なか，/ \歸 つて 來 なかった。 花 を 引いて るば かりで も あるまい かと、 分に 引き合 はせ 

て考 へられて 來た 時には、 兒 vVQ 分の あぐらの 上に 抱いて 火鉢に 向 ひながら も、 胸のう ちが じリく 

35 よ 

と^えく り 返った。 そして や ッと歸 つて 來 たかの 女 をい きなり 立って 行って 蹴飛ばした。 

、 、 、 、 、 

『つくしよう、 この 尼！』 その 手 ごた へが 自分の 抱き 兒 にまで も 及んだ かして、 それが 自分の 胸のう 

ちで 泣き出した。 

IT をぎ や， p> こつ！ n  J. 七 ！ Ai^ う 一な つてと めて d:^ c 3n ゆな.^ Cl た。 


『ほん こで でも あ りやこ そ。』 

『そる ばッ てん、 行ぐ 必要 はな か！』 蹴た 方の 足 を 今度 は疊に 踏みつけて 叫んだ が、 恨めし さうな § 

あ. S よく 

を こちらに 向けて ぉ靜が 起き 上り かけて るの を 見る と、 頻は 自分の 愛愁が 動いて 來 たの を 感じた。 兒 

を 素直に かの 女に 波し、 出の 少ぃ乳 を 無理に も飮 まさせて、 自分 も その そばで その それらし いに ほひ 

を 嗅いで ゐた。 

『旦那 ン さま 11 おか ッっァ ま 11 お休みなさい』 と 云って、 ぉ定は 玄關の 間に 取って ある その ど 

うなが  け ど 

こ へ 行った。 自分 はまた 與の 間へ お f ま を 促した。 自分に は、 ぉ定が 自分との 問 を 少しも 氣 取られない 

やうに して ゐ るの をな かく 利口に 思へ たが、 ぉ靜の 若さ 美し さに は 見 か へられなかった。 ぉ定 はお 

ゃぢの 家の 女中で あつたの を、 去年、 自分が 歸國 した 時に 關 係して つれて 來 たの だが、 矢張り 同 園の 

g よ 

もので 東京に 於いて 結婚した ぉ靜が ある こと は、 前以 つて かの 女に も 分って ゐた。 兩者 とも 分の 家 

に 多くの 金が ある こと を 信じて 來てゐ るの が 自分に は 1 つの 誇りであった。 殊に、 お St の 如き は、 そ 

の 父から 自分の 家に は 金が ある こと を聽 いたば かりで、 自分と 柬 京で 知り合 ひになる が 早い か、 しょ 

ッ ちう、 自分の 下 {15 へ 入りび たって 來 たのであった。 

、 、  がんしき  ，，考  いつ  <  メ  、 

『おる も服識 はあった の だけん、 その美 人 を 逸しなかった』 と 云って、 その後 その 時の 話が 出た つい 

でに かの 女の 機嫌 を 取った。 

法 學士の 大蔵  二 四 七 


ii 第六卷  二 四，』 

『おや ァ、 着物 を賀 つて IS 戴よ。』 , 

『K ぐ そる だけん 困る』 と 答 へても、 かの 女の 願 ひが 切になる と * 棄 てて は m ほかなかった。 

橡が はに 立って、 花園の 横通 り を 通る 女 をよ く 見て ゐて も、 甞： 家 〇〇 氏の 細君が ちょ ッと ハイカラ 

で ni に 立つ だけで、 あとの ものに 碌なの はない。 そして その ハイカラ も、 、フち Q お P こ 比べる と、 ，1^ 

レーし - J  \  -ノ 

分ギ でも あ-り、 そして 上品でなかった。 ぉ靜の 特色 は 色が. E く、 眼が 大きくて 凉 しく、 顔の に 

俊し い 成 厳が ある こと だ。 けれども、 それが 爲め にかの 女 を 誘惑し に來る ものが 自分の まだ 擧生 時代 

にも 多かった ので、 かた ッば しから それと 見る と絕 交し て^て、 今では 自分に 殆ど 全く 友人がない。 

然し、 その 方が 結局 心配 もな く、 また 金を赏 せと 云 はれる 恐れ もな くッ て、 結構であった。 

ところで、 ぉ靜は 纏に 獄られ た 股のと ころが 痛み 出して、 その 翌日から 立てなかった。 ぉ定 は： 溢に 

私 力に それ は わざとお ほげ さに して ゐ るので あるから、 いい加減に あしらって 置け と忠吿 したが、 そ 

.  I  し J.^ ぞん 

れ にも：^ らす， 濕は 自分の 所存で 醫者を 呼ばせた。 そして 醫 者が 紙に 黄い ろい 物 をな すり 付けた の を か 

の 女の 股に 張り付け るの を 見た 時、 如何にも ひリ/ \. と 浚み 込み さうな ので、 これ は、 ま > こ、 直 つら 

い- 5  v! 

うへ で 一 つの 立派な 下： なり 何な. ttN を 買って やる に價 へす る 事件 だと 思 はれた。 

佃の i ぬ 力ら は 先生 を 初めと して、 細君 やま s 生 どもが 順番に 見舞 ひに 來た。 それが また、 毎日 ぼつ は 

だいざ 5 

ん として ゐる 大藏に は、 久野 家のお ほ 繁盛の 日と 見え、 おや ぢの 家へ われもわれもと 金を^り に來る 


i 1 ，-- ■  --  ■ 1，，-  とくい 

繁盛に も.^ ベら れて、 久しぶりの 得意 を 公け に 示め し 1- たやう であった。 

Iraiy たば 

『詰らないで しょうから、 まァ、 花で も兒 ていら ッ しゃいよ』 と 云って、 先生の 細 t: わ は ダリヤの 花束 

を 大きな 瓶に さした の を mil いて 行った。 ー體、 脊樂舉 校 を 卒業した と 云って ゐ ながら、 オルガン 一 つ 

つて ゐ ない 女が、 人に 詰らないで しょうから などと 云へ るか？ 先生の， If あとして は、 .CM 分と ぉ靜と 

の 問の 差よりも 割り 合に 年が 若くて、 而も 愛嬸の ある 女 だが、 それが 大蔵に はま 分 を おろそか にして 

自分の _ ^にば かり 肩を持った 什う ちと 思 はれた。 

『人 を しとる ぢ や！』 斯う 妻の 枕 もとに 在って むッ つりして、 簡單に 胸 一 杯の 不平 を 漏らした。 

そして 花 を ごと また あし 蹴に してやら うかと 云 ふ氣が 出た。 

『、さ 、いだ』 と、 妻 も 案外に 同意した。 仰 夫人な どに 云 は せれば、 さう です よ あなたと 上品に 云へ 

る こと 葉で、 そんな 分りに くい 國 ことば を 大藏 はかの 女 やお 定 とも 相談して 成るべく 出さぬ やうに し 

てゐ るの だ。 が、 かの 女の 方が わざと 國 なまり を 出す ので、 自分自身 もつ い り 込まれる ことがある。 

そ して 却って そこが 國に 於け る 自分のお ゃぢゃ 自分な どの位 mil を 思 ひ 出される ので 愉快で もあった。 

AJ の 心持ち を 曾て かの 女に 齿 げたら、 それからと まふ もの、 かの 女 は 無理 を 云ったり 欲しい 物が あつ 

fe.oN する 時 は、 一 1^ わざとに もさう する やうに なった。 そして 自分 も それが 賴母 しかった の だ 力 — 

お^は 言葉 を 次いで、 『お 花なん か 死人に あげる もの ぢゃ ろに 11 氣が 利かん。 うまい お 子で も 持つ 

法舉 士の大 藏 


泡 鳴 全集 ^六^  二 五 a 

て來 りやこ そ。』 

『さ うぢ や、 さ うぢ や。 11 ぉ定、 餅 葉 子で も 買う ち來 い。』 酒を飮 めぬ ので、 自分に も それ. は 好物で 

ちか ご 

あった。 泣いて る赤兒 をお 定から 抱き 取って、 にこく し 出して 考 へて 見る と- 先生の 細君 は 今 何と 

1K つた か？ 

『それでも、 まァ、 あなたが お蹴られ になった 爲 めに 11 また』 と、 かの 女 は その 優しい 微笑の 目 を 

お^の 颜 からこ ちらへ 向けて、 『何 かお 好きな 物 を 買うて 貰へ ますよ。』 

『  』 それに 遠 ひはなかった。 『ま ァ、 心配すな。 直ったら、 何 かまた 買うて やる から。』 

『ほんと に？』 その、 枕のう へで、 嬉し さう にした 顔 を、 うへから 1 つ ^1 してやった。 

その 翌日 は 早朝から ぉ靜が 三越へ 出て 行った の を 待って ゐ ると、 ft に户、 つても 歸 つて 來 なかった。 

渠 自身に は、 かの 女が 鼙 家の ハイカラ 細君に もま さった 派手な 着物 を 着て、 花園の 横 通. OS か 園 內の道 

を 澄ました 顏で歸 つて 來 るの を、 かの 女 自身の まだ 知らぬ うちに 自分で かい 間 見る ことが 一 つの 樂し 

みで あるので、 度々 橡が はへ 出て 見る の だが、 少しも さう 來て 吳れ なかった。 半ば 心配と 失望と に 押 

た氣 持ちで 獨リ つくねん と 火鉢に 向って ると、 橫 通り をい つもの 通り 聽 えて 來る 足お とで、 き 


あれ は どこの 主人、 今度の は どこの 細君 だと 云 ふこと が聽き 分けられた。 

だんな  _  , , 

『旦那 ン さまのお 耳に は 目が 付い とります ぢ やらう ぱい？』 こんな こと を 云 ふお 定も 冗談に 於いて は 

隅に 置け ぬ 女 だと、 大藏に は 3^ へた。 

『うん。』 一 辰 得意に なって、 また 足お と を聽き 澄ましてから 『：3^ち來ぃ、 あはれ 湯 淺の年 紬君ぢ や 

ぞ。』 

『  』 ぉ定は ひながら 椽が はから 立ち 屍って 來て、 その 細君の どッ しりした 歩き 板り をち ょッ 

と眞 似して、 そり 身に なり 『そン 通り！ むッ とこ わい 顔 をして！』 

がん g やう 

『男の やうに 巖 丈な 體 格で、 兩 方の 肩 を 斯う』 と、 自分 も 亦お 定の眞 似に 釣り合 ふ 肩つ きを 2： ル せ- 『い 

からかして、 な。』 

突然、 職人 か 何 かが 湯淺 夫人と 行き 遠って 來 たのであった。 

『君が なさけ の かり 寢 の 床よ、 まくら かた 敷き 夜もすがら  』 

(ふしが 今度 は 義太夫 言葉に な つて、) 

『お前 と わたし の その 仲 は 

去年 や ことし の こと ぢゃ ない  』 これが 行き過ぎ るまで、 二人 はじ ッと笑 ひ を こ 

ら へて ゐ たが、 やがて 一 緖 にど ッと笑 つたので ある。 

法學士 の大藏  二 五 一 


11  ^六お  二 五 二 

その 聲で、 ，s の 腕に ゐた 赤兒が g りの 目 を さました。 そして 近！^ にない ほどの 泣き を擧 げた。 

『よう ッ、 泣いた I！ 泣いた！』 大藏 には餘 ほど 珍ら しかった。 

『そる でん ぁァ た』 と、 お-： i 儿 はいたく しさうな 顔 をして、 『まだ ほんとの lg ^おや r な 、か。， 

, おは 今殆で 忘れ て ゐ た 物 を 自分 の 意識のう ちへ 取り入れ たの だ。 

自分に は兒が 可愛い のか、 兒を 生んだ 女が 可愛い のか、 どッち ともよく は 分らなかった。 けし ども、 

が 切 守になる と、 その 度 に 妻の 生んだ 兒を抱 きづめに して 待って るので ある。 それでも、 それが 

K つ てる 力 じッと L てゐ るかで は^ 足で きないば かりで なく、 また 何の 爲 めに 第 一等 n ミレ クを飮 

ませて ゐ るか を 疑 はれた。 

どうも- 他人の 兒 に比べて は、 からだ もやわ- - して 病身の やうで、 も 鈍い 6 が 分って ながら、 

なか，/ \ 笑 は ない の を 不平 で 溜らな い。 そしてた まに 笑った やうな 口つ き をす ると、 

『あの 笑 ひ は 千雨ぢ や、 なァ』 と 誇張して や 女中と 共に 喜んだ。 そして 今 一 度 その Ik が ほ を させて 

見ようと ffz 心しても、 もう 一 1 俊と は 無駄になる のであった。 

せめて は 時々 泣き出す It4 を 11 他の 兒 に比べて は蟲の 1: ほどに 紬 いけれ ども il 聽 くと、 俄かに 可 

愛 味 を 生す るので- 

『成るべく 泣かせて £ せ」 け』 と 主張して、 よく 妻と g 突した 。『お前 は； 4/ や、 ん；/ つ 云 ふて 可愛く.^！^?』 


. 可愛 いんだ けん、 一. ム ふの ぢ やな か？』  - 

•  ,  せんだん  き やう *? つし 0 

r お 鹿！』 かかる 時には、 虐 王の 尊斷を やる の だと 自分に は 思へ た ほどの 强 D! 心 を 以て S をで も 誰れ 

をで も 叱り飛ばさない では ゐられ なかった。 そして 兒の 可な リひ いく 泣きつ づける の を じッ として 

そのまま 兌たり 聽 いたりして、 ほ 分に やうく 滿 足の 時が來 ると、 『乳で もやれ』 と、 や ッと恃 ちかま 

ぢ よち ン 

へ て ゐる樊 か 女中 かに 手渡しした。 

そして また^ 屈になる と、 兒が ミルク を飮ん でゐる 最中で も 何でも かま はす その n 儿を S 分に ひッた 

くって 膝のう へに 乘 せた。 そして 泣いて L 犬れ ない と、 

『さ ァ、 おらべ、 おらべ！』 まだ 少しも 自由の 利かぬ セ<? の 手 を 動かした リ、 首 を ゆすったり した。 

『あんまり 可哀 さう で 3^ とれん』 と 云って、 お！！ はそんな 時には 必らす 隣 リの窒 へ 行って 横になる 

か、 さなく ば 仙の 家へ § おびに 出た。 

『ぢ よん さま はも だ ゆと るので すよ、 旦那 ン さま！』 お- K が こんな こと を 云 ふのに は、 然し、 別段 股 

が 立たなかった。 

そのうちに、 家ぢ うの ものが 一致して 一 つの 不審 を赤兒 にいだ くやう になった。 どんなに 後れた；：^ 

でも、 もう 立たなければ ならない のに、 少しも 立た うと しないの みか、 抱けば 抱いた まま * 寢 かせば 

寢 かした ままで、 殆ど 動き さへ もしない。 

法 學士の 大蔵  二 五 lli 


泡 鳴- 染 ^六卷  二 五， 

『骨な し 兒と云 ふの がご ざり ますが、 な。』 

『そる かい、 ぁァ た』 と、 ぉ靜 はお 定 のこの 注意に 初めてぎ ょッ として 顏を 向けて、 gl< の 方を兒 

た。 

『馬鹿な こつ！』 IS は I 首の もとに 渠 等の 疑問 を はね 付けた。 『毎日の やうに 上 肉 を 喰 ひ、 鮮魚 は鮮 

で 特別な せんぎ を させと るのに、 その 親の 子に そぎ やん こ、 つ あるかい？』 

『けッ どん、 華族の 和 子に も かたわが ある もん。』 

『そんなら、 先生のと こへ 行って、 細君に でも 聽ぃ 、ちがい。』 

この 三人 會議 のあった 結, お 靜が卽 時に 個へ 行って 來 ての 報告に よると、 同家で は 初めから それ 

だと 思って たが、 慮 遠して 云はなかった の だ。 かう した 兒は どんな 醫者 にかけ てもとても 直し やうが 

ない と 云 ふに きまって る だら うが、 諦ら める 前に、 まァ、 一 度 は大學 病院に でも つれて 行って 見て 貫 

ふが いいだら ぅッ て。 

、 、  だ 5- ざク 

『どうしたら よか！』 奥が 大藏の 前に 泣き伏して、 おいく としゃくり 泣き をして ゐ るの を M ると、 

も 自分で ゃッと 浮き腰に なった。 そして、 

"力う しちや を れん。』 赤兒を 自分で 抱き上げ、 『まだ 二 時、 だ、 け、 ん、 お前 も I 緒に 來ぃ』 と 妻に 命じて-  • 

共に 家 を 出た。 ■  f 


じ * 厶 ばん  ^ 

さして 行った の は大舉 病院 だが、 とても 順^ を 待って ゐられ なかった。 妻の E 心 ひ 付きで、 別に 同 I 

人が 可な 纩 大きな 病院 を 開ら いてる そのと ころへ 行った。  一 

ゐ つち. e-.cv  一 

すると、 そこの 院長が  一 

『これ は 決して^な しではありません』 と保證 して „, 犬れ た。  一 

『そる 兒 ろ！』 大藏は 妻に 向って お ほ 意張リ であった。 そして 失せよう とした 希 を， i い 仏 じて 歸 つて 一 

來 た。  一 

丁度、 門の そとに 先生の.！ 君が したの 子供 を 抱いて 立って て、 こちら を兑 るが 早い か聲を かけた、 一 

『ぉ歸 りです か —— どうかと 思って、 わたし は ここでお 待ちして ましたの？』  一 

ラれ  ぢょ 

『  』 渠は おもてに 嬉し さ を あふれさせて ゐ たけれ ども、 かの 女が うそ を 云った の を 失敬 だと 思 

ぶく し 5  _ 

つたので、 それに 對 する 復 響の つもりで、 兒を 突きつ ける やうに して、 『大丈夫です。 骨な しで はあり； 

ません。』  一 

『そり や 結構でした。』  一 

『けッ どん、 まァ』 と、 お IS が あとから うち 消す やうに、 『矢 ッ張リ それに 近いので す、 ね。』  一 

もんな？  _ 

『  』 濃 はかの 女 を ふり 返リ、 こわい 額 をして にらみ 付けてから 門內に 入る と、 また 先生が ダリ i 

ャの すたれた 花 を 切り去つ てると ころに 出くわした。 かげで は 自分 等が あんばん と 名 づけて る、 五分 > 

法 學士の 大蔵  二 五 五  一 


11  ^六卷  二  六 

刈りの^ ッ こい 額 を ふり 向けて、 

『どうでした？』 

『《！ 《 なしで はない さう です。』 その 細君の 方に 向った 時よりも 少し 言葉 を ゆるめて ゐた。 笑 ひ を 見せな 

がら、 『ただ 骨が #： 通よりも やわらか いので、 ミルク も あま，^ あまく せす， 藥劑に はせ  1^11^;^ を. 仅ら せて 

をり さ へ すり や 西る さう で I —— 』 

『矢ッ 張り、 ！Z じこと でしよう、 な。』 

『  』 大藏に は 先生の 肯 紫が 面 ほ くなかった ので、 ぷ いと 船 i してし まった。 あんな やつ 等と ぐ 

づぐづ 立ち話 をして ゐ るに は 及ばない のに、 ぉ靜は 大分して から 家に 這 入って 來た。 そして 云 ふに は 

先生 夫婦の 叙 お，， ^忠告で は、 g: 者の はほんの 自分 達の 氣 休めに 云った の だら う — 翳 者が 同鄕 人で あ 

れば ある ほど 疑 はしい ことに は、 自分 達の 父が 金持ちで あるの を兒 込んで、 とても 直らぬ と は 知りつ 

つも、 藥り代を；：^れるだけ取ってゃれと考へたのかも知れなぃから、 そこのと ころもよ く考 へて 見な 

ければ ならぬ わけ だ、 と。 

『馬鹿！ ふうけ！』 大藏 は、 直徑少 くと も 七 八 間 は隨れ てる 個の 家まで も聽 えよ がしの 大きな 聲で、 

ぢょ 

1 -度にカの，^5-を叱り付けた。 それから、 氣 取った ほどお ほやう に、 『兎に角、 ：- るのう ち は、 くすり 代 

など 問 や せんぞ！』 


それから は、 渠 自身で ハ母 日の やうに^ 兒を 病院に つれて 行き • 家に 在って はまた 自分の 妻に、 かの 

女が いやがる にも 拘ら す、 自分の獨斷で成るべく1^^らぃ物を喰はせるゃぅにした。 香々 —— から 味 

# 11 しゃけ —— 思 ひつく に從 つて、 斯うした 物 を 出入 の 商人に 云 ひつけた。 然し 自分と お £ ルと 

はすべ て さう 云 ふ 物 を 嫌 ひなので、 從前 通.^ の もの を， はべて ゐ たが 11 。 そして から を 得た に 至つ 

て は、 その 名の 上 も 下 もから い 意味 を 現 はして るの を 大いに 氣に 入った が、 それでも なほ、 いか はま 

だ あまい ので、 いつも かつをの にさせた。 

そして それらの 物が 自分の 雜箅 通りに 減じて 行かないで、 一 日な り 二 曰な り を 越えて 錢 つてる と、 

、 、  じ-" - う あ ^  ぢょ 

『そる では 母と しての 情愛が 足らん』 と 云って、 妻 を 責めた、 かの 女の 出す 乳 を は 自分で 吸って 見 

て、 その 味 を 『これで はま だいがん』 と 云った。 人に 隠れて 買 ひ 喰 ひが 多い せいだら ぅッ て、 たださ 

へ 自分で し ッかリ もと 締め をして ゐた 財布の 口 を 一 歷 しぶく 引き締めた。 そして^^分は、 自分 を さし 

置いて かの 女ば か. OS が 個の 家で たびく 菜 子 やしる こ を 馳走に なって 來 るの を、 家の IS 生から 聽き 

知る と、 『わう でい 者』 と 叫んで かの 女 を どやし 付けた と 同時に、 個の 細！ S を も かの 女の 一味 徒 まに 思 

ひ 初めた。 けれども * また、 赛の 機嫌 を 取る 必要が ある 時には、 自分から 進んで 何 ごとに も 例外 を 許 

してやった。 

ただ ミルク だけ は 決して 自分 以外の ものの 手 を 借. ON す、 必らす 自分で 水 を 割って 自分で あまくない 
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li  ^六卷  二 五/ 

までのぎ ずビ， し、 そこへ また 燒き を 入れて やる ことにした。 

『滋養、 よ、 か 大事な 作用 を n ャぅ兒 の" あ i に 起す 必要が あ、 る』 と 思 ひ 込んだ 爲め、 誰れ が仞と 云っても、 

この 新ら しい 習 g を 改めなかった。 『矢ッ 張り、 今の 科學 思想 は 進ん どる。 お前ら は 转無學 だけん、 科 

的：！ の S 舛现を 知らん のぢ や。』 

『けッ どん、 醫者は 却て 恐らく あまい 物を藥 にしと るぢ やろ て。』 

『どうして ？』 jgw は 妻 の 意外な-; irr 槊を 不審に 思った。 

『、あ、 ァ だが 滋 t: 分 を 取らさん の だけん、 死んで はくす り 代の 種な しになる て。』 

『誰れ がそぎ やん こつ 云 ふた？』 

『仙 先生が 11 冗談に ぢゃ ろけ ッ どん。』 

『あいつ ァ 貧乏く さい 病に、 法螺吹き ぢ や。』 

S, 水 は 仙 夫婦のお IS に對 する 入れ智慧 など を てんから 相手に しないで、 同鄕 人なる その 醫者 をば かり 

I::- 用した。 或：：：！、 病院からの 歸 りに、 赏車 を大； の 終點で 下リ、 少し 豫定の 時 を 後れて ゐる爲 め 家 

に殘 して あるお 靜 のこと も 心配に なって 來 たので、 急いで また 王子 電車の 方へ 足 を 運んだ。 すると 突 

然、 今 CI 分が 下 を 通って る ガ，. 'ドの 上 を、 山の手 線の 電車が かみ 鳴りの やうな 昔 を 立てた。 思 はす 自 

分の 頸 をす くめた 拍子に、 線路の 鐵 につま づ いて、 抱いて た兒 と共に 倒れた。 兒 はび ッく りして 泣き 


w した。 調べて 見る と、 あたま を 打った かして、 その ぼんのう くぼのと ころの 薄い 毛に 泥が ついて ゐ 

,  ひぢ 

た。 で、 直ぐ また 病院に 引ッ 返した ので ある。 そして 兒を 診察して K ひ >  分 も 左り の 肱に すり 傷が 

ほうたい ， 

できて ゐ たの を 繃 させた。 

それから、 や ッと歸 宅して 見る と、 妻のお li は 無 察であった。 そしてけ ふの SS 來 |HJ を自 さう に 語 

つてき かせる と、 かの 女よりも ぉ定の 方が 淚を こぼしながら う 云った、 

『おか ッっァ ま は 旦那 ン さま ほど ぢ よん さま を 可愛がつ とりやせ す。』 

『無論 ぢゃ、 お IS は 馬鹿 だけん、 まだ 金の 力 を 知らん。』 

自分の やうに 達者な うへ にど ッ しりと 人 gi らしく 肥える 方の 滋養分 は 第二と しても * この に は、 

骨 を 固める 石灰 分 や i5 ぶん その物が 第一 の 滋養で はない か、 その 爲 めに 費 川 を も 惜しまないで やって 

ると 云 ふこと を • よく 皆に くり 返して 聽 かせた。 

、 、 、 、  、 、  ぜっぽう てき 

『けッ どん、 何だか 以前よ リも iS つて 來 たの ぢゃ なか』 と、 或 日、 ぉ靜が 絶望的な 歎 .：11§ を；！ らした 時 

に は、 渠は 機嫌が よかった。 そして 無事に. M ぎの 如くう その外 は、 すべて 束 京 言葉 だと 自分で 思へ る 

のを以 つて 答へ た。 

『氣 のせいだ よ。 おれ も、 個の 細君に そら ごつ を 云 はれてから は、 時々 さう 云ふ氣 がした。』 

法 擧士の 大蔵  二 五 九 
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今、 湯淺の 夫人が そこ を 通って 行って から、 大藏は 泣く 兒を 抱いた まま、 あやし もせす、 ゆすり も 

しないで、 じッ と、 その 泣き 聲 やその 動く 具合 ひ をう ち 味 はって、 多少の 可愛 味 を 感じて ゐた。 けれ 

ども- この 兒 がその 父の 愛情 を內 心から 動かす の は、 いつも、 僅かの 間であった。 直ぐ 靜 まって しま 

うか、 眠って しまう かした。 さうな ると、 大藏 はまた 自分の 妻の 歸 りの 遞 いのが 心配に なって 來る。 

せめて 兒 を^ら せない やうに 腕に ゆすぶりながら、 一 あし、 二 あしと 仰の 花園へ 出て 見た。 大きな 

もちの 樹の爲 めに 少し 日當. OS の惡 いこの 部分に も、 矢ッ 張り、 ダリヤが 澤山 植わって ゐて、 ここの は、 

仰の 前- M にある のよりも 何 ゆ ゑ か 太く 高く 延びて ゐる。 その 郷 * 花が 比較的に 少なかった。 が、 この 

花の 盛りが 赤い ろ、 黄い ろ、 白、 斑 まじりな どに、 ぼッ とま だ賑 はって た は、 自分に も 多少 美しい 

やうな Hp がした。 けれども、 自分 も 自分の 妻と 共に こんな 物に は 一 向 趣味がない。 

し びと 

『ええと、 きの ふ 11 ぉ靜 がまた 何とか 云 ふた、 な 11 さ うぢ や、 花なん か 死人に あげる もので 11 』 

たださへ その 通り どうで もい い 花が、 もう、 新う すがれに なって 僅かば かり ぼつく 下^き に^いて 

るので は、 そしてう は 葉が しほれ て來て は、 大きく はびこった 雜 葉の やうに 目の 邪魔に こそ なれ、 面 

白く も を かしく もなかった。 霜が 一 回 來れば 直ぐい も を 掘り 上げなければ ならぬ と 云って たのに、 滑 


稽 にも 手が 行き 屈かないで、 いまだに 斯う てて @ いて • 而かもそのt^=^の花からでも ー錢ゃニ^.ばを 

舉げ ようとして ゐる仙 その 人の 性格が、 自分に は 卑しく 見え透いて 衆る やうに 忍へ た。 そして 分 0 

おや ぢが 百ぽ贷 せば 三 ヶ月で 百 四 五十 圆、 千圓 貸せば また 千 四 五百蹈 になって 行く のこ 匕べ て、 、ひで 

あざ笑 ひながら、 『だけんけ ち 奥い、 なァ 11 ふん、 半つ き II か！』 a 分のと ころで はそんな， g をへ おは 

ない と 云 ふの が、 愛て 一 つの 自慢であった。 

ふと、 然し、 その ダリヤの 太い 靑ぐ きが 何 本 も 並んで 立って るの を， * ぐたり とした その K ハ から 

見渡した 時、 自分に ちょ ッと おもしろ おそろしい 思 ひ 出が 浮んだ。 故^の 國ざ かひに 於け る 可な リ深 

い 山の 巾で 11 そこへ 商 分 は 或 友人と ふたり ッ 切りで 迷 ひ：； 3 んだ ことがある。 どちら を 見ても- 大き 

な樹 TV 力 立ち 渡って て、 到る 所で それ を 仰ぎ見る 自分 達の 顔 や 肩に は、 。ほとりと. t3 の^の しづくが 

ちて 來た。 その 音の ほか はしん かんとして、 やみ 夜の 如く ％ 一 m で、 見渡す 限り どこから でも 何. r 、おそ 

ろしい 物が 現 はれて 來さ うであった。 自分 達 は 方角 も 分らす に 歩いて い fmg に驅け 出した。 自分 ま大. 

きな 靑大將 を^んで、 その 化 場に すべり 倒れた。 その 時の 氣 持ち を 今 この 兒に 向けて やったら どう だら 

う？ どう 感じる だら う？. 

と、 斯う 云 ふ 不思議な こと を 思 ひ 付いて、 渠は 深山に なぞらへ た ダリヤの 林 を 少し 分け入 リ、 ゆ ふ. 

ベの 雨から まだ じめ くして ゐる黑 い 土のうへ へ、 — これ を 日光 もささぬ 山奥の 地べたと 见 做して 
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泡 鳴 入.^ ffi- 第六怨  一： 六 二 

— ねんね こに 包んで ゐた兒 を そッと 手から おろした。 そして 自分 だけ はまた そ ッと拔 き 足さし 足で 

そ の^を 出て 來 てから、 小 蛇で もやって 來て 晃れ ないかと- その あたり を 、を かがめながら あちこち 

と のぞき、 すかして 见た。 0 分 はまた 少しへ』 ひ 過ぎて るかして、 .21 分のう は 0 ぶたが^ かして 千 M たく 

感じられ たが —— 。 

そこ を、 c 分の { 〈《の 緣が はから 女中に 見られた の だ、 

『旦那 ン さま 11 』 

『  』 われ を 忘れて ゐた ところへ 突然の 呼びかけであった ので、 .E 分ながら びッ くりして、 兩 方 

のから 手 を 後ろへ ひらいた まま、 からだ ぢ うが どき ッ とした。 その 時には、 もう、 一 二 歩 あとす さり 

して ゐ たが、 幸 ひに そこ へ^みと まること がで きた。 

『何し とんな さる？』 

『おい、 ぉ定』 と、 は 俄かに 兩 方の 乎 を 肱と 共に，； S 後に 動かしながら、 兒がねんねこ^：巾で少し^^ 

いてる 方 を 指さして 、『いごい とる、 いご、 いとる！』 

女中に 云 はれてから JD^ を渠は 直ぐ 拾って 夾- たが、 お 靜がゅ ふが たにな つても 歸ら ない のであった。 

擬 はお 定 と共に！： じち やぶ 臺で， 肫食 をして ゐ ると、 かの 女 は 箸 を) 吨 ひながら 自分の 妻の この 樣子 

ゆ だん 

が 少し 油斷 ならぬ こと を^げ た。 


『そい やん こ つ あろ もんか い？』 

『けッ どん、 おか ッ っァ まに や 奥 野さん がまた よか 人ぢ やろ かい 11 子 の, IjZ だ 5^;;.^』 

奥 野と は 仙 S き 生の 一人で、 fMH- で、 子 餅の 子に は相逮 ない が、 そ. 先生の によっても、 出 

來 そくな ひの 人 II であるので、 先生が？ g まれて 監督が てら IS つてる 者と 分って た。 大藏に はい やな 乂 

物で あり、 また 如何に it 族 だッて 金が なけり や ァと云 ふ：^ はけぬ t おがあった。 で、 自分のう ちば かりに 

ゐて かつえて なる 世^ば なしの Si を もこの^ だけに は聽 かう と はしなかった。 G 分 は 別に 仰の W 生と 

云 ふよりも、 叙 類す おとして 來て 先生に 使 はれて る、 小彻 口な 長さん を g 選らんだ。 

Q 分の こと を 先生が 『あの 馬鹿が』 と 一： ム つて S 倒した の を 31 かせた の も 長さんで ある。 そ. ^き- 長 

さん は 先生の 細^の 金 を 五六 圆盜ん だと かで、 先生に ニー 間 も 投げ飛ばされて 逃げて 來 たのであった。 

ところで、 .In: 分が 先生に 對 して 間接に した 答へ を 先生に 遝ん だの も 亦 長さんだ。 ぁッ ちこッ ちへ いい 

ことば かり 云って ま はって、 茶の 一杯 も飮 ませられ るの を 害んで る 不良 青年で は あるが、 それだけ ま 

た c; 分に は 持って来い の調法^^で、 

二  IT 〇〇 道家に はいくら 程の 收入 があって、 あんな. 1:^ を ハイカラ にして lid ける ぢゃ らう か？』 

『さ ァ、 うちの 奥さんの 話で は、 何でも 毎：：！！： 七 八十 圆 のく らしお やさう だが II 

『へい』 と、 さう 聽 いて 自分 は 一 と 安心した。 何でも 他人が 自分よ リ よくない こと を 望んで るの だか 

法學士 の大藏  二 六 三 


泡 鳴 仝 築 第六怨  ニゥ a, 

>OLI 『兩親 も 女中 も をる ぢ やない か？ それで セ 八十 ゃァ、 毎 ほまづ い 物 を t^l とら ねばなら 

ん。 うちな ど は、 おとなが たッた 三人で 月 二百 圆は 入る よ。』 この 勘定に は、 無論、 自分の 法螺と 妻の 

と が 道 入 つてる C> は 承 知の 上であった。 

『けれど、 なァ、 あいつに や 少し 肘 tj が ある やう だぜ。 さう して おれが 注文 も 受けんで l^g を こしら 

へて 持って行っても、 直ぐ 買 ふて 吳れ るよ。』 

『あっても 知れた も 2、 さ。』 無論、 お ほが ね贷 しなる 自分 0 父の 家に 比べて はだ。 

『ある 細 は 蟹の やうに 平べ ッ たい 顔 をし とりながら なか/ \氣 取って る けれど、 幾 家の 方 はえい V- 

だ HI 少し 助平 ッ たらしい が、 な。』 

『さ うぢ や 11 は * は、 はァ』 と、 自分 は 屈托を 忘れて 笑へ た。 

『おれ は * な』 と、 長さん は 調子に 乘り、 大藏が 肱 を かけて、 火に かざして ゐる兩 手の I 方 をち ょッ 

とゾ， 越しに 叩いて、 『時々 氣を 利かして、 朝め し 頃に 生み 立ての 玉子 を 持って行って やん ね .1 ゆ ふ 

ベ はき ッ とだら うと あらかじめ 當を つけて 置いて、 さ o』 

『は， は！』 

『さう すると、 な、 必らす 買 ふよ — いいと ころへ 持って 來て吳 れたッ て、 な、 ふた リ とも ぼん や.^ 

した 顔 をし とって。 n 


『  』 大藏は 自分 も 亦 笑 はう としたが、 今. M は 笑へ なかった 11 分 も その 乎で 度々 H はせられ 

たの かと 思 ひ. 出されて、 そんな 時には 話頭 を輕 じさせた。 『ほかに まだ ii はでき とらん か？』 

『さァ —— 』 

『こないだ 引ッ 越して 來た あの人 物 は？』 

『まだ 兄て 來ん けれど、 あすに も 花 か 玉子 を 持って行つ て兒 よう。』 

こんな 具合 ひに 自分 はゐ ながらに してよ その 家族の 人數 やせ ^船つ ぶ，.， が 詳しく 知れる のが 而， U いの だ 

が、 奥 野に はこれ を やらせる ことが 出来なかった。 が、 自分の ^の 方 は 長さん を あまり 相 乎に しない- 

で、  自分の 前でまで も、 

『奥 野さん、 奥 野さん』 と 云つ てること は jsa だ。 そして. s 分に 隱れて か &マ と共に 花な ど を 引いて る. 

の だ。 

『ひよ ッ とすると、 に 芝居で も 見に 行った のお やな か？』 う 思へ 出す と、 1^ 實 身に まお おの <H 

でフ. M 

事 中 を 豫し て やる だけの、 心の ひま もなかつ た。 『直 ぐ 見！ IT ま い 。 コ 

お^が. J:^ いで 隣り へ 行って 來 ての 報告で は、 奥 野 は 今や ッと 仕事から あがって 井戶 のわきで 足 を 洗- 

つ てると ころであった。  大蔵に は、 さう して 兒 ると、 長さん はま だ あがらな いの だら うから ここへ 話 

しに やって 來る のが 今夜 はま だ 後れる だら うし、 II それでも 先生 は、 もう、 例の 半つ き ゃこ洋 〈：5^0.^ 
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食 sa. か、 な、 などと 云 ふこと が m 心 ひに 浮んだ。 g に は- 人のう ちの こと を 努めて |i§ して 見る のが 

仕 であった。 

『どうしたん ぢゃ ろか、 な？』 食^ をす ませて、 日 はお ^ れ たけれ ども、 まだ 自分の 妻の 音沙汰 はな か 

つた- 『きッ とまた 芝 ぢ やろ』 と 155 て、 f」 赛に强 いられて 1 度 行った ことの ある 一 $1 の 中 を 思 ひ 

浮へ ようとし たが、 自分の あたまに はた だ 多くの 男 や 女が 大现 石の 注の 間に めまぐるし いほ どごた ご 

たして るば かりで 11 舞蹇 の而由 を かしく もなかった 狂 首な ど は 反 十：： の やうに 鮍く ちゃに なって、 ど 

と！ う、 自分の,^ のかた 隅に 押し込められ てる。 これ は 自分の 頭腦糾 織に 於け る、 生 ifsq: の 所 

なつこう しふへ. マー 

酽 esm- ク- お^ 力， k おや-な 爲 めだと £11 分で は 信じて ゐ るので、 少しも ini 分の 腦カを 疑お：^ 料に はなら なか 

つた 。『その 證據に は 兌ろ- おる の腦は 足お とで その 人 をよ く！！ き 常て るぢ やない か』 などと 意 張って- 

兑 せる のが 皮々 であった 。『け ッど、 ん、 おる は大擧 であん まり 腦を つかった 爲め こ、 ts^ii のか はりこ 

き/ な ン，， やう  ； J 

近 になつ とる のぢ や』 と 云って、 この 自分の 新造語が W 分と して は科學 的に 何 を^^す るか をき 

の ふ も 長さん に^;^ してやった。 乃ち、 腦 力が 自分から 遠く 離れた 物 を^ 像す る ことができ なくなつ 

て、 手近い 物にば かり 鎮屮 する の だと 云 ふ 說明を II 。 

『そる とも』 と、 ぉ定 はい やに 微笑しながら、 『また 吉！； さんのと ころ ぢゃ ろかい？』 

EKKEE^ だけん。』 爆 は 新う 冗談に しながら も、 自分の いとこが 々とおと なびて 來 


たこと を つて、 多少 不安 をお ぼえ た。 こないだ も、 ここへ 尋ねて 來 たの f 牛肉 を f^iij してやる と- 

酒がない から 面 S  くないと 云った。 そしてち ょッ とそ こまで 见送 つて 來る， と 云って 出て ずった ち 

It と共に 料现屋 へあが， つて、 三時 ばかり もこ ちら を-付 守 させた。 それ は、 然し、 お E がの 歸 つて おて 

の 辯 解で よく 分って しまった けれども ♦ お { 丈が 寧ろ 承知し ないで、 自分に 私 かに こわせ： al をして、 

い 細 S ツビ あ ん なに 不 しだら にさせて §3 いて は、 ぉ國 のお 父 さ ん から 落ち" i;^ のない やうに と药 ッ れたわ 

たしが すまぬ と 云った ッけ —— 

、 、 、 、 じょうだん  、 , 

『 そ ぎ やん 冗談 どころ ぢ やな か。』 

『お前 は 本人のお るよりも 燒き餅 やきお やて 11 ぢ ャァ、 ち來 う。』 舆は 暗い 中 を 11 また，：：： 分の 女 

房 を 待ち かねてと 喾生 どもに 見られて 一： ム はれる のがい やさに 11 こッ そり と^の 門 まで 出た。 

.H 分の 二三 軒 どな リ の婆ァ さんが 挨拶して 通って たが、 分 はう す 喈 いのに まぎらして 返 もしな 

かった。 その他に も" 自分の 稳が はから 兌た ことの あるら しい s;; や 女が、 W らく 立って る に- 

名 も 通って 行った。 それらが 5： お IS でない の を 一!!;! 鹿ら しく も愤 ほらし くもなって、 くわ ッ と，：： 分の あ 

たまに 熱が のぼった。 けれども、 1 桥叙 しい 火 を 離れて $ ^のが 如何にも りなく 鼓かった" 

『お前 見ち 來 い。』 立ち 歸 つて、 断う お { 止 にいら. （- しい 調子で 胃 葉 を かけた が、 かの"^ が どころ の 

何 か 洗 ふ 物 昔 をち やらく させて ゐ たので、 そい 方へまで 逃んで 行って、 かの 女と 9? 燈 との に 立ち 
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ふさがった のにぐ.^ が 付かなかった。 

『一！？ うご ざり まッ せ、 ロー 那ン さま。』 

『さう か』 と 云って、 は、 ふところ 手 をした そのうへ にも 少し 肩をすくめさせて ゐた 自分の からだ 

を、 まごつかせて、 1 二度 は 右 や 左り にやって 見てから、 ゃッと 露ッ庶 ぐに かの ぢ かの 方へ あかりが さ 

す^うに して. つた 0 

『おとと ひの、 またけ ふぢ やな か？ あんま リぁァ た をない がしろ にしと るし II 若し また 吉 1^ さんの 

とこへ でも 行つ とる んぢ やったら、 きッと あやしい ことがあ るん、 だ、 け、 ん、 わたしが お 國の站 I ン さま 

にす まん。』 

『よしく、 今度 こそ 1 つぎ ゆ ッと云 はして やる。』 はぼう ッと 熱して 來て、 自分の 聲が 異様に ふる 

えて ゐ るの を. 0 分で も おぼえる と、 寧ろ この場合 をお 靜も 何も 入ら なくなって、 五 |fr 光に し e が，〕 

だから だの 上半 部 を 】 段 俄い 踏み板の 上から 映し出し てる 年 增の、 その i^i は しゃくんだ 顔の 横、 

が ほが 突く しく 可愛かった。 『ちょ ッ とこ ッ ちゃ 來 いよ！』 夢中に なって、 自分の 手 を 下に 延ばして か 

の 女の手 をぐ ッ と引ッ 張った。 

『乎が ぬれと ります』 と 云 ひながら、 かの 女 も を ふるはせて につ ハて來 た" 


 けろ りと して 火鉢の わきの 坐に 直って からの こと、 また じ 命令 をく り 返した、 

『矢ッ gYN、 見て 來ち貨 ひたい、 な 11 樽の 停留所まで 行って。 この場合、 自分の 腦 力が 仰の 門 ま 

での 廣 がりで は 足りなかった。 

『  』 お 定に返 がない と 思ったら、 いつの まに 行って たの か、 便所の 方から 核が は を やって 來 

ぢょ 

たので、 その 方 を ふり 向く と、 かの 女の 今 立ち どまって 腰 ひも あたり を兩 乎で^ してる のが、 11； 子の 

腰 がらすに うす 黑く 映った。 

『そと は隨分 塞い ぞ、 羽織で も引ッ かけて いげ。』 

『あ ァたぢ やな か 11 今から 火に 常って 寒がつ とる の はぁァ たばかり ぢゃ ろて。』 

、、ヽ ヽ、、 、、  ち どん 

『そぎ やん こつな か —I お前ら は 祌經が 遞鉞 で、 この 塞うな つたこと を 感じん のぢ や。』 

『また 塞う はあり まッ せん』 と、 さきにお 靜が氣 取って 云った 通りの こと を r: 調まで そッ くり！ ^ 似し 

たので ある。 『綿入れな ど 着て —— ぁァ たはち ッ とひよ ッ きん もん ぢ- や。』 

お は fl: 子 を 明けて 茶の へ 道 入つ て^た。 そして 常にな くばたり とつよ く 障子 を 締めた。 見に 行 

くの をい やなの か 知らん、 EE つた、 な、 と 思って 默 つてる と、 こちら を兑 向き もしないで すん^. -險 
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Al ま  よ 

りの-: iel まで； i つた。 自分 は それ を 横目で 見て ゐ たの だが、 かの 女の 女中ら しく 短く たぐって た が 長 

くな つて ゐた。 かの 女 はお 靜の化 被 鏡に 向って 膝 を _ ^し、 ちょ ッ とその 結び 髮の 引き 釣った？ なで 

た。 お！^ が： nj^ ると 怒る の だけれ ども、 自分 だけの ゆ は 11 今 も それが から 紙の 明きから 见 えて ゐ なが 

ら  にさせて ゐた。 

やがて うら 庭に 人の け は ひがした ので • ぉ靜 かと E ぬ ふと、 遠って た。 けれども、 ^に また こころ 待 

ちに して ゐた 一 人 だ。 

『 今晩は。』 長さん が 遠慮なく うらの 橡が はから あがって 來た。 

『や ァ、 探 報 先生』 と、 自分 は その 方 を：：： ル 上げて にこく しながら、 『もう、 晚め しはすんだ か？』 

『うん、 ^の华 つき^よ —— まづ い、 まづ い』 と 云 ひながら、 自分の 火鉢の 角 を ま はり、 自分と 向 ひ 

八：： ふとに ろの、 即ち、 お 靜がゐ たら かの 女 を 坐 わらせる その 座 を 占領して、 今吸って來た錄煙：^：十の灰 

を、 銅 壶の签 とそれ から 鐵^ のか かると ころとの il に、 輕 くだが 押しつけて、 いつも S 通りに 灰 A 落 

した。 

『  』 また lei- い^をと、 大藏は 折^ 奇 1^ に 磨け て ゐる鐵 をよ ごされ るの がいやであった。 分の 

右う での 横ッ 腹に 早 や 少しで きかかって 來た火 だ こ を 左り の 手で 撫でながら、 にらむ やうに ちょ ッ 

とその 方に en を やった。 けれども、 よせと は强く 云へ なかった。 そのうへ 自分 は 今少し 心 臟の鈹 動に 


疲れて ぼんやりして.^ るので、 いつもより 元：： S がな く、 火鉢の ふ i りへ 肱 をつ いた その 兩 手の 上に 自 

の あご を m はいて、 『さて、 新ら しい 報 #n は？』 

『今夜 は 素 的な のが ある ぞ。』 これ は liE 家 〇〇 氏の 夫 嫌 別れば なしで * それが 爲 めに g 家 夫人 は大 先生 

のと ころ へ 今 來てゐ て、 何でも t お， 判 沙汰に すると 云って るので あった。 

『こり ゃ而 白う， なって 來た』 と、 大藏は 喜んで また 元氣が 出て 來 た。 『1體- それ ぢゃ 仲が よくな かつ 

たの か、 な ァ？』 

『無論 • さ。 ぉリゃ これで も江戶 ツ子の か はりに 大阪 生れの ちゃきく だ、 あの モデル を 今度 逢 ふた 

らな ぐった ろ ん だが、 どぅ^^  あい つがい ろ 女に なつたん やさう だが？』 

『あいつが かい！』 大藏 はかの 女が いっか 花を賈 ひに 來て、 つい、 この 橡が はから 見える ところで、 

仙の 細 と 立ち話 をして ゐ たの を、 ，H: 分の 妻と 共に、 K 子の かげから のぞいた ことが 思 ひ 出された。 一 

『うん- やれ、 やれ、 一 肝 面お くなる！』 

『やった ろ J  ^ ちょ ッと話 を 聽 いてる と、 おり や あの 細君に 赞% —— 问 情ぢ や。』 

『訴 へて、 もと/ \ 通りに なると 云 ふの か？』 

『いいや、 5 ちの 先生の 紹介で 辯謹士 を賴ん で、 手切れ金 を 取 るんだ —— 手切れ金 を！』 

『それ も而 a い！』 斯う 調子 づ いて 叫んだ に は、 また 一 つに は、 苟 くも：^ i: を 畢んだ 自 分の もとへ は 
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先生 も 必らす I 度 は 相談に 來る だら うと 云 ふ ド^^^ あった • 

そこへ、 ぉ靜 がお 定と何 か 話 をしながら 歸 つて 來た。 大藏は 妻の 聽が 耳に 這 入る と、 もう、 叱って 

やる ことな ど は 忘れた やうに な つ て 、 先づ こ の 新開 を 知らせ て やりた か つ た。 

,  お ふ 

『レら 、ソ しゃい』 と、 溢れさう にに こくして ゐ るお 靜 は先づ 長さん に 立ちながら 挨 1^ してから、 『,. へ 

いま。 迎く なって すみません。 吉！： さんに 電車の 中で 逢 ふて、 うちへ；^ いと 云 はれた もん、 だ、 け、 ん。』 

『ま ァ、 そぎ やん こつ あと ま はしに して、 さ ー おい、 畫 家のう ちが 夫婦別れ になって、 ぁの細^；-が手 

切れ 金の 訴訟 を 起す ち ふこつ ぢ や！』 

『モデルが 原因に なって』 と、 長さん が說 明し かけた が、 ft: 然に 自分の 妻に 巾 止させられた。 

『あの 〇〇 さんの？』 ぉ靜は 意外ら しく 目を兑 張って、 t4 ハ i 黄 i 養老お 召しの 羽織で すらりと 立って 

るから だ を 少し あとへ 反らせた。 それから 所 H< に は廣も 無邪氣 で、 少しも こだ は，， ， を 持って ないやう 

に 見える 微笑 を 浮べ ながら、 『わたし も 手切れ金 を 貰って、 もッと 好きな 物 を 買 ひたい。』 

、『馬鹿！』 自分 も 法へ つた。 そして かの 女が 大切 さう にか かへ てゐろ 風呂敷 包み を兑 ながら、 『どれ 見せ 

ち 見ろ。』 

し^^くさん 

『また 大分 三越の 借金が ふえ ましたよ』 と 云 ひながら、 かの 女 はべたり と 、のわきへ 坐 わった。 

『なァ に』 と、 自分 は 寧ろ 長さん に ，2r 俊す るので あった * 『おや ぢに また 云 ふて やり さへ すリ や。 a  I 


包みから 出た おもな 物 は、 赤地に 白の 笹を 染め 拔 いた 長襦 1 の 出来合 ひだ。 

『ま ァ、 奇麗な こつ！』 お，： かこの 時 横 あ ひから 颜を 出した。 

『この 色が 少し 寢 ぼけと るので、 氣に喰 はんけ ッ どん -11 』 

『少し、 な』 と、 お £ル も 首を倾 むけた。 

『今 1 つ 目の さめる ほど 燃える やうな のが あつたん だけ ッ どん、 あまり —— 高い —— ので』 と、 ぉ薛 

は 段々 に聽を やわらげて、 所 IK の 胡 を 下からの ぞく やうに した。 に 突いて た 左. OS の 手 をが ッ くり W 

ぢ よ 

つて、 顏をも 横に 左.^ の 方へ 曲げた ので、 かの 女の 横す わりに 坐 わって るから だが その 方 へね ぢ，^ 

た。 そして 俄かに その 場で 赤み のさした 顔に はに やりと 微笑 を 見せた。 

『  。』 大藏は それ を かの 女が 人 まへ も @： ら す、 自分に あまへ て 感謝して ゐ るの だと 受け取った。 

何だか 自分の からだの #、 からまた 異樣た 感じが して 來， ベので、 自分 もちよ ッと を 赤く した。 それ を 

長さん に 押し 膽す つもりで わざと ざッ くばらん に 出て、 『こリ やな かな か 結構 ぢゃ。 矢 L;:^- り、 赤い rN.H 

、 、  . 

も 称， t§ でよ 力 』 

『ぁフ たの 物 も ある、 わ、 よ』 と 云って、 今 一 つ， Ml の フランネルの 切れ を 幾重に も 折り E^i ん だつ を や.' 

した。 

『寒うな つたから、 な ァ。』 それの 折り 疊みを 二つ I  二つに 開ら いて 见 てから 、『こり や、 ぬ、 く： U  、いぢ やろ。 
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nf 速、 お- r 几、 ひも をつ けて 吳れ よ。』 

『nfi 那ン さま』 と、 お は 少し 大きな 呼び？ S を 出して、 然し 笑 ひながら、 『そぎ 4- いひ 駄目です、 わ。 一 

もち ッと よか 物 n う て ぉ赏ひ 遊ばせ。』 

『餘 計な こつ！』 お^も 中ば 笑って たが、 不平 さうな 蘭 をして ゐた。 

ぢょ 

『力-様， しからば』 と ；•  ムっ て、 S£ はかの 女 を も ッと笑 はせ るつ もりであった 。『， &りゃ 1^ を — 』 

『ほん まに えい、 なァ』 と • 長さん が 横から そ ッと襦 神 をい じくって 見ながら、 『おれ もい ッそ舆 さん 

の 力に たりたい、 な。』 

『  』 さう 云って =4< れれば 話せる、 ありがた いと 思 ひながら、 冗談に だが 11 ダリヤの いも 掘 リ 

が 翁 探 報 記 § ？、  if<s 細^かい！』 

『さ うぢ や、 さ うぢ や！』 

『長さん は 面白い こつ 云 ふの、 ね？』 お 靜は買 ひ 物 を 1$ び 包み 初めた。 

『おり や 奥さん 崇難ぢ や。』 

『長 ii; の 今 枚 もたらした 報吿 は、 然し、 上 來ぢ やろ？』  つ， 

『そ ン！ 迎り』 と、 かの 女 もや ッと 不斷の 話し 桕 乎に 返った 0『 モデルが どうしたの？』 

『霰家 を あの ハ ィ カラから ひ 取った のです』 と、 長さん はまた 同じ こと を 雄 辯に まかせて た ふ/. \ 


と說 明し、 かける，： がま へ をした。 

『もう、 お、. 分つ とる ぢ やない か？』 新う； 1 つて、 大蔵 は 長さん に 話の つぎは を 失 はせ た。 .：！！ 分の 目 

はまぶ たが くて、 大分し よ ぼくして 來 たの を おぼえながら、 にに こくした 顔 を 向け、 『ひ ハ J 

はさう と *  士 口 岡 はどう ぢ やった？』 

『無 isu。 あ， それに 就いて わたし も 一 つ いて 來た彬 料が ある。』 お 靜の得 意さ うに f" する による 

と， いとこと 時に ±{R 舉校を 出た 男が あるが、 或女舉 生 を 思って 度々 訪 1^ に 出かけた あげく、 結婚 

を 巾し 込んで はね 付け j: れた。 lhf< なんか ほんとの 人殺しで、 お負けに 大尉まで 正式の： g 婚乎 つづな 

がで きないん だから、 いや だと 云 ふの だ。 ところが、 それ は それにして、 も 一 つ 困った ことに は、 男 

が 送った が 後の 大切な 乎 を 女 は、 左程^^：！んじもしなぃでゐた爲めだらぅ、 どこへ か 落し 忘れた。 そ 

れを 拾った？ は その 二三 軒 隣り に 住んで る ごろ 付き 新^記者であった。 乎 就 を 種に して 女と と 雨 方 

から いくらかの はした 金 を 取らう と ー た。 士 ni: 少尉 は その 友人の 方に 賴 まれて、 何とか 無事に もみ 消 

してし まう 爲め、 先づ女 を 相談が てら 訪ねて：：： ル ると、 女 は 案外に へ平氣 で、 そして 手紙なん かよこす か 

らいけ ない、 軍人と 云 ふ もの は社會 にあ まり 張り 過ぎる から、 少し そんな ことで でもい じめ 

-J  けんまく  ， 

て やる 力い レとー 14 ふ fe^f を も 兌せ た 11 相談に 行った 人 もまた 人で あるの を 忘れた かの やうに 無逮 

. ^に。 
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へ しふ 含よ く 

『これ も而. 2 い』 と 一 なって、 大藏は 長さん の 方を兑 た。 『今夜 はこの 編 g: 局 はな かく 多忙お や。』 

『而. ：！ い、 なァに 長さん の あくび まじりの 返 蔡が大 藏には 物足りなかった。 

『さう し て .；，；：：  If は どうしたん ぢ や？』 

、 、 、 、 、  、 、  ちょくせつ 

『そる だけん、 止む を i:! すそ ン新 記 客に +壯 接に ぶっかって、 金 を十圓 ばかりつ かませて 歸る ところ 

を、 わたしが e^IiEfg: うへ で 行き ^fa ふと 1—— 』 

『えい (划 味ぢ や。 ー「假、 小：：： 1: もへ 负乏 なくせに 意 張り 過ぎる。』 

、、、、、、 

『そぎ やん こつ！』 

『お前 は奵 きぢャ ろが、 おる は ひぢ や。』 銜う 云つ て^の 火 だ こ を 撫でながら、 大藏は 出て 來た あく 

ぐち 

ぴを わざとに も 大きく して 15- さんの 方に 見せた。 n がしよ ぼ/ \- して、 淚に揚 つた を、 け ふ はこれ 

だけ 人の 大 お 件ゃ大 矢^ を §1 けば 渾山 だと 一 K ふ滿： i! が 感じられた。 そして 妻が 握く まで 遊んで 來 たこ 

いき ど ほ 

との W り ゃぉ定 の それに- 對 する 注意な ど は、 おぼえて る やうで も、 どこへ やら 行って しまって、 何よ 

り も：： 十く お E ^とこ ッ 切りに なりたくな つた。 そしてお さんに 乞 ふて おって K つたの も、 それが 爲め 

でお つた。 


大藏の 家で は、 仙の 人々 に對 する 好き 嫌 ひの 點に 於いて、 二 派に 別れて ゐた。 お^は 子 S の 子なる 

とほ  、 、 、 

奥 野の 一 lln 薬 を 通して、 先生 や、 また その 細 *5 の 母親 ゃを兑 たが、 大藏 はすべ て 長さん を ！ 『そら ご 

っ師』 だと は 思 ひながら 11  I 番近 しくして ゐ るので 信じた。 それが 爲 めに 時々 夫婦喧嘩が 起った け 

れ ども、 和變ら すお 靜は ひま さへ あれば 仙の 一:^ へ 遊びに 行く ので • 大藏も 门 分の 家にば かり 引ッ 込ん 

では ゐられ なくなった。 

螯家夫 の 進行して ゐる 訴訟事件に 就いて とうく 自分に 先生から I 度 も 相談がなかった の を 11 

自分 をな， いがし ろに したと —— 恨みに 思って ゐ ながら も、 自分 は 赛に從 つてよ く 先生のと ころへ 行つ 

た。 夜な ど は、 その 度 毎に 花 を 引く の だが、 或 時、 ぉ靜が あんま.^ べたべたした 様子 を W 生の 奥^に 

ぢょ 

兒 せて ゐ たので、 いきな リ、 かの 女の手 を 攫んで 引きす り歸 つて 來た。 

『ぁァ たは あんまり 見ッ ともない』 と、 かの 女 は 不平 を 云った。 

『どッ ちが あんまり ぢゃ？ これからい ぐな！』 

『では， 皆をぅちへ^^るゃぅにして下さぃ。』 

『勝 乎に せい』 と 云 ひ 放った の だが、 自分 はい やで も あり 又 望みで もあった。 

それから のこと だ、 長さん ばかりでなく、 誊牛； どもが 毎晚の やうに 來 たの は。 

『今晚 は』 と 云 ふ 長さん を さきに 立てて、 皆が ぞろ， （-と 這 入って 來 ると、 大藏は 
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『や ァ、 の ！』 などと、 冗談に 氣 取って 云 ふまでに 心が うち 解けて 來た。 この 救世 ：4 と は、 

ひや  しょざい 

長さん の說 明に よると、 仙 先生が 冷 かし 的に 命名した ので II あんまり 所在な しに 暮 して ゐる人 問に 

同情して、 いのち 掛けさな がらに 每晚ぞ ろくう ち 揃って 訪問に 出て 來る こと を；； ム ふの だ。 大藏は 初 

め II いた 時 rtw 分 を 先生が lif 鹿に したの かと 思って、 ちょ ッと氣 を： くした。 が、 よく 考 へて 見る と • 

a 分 は 旭 據喾 までつ けて 自分の 仕 察の 運動 を 人に させて ある ほどの で • 旣にー 一度まで も 手紙 を 出 

かう くわ 

したのに、 いまだに 效 4" を 奏しな いのは 自分が 一 度 も 直接に 會 ひに 行かぬ 爲 めで はなく、 向 ふで まだ 

自分に 適當 なの を發兑 しないば かりにき まって た。 そして 自分 は 四十 圆ゃ 五十 圆 の はした 金 は 取りた 

くない。 して 見る と、 藥 等の 同情と は、 自分の 子供の 病氣 のこと か 知らん とも考 へたが、 渠等は 冷 ^ 

で、 そんな こと を 1 言 も 尋ねた ことがない。 すると， この 所在な しの 人間と は、 てッ きり、 ぉ靜 のこ 

とだ。 ぉ靜は 三越 か 芝居の ことで なければ、 毎日 遊ぶ ことし か 知らない。 それに、 自分の ま， を Si のる 

爲 めに 人が いのち 掛けと は、 冗談に も而 白かった。 

或晚、 1^ が 丁度 親に なって、 見す の 絶對を 撒いた ところで、 どこかへ 使 ひに 行って た 長さん の聲が 

珍ら しく も. 0 分の 本 e: の 方から 聽 えた、 

i んれ 

『娘禮 だ —— 娘禮 だ！』 

『どこ だい』 と、 一 名の 書生が その 方に 質 を發 した。 


『厶厶 さんだ。.』 

ねん 

『あの、 一週 1^ ほど 前に 越して. ベ A たう ちぢ や、 な』 と、 大藏 はお 歸を念 を 押す 爲 めに = ^た。 『ー4^ さんが 

娘 の その 場まで それ を聽き 込まなかった の は 一 大 失態 ぢ やない か？』 斯う、 自分 はこ この 編 s::^ 長 

，  亍んね 

たる 權威 を！！！^ せた。 

『さう 幾ら 長さんだ ッて  』 

1 一名の 霄 生が 先づ 飛び出して 行った。 その あとで 奥 野が 立った。 

『奥^お、 行がないで 見す 料 をい 犬れ よ。』 

『ま ァ、 あとで —— 』 

『わたし も 見て, う。』 お 靜も奥 野の あとさき になって 出て 行った。 

『みんない ト 4- がった』 と、 自分 はお 定に お を こぼした。 お 定は何 かいい 手 を 持った かして、 さし 

でで もやり たさう にして ゐる。 これ を兒て 取る と、 自分 は 却って 11 不利益 だと： 2^ て 11 自分の 惑い. 

宇 の 札 を ばらり とう ッ ちゃって しまつ た。 

『あら、 珍ら しく  f 四ぢ やった に！』 

『から 花お やから、 み， な 馬鹿にしと るん ぢゃ Q』 

『m ー那ン さま』 と、 お^は 改まって、 意味 ありげ なう は目づ かひ をして、 『こんな 時ぢ や。 早う 見て い.. 
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らッ しゃい、 おか ッっァ ま を 0』 

『さう か』 と まって、 <n: 分 もむ しゃくし やして しまったので 出て 行った。 

本 門 を H ると、 一 方 は 少し 地盤が あがって 行く 里い も 畑であった が、 いつのまにか 芋が すべて 無く 

C そで  だ て 

なつ てるのが 可な り 深い もやのう ちに 見える。 もう、 小袖の かさね 着 をして ゐて も、 伊逹 だと も；：： 十 過 

ぎる とも 云 はれない の だが、 つめたい. 氣が 自分の 押さへ てゐる 袖ぐ ちから 這 入って、 兩方 のわきの 

みやつ  お 

したに 氣 持ち惡 くさ わる。 すると • 自分では明ばんをっけて直ったと思ってる自分のゎき-^^；！を， まだ 

ft ら ぬと 云 ふお 靜の 繰り返し ごとが 思 ひ 出された。 『くさい、 くさい』 と、 人 を 馬 に！ 

畑に 沿 ふて、 よその 門 燈の光 を手賴 りに、 多少の ぼり 氣味 になって る 幅 二 間ば かり の^を 歩く と、 

农、 滅多に 出た ことのない 自分の 目が ちらついて、 ぅッ かりす ると、 雨に 掘れた あとの でこぼこに 落 

ッ こち さつ だ。  . 

かど 

知のお を 曲. ガ ると， 直ぐ 右手 三 四 ii のと ころに 人が 多く 集って、 すべて その あたま を そこの 窓 格子 

がらち らく；！ i れる 光に 照らされて ゐた。 自分 はふと 歩み を ひそめて、 若し 長さん がゐ たら、 その 资 

3 め か， く 

ろ 力ら ：！！： 隱し をして びッ くり させて やらう と 思って ゐ ると、 j 番手 ま へ に 見えた の はお 靜で  而も 

苻 の 高い 奥 野の 肩に つかまって、 窓の 中 をの ぞく やうに して ゐた。 

Q 分 は 忽ちく わ ッと 怒って づ か/ \- と 進ん で 行 つ た。 


よ 

『；^で が も i 』 と 云 ひかけ て 奥 野から 乎 を 離した かの 女 を、 いきなり * なぐり 付けた。 

『< ^いい.^ い！ 來ぃ』 ぐんく；；： -ッ張 つて f ようとす ると、 かの 女 も 乎 を 取られた まま 驅け 足になる 

ので、 少しも 乎 ごた へがなかった。 默 つて 踏みと まり、 かの 女の： S ゆた を 一 つなぐった。 ぶッ 倒れて 

も 物 を 云 はないで ゐる のが 物足りな いので、 土の 窪みへ 下りて、 ふころ かま はや 蹴： 素ば した。 まだ 泣. 

きもし なかった。 

『ひどい ことすな よ。』 長さん がつ いて 來てゐ た。 その後ろ に 野 も 立って ゐた。 

ナん. n-  ぢょ 

『  』 大藏 は，！ ：！ 分 1 生の 機 威 を 示め すの はこの 時 だと 云 はぬ ばかりに * かの 女の is^ 髮の根 を 後む 

が 早い か、 かの 女 をす る./ \ と，！ in 分の 門の 前まで 引きす つて 來た。 そして そこで 手 を 放して、 今一 つ 

蹴飛ばした、 『燈 入れ！』 

『  』 ぉ靜 はな ほ 無霄で 起き 上り、 明いて た 門 へ 逃げ込んだ。 

『i ^かんな』 と、 ，01 分 は 長さん にーパ ひまった。 そしてつ いて 來 ようとした 長さん の，！^ さきへ E: の戶 をび 

しゃりと 締めた。 

『へ ッ』 と、 こちら を 馬鹿にした IS がその あとに 聽 えた。 然し それ を氣 にす る 程の 餘^ は 自分に はな 

かった。 

『わ ッ』 とお IS が 泣き， した 時には、 大蔵 も， 11 分の へに 這 入って ゐた。 
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^物 を 泥 だらけに して 茶の^の 眞ン 中に 泣き 倒れて ゐる女 を 見る と、 その そばに 突ッ 立って、 ゃッ 

とわれに 返った。 そして 心持ちの いい ほど E 山な 滿 足が 得られ さう に、 俄かに かの 女に 對 する ほ 分の 

あいじ 5- う  I 

あはれ みと 愛情と が 溢れて 米た。 rnl 分 はかの 女 を 可愛い と 思へば 思 ふ ほどかの 女 を 泣かせない では 滿 

足で きないの であった。 

『口； 那ン さま、 あんまり おか ッっァ ま を ひどい 目に 逢 はせ ちゃ いげません よ。』 お定 が： sll^ を 抱き.， よが 

ら、 の^ら かしてあった 花札 を かたづけ 初めた。 それに は 頓着し ないで， 

『さ ァ』 とふる ぇを帶 びた 聲 になって、 『着物 を 着かへ ろ。 I 帶を 解け。 I また、 ふて 腐るな！』 

『  』 かの 女 は 物 も 一； 《はす、 動かう ともしなかった ので、 自分が 自分の 手で かの 女の よごれた 衣 

物 をぬ かして ゃリ、 寢 どこへ も かかへ て 行って やった。 

六 

そのお！：：、 かの女は，：^^-にっく物だけを持って逃けてしまったのでぁる。 立ったり ゐ たりして 夜中の 

十二- W や 一時まで 待っても 歸宅 しないので、 いよ く それ だと 分つ た^に は、 大藏は lis を 踏んで. 

ぉ定 に當り 散らし、 次の やうな 云 ひ 合 ひもあった。 

『なぜお 前が SKi? お ふた 通りに 迎 へ にれ がん！』   


『けッ ど ん 行ぐ さ き が —— 』 

『そる から そる へ 尋ねて 行ぎ やま』 

そして K いせに ぉ靜の 第笥ゃ 行李 を 明けて 見た。 いっかお つ 一 まだ その 代金 を拂 つてない lliasj: 

じゅんさん 

や、 大きな 眞珠を また 小い のが 五つで 取り 卷 いてる 純金の 指輪な ど はない が >  その他に いろく 殘 つ 

て る 物 を あちらこちら へ 座敷 中に 投げ飛ばした。 そして ゐ たたま し なくな つて f 叮ぐ 探しに 出かけよう 

としたの を、 ぉ定は 今， おは、 もう、 電^がない からと 云って、 無理に 押しと めた。 

その また 翌日、 大藏 は赤兒 を 抱へ て 早朝から 出かけた。 先 づ吉！ 1： 少尉のと ころへ 行く と、 かの 女 は 

きの ふ來 たこと は來 たが、 千 葉へ 行く と 云って 歸 つた。 それで、 直ぐ 千 薬の 知る ベまで ？3 ッ かけて 見 

ると、 矢ッ 張り 來て 去った あとであった。 

夜に なって 一 先づ歸 宅して 兑 たの は、 萬 一 ぉ靜が兒に心を引かれて^！ってゐゃしなぃかと思った爲 

めだが、 この 最後の 希望 も 失せて しまった。  - 

『どぎ やん しょうか、 ぉ定、 國へ 行った と 云 ふん ぢ やが？』 

、、、、、、  、、、、、  _• 

『あんまり ぢゃ、 な、 おか ッっァ まも  1 日 や 二 曰な りやこ そ、 さう 何 曰もぢ よん さま を わたし 1 

人ぢゃ 預かれぬ。 若し やの ことがあった 時、 どんな 疑 ひ を 受ける か 知らな か i 人の子 を 厄介に して 

殺した などと？』 
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『そぎ やん こつ おりだ ッて おもや せん。』 大藏 はお 定の 意味 を 斯う 自分の 善意に 解 g ひた。 そして 抱き 

兒に相 1 一ら す を まぜた ミルク を 招ら へて、 g| の ゴム n を兒の 口へ 持って行って やった。 g" らく 様子 

を 见てゐ たが、 『飲む ぞ、 飮むぞ —1 ひだりい の だけん。』 

子供 さへ この 4、 合 ひで つた 二人が やって 行けるなら、 お 靜の方 は當分 わざとに もう ッ ちゃって Ma 

くの も 一策 だら う。 II かの 女に 取って は、 今囘の も去ギ の fi やった のと 同じ 手で、 結局、 W びけ ろ 

りと つて 來 ると、 id ぐ また 何 か 好きな 物で 納まる にき まって るから、 と 云 ふの がお おの 入れ 智 1^ で 

あった。 

『そる にしても， 鬼も^  了 M 先生に 和談 して 見たら II 』 

『おり や 好かん。』 士ロ 岡へ 行っても、 千 #S へ 行っても、 お 靜に對 する 同情の 聲 ばかり 聽 いて、 自分 は 叱 

られ たも 同樣 なほ どさんぐな.^ 遇に 含って 小た の だ。 この 上に も- また、 あの 口の 悪い 仙から 冷 か 

し を 云 はれる のがい やであった。 

夜が 明ける のみ」 待ち かねて * また 兒を つれて 家 を 出た。 そして 第 1 列車で 柬京を 離れた。 

國 では、 おや ぢ からまた さん.^ な 小 ごと を ^4、 ひ、 お 靜には 泣きつ くやう にあた ま を 下げて、 ゃッ 

とかの 女 を 迎へ歸 る ことができた。 が、 家に 着く とま も： li く兒は 危篤 に^ち 入った。 往き it りの 長い 

旅 を、 たださへ 人 でない ば かり を ま せ ら れ ほ~ め ゼ と /。  ？^:  、ソ く V!L  ^,1 , 1 .$ し.， e  。 - 


それも^ の. §1: おに 來て K つたり、 かかりつ けの 院長 を 呼んだり して、 はたから も かれこれ 云 はれる の 

で 成る ほどん. J うかと E 心 へ たが、 大藏自 では：： ハ どもの 狀 態に 今 も 旅行 前 も 別に 變 はりが 见 えな かつ 

た。 

『どうせ かたわの 兒 だけん * 死んでも しうな か』 などと、 お 靜は淚 を 流しながら もさう 心 if らしく 

なかった。 

兒は兒 で、 また、 泣いても 笑っても 初めから 大して 動き はしなかった ので、 今と なって どこが g:^ 

に惡 いの か、 大 藏の考 へで は、 恐らく 謡れ にも 分らなかった。 せめてち ょッ とで も 励いて nJK れる のが 

而， III いので、 以前に は 眠って るの を わざく ゆり 起して 見たり したの が、 今ではい つも を 1:^ 張って 

る やうに して、 K りに 落ちる ことが なくなった。 そして、 しょ ッ ちう、 手 あし を 少し 動かして るので、 

この 點 だけ は 却って 以前よ り も舆味 が 多くな つ た。 

『おい、 S 氣か？ そる とも 元氣 がつ いて たんか』 などと、 自分 はお 靜が便 を 5^ つて やって る 時に、 

はた 力ら、 兒の 赤い そしてぶ よくと 手 ごた へのない 胸 をい じくって 见 たりした。 この 時 初めて 心臟 

こ ど-つ 

の s^^gl 力 ひどい と兑 たが、 骨の やわらかい 兒に はこれ が當り 前な ので あらう と m わへ た。 

『さう ひねくらんで m はきな さいよ- 病氣ぢ やない の。』 お 靜 もた だ浙ぅ 云った だけ だ。 

仰の 生 人が 1 ほ 兄 舞 ひに 來て、 

法 まの 大 1  二八 五 
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『|5:^^か失-ばェしますょ、 折^、  S 等の 爲 めに 苦心して をった のに』 と 云った。 

『  』 1st- の爲 めと は 何 だと 云 ふ 反感が 大藏 自身に 起らない では ゐ なかった。 なぜ なれば、 仙 は 

さきに 分の 所謂 科舉 的； fZ 療說 に反對 して、 醫 者が 却って あまい 物 を W ゐてゐ る だら うと 云 ふこと を 

しゃべった。 若し それが なら、 何で^：！分等の爲めにならぅ？然るに、 それ を 自分 等の 爲 めと は、 

乃ち • 向 ふから 云へば 君 等の 爲 めと は、 云 ひかた が 矛盾し ないか？ そして かかる 矛盾 を 見舞 ひの JH 葉 

にした の は、 人 を 鹿に してた の だと。 けれども、 さラは 正直に 云 ひ 切れないので、 ただ 苦笑し なが 

ら答 へた、 『あの 院 長 は 同 縣 人 でもあります し * なか/ \信 ^すべき 人です が、 な。』 

『それ だから、 はいかんよ。 如何に 同 縣 人で も、 また 如何に 君のお ゃぢ さんがち ょッ と金 を贷 した 

ことの ある 人で も • それば かりで 安 ッ。 ほく 信^し ちゃ。』 

なん 

『何 だ、 安 ッ ぼい？ 』 つい、 むッ としてし まって、 例の 奉職 口 を賴ん である 政 黨員を 先生の 前で も 呼 

び|^^-てにして、『松方に佥を赏したのもちッとゃそッとぢゃぁリません！』 

『こり や 而，： n い！』 仰 はす ッと烕 だけ 高に なって、 『貸した の は 君 自身 か？  君が 俊に さう 云 ふ氣で 

反對 するなら — 』 

『  』 大？ J は 先生の 怒る の を 初めて 兄て ぎよ ッ とした。 長さん を 二三 間 も 投げた 矛 術の 二 段が. Gn 

分の nn の 前に 控 へて ゐ るので あった。 そしてな ほその 首 葉 を 機 がう として、 自分の 方 をく りくした 


^で 兄つ め てゐ るの がお そろし くな つた。 

『先生 はぁァ たの li;- 職ぐ ちの こと も 御 親切に 云 ふて 下さる のです よ。』 お 1^ は 口 を 挾んで L 犬れ た。 『ぁァ 

たが あまり 呑氣 だけん。』 

『僕 はな かく』 と 微笑に 碎 けて， 『君が 細-かわ を いじめる やうに は 行きません よ。』 

『いや、 僕の E ゎひ逮 ひです。』 にが t! ひで 一 つ、 火の 上へ 輕く あたま を 下げて、 ゃッ とから だの 慄 えが 

收 つた。 けれども、 先 坐が 暴虐 的に 云った やうに 自分の 父親と 自分と がさう 別々 な ものであると は 心 

で 1^ 知で きなかった。 

『奥さん、 くすり 瓶 を 持って _ ^て さい。』 佃 はお 靜の 持って 來た瓶 を 直ぐ 倾 むけて、 手のひらに 

中の 物 を 二三 滴たら し、 それ をぴ たくと 眷 めて gs らく 味 はって ゐた。 『それ、 御覽！ ッけは 少しも 

ない。 さう して @： 糖分ば かりだ。』 先生 は 自分の 妻の 方から 自 」カ へ 鋭 い^を 向けて 來て、 『僕が 前に 一 一三 

度 も 注意して あげた 通り、 君の 屁 理窟と 屁の やうな 治療法 を醫者 もよう 知って て、 その 反對の 用意 を 

してあった だけ ぢゃ。 結局、 今まで 醫者 にかかった のが 有害で こそ あれ、 何の爲 めに もな つて をらん。』 

『まァ ——- ね』 と * ぉ靜は あきれた 顔つき をした。 

めいしん 

『僕 は Is- に. 灼 あなたがたの 迷信 を 破 リに來 たの だから、 /しれで 失 ® します』 と 云って、 仰 はすん く 

歸 つて 行った。 

法 €H.i の大藏  二八 七 
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『  』 大藏 はじ ッ とその 足お と を ii き 送って たが、 いい加減 になろ と、 また 惡 くちが 云 ひたくな 

つて、 『あいつ、 意 張って やが る、 な ァ。』 

『をァ たこ そ 11 けッ どん、 先 もち ッと云 ひかた が ひど過ぎる。』 

『失敬 ぢゃ なか』 と 一； ム つて、 自分 も かの 女に 十分 共鳴す ると ころがあった。 

ぉ靜は 然し その後、 もり どうで もい いやう に斷 念して ゐ たので、 自分 もとう./ \- その 氣 になった。 

病兒の こと を ii りに 世話した の はお-おば. かね だ。 

いよく となった ので、 染 井の、 縣 g に 近い 寺で 葬式 を 行なった 時、 大藏が 親族 席から を 

a ると， 仰 夫人 を 初め、 近處 から 來た 婦人 どもが 泣いて ゐた。 女が 泣く の はま だし も だが、 長さん 

や 奥 野まで. か 人の n ル 切り をつ けた 物の 爲 めに 目 をし よ ぼくさせる のが..： n: 分に は を かしかった。 親族 

旅 はとお り见 ると、 自分 等 夫婦の ほかに は、 士 n 岡 少尉と、 その 母なる 自分の 叔母と、 千 薬から；^ た藝 

者 星の かみさん とが ゐて、 矢ッ 張. OS* 泣いて た。 が、 殊に 吉 岡が 軍服 を 着て 淚を まぶたで ぱ ちく 胡 

麻 化し てるのが 自分の こらへ て ゐた笑 ひ を 誘 ひ 出した。 

『おい』 と、 然し、 少し は 遠慮した 聲で、 『*;5 は 服を羞 とる んぢゃ ぞ。』 


^ …： ；.』 隣り から 默 つて 自分の 袖 を 引いた 者が ある 15? いて ふり 返る と、 自分の 妻であった。 いつ 

のまに か 目 を露ッ 赤に 泣き： g らして ゐる。 これ を： ると、 自分 も 初めて 少し 淚が こぼれた」 

れ、 燒き 場へ は 自分 は 失敬して、 長さん について 行って 貰った。 そして 翌朝の 骨 あげに は奧野 を賴ん だ。 

『ち ッぽ けな 物に なって 來た、 な ァ。』 可愛い と 云 ふ 感じ を饉 めた 蘀で 斯う 云った 時には、 Q 分 はま だ 

よく 抱き 慣れて た 通りの 生き物 を圆ぃ 風呂敷 包みの 中に 期待して ゐた。 が、 jgj ぐ 包み を 自分で 解いて 

見る と、 また 白い 包み物であった。 こんなに 二重に も 包んで あって は、 さぞ 息が しにくから うと 思 ひ 

ながら、 また その 白ぬ の を 解いて 見た。 すると、 こんな 物 は 自分と して 初めて 見る の だが、 素燒 きの 

ほね 

壷であった。 で、 ここに ゃッと 自分で 自分に 確かめる ことができ たの だが、 骨な しな どと 仰 夫婦に 惡 

くち を 云 はれて ゐた兒 が II 自分 の あんな に 熱心に、 特別な 科舉的 治療法 を 施し て やった に も 拘らす 

. I とう く 死んで しまった。 IM を 前にして 見つめながら、 今 一度 おらべ、 ならべ、 泣け/ \. と 一 K つ 

て 見たかった。 『可哀 さう に、 な ァ。』 

『もう、 兒 たう もなか、 しまって 下さい。』 

『  』 自分に はお 靜の言 薬が 死んだ 兒に對 して 餘 りに 冷淡 過ぎる やうに 思へ た。 、返-事 を與 へない 

で、 自分 は 直ぐ 壷の ふた を 取って 見る と、 中にはから くした 骨の こ. まかくな つたの が ある。 妻 その 

他の ものに も對 して 死んだ 兒を辯 護す る爲 めに、 『そる 見た こっか、 ほねなし ならこぎ やん 物な か！』 

法 士の大 fl  二八 九 
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『あっても、 どうせ かたわなら —— 』 

，う  き 

『腦の rC= は どれ ぢゃ ろか？』 いきなり 手 を突ッ 込んで、 最も 多く 自分の 治療の 利いて ゐ さうな くづを 

攻 り 上げた。 

『きたない、 およしなさい よ。』 ぉ靜は 溜り かねた やうに 自分の 手 を 押さ へ た。 

『何のき たな かこつが ある、 鹽ゃ ミルクの かたまり ぢゃ なか？』 斯う 云って、 それ を 自分の 口に 人れ 

て ぼり/ \ かじった〕 そして また 直ぐ それ を 自分の 火 だ こが ひどく な， つ-. でる 手のひらへ 吐き出した。 

そして 朵れ てる 妻の 額 を 兌て まじめに 笑 ひながら、 『けッ どん、 藍から く はない。」 

I. (大正 七 年 十 刀) —— 


公爵の 氣 まぐれ 
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われ は 明治維新の 1 功臣で あると いふ こと 11 木戶、 大久 保の 鎖 承 者で あると 云 ふこと — 日本 憲 

法の 起 i^. 者竝に 最初の 釋義者 * 實現 者で あつたと 云 ふこと 11 1 大政 黨の總 裁で あつたと 云 ふこと I 

I 大勳 位、 公 露で あると 云 ふこと 11 すべ て 新う 云 ふこと が渠の if 敏の氣 ぶん をして gutu 滿 足との 

絶 に 達し させて ゐた。 上 御 1 人 を 除いて は、 あらゆる 人間 は 自分の 眼下に 在った。 山 はた だ 軍人 

の 畏^ のみ、 大隈は 口 キ：1 の 雄に 過ぎない ではない か？ 最近に は、 かの 韓國全 體とー h 、へど も 自分の 指 1 

つで 左右す る こと もで きる ので ある。 日本 歷皮を さか 登って 行っても、 自分が これ ぞと 思って ぶっか 

れ るの は豊 太閤の 外にはなかった。 

『わしの この 瓢輕な 額 だけ を兑て も、 あの 猿 面 冠者の 生まれ か はり ぢ やと 云 ふこ とが 分る ではない 

か』 と 云って、 夫人 を 笑 はせ たこと も ある。 

『まさか』 と、 かの 女 はこ ちらの 意味 を 十分に 理解し ないで、 微笑しながら 否定して 答へ た、 さ 

まに^ 秀吉 よお は 男 ツ^ はす ぐれて をら れ ます。 


『は、 は、 は！ それで ぃ藝 者な ども 惚れ込んで 來る のか、 な？』 

『それ は どちらと も 受け 八 " へ ません が —— 』 

さう だ、 それ は 確かに 受け合へ るべき ではなかった。 死んだ 黑 田が 云った ッ けが、 い たづら をし さ 

うで しないの は 大隈. しな さう でして ゐ るの は 山縣、 そしてし さう で その 通りす るの は 5i 藤 だと。 こ 

れを思 ひ 出す と、 確かに 黑 S は 自分の 知己であった。 否、 この I 二 名に 共通の 知己 だ。 山 縣は資 際に そ 

の 品行に かけて は 不正直で、 まるで 濶達 ではない。 あいつに 比べる と、 大隈ゃ 自分 は 正直な もの だら 

へんけ，？ 

う。 けれども、 大 隅に はま だ 理論 上の 偏見が あって、 それに 自己の M 由な 行動 を 妨げられ てる だけ、 

<^ つたつ 

正直で も濶 建と は 行かない。 ひとり 自分に 至って は 潤 達 SI 在で ある。 

自分 は 兵 庫 縣 知 .1$ をして ゐた 時代より して、 幾 百 人の 女に 關 係して^ たか 分らない。 そしてめ かけ 

ナ 〈し 4- 

同様にして ゐる 翻^でも • いやになる とその 度每に 金を與 へて 別れた。 殊に、 ^年になる に從 つて 

いのが よくな つて、 而も 一 週 ぐら ゐには それ を 交換す る やうに もな つた。 4^^^ は それ を ある こと 無 

こうけ き 

いこと に 誇張して 而白 半分に 攻戰 し、 自分 も その 攻擊 を而白 半分に 聽 いて ゐ るの が 愉快であった。 そ 

れが爲 め に 、 Q 分 は 却つ て 人 問と して の 若 々しい 元氣を い つ ま で も 維持す る こと を こ そ 得た の だが、 

せ 含 にん 

少しも 自分の K 任 を 怠った こと はない。 否、 自分の 國務 上の 障 喾を來 たした こと はない。 豊 太閤 はま 

だ淀君の爲めに1^"業の停滯を來たさ しめられた かも 知れな いが、 自分 は どんな 女に でも 11 たと へ 

公 翳の 氣 まぐれ  二 九！ 二 
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つやだねて ゆ 

ば、 かの 光 菊に も. 11 わ づらひ を 感じた ことがない。 寧ろ 自分に 對 する k-Ii の 變 種 的揶瑜 ゃ攻擊 が. 

Q 分の はめに は 唯 一 の 安全 I になって、 自分の 國家 的盡カ はすべ て 破裂 もしないで 無事に 伸張して 行 

つた やう だ。  - 

『わしが 一 ^Hs つたの は、 御 維新の 際に 於け る 馬關砲 載 事件で もない。 條約 改正 問題の 場合で もな 

い。 日淸 講和の の 三 國千涉 と 日露 講和の 條 件と ぢゃ』 と、 或 人に 白-おした。 三國 干渉の 際に はどう 

しても 三 國 の忠霄 、 と 云 ふよりも 威 #「 をお ザれ ないで は、 國が あや ふかった。 この 時の 苦衷 は 白 耳義の 

外務 總 長で 餅なる ラム ペル モンに il ^情 ある 知己 を 得て 滿 足した の だ。 が、 口 露 講和 S 際に は、 軟論 

が 却って 軍人が はより 出て ゐ るの を 知らない 世人 は、 自分 をば かり 軟論の 代表者 だと 兒て频 りに 彈劾 

した。 あの 時、 ：；！i せる のは兒 玉ば かりだと E わった ので、 あの 行？ T めいた 飯 野 を 使 ひに して 奉 1K まで 行 

かせ、 fi 和 談判 地をボ ー ッ マスから. K 速に 移し、 兒 と， nil 分と が 委員に なって 談 1： を やり直す こと を 

和談 させた が、 時機が 既に 後れた の だ。 それ だのに、 自分に は 最も 多くの 記念 をと どめる 土地の 1 つ 

なる 兵寐 縣 に 於いて は、 祌戶の 戮訪 山に 建って る 自分の 銅像 を 引き倒して、 而も それ を 多くの 人々 の 

ふんどし をつな いで 以 つて 引きす り ま はった。 

『御前、 如何にも 怪しからん では ございま せんか』 と 云 ふ、 その 報 吿を聽 いた 時には、 自分 もちよ ッ 

ち .5 ぜんぺん 

る 41 ひ aatglHalgLR つ.^ ナ も、 き ヽ" tta る， Jul,  l.s^JP  j つ 2 め ^1 で fe\ つた。 wii: にある こ 


と， a" いことの ii が 多い^ 分の 銅像 だから ッて も、 これ を ふんどしで 引きす り ま はすと は 怪しからん 

が、 それが 自分の 身が はりに なって 犬れ たので、 とうく 時局 は 8 に 納まって 行った。 

その後、 この 話が W び 家族 的な 食 単にの ぼった 時であった、 

『わし は ボン チ繪の 材料に は^ 都合の いい 政治家 ぢ やらう から』 と 云って、 寧ろ 得意に 滿 ちた 微笑 を 

潟ら して 見せた。 『^も わし ほど 濶達 にやって 吳れ たら、 日本の 政治 もす らくと 行く のお やが、 な I 

I』 

「sr^ で 申せば *  は、 まァ、 獨 逸の ビスマルクで ございませう か？』 

『そり や よさ うぢ やらう が、 今 ぢゃァ 先づル ゥズべ ルトぢ や、 な。』 

d  そっちょく 

斯う 云 ふ 場 4" に、 渠は 自分の Si き 手が 『成る ほど』 とか、 『如何にも』 とか、 素直な 返事 をして ゐな 

いと 不機嫌であった。 その 代-.、 自分の-思 つたこと も 素 一 ほに 語って、 少しも 取りつ くら ふこと をし な 

かった。 

『どうも — 山縣 とわし と は 同じ やうに ill に 奔走して 來て、 同じ やうに 天 皇 陛下の 御 寵愛に ぁづか 

り、 同じ やうに W 位 も 進んで 來 たのに、 ただ 1 っ癥 にさる はる ことがあって 溜らぬ ことに は、 向 ふ は 

軍人で あるから、 宮中で 中 ：！ 會 ふても、 俘 車 場で 出く はしても、 帽子 を 取らないで 片手 を擧げ る。 それ 

がで きぬ わしに は、 いつも 侮！. を さへ 感じられ るの ぢ や。』 築に は、 自分が 井上 侯ら とせ ハに 初めて 英國 
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にお. i した 常 初の HE 的 通 リ、 ^軍の 究に とどまって やって 來 たら、 今^はと ッ くに 海軍の 方で 元 

. ^ 大將 になって ゐ たので ある ことが 分って ゐた。 それ だのに、 山縣ゃ 柬鄉を 初めと して，. その 末筆 

までが リが ほに 擧 手の 禮を以 つて |( ぎの，：：, 分 を 侮辱す る やうに 思へ ないでも なかった。 從 つて、 、 

かる 禮を 受ける 時 は、 こちら も ti 目に なって いつも 武士 的に 向 ふ を g| くに 職み 付けて やで ，。 

きろが、 たまく 請^ f して 赴任す る ことにな つてから、 ちら も 多少 古武士た きと を 示 

めすに 足る の囊な る靈服 と 式 刀と sf れた。 腕 g 金す I 四つ も附 5 て、 f^i 

り i れた大 |の や シルクハット やで なく、  fQ やうに 圓く 平たい のであって、 これに も 金す ぢが 

ま はして ある。 そしてき は、 而もが ちゃぐ 云 ふ劎を さぐる ことができた。 けれども、 その 劍 だけ 

は その 形が ちょ ッ，， HZ 分の 氣に 入らなかった。 大| につく のと 對 して 遠 ひはなかった。 で If 

の 上で は、 蜜の 式 刀に 準じて まるべ I だが、 そ I さが 管に 無くて、 何 ま 学 f しいと 

思へ た。 そこで 自分 は、 规 おに は 反する が、 もッと 長い Q を 自分が 寸 方まで きめた。 『それでも よろし 

う ございませ うか』 と ためらった 者に 對 して、 よしと その 霧 を, 受けた。 8 のに 準じた のも自 

分 息の 好み I つた』 で あるから、 それ 羞 くす る Q も 自分自身の 好みで かま はない と 云 ふつず 

であった。 そして その I として はこれ も 自分の 持って る 唯一の わざ 物、 si 謹の I ある 一 

刀 を 入れる ことにした。 


『これで わ— も^ ^ 、の 上 滿足ぢ や、 これまで 全くい つも 文 宵 じみて をって、 山 il などに 逢 ふても、 ど 

5 も m# が狹 いやう でい かなんだ が —— 』 と 云 ふこと を *  めて その 出來 上った 式服 を？ S 用して た 

時に、 かたはらで その 世話 をして ゐた 夫人に r:^ つて 語った。 すると、 かの 女 は 斯う 注意した。 

.  しゃしん 

『御紀 念 の爲 めに この 婆で 先づ 具 を お取りに なつ たら 11 』 

『  』 渠は 自分の 夫人に みなまで 云 はせ すに、 『さ うぢ や、 直ぐ 呼んで 來ぃ —— お前と 一 緒に 取ら 

う。』 

『では、 ゎたくしも式服に_tかへてまゐ.》^ますから —— 』 

築 はかの 女の 俄かに いそ，， ，\1 -て 行く 後ろ姿 を ちらと 見送って、 婆ァ さんながら も、 矢っ張り いつ 

•  ち Q も 

も 相 變らす {11 分の 喜び を 共に 喜んで" おれる 心根 を賴 母し く 思った。 自分が 今度 韓國へ つれて 行かう と 

S  つや 

思って る靜 子な どに 比べる と、 手 れん 手く だも拔 きで まるで 色 も 越 ぜ、 艷も 消えた しろ 物で は あるが、 

自分の ながねん 52 れ 添って 來た 女房と して あれで いいの だと 思った。 

窵腐屋 の來 るまで、 夫人の かへ がで きる 間 を、 暫くでも四賢堂で例の嚴肅な沈思默^！巧に耽ってゐ 

ようと 考 へたので、 渠 は ゆるやかに 歩み を 洋館の そとに 運んだ。 そして 自分ら の 住居の 敷地より は 一 

段 低くな つてる 庭園へ 下りて 行った。 

前方 一 帶の 松ば やし を 越えて 相模 3、 と 云 ふよりも 寧ろ 太平洋、 の 海 かぜが うす ぁッ たかく..^ 八いて 
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來て、 S 分の 顿に 《13 り、 自分の IS ひゆ あごひげ を もい たづら さう に 撫で &。 が、 世界 を 相手に して 旣 

しょち 

に 韓1: を 處^ して 來た. SI 分に は、 その 風まで が 自分の 赤 ン坊の やうに 可愛かった。 そして、 ふと 思 ひ 

ベた ことに は. * また この 大碳 の小舉 生徒 を 集めて、 この 婆 を： z ル せて やり、 

『このお， ちィ さん はまた 天 子さん のおん 云 ひ 附けを 受けて、 韓國へ 行かねば ならぬ やうに なった が • 

今度 は 全く 刖な 役：：：！ で 11 韓國 統監と 云 ふ ものが できました』 と 云 ふこと を演說 して SI かせて やりた 

かった。 

む じ やか d 

^う 云 ふ 無邪氣 でゅッ たりした 氣 ぶん を感 する 時に^って、 渠は 自分の 經驗 では >  自分の からだ ぢ 

うの 毛穴まで がす ッ かり 口 を 明けて 1K 地 自然の 靈氣 を 呼吸して ゐる やうで —— 今や 丁 皮 この 庭 S に ほ 

こ ろび 出して ると ころの 梅ば やしの 馥郁たる かをりが、 洋々 たる 大海のう しほの 香と まじり 合って、 

自分の cig; を衝 くの が 乃ち その 霞氣 である やう だ。 そしてけ ふ は 去年と は 格別に その 氣 持ちが 遠って、 

また =3 に 口に 進んで 新ら しくな つてる 氣 がした。 それが、 『なんだか 自分の 度々 取り 換 へる 女の や うぢ 

や、 な』 とも 考 へられて、 ちょ ッと 微笑した。 この 時、 口にく はへ てゐた 葉卷 きの 灰が 落ちた やうで 

あつたから、 文ち どまって、 その 葉卷 きを 左り の 手に 受け取って、 自分の 1: を 見る と、 眞ッ黑 のつ や 

- ある^ 紗の 一部が ちょ ッと 雪の やうに 11M ッ白 になって ゐた。 この 高價な 煙草の 結 栗 を 見よ と、 不斷な 

ら わざとに も拂 ひ^さないで^ 達 をき め 込む ところ だ。 が、 まだ 陛下に も 兄せ 奉らぬ の を 少しで もよ 


ごして はと 考 へたので、 われ 知らす 右の 手の指 さき を 揃へ て その 灰 を 自分の 胸から 拂ひ 落した。 この 

お 17、  4.」 りの 手 は できるだけ からだ を 離れて ゐ た。 

すると、 その i ずの かをりが それだけ^から 遠ざかった その あと を も、 また^ 地の 氣が滿 たした。 

『御前のお 暴の 穴 は隨分 大きい、 わ』 と 云 はれた ことの ある その^の 穴 を、 0 分 は 一 大きく して、 

こころよい 呼吸 をした。 そして iS び 歩き 初める と、 今まで ふと 忘れて ゐた式 力が 自分の す ぼんの 足に 

當っ てが ちゃく 云 ふの が 溜らな く 嬉し か つ た。 

靈 妙な 天地に 對 して、 またい とも ありがたい 陛下に 對 して、 自分 は 詩人 政治家と して 一句な かるべ 

からすと 思 はれた。 けれども 支那く さい、 

『天地 鍵 妙の 氣』 とか、 佛 じみた 『世々 生々 みな 綠 あり』 など 云 ふ 五 言 または 七 言の 詩句 は、 もう、 

自分に は 少しも 新ら しくなかった。 

『そんな 陳腐な、 Si ゑ m はきの、 ゐざ りじみ たやうな 句 は 露ッ平 御免お や』 と 云って、 詩才の ない 詩人 

〇〇 の作を ひやかして やった ッ けが II 。 

&ぅ云 ふ 方へ 自分の 考 へが 向いた 時には、 濕は 自分の 意匠で 三ギ 前から 自分の 默 想 室と して この 梅 

船の 間 に 建てて ある、 方 九 尺の 四 賢 堂に 這 入って ゐた。 

その. E. 央に は、 榊 を 活けて ある 花瓶 を I 〈せた 一個の ティ ブルと 了 g の 椅子と が ある。 そこへ がち や 
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がちゃがちゃと 云 はせ て 進んで 行き、 い つも 通り どッ かりと その 椅子に 腰をおろす 時、 1^1 が 今 I 皮 

がちゃりと！ K つたの がいつ もとは 遠って ゐた。 

先づ、 南方の にか かげて ある 『四 S 堂』 と 云 ふ 皇太子殿下の 御维を 仰ぎ 兌てから、 渠は 自分の 0 

を：^ まの 壁に 移した。 そこに は、 三條- 木戶、 大久 保の 四 公の Iri がか かってる。 これ は、 背 

て 新ら しく^た 秘 齊 役に 向 つ て 、 

『わしの 身づ から 以 つて 先楚 と稱識 しお 敬す る ところの 人人で、 四 人と も 各々 そ の 性質 ゃ倾. T^.H  f 

くわく さく 

て をった けれども、 みな わしの 癬驚を IS もよ く 採用し て 畏れた』 と、 自分が 1K つて 聽 かせた ことの あ 

る その 人々 だ。 今や は 分 は 獨 り 自分の 父に でも 向 ふやうな あまへ た 心持ちに なって、 『どうか 53 この わ 

ふくさ フ 

しの 使命 上 また 新ら しい 服装 を 見て K ひたい』 と 云 はぬ ばかりであった。 

自分 は 總现大 HI を K けて 共屐 初の 總现 になり、 樞密院 を 設置して また その！： 取 初の 議長に な. 0,、 

帝 國議會 あって 初めての 《 族 院議 長に なり、 また 初めて 政黨 らしい 政黨を まとめて そ fel の總 裁に 

なった。 この r が 後の？ X いなど は、 殊に 陛下の 內閣に 向って 公然と 反對 しなければ ならぬ うに 立脚し 

たが 爲 めに、 わざく 仆 勢の 小 八- S に參萍 して、 自分に 私意が あるので はなく、 寶に國 .：M の爲 めの 誠意 

かく 一、 

と S 悟と からで ある こと を S つた ほどで、 —— 多くの 人 は 知らないが、 自分 は その 時 * 諸 官職 を 投げ 

うって かかった ばかりでなく。 自分が 陛下から 特別に 頂戴した 餅 位まで を も拜辭 したので ある。 が、 


これ だけ はお gl き 届けに ぁづ かる ことができなかった 

今回の 使命た ろ韓國 統監 も、 亦 その 下地 は 皆 g 分で 切り ひらいて 來 たやうな もの だ。 先づ、 明治 一二 

十七 ハ 4f. 日露 開戰 早々 に は、 韓 皇帝 慰問の 特派 大使 を 務め、 次ぎに その 翌 y.、 日韓 新 協約の 綺 結の 爲め 

に また 特派 大使と なった。 その 結 C 永が 遂に 今回の だ。 

ペラ ま 

ひる 返って、 また かの 廢藩體 il の廟 議決 定までの こと を考 へて 見ても、 S 分 は 明： 元年 五月、 兵 庫 

it 知 察 を傣職 中、 『國是 の 綱目』 なる 一文 をお-し、 何 if, 一 をして 多少 文章 上の 字：？ 添 删を爲 さしめ、 こ 

れを ふところ にして 陸 奥宗 光、 巾 島 信 行の 兩人 を從 へて、 京都に のぼり、 時の 政府に 出頭して これ を 

^ャ^.:iた。 座に は 三絛、 若 倉の 兩公を 初め、 西鄕、 大久 保、^ 澤、 後藤 等もゐ た。 そして 後藤が 例の 無 

と. 5 ちゃく 

頓_?^なぉほ1^を擧げてこちらの拢出害を讀み上げたが、 一 人と して 可否の 論 を 云 ひ- W す ものが なかつ 

さんよ 

た。 常 日 は 恰も 宮中に 於て i; 祭典が あつたと かで、 築 等、 議定 ゃ參與 の而々 も いつのまにか その 方へ 

行って しまった。 そして 取り 殘 された の はた だ. ini 分と 陸 奥、 中島と であった。 あの 時 ほど 愤槪 した こ 

と は 珍ら しかった。 誰れ もゐ ない の を 幸 ひに、 そこへ 聖上から 參與 g 1 S にと して 一 S はった ところの 

璽 詰めの 御料 现を、 三人で 勝手にむ しゃくや ッ 付けて しまった。 

お ；等 は 恐らく こちら どもが 國 家の 大事 を述 .m するな どと は 生意氣 だと 思った の だら う。 けれども、 

その 前， lii 月の 下句に は、 旣 に木戶 公が 自分 を 訪ねて 來て、 王政復^^^は^して各藩所領の I 部 を 朝 
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廷に 納 すると 云 ふやうな 姑息な 處 I_ ^ではなく、 各藩 その物 を廢 止す る ことに 现解を 有して ゐた。 岩 

お 公が また，：：！ I 分の 云 ふこと を 重んじる やうに なった の は、 自分が 維新 年々、 外國官！：事翁大阪府！：^^ 

を祥 命した 際で、 S 分の 說が蹈 の 信用す る 儒者 玉 松 操-の 『維新の 方針 は 一 に 建 武中與 の 例に 俟 るべき 

の： -A. 一  ふ がう 

でない、 らく 神武 東征の 例に 則るべし』 と 云 ふ說に 符合した 爲 めだ。 且、 自分 は三條 公に も 大久保 

にも 特殊の 知遇と 關 係と を 有して た。 

斯うして 自分 は 朝廷と 薩長 兩 藩との 意志 を疏 通させる ことができ たの だが、 それが また 官僚と なつ 

て も 朝廷と 國民 との 疏通を 計り、 政黨. を 組織して もまた 國 民と 皇室との 疏 通に 努める 一 途 しかない 所 

以 になった。 今や また 國； せ』 と共に 發展 して、 自分 はわが 皇室と 國 民と に韓國 を疏 通させよ うとして ゐ 

るのお。 一匹 夫から 起って ますく 天下の 重大 事に 當る こと、 如何にも ありがたく、 如何にも 滿：； 止で 

あった。  . 

夫人が 丹念に.，：： り換 へて Bid いて 吳れ たらしい 卓上 の 花瓶なる 新ら し い あ の树 をぢッ と 見詰めな が 

ら- 

『何 かいい.？ を たい』 と考 へた。 ところが、 ふと 近 ごろ 珍ら しく も 思 ひ 出した の は、 自分の 舊作中 

の I 句 だ。 

. 『1 條の 戯路 *  H まさに 起らん とす。 <  . 


八^の 砲 s きづきて • ヶ-ば 成る！』 

これ は 明治 二十！ 年、 西 鄕從^ と共に 露領沛 i お 視察に 行った 時の 感じで、 —— 極東 题の 中心と 

して シ ペリ ャ鐵道 はまこと に 自分 等の ig 大 恐怖であった。 が、 その後 これが でき 上って 见 ると、 nr や g 

戰爭に 於いても、 左 ほどお そろし いものではなかった。 

すると、 また 日清戰 役の 際に 成って、 さきの 『I 條の 鐵路』 と 同様に 世間に 持て 難され た 自作 逸 跡 

の E 篇 詩の eg 初の 數 句が 浮んで 來た。 

『大風 ，：f: き 起す 激海 の 浪* 

朝鮮 八 近 戰塵 颶る。 

憐む べし 小 邦 外 侵 に 困し み、 

千里 の 山河 城 障 を {4! しう す。 

日 東 の 天子 一介^ を 憂 ひ、 

直ちに 三軍 を 發 して に 從 ふ。』 

征服 は國 威の 發揚 であ リ * 國 威の 發 は 乃ち 天 子の 蒼生 を憐 みいつ くしむ 愛のお ほ 御 ごころ に歸す 

る ことが、 今や 自分に も、 維新 以來、 段々 と 分って 十 氷た ので ある。 

含ラ さく 

けれども * 自分の 舊 作の 思 ひ 出に は 左 ほど 與 味がなかった。 そして 多少 あぐんだ 心が 自分の ぼ をお 
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のづ から 北壁の 方に 向けた。 そこに は、 三.^^中洲翁の起草と|§とを烦はした 『四資 堂の 馱- 伊藤 公 

の 微に應 す』 と 云 ふ 七 言 一十一 一句の 額 を かかげて ある。 

でう がん 

『條 2 お 二 公 撗紳の 傑』 とか、 『尤も g す 木保兩 侯の 賢』 とか、 『我が 藤 侯 あり 民： 望に 協 ふ  俟を 併せ 

てま さに if 呼ぶべし』 とか M ふの は、 f 囊 的な IPItt そのまま でも 仕 かたが 

ない。 が、 『或は 珠 ff; の 如く、 或は 金鐵』 や- 『房杜 の 功業』 や、 『m.:£l ら せば IK.S』 云々 や は、 ^しい 

ととに は、 いつも 自分が 考 へる 通り、 HE だと 思 はれた。 

も ッと云 ひやう があった らう。 §|し自分には^;1分の行きかたがぁるとー；ムふ自信がぉもてに現はれる 

と、 突 人が われから 笑に 兑 とれる やうに、 また 诗樂 家が おのれの 美 聲に聽 き I れる やうに、 自分 も 誰 

れに SI かせる と はなしに、 自分の^？；？近の 一 作 を 低 微吟 して 見た。 

『治亂 誰れ か 言 ふ 兩途 ありと、 

修文 講武 是れ 良 si! 

胸中 螯 する ところ 他 策 なし、 

韓山 の 草木 を して 蘇らし めん と 欲す。』 

これ は 昨年の 十一月， 新 協約 調印の 爲 めに 韓^ 皇帝と 四 1  ゲ間 にも 渡って 大きな m ん をした 時の 向 分の 

意氣 込み と 誠 童 誠心 と を 示した も の ゼ 。 


そして 今度 こそ はいよ く^!: 全體を 殆ど 全く，： EI 分の ほ したに 蘇らし める の だと 思 ふと、 その 反對 

に、 わが 今上陛下のお 姿が ますます ありがたく、 ますく かう- ^しく、  Q 分の ふかす 薬卷 のけむ り 

の 正面に 見えて 來た。 すると、 また、 その 1 方に は、 0 分に 大勳位 や i:^ 上 倚 位 を 賜 はる その 懐かしみ 

と は 全く 別種の 懷 かし みのある 高杉晋 作の おもかげが 現 はれた。 これ は 維新の 際， 長 州 人と して は才 

樂 群を拔 き、 前途 {^ 爲の士 であった が、 束奔西 走の 結 架、 不幸に して 肺 を-::; M んで 夭折した。 が、 自分 

の 幼名なる 利 助 を訓が 同じい からと 云って 俊輔に 改めて 吳れ、 俊 輔の音 が 相 通す る爲 めだと て C 分の 

雅號を 春 畝 名 づけて 吳れた 人 だ。 1 方に 詩人 を 以て 任す る 自分に は、 時に の 雅號の 方が. K 勳位公 

Si よりも 結構な ので ある。 

けれども、 自分の 詩 は 政治と 思想 的 趣味と がぴッ たり 合った 時で なければ いいのが できぬ やうに W 心 

はれた。 そして 今の g: 分に はどうし たもの か、 その 合體狀 態が 湧き出て ない のであった。 

葉卷 きを 口から 取り 放して、 堂內 にまで も 流れ 來 たる 梅花の かをり を^から 吸 ひ 込んで 見ながら 

も、 いつのまにか、 また 手の 煙草が 口へ 行って ゐた。 そして その 彝 さきなる 紫の けむりの 巾に 见 えて 

來 るの は、 大隈の 圖 ぬけて 大きな 顏ゃ、 自分の 一心 同 體で顔 はも ッ とす ッ きりして ゐる西 E1 寺の や を 

初め、 維新 前後から 自分の 奔走 上接觸 して 來た えらい 人物 どもば かりではなかった U 十二の 時、 奉公 

さ き の 主命 を帶び て 分の 家門 を 通り かかった ので、 餘 り- の li^ さ をち ょッと 凌がう とし て 家 に 立 ち 寄 
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つたら、 

『不心得 千 ぢ やが の 』 と 自分 を 叱 資した 慈母の 顔 も あ つ た。 

『s; 痴と よわ ー背 は 禁物 ぢゃ』 と 云って、 寒中に も T 革 履 を はかせなかった 恩師 來原 良藏 のぶ ッ 裂き；^ 織 

に 靴ば き 姿 もあった。 

また、 傲慢 若しくは 偏見 はありながら も、 分 わが 國の爲 めに なった バクス、 英國 £ が 初の 公 便 や、 ！ 

うんじ やうし よ 

シィ ボルト や フルべ キ氏も 現 はれた。 また、 £ おへ 初の 歐洲 打き の 際、 蓮 上 所な どへ 知れない やうに こッ 

そり 世話して „.3<れ た 横演 なる 英吉利  一 ^の 商館 員 ガルと 云 ふ 人 や、 この 人が 紹介した 帆 前&の 船長で 

自分ら にう じの 湧いた ビ スケッ トを哈 はせ た 何とか 云 ふ 外人 も —— 0 

また、 "；i 後 四：！ の歐洲 行きに 於いて、 自分が 接に 敎へを 乞 ふたり、 會 見したり した 人々 で 11 P 

ン ドン. K 舉の化 ほ：. 敎師 キリ アム ソン 11 白 耳義の 世界的 外交 通であった ラムべ ル モ ン ——， 獨 逸へ 行つ 

あんぴ 

たは、 ^1:.樂研究の天才0中正平の安否を尋ねて自分を困らせたカィゼル —— n 分 を 賓客と して 受けた 

英 國-サ S 時の 宵相ソ ルス ベリ 卿 11 。 それに、 また、 講和 使と して 來た 李鴻章 や、 征伐の した 心で 日本 

の 視察に 來た クロパトキン も.、 

まだぃろ/\な人物ゃ事件が^11:分の0:1の前を往來して、 すべて それが、 

『 お前 はえら ぃぞ』 と大 を 叩いて れる やうな の だけれ ども •  -! そして その どん e こ沄ふ 響き * か 


よく 自分の^にす るの だけれ ども 11 餘リ にうる さくな つたので 椅子から 立ち 離れた。 すると， 不 W 

れの爲 めに 忘れられ てた 帶" & また 腰に さがつ てが ちゃりと 云った。 その 中味 を 何げ なく 拔ぃ て兒 

て、 自分が この 年に なって 再び 劍を 严ゼ びる やうに なると、 今まで は 人に あざ笑って ゐ た刀劎 趣味 も， 

ら馬^ エし たもので なと やうに 思 ひながら、 自分の 國宗の 冴えた 燒き やに ほひに 兑 入った ので あ 

る、 すると、 また、 今度 は 他人の 顔で なく、 自分の それが 研ぎ澄ました 峰のと ころに 寫 つてる のを發 

見した。 

『なんだ、 こんな li ッ 鼻に！』 さう だ、 わしに 若い のが 惚れて 來 るの は 確かに、 .^2 分の 夫人が 逆に 冷 

かした 通り だ、 男ッぷ りの いい 爲 めではなかった。 すると、 今度 はかの 光 菊 を 初め • 自分 7:: これまで 

關 係したい ろくな K 者 どもの 顔が 見えて 來た 11 お 〇 も、 〇 子 も、 また 〇〇 など も。 長 崎の 蘇？^— 

—京都 の それ —— 神戶 * 大阪、 S: 小、 京 城な どの 11 。 

そして その に まじって、 鹿，ii^^^西洋の舞踏模倣の盛んな時代に、  ，：n: 分と あらぬ 浮き名 を 立てら 

れて、 こちら は 面お かった が 向 ふ は大變 困った と 云 ふ * 立派な 女子 敎育 家なる 婦人の 端 ■ な 姿 や、 こ 

れ はまた. H 八 力が 失敗した 某 子爵の 若い 令嬢の はだしで 逃げる 様子 も兑 えた。 

わか 

けれども • そんな 女 どもよ リも、 あれ だ！ あの、 自分が 兵靡縣 知事 をして ゐた 時に、 まだ 盛んな 若 

ぎと 志士 的 向 ふ 見す と を以っ て、 ぞッ こ ん 惚れ 合 つ た あの 藝者だ ！ あれと 共に 聯想され る の は伊^s^已 
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代 治で あるが 11 あいつ も藝^ の やうな 名を附 けて 貰って る だ け あ つて、 なかく^. m い 奴で あつ 

た。 ，：： 分の 門 前に 三日三晩 も うづく まって.^ 書生に 置いて 吳れ なければ いつまでも そこ を 立ち去らぬ 

と 云った。 その、 自分に 對 しての 痛快な うち 込み かた を、 自分 はまた そッ. 、り あの 藝 者に 向って ざ 

した ッけ。 いつも 己^治 を 铧 につれ て 行って、 三 晚も四 晚も續 け ざまに ||g した。 

『三千 五 百 の 

からす を 殺し、  ，、 

あさ 曰 出る まで 

腐て 見たい。』 

これ は. n 分 S 作で、 かの 女に 對 する 意^込みであった。 あの 時には、 わが 國の 人口 はま だ、 三、 千、 五、 百、 萬 

と 云 はれた。 それでも * 政治 上の 不言 實行 をす る爲 めに は矢ッ 張り 今 口 と同樣 にうる さかった。 その 

おめ づリと あとに なって ぃッ そのこと にと 思って 身 を *t 黨に 投じ て 見た の だが、 E 本の 人口 が 

ノ  .》  ：  , はって.，.； 

し 口 本 その物が 發展 Y ると 共に- 自分 も 亦 それに つれて 大きくな つたの だ。 

『えい 丄 一 つ 氣合ひ を かけて、 拔き身 を 一 と 振り. ig つて 見た けれども- ig はな かく そんな こみ 

では 拂ひ 落せなかった。 刀 を I- に 納めてから、 .SJ 上の はじに 置かれて る 煙草 を 取って、 

.K^ に 行き来して 見た。 が、 それから それへ -— それから また；. ic  d ふな；』、 


越して 不快に なった けれども、 妄像 はます. C 止めどなく その 數 がふえ て來 た。 

分が 話に いてる マカルトと 云 ふ 書家 は、 その 一皮で も 使った モデルの 顔 をよ く おぼえて ゐて、 

それ を 幾人で も 必要な 場合に は B: びその 記憶から 呼び出す ことができた。 その 時まで はま だし も 便,.^ 

であった が、 しま ひに は" 必要 もない 時に でもち らちら と 目の前に 現 はれる やうに なった。 1 人 や 二 

人づ つで はなく、 一 ときに 四十 人 も 五十人 も だ。 それが うるさい ので 自分で 自分 を 逃げ ま はって A- 

が、 段々 そのうる ささが 苦しみと 變 じて- とうく それ から^げる ところがな いと 云って 死んで しま 

つた。 で、 自分 も マカルトと 同 樣な氣 遠 ひに なって は 溜らない と 思った。 

まんしん 

『わし は氣遠 ひで はない が、 滿 心の 結乒" かも 知れぬ。』 けれども、 こんな 經驗は KJ れ までに も 度々 あつ 

た。 そして かかる 場合に は、 國務 に關係 ある 來容 があって、 それとの 話に 自分が うして 行けば 直つ 

た。 ％ ^：ら ざれば、 また、 一句 を 得て、 それ を 五 言な り 七 言な りの 詩に り 上げて ゐち まよ かつ，， こ。 

ち ひにく 

今 は f. 生^ その どちらの きッ かけ も 無い のであった。 西 園 寺で も，；； ゆね て來れ ばい いのに と 思 

はれた。 

そこへ、 ふと、 またけ むりの 中へ 現 はれた の は、 一 つの 靑 ざめ てゐる 而も 素直な 顔 だ。 K は、 これ 

が 一 度は藝^9と共に、今 I 度 は 大きな 實業 家と 共に も 出た が、 今 は ® 後に それだけで 他 を した かた 

ち だ それ 力 誰れ の 顔で あるか、 ちょ ッと. H 分に も 思 ひ 出せなかった。 死にがほとしては餘りに%^^ 
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であり、 きて る ギヤ.. J して は 色が齊 過ぎた。 自分 は それ を暫 らく ぢッと 見つめて ゐ たが、 

『こら、 おぬし は 何物 ぢゃ』 と 一 喂 してやらう とすると、 直ぐ， 消えて しまった。 Hi: 時に、 又、 他の 多 

くの』.： 女 像 も 全く 消えて しまった。 何だか 急に 寂く しなった やうな 氣 もしながら • はて、 不 E 心議 だと 小 

$2 を倾 けて ゐ ると、 自 分で も 和ら かいと 思へ る 微笑のう ちに 思 ひ 出した、 思 ひ：：，：： した 11 死人で.^他 

の 人で もない、 自分が よく 行く 熱 泡の 溫泉 宿の 若 主人の 顔であった。 

その 轔 母が 何でも 巾し わけがない と 悟って 咽 を 突いた が、 突き そこなって、 ふの 傷 を 人に： ：！^ られた 

くない 爲め、 そとへ 散歩に 出る 時な ど あみ 笠 を かぶる やうに なつてから は * あの 主人 も 少し 氣が 落ち 

,  あめ みや 

付いて 人 Si らしくな つた やう だ。 が、 死んだ 資業 家， ぬのせ " が 11 さう だ、 こいつと 1^ に 現 はれた の 

だ 11 あれ を酋て 何とか してやる 法 はない かと 云って 來た 頃に は、 あの 主人の & 父 は餘. ns に その 女房 

に 迷 ひ 込んで ゐた。 iM つきの 娘と その 養子 をお ッぽり 出して、 無理に も 女房の つれ ツ子 を あと 取りに 

しょうとして ゐた。 つれ ツ子が また どこの 馬の骨 か 分らない 外 固 人の 血 を 受けて ゐて、 無慈悲と 云 は 

うか • 非人 ii 的と 云 はう か、 若 主人 夫婦 を 折が あらば"： しかねなかった。 若 夫 滞 は その 寢 どこへ ビス 

トル をう ち 込まれで もしない かと 云 ふ 心配から、 夜、 橡が はの 兩 端へ 澤 山の 椅子 を 重ねて 置いて から 

でなければ 眠らな か つ たさう だ。 

或 時な ど は、 家に ある、 否、 埶 P 中に ただ 一 つ ある トルコ風呂の 中へ 這 入って、 ふたり な. 4 とし 


『ふ- ふん，： き やつらもう まいこと を考 へた もの だ。』 實 際に、 あの トルコ風呂へ は 物の 十五 ハカと は 這 

入って ゐられ ない こと は、 自分 も 一 度 試みて 知って るが I あすこで 蒸され 死に を すれば、 苦しみ を 

知らないで ぎく il がだッ たらう。 雨の 官 やその 他の 人の 奔走 甲斐が めって、 1. 反對に 自殺し かけた 

繼母 にはちよ ッと氣 の 毒で あつたが、 11 兎に角、 つれ ツ子 は 家との 關係を 絶ち、 おや ぢも心 を 入れ 

すち や-つ にん 

かへ る やうに なった の は 結構 だ。 『若 主人に も暫 らくき はない 11 』 が、 き やつ も 萬 更らの 素 町人で は 

ない。 その 資母は 最後の、 y 戶 ツ子 武士と も 云へ る 核 本 武揚の 大便の 世話まで して ゐた ことがあ ると 云 

ふから。 

こんな こと を考 へる と 同時に、 鎮は 自分の 新調 服と 帶劎と を先づ この 若 主人に 見せて やりた くな つ 

も くさう 

た。 そして その 1 途に ばかり 心が 向いた ので、 默想も 詩作 も 中止に してし まった。 

1$ び劍 をが ちゃく 云 はせ て 四 賢 堂 を 出で、 急いで 本館へ 行って、 秘霄 役の ものに 束 京なる 統 i 凰财 

き 武官 村田少 將ゃ藝 者の 靜 子へ 電報 を 打た せ た。 そし て 夫人に はかの 女と の寫萬 撮影 をす ませて か 

ら、 改めて、 『今から 熱 海へ 行く』 と 申し渡し たので ある。 

『もう、 ぎ m から 伺って をり ます。』 かの 女の すげ ない 答へ は、 こちらの 浮きく して ゐる 心に は 少し 

も そぐ はなくな つて ゐた。 
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まん^ つ * 

『  』 また！ 燒き 持ちら しい こと は 禁物の 1 つに して あるから だら うと 受け取れた。 

『御 服装 は？』 

リ やくしょつ 

『このままで よい。 これに 大勳 位の 略章と 韓國勳 音 f と をつ けて 行かう。』 . 

さ-つろ-つ.^  く 

熱 海への 途中で は、 なほ 搶浪閣 に 於け る妄 像の 殘黨が 11 -た とへば、 ィムぺ リアリズム を 精子の 名 

ざん ご- ジ 

の やうな アン ペラ ズムと 呼び 遠へ た 頻固黨 佐々 友 房の 殘黨の 如く 11. ：ぉ；^のぁたまに つきまと つて ゐ 

て、 その 仲 に まじって また 靑ぃ顔 も、 築の 讀 みっつ ある 口 ン ドン タイ ムスのお もてに 度 々兄え たリ 

消えたり して ゐた。 

が、 ここの 鐵 ：3 人車 發. 滑 所へ 到 11^ して 兑 ると * その 靑ぃ 顔の 持ち主なる 末 三郞も 例の 如く 迎 へに m 

てゐ た。 

『や ァ、 達^ か、 の？』 鎖 は 自分の 近い 親戚に でも 接する 氣 ぶんであった。 

『よくいら せられて 下さいました。 また、 この^^はまた韓國統監とかにぉ成りなさぃまして、 お 目 出 

たう 存じます。』 一 一度 三度に 叮嚀な お^ 懷 をした。 

『  』 自分 は先づ それ を 末 三 郞に云 はせ たかった ので あるから、 十分 滿 足の 體を 示した。 且、 お 

辩银 をす る 時に 向 ふが 旣 によく こちらの 違った 服装 を も H ル ただ らうと は考 へながら も • わざと，： ni 分の 


帶劍を 地上に 「ひきす つて、 n から は ゆったり とした むらさき けむり を 吹かせながら • 人力車の；； P 意 を 

して ある 方へ す ぼんの 歩 を 運んだ。 『ここで は、 もう』 と、 ^21.の上に重ぃからだをど ッかり薛ゑ てか 

ら、 『梅花 も 盛り を 過ぎた ぢ やらう、 な。』 

『はい。 然し まだ 少し は殘 つて をり ます。』 

『  』 その 殘 ると M ふ 言 紫が 面. いくなかった。 自分に は、 ここの 氣 候が 特別に あたたか C ので— 

.J これ は資 際に 特別な ので、 1. もう 全く 散り 切って しまったと ありたかった。 四資 堂に 於け るけ ふ 

の 梅が 香 を 思 ひだす と、 その 中に 浮沈した 例の 妄像 ども もま だ 散り 切らない やうな 氣 がする ので あつ 

た。 

けれども、 何だか 樂 しい 氣 ぶんに うち 勝たれながら ゆ ふが たの 町 を { 伯 につく と、 築 は S 一ぐ 電燈の も 

とで 自分の 式服 をぬ いで、 ゅッ くりした 和服に なった。 この 時 初めて 氣が 付いた の だが * Inl 分 は 何の 

爲め用 もない のに 統監の 服 を こんなと ころへ 藩て 來 たか 分らなかった。 そして 陛下に 對 しても 相 ま 

ぬ やうであった。 

『さ ァ、 今夜 は 無 禮講を 許す。 皆 • 一緒に 飲め』 と 云って、 付き添 ひ武宫 ゃ秘ま r そ 2 他と 共に 晚酌 

を 初めた の だが、 靜 子の 顔 を：！ 1^ てゐ るので、 ゃッと • ぷッ っリ、 うるさい 妄像 どもから 遠ざかる こと 
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がで きた。 かの 女 は. SI 分に はまる で 魔よ け Q やうな ものであった。 いや、 あの 計へ 切れなかった ほど a 

の！： 女 像 はすべ て、 本年 取って 十七 歳なる かの 女 一 人の 額 を 早く 見たかった ばかりり 御叮 な 前 ぶれで 

あった ことが， 今更ら の やうに 了解され た。 氣 のせい か、 今夜の 闇 を 照らす 光が また 格別に かの 女 を 

あでやか にして ゐる やうであった。 女と して は 特別に 色が 白く、 肉 體が畺 富で、 その 肌 もつ る/、 と 羽 

1 一直の やうな の を 私 かに 思 ひ H して ゐ たの だが、 而も また かかる 女に は 珍ら しい ほど 上品で 索 直 だ- 

『御前 —— お 酌』 と 云って、 額 を ぼッと 赤め ながら、 手ぎ はよ く 酒 をつ いで 吳れる その 兩乎を 袖く ち 

から、 こちらが 持へ て やった 赤地に 四 6;;; 子 を 白く 染めぬ いた 夢へ 襦 押 の はじが：：： ル えて ゐた。 衣 物の 紋ゃ 

裾投 様に は、 また、 かの 女 はこ ちらの さがり 籐 をつ けさせて 吳れ ろと 云った の だ。 が、 それ は斷 乎と 

して 許して やらなかった。 蓋し、 自分 はいつ も 人に 斯う 云. ふの を 常と した. 

『わしの つれてく るの は 女房で も 目 かけで もない。 蘇 者ぢ や、 何も 遠慮 は 入らん から， 勝手に 酌 をし 

て K へ。』 

ちょ-つ あい 

聽 お.^ 藝 者と して 寵愛す る こ-と は、 自分 は 陰險な 山縣ゃ 耶蘇 敎 くさい 大^と は 遠って、 昔から 少し 

も恥ぢ としない。 g 敎ゃ祌 近で は、 また、 正 當な现 .H を以 つてお ほ びら に 妾を畜 はへ る こと を も 許し 

て ある 位 だ。 これ を野蠻 などと 稱 する は、 外部から 取って 附 けた 理^ や 先入兑 に過ぎない。 その 代 

あっせん 

P,  S 分 はかの 女の 酒^ C 斡旋 をまで も^い：： しょうと はしない。 だから 云 はば、 公平に 人力の 滔ゅ t を 


辚旋 させ てる女に 向って 自：； R の 大切な 紋 どころ を與 へるな どと は以 つての 外であった。 

= せん  • 

『わたし、 御前 さまの 奥が たにな りたい、 わ』 などと あまへ る t- があって も、 ，：：1 分 はう そに もさう し 

て やる と は 答へ なかった。 

ぢょ 

けれども、 自分が かの 女に 對 する 可愛 さは 色 をん なに 對 する やうで も あり、 また G! 分の 娘に でもお 

する やうであった。 そして この、.； 持ち * たけ は 自分ば かりで 卜：： 領 して ゐ たいので あった" 

『  』 ぢッ とかの 女の 顔を兒 詰めて、 溜らな くの ぼせ あがって 來 るの を 胸の あたりで 押し！； めな 

がら、 は 分 もま だく？ 1^ ぃ氣が 失せて ゐな いの を身づ から 祝 一 I した。 そして、 はたのものを；^^-り 

見て、 『どう. ちら S  こ いつは 掘り出し物 ぢ やらう が？』 

ぢょ 

『こいつ だと か、 掘り出し物 だと か』 と、 かの 女 はまた 顿を 赤め ながら、 『なんだか、 まるで、 ここ ほ 

れ わん./ \ の 小判の やうです わ、 ね。』 

『小判、 結構 ぢゃ ないか。』 と、 村 田が 云った" 

『ぴ かく 光って、 のう。』 自分 はかの 女に 見とれて ゐた。 

『わたし、 おかね なんか 欲しく はない、 わ。』 . 

『それ ぢゃ 何が 欲しい？』 

しつもん  、 

11  』 かの 女 は 村 田の 質問に 答へ るつ もりら しくちよ ッ とも ぢ/ \ し てゐた あとで、 『わたし、 い 
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きたいの。』 

『お 嫁に かい？』 

『いいえ —— 自分の いのち を • ほんとうに。』 

『近代劇に 出る 女優の やうな こと を 云って るぞ』 と、 若い 秘， 誓 役が 口を出した。 

『そり ゃァ より 外にな からう』 と 云って、 村 田 はこ ちらの 顔 を 見た。 

ぢ よ 

『  』 自分 も かの 女の 云 ふこと に 同感で きない ことはなかった。 『士 はお のれ を 知る ものの 爲 めに 

死し、 女 は その 愛する ものに いのち を ささぐ』 だ。 かの 女の 寶 際の まとが こちら を さしてる のか ど、 3 

.D か 

か 分らない が —— そして 又、 そのこ ちら を ちらと 見た 意味 ありげ の 目つ きで は、 てッ きりさう も 取れ 

ない こと はない が" 11 鬼に 角、 そのいき たいは 感心に も 誠心誠意の 意味で だら うから、 さう.： ムふ戀 

ぜん 

の爲 めに はいきる も 死ぬ る も li: じだ。 自 分の 理解す る禪ゃ 武士道の 極意 同 樣* 生死 一如の 觀 念が あつ 

た。 そし て 自分 も そんな 心持ちで 角力 甚句 を 歌 つ て きか せ た。 

そこ へ 若 主人の 末 三 郞が額 を 出して、 

『若し 御意で ございましたら、 明日、 梅林へ 御案內 申し 上 ゆても 11 』 と 云 ふやうな こと を 述べた" 

『いや、 無用 ぢゃ。 それに は 及ばぬ。』 自分が 先刻 あすこの こと をち ょッと 尋ねた の は、 そんな 詰らぬ 

ろ ましち く 

つもりで はな か つ た。 かの 羅 曼 的な 靑. S 額が 浮び 出た 四 賢 堂 の 周 園なる 梅林と この 地なる それと を， 


ふと 聯想した に 過ぎなかった。 

折负 緊張して ゐた 自分 は、 今、 この 末 三 郞と云 ふ 貧弱な 現寶の はしくれに ぶっかって、，， |け| ハの 半ズ 

を ft がれて しまった。 そして 大！ g からこ こまで そッと 自分の 心に 乘 せて、 そッ と、 運んで 來 た.： ほ の、 

をり も * 俄かに 全く 失せ去って ゐた。 

がう/ \ と 一 K つて、 下の 梅の 方から 響いて 來る浪 の 音に 耳 をす まして、 夜 も 大分に 更けた やう だと 

思った が、 な II へる つもりで、 自分 8 の 食 勝を iif め. 霊の 字 を窨 い て I くな つ 

た 尤も. 先刻から、 熱 海 町長 ゃ國 府津資 S 長な どが 出した 絹 や I が 二つ 三つ S てるので き 

た ◊ 


西洋 館と S へ、 こ S に は疊が 敷いて あるので、 直ぐ そ i%f 延べさせ、 畫郞と 響と 

に 還 をもッ とすら せた。 

『うちへ もどう か 一 牧』 と、 末 三郞が はたで 墨 をす りながら 云った。 

『わたしに も、 ねい、 御前 さま。』 

『よし、 よし』 と、 ini 分は靜 子の ねだり を 承知した。 

『わたくしに もどう か、 お 願 ひがで きま すれば II 』 

『ど、 フ かわた くしに も —— 』  - 
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『 ……… 』 靜 かに 葉卷 きをく ゆらせながら、 ^«分の前に延べられた1枚の絕地に向って、 を 半眼に 

つぶって 精祌を 落ち 付けつつ あつたので、 自分 は 一 々の 返答 をし なかった。 暫 らくして から、 『おい』 

と、 靜 子に あごで 命令して 7 そこ を 押さへ て をれ。』 

『  „^ や はら かい 祸を 引いて 立った かの.？； は、 絕 地の 上の 方へ 行って こちら 向きに なり、 きちん 

と 坐 わった 膝の あ ひだに 赤い の を 少し 見せながら、 兩 手の 白く きゃしゃな 指さき で絕の 兩灼を そッと 

押さ へ た。 『斯うで ございま すか！』 

『  』 は 自分の 堙草を わきへ Z お」 くが 早い か、 十分に 墨 を 含めた 攀を 取って、 一 氣呵 成に 左の 自 

作詩 を 讲 いた、 11 

『治亂 誰れ か 一 百 ふ 兩途 ありと、 

修文 講武 是れ fti 誘！ 

胸 巾 窬 する ところ 他 策 なし 

f. の 草木 を して 蘇らし めんと 欲す。』 

. 例の、 今度 こそ は —— と 云 ふ 意氣が 伴って ゐ たので、 自分ながら 筆が 思 ひ 通りに 運べ たと 考へ られ 

た。 そして. H 分と して は 1 番氣に 入った 時に 使 ふ 『公爵 伊藤博文』 を 書き 添へ た。 

それから、 にたお 『博 文』 と 書き 添へ たの を 1 つ、 單に 『舂 献』 としたの を 一 つ 書いた。 する 


と、 靜 子が： 冉び、 

I ごぜん  ， 

『御前， わたしに もよ』 とねだった。 

『さ うぢ や、 な • 押さへ ® に でも 一 つお 前に » いて やらす ばなる まい。』 

『あなた • とれ を i な』 と 云って、 かの 女 は その そばに ゐた熱 i 長の 持って ti をい きな 


it ひ 取つ 力 


『人の 物 を 11 失禮 な。』 自分 はた だ 微笑して ゐた。 

『いや、 代り を 持って まゐ ります。』 末 三郞は その 爲 めに すぐ 出て 行った。 が、 一つに は、 一方の すす 

リを 受け持つ S をす つてた？、  f  く 休める 爲 めであった らうき ちらに M はれた。 

『さ ァ、 一つ、 お前の 望み通り 悲痛 淋！！ な戀を でも 書いて やらう か、 な？』 

『ええ、 何でも どうぞ。 コ 

『 ……… 』 渠は 自分で また 自作なる 例の 都々 逸 『三千 五 百のから す を 殺し』 を齋 きな. 

ゐ たのお。 けれども • 昔の 女と は 少し 相手が 違 ふやう に 思 はれて、 ま.：^ t てし ま？ ( 

の 如き を 書いて 見た、 — 

『大磯 小碰 の  ■ 


、らうと 考 へ て 

そして 別に 左 


景色 を 問へば、 
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沖 の かもめ に 

{:E  士 の 雪。』 

こ れも或 突 に 於け る卽 興の 自作であった。 

『^名 まじり は 閣下に は 珍：： ^ でございます』 と 云 ふやうな 話 を 1 方で 語り合 ふ もの 力あった 

『s. 前 さま， ありがたう。』 靜 子は嬸 しさう にこれ を 引き下げ ようとす るの を、 

『ちょ ッと 待て』 と、 IS は 自分で さしとめた。 ただ 『卷 敬』 として 渡すなら かま ふまい とも 考 へたの 

だが、 漢詩 以外の US はこれ まで、 誰れ にも いて やった ことが なく、 また、 自分と して 不得意な もの 

を i^r::: こさ-すの も而 白くなかった。 それに、 よしんば これ を やった ところで、 家庭 を 持たぬ かの 女 は 

どうせ 誰れ かに 取られて しまう のであった。 『やめ ぢゃ、 やめ ぢゃ』 と 云って、 自分 はこれ を 太い 指の 

m 乎で かき せ て や たく に 引き裂い た。 

『あら！』 かの 女 は その 新調 着 をで も 破られた かの やうに、 俄かに 失望して、 こちら を ぼんやりと^ 

詰めながら、 淚 ぐんた。 

『  』 It ぶに は、 その 方が その 場に. a 分で 引き寄せて 羽が ひ 締めに でもして やりたい 程の、 可愛い 

けっさく 

傑作であった。 

『わたくし にも どうか 1.』 


わたくし にも —— 』 

そんなの が 前後左右から 機 を 待ち受けた やうに I ときに 現 はれた。 で、 また、 これが 自分に はうる 

さい 妄 像の 群れであった。 そして さきの は靜 子に 早く 會 ひたい 前 ぶれで あつたが、 今度の は、 もう、 

かの 女と 二人 ッ きりに なりたい 催促 だと 受け取れた。 實 際に、 今や さう 云 ふ 心が 自分に 動いて るので 

ある。 そして 0 分の 不斷と は 遠って 11 不斷 はた ッた 三時 間 ほどし か 眠らない が II 今夜 は 1 つ 早く 

寢て やれと 云ふ氣 になった。 

V き 

ふと 氣が 付く と、 いつのまにか 次ぎの 間の 仕切 リが 明いて ゐて、 その 方に も 人間が うよくと ゐ 

た。 そのうちの j 人 は ！ 誊 生か 何 か 知らないが —— どてら を 着て っッ 立って ゐ たので、 こちら は 粗 

略と 侮辱と を 感じない では ゐられ なかった。 

、よくむ 

『  』 埶マ 心に こちらの 書 を 求める の はいいと しても、 それが 爲 めに 警察官 どもまで がその 職務 を 

忘れて ゐ るの だと ふ 憤り を 得た ので、 っッと 立ち あがって、 大きな 聲で、 『村 E 少 將！』 

『はい』 と 云 ふ 返事 は 別な 窒 から 聽 えた。 

『  』 渠は、 少將が 窒の入 リロに 顏を 出した 時には、 衣桁に かけて ある 自分の 帶劍を 取って 小脇 

にか かへ てゐ た。 が、 『I 體、 これ はどうし たこと ぢゃ』 と あびせ かけた 時には、 っる.0^と劎を拔ぃて 

自分の 頭上に 威 だけ 高に ふ^ 上げて ゐた。 
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どゃくと有^；^無象は途げて行ったけれども， 自分の 心 は 納まらなかった。 

0* あまりに^ 下の 御機嫌が およろ しいのに まかせて —— 』 

『いや、 もう、 やめ ぢ や！』 浙ぅ村 田に 答へ て、 かちり と劍 はもとの 粕に 納めて、 これをもとの5^^所 

にかけ た。 怒って は：： ル たもの の、 これほど 氣 がす ッ とした こと は 自分に は 珍ら しかった。 一而で は 初 

めて びた 劍の % 光 を 示め してやる つもりで あつたが、 また 一 而に は， こんな ことで 單に 威張って を 

れる取 人なん か、 隨分 組し：： いもの だと 思 はれた。 そして 少しね むけが さして 來た 自分の 心 は、 今 

や、 靜 子の 方へば かり 倾 いて 行った ので ある。 『さ ァ、 靜子、 來 い！』 その 方へ 1 二 歩 進んだ 自分の 羽 

織の うらが ほ 分のお 召の 衣 物に こすれた 音が した。 

むじ やう 

まだ 四 五名の { 及：^ や 有志が 殘 つてる にも 拘ら す、 藥は 自分の 太い 厳 丈な 雨 手を以 つて、 かの 女が 遠 

C わき 

^がちに 立ちす くんで る その 右の 手 を 取り、 その 左 リの肩 を 押さへ た。 そして かの 女 を また 小脇に 締 

めか かへ ない までにして、 自分の 呼吸 をはづ ませながら、 その 窒を 出た。 そして 別にき まった 寢 室の 

ISStlMC の そばに 行って、 これに 腰 を かけた。 

『いや だ、 わ、 御前 さま、 わたしの 分 をお 裂きな すったり して』 と、 半ば は 恨み 半ば 恥 かしがつ てる 

かの 女 を 一 肝 堅く 引き寄せて、 渠は 成るべく 自分の こ はい 口 ひげが さはらない やうに、 かの 女の ふッ 

くらした 颇ッぺ たに 一 つ 接吻 をして やった。 


『ま ァ、 さう 云 ふなに 優しい 聲を颜 はせ ながら、 『韓國 へ つれて 行って やる の だから、 な。』 

『ほんと に 面白い ところ？』 

『そり や、 わしと  一^に をり さへ すり や、 どこでも 面白から う o』 

明け ッ 放しに なって る ひらき 戶の そと を 末三郞 がま だ 頼みが ありさうな 顔つき をして 通りぬ けよう 

とする の を 見た ので、 

『こら、 若 主人』 と * 築 は 自分から それ を 呼びと めた。 

『はい』 と 云って、 末 三郞は 呼ばれた の をい いし ほに して 入口のと ころまで 近づいて 來た。 『もう、 A 

休み におな りで ござい ます か？』 

『いや、 まだ 寢 やせん。』 若 主人に だけ は 一 枚 何 か 害いて やらう と 初めから 考 へて ゐ たので あるから、 

ここへ 銑と 现とを 持って 來 させた。 

ご ぜん 

『然し、 御前 さま』 と 末 三 郞も亦 あまへ る やうに、 『そんなと ころで お書きに なりに くく は ございま 

せんか？』 

『  』 ， 藥は靜 子に 取って 來 させた 葉卷 きをく ゆらしながら、 獨リで 寢&の 上に 乘 つて、 あぐら を 

かいて ゐ たの だが、 『な ァに、 ここで 十分 ぢ や。』 

ゆ ^ 

『左 やうです か？』 末 三郞は 床の 上に 膝 を 突い て 頻りに 墨 をす つ てゐ た。 
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『わたしが 少し 手傳 つて あげ ませう か？』 

『いや、 お前 はわし の そばに をれ』 と 云って、 渠は 自分の 靜 子が 少しから だ を こごめて 立って ゐるそ 

の 11^ を，： ni 分の 右の 乎で 押さへ て、 またし ッ かり 抱き寄せた。 

『いや ァ！』 かの 女 は 倒れさう になった が、 その 左の 肱 を こちらの 膝に 突いて、 その 半身の 力 を ささ 

へた。 

『  』 はかの 女の かをり あり、 ぁッ たかみ ある 重み を 感じながら、 若 主人に、 『おぬし もこ この 

もくろ  あんしん 

お袋の 爲 めに は隨分 苦勞 したが、 この頃で は、 もう、 安心 ぢ やらう が、 の？』 

『はい、 もう、 御前 さまが たのお かゆで 11 』  . 

『今暫 らく すれば、 また、 あの 强 つく 張りのお ゃぢは 死ぬ ぢ やらう から、 さう なれば、 ここ もす つか 

りおぬ しがた の 世になる と 云 ふ もの ぢ や。』 

『お 言葉で ございます。』 

『I つど うぢ や、 わしと 一 緒に 韓國 へ來. て、 おぬし は 京 城 や. 签 山に ホテル を 建てて は？ それとも、 

た， 沿海州の 漁 戴榴を 得て 錢詰 製造で もやって は？』 

『結構で ございま すが —— 今のところ、 どうも —— 』 

『終 は 引き 續ぃ て甞ぃ てる か？.』 


『いや、 どうも i 番頭 同様、 家-業に いそがしい ものです から、 とても そんな こ と は —— I 

『  』 纏 はこ の の 顔が 一 度 複本 武裼 と共に 自分に 現 は れた の は當 前の こ とで ある と 思 はれ 

た。 『一體、 おぬしが 死んだ 核 本に 名乘 りに 行って、 受け付けられなかった の は どこで ぢ や！』 

『あのお 方が 箱极 へいら ッ しゃった 時お 尋ねし にあがって 見た ので ございます。 わたくしが 11^1 の 

せがれと 書き入れた 名刺 を 出します と、 會 つて 下さいました ので、 手ッ 取りば やくで ござ (まし J^; 

が、 母が 生前に かねがね 閣下 を 御 幼少の 時に お 世話した ことがあ るから 1 度 會にひ 行って 見よ と 巾し 

てゐた AJ と を 中し 上げました。 すると、 俄かに お 額の 色が おか はりに なりました。 確かにお 心當 りが 

あつたに は 遠 ひご ざいません が、 改まって 申され ましたに は 畑 敬 一 と 云 ふ ものに は おぼえが ある やう 

にも 思 ふが、 世話にな つたと はお ぼえない。』 

ぞくくゎ，^ 

『それ は 警部 ゃ屬官 など も を つたと ころ でぢ やらう？  n 

『はい、 五六 名 は 11 』 

さく  St£ つ 

『場所 力 わる 力った んぢ や。 あいつ は 俗物であった から、 屬官 などの をる 前で は それ 位のと ぼけ かた 

はしょう もの ！ 苟も 大臣た る ものが、 しし 大便の 世話 を 受けた と 云 はれて は、 自分の 威光に 關 する 

とで も 思って な。』 

『さう かも 存じません。』 

公 歸の氣 まぐれ  一一 二  J 五 
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『その^ • 誰れ でも 子 佻の 時には その 世話 を 受ける こと は 忘れて。』 

『如何にも I— 。 わたくし は、 然し 別に 何の &頼ゃ 要求が あって 行った わけで も ございま せんでした 

から、 それ ッ 切り 二度と び 伺 ひませんでした。』 

『なァ に、 こッ そり 會 ひに 行ったら、 あいつ も 白状した に 相違ない』 と 云って、 攝は末 三郞の 最後の 言 

ii^yrvl:^^ に感 、いした けれども、 向 分の 前で は餘 りに 生意氣 だと 思 はれた ので、 不快 をお ぼえない では 

ゐられ なかった。 が、 直ぐ また ml^ がる 心が 溢れて 來た。 そして 自分で 若 主人の 持って 來て ある 斑 紙 

を-や R どこの 敷き 布の 上に 廣げ ながら、 『さ ァ、 もう、 その くらね でよ からう i け ふ はお 前 を ひ 出し 

て、 ここまで 會 ひに 來た 記念 ぢ や。』 

『いや、 まことに 恐れ入ります。』 

『  n  ,:w 分の g 子と 若 虫 入と に 上の 方 を 押さへ させて、 鎮 はくす した 膝 を 坐 わり 直した。 そして 

昨た 牛の 十二月 初めに、 g: 固から • 今度の 統監た るした 地 を 掠らへ て搶浪 閣へ歸 つて 來た 時の 感想 を述 

ベた ところの 七 jEiS 句 を 寄いた、  

『老い 去り、 何ぞ 辭 せん 萬雞 を @- ふ を！ 

新盟 繁ぎ 得た.=^ 兩邦 の ii。 

芙薛、 一別 三 句 口、  . 


我 を 迎 へて 天？ は 笑顔 を 開く。』 

 筆の あと を 二三 度 IS つて 請み 返して 兒 たが、 滿 足であった ので、 『これで わしら も 休む としょ 

* ゥく かん 

う II あすの 朝、 出發 する から • な』 と、 たッた 今； i 《心に 出た こと を 若 主人に 報 43 してから、 i 洛款と 

して 『i ^藤 博 文」 を 害き 添へ た。 

，(大正 七が 十月) 11 
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『さう がた ッび しと はしご をお りて 貧つ ちゃ ァ、 困ります が、 ね！』 

こうぐ わい 

作衞 はこない だぢ うから 云って やらう と 思って たこと を • ゃッと 今、 その 容 に，！： つて 口外した ので 

あった。 帳場 翁 の 茶の 11 で、 長火鉢に あたりながら、 二階 を 下りて 來た容 の樣： や を 兑てゐ ると、 

『は ァ』 と 一； 4 ふ 答へ を、 きま. nN が惡 かった しるしに、 またはむ ッ とした^き みやげに" 1 して、 下駄 を 

引ッ かけ， 大擧の ノウ トを かかへ て 出て 行って しまった。 

その あと で K ぐ ま た 女 房のお 安に 叱られた の で あ る 、 

『あなた は なぜ さう ぉ容 さんに 小言 をお ッ しゃ るんで す、 ね！』 何 か 洗って た ミころ の Bi れ手を 手ぬ 

ぐ ひで ふきながら、 かの 女 は^どころの 方から 出て 來た。 立って る ままで だが、 相變ら すいら くし 

た 顔に その 目と 口と を とんがら かせて、 『この 商 資は資 際に お客さんで 立って 行く の ぢゃァ ご ざい ま 

せんか？』 


『商資 に 客で 立って 行かない ものな どァ あり はしない よ。 だが、 ね』 と、 少し 一お はかの 女の 心 を やわ 

らげ るつ もりで 一 段と 聲を 低めて- 『ああみ しく やられち ゃァ、 はしご！^ が こわれて しま うぢ ゃァな 

『それ をこッ ちが 辛抱す るんで すよ。』 

『それ もさう だが、 ね 11 』 i 雕ギ 断う していつ も 自分 は 勝ち 氣な 女房に 說き 伏せられて しまった。 

二 

予 ラま  t 

«^ は 自分の 越し かた を へて 晃 ると、 世 は 段々 に懌季 となった やうに れヌ。 

國 引けの 時に 舊 藩に 引 ッ 込んだ 自分の 兄が、 明治 十八 九 年. S に 1* び 出京して 來 たが、 

『また いつにな つたら お 伊！： を 貰へ る やうな 世になる のか』 と 云った。 その 兄に 比べる と、 自 分 はま 

だま だ M ら けて ゐた。 

『そんな ぽ がまた と^ぴ 来る もの か、 ね、 それが 爲 めに 四民 平等の 明治に なった の だから、 ね』 と 云 

つて 聽 かせた。 

0 分 は あの S 東京 府の 土木 課に 勤めて、 E 分 はば を 利かせて ゐた。 多くの 土方 ども は 自分の 部下と 

なって 束 京 各 S の 道路 ini を やった。 隨分 成績が よくて、 立派な 道路 を 描ら へたの だが、 市 K 改正 や 

お 安の 亭主  三 一一 一 一 
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m& 通； 仃の爲 めに 殆ど © あとかたもなく なって、 靑山 墓地の あた リと深 川 あた リ とに 少し 錢 つてる だ 

けださう だ。 

あの 時 は、 江戸 ツ子 氣 取りの 女房まで が、 

『おいら』 と 云 ふ • ピ ネオの 文典に よれば、 第】 人 稱單數 の 代名詞 を 使って、 部下の 『おめい ども』 

にお ほざ ッぱの 馳走な ど をした が 11 。 

あの 先妻が 死んで から、 そして 引き 鑌 いて 廣も可 愛かった 總領 むすめが コレラで 倒れてから、 どう 

も ，：In 分の する ことが うまく 行か なくなった。 つま リ、 經驗 もない 輕 薄な 若い ものら に 蹴ー济 されて 行つ 

ナ, Q せん 

たやうな もの だ。 で， 自分 は 或 博士の 推薦で 高 知縣の 土木工事へ 行く ことにな つた。 その 途中で 大阪 

に 二三 口ぶ らく 遊んだ に、 今の 女房に 出會 つた。 

しんさ. S ぼし 

心 齋橋を 渡って くると、 後ろの 方から、 

『林さん —— 林さん ぢゃァ ございま せんか』 と 呼ぶ 者が あった。 

『  』 不思議 だ、 かみ 方 ふうで ない 女の 聲の やう だと 思って 振り向いた。 

すると、 それ は 先妻の 生きて る顷、 うちの 襄に當 ると ころに 住んで た 小 舉敎員 の 細君で、 かの 女 も 

1 とき は矢ッ 張り 敎 ni:; をして ゐた 女であった。 うちへ も 客で 忙しい 時 は手傳 ひに 來て、 殘り物 を^つ 

た hN、 持って行つ たりした 上に • こちらが 人 を 使 ふこと を まだ 知らない などと 云って、 近 處へ悪 くち 


を！ K ひふら す さんざんな あば すれ 者と 思 はれて たのが、 その 亭主の 死んだ 爲 めに、 生れ 土地なる 大阪 

へ歸 つた ことがあ るの を、 今 俄かに 思 ひ 出せた。 

『おう、 お 安さん！』 斯う 云って、 立 ち どまった 時、 もう、 肉 分 は 今夜 松 島に しけ 込む に は 及ばない 

かも 知れぬ と 云 ふこと を あたまに 浮べて ゐた。 

『矢ッ 張り、 林さん でした、 ね。』 ちよこく と 近づいて 來 たのが、 年甲斐 もな く、 顔 を 赤く して ゐた。 

『ま ァ、 お 珍ら しいと ころで —— 』 

『  』 自分 は 確かに 物に なり さう に 思った 。『ほんとうに 珍ら しいと ころで、 ね。』 

にょうば う 

どうした 爲 めに 大 版へ と聽 くから、 自分 は 女房 を 失った リ して、 今回 高 知縣へ 渡る つもりで ある ご 

とな ど を 立ち話した。 向 ふ も 亦 亭主に 死に別れてから 母の もとに まだ ひと リでゐ る こと を吿 げた。 

『お 互 ひに やもめに なつち ゃァ、 つまりません、 わ、 ね。』 

わう らい 

L さつです よ。』 自分 はと ぼけて、 何げ ないやう に 返事した けれども * 『兎に角、 往來 での 立ちば なし も 

いい 圖 ぢゃァ ありま せんから、 —— どうです、 ね、 今から わたしの 宿へ でもい らッ しゃったら —— い 

ろい ろ まだお 話 もあります から、 ね』 と 云って 見た。 

ぢク矢 

『ぢ ゃァ、 お 邪魔に あがりましょう か』 と來 たの だ。 

『  』 もう、 占めた ものであった。  .. 

お 安の 亭主  linn 11】 
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ちょ  • 

その n は ：H の なれまで 話し込んで、 かの 女 はとう/ \ とまって しまった。 尤も、 どうせ 二人とも 1 

方が かけて ゐ るの だから、 ここで 出會 つたの を 幸 ひ、 のな じみ 甲斐に 1 絡に なら. TN と 云 ふ 相談が 即 

座に まとまった のであった。 そして その 翌： z: は、 かの 女 もちよ ッ くらと 荷物 を まとめて 來て、 自分と 

1 絡に 川 n から 船に 乘 つた。 

けんく わ 

高 知へ 行って から、 1- 朕、 土方 同士の 喧嘩が あって、 その I 方 を 許して 置けば 自分の 仕事に もまた 

自分の 生命に も關 する のであった から、 他の 方 をう まく 抱き込んで、 一 方の 速 中 をす ベて 夜中に 川の 

中へ 叩き込んで しまった。 

『そんなむ いきな こと をして^ なすって、 いいので すか』 と、 お 安 は 非常に 心配した。 この 時には、 

無論、 こちらの 女房と してす まし：： S んでゐ たの だから、 今にも あと を追ッ かけて 來て、 自分ら を 取り 

卷き でもし ないかと 云 ふ 恐れ を 持った。 

くさ，：？ 

『な ァに、 心^す るに ゃァ 及ばない よ、 今夜 はお いらの 家の まわ.^ に澤 山の 見張り をつ けて あるか 

ら、 ね。』 

『でも、 人 を 殺しち ゃァ 11 』 

「幽靈 ぐら ゐ はやって 來る かも 知れない が、 若し か W 察に 分った としても， 下手人 は 別にき まって る 

から。 今どきの やつ ァ、 どいつ もこい つも 義理 や 恩義 を 知らないから * あたまから なぐり 付ける よ. OS 


ぢょ  I 

ほかに 仕 やうがない の だ』 と、 自分 は 左 ほど 氣 がかり もな く かの 女に 云って 聽 かせた。 

かの 女 はま だ その 時 は 素直であった。 そして 川から 獨 りで 助かって 來 たもの らも、 それから おとな 

しく 自分 やお 安の 云 ふこと を 聽 くやう になった。 

髙 知の 事業 を 無事にす ましてから 自分 はまた 新 占領地なる 臺灣に 波る ことにな つた。 この 時 は 自分 

のお 安 を 鬼 京なる 兄の 近所に 住ませて m はいて、 自分 ひとりで 出かけた の だが、 土木工事の 贿赂 事件に 

まき 添へ を喻 つて、 1 ケ年も にぶち 込まれた。 不正直な 上官 ども はみ な 始めから うまく 逃げて 

正直な 自分ら ばかりが 詰らない ざま を 見た の だ。 無罪に はなって 歸 つた ものの、 自分 も あまり 調子に 

し，；？ よ- c\ 

乘 つて 酒 や 女にば かり 身 を 持ち崩して ゐ たのが 分って、 お 安に 全く 信用 を 失って しまった。 留守 ..i- の 

最後の 半 ケ¥ ばかり は 癒に 壮 送り もで きなかった ので * かの 女 は をん な 1 人の 腕で 11 人 仕 S. をした 

りして —— か の 女と そのまま ッ 子と の 生活 を 立 て てゐ た。 

,3 さナ  けう じ やう も 

それ をロ實 にして かの 女 は 威， 丈 だかに こちらに 臨み 山山した。 そして こちらが 刑狀 持ちと 同じ やうに 

さ^て、 どこへ 行っても 勤めさき の 世話 をして くれる ものがない の を * こちらが 意久 地の ない 爲 めに 

仕事 を兒 付け 得 ないかの やうに 見た。 

『よしんば、 おいらに 意久 地が あっても、 ね、 向 ふで 世話 をして くれないの だから 仕 かたがな いぢ や 

ァ ないか？ 』 

お 安の 亭主  一二三 五 


泡 鳴 八.； 鎮 S 丄ハ^  一 1 二 11 六 

ど か た 

『ぢ ゃァ、 土方に でも 何に. でもお な.^ なさい。 わたし は 別に 獨 りで 暮しを 立てます から！』 

『今更ら 何 をぬ かす！』 

これ は 歸京後 まだ 程 もなかった 頃の こと だが、 自分 は 火の ついた ラ ンプを かの 女に 向って 投げ付け 

ぢょ 

た。 かの 女 は 身 を か はした ので 無事であった が、 ランプ は 疊に碎 けて 火の 海 を 現じた。 それ を かの 女 

は 座蒲围 でもみ 消した が爲 めに、 兩 手に ひどい 燒 けどうの 引ッ 釣りが 殘 つた。 お負けに、 家主から 立 

ち 返き を 命ぜられ ると 云 ふ 始末で —— 

それからと 云 ふ もの、 ，：：： 分の 向 ふ 見やと 馬鹿正直と を S 分で 愼む氣 になった。 お 安 も 亦 さう 持ち前 

のやき/. \* いら.，— を 見せる ことが 少く なった。 そして 最後の つて を 得て、 〇〇 鑛 山へ 這 入った。 

初めは そこの 事務員に 勤めた の だが * 段々 と 知り合 ひが 多くな つたの をし ほに 辭 職して、 お 安の 思 ひ 

付きに 從ひ、 そして かの 女の ni 利き を 信じて、 質屋 を 開 翁した。 可な り 繁盛した の だ。 そして そこに 

前後 七 年 もゐ たの だが、 息子の 不仕 だら と 逃亡との 爲 めに 世間に 顔向けが できない と 云 ふわけ で、 

それ も かの 女の 發議で 店の 始末 を 他人に 譲り渡して、 び 上京した のであった。 

ゆ づ b な 

そして 本 鄕の棗 町に 下宿屋の 讓り 渡し を 受けて、 自分ら が 出京の 目的 通リ、 これで 以 つてお 互 ひの 

外に 手賴 りの ない 老後の 落ち 付き を 得る つもりであった。 が •  二三 ヶ月 もやって 見る と、 この 家業に 

は餘り 男の 手を耍 しない。 そしてす る 用がない と、 つい、 火鉢の そばに うづく まって、 女中の 言 薬 使 


ひや お客さんの 上り下りにまで 小言 を 云 ひたくな るので、 却って 女房から も 叱られたり 邪鬮 にさ， r- た 

りする やうな 倾き になった。 

『あなた は 別に 何 か 仕事 をお 見つけな さいよ』 と、 うるさい ほどに せっかれ た。 

こんじ わ、 ラ 

『ゐさ ふら ふぢ ゃァ あるまい し！』 鎮は 自分から ひがみ 根性 を 出して かの 女に 喰って かかった。 そ I 

に は、 かの 女が 近頃 私 かに がらに もない St 化粧まで して、 若い ものら の 機嫌 を 取る の を 少し 妙な 方へ 

持って行って 見 C もゐ たの だ。 

うは. 4o 

『あなた は變な 人です、 ねい、 わたしが 何 か浮氣 にで もな つた やうに 思って！ この 商寶 では、 ね、 い 

かにお 婆ァ さんでも しみ ッ たれて るより は 小ざッ ばりして ィる 方が どれ だけい いかお 分りに ならない 

んで すか？』 

『  』 P 、に は 自分の 婆ァ さん はしみ ッ たれ てるのが Cn£ り 前にな つて ゐ たので、 かの 女に わざわざ 

化 粒 をさせる やうな 商賫 その物の 性質 も氣に 喰はなかった。 で、 二階の 客 どもに わざと g| こえても か 

ま はぬ つもりで、 『おいらの うちにお いらが がん 張つ てるのが 何で 惡ぃ？ いくら が^きの 商寶 だから ッ 

て も、 ね、 亭主が ゐ ないで まとま リ が 付く と 思 ふか？』 

『そ. tts ゃァ、 何も 亭主 を 邪魔に して ゐる わけ ぢゃァ ございま せんが （J 』 

じ や i 

『いや、 邪魔に して ィ る！』 

お 安の 亭主  三 111 七 


泡 鳴-^ 築 第六卷  一一】 一一 一八  ， 

『でも、 大切な お客さんの 爲 めに ゃァ 11 』 

『馬鹿！ 亭主と お客さん とど ッ ちが 大切 だい？』 

『あなた は 餘ッぽ ど 射らない 人です、 ね、 わたしが 斯うして やきく と 女中 を ふた ァリ もこき 使つ 

て、 あなたがたの 家の 爲 めに かせいで ゐても —— 』 

i  wit- ララで 

『  』 .E?r? は 矢ッ張 o,、 自分の 女房に 云 ひ くるめられて しま ふので あった。 かの 女の 兩 腕に 大き 

む ぽラ  , 

な燒 けどうの 引ッ 釣り を 見る と、 また、 自分の 昔の 無謀が 返り 見られて、 昔の やうな 手出し はでき な 

かった。 

かの 女 も それ を その 强み にして、 思 ふ 存分に 立ち働い てるので、 渠 自分の 用と して は • 棚 を 釣った 

り、 井 戶#. のこ われ を 直したり する やうな ことしかなかった。 自分から もこれ では 餘り つまらなくな 

つたし、 かの 女の §齢 として 他に 何 か 仕 9 ^見付ける の も 自分の 氣晴 しゃから だの 述動 にもなる から 

と 云 ふの が、 かの 女の 實 際の 親切心から 出た 言葉 だと 分った ので、 うちの 或 お客さんの 紹介が あるの 

を 幸 ひ、 或 新聞社の 小 使 ひに 出た。 

ところが、 社長の 赏： と 云 ふの が 青二才の くせに 生意氣 で、 人 を 人と も 思 はぬ 待遇ば かり をした。 

鬼に 角、 今まで 人に 使 はれる よりも 人 を 使って 來た こちらに は、 自分の 氣 ぐら ゐ がま だ 高かった。 

あ をに さ 5-  ；  » 

或 ゆな ど、 出ぐ ちのと ころへ 來て、 青二才が 突ッ 立った まま 


『早く 出せ』 と 云った。 

『  』 こ. ちら は それと 分った けれども" わざと、 『何 をです か？』 

『おれの はき 物 だい！』 

、いか ふ 

『  』 太閤さん の ちゃ ァ あるまい し、 『わたし は、 ね、 あなたの 草屐 取. OS に 來てゐ るの ぢゃァ あ 

りません よ』 と 一： ム つて やった、 おかげて、 た ッたー 一; 日 目に そこ を 追 ひ 出されて しまった。 

『もう、 ぉぢ さんの 世話 は 御免 だ』 と、 その 紹介 考 なる 攀 生に 云 はれて リ； ると、 今度 は ml 分で ほ 分の 

職業 を 求めて 兄る より 仕 かたがなかった。 

『あなたの やうに さう 世 は 一 國ぢ ゃァ 通りません わ、 ね、 少し ゃァ色 もお 世辭 もな け やり ァ。』 お 安 

も 笑 ひながら 新う 云った の だけれ ども、 その：！っきには！！^^れたと云ふ檨子がぁり、 その n うらに は 人 

をない がしろ にした ところが 見えた。 

『  』 よし 來た！ そッち もさうなら、 こ ッちも そのつ もりで と 云 ふ 決心 を、 IS は 私 かに 新ら しく 

ほつ *0 

發 起 したので あった。 今度 自分で 何 かいい 仕事 を 求めたら、 そんな 婆々 ァ など そッ ちのけに して、 少 

しゃ ァ 若い 女で も E かけに して、 別に 安樂な 家 を 持たせて 見よう。 その 時に なって、 ^^して指のさき 

お 安の 亭主  三 111 九 


泡 鳴 <^染 ^六卷  三 四 〇 

J 本だッ てお 安に は 干渉 させぬ ぞと。 

せんとう 

錢 湯へ 行って それとなく 聽 いたによ ると、 或. 官_5！ の あがりが 何 かいい や： I 喪 はない かと 思って 市中 を 

一週 li ばかり ぶら 付いた 間に * 束 京 中の 天 ぷら屋 の あげ かす を 買 ひ 取って、 その 油 を 搏 びし ぼり 取る 

こと を 思 ひ 付き、 いよく それ を やり 初める と、 二三 年で お ほが ね 持ちに なった と 云 ふ。 さて、 そん 

ないい 拾 ひ 物 はない か 知らん と、 築 も 赤 自分で 中 を ぶらついて 見た。 

お 安の 拂ら へて" 4<れ る 辨當を ふところに 入れて、 神 田へ 行っても • 下 谷へ 行っても、 自分が 曾て 土 

木 4^ 師 として 手 をつ けた 道路 はこの 邊 だと 思 ひ 出されながら、 その あとかた など は 殆ど 殘っ てゐ なか 

つた。 全く 新ら しくな つてる の も あ. 0/ またす ッと廣 がって るの も ある。 京 橋區の 八丁 堀に は、 自分 

き ラ はん 

らの昔 住んだ 舊 藩のお 屋敷 あとが あり、 それが さんざん になつ てること は 幾て 知らないで もなかった 

が、 1$ び 念の 爲 めに まわって 見る と、 すッ かり 町 屋に變 じて ゐた。 そして そこに も 時代の ますく 威 

光な く、 野卑に、 ざ ッくぱ らんに なって 行く 姿 を 自分 は 見て 歎かざる を 得なかった。 

け"， はぐ 

『世 の 人情 はます く 紙の 如く 輕薄 になって 行く 鮮に、 道路 や 建て 物ば かり は どこへ 行っても 昔と 

は 遠って、 ますく 立派に なった のに ゃァ おいら も 驚いた、 ね。』 歸 つて 卞 おて、 SI や は 何の 獲物 もない の 

を 煙 f:s. のけむ りに 胡- M 化しながら、 斯う 自分の 女房 や 女中の 立 も 働いて るのに 云って 聽 かせた。 『新 富 

座 や 歌舞伎 座が 立派 だと 云った の は、 そ. や ァすッ と 昔の こと だ。 祌田 „4< 服 橋の 手前の 堀ば た を 歩い 


てゐ ると、 何 か 大きな 石造り の^て 物が あるから、 あれ は 何でし ようと 人に！！ いて a たら、 日本銀行 

であった。 C れ な：， V ァ實に 誇るべき もの だ、 ね。』 

『何と 云っても』 と、 お 安の 聾が 臺 どころ から 聽 こえた、 『おかねの 世の中で すから、 ね。』 

おさく さ 

『實 に、 さう だよ。 11 然し、 淺草 の觀音 さま は 相 變らす 腹 やか だ、 ね。 それに 變 はった の はお 城の 

近處で 11 二お： 橋の 正面なん か、 寶に 立派な もの だ。 一 度、 お前 も 女中 を つれて 行って 御覧"』 

『それ もい いでし ようが』 と、 手 を 休めに 火鉢の そばへ 來 たお 安 は、 笑 ひながら、 (但し、 この 笑 ひが 

鎮に はお そろし いのであった) 『あなた は， fl 何の こと はない II お 辨當を 持って 毎日 束 京 見 勿 をな す 

つてい らッ しゃ るんで すか？』 

『ま ァ、 さう 一 ：ム ふ もの ぢゃァ ない よ、 ぉッ つけ 何 か 見付けら ァ、 ね —— これで も、 みちく いろんな 

こ と を 注意し て 歩いて るんだ から。』 

『どんな 物 を 注意なさい ました？』 

『死んだ あにきの ま：^ 塔 は、 あれ はいい 思 ひ 付きであった- ね。 あの 時 は 確か！； ザされ なかった と 云 

つたが、 今 ぢゃァ 方々 に 立って ゐ るよ。 おいら は 1 つ 水道の 行って ない ところへ. 11 な 水 を 人夫の 堪 

で 供給して やったら と 思 ふが、 ど うだらう、 ね？』 

『水道が なけり ゃァ、 井戸が あります から。』 

お 安の 亭主  三 四 一 . 


§$  ^六卷  11 一四 II 

『井戸の 水 はよ くないと 云って、 さ。』 

『こッ ちがい くらよ くないと 云っても、 長 ねん 使って おや ァ仕 かたがない でしよう。』 

『それ もさう だ。』 

こんな ことで 二三 日 を 空 しく 費やした が、 蕖が 芝の 方へ 行って 見た 時に、 ふと 自分の 兄の 遺族へ 足 

し ゐ 

が 向いた。 兄の 家の 當主 は道樂 者で ある 上に 親類 づき 合 ひ を きら ひだと 云 ふし、 その 女房 はまた、 肖 

分の In^ たと ころで は， お 安と は反對 で、 女の ものぐさ であり、 引きす り 者で ある。 向 ふ も 兄の 死んだ 

前後 を 除けば 殆どた より をして 來 ないし、 こちら も 別に こと 更ら 近づかう とする 氣 がなかった。 

< わ-つ. liu うけ » し 欲 

自分の 兄 は 死ぬ まで 皇宮 警手で あつたが、 その 息子に は 大して 望みがない からと 一 ぶって、 高 輪に 寺 

を 1 つ 買って 與へ てあつた。 そして 自分の 甥 夫婦 は そこで、 もう、 長 ねん、 素人 下 やって る ^3 だ。 

自分ら が 今回 下宿 業 を やり 初めた の も、 實は、 お 手本 を そこに 取って、 もとく から うらやま しかつ 

た その 露 似 をした のであった。 

U しぶ 5  ►  , 

で、 自分 は競爭 的に そこの 現狀も 知りたかった し、 また 多少 後生の こと を 思 ひ 53 してる 自<^ に はお 

寺と 云 ふに 對 する 尊敬の 意 もあった。 

電 jel. 通り を 泉 岳 寺の 一 つ さきの 停^所から あがって 行った ところの、 泰明 寺と 云 ふ 寺 だが 11 きて 

ゆし だ，？ 

うめんな 兄の 生きて た 時に その 兄が よく 見 まわって たのと は 違 ひ、 大きな 門前の 石段から して 草が 生 


えてる ままに なって ゐた。 門 を 這 入った ところに 在る 有名な お ほ _ 巴 蒸 も、 相 變らす ある こと は ある 

；、 去&' の 祜れ紫 を 切り 拂 はすに 置かれる から、 折角す くくと 出て ゐる ことしの 新ら しい ひろ 爽の 

^  一  きりし ま 

みづく しさが 少しも 引き立たなかった。 僅かば かり 生き 殘 つて 霧 島が t 八いて るが、 これ も 1 兀の おも 

かげまなかった。 庭の 隅々 は雜 草が ぼうく と 坐え て、 いたち か 狐の 住みかに なり さう だ。 

丧 つて 一 了く 敷き 石 だ ッて、 いつの 雨に か は 知らない がその まわりの 土が 掘れて、 右に ころんだり、 

左り こおった りして ゐて、 日ょり下駄の齒がまがって減ったのを穿ぃてる^^には、 そのうへ を 歩く の 

もちよ ッと あぶな ッ かしい。 また、 高い 緣が はに まわして ある 手. すリ も- ところどころ 腐って、 ぽッ 

きり 折れた ままに なって ゐる。 

あにきが 若し 生きて てこの ざま を 見たら、 また 何と 云って 歎 くだらう と 思 ふと、 何よりも 先き に 墓 

易の 方へ 這 入って 行って、 その 久しく 無沙汰で あつたお 墓に お まゐり をした。 

それから、 また 玄關へ 立ち 戾 つて 案 內を乞 ふたので ある。 奥の 方で は 子供が ゎァく 泣いて て、 な 

かな かこちら の聲が 通^なかった。 が、 かま はす づ かくと あがって、 ほこり だらけの 廊下 を ®1«K の 

圍  よ L  C 

ところまで 行く と、 ^  (取って 五つに なった だら うと 思 はれた) をが みく 叱って た 甥の 女房 良 子が 

と ちら を發 見して、 

『おや、 叔父さんで すか —— お 珍ら しい』 と • ぴッ くらした 樣子 だ。 

お 安の 亭主  コ ill 


泡^.^ 築 £ハ©  1 一一 四 四 

『  』 今どきの もの は、 お 安 を 初め 誰れ でも、 子供 を あまり ill に 叱る が、 これ はまこと によく 

ない こと だと 思 ひながら も、 さりげなく 穩 やかに、 『わたしで すから、 ね、 失禮 致し ましたよ。 もう、 

年を取る とおの づ からせ ッ かちに なって、 案內が 通じない と、 つい 直ぐ、 ね、 斯う 云 ふ 風に 遠慮な し 

にあがって 來 たくな つて、 ね。 これ も 全くの 他人 ぢゃァ ないから 許して 貰 ひます よ o』 

『ま ァ、 よくいら ッ しゃって 下さいました、 ね —— どうな すった かと つてました こ，。』 

『ま ァ、 失禮 します よ』 と 云って、 渠 はわき にあった よごれた la ぎぼ を 自分で 引きよ せて 來て、 大分 

/J こまで 歩きつ かれた 足 をゃッ とその 上に 座 わって 休める ことができた。 そして 疊み 手ぬ ぐ ひ を 出し 

VM と 先 づ顏の 汗 を ふいた。 その 間に、 このが らんと した 靡蔓 のかた 隅に 置かれた 僅かの 商 買 道具 

や、 三 四 年 も そのまま になって るら しい 赤く ぶく くした、 そして ところどころ 藁の はみ出た 疊 など 

を 認めて、 これで は隨分 貧困 をして ゐる わい と 思 ひながら、 『わたし も、 ね、 今度 あちら を 引き # ^つて 

また 出て 來 たのです よ。 さう して、 ね、 家 內には 本鄕で 下宿屋 を やらせました o』 

『さう です か、 ちッ とも 知りませんでした。』 この 云 ひ 草が その 調子に 於いて 氣に， g はなかった ので， 

は 

『そり ゃァ 知らない 辔 だよ』 と應 じた。 が、 來 さう. （. 氣を惡 くす るで もない と 思って、 『まだ こちら 

へ は t 落ち 付かなかった のでお 知らせ はしませんで したが、 ね、 昨今で はどう やら かう やらう まく 行け 


さう になり ましたから、 まァ、 安心して 賞 ひます。』 幾 間 ほど あると 聽 くから、 まァ、 う へした 十三 四 

間 は 使へ ると 說 明して やった。 

『結構です、 ね。』 かの 女の この 返事に も 何だか 意地の 惡ぃ 角が ある やうに 思へ た。 『お 安さん は 前々 か 

らうち の やうに 下 {^ 屋 をしたい とお ッ しゃって たのです から、 本望が 達して 喜んでる でしよう。』 

『大きに、 ね。』 こちら は 向 ふの ぞんざいな 言葉に また 與味を そがれた。 が、 

『では、 叔父さん は 大分お かね をた めて 東京へ 出て らッ しゃった のです、 ね』 と 云 はれた 時には、 思 

はす 自分 もに ッ こりして、  ♦ 

『さう でもない が、 ね』 と 答へ た。 そして 心で は 自分と この 家と には暮 しに 於いて 餘 ほどの 職 隔がぁ 

る やうな の を 得意に 思へ た。 そして 良 子が その 言 靡ぶ りば かりで なく、 その 額に 於いても 何だか とげ 

とげし いところ がで きて ゐ るの も、 その 貧乏の 爲 めだら うと 推察して 見た。 

ゆ ラづう 

『少し こッ ちへ も 融通して 下す つたら どうです、 ね？』 

『それ もこと によって はかま はない が、 ね —— I 體、 常 雄さん はどうし てます か、 ね？』 相變ら すの 

らくら 坊主で ゐ るの だら うと、 實は、 聽き亂 すまで もなかつ たの だが 11 。 

『お 話に なりません よ. - この頃 ぢ ゃァ、 女郎の あがりと I 緒に 品 川で 家 を 持って ます。』 

『仕 かたがない、 ね、 それ ぢゃァ 11 おっとめ など はどうす るんだ？』 
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『何もし ません、 わ。』 

/おや ァ、 式の あった リ する 時 は？』 

『滅多にありません が、 ね 11 そのと き ゃァ、 近處 のお 寺から 坊さん を 親んで 來 て。』 

『へい ！ どうして 斯う、 われく の 息子に はでき そくな ひがで きた か、 わたしの は して  一 了く ゑ 

力 失れ ないし * ここの はまた そんな ざま だし？』 よく 聽 いて 見る と、 常 雄 は 品 川 Q 女郎屋へ そこの. a 

の爲 めに 英語 を敎 へに 行って るう ちに、 女郞 あが リの或 引き手 をん なに あつくな り、 とうく それと 

象 を 持 つ て 始終 留守な ので あつ た。 『常 雄さん はもと から 少し 親不孝で あつ たから、 ね。』 

『親刁 孝 どころ です か』 と、 良 子 はいつ のまに か淚に 落ちて ゐた、 そして こちら を その 本人で でも あ 

るかの やうに 向って 來て、 『女房 不孝、 子 不孝です。 わたしば かりが 子供 を 三人 も かかへ て 11 今、 う 

へ の 一 一人 は舉 校へ 行って ますが、 ね —— とても やり切れな いぢ ゃァ ありま せんか？ 繼 母のお きさん 

4-で ク 

は、 また、 お父さんが 亡くなられ ると 直ぐ、 わたし 達 を どうせ 薄 だからと 云って、 寶 子の 方へ 逃げ 

てし まった し！』 

『さう わたしに 突ッ かかって 来ても 困る が、 ね — まァ、 わたしに も考 へがない こと はない からに 斯 

う 云って、 ，瘈 はつい 同情に 引き入れられて しまった。 そして 同時にぎ j| 用 もして 昆 るに、 方々 歩き ま 

わった あげく、 何 かいい 仕事 を！ n^, 付けた としても • つま リ、 その 資本に 自分の ふところ を^ら かなけ 


ればた ら ぬ。. して 见 ると、 まかり Si 逮 つたこと に 資本 をお ろす よりも、 ここで 別に 下宿屋 を 盛んにし 

てお 安と 對 杭させる 方が 安全の 策で も あり、 また 親類 助けで もあった。 お 食け に、 ひよ ッ とすると、 

大阪 でお 安に 逢った 時の やうに、 a 子 も 赤 一 種の 物になる かも 知れない のであった。 

勝手から 大分 離れた がけの 下に ある 井戸のと ころで 皿 洗 ひ をして ゐる のが 兑 えてた 良 子の 母 叙 も、 

やって 來て、 久し振りの 挨拶 をした。 

庫裏の 綠 さき 三 問ば かりのと ころに は、 大きな くるみの 木が 一本 立って、 うへの 枝 さきから は 今や 

ぼつく 黄白色の 花 を 垂れ 初めて ゐる。 その 根 もとに は 引き 曰が ころがつ てる。 これ を 見る と、 蹈は 

自分が 田舍で 育った 子供の 時の ことが 思 ひ 出されて、 早 や この 家に 新ら しい 親しみが できた やうで あ. 

つた。 

AP つた い 

『あんなに 畑が あるのに、 ぅッ ちゃって 置い ちゃ ァ勿體 ない ぢゃァ ございません か？』 

『これ 獨りぢ ゃァ』 と、 母親 は その 娘 を さして、 『とても、 手が 行き届かな いのです よ。』 

ぶし やう 

『さう でしよう、 ね』 と * もう、 この 時、 渠は良 子の 不精な の を 忘れて ゐた。 『どうしても 男が ゐ ませ 

ん では  』 

『ぉぢ さん、 御飯 は 11 ？』 

ぢょ 

『いや、 まだです が、 ね』 と、 渠 はかの 女に 答へ ながら、 ふところから 辨當を 出した。 『斯う 云 ふ 物 を 
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持って ハ 5 口 仕 ざがし に 追 ひ 立てられて をリ ますが、 11 串 ひ、 ここで 丁度 喰べ させて 戴けば す I 観で 

すよ。 別に 御 心配 は入リ ません。』 

『ぢ ゃァ、 丁度う ちで もこれ が、 ね』 と、 かの 女 は 同じ 角張つ てても お 安のより はま だし も 取りえ が 

あると 思 はれる 顏 の駕 ン 中に、 鼻 じ わ を 寄せて 笑 ひながら、 かた 手の指で 圆ぃ fs^ せて、 『必 迫です 

力ら、 け ふ は 許して いただいて、 まァ、 新ら しいお かう くで でも II 』 

『なに、 お茶 さへ K へば； g 鞲 です よ。』 

,s が^の if びきの 添へ て ある 辨當 を^べ 初めても、 良 子と その 母親と は II もう、 聱 めしが すんで 

るかして .（ そば を 離れなかった。 が、 良 子の 膝に かじり 付いて る 仁が こちらの 物 を 喰 ひたさう に^ 

てゐ るので、 自分 は ir びきの むしり をのせ た釵を 箸に つまんで- 

『やらう か、 ね』 と 出して 見た。 けれども、 仁 はいやく をして、 出て は來 なかった。 f  ぬけが し 

たので そのつ まんだの を そのまま 自分が ばくりと 口へ 道んで しまつ』 で。 

ふと 氣が 付く と、 母親 を 除いて は、 仁 も 良 子 も、 この 暑さに 向 はう とする！， g にも 拘ら す、 まだ 綿 

人れ をャ S てゐ るので あった。 氣の 毒に なって、 渠は 自分で 私 かに ほろ としかけ たので ある。 で、 I,- 


りで を ST びながら、 與 等に 向って、 築 等 を 慰めながら、 自分の 家 內の奇 M 好き、 几帳面で は ある 

が、 どうも Q 分 を 邪魔に し、 おろそかに すると 云 ふ 不平 を ISi つて 聽 かせた。 

『わたし はこれ でも 困って る ものに ゃァ 一 融通 もして やらう と 云 ふ 腹で を. CN ますが、 ね、 家內 と. 來 

&ん？ .1^ 

ちゃ ァ — どうして あんなに 因業に 生れつ いた もの だか？  金 を 握ったら 最後 * 放し ま. id ん から • 

ね。 とても、 あれ ぢゃァ かね 貸しなん ぞァ できません よ。』 

おうお ^ 

『當世 は それが いいんで しょうよ』 と、 母親 は I ボてッ 鉢の やうに 應 待した。 

『なァ に、 貸すべき 時には 資し、 返すべき 時には 返す のが ほんとうです、 さ。』 良 子の 方が こちらに は 

分った こと を 云った。 

『さう く、 それなら 立派な もの だ。』 けれども、 ここに この 親子の に 何 か 衝突で もあって 兩 人の Jg 

がし ッ くり 行かない ので はない かと 感じられた。 

お茶に なつてから、 かの 女 は 詳しく 苦しく 事情 を 話した。 §5 雄が 年中う ちに ゐな いので、 何 審もか 

の 女 獨 りで 乎 まわり かね。 家が 毀 われて 修縫 する にも、 大工 を 頼めば なかく 安 id に 行かす。 自然に 

垣极は 破れ、 屋根 は 漏リ、 客人 はへ ると も、 滿員 する こと はなく。 借財 は 嵩んで、 その 利 にます ま 

す？ S はれる。 だから、 

『これ ぢゃァ わたし も 全く や. 《N 切れない ぢゃァ あ" ません か？』 
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『全く、 ね。 はかの 女に また 淚を以 つて か. き 口説かれ ると、 この どこか 優し みのある 女 を 斯うまで 

ほ く じ やう 

ぅッ ちゃって S くま の 《：9 雄に 對 して 愤りを さへ 感じな いで は ゐられ なかった。 『^しさう あなたが 

わたしに i:^ て吳 れいと 一： ム ふなら、 I つやって 來て、 わたしが この 泰明寺 を 盛り返して あげても いい 

が、 ね 11 』 

『どうかお 頼み 致します よ。 叔父さんに 來 ていた だければ、 11 さう して 少しで もお かねの 融通 をし 

«5  二よ-つ 

ていた だければ、 うちそとの 修繕 もで きて、 ぉ容も ふえ て^ます。 うちが 繁昌 すれば この 家の 佛もか 

はいじ く 

げ ながら 喜びましょう し、 また 叔父さんから 拜借 する 物 も 段々 お返しす る ことができて 行きましょう 

し 11 。 それに は、 惜^ £Si もちやん と 差し入れ ますから、 ね。 それから * 叔父さん だッて も、 ぁッ 

ちで お 安さん と 1 緖にゐ て 小さくな つてないでも すむ わけで しょうから —— o』 

『そり ゃァ さう だ、 こッ ちで も 願ったり.、 叶ったり ですから、 ね。 —— まァ、 一 つゆ ッ くりお へて 1:^ 

ましょうよ。 それにしても * ね、 若し わたしが いよ， （-來 るに した ッて、 親戚 ill: 士の 問 で货し 借りの 

證 文なん か 必要 は ございま せんから、 ね。 融通 はお 互 ひのこと で、 わたしの 入用な 時に また 都合して 

戴けば.' それでよ ろしい のです が、 11 その 前に 一度、 常 雄さん に會 つて、 渠の 意見 を I つ 突きと め 

て かないと —— 』 は 自分が 世話 はした が、 入ら ざらん こと をした と、 あとで 云 はれて しまへ！；；： 馬 

鹿 を 見る ばかお だと 考 へられた。 


『それに は 及びません』 と、 良 子は斷 言した。 その 现. S によると、 常 雄 はこ ちらへ 呼んでも 1 ないだ 

しゃぜつ 

^ラ し、 こちらが 逢 ひに 行っても 面.^ を 謝絶す るに きまって た。 その上、 $m 雄の 方々 に 分れて る 兄，  1^ 

ども やその 他の 親類で も • 誰れ 一 人と して 泰明 寺の こと を 心配して 晃れる ものはなかった。 この 數年 

間 は、 もう、 ばかり-の 骨折りで この 寺 を i 持して 來 たの だから、 かの 女が 知の 上で 叔父 を ここ 

へ 呼んだ 以上 は、 誰れ も 異議 を 申し込む もの はなく、 若し あっても その 云 ふこと は 通させな いので あ 

つた。 『不斷 は、？ ソ ちゃって 置いて、 叔父さんが 來 たから ッて今 E ら 故障 を！； ム へる 義理で はな. S ぢゃァ 

ぁ.s^ませんか？』 

『それ もさう だ、 ね はかの 女の さすが 遠った 敎育を 受けて 來た その しッ かりした 覺 1^ にも 感心 

してし まった。 『ぢ ゃァ、 1^ に 角、 け ふ はこれ で歸 ると して —— お 安に も 相談し なけり ゃァ ならない か 

ら、 ね。』 

ヒんき や- フ 

『ま ァ、 よろしい でしよう。』 かの 女が この 時 俄かに 頓狂な 目つ きをした ので、 こちら はま だ {in 分に 云 

ひ殘 した ことがあ るの だと 兒て 取った。 

『大體 は 今の 話で 分った と 思 ふが 11 』 

a  さ-つ だん 

『でも、 お 安さん に 相談す り ゃァ、 これ は 直ぐぶ ち 毀 はれます、 ね。』 

しやう ぶ..？ 

『さう はわた しが させません。』 渠は 自分の 家 內の牲 分 を 良 子 もよ く 知って る itjn だからと s^? へ ながら、 
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ここに. n: 分 も CI 分の 覺悟を 示め した、 『お 安の 持って る 物 は、 つまり、 みな わたしの 物 だから、 ね。』 

『叔父さん は —— どうか —— そのつ も リでゐ て 下さいよ。 それに 付けて です が、 ね』 と 云って、 かの 

女が また； lii を 延ばした によると、 HI 下さし 迫って 泶 代のと どこ ほり 五 拾 五 圆を拂 はない と 米屋が あす 

からの 來を 持って 來 ないし、 ほかに また 良 子と 子供と の 夏物 を 質屋から 出す 費用が 五圆 ばかり 入る 

  さっそく 

し、 都合 六 拾^の かねが 入 川 だから、 早速 だが 何とかして 吳れ ろと 云 ふので あった。 

『  』 さう 打ち明けら わて 見る と、 もう、 梨 は 担む ことができ なくなって ゐた" そして 『rs 知し 

ました 11 明日 ぢ うに 持って 來 ますから』 と 請け合って しまった。 

『それ ぢゃァ どうぞ， ね 1! 叔父さんの 爲 めに うちが 助かる わけです から』 と 云 ふ、 良 子が 玄關で 0! 

別れの 言 薬 を 後ろから あびせ かけられて、 作衞 はぞッ とする ほど 嬉しい 記憶 を 自分の 脊 中に 印した の 

であった。 

『  』 これほど 實 際に 願ったり 叶った リの話 は ほかに あらう か？ これが うまく 行けば • 良 子 も 今 

云った 通りお 安な どに 小さくな つて ゐる にや ァ 及ばない。 いや、 都合に よれば、 自分の 物 はすべ て泰 

寺へ 特ち 込んで しまっても いいのであった。 


も 、>• 市中 を うろつく 必耍も 自分に はなくな つたので、 泉， 岳 寺まで 歩いて ちょ ッと 義士のお 墓へ お 

まゐり をして しまう と、 直ぐ 電車に 乘 つた。 そして 車中で 考 へて 見ても、 歸 つてからの 話の 切り出し 

を餘 ほどう まくやら ねばならぬ のであった。 ゅッ くり 相談 をして からと 自分が 良 子に 云った の は、 寧 

ろ その 場 をつ くろふ 爲 めであって 11 實は 自分 だッて 家內に 相談す る はぶち 毀 わしに 過ぎぬ くら ゐの 

こと を 知らない ではない。 

* んて 

こり ゃァ、 ぃッ そ、 こちらから 先手を打って 大きく 出て、 かの 女に つべこべ 云 はせ ぬ 策 を 取る に 越 

した こと はない と诀 心で きた。 が、 それでも 家に つくと、 ちょ ッと氣 がに ぶって、 半ばお そる"， \ が 

らす戶 を 明けて 道 入って 行った。 幸 ひに かの 女の 姿が 見えなかった ので、 々.1^ いで 茶の間へ 行って、 光 

づ 火鉢の そばへ 坐 わり 込んで、 成る ベ く 心 を 落ち 付けて ゐた。 

かの 女 は 二階から たす きがけ、 手ぬ ぐ ひ を あねさん 被りの 姿で、 掃木とはたきとを持って下.=^て來 

た。 お 客の 室まで も 日に 少く とも 二度 は 掃除し ないで 置かぬ かの 女の 習慣と 云 はう か、 若しく 敝 

4*  、 しぐ b 

病みと 云 はう か を， 鬼に 角、 また 因 架な 生れ 付き だと 憐れまれた。 

『お 歸ん なさい まし』 と 云 ふの をき ッ かけに して、 鎮は 直ぐ 出しぬ けに、 

『け ふ は、 ね、 都合の いいこと を 思 ひ 付いて、 もう、 それと きめて 來 たよ。 おいらが あの 泰明寺 を 盛 

り 立てて やる ことにな つたの だ。』 
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『へ い， — . あすこ へ おまわり になった のです か？』 

『  』 、渠 はかの 女に 早 や 少し 不安の 色が 見えた の を わざと 見ない ふりで、 『ふと、 その 氣 になった 

から、 ね。』 

『良 子さん は 相變ら すだら しなく して ゐ るでしょう？』 

SS んば う. 

『ぁァ 貧乏し ちゃ ァ、 誰れ だ ッても だらしなく ならう * さ —— この 時節に まだ 綿入れ を 着て ゐ るんだ 

から、 ね，』. 

『それが 甲斐性 のない 證據 ぢゃァ ございません か？』 

『さう 云へば さう かも 知れない が』 と售 へた。 が、 渠 はかの 女が また 自分と 相對 して 坐 わり 込んだ の 

を 見て、 例の 癇 高い 抗辯 を先づ 以て 豫防 する つもりで、 『鬼に 角、 おいら も 今度 は！ っ發 心して —— 泰 

じゃま 

明 寺に 住み込 むんだ、 ね。 さぅす.=^ゃァ、 お前の 邪魔 もしないで 都合が よから うし、 一 面に はまた お 

いらの つぎ 込む 資本に 利子が ついて 來 る。』 

『常 雄さん もい らッ しゃ るんで しょうに  ？ B 

『あいつ は 相變ら すの らくら 者で、 ね、 今 ぢゃァ 別に 女郞 あがりと 家 を 持って る さう だ。』 

『では、 あなたが その 常 雄さん の、 つまり、 その あなたの 甥 子さん の、 あと 釜に ならう と 云 ふ .—— ？』 

『馬鹿 をお 云 ひで ない ！— 年甲斐もない！』 渠は 斯う かの 女の 癎づ つた 皮肉 を 何げ ない ふりで 穩 やか 


-っ し 

に 叱り付け たが、 圖星を さされた ので あるから ちょ ツ とどぎ まぎした。 そして 顏が 赤くな つた やうに 

思 はれた ので、 それ を まぎらす 爲め 自分の 鼻が 額ぢ うに 皺 を 寄せる までに こ 付いて 見せながら、 『お 

いらだ ッて そんな 馬鹿 はしない が、 ね、 若し また、 よしんばした ところで、 さう す. ON ゃァ お前の 爲め 

にや ァ 邪魔 ものが ゐ なくなる の だから * 結構な わけ ぢゃァ ないか？』 

『勝 乎な 理窟 はおよ しなさい、 あんま. 》v 馬鹿々々 しい！』 . 

『ちょ ッと お待ち』 と、 蕖 はかの 女が 立って 行く 後ろ姿に 聲を かけて、 『それに 付いて 云って eg  くが、 

ね、 あす、 六十 園 を 持って行って やら なきや ァ ならな いんだから、 お前の lie 金から 出して 貰 ふよ。』 

『勝手にお しなさい な！』 かの 女の 突ッ 放した 聲は臺 どころ の 方から 聽 えた。 

げんぎ 

『無論』 と、 こちら は 元氣を 出して、 『お前の 物 はお いらの 物 だから、 ね。』 

そこ ぜ み 

『おかね ぢゃァ たいでしょう、 あなたの からだが 欲し いんです よ』 と 云って、 お 安 は 底 氣味惡 く 笑 ひ 

た-が ら、 夜に なって も飽く ま で 貯金 帳 を 出さう としな か つ た。 

『ぢ， ァ、 腕づ くで みんな かッ さらって 見せる ぞ』 と、 渠は おどして 置いた。 

よくて. n 

で、 その 翌朝に なって、 かつ 女 は 成るべく 貯金に は 手 をつ けたくな いからと 云って、 お客さんの 前 

ひや 預り 金のう ちから、 こちらの 要求 通リ、 耳 を 揃へ ておして m 〈れ た。 そして 纏 は in! 分の 思って た 
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よりも 容易に、 また 早く  • 泰 明 寺へ 念ぐ ことができた。  - 

『いよ/ \ わたしが ゐる ことに なれば、 お 1 1 階のお 客さん にもち よいと 挨！^ をして 匿かねば なるまい 

ね、 殊に さう 二三 年 も 前から 同情 を以 つて ゐて 吳れ てる 方々 なら』 と 云って、 藥は 自分からの こく 

はしご 段 を あがって 行った。 そして 丁度 一 人 だけ ゐた ところへ 顔 を 出した。 餘 ほど 優しく 出て、 『御 

免なさい. —  ！ わたし は. ね、 この 家の 主人の 叔父に 當る ものです が、 今回、 頼まれて ここの 爲 めに 一 

と 肌 入れる ことにな りました ので、 ちょ ッと御 挨拶に あがり， ました。 下宿 業の 方 もこれ から 少し 改良 

»5 ん. K つ 

して 奢發 させます から、 どうぞよ ろしく、 ね。』 

『  』 おとなし いお 客で あるかして、 ただ はい 》(- とこ ちらへ あたま を 下げてば かり ゐた。 

『餘 ほどい い 人品の かたと 見える * ね』 と、 蕖は 下へ 來て から に吿 げた。 『本鄕 などの 擧 生と は 違 

つて、 紳士ら しく 叮嚀な もの だ。』 こと 更ら に聲を 低めて、 『ぁァ 云 ふお 客さん は， ね、 決して 逃がしち 

ゃァ いけない よ。』 

『あり ゃァ、 もう、 もとから 常 雄 を 憎んで、 わたしに ばかり^ 情して 下す つて るんで すから. J と、 良 

子 は 答へ た。 


•『  1 10: ポ はかの 女の 答へ が あまりに 事" なげな ので、 却って、 或は、 あれと くッ 付いて るの ぢゃ 

ァ ないか 知らん と 云 ふこと がちよ ッと氣 まぐれに 自分の あたまに 浮んだ。 

けれども 良 子 や H> 供が、 自分の 爲 めに ゃッと 夏着が 出せて、 .n 分の 見たところ では、 先づ 人並みに 

卜ざッ ばりした うへ に、 渠等を 初め、 良 子の 母 叙まで が、 皆、 自分の こと を 

『叔父さん、 叔父さん』 と 云って 尊 して 吳れ るので あろ。 かの 早く 死んだ 娘の はかな さや、 逃亡し 

て 居 どころ さへ 知らさぬ 息子の 不孝 を 思 ふに つけても、 これが 初めて 自分の 身に 親しく 『お父さん、 

お父さん』 と 云 はれて るかの 如く 嬉しかった。 

自分の 居 問と して 良 子が きめて？ れ たの は、 二階のお もてに 向って、 椎ゃ靑 桐の 繁 りの 上から 海が 

見える、 なかく 眺めの いい 一 と 1? であった が、 

『こしな 結構な ぎぎ は 新ら しく 來る お客さんに 殘 して 置いた 方が いいと 思 ふから * ね』 と 云って、 自 

分. A ら 進んで 下の、 北向きなる、 うす 一 い ー窒 をえ らんだ。 そして 心の奥で は それ を 他 33 かの 女 を 口 

，きで もす る 場所と した。 この 窒の 高い 緣 さきに も 庭が あって、 がけう への 人道が 高く、 竹やぶと 共 

にこ， e に 白 J つてる けれども * なほ 瓢軍 なりの 長さ 四 間ば かりの 池を備 へて ゐる。 一つ も 手 人れ がして 

なく、 幾年^ かの _ ^介. ら葉ゃ 古れ 枝が そのままに 池 を 浬め てるので あるが、 どこから 飛んで 來た種 力 は 

知らす、 コスモスが 一本 ひよ ろ 長く この わきに 延び 立って ゐる。 ここ を も 追 ひ/ \ は 整理せ ねばなる 
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まいと 考 へられた •  、  -、. 

1 日 は 一日と たつに 從 つて、 いろんな 相談 を 受ける の だが、 成るべく、 まァ、 かねの 話 は あと まわ 

しにして、 渠は 寺男に でもな つたつ もりで そとまわりの 仕事から 始めた。 最初から 氣 になった の は 門 

"M の S いで あるから、 それ を先づ むしり 取った。 ，h ^ぎに は、 おもて 庭の 雜草を 去って、 つつじの 枯れ枝 

やらち やう じの 不恰好な 枝 を 切った。 それから- 野菜 を 作って 置けば 客のお かすに も！^ うだから と 一； ム 

つて、 尻 はしょりで 畑の 土 を f 返し、 そこへ 茱ッ 葉の 種を播 いた。 そして その さくの 切れた そとへ 

出て、 鍬に もたれて 休んだ 時に、 そばへ 來てゐ た 仁に 向って、 丁度 自分の 子に 對 する やうな 心 寺ち 

で、 かたわらの 大木 を 仰ぎ見ながら、 『この 木に は、 ね、 今にく るみと 云 ふ 粟よりも おいしい 物が 成る 

の だよ。 その 時に や ァ* 叔父さんが 登って 行って、 たんと 取って やる から、 ね。』 

『叔父さんのお 骨折りで 畑が 綺 きになりました、 ね。』 良 子 も そこへ 出て 來た。 

『若い 時と は 違って、 これ だけ 作る の は 骨 だから、 ね。』 斯う は 云 ひながら も. この 分のお ほ 仕事 を 

見ろ と 云 ふけし きを 見せた。 

や しき 

星 數の周 園が いので， ケゅ日 枯れ枝の 落ちた の を 拾っても、 それで 毎日の 湯- ダ- わかす ことができる 

？、  ^ ん とう 

のを發 見して、 皆の 錢 湯へ 行く こと を やめさせて、 自分が 湯 どのに 水 を 運んで、 自分で 釜の し，. この， 

をたい た。  ， 


ここの す ー關は 門 を 這 入って 右へ 六 問ば かり 行った ところに あるの だが、 そこから 左 rt- へう へした の 

座敷が 延びて 行って、 釋迦 如來の 本堂に 接近して ゐる。 そして 本堂 は 丁度 寺 門からの 突き 當り になつ 

てると ころで、 ここに もお 容を 匿けば 匿け る 室が 兩が はに 各々 一 つづつ あるに も拘ら す、 そのお ほ 格 

子の 障子が みがす ベて 破れたり、 すすけ 切ったり して ゐ るので、 渠は 自分の 財布から 紙 を 買って 來て、 

綺 龎 に 張り 直した。 本堂 前に あるび んづる 天 にも 新ら しいよ だれ 褂けを させた。 

"てれから、 本堂に 向って 左り 手の 庭の 隅に は、 ちょ ッ とした 地藏 さまが あるの だが、 矢ッ 張り、 う 

ッ ちゃら かされて あった。 その 家 根まで 取り かへ るに は 大工 を 入れなければ ならぬ ので、 先づ、 その 

まわりの 草 を 去り、 石 地藏の 身に ついた ごみ を拂 ひ、 その 周圍 やそこへ 行く までの 道 を はき 淸 めた。 

『  』 こんな 骨折. まです るの も、 つまり は、 やがて 自分の 物に なって しまう からだと 思 ひなが 

ら、 權は 庫裏へ 行って、 『お前 は、 ね』 と、 良 子 を さう 呼んで 命 <P した、 『あすこのお 地藏 さまへ これ か 

ら© 朝 新ら しいお 花と お 水と を あげなけ リゃァ いけない よ。 わたし は 今 あすこ を 綺麗に $6^ して 來た 

が、 ね、 人間と 云 ふ もの は 隨分氣 まぐれな もの だから、 毎日 ぁァ して 置けば、 段々 ぉ參. OS する ものが 

さいせん 

できて、 お 鍵が あがる かも 知れない。』 

『そり ゃァ、 あれで も 元は 御利益の あるお 地藏 さま だと 云 はれて、 子供に 目が悪い のが あると， よく 

や ゐ 

ぉ參 りが あった さう ですから。』 
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『ぢ ゃァ、 なほ 更ら のこと だら う。』 

T  )  ^  r  )  I 1 »  げつまつ 

f して t うちに その 月の 月末が 來 たが、 ゆ ふべ 柳. 5 込まれた II 二 名の 8 だけ を以っ 

てして はどうしても 不足が 三十 圓 あった。 

尤も、 そのうちに は 出入 リの 商人に 對 して 拂 はねば ならぬ 分ば かりで なく、 月 を 越えて 三日までに 

は 出さねば 流れて しまう と 一 ：ム ふ 良 子の 衣服の 質 受け 費 も 含まれて ゐた。 

『これです から、 ねい』 と 云って、 かの 女が 朝ッ ばらから 質屋の 通 ひ 帳 を 出して 見せる ので、 築が そ 

れ をち ょッと 調べて 见 ると、 そのほか にも まだ 大きな 口が ある。 1 々こんな 物 を こちらが しょはされ 

ちゃ ァ （. と 先き まわりの 迷惑 を 感じた が、 大きな 口 をし よはされ るより は、 今、 小さい の を 男らし 

くしょって、 もう、 それ ッ 切り 二度と はしょ はない 方が ましであった。 

『さう/ \ 質 などに ゃァ 置かない 方が いいよ。』 

『そ I ァさ うです が、 ね —叔父さん、 どう しましょう？』 かの 女 は 質の S と共にす ベての 窨き 

付け を こちらの 前に さらけ 5!^ した。 

『  』 P 、はどうしても 自分で 何とかして やらぬ ばなら なかった。 また 本 鄉を當 てに する より ほ" 

仕 かたがな いの だが、 それに はま だ 時 問が 早かった。 晝 めしまで 庭 まわり をして ゐた。 午後、 本堂、 

一人お まゐ りが あつたのから 氣が 付いて、 大きな お i 議を 明けて 見る と、 I もッ とも. おとと ひ 


もこれ を 明けて 失望した の だが、 -— んマ はまた たッた 一 つ 宛穴錢 と： A 厘錢 とがあった。 "3 裹の 方へ 持 

つて 行って、 指さき につまんで 見せながら、 『こんな 物 を 投げる から、 何の 御利益 もな いんだ。』 

『さう、 ね。』 良 子が 大抵の こと を こちら まかせに して ゐ るので、 一お は 自分の 一存で 賽錢 は獎錢 だけ を 

別にして 一 つの 箱に 入れ、 一 週 Si にい くら • 十日に いくら、 一ヶ月に いくらと、 その 溜り かた を 調べ 

て 行く 氣 であった。 

じょ はら 

』 さァ、 これから 行く と、 丁度 向 ふが よろ づ諸拂 ひ を 半分ば かりす まして、 半ば 安心した と 云 ふと こ 

ろへ ぶつかれる だら う —— 今夜 は、 然し、 都合に よると、 歸れ ないか も 知れない から、 さう 思って 戶 

締り をよ くやって おくれ』 と- 渠は云 ひ 置いて 出た。 

裏町に 行けた の は 午後の 四時-;^ ノで、 丁度 まだ 晚 めし を 出す に は 早い しと 云 ふところで 1 と 息す るつ 

もりで だら う、 兩 方の 米 かみに 卽効紙 を 張った お 安 は、 帳場 兼用の 火鉢の 前に 坐 わって、 そろばん を 

はじいて ゐた。 

『  』 かの 女 はこ ちら を 見る と- 先づ早 やお ぞげを 振る つて 見せた。 

『わたしが 來 たのに』 と • 渠はづ か/ \ あがり 込んで： S つての 威し 文句に だが、 いつものお いらが 使 

へなかった、 然し、 かの 女の 鋭く した 目つ きを こちら も 負けない やつに 瞰 みながら- 『そらぞらしく 何 

が こわい、 ね？』 
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『またお かね ぢゃァ ないで しょう、 ね！』 

『いや、 さう 云 はれる と iii れ入 るが、 ね』 と、 變 それでも ちょ ッと 洒菅云 つて かの 女 を喜 

ばせ たつ もりで、 『實 は、 まだ 改良の 手 初め だから、 うまく 行かないで、 お 願 ひに 來 たの だが、—. ど 

うかお いらの li^l^ に 三十 枚 だけ 渡して 貰 ひたいの だ。』 良 子の ことに 觸 れられ るの を 避ける 爲 めに、 た 

だ 自分の 入用と して 持ち出し たのて あった。 

『  』 お 安の 戴ぎ が 今月 はよ かった かして、 直ぐ ぁッ さりと 要求 だけの 紙幣 を 提ゅ金 靡から 出し 

て、 それ を 持った ままの 手で 疊を 一 一三 度 叩きつ けながら、 『これ は あの 女に 取られる のです か？ そォと 

も、 あなたの 爲め にな るんで すか？』 

『無. ~™、 ゎたしの爲めだょ0』|^はかの女のこちらへほぅり投げたのを拾ひ上げながら、『今に^2^0、 あ 

の 泰明寺 をお いらの 物にして 見る から！』 

『ふん、 多分 その あべこべでしょう i 』 

『そんな ）. ひ 配 は —- 一 旭 だから. ね』 と、 渠 はちゃん とま わって た 自分の あたま を 三度に 上下 

ね，. > 

さ. y て、 意地 づ よさ を 見せる 爲 めの 額 をし がめ ながら 念 を 押した。 

『ぢ ゃァ、 それで ー! とッ ととお 歸ん なさい！ その 代リ、 もう 二度と IS びこッ ちへ 來 ちゃ ァ いけ ませ 

ん！』 


あ.，？ ぐお い 

『  』 とまって やる 必要がなかった の を： S は 自分で また 案外であった。 負けぬ is- のかの 女の こと 

だから • こちら を 良 子と、 もう、 できて る ものと 見て、 わざと 俄かに 下宿人 をで も 51；； にした の ぢァな 

いかと 思 はれた けれども n 。 

作衞が 今一度 本鄕へ 行かねば ならぬ ことができ たの は、 六月に 這 入って、 直ぐの ことであった" そ 

して これ も 亦 質 物の 爲 めで だ。 

しちや 

良 子が 一 日の 日に 質屋から 歸 つて 来ての 話に よると、 

『叔父さん、 また 一 つお 賴 みがで きました よ。 あとで 御迷惑 なんか 決して 懸けません から、 ね ！  j う 

ちの 都合が よくな れば、 必ら すお 退し できる にき まって ますが、 —— ぉ婆ァ さんの 衣 物なん です。 そ 

J うま い 

れを どうしても 今月 は 流れと 見て 競 寶に附 してし まう と 質屋の 番頭さん が 云 ふんです。 立てつ づけに 

ぉ氣の 毒です けれど、 たッた 四十 圓の ところで すから —— それに、 ぉ婆ァ さん はわた しの 親です けえ 

ど、 泰 寺に はよ その 人です から * その 持って来た 物 を 常 雄の 寺で 流された と 云 はれち ゃァ、 ぉ婆ァ 

さんの 身う ちの はう に對 して わたしが 顔向けが なりません から、 ねい。』 

『；. ：：： 』 渠は それに は 如何に 多 j| に 泣き付かれても 直ぐ 承知の 意 を 示め し 切れなかった。 そんなに 
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^%迫 つてる もお あつたの なら、 きの ふ、 良子0 物 を m して t ろと 云った 時に 既に かの 女に は 

分って た 富。 こちら も 帳面.、 つらで はちよ ッと 一見した ほど だから。 それ を こちらに よく は 知らせて 

繁 ないで、 ，しく も光づ かの 女 自身の 物 を 出させてから、 その あとで 云 ひ t た。 よしんに 承 

する にしても、 順序に 於いて 二重の 手間 を 要する が、 而もき の ふの またけ ふだ。 或は、 あまり 一 ど 

きに はと 云 ふ i があった のか も 知れぬ が、 まれに は 少し かの 女に 圖々 しい S 見えないで もなかつ 

た。 その^. 戚 といつ もし ッ くり 行かない やうな ことの あるの も その 爲め であった らう 

『きク と 1 し は 致します から』 と、 口の さきば、 か. >で 云って るが 能で もない だら う。 私 かに 自分が 

^^へて見る に、 ここ は 自分と 畢と I との 三人 纖の寄 やうな も Q だ。 .511 

しこ は少 くと も 三つの 行き かたが あらう。 第一、 f たかねに 。利， 子 をつ けて 返せる まで は、 家の 會計 

I くこち，： に まかせる こと。 第二、 さう でな くば、 追って この 家 を こちらに ff に、 家族 はみ 

な l.ig で こちらの 扶養 を f る こと。 これ も 駄目なら、 第一 二、 こちらと 良 子と. は 夫婦に なって、 こ 

けいぞく  -  . 

の 家業 を 相 助けて 繼續 する こと  .-、 さ- 

と ころで.  都 一 のに 從 つて 云へば、 かの 女 は 人の かぬ I け 取っても、 これ まをュ どう 使った 力 を it 

く 知らせない。 それで は、 こちら は債 權者 でも 何でもな いうへ に、 寺 をき の眞 似 をして ゐ るの も ® 

計な ことになら う。 第二の" f かた Q 如 裏 至？ も、 殆 f  Q け f も 見えな ヒ かの 女 はこ ちら 


の 金で こちら を 扶養で もして ゐ るかの やうな つら 構へ を 時々 しないで もない。 けれども. 旣に 二度 も 

かね を つ ぎ 込んだ ので あるから， こ ちら も 今と な つ て は乘 わかけ た 船で あ つ た。 

『畜生！ 今に 見ろ』 と、 渠は 庭の 播除 をして ゐ ながら 心の底に 妙な 威 を 鎖して 獨 り-言 を 云った ことが 

ある。 どうしても、 第三の 策が 自分に も かの 女に もお 互 ひに 便利な の ぢゃァ ないかと 思 はれた。 

『わたし だッ て、 まだ、 浮氣 をしょう とお もや ァ、 できる 年です から • ね』 と、 かの 女 も 或 折りに、 

その 母親 もゐる 前で、 冗談の やうに、 齒 くその 附 いた 齒を齒 ぐき まで 出して 笑 ひながら、 語った。 仁 

に 出ない 乳 をし やぶらせ てた 時 だが 11 。 

『そり ゃァ さう だ、 放蕩で 而も 薄情な 亭主なら、 それ を かれこれ 云 ふ權利 はない。』 斯う 渠も 自分の 合 

ひ 極 を 打って 置 S た。 きッ とかの 女 も 自分の 考へ つつあった 第三 條 件に 這 入って 來る前 ぶれ だら うと 

思へ たから。 そして 斯う 云 ふ 方に 自分の 心が 向いて 行く と、 自分の 矢 ッ張リ もッと 出して やらう と 思 

ふかね のお もてに も、 前以 つて ぁッ たかみが ある やうに おぼえられた。 

『すみませんが、 何とか、 ねい 11 』 

『よろしい』 と、 渠 はかの 女に また 答へ てし まった。 『然し、 今度 はき ッと • さう、 らくに は 行かない 

よ。 お前 も 知って る 通りのお 安 だから、 ね、 きッと 今度 はがん 張る に 相 遠ない から。』 自分と して は、 

本鄕 にある 自分の 洋服 を數 へて 八 着と も 持って 來る のが 1 番 無事 だら うと 考 へられた。 隨分翁 ふるし 
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たの も あるが、 また、 自分が 蠆灣に 於いて 高等 宫同樣 の 人. -に 入り まじって 交際した 時の フ„ -クコ ー 

ト もそッ くりして ゐる。 また、 にゐた 時に、 自分のう ちの 質流れ を そのまま 自分のに した 隨 分立 

派な ォ ー ル フル コ ー ト (と、 むかし 通りの 發 音で 自分 は オダ コ ー ト のこと を 思 ひ 出しながら) も ある U 

こんな 物 はすべ て， 1 これ を 自分が そッ くり 譲って 着せて やらう と 思って た 息子が ゐ ない 今日で は 

——賓り 飛ばされても 質入れ されても、 自分に は、 もう、 用の ない 物であった。 無論、 別に 都合の い 

い こ とがで きたと して だが 1- 。 

『なァ に、 il" が六ケ しくな リ ゃァ』 と、 かの 女 はお 安 を 見くびつ てる やうであった、 『わたしが 力 勢 

に！ h つて あげます、 わ。 まァ、 二三 日と まり 込む つもりで 行って らッ t ゃレ 』 

『とまり 込んだ ッて、 もう、 わたし は あんな 婆々 ァに 仏なん か はない の だが、 ね』 と、 渠は思 はす 

自分の 語る i ちた。 そして、 こッ ちから も 向 ふから も兩 方で 女の 燒き 持ち 責めに なつち ゃァ、 自分 

の 立つ 賴 がなくなる がと 思った。 『都合に よると、 わたし はい ッ そのこと わたしの 財產を みんな 持って 

來 ようかと、 今、 おへ 付いた の だ。 さう する にや ァ、 なほ 更ら お前が 來 るの はよ くないよ。 どんな 思 

ひ 違 ひから』 と、 自分の 弱み を そこに 包 み隱 して、 『女 同士が 喧嘩に ならない とも 限らない から、 ね。』 

『叔父さんの 爲 めなら、 わたし、 お 安さん と 喧嘩な り 云 ひ 合 ひなり もして あげます、 わ。』 

『ありがたい ことに や ァ相資 いだら うが、 ね、 さう までし ないでも • わたし 獨 りで 無事にう まく あ 


つて 來、 しれる だら うよ。』 斯う 存氣に 構へ て、 蕖は 三度 目の 無心 をした 自分の 女房のと ころへ 歸 つた Q 

である。 . 

ぢょ 

自分が 暫 らく 獨 りで 過した 寂しみ を かの 女に も 自分で 思 ひやって、 渠 は先づ かの 女の 機嫌 を これで 

取り直せれ ばと 私 かに 願った。 二階の 明 も-間へ 追 ひ やられながら、 その 日の 晚も その 翌晚も 何 かの ぃ|| 

ひが 階下から あるの を i 〈二-しく 待ち明かした。 

渠は 今回 は 自分の 來た 目的 をお くびに も 55 さなかった。 すると、 かの 女 も 亦 特別に 何も 聽か なかつ 

ひるま 

た。 そして 賽間 は、 二人の 間に 何 ごと もなかった 時の やうに 火鉢に 向 ひ 合って うちわ を 使 ひながら 世. 

間ば なし もす るが、 夜になる とかの 女 はば ッ たり 近づ いて 來 なかった。 

あだし 男の 寢 どこ へ でも もぐり 込んで 行く の ぢゃァ ないかと 思って、 第 I 夜に は I* 度 夜な かに 下り 

て 行って、 戸締り を 調べる ふり をして かの 女の 窒を それとなく 撿査 すると、 かの 女は獨 りで 蚊屋の 中 

に 眠って ゐた。 二 夜に は、 少しから だの 縛 勃 を溜リ かねて、 わざと 亂暴 をして 見せる つも で、 か 

の 女の 箪笥の 鍵 を 探した。 が、 いつもの ところに なかった ので、 そのまま 策笥の 小引き 出し を 無茶 苦 

茶に がた く 云 はせ た。 

『何 をな さるんで すか』 と 云って、 かの 女 は 筒袖の 寢卷き 姿で 出て 來た。 引き出し を AJ わして 中の 物 

を 出しで もした と 思った のか、 最初 は 全く 眞ッさ をな 顔に なって た。 
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r 貯金 を 出せ』 と 『 は突ッ 立ちながら、 『いくら 溜って るか るの だから！』 

『あすに して 下さい 11 わたし も 今度と 云 ふ 今度 は 決心が あります から。』 かの 女 はした にかた を 突 

いて、 電氣の 光に こちら を 恨めし さう に 見 あげた。 

『  』 何 をぬ かすと でも 叫んで、 思 ふさ まかの 女の 横ッ つら を投 ぐ. OV つけで もしたら • この 愤^ 

ひか 

は 1 時 直る だら うかと 思った けれども、 じッ とさし 控 へた。 そして 1$ び 二階へ あがって から、 どうし 

て もこれ はお 安に もい よく 別れる 氣が 出て ゐ るの だら うから、 自分 はます/ \ 良 子の 方 を 抱き込ま 

ねばなら ぬと 考 へた。 

『  』 翌朝に なると、 少し 手の すいた 時に 火鉢へ 来て、 お 安から 先 づロを 切った、 『こないだ ぢぅ 

のお かね は、 もう、 無駄に なった のです か？』 

『無駄 ぢゃァ ない、 まだ 足りな 5" の だ。』 

『いくら 持って行っても 足りないで しょうよ —— あの 後家さん にし ぼられ てるに きまって ますから、 

ね。』 

『後家と ァ可哀 さう ぢゃァ ないか、 また 常 雄が 死んだ わけ ぢゃァ ないし、』 と • 辯 護して やる 氣 になつ 

たが、 何げ ない ふりで、 『おいら を そんな 腑 ぬけだと 思 ふか？ j 

『さう ぢゃァ ございま せんか ！！ 三度 目のお かね を！^ りに 來て、 あなたから 何とも 云 ひ 出せないで？』 


『そり ゃァ、 少し ゃァ おいらに も 良心が あるから、 ね。』 

『良心が まだお あんな さるなら、 おかね を 持たないで お行きなさい。 いくらつ ぎ 込んだ ッて、 あのだ 

らしな 屋を 取りと める こと はでき ないで しょうよ。 常 雄さん は 利口 だから、 早くから それ を兑 ぬいて 

逃 ゆて るのに、 その あと を  <  も あらう に —— そ {J 叔父が ねら ふなん て！』 

『  』 さう 云 はれて 見る と、 尤もな 點 もないで はなかった。 渠 がちよ ッと へ 直して 見ても、 a 

ぶし やう 

子の】 兀來が 不精な 女 だ。 地藏 さまの 水 やお 花だッ て、 その後." 自分が 注意して やらねば いつも 怠って 

る。 そして 衣 物 を 質から 出す の もい いが、 それが 少しも 家業》 の 助けになる ことで はない。 折角の 木 

殺して 行く やうな もの だから、 また かねが 入用に なると、 またす る.^ と 同じ 物 を 質入れして しま 

うだけ のこと だら う。 そんな ものに 自分の 大切な かね をつ ぎ 込んで るの は 鹿/.^ ^1 - いこ とで あつ 

た。 『ぢ ゃァ、 I っ考へ 直して 見よう よ。』 

こも 

その 翌日、 乃ち、 六月 五日 も渠は 二階に 立て籠って * 成ら * フ ことなら 小が ね 貸しに でもなら うかと 

考 へた。 そして 夜になる と、 詰らない ので 早くから とこに 就いた。 そして、 ふと 眠りから 覺め ると、 

したに は 何だか 大きな 聲 をして お 安と 今 ひとりの 女と が 云ひ爭 つてる。 良 子が 來てゐ るの だ と 分つ 

た。 で、 とこのう へに 半身 を 起した が、 暫 らく 自分 は そのままで 耳 を かたむけて ゐた。 

『わたし は 何も 叔父さん を だまして ゐ るん ぢゃァ あ" ません よ。 叔父さんが 尋ねて 来られて、 常 雄の 

ふ^の 等  .   三 六 九 


三 七 0 
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r  X-  >»  ^  C  く、、  ノー，；^ してち ヂ ようとお ッ しゃつ たんて 

不仕 だらに 呆れて、 それ ぢゃァ 困る だら うから わたし カ^と 力して あけよ ま 

わたし も それ はありが たいこと だから ッて お頼みし たんです。』 

『ぢ ゃァ、 その 出した おかねが 生きて 來ま すか、 ね？』  . 

『生きる にや ァ きまって るでしょう。 段々 うちが まして 行けば、 その § 金 は 利子 をつ けて 返せ ま 

すから。』 

『そり ゃァ 口のう へで は、 ね。』 

『口ば かり ぢゃァ ありま せんよ、 さう 馬鹿にして 貰 ひますまい！』  やじん ォ、. 户 

『 ：•：：•• 』 渠 はこれ I いてう ッ ちゃって 逢け なかった。 そのうちに I が こちらの S を 

ききで もす ると、 今 I て て聽 いてる ぉ客 さま ども や 良 子 その 者に も 自分の 都 1. 憩いき？ 

び 下りて 行って、 『何も ふたりと 急ん なに 大きな 聲を する にや ァ f な もや ァな も？ 良 子 も， 

何の 爲 めに 今ごろ やって 來 たんだ？』  ，」， やうき , 5  ：:  ^  V 

『叔父 さんが 暫 らくお 見えに なりません から、 どうな すった か、 御病氣 にで もな つて ゐられ はしない 

. ^と 2 ざまして。』 なか/ \ ままの いいこと を 云 ふ 女に 聽 えた。  t 

. 』 髮良子 I 分に 向けた 0. つきに、 是 非自分を 奪って 行きたい と 云 i うなみ だら な 光り 

まで を認 めて、 また その 方に 心 を 動かしながら、 『籠で はまが、 ね • 少しお へる ことがあ つたの 


『もう、 考へ るまで もない こと ぢゃァ ありま せんか？』 

『  』 お 安に 比べても、 一 曆 つけ. /(\- 云 ふ 女 だと、 初めて 渠は氣 か 付. S た。 

『人が^？^へなぃで何ができます？』 お 安 はま だお こって た。 『わたし は 斯う 見えても • ね、 まだ あなた 

より-や ァ 少し 年が 若 いんです から、 ね！』 

『  』 鎮 はお 安が 何の 爲 めに そんな こと を 云った のかよ く は 分らなかった。 察する ところ、 多分 

男の 取り合 ひなら 若い 方が 勝つ とで も 云 ふの か？ それとも、 一 方に だまされる ほど まだ 老ハ ぼれ て や 

しないと？ で * かの 女に 向って、 『お前 も 下 だらぬ こと を 云 ふの はおよ しょ。』 

てうし 

『ふん』 と、 良 子 も 調子に 乘 つて 他方 を にらみ 付けて、 『若い から あなたまで がわた しに だまされ ると 

云 ふんです か？』 

『お 前 も 亦 何 を 云 ふの だい？』 

やわ 

『な ァに、 お』 と、 俄かに 良 子 は 顔 を 和らげて、 『叔母さんの 云 ひぶんで は、 何だか わたしが 叔父さん 

をまで 取りお んだ やうに 云 はれます から o』 

『このまま ぢ ゃァ』 と、 お 安 も 笑 ひに なって だが、 負けて ゐ ないで、 『さう 云 ふ 結 mj- になり ますよ o』 

『なァ に、 そんな こと はない、 さ。』 霜 は實 際に 女の 方の こと は氣 まぐれな r だから、 泰明寺 を 何とか 
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して 自分の 物にさへ すれば、 ただ それでい いの だと 云ふ氣 に.^" つた。 

『叔父さん にく ッ 付く 位なら、 わたし は、 それ こそ、 自分より すッと 若い の をお もちやに してやり ま 

す、 J フ a 

『は、 は、 はァ』 と. 與 はお 安と 共に liiik な 笑 ひに 落ちた が、 良 子 をい よく 一す ぢ繩 では 行かぬ 

女と 知った。 で、 ここ だと 自分 は おに 出て、 『鬼に 角、 例の ことで 來 たんだら うが、 わたし も考 へた 

ところでは、 今度 こッ ちの 資本 をつ ぎ 込む とすり や 了、 今までの やうな 暖 味な こと ぢゃァ いけない • 

ね。 その 5.. り、 お ハらの 方で も大 ま： 發 をして、 あすこの 疊 から 障子まで を みんな 取り かへ て、 家業に 

大 改革 を 施す が、 どこでも 會計は 鋭が 預かる もの だから、 さう しなけ リゃァ いけない よに 

『そやり ァ、 どうで も 叔父さんの 御 都合の いいやう に！ I』 

『ぢ ゃァ、 今晚 は、 もラ. 電車が なくなる といけ ないから 歸 りな。』 時計 を 見る と. 十一 時 を 過ぎて ゐ 

た。 

『では、 欧又 さん、 あすのお « までにお 待ちして ゐ ますから •.！. 叔母さん もお おみなさい。』 

『 …：： ： 』 お 安 は 良 子 をう はべば かり If 直して 送り出してから、 こちらに. 『また 氣が 變 つたんで 

す、 ね』 と 云った。  、 

『どうも、 £ 約束して しまった もの だから、 それ を 中止す ると、 うそをついた ことになる， I、 ね。』 


『あなたの 馬鹿正直 とお 猿さん の やうせ. 笑 ひ 顔と にや ァ 呆れました から、 ね、 わたし は * もう、 js- も 

申 しません。 お望みの 洋服 も 貯金 もみん な 持って お行きなさい。 その 代リ、 わたしの まま ツ子が 歸っ 

て 來ても わたしに ゃァ 今度 何 の 關係も な いやう に、 あした は 直ぐ 夫婦別れ の 一手!! き をす ま せて 行って 

いただきます。』 

『それ もよ からうよ』 と、 いま/ \ し くだが、 こちら も 答へ た。 

運送屋に 委 托して 手 廻りの 荷物 を 持ら へる 監督 をした リ、 調べて 見る と 百 六十 圆 ある 貯金 帳の 名義 

を 郵便局で 書き 換 へる 手 續きを した リ、 離婚 屈の 爲 めに 二人で 菌 役所へ 行った リ したので、 昀 束の 時 

間 を 後れて、 や ッとゅ ふかた に 薬 は泰明 寺へ 歸 つたが- それからと 云 ふ もの、 自分の 鼻い きが 荒 かつ 

た。 

1 ヶ月ば かりの 間にす ベての 客間の 疊が へやら 修繙 やら をす ませ • 家 根の 雨 漏リを 直させ、 庭ので 

こぼ こや 破れ 垣根 をつ くろ ひ、 その他に 庫裡 のへ ッ ついに 至る までの 修理 を 行 ひ、 泰明寺 は 人が 見 遠 

へる だら うと 思 はれる ほど 體 裁が ー變 した U 軒に は凉 しさう に靑 すだれ も かかった。 

『おかげさまで、 ねい』 と 云って、 嬉し さう に 家 ぢぅを と共に 良 子が 見 まわって 來た 時. かの 女に 
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向って， 築 は > ぎ！^ にで きた 新ら しい 長火鉢の 上座に 坐 わりながら、 得意のに こっき を 鼻の 上にまで 見 

せて、 I- これ をお 安が お 猿さん の やうな 笑 ひと 嘲った の だら うと 自分自身 でも 考 へられた が、 持ち 

前 だから 仕 かたなかった。 

『どうだい、 斯うして！ y き ゃァ、 もう、 常 雄が たと へやって 來ても • 何とも 云へ た 義理 ぢゃァ なから 

うが？ 若しな ほが^ がましい ことで も 云って 來 たら、 おいらが 承知し ねい。』 

『さう です とも！』 子 も 亦相對 して 火鉢の 前に 坐 わった。 

『  』 月ナ. ^つた 室外に も、 丁度、 ほかに 誰れ も 見えて なかった ので、 渠は 夫婦 氣 取りの さし 向 

.< と 見て、 時なら ぬ^のと どろき を おぼえた。 それ を 無现に 制しながら、 『このうへ は、 もう、 ただ 一 

つ 約束が お前の 方に 殘 つてる だけ だよ。』 

『何でしょう、 叔父 さあ』 と、 かの 女 は 少し かがみ 勝ちな からだ を 引いて， 困った と 云 ふ 風で、 『會計 

のこと？』 

『なァ に、 ね I. 』 鎮 はかの 女が 恥 かしい 爲 めに わざとと ぼけて ゐ るの だと 思った。 少し 云 ひにく さ 

うに、 『お前と おいらと が 夫婦に な る こと さ』 

『  』 かの 女 はび つくりした。 『いつ、 そんな こと を 約束し ました』 と、 俄かに 腐ッ 赤に 怒った。 

『だから、 前から 叔母さん にも そんな 思 ひ 違 ひの ないやう に 云って 置いた ぢゃ ァぁリ ません か？』 


『  』.渠 は あの 時の こと を さう 一 ふ 意味と は 取って ゐ なかった。 寧ろ その 反對 だ。 かの 女が きま 

リ の惡さ をお 安の 前で 隱す爲 めに 堅い やうな こと を 云ったり、 また、 くッ 付くなら 叔父さんよりも 若 

"きょう 

いものに などと 度胸 づ よく 毒づ いた リ したので あって、 いよく 最後の 大资本 をお ろして やる と 云 ふ 

時の 條 件に は • 暗に 結婚の ことが- S 入って る ものと 思った。 けれども 今反對 されて 見る と、 義理 上の 

やくそく 

叔父と しても、 さう 明ら さまに 主張で きないので、 『何も 約束が してあった と 云 ふの ぢゃァ ない が、 ね、 

約束したら ど うだらう と 云 ふんだ が ，—— 』 

『いやです、 わ、 そんな こと！』 かの 女 は 言葉の 上で こちら を突ッ 放して、 茶の間 を 出て 行って しま 

つた。 

『  』 畜生！、 ちゃ ァ、 會計を も 飽くまで こちらへ 渡さない つも リだ、 な、 と渠は 初めて 感づいた。 

それでも なほ 他日 かの 女に 寂しい 氣 まぐれが 起った 時を兒 て、 び 云 ひ 寄れる ものと 信じた。 

しんよう 

然し、 それからと 云 ふ もの、 錯の 信用 はこの 寺ぢ うに 落ちて しまった。 氣 のせい か、 二階のお 客 さ 

しう ぜん 

ん まで こちら を 馬鹿にする やう だ。 渠 自身で 私 かに 惡く 取って 見る と、 もつ、 家 や 庭の 修縫 もす ッか 

りで きたから、 お前な どはゐ ないでも いいと 云 ふやう であった。 

なかく 凉 しさう で、 けしき もい いと 云って、 暑中休暇の 時節に も拘ら す、 前拂 ひの お客さんが 三 

四 名 も 果して やって 來 たが、 かの 女 は 受け取れた 現金の 顔 さへ も 自分に は见 せない。 それ ぢゃァ 約束 
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が逮 ふと 云 ひたいの だが、， 自分に 弱味が できた ので さし 控へ るより 仕 かたなかった。 賽錢を 集めて 

け ひせき 

く 箱に も 時々 誰れ かの 明けた 形跡が あるので、 もう、 その あがり 高の 統計 を 取る こと もで きなかった。 

これ を 良 子に 注意す ると、 

『子供で しょうよ』 と 相手に しない。 また、 『どうせ 僅かし か あがらな いんだから』 とも 答へ た。 さう 

僅かと 知って ゐ るに は、 その 本人 もこ ッそ お明けた の だら う。 

その上、 かの 女 は 最初の やうに は 立ち働か なくなって、 客間 や 勝手の 不潔な ど を あまり 掃除しょう 

ともしないで、 ひま を 見て は 仁と 共に 寢 ころんで た" 

『三骄 のお 部屋 を 掃除して 來 たら どう だ、 ね』 などと、 鎮 はつい 度- 1< 小言 を 云 はねば ならぬ ので、 そ 

の 度 毎に かの 女の 我意 ゾ よい 反抗的 理窟 を聽 かせられた。 

『さう 叔父さんに ばかり 意 張らせる 約束 ぢゃァ なかった のです よ、 わたしの 方 は 都合が つき.^ 第愦り 

たお かねに 利子 をつ けて 返し さへ すり ゃァ —— それが 爲 めに、 あの 時、 叔母さん も わたしから 證文を 

取った のでしょう から、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 いつ 返す？』 

『それ は. 今御^^：じの通りぢゃァござぃませんか』 と、 かの 女 はこ ちらが つよく 出れば おとなし かつ 

た。 『今少しう ちが 發展 すれば、 耳 を 揃へ てお 返しし ます、 わ。』 


『裁判に かせても 取って やる ぞ； と、 築 は 叱り付けた ことがある。 お 安の どうしてもと 云 ふ 耍求を 

t 、ん ぞく  (  \ 

滿 足させる 爲め、 良 子 をして g 文 一通 を窨 かせて 向 ふへ 持って行かせ たの は、 今と なって は 却って 好 

都合であった。 まさかの 時には、 それが 口 を 利 くだらう。 自分と して は、 どうせ/ J こへ 入り込む の だ 

から、 そんな 物 は どで う もい いと 2.^ つたの だが —— 。 

しょ. 0 とン 

再三再四の 衝突で 互 ひに 感情が ますく かけ 隔たる やうに なった 時、 丁度、 渠が むかし SjJ 子 こやつ 

たま ま 二十 年 あまり も 逢 ふ 機 〈I？ のなかった 娘の 則 子が その 亭主と 共に 素ッ gl^ で 訪ねて 來た。 で、 こ 

の 夫婦 を， 分の 代りに 月 十五 圆の實 費で 下宿 させて 貰 ふこと にして、 自分 は 自分ら の 所謂 『ノウ マ - 

ィ、』 『無 一 物』 『着の み、 着の まま』 で、 また 本 鄕へ歸 つて 行った。 さきに 持ち出した 八 藩の 洋服な 

ども、 質屋に 行った まま、 泰明 寺の 衡 繕に 固定して しまったの だ。 

『案の定、 素ッぼ だかに されて ました、 ね』 と、 それでもお 安 はくやし 泣きに 泣いて れた • 

『  』 渠 は寢卷 きも 同様の ひとへ 一 つであった。 7 もう、 何も 云 はない から、 ね、 どうか t 乙 1^ が來 

たと 思って 靈 どころ のかた 隅に でも 置いて 貰 ひたい。』 

かの 女 も 何も 云はなかった。 そして、 ぁリ がたい ことに は、 二 iE の 明き 悶を 一 っ與 へて 吳れ た。 渠 
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は ぶい 時に まつ も そこに 小さくな つて ゐた。 そして あれ だけ f.- ね を 持って ゐ たら、 可な りの 

かね 贷し になれ たもの をと くやしが つた。 

或 時、 iris ての 雷よ ると、 良 子に は そ It 男が あった。 そして それ は 作 衞が霜 

寺へ 乘り 込みの 1 を I にしに 行った 時の、 かの 若い、 紳士ら しくお となし い 人 だ。 春 

『呆れ ともの だ』 と、 ■ さきにち ょッと 疑ぐ つて 見た ことの 當 つてた のが 却って 意外な のに 歎息し 

た。 そして 良 子が 害盟 ぐうたら 管 ろんで たの は、 夜、 おの 男と ちちくり 合って た爲 めだと 思 ふ 

と. 今 Is^ ら私 かに 自分の 胸が 煮えく り 返った。 

『どうです、 ね、 どうせ あなた は今ぢ や ァどッ ちに も 他人です が、 わたしと あの 女と？』 

『もう、 何も 云って 吳れ るな ー 露 S 係なん か あいつと はなかった の だから。』 i 斯う 云って お 

安に あやまった けれども、 かの 女 は 信じない やうす であった。  ！ 

そのうちで、 I、  i5i して ゐる 息子の， が 案外に も 満州から 來 たが、 病 氣の爲 めに 消費した か 

ね I 却す る 必要 上、 am こんな ことがあ るの U 前以 つて 心配し 

て、 お 安 は 自分と 手を切つ たので あるから、 今 f 相談す る こと も 自分と して は rf れた。 

止む を 得す、 肅 寺へ 相談し に 行って 見た。 すると、 良 子 I を 半分 もまないで， -, 

it, 瞀で すよ、 道 一 さんに いくらお かね I つた ッて、 裏と 同様で、 無駄です J 


『さう でもな からう と 思 ふが、 ね ！ 』 渠は 自分の 子に 對 して はま だ 慾が あった。 まだ 年が 行かな 

もの を 常 雄と 同一視され たくなかった。 けれども かの 女 は、 こんな 場合に 御 相談に 乘れれ ばいい ので 

すが とても おだやかに 山山れば こそ、 かの 女の 所謂 恩借な ど は 露 ほど も おぼえて ゐ ないかの やうに- 白 

ばッ くれて、 非常識に もこ ちら を またはね 付けた の だと、 自分に は 受け取れた。 歸 宅して からお 安に 

はくじ やう 

訴 へたに は、 『あいつ はいよ， （- 以 つて 薄情な 女 だ、 ね。 まるで 雜理も 人情 も 知らない 女郎の やう だ。 

あんな やつに ゃァ 天が どうせ 一 生 幸福 を與 へまい、 さ。 11 然し、 不思議な ことに は、 わたしが よく 

して 置いた ぉ地藏 さまに は、 あんな 見すぼらしかった ぉ地藏 さま だが、 ね、 ちょいく ぉ參 りが ある 

やうす だよ。』 

r— (大正 七 年 十 1 月〕 I 一 
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？:、 お 零 お まへ も 早く f 行って， すいか』 と， うちの 人 は 今夜 も 亦 店の 方から 響かけ た • 

こちら も 殆ど 同じ やうに 太って て、 男 だけに そのうへ 攀どッ しりして ゐる 人の 基 だが、 きいた 

風に 近 ごろ， y 戶 ツ子 じみた 眞 f し 出した のが— 初めから 江戶 ツ子 t こちら SI. 少しき ざに 

見える だけで、 人 がらに も 似ぬ その 聲の 優し さに は S もな f こちき 身 も 心 も引更 れられ るの 

であった。 まして や この 二三 曰と 云 ふ もの は、 それに また  一 しみが 加 はよ つ こちらの 心身 力 

すので あるが、 そこに I 點 S ひ を 人れ て 見れば、 き 加 はつ I しみ だけが 餘 S やう だ。 人の よ 

く 云 ふ 猫 無で^ にも 聽 こえる。 それが 如何にも 不思議であった。 

『 …：： ： 』 だから， わざと 直ぐに は i をし なかった。 その 爲め、 つい、 心が いらいらして ゐる のが 

自分ながら 桶の 中で 皿 小鉢 や 猪口の ちゃらく 云 ふ 音に 分った。  k 

『 …：： ： 』 うちの 人 はな ほ、 餘 りに わざとら し、" ほど 優し ヒ 零- i をつ け 添へ たので ある。 『き 


では とても 赤 ン坊の 世話 はでき めいから、 な。』 

『はい。』 赤 S 坊と云 はれた ので、 つい、 お 薬 も 返事して しまった。 

きの ふ も K- へた こと だが、 子ども を ひとり も產 んだ經 驗 のない 者が、 可愛がって 湯屋へ もつれて 行 

って吳 れ るの は、 こちらの^：^がしぃ時問を全くぁりがたぃことでなぃことはなぃ。 が、 不 恨れ の め 

にあつ い 湯の 中へ すべり 込ませたり、 板の 問へ 落された りして は 困る のであった。 それに、 折角、 あ 

ッ たまった ものに うか- (\ して 揚ざ めの 風 を 引かせられても 可哀 さう であった〕 けれども、 どうも 不 

思議で ならなかった。 

1 體、 お 瀧さん は 何の 爲め にしげ くとうち へ來る やうに なった のか？ ただう ちの 人の いとこの 女 

あ. リ^ 

房で あると 云 ふだけ ではない か？ そのうへ、 うちが まだ ここ へ 移って 來 なかった つ い 此の まで は、 

いとこ もさう 親類 づき 合 ひ をし なかった ではない か？ 淺 草から こんなと ころへ 移って 來 たので、 うち 

まく  二 やう 

が 近くな つた 爲 めだと 云 ふだけ なら、 それまで を餘り 薄情に して ゐ たわけで はない か？ まさか、 乎ぢ 

かへ 女の 好む 吳服屋 が やって 來 たからと 云 ふば かリ でも あるまい に —— ？ 

そして やって 來 ると、 きッ と、 おのれの うちで でも ある やうな 顔 をして、 店の 小 切れ や 反物 を 勝手 

.?^^第にぃじくりまゎして、 高い から もッと 安くして やれと か、 安いから 今少し 高く 買る がいいと か、 

あま ッ たるい 言 獎を以 つて、 失禮 にも、 こ ちらにまで 差し 圖 がましい こと を 云 ふ！ 
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すッと 年が 若い から ッて、 年う への もの を 馬鹿にする •  翁 か..' 

『あたしが 色 をと こ を 持ったら、 先づ、 ね、 これ を 襦袢の 袖に してやる、 わ。』 

『  』 かの 女 はお 瀧が うちの 人に ベた くして ゐる樣 子 やら 言禁 ぶり やら を あの 時 見て わ， 閱ぃ 

てゐた ままに 思 ひ 出して た。 國十郞 の 歌舞 伎 十八番の や 望， 名 直さん ざの 襲の つい ま 

切れ を、 そして 欲し さう に 取り出して 來た。 

如何にも いやな 女 だ。 

がず の I り 地に、 fm. た ッた窗 五十 錢 Qf 附け てあつ 

た。 それ を 知り もしないで、 而も 利いた 風に 

『これ は あんまり 安 過ぎる』 などと 云った。 

『  』 こちらに はそんな おせ ッ かひ は 云って 貰 ひたくない。 

また 袖に はいい がら だけれ ども、 少し li が 這 入って ねる ハで隱 五十 錢 にな？ ねた。 き 

ろが、 あの 女に は妨繽 入りと 本物と を 見分ける だけの 目が まだで きて ななかった。 安ッ ぼい 職人 ふぜ 

いのかみさん として は、 つまり、 それが 常り 前で も あらう。 そして、 

『あたしに 吳れ るなら、 これで もい い、 わ』 などと、 虫の いいこと を 云った。 

- ；…… 』 然し また 別に 不思議な ことがある。 めん 甲斐 鍋 や..^ ら でも 附 けたら、 前 かけと してち ょッ 


と 本物に も 兄え る だら うと 見立てられた ところの、 黑 地に 黄色と 赤との 格子 じ まがあった のが、 それ 

が 喪れ たお ぼ. えの ない のに、 きの ふから 兑 えない ので ある。 『あなた は 御存じ あおません か』 と、 うち 

の 人に 聽 いて 見る と、 

『  』 少し 小 くびをかしげて 兌せ てから 11 それ も 然し 疑へば わざとら しかった が II 『はて、 

な』 と 答へ たのが そのこな しに 釣り合はなかった。 そして 11 な 顔つきで 返事 をした、 『お リゃァ 知ら 

ねい ぞ。 店 さきに かけて あつたの だから、 盜 まれた か、 な？』 

『まさか —1 ？』 設據 もない のに 云 ひ 出して、 また 年甲斐 もな く 燒き餅 かと 突ッ 込まれる のが 而 白く 

なかった。 うちの 人に は 少なから す氣が 立って る やうな ところ も 見えた ので、 それ ッ切 りさし^、、 で。 

が、 きッ と、 お 瀧さん が 額の 承知のう へで 持って行 つたので あるに 相 说；， ない." 

ぢょ 

. ^ん しろ. 晝ま でも； 仪 でも * かの 女が-; 水て、 店 さきで ぺちゃくちゃ しゃべって ゐられ ちゃ ァ、 お 客 

さんの 邪魔に なって、 邪魔に なって —— 。 

『これが いいでしょう、 あなた、 お 價段も 安く ッて』 とも、 かの 女 は 店で お客さん がその 買 ふ 反物 を 

はでな のにし ようか、 それとも 少し 地味で もい い 方に きめようかと 考 へて たのに 云って 聽 かせた。 

『  』 安 けり ゃァ いいとば かり は 云へ ない ので ある。 そのうへ、 そんな こと は 向 ふの ふところ を 

馬鹿にした 言葉で はない か？ ほんと に、 邪魔に なって、 邪魔に なって ！ 。 
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11  £ ハ卷  か は" -、. 

で 、 .t-. つ S-Di は 唐ら はれして 氣 持ちが いい 代りに 餘り 甲高い の 力..^ に 

與にほ \ つてる 時で も また 力の 女の r おはに 纩ぉ 

かの 女 は 自分で 赤 ン坊の 枕 もとに 突き， かけて、 IJ 

u ききもら ュ」 る ものに は 、と ~<"ir やうに まことに 5. わりで ならぬ。 

まと 時. C 叱らえ P  r 』 つ et  、あなた は あんまり i 過 ざます』 とたし なめて や 

『もッ とおと なしく おしゃべり をす る ものて すよ あ f ズは あんま お、.、 I  ,  C 

, ノ ：11.trNC き .A+.l た， だが、 向 ふに こたへ 力す 力 つん 

つた。 成るべく 角の 立たぬ やうに 笑 ひに まぎらして 云って き 力せ/ 

ので ある。 

『おばさんと あたしと ァ まる ッ 切り 酷お が S てるんで す もの！』 

P  n  ちら こ は尺ス 張り 人 を 鹿に したと しか 響かな かつ プ 

^utlil  If さ f し I でる 

»  につ、，： ：3 寺ら も こちら に は ハ刀 らな 力った 

うちの 人の、 屯 ち^ リ 2、  ！シ  ちょく に、，， 1 、4^，、、i ゥ Kc.tt- でち わ、 ら 

、 、 、こ，^ こ 欠. ヒ WHO 搭ロ と共に 加 小鉢 力 桶の 力の" 

かう 云 ふこと を考へ 込んで ると 今. - たりに < ^ませ ナ、 f  r^r  d 

T ど ほ  こ 3 

ちゃら 云って るの が C 分の 耳に は氣. ^くも 聽 えて ゐ ズ 


こ. い 商 I 贝 は.！^ と 云っても お ほ 問 星に 信 川がなければ ならぬ。 そして この 信用 を ^ るまで なかく 容 

易で ない。 

ところが、 うちな ど は- - I たび 今の^と なって 失敗して しまった ものの、 兎に^、 もとく から 数 

代に 渡っての S 入 服 星であった。 それが 一 つの 信用 その物で あるから、 たと へ if からの 资 本が なくと 

も 禅 び 新う やり 初める ことができた。 品物 は 店相當 にどし/ \f,>- つて 來 て" 犬し る。 

それ も 然しう ちの 人に 對 してで はない。 云 はば- つま リ、 家つ きの 自分に 1^ ノ じて である。 この こと 

はう ちの 人 も 十分に 承知して ゐて、 いよく g: ぴ この 店が 持てる やうに なった 

『お前の 爲 めだ、 お前の 働き だ、 寶に、 ありがたい』 と、 淚を /しぼさん ばかりにして、 こちら M 向つ 

たう ぜ 0 

て さた ま を 下げた- それほど のこと は當 前で ある 11 滅に、 康 つきのもの として 自分のう ちの 古い 信 

5 を 持って行って 問屋に よく 分る やうに かけ 合った の だから。 そしてよ く 頼んで 品物が 來る やうに な 

つたの だから。 その 時まで は、 まだう ちの 人 は 然し、 江戶 ツ子 氣 取りではなかった。 この 氣取リ が を か 

しい ほど 俄かに 出て K 小た の は、 お 瀧さん が來 初めてから である。 かの.；^ 〈は 女の it に 何かと 云 ふと、 

『なんだ、 ベらん め』 とか、 『ゃッ 付けち まへ』 など を n に 出す。 ® 人との つき 合 ひが ある 爲め にだら 
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う、 冗談 やらから り はうまい もの だが、 落ち 付いた 商 買の ことなん か は 殆ど 全く 知って ゐ ない， - 

『  』 氣の lg な ことに は、 反物屋が ちょ ッく らちよ いとに できる ものと でも 思って る さ1 い 

『あたし も、 おばさん、 ここの に" 4< 服屋の 店 を 出して 貰 はう か 知ら —ー ー體、 日に いくら 儲 力る 

ん でしよう、 ね？』 

『 ……… 』 こちら は その 無邪氣 だが 丸で 無茶苦茶な 問 ひに は、 ただ 笑 ひを以 つて 返蔡 なしの 返事 をす 

るより 外に 道がなかった。 f¥ にもよ るで はない か？ する 場所に も あるで はない か？ ここ の やうる 

— つま リ、 li ほ 本 橋ゃ淺 草に 比べて は、 11 ヘム はば、 まァ、 場す ゑに 常る ところと、 ほん 場と で 

は、 また 丸で 遠 ふ。 それに、 うちの の やうに、 小儈ゃ 番頭 を 多く 使って は- そのこと も考 へな け 

れ ばなら ぬ。 

『大きく やれば 大きく 儲かる し. 小さく やれば 小さく 備 かる』 と、 それに はう ちの 人 も 冷 かし 半分に 

分り切つ たこと を 云って、 にやく 笑って ゐた。 

『そ- S ゃァ、 知れた こッ てしょう が、 ね — 』 新う また あまへ たやう にから だ をち ょッと 二つに 折り 

ひねって、 それでも 少し はお こった やうす であった, 多少 は 人並みの たまし ひも あるら しい その 横す 

わり を、 後ろから 見る と、 极の ゆるくな つたべ ちゃん このいて ふ 退し がぐ らく 動いて ゐた 

『：.^..…』 こちらに は それが 如何にも だら しがなかった。  .  . 
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色 はさう CI  くない けれども、 かの 女の 額 立ちが きゃしゃで 仇ッ ぼく、 若し ずら て 一 了くなら J-^Jf:^ 

き だ。 どッ ちかと 云へば、 いきな 肌合 ひに 生まれて ゐ るから こそ、 あんなに だらしない^ をして， 

も 通れる ので あらう が 11 しろうと にして は餘り あけすけな、 ざッ くばらんで、 うちの 娘 どもに 匕.、、 

. て は、 丸で 行儀作法 を わき まへ てゐ ない。 遠慮と 云 ふ もの を 知らす、 そのうへ 立ちね 振舞 ひに 不注意. 

だらけ だ。 

大きな 方の 娘 は 今 ここに 一 緒に ゐ ないから かま はない けれども、 若し ゐ たら、 もう 年 ごろに なって. 

るの だから、 お 瀧の やうな 女 をう ちの 人の いとこに 當る 人の かみさん として &: うし デ く：， J せて おく 

こと はでき なかった だら う。 うちが 淺 草に ゐた 時には、 お 瀧の 方 は 少しも % なかった からよ かった。 

が、 うちが 失敗の 結 架、 一 度し もた 屋 にな リ、 新 宿の 奥の 長屋へ 假り 住ま ひ をす ると、 いとこが 一 

度 やって 來た。 そして、 

し *| ゐ 

『どうも 敷居が 高くな つて、 とても 行けな くな つて ましたが、 斯うち よくに なった から、 またち よく 

ちょく 寄せて 戴きます。』  . 

『  』 人 を 馬鹿に！ こちらの 失肷 したの をち よくに なった などと 云った。 あの 時 こ， は、 こちら も 

くさくして ゐ たの だから、 お前の すッと 年う へいと こが 道樂 とお 人よ しとの 爲 めに 家 をぶ ッ つぶし 

. て しまったんだ ぞと、 餘ッぼ ど 云って やりたかった" 
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『. ^つて 來 るの はい "けれど、 お前 もも ッ とし ッ かりし なけり-や ァ いかん ぞ  さう； Ess-i^ ひで は』 

と、 うちの 人に さ へ こんなた し、 なめ を 受けて ゐる 人で i ISR ましい 職人 はだで もなかった 

『へい』 と、 まづぃ 返事であった。 

いよ- ここへ がてから は、 またいとこ は薩 張り 來 ない。 その 代ね、 仕 察 嫌 ひの 亭主 を いやがって 

る その 女房が 衆て その 亭主に 對 する 不平 を あの 甲高い 聲で さんざんに 並べ立てた。 

『あしな 男 ぢゃァ なかった の だが』 と、 うちの 人 も 多少 身う ち を かば ふやう に 困って ゐ た。 

キ J.5 'や- CN 

『  』 それから 時々 足が 向いて 來る やうに なった が、 初めのう ち は、 こちら も、 あれ だけの 器釐 

の い ぃ江戶 ツ子む すめ を あんな 亭主に i たと へ 、 好きで くッ つき 合った と は 云 へ - II い つまで も 添 

はせ て m51 くの は可哀 さう だと 思った。 よく 持て 爲 しても やった。 が、 それ をい ぃ氣 になって 圖に乘 つ 

*r よ 

て來た^^めだらぅ、 この i ではい やな ほど 多くの あら を H ルせる やうに なった。 そして 力の 女の その あ 

らの あると ころに つけ 込んで、 うちの 人が よく t 几談を 云った リ、 手でから かったり する やうに なった。 

そして またお 瀧 がそれ を 嬉しがつ てる やうに も える。 

うちの が 女に かけて はな か/ \哈 へない ところの あるの はよ く 分って る だけに、 この頃、 時々 おそ 

くまでもう ち を 明ける ことがあ るの を、 疑って 見れば、 ぉ髓 とくさい やうに も 取れない こと はな かつ 

た。 そんな 時に 限って、 かの 女 はよ ひから 額 を 2^ せない。 


そこへ 持って 來 ての 新 銘仙 だ、 高が 知れた きす 物と は 云へ、 あの 前 かけ を いつのまにか やって しま 

つたり して II 

しろもの 

ふと、 にッ こり 獨 りで 笑 はないで は ゐられ なかった。 あの 代物に はちよ ッと 人の 氣が 付かない やう 

なしみ の 如き ものが あった。 當り 前に 寶ら うとして は、 每日 兄る 度 毎に 氣 になって ゐ たの を、 う. もの 

人 はえい、 ぃッ そのこと にと 思って、 そのき す を 云 はすに 向 ふ を 嬉しがらせて やった に 遠 ひない。 隨 

分、 人が 惡 いの だから。 

ちょ 

さう して Sid いて、 而もう ちの 人 はかの 女 をう ちの ものの ゃラ にこき 使 はう として ゐ るの だ。 

『おい、 その そろばん を 取って 吳れ』 などと * きの ふ も かの 女に あごで 命令した。 いい 氣 になって る 

女 は、 然し、 寢： 發 して 立って 行かう ともしなかった。 

『  』 不 しょうた らしく も 坐 わって る ままで 横す さり をして、 からだと 乎と を その 方に 延ばした。 

ところが その 爲 めに、 おのれの 膝の 方が お 留守に なって >  洗 ひざらし でもち ょッ と：； S の 利いた 銘仙の 

衣 物の 極の あ ひだから、 唐ち りめん —— せめて 本ち.^ でも あれば いいのに —— の はじが .21: 俊 さう に は 

み 出した。 それに 氣が 付かないで だか、 延ばして 突いた 手を疊 のうへ でな ほ 一 二 俊に 狎し 延ばしなが- 

ら、  齒 切れ はいい 口調で、 『なか/ \ とどかない、 ね。』 

『  』 とどかな いのは 分り切つ てるで はない か？ 
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『その まに お 膝 もとが 火事 だ、 火事 だ』 と、 うちの 人 もじ ッと 見て ねたので 知らせて やった けれども 

左 ほどき まり： 惡 がり もしなかった。 

『消しに 來 なよ！』 

『  』 こちらで は、 女が 見ても ッ ともないと 思へ たのに。 男なら、 きッと みだらな 考へを 起さ 

しめられ たに 和 遠ない。 

大きな 方の 娘が まだう ちに ゐた 時には、 うちの 人に はま ま ツ子 だけれ ども、 a 分 は 先代との 間に. - 

んだ享 としてで きる だけ ri を敎へ 込み、 作法 も 仕込み、 また 女の 道の 一部 として 茶の湯、 生け花、 

三味線な ども 習 はせ た。  ぶ かっかう 

そしてお 瀧さん などが 平 氣で云 ふやうな みだらな 言 薬 は用ゐ させす、 膝な ど を 不恰好に はだけ る こ 

とな どのない やうに 不斷 から 愼 しませて あった。 

それに も拘ら す、 ハゃ ごろに なって 來れ ば、 その 年 ごろに なった と 云 ふだけ でで も 一般の 男の 氣 まぐ 

れな心 を 引く ものら しかった。 わざ は ひ は 外に あるば かりで なく、 うちの 中に もあった。 

その .3; に は、 もう、 うちの 人 も 二進も三進も行かなく なって、 燒け ばかり を 起して ゐ たが II 

俄か 貪乏の やりくり^ 段 をし にこ ちらが 日本 橋の 問屋へ 行って 留守 だ ッたぁ ひだに、 いつもの 一杯 

幾 嫌に まかせて 何 か變な こと を 云 ひかけ たと かで * 自分の 娘 は 自分に 泣いて そのこと を-まへ た 


『ぉッ 母さん、 どうか これから 53； ひ 出しに はお 父 ァんに 行って 貰って 下さい。 さう して 若し どうして 

もお 出に なな 時 は あたし を も I 錯 につれ て 出て 下さい。』 

『  』 自分 は 娘の 手 を 取って 泣いた。 そしてう ちの 人 を 大切と 思 ふだけ に、 どうしてい いか 分ら 

なかった。 

ぢょ 

娘の 手 を 放して 見る と、 一 人前に なって 來 たかの 女 を 妬ましくなら ないでも なかった。 うちの 人に 

U*J ど ほ 

良して K りを發 しないで もなかった。 さう かと 云って、 うちの を 面と 向って 責める の は氣の 毒で も 

あり、 また こちらの 氣が M:I め もした。 

で、 うちに も 外に も それとなく、 その 夜から 娘 を 千 住の 親類へ とま. OS にやった。 その後 はとても う 

ちに は 置け ない ので、 どこかへ やって しまう ことにした。 それに は、 もちろん、 ぅ暮 しが 押し詰ま 

*.  <^ う ふく 

つて 1^ て： s、 どうせ かの 女 を もともと 通り 有 福に うちで 靑 てて 行く ことができす、 また 自分ら と共に 

とんな 所帶 の苦勞 をさせる の も可哀 さう だと 云 ふ、 二つの 现. H をつ ける こと もで きた。 

『てけ、 てけ、 すって け、 敷 S 11 ほい！』 - 

しし- p う 

若レ をん な藝人 どもが その をん な 師匠の 三味線に つれて、 揃って 順番に 面白い 歌 を 歌 ふぁリ さまが 

浮んだ。 

源氏 節の 連中 は、 その をん な 芝居 や 語り物 を やった 褒 後に、 必らす 『てけ、 てけ』 を やった もので 
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ある。 自分ら 親子 はもと そんな 物 を 好きであった。 それが 千 f 謹の 小さ I せに 力 力る と ョ 

なり 二度な り はき ッと 管に 行った。 そして その 女 ども をう ちへ 呼んで 鬣 害して やった。 1^ 

また、 S へま わって 來 ると 直ぐ、 向 ふか I ッ とみやげ 物を 持って こちらへ 謹 伺 ひに やって 來 

た  15 よ，. > 

そんな、 こんなの 關 fi つて、 やがて 娘 を その 連中に 入れて しまった。 かの 女 I も 釘き てあつ 

たと ころへ、 半ば I に i を 含めて、 そのお 師匠なる なかく しッ なした 女の もとへ、 藝人 にす 

るつ もりで、 やって しまったの である。 

『そんなむ ごい こと はせんで もよ かった のに』 と、 うちの 人 は S つた。 

『 ：：：•： 』 これ は、 若し 1 が 生きて たら、 なかく 聽 かないで おこった だら う。 また、 きられて 

仕 かたがなかった らう。 が、 うちのに は 心に おぼえての f があった。 そして こちら はまた W びそん 

な こと を させまい と 云 ふ 覺悟を 持って ゐた。 

『若しお ッ f んが I なら 許して、 ね。』 斯う 8 に， かねてな だめて 見た 時には 

『ちッ とも^ 理とは 思 ひません』 と 答へ て、 娘 は 泣き崩れた。  ま 

『 …：： ： 』 こちら も それに， 込まれて 泣いて しまった。 そして その そば 杖 I つた 爲 めに、 自分の 

if, 臭 小 震 さへ 終 に、 可 f うに も 奉公に やられて しまった。 


それからと 云 ふ もの、 分 は油斷 ならぬ うちの 人の * そとに 於け る 行 ひに は 私 かにな かく 注意 を 

怠って はゐ ない ので ある。 

時々 店へ 買 ひ 物に 來る どこかのお かみさん 達が あると、 もう、 その 二度目から はに やくと 冗談 を 

云って ゐた。 それが ここへ 來 てから 一 曆 目に 立つ やうに なった。 

そして その上 手な 冗談に 乘 つて 來る ものに は、 直ぐ 

『ぢ ゃァ、 負けて 置きます』 などと 云って しまう。 

けいぶつ 

『負ける の ァ當り 前でしょう 11 何 かその 上に 景物 を 添へ て 置きなさい。』 

『ま ァ、 この 小 切れぐ らゐ なら —— 』 

『  』 商 s:^; 人が そんな あまい ことで は 今度 も 亦 失敗す るに きまって た、 『あなた は あんな ことお や 

マ とても 恢復が できません よ。 もッ とし ッ かりやって 戴かな けり ゃァ —— 』 

『よし、 よし』 と 云 ふ 返 iss- も そらごとの やうに 聽 こえた 。『然し" ね、 さう お前の やうに 慾 らうと し 

たッ て、 ここ いらのお 容は神 K ゃ淺 Jcf と は 遠つ てら ァ。』 

『でも、 あなた はさう 氣ま へがよ 過ぎて 向 ふ を もしく じつたん ぢゃァ ございません か？』 それが うそ 
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なら、 ま 墓って If 出して、 ん とそと で 遊んだ 儘 々々しい K 用と を I 覺 せても かま 

はない のであった。  し. -I  ；  7_ 

『なァ に』 と、 うち 父 は であった。 『この t ベい は 一 讓 まへ を 見せて 置かね いと あと ガきカ 

ぬ もの だ。 

『それ もよ ろしいで しょうが、 ね。』 こちら はこれ 以上に 直接の 反對 もで きなかった。 『あなたの は 然し 

ぉ實 I やァ ない のでしょう II 女 S をでしょう』 と、 おしまに きちら も， に まぎらして 

レ.^ づ 

そして その 女の？ f 初めて I 店への 寒さんで はない けれども lif ん i ける ことが 

できた ので はない か 知らん？ 自分に は斯あ へられな いこと もなかった。 どうせ ほかの 男に ベた く 

して わる 女 だもの。 

『うちの Bcii にや ァ』 と、 かの 女 は その 亭主の こと I けす けに 云って、 『ほんと に 呆れ ッ ちまう 

J よ！ ろくく  II いで も 來ゃァ がらね いで、 人よりも 早くお ほめし を喻ら つて、 おなかが 一 杯に な 

^  ？  さん ぼ  警 

ると、 職人 ふぜいで、 ふん！ きいた 風に、 ぁァ 腹が 張った、 張った、 散歩で もして 來るッ て さァ！ 

その 散歩で もが 生 意氣に 口木れ らァ、 ね。』 

『ステッキ でも 持たせ て やれば よ。』 


『ほ、 ほ！ ほんと に、 さ！』  * 

『  』 こちら は 腹が けどん ぶりの 兄さんが 齊 生の やうに 手 もとの 丸く 曲がった 杖 を 持って 歩いて 

る 様子 を 思 ひ 浮べて ゐた。 も意久 地がない やう だが、 女 も 亦 あんまり だら う。 

『それでも もとは 惚れ 合った 仲 だァ、 ね。』 

ぜん  I 

『馬鹿々々 しい  こ ッちも 磨に さわら ァ、 ね" お ii も 何もう ッ ちゃら かして m はいて、 あすんで や： 

るんだ。』  ^ 

『あいつ ァ、 Si 際』 と、 うちの 人 も 一 緖 になっての わる 口 だ、 『もとから 少しう す li;!^ だから、 な。』 一 

『  』 けれども、 こちらに は それが 惡 口と 云 ふよりも、 お 瀧 を K ばせ るう は 言ら しかった。 うち 一 

の 人 だッて も、 そのいと この 察 を こちらに 話しす る 時 は、 さう. £| 鹿 扱 ひに はして SI かせなかった から ノ 

ぎ り  i 

で、 『そんな ことはありません のに、 可哀 さう に』 と、 自分 は義现 あるい とこの 一お を 持って やった。 一 

うちの が 4, うちの こと を惡く 云 ふの もよ くなかった が、 お 瀧さん が 兎も角 その つれ 添って る 一 の 一 

こと をよ そへ 来て 棚お ろしす るの は、 こちらに は以 つての 外であった。 

然し、 そこに この 二人の 問に どこまで かの 馴れ合 ひがで きて るので はない かと 感づかれ たので、 ゆ 一 

ふ ベ もう ち のがお そく 出て 十二時 過ぎに g 「つて 來 たの を 自分 は それと なく  め て 見た。  一 

すると、 鬚 は 問 ふに 落ちす、 語る に 落ちて、  一 
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『お 爾ッ て、 な、 あのうす I にば かり かかり 合って ゐ ちゃ ァ、 lli がね いや、 な 』 

『とうくう す^ 鹿に してお しま ひです か、 あなたのお いとこさん を？』 

『g- ゆいて：：： ルり ゃァ、 おいら も "水れ てし ま はァ、 な。』  . 

『だから、 あなたが ぉ髓 さん を投 取りしても いいとお ッ しゃ るんで す や.』 , 

『還 塞へ！』 ，ぼど11 ぽを でも さされて きまり I かつ たれえ、 その まぎらし にだら う、 ^ 

きもし ない こと をまで- 附け 加へ て、 『そばぐ らゐ 振舞って やった ッて i し 

『I 舞 ひの わけ S ひましよう。 きつ やわらか にだ i をした。 それ も、 つい す 出た 墓で 

あつたが、 .nt がら その 霞の 露 S 入って 行って、 いや ァな、 き I らしい ことまで 自分の 相ぬ 

像に &ん で、 而き tl^ しのけ るよりも • 寧 t すく それに 引更れ ら^。  ta 

I 11 ：、 , , - rl^  I  L1- .ulfeT  r\ ヒ 石 七， J しさよ. Ov も，. i5 ぃノと 

だ 巾が あたまの 方へ かけて 熱くな つて 行って 胸に はさきに， I に- M してお つ す さ 

IJ きい 

2:^ つよい、 力.、 つよい 妬みと 敵意と が 燃えた。 

『そッ ちの i が 麓おから ッて、 こッ ちの 亭 fl るつ もり か？』 sll はよ しんば のろ 

(£ 力であった としても、 こり Ihli が llji^ がそん な こと は 知で きない！ 

i 1 If なつ I きつ 等、 f  く は 後家 .1 して ゐた。 それが やがて】 入の I ものの 

おめに— 募に も 管ない f 度が きたと は 云へ ー 矢ッ ず、 お f んが今 ほしがらせられて 


ると 思 はれる やうな 手で、 段々 口 說き IS されて しまった。 は その 時 はま だ 全くの E 舍 ものであった。 

じっち やく 

^I:分のぅちへ、 初めの 頃 は 度々 反物 をお ろして K ひに やって 來た。 そして 實 着さう に 見せて、 金錢 

上の 取り引き はてき ばき とかた づけて ゐた。 こちらの 方で は、 第 一 に、 確かな 人間と 兒た。 それから 

なか/、 働きの ある と 分った。 そして， M 入へ も 入り込んで 氷られる やうに 許された。 それから、 また、 

g 叹々 とこの 女主 人の 心 を 動かす やうに なった。 その 乎 や 言葉 を やから 考 へて 見ても、 なかく うまい 

物で、 この i5 を 若し 泥棒の 方に でも 持って行けば、 無論， 一す ぢ繩 では とても をへ る 人物で はな かつ 

ただら う。 

泥棒 どものう ちに は、 口で a の 廳 を e: したり、 足お とや 手お とで 物の ころがった 音 をしたり する も 

のが ある さう だが、 うちの 人と 乘 ちゃ ァ、 云 ふこと が うらはらで 丸ッ きり 遠って ゐる。 そして 猫 を か 

ぶって 猫 撫で fS が 上手 だ。 それが £： 耽 初に はこ ちらに 少しも 分ら、 なかった。 

いよく 二度目の むこ藝 子に してから のこと、 

『どうして ほんとの 問 Ki- へ いら ッ しゃいませんで したの』 と 尋ねて 兄たら • 

『それ も 手よ』 と、 わけもなく 答へ た。 『人から この 设 のこと を 詳 しく いたので， おれ はお 前 を见込 

んで 張. OS に^たの が 仕事 だ。 だから、 この 色 をと こがお 前のと こで おろして 貸った 品物 は、 S 气 K ぐ 

こラ せん  . 

また ほかの 反物屋へ g り 飛ばして ゐた。 その 問に 多少で も 口 鍵が 取れた の は、 ほんの、 ただ 二の町の 
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js? けで あつたの だ。』  ノ 

『 ……， n ほ 分は隐 いて 一度 は 全く L 水れ てし まった。 そこまで もた くらみが あると は 夢にも.^ らなカ 

つた。 けれども、 こちら は の據 しさで 心が 一杯に なって た 時 だから、 さう ちょくに 打ち明けられ 

たの を、 Ir^ と S い； つてし まう よりも、 却って 嬉しかった。 親に 知れない やうに 子供が い たづら を 

成し？ ずられ たやう に 11 もちろん、 それ は 寢 物語りに 於いてで あつたが。 

その 時 自分に はも はや 十四 歳の 娘と 八 歳の 娘と があった の だから、 今更ら、 まだ 子供 を 産んだ こと 

もない おきさん と 比べられて は、 すッ とお 婆ァ さんで あるの は 分り切って ゐる。 が、 自分 だッ てまお 

お 役に立たぬ こと はない である。 

その 粲ェ は、 娘 を その 十七と 十 一 との 時に ふたりとも よそへ 出した その 翌年に は、 珍ら しく も、 

贫乏の 中に だが、 今の 人の子 を II けた。 それが 近頃で はう ッ くん を 云ったり、 にッ こり 笑ったり する 

やうに なった。 そして その子がなければ、 ひよ ッ とすると、 こんな ^ 主に は 見切り をつ けた かも 知れ 

なかった。 

渠 のお 人よ しミ をん な道樂 との 爲 めに、 俄かに 家述が 衰微に 向って、 夫婦に なった 三年 目に は * も 

う、 うち 輪で は餘 ほど 苦しい ありさま になって ゐた。 その 出直し を 今、 や ッと氣 を 持ち直して、 やつ 

てるので はな ハ か？ こんな 見すぼらしい 店で あるに しても. 築が 前の こと を 悔い てれば、 う 力く し 


て はねられな いの だ。 

るれ に何ぞ や、 お 瀧さん の 仕込みで だら うが、 近 ごろで は、 俄か 仕立ての 而も 下司な 江戸 ツ子な ど 

うは ま 

を氣 取って、 11 實に、 ほん 氣の 沙汰と は 思 はれない。 それ も 一 つの 浮氣の 手で がな あらう か？ 馬 腿 

馬鹿し い！ 

か 4-  ぢょ 

若しお 瀧さん の 亭主が ろくに 稼がないで 夜遊び をす る爲 めに、 かの 女が 氣 まぐれ をす る 申し わけの 

できる ものなら、 こちらに こそ は 同じよりも 以上の 巾し わけ もで きょうと 云 ふ もの。 然し 自分に は 可 

、* て くさ 

愛い 兒も ある。 そして 自分 は 決して そんな 薄情 をん なや 不貞腐れ ではない。 かど 張って 出れば * 自分 

は 家つ き 女房で ぁリ、 うちの はむ こ 養子で しかない と 云へ る けれども —— 。 

10 んな こと を獨 リで考 へながら、 ゆ ふべ は 夜 ッぴて 眠られなかった の だが 11 赤 ン坊も 何 かの 具合 

ひで それ を感 すって か、 特別に 寢 付きが よくなかった。 

『可哀 さう に、 さう 泣かせる なよ』 と、 うちの 人 も 申し わけの やうに は 云って ゐた。 

『  』 こちら は 然し そんな 氣 まぐれな とぼけ かた を 相手に しなかった。 無理に 泣かせた ので はな 

く  • どうした のか 獨り でぎ ゃァ くと 云 ふので あった。 
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をお 曲さん に爹舞 はう とする のかと 云 ふこ ちらの 意^に は、 然し、 うちの 人 もて ッ きり 圖星を さ 

されて 少し は氣が とがめた と兒 え、 それ ッ 切り、 なんにも 云 はないで 渠は 眠って しまった。 

そして そのた わい のない n 力の t;- すがた を 横から 見て ねる と、 こんな 時に こそ、 燒き 餅ぶ かい 女が 出 

slP など を 男の 喉に 持って行 くの だ、 な、 と 思 はれた。 

ところが、 お 瀧さん はそんな いさか ひの あった こと を 知らないので、 

『坊や、 ぉ揚に 行きましょう か、 ね』 などと 云って、 今夜 もまた やって 來た。 

『  』 ゆ ふべ と Hi: じ やうな 時 ii であった。 

矢ッ 張り、 こちらの 食事 半ばに 來て、 自分ら の そばで 赤 ン坊を だいて 吳れ ながら、 相 變らす 例のお 

しゃべり をしたり、 うちの 人の 1^ を 受けたり した。 

『あたし も 赤 ン坊が ひとり 欲しい、 わ。 自分の がで きて、 こんなに 抱け たら、 まァ、 どんなに 嬉しい 

だら うか、 ね？』  r 

『  』 こちら は その 言 紫 を さう惡 く 取った わけで もない が、 かの 女が 如何にも 淫亂の 本性 を 云 ひ 

现 はして る ものと しか 见 えなかった。 

『^ら へて やっても いい、 さ" うちの 人は醉 ひに まかせての やうな 風 をして、 馬鹿な こと を 云った。 

『ま、 ？-』 と、 お 瀧 一よ 胡 し 笑 ひ をして から 、『どうか、 ね。 たんと ぉ禮 をし ますから。』 


『  』 Hill 鹿 もの！ と 叱って やりたい ほどであった が、 おだやかに ャ Z て 、「あなた はそんな こと を 男 

の 前で 冗談に も； K ふ もの ぢ； ァ ありません よ。』 

『おばさん は 大歷堅 いんです、 ね。』 

『  』 こちらに は、 かの 女の 目つ きと 口調と が ！ どうも ——. こちらの 1$ 婚に關 する 時の 赛 を 

あざ笑つ てる やうに 受け取れた。 

そして 食事が すむ！ 3； になる と、 また、 かの 女 は 自身の 持って 來た 手ぬ ぐ ひやし やぼん と共に 坊や を 

だいて 行った。 

もう、 そんな あぶな ッ かしい おせつ かひに は 及ばぬ と 云って やりたかった が、 うちの 人が 

『早く 行け、 早く 行け』 と 頼んで たので * こちら はどう 云 ふわけ かと 考 へながら、 遠慮して 默 つて. 

た。 そして その あとに なつてから * わざと 出しぬ けに 斯う 云って 见た、 

『あの人 は ー體* 坊や を 可愛い のでしょう か、 それとも あなた を 好きで， I ？』 

『何 を 云 ふんだ？』 胡麻 化しの てれ 隠しに だら う • 横 を 向いて しまった。 そして その 時、 丁度 ひと リ 

ぉ容 さんがあった ので、 鎮は それに かこ つけて へ 坐 わりに =r た。 

『  づ うく 

^  』 こちら は その 圃 々しい 後ろす がた を じ ッと兒 送って、 子ども さへ なければ 自分の 機 利と し 

て 追 ひ 出して やらう かと 考 へた。 が、 これまでに、 もう 數 S. 一 i して i に 住んで 來 たこと き 
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ふと、 さまざまの 未練がないでも なかった。 そして 自分の 胸に はむ らくと 紹 みの 血が 浦いて 出た。 - 

食 がすんでも、 まだ 自分 は そのまま お膳に 向って ゐ たの だが、 ふと、 いい 者へ が 1 つ 出た ので、. 

立ち上って その 窒の 横手の、 横丁に 向った 窓の 障子 を そッと 少し 明けた。 そしてまい ので 1 曰 一は 戶締 

まりをして ある その 戶 のさん を 外し •  二つの 戶を 少しづつ 引き R して その さきへ 分ば かりの すき を 

ゆし、 そこて ゆ I！ る 障子紙の ところへ、 自分の 指さき につば を附 けて ちょ ッと穴 を 明けた。 

あんしん 

店で 界を あしらって るう ちの 人を兑 ると、 これに 氣が 付かない やうであった から、 安心して、 S 分 

は そ 知らぬ ふりで また 臺ど ころへ 屍った。 

そして 皿 小鉢 をち やらく 云 はせ て わるの だと は、 神なら ぬ 身の 知らう 替 はなく、 向 ふ も とぽけ 

た ふりで、 

含  さい そ V/  ,  3 

『おい、 竿く 行って 來 なよ』 と、 またお 湯の 催促 をした のて ある 

『  』 その 來な よがお， 龍の 消しに 來 なよ を こちらに 思 ひ 出させた。 そして ゆ ふべ 力ら 今夜に 力.！^ 

ち to- 

てた ださへ 優しい K が 一 朁1^ しくな つてる の をい よ/ \ 怪します に は ゐられ な 力った 

1^ が g つた 女が 別に 男 を 持つ と、 その わが 亭主 を 却って 一段と 以前よりも よくす る さう だ。 一 つに 

はお のれの 惡 14 を 感づかせない 爲め、 また 一 つに は 中し わけがない と 云 ふ 心の 引け 味からで あらう I 

1^.  として は呤、 んな 女の手 を あべこべに 男から 仕向けられて ゐる やう だ。 _||_ 


をつ と 

と まま よ ！  utcR は 分 の 大切な 所灭 の そば を .竹 守 にして 體 きたくな かった。 

自分と, 入れ # はりに お 瀧 さん はこ こ へ歸 つて 來 るので あるから、 自分の 切 守に 11 赤ン 坊 はどうせ 

何も 知らないから 11 さう だ、 自分の 招 守に、 ゆ ふべ も：！： をして ゐゃァ がった か 分らない。 

坊や を つれて 出る の も、 疑って 見れば 見る ほど、 こちら を 湯に おびき 出して しまう 手であって  

ねら 

その あと を ふたり は前以 つて. S. し 合 はせ て^って るの かも 知れない。 

『あたし も 子ども を 欲しい ッ』 と、 うす 暗い ところで また あご をし やくって、 ^かにち 龍の あま ッた 

る い JH 葉 を 露 似 て な がら、 この 妬ま し さ が 絡 頂 に 達した の を おぼえた。 

「おい、 のろい 奴 だ、 なァ 11 早くし ろよ』 と、 うちの 人の 氣 がせき 出した のに も矢ッ 張り 憂し みが 

あった。 

=  』 力ら だん h きから 云っても • こちらの のろくさして ゐ るの はせ からの ことで ある。 それ をん 

うは *7 

の 浮 氣の爲 めに 手ば しこく 直す こと はな ほ更ら できなかった。  - 

然し、 餘り にせつ かれる ので、 丁度、 臺 どころ ごとが かたづい たの を 幸 ひ、 その 氣 になって 先づっ 

ベ たい 潘 れ乎を ふいた。 そして 自分 も 手ぬ ぐ ひとし やぼん と を 用意して、 家 を ひた。 

『坊やに 風 を 引かすな よ』 と 云った うちの 人の 言葉 を， わざとに も そらぞらし いお * 世ぎ としか 聽 いて 
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やらなかった。 そして，： ：！ 分ば かりが 坊や の^かた だと 一 K ふ、 親子の 愛着 心が そとの 塞い 夜 かぜに：. H み 

出て 來て、 ^き^が 何だか^ら なく 心 ぼ そかった。 

しゃ ぼん 箱を兩 乎で しッ かり 肭に 抱き込んで、 内分の くび を 下向きに すッ 込めたがら、 しめって 堅 

い £1 を、 少しち よこくと 足 を； S れ がせた。 そして 自分の 心のう ちに は、 よく 人の 一； ムふ 『- が i ならば』 

を 繰り 一^しながら、 死に別れた 人の^ 頭から 二 a つた、 堅く すッ きりした 人物 や、 その < ^令 を 今更ら の 

やうに 憤 かしかった。 

少し 行き かたが 後れた ので、 もラ， お さん はお 湯から あがって ゐた。 IS のまで 衣 をた くって、 

まと 

そのき やしゃな からだに 1^ ふところであった。 

うらや 

『  』 ふと、 n 分 も 赤い；. f を 腰に 卷 いた W のこと が H 心 ひ- W されて， 若い 女の 身 を 羨ましく また 妬 

ましくな つた。 

『なか/ \ おとなで、 ね』 と、 はきく した 口調で 云 ふかの 女の 言 薬 を 自分 は 杯： 一理に これ も そ b ぞら 

しい もの だと n ルた、 『いい 氣 持ち さう に 目 を 半分つ ぶって、 だま ァ つてお ぶう に 這 入 つてる の。』 

『さう でしな か？』 自分の 返事 も 亦よ そ/ \- しかった- そして、 この^ 手の 女が に 接する 時の やうす 


ゃ氣 持ち を その 霄 雜 につれ て 想像され た。 無理に 見せた 笑 ひ を ぐ 赤 ン坊の 方に 轉 じた 時には、 然し * 

もう、 その 笑 ひの 無现 はおの づ からの 和ら かみに 變 はって ゐた。 『おう、 坊や、 ぁッ たいか、 え』 と 云 

つて >  お ほ びら な 紫 矢が すりの ねんね こに くるまつ てる を 抱き上げた。 そして それとなく、  .5、；1 さ 

んには られぬ やうに して、 ねんね この 上から その 脊中 やら の 方 やら を 調べて 见た。 そして さう 爽  1 

かりさう でもない のに 安心した。 それから， ゃッ とかの 女に 向って、 できるだけ 穩ャ かに、 然し 半ば 

は獨り 曾に なって、 『どうもお 世話 さまでした。』 

『からだが ちッ ぼけで、 ね、 ぉ负 けにた わい がない から』 と、 かの 女 も 何げ なく 出て ゐる やう だが" 

見る と、 その 切れめ の 長い EI もと を圓 くして ゐた。 少しも 池斷 して ゐる やうす はなかった。 『、？ ソか り 

すると、 露して しま ひさう で —— 』  * 

『さう でございますよ、 まだ こッ ちの してやる 通りに なって るんで すから * ね。』 而も こんな 物 を IS か 

るの をし ほに 人 を 安心 させて 證 かう とした. ON! 決し て その 手 は は ぬ 。 

『おう、 笑って るよ！』 お 瀧さん も 然し ほんと に 可愛い と 云 ふやう す をして、 この 1& はこ ちらの 方 を 

のぞき 込んだ。 

『  』 坊やの ことが 云 はれて ると、 それでも こちら はちよ ッと 1? が變 つて、 別にい やな 感じに 謳 

はれなかった。 
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ほかの もの も 二三 名ゐ て、 あたりから 坊や を 可 ©1 がて て 5?<れ た。 かう 云 ふ 可愛い ものが あるのに、 

うちの 人 は 物好きな  

『ぢ ゃァ、 1^ いてき ますよ』 と 云って， かの 女 はせ かくと 獨 りで 出て 行って しまった。 

『  11 自分 は それに もぁッ けに 取られた ので ある。 子ども だけ はて ッ きり ゆ ふべ 通りに つれて 行. 

つて^れ る ものと 思って たのに。 

戈るべく クト 6 いで 道 人り、 成るべく n ャく湯 を あがらう と 思って、 兒を 湯！ 一 のお かみさんに まかせる こ 

とに したが、 帶を M き 初めて：！：^ ると、 その 解く と 云 ふこ ミに いやな 感じが 伴って^ たので ある。 自分 

まく ほら なくなって、 俄かに 解く こと を ひとまった。 そして 斯うして は ゐられ なかった。 

亭主が が i びに 出た からお のれ も 出て やる の だと 云って る ほどの が、 何で さう^ がねば ならぬ こ 

と を その 家に 持って ゐ よう ぞ？ 

し^しょ 一 ジ 

ゅふべまではかの^？^がまだこちらに氣兼ねがぁって、 お を 出て 行く 時には 殊勝ら しく も 子 # を さ- 

きへ つれて 歸 つて 吳れ たの だら う。  が、 不都合に も * もう、 こちら を 相手に し^いと でも 思って か、 

圖々 しく も その 地が ね を 現 はした の は？ 乎と しても、 餘 りに ま づぃ！  ： 

きッ と、 きれいに なった ところで —— ？さ うだ！ 斯うお へる と、 ^1分の心からが先づ自分のぁ|揚 

を 引ッ くり 返す やうな 氣 がして II どうしても、 斯うして はねられなかった。 


ぶんと、 ほかの 人から に ほって 來た人 のに ほひ を も 瘤に さわった。 急いで 自分の 帶を卷 き：^ し， 

赤ン坊 をお かみさんから 抱き 取る が 早い か、 土 Si へ 下りよう として、 くら/ \ と 目 まひがし たの をネ化 

E 寢 にっか まって ゃッと 自分の 日より 下駄のう へに K みこた へた。 そしてぉほクト^-ぎで湯屋を出た。 そ 

づ 含ス 

して 頭巾 をして 坊やの 顔に は 夜 かぜが 常らない やうに してやりながら、 ，：： 分ながら n 水れ る ほどの ろい 

足 を 速めて、 自分の 家の そばまで 來た。 

店のお 客さん は 來てゐ る やうす がない。 店 さきのお 手の 棚へ 分が 人の 目に 立つ やうに 積み上げた 

じろ まう ふ  C  ？ 

白 毛布 を e 化ろ に 照らさせて、 店 かざりに 軒から 下げて ある 多くの 小 切れの 風に ゆらく 動い てるのが 

a える。 が * 淺$; いの 時に 比べて は それぐ らゐ では まだ./ \ ナツと 兄す ぼらし かった。 

とほ ス 

それ を 然し はす かひに 遠見して、 ちょ ッと 立ち どまった の だが、 自分の 店が 何だか 自分の 家で はな- 

い やうで — 坊やと S 分と はも はや、 振り 楽 てられた 末- どこかの 場す ゑに さまよつ てる がした。 

先づ、 然し、 本通りと 横丁との 角に 當 る，：！ n 分の 店の 隅へ 拔き 足で 近づいて、 坊や を 少し c: 分の 右の 

方へ 隱 しながら、 こッ そり 店の 中 をの ぞいて 見た。 ところが、 うちの 人の 姿が 架して 兑 えなかった の. 

で、 今度 は あわてて 例の 窓に 殘 して 置いた 戸の すきまへ 行って 見た。 

幕く じ やう 

自分 は I ときに 逆 上 しさう になった。 あごが がくく とし 出して、 ふらつ く 足 を、 それでも、 自- 

分ながら 踏みし めて 今  1  度の ぞいて  ようとし たが、  餘 りに 遠慮され た。 胸から 思 はす、 
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『え へん』 と、 一 つ、 大きな せき 拂ひ をして しまった。 そして 虎ぐ 勝手口の 方から、 わざと 障子 ゃ襄 

どころ の 板 をが たびし させながら、 あがって 行った。 

{| ぢ うが ッ くらに：^ えたの は、 自分が 餘 りに のぼせて ゐた爲 めで II 少し 氣を 落ちつけ て E か兑 

える と、 赤い 顔 をした お 瀧が こちらの 寂ぐ そばで！^ の就ン 中に 突ッ 立って ゐた。 そして うちの 人 

な、 もう、 店の 方へ 行って、 この そばに はゐ なかった。 

II  ぢょ 

『ぉ歸 り —あたし、 ぢゃァ i る、 わ』 と 云った。 この あとの 方の 霄槊 はかの 女が うちの 人に 云った 

はん！ y つ 

のか、 それとも こちらへ か、 どちらと も お^しな 力 つん 

『  』 €2 分 はかの 女 を^み つけた けれども、 返 S ^をして やらなかった。 

『ぢ ゃァ、 左様なら。』 お 髓 は こ と 更らに 平気-さう にして 店の 方へ 行つ た。 

『  』 こちら も ぐに は 坐 わらないで、 奥から かの 女の 方 を じッと つめて 见てゐ ると、 土^, 

下りた 庇ぐ くるりと S き. K つて、 今 1 度 こちら を じろ りと 兑 返した U 

『  』 かり， i< ュ、 もう、 膽 ッ玉 をで も^ゑた と：：： ^え、 こちらが ：！！ ^てね るの を 知りながら、 下駄 を 

はく 時 その 宇 を^に 突いて、 うちの 人の 坐 わって る 方へ 顔 を 突き出して、 ちょ ッ と^か^う ち をし 

『  』 自分 はこの ニ晚. 一 ニ晚 をお 人よ し を以 つて に 出し 拔 かれて ゐた のかと 思 ふと a あら 


ゆる 口 しさ： u 立ち どころ に來た 失望と に 押し付けられて、 赤ン坊 をじッ とだき めた まま、 天井で 

もく づれ て來 たやう にど ッ たりと 重い 膝 を 火鉢の 座に 落した リ 

そとに は どちら 行き かの！^ ml. の 通って る：！：：： きがする。 G 分 はお 瀧の 逸げ て 行った あとば かりが 憎々 

しかった。  ， 

『お に へいつ て來 なかった のけい？』 店から はう ちの 人が 所う K を かけた。 

『  』 よく さう 澄まして ゐられ る もの だ！ 相 變らす わざとら しい 部分の 優しみ に は、 ぬらく し 

だ jiw 大將の やわらかい うねり を HI 心 ひ 合 はされ た。 自分 はぞッ とお ぞ毛を ふるった が、 その： 2 ひに、 つ 

い、 心で は、 なんだ、 とぼけて ゐゃァ がって と 云って しヒ つた。 

む ごん 

暫ら く 互 ひに 奥と 店と を隔 て て 無 一 百 であった。 

うつぎ 

もう、 どり なっても かま はない と 思った GI 分 だが、 宇：？ i- 木お 葉と して はいつ まで もこ こに うして 

坐 わった まま * 坊やと もろ 共に 死の 來 たるの を 待って もい い と 云ふ氣 であった。 うちの 人に，： i つて 

も， あんまり 人 を 馬鹿にした 化 うちが 悔しかった。 

ぼん ぼん 時計の 後ろ で^るの を —— 兌る 氣 もない ままに 11 数へ てゐ ると. 九 時まで 打った。 もう 

大 分 に 夜 が觅 けたと 思って るのに、 まだ 冬の 夜 は 長かった。 

うちの 人の ゐる 店の 方から 這 入って 衆る もの は、 この 舆へ 吹き 入 風まで が らしく に 塞い。 坊 

0 つ き 女 la  EI  二， 
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や， 5 かり I ざめ を させない やうに と， 赤 いづ 頭が.^ ぶかに また かぶ 甚 してやった。 

四 S 附 けの 方から I 乗 if 方へ 1 つて 行った 1 だ。 そして その あとに 支 

そばの 嚷ぉ § てゐ る。 これと I 屋の 51 ど 子供 i てゐる 神！ わるもの は 恐ら 4 

るまい。 二つに 白 分が 今 一 つ、 いやな 物 を 加へ て 見れば、 11 の S. 髙 I だ。 

『およし ッ てば、 ぉぢ さん、 助平 ッ たらしい！』 

『 ：：：：. 』 きお こった やうな 而も ％ しがって 基と 來 たら、 そ もく 何た U とで I う —！ う 

ちの 人 も I 人 I を も f ないで li! 仕 合 はせ にも、 うちの 娘まん |亂ち| はなかった の 

で、 f とそ 羸へ た。 けれども、 そのお かげで、 可 哀さ うに も • 藝人 ふぜいに 落ちて 行つ 


た。 


ふと、 ？ ら すから そと をの ぞいて 見た。 人の. 弄した？、 寒さん かと 思った のお 一 

が、 さう でもなかった。 こんな 1 しい 店で は、 とても 繁昌して 行き さう がない。 

支 f ばの 現 は 今 .1 の 行った さきと は 反對の 方角 & のいて 行った の だが、 き あとに 向って. 

それ を 無 涼； 慮な お ほ徵で 呼び戻す 聾が した。 

『支那 そば！ 支那 そば！ おい、 そばや、 そばや！ f  .  , 

『 .：：：： 』 i00i0ilfi. また かと、 I らはを 力し くな つた 


『もう、 寒い から 店 を 締めろ よ。』 

『  』 これ はまた うちの 人の 突然な 言葉で あつたが、 お 向 ふのに 比べて はいつ も 馬鹿にお となし 

いので ある。 これで 惡ぃ氣 まぐれ さへ して 樊れ なけり ゃァ —— 。 

『おいら ァ ちょ ッと S3 て來 るから、 な。』 

そう ざう 

『  』 てッ きりあれ だと 直ぐ 相 像 はついた。 

がらすから のぞいて ゐ ると、 うちの 人 は 店の 丸 火鉢の そば を 立ち あがる が 早い か、 待ち かまへ てゐ 

たかの やうに、 こちら を ふり 向き もしな. いで 下にお リ、 下駄 を突ッ かけて そそく さ-と 行って しまつ 

た。 

肖 分に は、 然し、 がいくら 隱れ 遊び をしょう たッて 駄目であった。 

自分 は先づ 抱い てる子 を ねんね こで しッ かり、 ぁッ たかに おんぶして しまった。 それから、 店へ 出 

て 土 問へ 下りた。 そこに は、 半襟 や 小 切れ やちょ ッ とした 反物 類の 陳列 品が うへから つる 下がって ゐ 

た。 

11 め りんす の 半襟 11 銘仙、 秩父 ちりめん、 羽二重な どの 小 切れ 11 黑 地に みどりと ゑび 茶のお 

ほ がら 子持ち じ まの 新 銘仙 を 二つ 折りに した もの 11 すべて； U んな 品， J< を 手 速く 取り外しな。 そして 

外せな いのは 自分の 力で 引きち つた。 そして それら を I 緒く たに 一 1 度に も 三度に もく る/ \ と 丸め 
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て、 Ee! の 方へ 投げ込んだ。 

この 時、 丁度 ひとり、 

『もう、 おしま ひです か』 と 云って、 女の 客が あった。 が、 殆んど 夢中に なって る 自分に は、 これ も 

亦お _g の M 類で はない かと 思 はれた ので、 すげ なく 斷 わって、 まるで 相手に しなかった。 そしてお も 

ての は づし戶 を 店の 横 乎から 1 々運んで、 すん くう ちがわへ 締めてし まった。 それから、 嘉 どころ 

の 方へ 行って、 勝手口から そとへ 出て、 そこの 戶を 立て 寄せて 置いて 家 を 離れた。 

『 ……… 』 お 瀧と ホし合 はせ があって、 うちの はき ッと どこかへ 落ち合つ てるに 相違なかった。 それ 

を 突きと めて きたかった ので ある。 

『そばぐ らゐ li^ 舞って やった ッて i 』 ふん、 何をー！^ゃがるんだ、 あんな 女に！ 畜生！ ぉ范を だッて 

そのまま にして くと W 心 ふの か？ 

お i がそれ と 心 あたり を さして 行った の は 近處で 有名な そば 厘であった。 

その 前へ if と * ぶんと 一 つ、 ？望 などのと. I つて、 色け. vi れ たいいに ほひが した。 それで 自 

分 もちよ ッと ひけお の 方が 動いた。 そして 殆ど 半分 は 嫉妬の 熱 を さました。 


+叵 ぐ暖纖 をく ぐって 這 入る と、 そこの 勝手に 近いお もて 店であった が、 そこに は 二人の すがたが 見 

えなかった。 ， 

で、 門の 方 を 奥へ 這 入って 行った。 そして 足お とのし ないやう に 敷き 石 をよ けながら、 容のゐ て も 

ひとり や ふたり やの、 または 全くから ッ。 ほの 鹿 敷々 々を こッ そり 庭からの どいて 晃た。 

すると-  一^ 奥の、 大きな 石の て うづ 鉢に 近い 小 座敷に、 E_ ^して ふたり はふたり ッ 切りの 夫婦 氣取 

りで さし，： 1： つて ゐた。 そしてお かめ か 何 かの どんぶり を 明けて • 一 杯 やって ると ころであった。 

そ f 力 そと 力ら 障子 の がらす 越し に 見えて ゐ ので、 ぐう ッ と， ：3 分の 庆 がれ.？ つ JJ  。 

『御馳走 さま』 と 云って、 出しぬ けに あがって 行って やらう かと も a つた。 

力 I— しうちの 人が うま/ \» と兑 つけられた そちらの 不始末 を 胡ぎ：^ す爲 め、 こちらの 女と し 

ての 餘り はしたな さ を 極に 取って、 こんな 時の いき ど はり を 潟ら しで もしたら、 ど うだらう？ 殆ど 密 

會の やうない い ちに なって ろと ころ を、 突然に びっくり させられて は、 な こそく 泥棒 も 俄 

かに 强盜 にゐ なほる かもしれ なかった。 あたまから 若し 怒鳴り付けられて は、 向 分と してお， に對し 

て も 瘤の 1^ 力 ふえる わけ だし • また 他のお 容ゃ ここの 人々 に，； 1： つても 面目がない のであった。 

S 分力 來 て S いてる と は^ に も 知らな いふたり の JS だ  

『お葉さん だッ て.' もう 年が 尔だ らうから • ね II 』 
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『  』 畜生！ 失 M な！ 

『さう だ、 有無 を 云 はせ ぬ ことにして 置く としょう かい？』 

『さう だと も！』 

『  』 何が さう だと も だ？ お ほきに 御世 話 だ！ たと へ 一 杯 機嫌のう への ことにした ところが、 こ 

く らう 

ちら を さし いて 夫婦に でもなる 氣だ、 な！ 人が あの人の 爲 めに はこれ まで どれ だけ 苦勞を させられ 

て來 たか も 知らないで ！ 先， まの 家 をつ ぶされ ただけ でも、 その 恨みが 一 執念深く あの人に する 

Q 分の 離れられぬ 心と なって、 ただ それだけ でも 滿足 をして 來 たの だのに。 

自 分 は-^ r まざく と ISA に 初めてう まく だまされて 行った 時の ことが 思 ひ 出された。  番頭 も 引け、 

小 はも 休み、 娘 どもの よく 眠りに 就いた の を 見計らって だが、 自分 は そ ッと家 をぬ け 出した。 そして 

いつも 近處 まで 來て 待って る 男の 手に 迎 へられた。 そして 淺草 公園の、 矢ッ 張り そば 屋で なければ 牛 

肉屋で ^ 然ビ た。 そして 誰れ にも ：2；1 付けられる おそれがない と 云 ふこと が、 不思議に も 安心で あり、 

またお もしろ 味であった。 .E 分 は その 時の こと を 今や 後き しつつ も、 ますく 懷 かしくな つた。 あの 

ふと 

時から して、 こちら も 向 ふ もよ く 太って ねた。 

さう だ、 あの 時には、 自分 は 男の 身 ぶんが あまり 低い の を 卑しめて、 まだ 夫婦になる までの 考へは 

持って ゐ なかった。 ただ 兎に角に 太いから だ を、 自分 獨リで 手よ bs なく 持て 餘し てゐ たのであった e 


『 ：… •：.』 まだ 何 か 向 ふの ふたり は；！..？ つてる やうで あつたが、 その あ ひだに 『あなたが した 手に 53 て 

ゐ るから いけな いんだ、 わ —— よしんば、 養子 だッて も』 と 云 ふの も、 何だか InHi く えた。 

く  い く 

『  』 いつのまにか、 自分 は あの 時の 架ぶ んを恢 他して、 胸が：： 十が ね を 打つ やうに gffN とどろい 

てゐ た。 からだ ぢ うの 血が あたまの どこか 一 ケ 所に 集って 行く のであった。 

てんだ フ 

すると、 ^力に また ふら./ \ と {s. ハカ は そこに 轉倒 しかけた ので ある U その あ ひだに、 渠 等が かげで 

何 を 云って たか、 聲 は §1 えて ゐ ながら も、 その 意味 は 全く 分らなかった。 何でも こちらの 惡 くちと 向 

ふらに 都合の いいことば かりで あつたの は、 それでも. あきらかに おぼえて ゐる。 

が、 若し ここで 子ども を おんぶの まま. 氣絡 でもす ると —— さう だ、 それが 自分に は： i:^ だ おそろしく 

なった。 そして 自分 はまた そこの 敷き 石 を さけて、 庭の 土 を 踏みながら、 こッ そりと そとへ 引き返し 

た。 

いいに ほひ や の 鳴りな ど は どこ へ やら 行って しまった。 あまりの 妬まし さが 先づ 心の さきに 立つ 

てゐ た。 が、 .E 分の 目に 映って たと ころ を 思 ひ 出す と、 お 瀧の して ゐた前 かけ はどうもう ちで 無くな 

つた 品物の やうであった。 あいつが 盜ん だの か、 それとも うちの 人が やった のか？ 

^ げ 

しく ぴん/ \ する 兩 方の 米 かみ を兩 手で 祌さ へながら、 急いで 自分 はう ちへ 一:^ つた。 そして 勝手 

ぐち を 這 入った あとの 戶 締まり をして から、 茶の間へ 來 ると、 何だかき なくさかった。 
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何 か I へく ベて 行った か 知らん と、 直ぐ そこへ 行って 見た けれども * そんな やうす もなかつ プ 

念の 爲 めにあん か を 二つと I ベ S たが、 また 火 を 入れて ない のに 物が くすぶる わけ もなかった J 

まきで 1^ く 签の下 だッて も- 朝 焚いた 切りで、 火の あり やう わけがない。 

はばかりへ 行きた くな つたので、 行って きてから、 また 茶の slil かせて 見る と 夂ノ 

1153- り、 ：^" し * きなくさい。 

？ 5  そ 5-リ 

ふと、 うちの 人が 店 で坐 わる 火鉢の そば I ひ 出し、 攝が あわて S て 行 4 に 何 か 粗 W をして 行 

つたので よない かと 考 へた。 そして そこへ 行って 見る と、 II さう だ！ 自分の. -る 前に  一^くたに I 

sf 込ん I れ がごち やくと 火鉢の し &i に ちらかって わた。 そして 自分な がらび ッ くりし ないで 

はねられなかった ことに は、 火が その上へ 落ちた I つの 切れの はじ を 傅って 養お リ、 丁 is- 

の^ちて ない ところ を 回く さし 渡し 一 一尺ば かり 燒 いたと ころで ある。  ね だ 

あわてて 水 を 持って 來て 消しと めた こと はとめた けれども • 今少しぐ づ くして ゐれば 下の 根太， 

まけ 移り、 s<l けれ I の 下から 風が あ ふって、 ほんとうの 火事になる きろで ぁァ 

自分の I 逢のう ちに 夫 |嘩 からお ほ 火事 を M した ものが あるの I ひ 出して、 ぞッ とした 

妬 さわぎ どころ ではなかった。 うちの 入 S つて 來て、 a, どう 云って 巾し わけ をしょう 

？ t ども、 その 時には、 もとの， fi して 云 ひぶん S いま はな" いや、 十分に I の- I 


鬼に 角、 き 特ち 底して、 S 分 は？ I 取った— いまく しい けれども、 いつも 通リの 二つ を。 

そしてう ちの 人の 方へ も あんかの 火 を 3 に 鐘して 入れた。 どう， I つて 來る こと は來る だら 

ら 0 

赤 ン坊の 時々 ぎ ゃァく 泣く の も、 今夜に 限りうる さかった。 そして 珍ら しくもう への. - のこと ヌ 

頻りに 思 ひ 出された。 若しう ちに ゐ たら、 t、 えきに も 隨分 話し 挈 になって t て— さう 

したら、 また こんな ffl 相 もなかつ たもの を！ 

, 今から 思へば、 あんなに 取 4 いで あんな ものにし なく ッて もよ かった。 g にも ッ といい 者へ も あ 

つたら う。 M 分が あんまり S らひ 過ぎた ので ある。 源 §は# も 好き-娘 も 好きで あつたが、 I 

さて、 かの 女が 行って 見る と、 早速—t がいい 方で ある 爲 めだら うが— お 師匠さん の$ 主に 

當る 人のお めかけに されて しまったと X。 かの S ッて 初： S いやであった. f だが、 ま 匠さん 

力ら も 達ての まみが あって よん どころ ない ので、 とうくい はれる ままに なって しまった。 

が、 どこの f なぜ そんなに みまな.， のでき う？ 尤も、 娘 I 腹さん も 承 g 忐こ とだか 

ら —そして それが 爲 めに f  if の 他の 藝 ごと は 他の ものら よりも  一 f  f  、 ま 1 鄉に敎 

へ 5- へる だら うから •  —のちく は 人よりも すぐれて 一 かど 8 人に はなれる だら う。 が. I 
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i しそ § めに わたし は 却って ほかの 朋 業よりも I 勞 がず ございます よ』 と • 可 奢う に、. 

ませた こと を云 ふやう になった。 『I 匠さん のお， とで 大切に されて をり ます だけに、 それだけ ま 

た？. 经 S かないと いきま へんし • な、 またせの ものへ 情愛 も 持って あげ ま へんと—』 斯ふ云 

つて、 ませた 上に もお g 匠さん g1 お 使 ふかみが た (1 がま じる やうに なった もの 可 哀さ うで あつ 

}L ども、 大！ ^へ】 了っても， 仙 襄ゃ北 梅 道へ 行っても. 謹の 一お 子 だと 云 ふので お 座敷が かかる 

ことが e。 從 つて 觀 f まこと も 雷 T— 然し U それだけ、 

おこ 十分， g 足を與 へる ほどのお すそ 分け をして やらねば ならぬ さう だ。 

いっか f の 粗<亭 がで I 時に、 その 讓 びら I や-に 來 たが、 Im 

ゐた f ひの g な II へ 呼ばれた ついで だと かいって、 久し， で 尊ね て來 たの だ。 丁度、 う 

ちの 人 I 守であった ので、 あがって f  く いろんな， して 行った。 その 話の あ ひだ i ふ 云った 

『わたしが 度.. f すと、 臭お ッか 母さんの 爲 になり ません。 たよ- リ もした いのは 山々 です けれども 

まァ、 たよりの ない おが S だとお もて S ます。 お 互 ひに いつ 死ぬ や も 分り ま へんが、 死ん ぽに 

til れ からで もまた 知らせて 來まッ さ。』 


『  』 そふな 心 ぼ そい こと を 云 はれて は、 娘に，！： つて だッ てこ ちらの ||*^- が 狭かった。 しないで 

もよ かった ものにし たと 云 ふ * かの 女からの 楽て ッ 鉢の 恨みが 云 はせ て. Q るの かと も 思 はれた が、 あ 

ながち さう でもなかった。 きの ふは^、 け ふ は 西の 旅藝 人に なって ゐては • かよわい 女と しても そ丄 

位の 覺 悟が 出る ものら しい。 早くから 世の 巾の 苦勞 をした S めで も あらう が、 年の 割りに はほんとう 

に ませた こと を 云った。 そ 0  一一  Egi?,; が あとまで もこ ちらの 耳に 殘 つて、 か 可』 i さう で 可〕 おさう で 溜らな か 

つた。 

『わたし は * もう、 これで 仕 かたがお ま へんさ かい、 これでよ ろし ゆお ます けれど • せ；！？ こ はわた し 

ら よりも ッと、 も ッと不 灶 合せな 人が あります。』 

=  』 こちらから 兌れば、 娘 は その 自分 0 身 も 不仕合 はせ であるの を 忘れて、 人の こと を考 へて 

やって ゐ るので あった。 朋輩 衆の 中には、 よく その 5;- の 上 を： i いて 見る と、 隨分氣 の 露な ものが あつ 

て 11 & 力あって も その 行く ゑが 分らない の や • 兄^ どもが 薄情で 世話 一 つ しないの や、 病身の 母に 

年中み ついで ゐ るの や、 に てられて 爽 -てッ 鉢に なって るの や！ 

『さう 云 ふ 人に 比べますなら、 わたしら はま だく 仕 合 はせ の 方です さかい、 自分の 身の こと は 二の 

町に t て も、 成る たけ そんな 人 をよう してやら うとお もてます。 n 

しんせつ 

『ああ さう 釵仅 にして おやりよ。』 こちら は 思 はす 淚を こぼして ゐ るので あった。 『女と 一； ムふ もの は ど 
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こ へ 行っても どうせ 不让 合せ だらけ だら うから、 ね。』 

いつまた < ^"へる か 分らない と 云って、 かの. 女 は 母に 壹園、 妹に：.^-十錢を錢して行った。 

その K 小に は、 まだ 今度の ことな ど は 夢にも 起きて ゐ なかった。 こんな小さぃ店でも^！：び持っことに 

なった の を 喜んだ のに、 うちの 人 は 直ぐ また 心が つのって、 この 昨今の ぁリ さまで ある。 これ を 娘に 

ド^^ せたら、 またく 悲しみ を 加へ さする に 遠 ひなから うけれ ども、 新 ふ 獨 りぼッ ちの やうに なって 

は、 今 ここに かのお がゐ て^れれば、 自分の 心 を 少しで も 晴らして 賀へ ただら うに！ 

七 

士 一時 も 打った。 そのうちに また 一 時 も 鳴った。 

と 切れて ゐた SS. がーつ、 がう くと 音を立てて 新 t 伯の 方へ とほった の を、 多分 赤電車で あったら 

と 3 めった。  SI 

じッ とな ほ わけもなく そと 通りの 方へ 耳 を かたむけながら. 自分の 目 は あ ふ 向けに 寝た まま 夭 

を つめて ゐた。 

『支那 そば！ 支那 そば！ そばや、 そばや！』 お 向 ふの 旦那の 口調 を 口のう ちで 早くち にくり、 V： して、， 

われながら また を かしくな つた。 


『わたしな どよりも ッ とも ッと. 不让合 はせ な 人が. てります。』 新 ふ；； ム つた 源氏 節の 娘 は 今ごろ、 どこ 

の、 どんなと こ. ろで 眠って る だら う 11 はねた あとの 席に 塞い ii を- £ て^と ごッ ちゃに 寢て はゐな 

からう か、 それとも sf; と 一 緒に ぁッ たかく？ 

その 次ぎの 娘の 奉公 も 11 まだ ハ 牛が 行かない ので あるから ！— さぞ • この 塞 さが つら いでらら う" 

近 ごろ は I 向に やって 來な いが。 今度 たら * 坊やの 笑 ふの を兑 せて やりたい のに —— 。 

どろ う 

『  』 ふと •  、. ^枠が 米た の ぢゃァ ないかと： ：4 ふ氣 になって、 ぎよ ッ とした。 先 XT  や を かヒ乎 

でかば ひながら あたま を 枕から 上げて 耳 をき き 没ます と- 勝 乎の 戶 がが たく 一 K つて ゐる。 ああ • そ 

れ かと つたので また あたま を 下げて しまった。 

『あけて 吳 れ！ あけて nj< れ！』 

『  』 自分に は * うちの 人の 聲が 今夜に 限り， • 全く、 誰れ かほ かの 人の それの やうに 驄 えた。 

『あけて 吳れ！ おい、 あけろ！』 

『  』 

『おい、 お 薬 あけて 犬れ！』 

『  』 

『おい、 あけろ * あけろ！』 
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『  n M なのた ま しひでで もあって 努れれ ば il . それとも、 また^に もッと まじめな 人で あら 

ば —— 。 

『おい、 こら！ あけろ！』 

= J\  はんかう しん 

『  』 そちらが あの ざまなら， こちら も 1^ 今^た 人が 別な 男で あっても かま ふまい と 云 ふ 反抗 心 

があった。 

『こら、 ぉ藥、 あけろ！』 

『 ……… 』 ますく 戸の 叩き かたの i しくな つたの が 却って こちらに は を かしかった。 自分 はな ほう 

ク ちゃって いた。 尤も、 もッ とがた くさせて ゐる うちに は、 自然に 明 くだらう と 思へ る ほどに 

pi まりを ゆるして Hi いたの だ。 

『  』 ^が 納まった と m 心 ふと、 £;^^て戶が朋ぃた。 

『  』 こち&：！俄かに、 火の,&^?めした見られたら、 どう 云って 中し わけ をしょう かと 考へズ 

ゐた。 

『もう、 寢てゐ るの かい』 と 云って， うちの 人は臺 どころ から 茶の まへ 這 入って 來た 

『 ；…… 』 心でば かり 叫んだ、 夜た か ぢゃァ ある、 め 、いし， 今ごろ、 誰れ が 起きて る もの か？ 額で も 洗 

つてぎ 小 i して 來る がいい！ 


『起きね いか * なァ』 と、 失 -ぜ でもした やうな はこ ちらの 枕 もとなる 上の 方から 聽 えた。 ぽん やり 

と突ッ 立って るら しい。 『みやげが ある ぞ J』 

『  』 .21 分. ぼ 横 を 2 いて Igil を引ッ かぶって ゐ たが、 その 屮で * つい、 ぷッと 私 かに 吹き，：： 山した，^ 

お 瀧さん のお そばな ど、 もう、 もう * 十分であった から。 

『仕 かたがね いや 1 ぢ ゃァ、 ぅッ ちゃって しまへ！』 

『  』 聽 いてる と、 傷が わざとら しく 投げ出した 物 は 梨して 疊の 上でば たりと ひらべ ッ たい 音 を 

立てた。 

『きみが ァ なさ ァけェ のゥ かり 寝 ェのゥ とこ ゥょッ か』 と *  、フ たを耿 ひながら • IS? は その 角 IW を 解 

き 初めた やうす だ。 きゅう. /-^ と 云 ふ 音が した。 『まくら ァ かた ァ 敷き ィ 夜もゥ すが ァらァ „^』 

『  』 i: 苦勞" -.0 まと 云って やりたかった。 S 分 を 初め、 いろんな 女 を • 恐らく その 手で たらして 

來た のかと ふと、 情ら しく ッて！ 

その^！ッっらをぃきなり 一 つ * 起きて 行って 張り飛ばして やりたい の だ。 自分の 身う ちに 燃え立つ 

血 を 押さへ る やうに さへ して ゐれ ば、 男と iK ふ ものが 帶を 解いた あとの 姿 ほど * 今や 思って 兑ても • 

う はま 

これほど 见 にくい ものはなかった。 而も いい年をして、 いまだに 浮氣 ばか リ！ 

餘ッぽ ど 飲んで ま 小た ものと：：^ え" こちらまで 酒のに ほひが きこえる。 

家つ き 女房  四ニ；九 
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『や ァ、 どうだい、 一皮 起きね いか？』 またお そくな つた 申し わけと も、 また 全く 別な 竟味 とも 取れ 

る この 焚て ぜり ふで、 どたりと 大きな からだ をと この 中に 投げ込んだ 響きが した。 

『  』 何 かの きッ かけさへ あらば、 それ をし ほに して また I つ 11 今 皮 は 確かな 證據を つてる 

から 11 十分に H めつ けて やらう と へて ねた。 

『おう、 ぁッ たけい、 な！』 

『  』 あんか を 入れて 置けば、 ぁッ たけいの は 知れた ことで はない か？ 

『矢ッ 張り、 自分のう ちほ どい いとこ ァね いや、 な * どこへ 行っても こんなにし て^れる ところ はね 

こよ *< う  _ 

い。 へん、 ダ 1^ と 云 ふ もの ァぁリ がて いもの だ、 わい』 

をクと  にく 

『  』 お葉 は その 所 灭 の 獨り首 を 聽 いて を かしく も ぁリ、 また 憎らしく もあった。 が、 矢ッ 張リ、 

そら 寢 をして ゐ ながら も、 所； 大の歸 つたの が I 称 安心であった。 

— (大正 七 年 十 1 月〕 一 ■ 


正 GR 皮 E 


この 作 は 寧 #： の iid^ 上、 

『蜜蜂の 家』、 『空^銃』、 

『離婚まで』 等 wi 迎絡も 

る ものである 0 


ii  £ ハ卷  四 ニノ 


1 

つ ば- CN 


『どうせ 僕 は挈、 子に 絡 土した^ であり ますし、 またその絕^^:-の結处^か不惯れなー赞菜をゃって失敗1た 

ものであります から、 決して！^ i は 巾し ません。 向 ふの 婦人 さへ 承知 すれば、 ぐ 夫婦 も 同様にな つ 

ていいし- また ほんのた だ ii して 僕の 話し相手 だけにな つて 貧っても いいのです。 まして そり， が 

ふ D 人 を その 苦しい うから 救 ひ 上げる わけに なリ ますなら』 と 害んで、 軿，？ Is 自分の 紹介者なる St 

i うちん 

人と その 母親との 許し を 得て、 近 藤 澄 子 を 初めて 訪問した のであった。 

耕， グ、 として は •  ci^ 後の 思 ひ 出に と m 心って 試みた 1* 業の 失敗の 爲 めに、 自分の あたま もから だ も殆ん 

どから ッぽ になって ゐた。 獨 りで おても なく 北海道に 放に して ゐて * つい、 こないだ、 束 京へ 歸 つて 

^ヒの だ。 が、 北お 道で は、 あの 無秩ー i: ながらに 活氣の ある 犬，"」 な^ 界に觸 れてゐ ながら、 無 了ズの 

^めに す こ ともなく ぶらつい てる やる 潮な さ を、 P 廓の 或賤 しい 女の 爲 めに 僅かに まぎらす こ 

とがで きて ゐた" 欺； から 來て、 わざく そんな こと をす る 物^きと、 事情 を 知らぬ 人々 に は あざけら 


れ たが、 自分と して は 意地に も^ 京へ 歸 りたく も なくなって ゐ たし、 さりと て 北海道に 落 も 付く だけの 

たつぎ も發 兄され なかった。 もう、 このまま 野 たれ 死に をしても かま はない と 云ふ氣 になって ゐた。 

云 はば、 絶望と 燒けッ i とが 自分の いのちであった。 そして この 狀 態が 自分の しげく 通 ふ 女から 與 

へられる 多少の Mm によって 慰められて ゐ たので ある。 もう • 直きに 年が 明ける と 云 ふかの 女 を I 

年が 明けたら、 直ぐ 11 e 分の 事 戴 さきなる 摔 太へ つれて 行って、 共に 生き死にの あらかじめ 保 おで 

きぬ S¥ をして 見ようと まで 思って ゐた。 

けれども、 萬 事が ぐれて 來た爲 め、 それさへ もで き なくなって、 早く 來る 雪と 分り切った 無 一文と 

こ i はれて、 朿 京に 歸 つたの がゃッ とのこと であった。 からだの 神經 衰弱のう へに も 亦 自分の 精神 ま 

でが 衰：： i の 極に 在った。 自分 はさきに 東京で かち 得て ゐた 立ち 場 を 全く 無くなつ たものと 信じて、 自 

分の 生活 を また 初めから やり直さなければ ならぬ 身で あると 思った。 從 つて、 何よりも さきに 欲しい 

異性の 話し相手に は その 1<€ と 貴賤と を 問 ふまでの 資格 を 持って ゐな いものと 諦ら めて ゐた。 

別に 訴へ ると ころもな いので、 自分の 舊 友なる 房 子と 云 ふ 婦人 を 音な ふと • そこで 幸 ひに も 澄 子な 

る ものが あるの を聽き 込んだ。 

『今の 婦人と して はな かくの 活動^で —— 婦人の 政治結社 加入 禁止の 解除 述動 を， つい、 ことしの 

春まで、 五六 年間つ づけて ましたが、 今 は社會 から 遠ざかって、 引ッ 込んで ゐ ます。 思 ふ 男の 爲 めに 
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二  H:.c:lf 权 までした ほどです から、 な 人な こと は 分って ましょう』 とのこと であった。 

『  』 ma ひ =r すと、 塌ょ 樺が て 於いて 自分の かた 手 に逋信 を 引き受け てた 一束 京 新聞の H 而 ま£ 

事に、 何とか 云 ふ 社會主 一 f 婦人が の 無情 を 恨んで 辦 岸の 海に， 豺を 投げた が、 漁師に 救 はれた と 

云 ふ、 ことが 出た。 それから、 また 引き 績 いて その 本人なる 婦人が その 新聞に 投書して、 その 一 併 件の 辯 

i の やうな もの を發 表した。 決して わたし は 社會^ ^ではない、 然し その 男の こと は 今でも 思って 

る • と。 大膽. 治しく は 正^な 女 も ある もの だと その 時 寧ろ 感心した が、 澄 子が 乃ち それであった。 m 六" 

は C 分の 精神が 疲れ切って. S ながら も. 先づ それに 對 する 奸奇 心からして 自分の 元氣を ふり 起した の 

であつ ヒ 。『俊の 力で 救へ る ものなら 色 をん なにす るな り、 獨 立した 婦人 文舉 者に 仕立てる なりして、 

ぉ^ひの爲めになって^^^."しょぅ』 とも 友人に 誓った。 

そして 明治 四十 二 年 十二月の 一日に、 友人 紹介の 名義 を 以て、 初めて、 濕は獨 りで 澄 子 を 訪問し 

た。 かの 女の 住ま ひ は 赤 が 幽靈坂 を 下 だって 行った ところの K 長 M で， —— そこに 達した" リは 

われ 知ら ャ こちらの 顔が 赤くな つて ゐた —— 三 軒並んだ その どん 詰まりであった。 二 問し かない その 

奧 の..； ハ^に 据ゑ たお 火鉢に S ひ 合って、 かの 女 はこ ちら を あ-しらった。 

「そり ゃァ * ね、 いて ふ 返しに でも 結 はせ て 縮緬の 衣 物 を 素 はだに 着せて 御覽 なさい、 そり ゃァ 突入 

ですから』 と 紹介者なる m 子さん が 云った の を， 案外の 儲け物 だと 思って たか、 それ はこ ちらの 豫期 


に反して ゐた。 なすび 紺の 色に 雨の かすりが 這 入った お召し i と 云っても、 綿ら しい 11 の喾生 羽 

： 総り を 着て、 ざ を 火鉢の ふちに かけて 下向きが ちな 11 然し • どちら かと 云へば 雄大な —— 顔 は、 自 

殺まで しかけた 程 精神 を 使った 者と して は 割り 八：： ひに 肥えて ゐて、 さう 美人ら しく もなかった。 そし 

て見ッ ともない やうに 幅ッ たい。 その上、 時々、 

『ほ、 ほ』 と、 わざとら しく 笑 ひながら、 こちらの 額 を 下からの ぞく 眼に はしろ 眼が 勝って ゐる。 そ 

れが 少し こちらの 感じに 添はなかった 。『あなたのお 作 は 初めて こないだ A  A と 云 ふの を拜見 致し まし 

たが、 —— 奥さん やお 子さん がお ありになる 方が どうして あんな 氣 ぶんに なって ゐられ るか、 それ を 

聽 いて a たいとた だ それだけ 思 ひまして、 一 度お 目に かかりた いと 房 子さん に 申しました ことが ござ 

いますが、 それ は その 時の ほんの 出來心 で，： ：- し た のでした に 

つと く 

『そり や ァ出來 ごころ なら 出艰 /こころで も かま ひませ ~ が、 ね —— あなたが あれ を餘り 形式的な 道德 

眼で 見て しまったの ぢゃァ ありません か？』 そちら だッ て、 妻の ある 男 をまして ゐ たので はな いか？ 

然し • 斯う 答へ た、 11 

『 さう で もな いでしょう が  』 

ちょ  タ くけん 

『  』 渠 はかの 女 を まだ 人の 手 まへ をつ くろふ^ 見の ある 婦人と 兑て しまった。 

『人^が 眞資に 生きよう とする 場合、 時には 普： S の 德心 をぶ ち 破らな けり ゃァ ならない ことがあり 
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a 變 やお  ， ？ . ： 

ますよ。 それ は 何も ti になる と S わけ 軍ァ ない。 ただの ||晨資の| につ 4 ふや 

うに 改造す るので す。』 リ 

『そり ゃァ あたしに もず 赞成は ございま せんが、 ね II 』 

『1、 あなたに も、 少く とも 義の御 |が證 明して ゐ ましょう』 と 云って、 i かの 女と その § 

物と Hi した。 爆 知って たきろ では、 かの 女が m:: ひ 合って I にも 妻子が あつたの だ。 巾 

ずと ーパ つて 或 f 社の 棄掛り だが、 それが さきに 秦聞 社の If して ゐた。 そして かの 女 も そ 

の嚣 £ た。 nfi  ，かの 女と は i であった。 が、 その 人並み外れた まじ 

はり は# 後に gii を來 たした のであった。 

かの 女の 投身 I が ると- 房 千さん は 中 野 を 一 摩び 寄せて、  f 

『あなた は、 まァ、 ひどい ことにさせました、 ね』 と、 取りす がらんば かりにして 泣いた が i 

l^i の 親切 や？.^ 厚な 人物に も 似合 はす、 

『わたしの 知った ことではなかった のです』 美った さう だ。 0it  K がまた 世に 死ぬ の を 

承知して やる ものが あらう ぞ？ かかる 場合の 答へ として は f 歡で あった。 こちらが 見ても •  ？ 

こま、 だから、 igc 巾し わけな さの まご 付き も 加 はって ゐ ただら う。 けれども >  また、 蹈の 本心 カタ 

ク 良り そこに あつたと S ようか？ なほ 綾いて 斯う S した さう だ、 『£ さんが f.f わたしの 本 


勢に 直せと 強迫す る ものです から、 わたし は 止む を^す 申しました、 55^:^ ス」. さグ- 力 

を 離娇 する こと はでき ません と。』 

『  』 耕 次は會 はぬ うちから 澄 子に 肩を持つ やうに なって たので、 中 野なる セ ぬの その 場に なって 

の 冷淡、 と 云 ふよりも 初めからの 意久 地な し を 心から あざけった。 妻と 離婚しても いいと 一 ；ム ふ 覺怡も 

なしに、 なぜ 他の 女を戀 して ゐ たの だ？ いや、 妻の 外に また 女 を 持つ こと その 箏は 必ら すし も惡 いこ 

しょち  なつな く 

とで はない が、 かかる 特刖な 行 爲に對 する 處 ifs! として なぜ 妻に も 公然と 納得 させ、 女に も その 分に と 

どまる こと をし ッ かり 敎 へなかった の だ？ 世 閬の手 ま へ ばかり思ってたぁり搌れた£^^^しては* きッ 

と、 そこに その 兩 方に 對 して 多少の 不 K 直な 胡麻 化しが あつたに 遠 ひない。 だから、 また、 女の 方に し 

て兒 たと ころが- そんな あり 振れた 弱い 男に 五华 もい ぃ氣 になって ゐ たのが 馬鹿 だ。 その 結 31- が I 

べん かノ 

—あとで 何と 云って 辯 解して 新聞 紘 上に 公表した ところで I— 全くう まくと： g 切られた ことにな つ 

おう はう 

てるの は • 當り 前で ある。 同情して 云へば 氣の毒 だが * 恶 く兑れ ば應， ^ てきめん だ。 だから、 11 

『お Si さん もお 澄さん で、 なんて 未練が ましく も不見 n だら う、 一 旦. 0 分 を 梨て か のと ころへ 死に 

そこなつ てまた 訪ねて 行く なんて！』 と、 房于 さん も 義憤 を 潟ら して ゐ るの だ。 

『  』耕l^、には* 然し、 それほど 熱心と へば 熱心， 馬鹿と 云へば -il 鹿な 女に、 接近して 見る の 

樂 しみに なって ゐた。 『あなたが これ ッ 切り 社贫を 引ッ 込んで しまう の は餘 り意久 地がない でしよ 
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う。 どうです、 1 つ、 きわ f を 一新 して 文 I にで もな つて 見る 氣は ml んカ』 と £ 口した 

『一つお へて 優しよう か、 ね、 あたし はこれ まで 雷 や 政治の 方にば かり あた I 突ッ 込んで を.^ 

ましたので、 g 文&の 方に は關 係が 疎かった のです が II』 

『さう 軟彥、 m  fliliili. 

すよ。 『i 星から また 小 II なった が、 事件 以議 慮して ただ 自分のう ちで 英語 を Mr.t 

らく 初が の 藝を— 人に 敎へ 初めて ゐた とまば かき 實 を， 蠻 異性と 異性た る 以外の て 

さう を 拂ふ氣 に はなれなかった。  ，3 ミ  こ フ，， i 

が、 a  i 人 il も I ない、 . 人き の必 

ら、 こ S から 、おで 攀が 自分の 思 ふや ラ になれば これほど もッ けの 幸 ひ 

I まだ 自分の f をう ち 明ける までに 逢らなかった。 ただ、 自分の やって 來 たこと 1^ 

5 は i 一年 i^ii して ゐ るが、 き i がない ずに 戶籍！ I だけ は 成 rrul 

と。 その，， にめ かけ i の 女 もあった が、 その 女 も 北海まで やって 來 たの をし ほに 手を切った こ，^  、 

l^tn これから 滅ビ やり直して、 しッ かり 立って 行か i? 

こと。 たど を、 1^; 直にう ち 明けて 別れた。 


『さう 何もかも いってし まう かた も少 いです、 ね』 と、 かの か リは氣 取り を まぜて 笑 ひながら 一一み つた ッ 

け 11 それに 對 して、 

『ぢ ゃァ、 あなたの はさう でなかった のです か』 と、 渠は 突ッ 込んだ。 

『ええ II 極 卑怯で 小心な 人でした から。』 

『  』 蹈に はかの 女の 答へ が 房 十さん の 見て.： たと； 0 ろに j 致して ゐ ると 思 はれた のでめ る。 

り 合 ひに かの 女 も， 止^で ある やうに 受け. 取. れた。 こちらが 自分の 持ち前なる 强 みを以 つて 押して 行き 

さへ すれば ——. さぅだ！この^：！分らの問答に得た印象を I  ^^賴母しく思ひ浮べっっ、 もう、 分 は a 

ふ 齋 へ 這 入った かの やうに 甚 びながら も •  二三 日 を 無理に 自分で 遠，？ a して ゐた。 

『いづれ 文舉 者になる 块心 がっきましたら、 こちらから 御 返蔡を さし 上げます から』 と 云 ふので あつ 

たが、 五日の 日 に は 待ち 切れ なくなって- 1$ び に：^ I かけた。 午後の 三時 で、 格子戸の と ころ 

に、 きたない 身 成り の^人が ゐて、 丁度、 その かついで 來 たのら しい 11^ や 酒の かすの 荷 と 

共に 狹ぃ おもて 十： へし まひ 込んで ると ころであった。 

『  』 はて * な、 遠った 家 か 知らん と つたと たん- は その 奥から 出 て^た 澄 チを晃 た。 S 

征 m 被 征服  五 


li  £ ハ卷  四 一一 一六 

の爲 めに K リ にも こんな の 世話にな つてる のか 知らん と、 ちょ ッ といやな I, かした。 かの 女と その 

BR とに 對 して 私 かに 顔お 赤め ながら 『おさしつ かへ はありません か？』 

『ええ、 ちッ とも。 どうか 11 』 かの 女 は 然し 別に 遠った 顔 も 見せて ゐな 「"つた。 

『  』 は惡 いものが ゐ たと なほ if 踏して ゐ ると、 

『さ ァ、 どうかお かま ひなく』 と、 老人が からだ をよ けて" 4<れ た。 

『ぢ ゃァ- 御免 を かふむ ります。』 思 ひ 切って • 渠 はっかくと あがり 込んだ。 そして 例の 火鉢 を さし 

挾んで さし 向 ひに なった が， 先：！： と は 丸で 遠って， 堅 くるしく なって ゐた。 

『  』 かの 1^ もこ ちらの 様子 を 察したら しく T あれ はハ乂 でございます。 斷は よそに 住んで をり 

ますが、 時時 來て „4< れ るんで ございます。 物好きに 納互 なんか 寶 つてまして、 ね。』 

『さう です か？』 はさう 聽 いて 少し 安心した が、 この 日 自分が 持って 來た 言葉 を 云 ひ W す氣に はな 

れ なかった。 『例の 決心が つきました か』 などと、 らく 文 學の話 をして から、 『いづれ また 明日 あがり 

ます。 少し 僕からの 要件 を e. し 上げたい のです が 11 』 と 云って、 いとま を げた。 

その 翌日、 渠 はかの 女に 今一度 自分の i 珥脑の 事情 fc 說 明した。 それによ ると、 自分 は 事業の 爲 めに 

忠 li に 入れた 持ち家 を抵 《.H から 出す こと はで きないが * それでも それ を 妻子に 與 へて m ほけば、 こちら 

が.. -.53 り をし な い で も ，の 日^生活 はらく にで きて 行く^に な つ て ゐた。 おや 子は自 ハハを 敵 " 如く^ 


く 思って ゐ るが、 自分 も 亦 蕖等を 見て ゐ たくなかった。 うち 明けて 云へば、 歸京 後、 もう I 揮 閒 もう 

*- つ II よぐ 

ちに 寢起 きした が、 1 度 だッて 妻に 接觸 はして ゐ ない。 自分 は 別に 家 を 持つ 必耍が ある。 そして 家 を- 

t: てば、 書生の 時代と は 遠って、 自炊 もで きないから， ひと は 世話 をして 旲れる 婦人が 入る。 それ 

に は、 房 子さん のと ころでの 話で は、 澄 子が 丁度 都合い いのであった。 自分 はかの 女 を 女中 代りな ど. 

と輕ぃ 物に 見ない が、 その代り、 時 を 見て 夫婦 同樣 になって 貫 ふか も 知れぬ。 いや、 それ を！^ 知して 

貰 ふまで はうる さく 全力 を 擧げて 口説く かも 知れぬ。 が、 紳士の 體-向 を 守る から、 誓って.^ り.^ く は 用ゐ、 

ない。 そして それ 位の 敎養 はさきに 自分が 耶蘇 敎を 信じて ゐた 時代に、 多くの 婦人と 交際して ついて 

ゐ るから、 かの 女 も 安心して ゐ ていいと つけ 加へ た。 

『ですから、 どうです、 一 つ —— 僕 はざッ くばらん に 申します が —— あなたが 僕 を 色 をと こ にす る 

か、 僕が あなた を 色 をん なにす るか、 どッ ちと も氣が 向けば かま はない つもりで、 先づ 】 緖こ， 住んで 見、 

て吳れ ません か？』 つまり、 第 1 は、 同棲。 第二に、 夫婦の 青-際 11 。 

『さう です、 ね 11 』 かの 女 は微！ K しながら も まじめに なった。 『餘り 突然の ことで 11 』 と、 突き出， 

>ー しま 

たひさし變の下からしろ目がちで以ってこちらをU^Mげて、 而も 年增 らしい 落ち 付き を以 つて、 『です 

が、 その 11 北海道へまで も あなた を 追 ひかけ た 人 はどうな すった のです？』 

どうせ A 

I ！… …… 』 蕖は そこに かの 女に 少く とも 同 横す る だけの 氣 がないで もない の だら うと 分った。 『それ 

征服 被 征服  Hg セ 


泡^ 令； 築 ^六卷  四 三 八 

は、 もう、 御 心配に ゃァ 及びません。 すッ かり 手を切つ たのです から。』 

『でも l 』 

『c お、、 資を云 ふと、 ^に j 日 後れて また 出京した のです が、 僕 を 別な 男に 乘り換 へた 證據の 電報が- 

く りんけい 

あやまって 俊のと ころへ 建した ので、 それ を 封 じて つて や^ました。 それで 全く 關 係が 絕 えたので 

すから。』 

ちょ 

『.J1I1; は、 あたしの 方に も 問題がないでも ありません のです が、 ね』 と 云って、 かの 女が 語った ところ 

によると、 或 紳士で、 而も 金の ある 若い 紳士で、 結婚 をして" 4<れ るなら、 自動車 を も 儲へ て、 大抵の 

物 &; 慾なら サ させて やる と 中し 込んだ のが ある。 そして かの 女 も あらかた 索 知して^ いたの だが、 一 

つ 面白くない ことに は、 結婚の 時期 を 今半ケ 年ば かり 待って 吳れ ろと 云 ふの だ。 それ. -純粹 な 止む を 

得ない 輝-由な らいいが、 さう ではなく、 かの 女が 今のところ まだ その 事件と 不評判と を世閒 にお ぼえ 

ら れてゐ るから， 必らゃ の 親戚 どもから 反； 1 が 出る にき まって るから と 云 ふの だから • その 化間體 

を 遠慮す る氣 が、 かの 女から 見れば、 男の 心と して 大して 頼 母し くもなかった。 且. その 結婚で 滿足 

を 得られる の は 物 ゆお 慾ば かりで 11 それ も 失戀の 反動 作用と して 思 ひ 切 0 贅澤 をして 見る の だと すれ 

f 白面くな いこ ともないが 11 失った 戀の 痛み を 別に 恢復で きる わけの もので もなかった。 その上、 そ 

I  け.？ とう 

Q やらせる と 云 ふ 賛澤が どこまで 行ける か、 7ハ 人に ただ 金が あると 云 ふこと が 分って る だけで は 見 當， 


II 


も..^ かなかった。 で、 『その 方 は 思 ひ 切っても 少しも かま ひません が、 あたしの 方に も條 件が ありま 

す。』  - 

『何です？』 笑 ひながら、 『何でも 聽 きます よ"』 

『第一に、 決して 暴力に 訴 へない と 云 ふこと です、 ね。』 

『そり ゃァ、 無論です。』 

『それから、 中 野と はこれ まで 通りの 交際 をつ づけます から。』 

『それ も 承知です に蕖 はかのお が旣に 自分の 來 たこと を 中 野に 報告し に 行った こと を聽 かせられて ゐ 

『とうく あなたへまで 近づいて 雍 ました、 ね I 危險 です よ』 と 忠告した さう だ 力 

『そんな こと は、 もう。 あなたの せ i する 權利內 にある ことで はぁリ ません』 と、 かの 女 は 答へ たさ 

うだ。， ね M さんだ ッて、 さう 世間の 人が 惡く云 ふやうな 人物で は ございません、 わ』 とも。 

これによ つて 見ても、 かの 女ば 隨分 未練 も あらう が、 意地 もあって 面白さうな 女であった。 K めし 

を 馳走し に 築 はかのお を その 近處 にあって 自分 もよ く 行った 一四 详科现 の 龍 土 軒へ つれて 行った。 そし 

て、 ^を 少し 父から を そ はって 知って ると 云 ふので、 かの 女に 井 n! を m 一 かせて 二回 試み、 二回と も 力 

の 女の 負けであった。 それから、 また 暫 らく 玉突き を やって 兑 せた。 

征服 被 征服  ； 


li 使： 六卷  四 o 

K 一よ 

かの， K の 僅かな 生活 费の 大半 は矢ッ 張り 中 から 出て ゐ るので あった" そして 二三 H 前に も 谷 Q 

奧 あたりに 家 を 一緒に は. つけに 行って ちょ ッと靜 かさうな のがで き 上り かけて ゐ たので、 それ を 約束 

した？ ひいた の ださう だ。 軿 は 然し そんな 面白く もない ゆかり あると ころ へ 這 入りた くはなかった。 

どこか 入 上く 方 の 遠 ふところへ 行きたかった。 

『鬼に 角、 家 を^り る 準 倫に swi けて 置きます から』 と 云って、 鎮 はかの 女に 拾 五 岡 を 乎 渡した。 北. ま 

げんかう れつ 

道に ゐる 時から き 初めて、 歸京後 急いで 完成 させた 長 論文の 原稿料のう ちからであった。 築 はこの 

げんき 

原 SI がきの ふ 喪れ たこと や 久し振りで 玉突き を やった ことに やや 元 氣と都 會的氣 ぶんと を 恢復した 上 

にも >  斯う {$2^ に^ 近に 會 つた 婦人と 同梭 する ことができ るの を 自分ながら 舆 ましく W わった。 

含ん ちゃう 

歸せ してから も 心が 緊張して ゐ たので、 直ぐべ ンを 取って かの 女に 乎 紙を喾 いた。 『同棲の こと 御 

^下す つて これほど 嬉しい ことはありません。 そのつ いでに 第二の 條件 もお おへ 直しの 上^ 知して 戴 

きょぜつ 

きたいの です。 けれども * それが どうしてもで きないと あらば、 第一 絛件 だけで も 兩方を 担 絶され る 

より は 結構な ので ございます。 僕 は 飽くまで 一 個の 純士 として あなたに 向 ひ、 これから 自分の 新^ 活 

が i まん 

を 築き上げます。 人 は 僕の こと を 珍ら しい ほど 傲 な 男 だと 云 ひます。 が、 その.！ isT ただ 思った こと を 

鈾： 遠慮に 云っての ける だけの ことでしょう。 その 據に は、 今回、 歸 京しても、 さきに 十た や つづけて 

A ん とう  . 

闘した. C 分の 文舉的 努力に 對 して、 少しの 未練が 一にし い 要求 も 持って ゐ なかった" です. ^ 全く 初歩 


からの 出 し を やらねば なるまい と 思って. * これに も餘り i^;.:. 一み なく 歸 つて 來 たのです。 ところが、 友. 

人と 云 ふ もの はありが たい もので、 S ほ を もとの 通りに 認めて 吳れ ました。 これに 元：； お を 得た と 同時 

9^ もの  きょうど-つ 

に、 また あなたと 云 ふ 新ら しい 獲物が 加 はりました。 これから 共同の 新 生活 を やり 初めましょう。 あ 

なた もし ッ かりおや りなさい。 僕 は 十分 あなたの 話し相手に なりましょう から、 あなた も 亦 僕の 手賴に 

りに なって 下さい。』 

はう も.，^ 

翌朝、 この 手紙が 届いた あとへ 蕖 はまた 訪問して 行った。 

『1  貧 は、 きの ふお 預 りした おかね を 手紙に 入れて お返し 致さう かと 思って ましたので すが •  11 』 

. 『そんな こと を 今更ら』 と、 渠は 何げ なく 笑って しまった。 

はか けん 

『お 手紙 を^ 兑 しまして、 また 思 ひ 直した ところでした o』 

『無論です とも！』 

せう か； i しゃ 

暫 らく 雜談を してから、 家 を 接しに 一 緒に そとへ 出た。 そして 先 づ釵田 町なる 紹.^ 者の 家へ 行く つ 

もりで、 電車 を 九 段した で 下りる 時 * 渠 はかの 女より さきに 飛び下り ると、 あやまって CI 分の 下駄の 

ぢょ 

齒を 折って しまった。 すると、 かの 女 は あとから 下りて 來て、 

含ん じょ 

『見ッ ともない ぢゃァ ございま せんか、 どこか 近處で 買ひ換 へな けり ゃァ』 と 一 おった" そして 丁 皮 角..， 

から 二 軒 目にあった 下駄屋へ i£ 入って、 かの 女の がま 口から 出して 新ら しいの を 一 足 E 只って？ ？<れ た。 

征服 被 征服  S 四 一  , 


11 挖ハ卷 . 

『  』 はかの 女の 年が ギ だけに、 もう 女房 氣 取りに なって る わい と m わ はれた。 二十 六と.， n- し丄 

げたの は 思 ひ 遠 ひで、 木せ 二十 七 歳、 明ければ 二十 八になります と 云 ひ 直した ッけ。 一 つで も 若く 云 

つて 置きたかった の だ" うが、 同 接 ると ならば、 やがて どうせ 分る もの だからと 思 ひ 返した のらし 

K  , 窓に は、 さきの 色 をん なが 二十 二 歳であった から、 今度の もせめ て 鱸に もも ッと 若く あって 欲し. 

かった と 云 ふや うな 欲 や I が 、 もうあた ま S 隅 に 出て ゐた。 

紹介1^^の家に行くと、 1^ 子さん の 母親が 『それ はいい ことで ありました、 ね』 と 云って 喜んだ。 

『J ^藤さん もこれ から は まじめに なって、 謂へ 先生と 一  絡に しッ かりおや りなさい ませ。 中^ さ，^ 

i しか、 あれ は见 かけに よらない 不 まじめな 人でした から、 ね 』 

『  』 澄 于の颜 にむ ッ とした 機 子が 現 はれた の を 耕^も 兑た。 

『不 まじめと 云 ふので もないでしょう が』 と、 房 子 は 取り 爲 しながら、 『矢 ッ|、 近 管ん が 思って 

る ほど 正庶な 人で はない のです よ。 わたし はわた しの 大切な 友 だち を 豪な しにした と 云って、 泣いて 

おこって やりました のです もの。』  ： 

『 ……… 』 §3 子 は矢ッ 張りむ ッと して 1 つて ゐた。 あの m 件に 對 する 自分の 立ち 場に 现解 のない もの 

なんか 來 S ひたくない とか Q 女 i つたと かで、 拳さん はかの 女 S きろへ 二度と 忠告し に？. 

なく， また かの 女 も 一方のと ころへ ましくな つたこと は、 1" か li してむ た この r 


り- ，、さ- ジ 

きがかりから V;- あらう、 11 三人の 間に 男女 貞操 問題の 議論が 盛んに 出て、 關极 さんの やうに 窭がぁ 

つても 全く 關係を 絶して 刖に女 を 持つ のなら まだし もい いけれ ど、 巾 野の やうに 一 と 住みながら 他に 

も 女に 關 係しょう と 云 ふの は 不都合で あり、 また その 女の 方 もよ くないと 云 ふ 結論に 房 子さん が 達し 

た 時、 耕 次 も それに 赞成 すると、 澄 チは興 ざめ た 額で、 かた 乎 を ふところに 入れた まま、 『いやなら、 

よ- ク 

よすがい い、 さ』 と 云った。 そしで 御馳： K になって そこ を 出てから も、 なほ 不與な 様子 をつ づけた〕 

『あれ は 誰れ に 云った のです』 と、 渠は 不^ だから かの 女に 尋ねて 见た 7 房 子さん にです か、 m にで 

づ 力？』 

『もちろん、 あなたに です！』 

『ぢ ゃァ、 あなたの 思 ひ 違 ひです よ』 と、 苦笑しながら、 僅かに 1K ひぬ け をした。 『僕 は あなたの 特別 

じじ やう 

なま ザ 情 をまで 含めて 云った の ぢゃァ ない のです。 ただ 一 般 論で 云った のです から。』 けれども、 ，1;^: 〈はか 

の 女に 多少 でんば ふ 肌の 口調 や 態度が あった こと を 見の がし はしなかった。 そして これが 棄% の 本性 

を 持って ゐ て".. 犬れ れば 1 曆に 面白い がと 思った。 どうせ-: HI 然に 自分の 女が 變 はるなら、 いろんなのに. 

接して 兒 たかった。 

I  二 

征^ 狨 服  gigs 


n  ^六卷  四 四 四 

ぢょ 

『e^ に 角、 け ふ は、 もう、 家 さがし はやめにし ましょうよ』 と、 かの 女 は 云った。 塞レ うへ に、 S 間- 

が  m  れてゐ た。  1 綺 に；； 一 ひ 車に 乘 つて、 蹈 はかの 女の 家にまで ついて 行った ので ある。 

『おや ァ、 大 久保邊 を 探して、 あす 中には 家 を きめてし まひましょう、 ね。』 藥は まいで きめない と * 

かの 女の 心が また どう 變 はるか 分らない ので、 夜に 入っても、 その そば を 離れたくなかった。 

『^日の こと は^ 日に して、 お 酒で も飮 みまし ようよ。 』 かの 女の 燜を したの はおとと ひかの 女の 父と 

；.^ こ， 飮ん だと 云 ふその 殘 りであった。 ハ乂は 餘り飮 めない が、 もとから 好きで あつたので その 相 乎 を 

させられ たのが 地に なって、 かの 女 は 社 含に 出ても 隨分 多くの 酒飲みに つき 合つ て^たと 云 ふ。 おと 

とひ も 7 滔 あり、 翁 あり、 お出で を 待つ』 と ョ ふ ハ ガキ を- W したので、 今でも 小 is. 敎 おの 恩給 を K つて 

る 父が やって たの だが、 『まるでき 壁の &を 誠む やうで あつたよ』 と. -ー， 一って たと か。 そして この IS で 

は、 E おりで 考へ 込む うるさ さに、 かの 女 は コップで ひや 滔を やって ると 云 ふこと が 自慢ら しかった。 

ちょく 

『つまり、 燒け 酒でしょう * ね』 と、 耕，？ 微笑して 最初の 猎ロを 受けた。 Q 分が 飮み 乎で ない こと 

は 分って るの だが、 かの 女の 相 乎なら 少し は 自分 もして 見たかった。 

『あたし は^ 稿 を 寄き ます 時で も * そばに コップ を m はいと かなけ リゃァ けない i:- 惯で すの。』 

ぢょ 卞 き 

『  』 蹈は その 點に はかの 女に Q 水れ ざる を 得なかった が、 自分が 招 手 をして ゐる によって かの 女 

が近頃の寂しみを多少でも慰められてるゃぅすが^^んなぃでもなかった。 


f 燒げ にもな りましょう" さ』 とも かの 女 は 云った。 

『  』 藥は それが また 自分に 嬉しい やうな 可 S さうな やうな 氣 もして、 雑談 をつ づけた 。『さう で 

す、 斯うして いら ッ しゃったら、 いろんな 男が 張りに 來 ましょうが』 とも 尋ねて たに 答へ て、 かの 

女が 微笑しながら、 然し多少^！！慢さぅに語ったところでは、 曾て は 地方 選出の 代議士で、 なにがしと 

ーぉふ^^名な色魔的ぢィさんが、 夜お そく 酒 氣を帶 びて やって 來た。 請願 邇 動の 爲 めに 一 度 面會に 行つ 

たこと は あるが、 今と なって は、 而も そんな ありさまで 會ふ 必要がない から、 達て と 云 ふの を 無 gl に 

せー關 から 追 ひ 返した。 その 顷 はかの 女が 白 襟、 白す そ、 .21 そで 口の 美人 傍^者 ど 云 はれて、 窗議會 

に 關 係 ある ものら の 問に お ほ 評判であった さう だ。 21^ 近の 狀態 になって から も、 丁度、 もと 1:1::^ であ 

つた 敎： 15； が やって 來た。 その 時 はかの 女が 試みに 丸 髭 を 結って ゐた ところ、 その 5:- が 變な顔 をして、 

『結婚な すった のです か？』 

『なに、 ほんの、 これ は 狼よ けです の o』 少し 皮肉に さう 答へ た。 

『ぢ ゃァ、 安心です が * 僕 も寶は その 狼に 11 然し- おとなしい 0 にです が、 - 1 なって 來 ました 

が』 と 一： ム つて、 同じ やうな 問題 を 持ち出した。 これに は、 かの 女 は 今でも 心に 思って る 人 は變ら ない 

からと 返 ー$ した。 尤も、 それに は 今更ら 小 蔡敎： と 結 娘す る氣 もなかつ たの だ。 

『… …… 』 耕 次に はさう 云 ふ 話が 私 かに 自分の 好都合に 受け取れた。 向 ふ も 相赏に 見識 を 持って るの 
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だから、 こちら も 自分の 兑 識 を 信じて 進めば いいと 思へ た。 

中 との に まだ ゥ i が li しなかった うち は、 IS が @晚 の やうに 十二時 過ぎまで 衆て ゐ たさ、 フ 

で、 — かの がの 見せた つ H 然 よると、 築の こと を 『半夜の 友』 と 呼んで ある。 無論、 然し、 とま 

つて ih つたこと も あるに f おひない。 それに， かの 女 は 男に 接近す る こと を： 个氣 になって ゐる らしい。 

その 原因 はかの 女の まだく 若い 時の > ^戀が 破れた ことで ある。 かの 女の I 番 好きであった いとこが 

^舉 校を卒 梁して 目 戴した ので、 父の 許しに よって 無人の 手 傅 ひに 行った。 やがて は 結婚式 を 

兩 方の 親 どもが 擧げて 犬れ る ことにき まって たの だが、 それ を も 待たないで いとこ はま だ ひよわ かつ 

た女を^-カに訴へた0で、直ぐその翌朝逃げて歸ってから、 かの 女の 胸に 一 般 男性に 對 する 《 しみと 很 

鑼、. ^との 芽ば えが 生じた ので ある。 

その後、 かの 女の ハ乂の ら いて ゐた 小擧 校に 預か つて 養 ひ 育て て ゐた或 小 華族の 若 子なる 夫さん 

と 云 ふ、 す ッとギ したな の を 多少 不自然な 戀 ごこち を以 つて 可愛がった。 一緒に 寢 せて やっても ゐた 

の だが、 父が <舉 校を赍 り拂 つて 藥り 屋 になり、 直ぐ 失敗して また かの 女と 共に 郡部の 敎員 になって か 

らも、 かの 女 は 時々 春 夫 を その の 屋敷へ 尋ねて 行って、 同じ 窒に とまった が、 或 時 SK の 父が そ 

れ を^り 妬ましい やうな、 如何にも 氣遠 ひじみ た 目つ きをして 見に 來 たので、 それ ッ 切り 行かな くな 

つた 。それから、 かの 女が 最初の 敎员 生活 を やめて 1$ び 東 一 M 市に 出で、 鐵道 局の 事務員に なった 時 も、 


父のう は^な.？ 郡視舉 からの 達て G 願 ひで 11 かの 女の 一；：：：： 紫で は、 表面 だけ は 11 その 視學 eg; なる 

人と 夫婦 同様に 一 つ？ K し 間に 住んだ。 けれども、 資際は 男が 餘 りに 弱くて？：： ^ がぎ がな く、 かの 女 を^ 

,  ,  ちょ 

さん， 姉さんと 呼んで、 かの 女の 出勤 や 歸宅を 送り 迎へ する のが 却って ありがた くもなく 馬 .M 々々し 

くな つて、 逃げ出して しまった。 そして ヌが 血で 書いた 乎 紙 (これ を も かの 女 は 耕 次に 出して 見せた) 

を以 つて 今 ！皮歸 つて 來て L 犬れ ろと 云って 來 たが、 相 乎に しなかった。 

かの 女 はまた 或 雜 誌の 編輯 に たづ さは リ、 その年^^^ぃ金主：l^社長の家に夜ぉそくまでゐること 

があった。 そして 歸 りに は 新 まで 送って 莨って、 山の手 線から- issf を 信 濃 町で 下りる と- そこに は 

また 中 野が 来て 待って るので あった。 が、 或 夜、 餘り おそくな つたので、 とまる ことにして、 『い たづ 

らさ へしなければ』 と斷 わって 社畏と I っ窒に K つた。 ところが- その 緩- S なる S の！： き 

なって る g¥q ^が 尊ね て 一 米て、 ひ よんた 颜を したので、 逮慮 なくお； S 入ん なさい、 わたし は 別に 何でも 

ない のです からと 云って やった さう だ。 

かの 女 はこ ちらが 正直な 態度に なって るのに 報いる ほめで あらう が、 そんな こと を もす ッ かりし や 

べつて， しまった。 一 つに は、 また、 そこに かの 女が 男子 どもに 對 してせ^ 張って お^た ど 云 ふ C 慢 ^しく 

は躯 ハ^が あるら しかった。 eg 近に はまた 若い < ^社 良が あって、 夜、 英語 を 習 ひに i 氷て ゐ たが、 麓お 

力ね か 使 ひ 物 か を 持って 來る のが を かしい と m わって ゐ たら、 三晚 目に はいろ./^ 身の上ば なし を 初め 
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て、 なかく 歸 らうと もしなかった。 で、 とめて やったら、 がちに だが、 だから 煮え 切れないで、 

ケ-. «. し 込んだ。 それ を斷 わったら、 その 明くる日から ぱッ たり 來 なくなつ たさう だ。 耕.^ も、 だ 

から、 とまる 氣で 火鉢の そば を 離れなかった。 すると、 かの 女 は 

『ま * ヒ.、 si がご ざいますなら、 稷 になって から 伺 ひましよう』 と 云った。 そして 無論 別々 になって な 

て だが、 中 野の ことば かり は 3- ひ 切れないと 云った 風に その 詰 をつ づけた。 云 はば、 のろけばなし だ。 

然し、 こちらに は それが かの 女の 男 その物 を 親しむ よりも、 かの 女の 戀 その物 を懷 かしんで る やうに 

.义し ヒ。 つ ふ、 り、 かの 女の 戀は 旣に資 際の 世界 を 離れて、 全く {4! 想界の あこがれに 變 じて ゐ るら しか 

つた。  . 

くうきょ 

『『維 ^ま!^ よ』 と、 ：s は 心のう ちで かの 女をネ しんで 呼んだ。 そして その 签虚な 筒 所を滿 たして や 

るの は，：！： 分 だと、 同時に また 自分の 今の WI 虛に はかの 女 を 入り込ませて やらう と考 へた。 

かの 女 はふと 1$ び 起き 出で て 原稿 入りの が 籠 を 枕 もとに 持って 來た。 そしても とのと ころに ひ 

てな つ て 1? から 出した 1 つ の 新聞 切り 拔 きを 護み 初めた。 の 女に 對 する 弱點を ^の 女が 冷 かした 

句の やうな もので、  

『ER をい つも 引きつけ て くに は" * はいつ もた だ 微笑して をれば 足る。 然 らば、 その 微笑の 一一 一 ー=葉 に 

對 して はガ I- の もい と はざる べし』 とか T 女は少 くと も i は 下 だら ぬ^の ロ說 きを 受ける もの 


なり』 とか 云 ふ 文句な どが 集まって る。 かの 女 は その 一 句 を 讀み終 はる 毎に 得意 さうな 顔 を こちらに 

向けて、 こちらが 何と 云 ふか をう かがった。 

『面白い』 とか、 『眞理 です、 ね』 とか、 渠は 口のう へで は 答へ た。 そして かの 女が 53 き 上った 時に ち 

ょッと 見せた 脛の 白かった こと を 思 ひながら、 かの 女の 朗讀の 口調が しツ かりして、 而も 齒 5\れ のい 

いのが ここ 地よ かった。 尤も、 かの 女 は馱の 文句 通り 芝に 生れて 祌 田に 育った と 云 ふ。 けれども、 そ 

の 先代 は 划-方 出で あるに 對 して、 こちら はまた 生まれた の は かみがたに 於いて だが、 1^ 近の 先 m 数 代 

の 墓 は 深 川に 在り、 父 も-威 父 も 八丁 掘の 生まれで、 自分の 靑 つたの は 芝で だと 云 ふこと を 食け すに 吿 

げて 置いた。 こんな こと はこ ちらに は寶 際ど ラ でもよ かった の だが、 かの 女の 氣 取りの I つが そこに 

あつたので、 こちら も 負けて はゐ なかった。 

暫 らく 一 一人と も 無言であった。  • 

1- に は、 自分が 靑 くさい 部屋で 賤 しい 女の やって 來 るの を 待ち |g びた こと も ある。 そんな 時の 經驗 

から 云へば、 女が そばに ゐ さへ すれば 溜らぬ 刺戟 を 受ける 啓で あらう が、 II 種類の 逮 つた 女に はま 

た 種類の 違った 感じ を 保って ゐる だけの 餘裕が あるの を- 幸 ひに も 自分 年 來の敎 養のお かげ だと 思 は 

れた。 自分の 神經 がます/ \ 冴えて 行って 眠られな いのは、 必ら すし も I 方の 嗜ぃ 刺戟ば かりで はな 

かった。 また、 かかる 婦人の 心のう ちがいろ くに 弯 へられて い 小 憎らしく も ぁリ、 また しく も 
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あった 爲 めだ。 こんな 紹介が あつたの なら、 何も、 降り 積む 謹に 追 ひ 迫られる まで 北海道な どに ぐ 

づぐづ して わるに は 及ばなかった。 馬鹿な！ 自分 は 何で あんなに あちらで まご 付いて たの だら う？，^ 

郞-」 釣られたり、 .3 ッ かけて 來 たや まひ 付き 女 を 病院に 入れたり して ゐ たの は、 1. その 時にはい ろ 

いろの 理由 もあった が、 —- 皆、 今と なって は、 自分の 絶望から 出た 無 方針の 結果であった こえ 力 

らは 1 つまた 新しい 氣 ぶん を 以っ てこの 婦人に も 自分の 努力 を 見せて やらうな どと 思 ひつ づける と、 

自分よ a はす しんみりした の淚 をまで こぼし かけて ねる の を おぼえた。 

そして このま だ 見せ はしない 淚を以 つて 向 分の 本心 はかの 女を迎 へて やる の だと 思 ふと、 これが 自 

分 その物の 正直な ところ そッ くりで ある だけに、 これ を 直ぐに も かの 女の 胸に 傳へ たかった。 自分 は 

"1;^% に 緊張して ゐる やうな、 そして また デカダン 的に だらけ 切って る やうな 氣 持ちに なって、 心で 

は それとなく 自分に も ある 寂しみ を訴 へつつ、 右 を 向いて、 かの 女の 厚 化 管した 丸い 横が ほに 自分 

の 目 を そそいだ。 不眠 性に かかって ると 云 ふかの 女 も、 無論、 まだ 眠って ゐ ないやう すであった。 

けれども、 こちら はいつ のまに か 眠れた。 霸、 目 を さます と、 かの 女は旣 i どころ をして ゐ 

た。 渠は手 を 延ばして 枕 もとの 時計 を 引き寄せて 見る と。 九 時 を 過ぎて る。 

『：  』 直ぐ 起きよう としたが、 

『もう 少し 寢 ていら ッ しゃいよ、 今に 起して あげます から』 と、 かの 女が わ だか まり I いやうな 聲 


を かけた。 そして 來てゐ る 魚屋に さしみ を 一 一人前つ くる こと を 命じて ゐた 

『  』 渠 はかの 女が 少しも 人に 憚って ゐ ない のにち ょッと 驚き もした し、 また 安心 もした。 そし 

て 手 を引ッ 込めて、 再び 寢 どこの あ ッ たかみに 親しんだ が、 その 手が ゆ ふべ どう 云 ふ 感じ を 自分に 傳 

へた かと 云 ふこと を考へ て 見ながら、 私 かに 寢 まき 姿の かの 女が して ゐる こと を 枕のう へから 見て ゐ 

た。 

その 日、 二人で 府下なる 西大久 保の 方へ 出かけた が、 電車に 乘 つてる 間に も、 耕 次 は 自分の ゆ ふべ 

だら 力と 延ばした 右の 手に まだ ぁッ たかい 夢を見て ゐた。 

ふ みん しゃう 

向 ふ も 不眠 性の 苦し まぎれに だら うが、 

ねむ 

『お眠りに なれな はれば、 手を貸しましょうか』 と 云った。 こちら は 寧ろ 先づ耻 かしみ を 感じた。 自 

分の 前にと まった 男 もさう して 貰って、 自分 通お 多少の 滿足を 得た の だら うと 思へ たからで ある。 切 

迫して ゐた 自分の 呼吸 は その 時 却って 少し 落ち 付いた。 そして、 さう だ！ わけもなく 無事にぐ ッ すお 

眠りに 落ちる ことができた。 

それから、 西大久 保へ 渠等 がわ ざく 目當て をつ けたの は、 蕖の 友人 も 一 二 四名ゐ るし、 また かの 

ぢょ  ぐ あ 

女 は 去年 まて 舉生雜 誌の 編輯に 行って、 その あた リの 工合 ひ を 知って ると  一一 4 ふしす るからで あった。 

その 雜誌社 は 去年で つぶれた の だから、 かの 女のと まった こと も あると 云 ふその 家が；— 恰好な 家で 
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. I ひよ ッと すると 明いて るか も 知れぬ と 云 ふ 望みで あつたの だが、 それ は 明いて ゐ なかった。 そし 

て その 近虚で * 戶 山の 原に 近いと ころで 閑靜 らしい、 そして 又 ふたりの 住む に 丁度い いの を 見付け-た。 

玄關の 間が 三 曼、 客 が 八疊、 奥が 六疊、 茶の間が 四 壟 半で、 勝手の 方に は 下 便所 もつ いて ゐた。 

『何よりも いいこと に は、 門が まへ で、 玄關 には武 か附 いてます、 ね』 と、 かの 女 は 嬉しがった。 

そして 二 ヶ月 分の 敷金 も： 鬼が かの 女に 渡して あった 金で 直ぐ 間に合った。 

『よく そッ くり 持って ました、 ね。』 渠に は、 かの 女の 經歷 をち よ ッと聽 いた ところでは 人の 物な ど 何 

とも 思 はぬ 婦人の やうで もあった。 

『まさか —— あたし だッて —— 』 

『實 は、 つか はれても 仕方がな いと 思って ましたが I. 』 

『あたし だッ て』 と、 また ほがらかな 聲で笑 ひながら、 『責任 は 重んじます、 わ。』 

『  』 渠は そのこと に 於いて 先づ かの 女 を 妻 同樣に 信じても いいと 2 心った。 

同じ 大久 保に 住む がが と 云 ふ 友人の 家に 立ち寄り、 渠は あす 移轉 して 來る こと を 報告し、 また かの 

女 を も 自分の これからの is? として 紹介した。 その 歸りは 夜に なった ので、 かの 女 を 赤 坂へ 送って 

行って、 暫ら くまた 話 をした。 

『記念です から、 庭 の 乙4^- つ ばき と 鉢う ゑ の けやきと は 持って 行き ま すよ。』 二つと も 多少 物 ご ころ. か 


付いて から の. ま 夫さん が 時を異 に して 持って 來 たも Q ださう だ。 

『あなたに は いろんな 記念が あるから に 斯う ぞんざいな 言 葉が 使へ る だけ、 橥は 少しら くな 氣 ぶんに 

なって ゐた。 商 接の 返： J として、 『然し それ も 結構です。』 

お 互 ひに 友人のと ころで 飲ませられた 酒の 醉 ひがま だ 殘 つて ゐた。 

はっかう しゃ 

渠は家 を 探して 歩いて る 時、 或 雑誌の 發 行者に 出逢った の を 幸 ひ、 原稿 を 約束して かね を 借りた。 

その 時 向 ふが にゃ^く と 笑って た 樣子を 思 ひ 出しながら • 今夜も亦とま.=^たかったのだが、 もう、 

たッた I 晚 のこと を あつかまし いと 思 はれた くはなかった。 

四 

九日 は 先づ澄 子の 方 を引ッ 越しさせる 手：^ にして あった。 が、 餘り 早く 行って、 男が 臺 どころ の 物 

まで かたづける 手傳ひ をす るの は、 近處の 人に 見られても、 餘 り見ッ ともい ぃ圖 ではなから うと 思つ 

た。 渠は 朝から 落ち 付き を 失って る 心 を 押さへ ながら、 丁度 正午 を 過ぎてから 出かけた。 

『大暦 t- ゅッ くりでした、 ね』 と、 かの 女 は 不平 さう であった。 

『なに、 さう 早く 來たッ て 仕 かたがな いと 思 ひました から 一 I 』 

1  J  くるま 

『でも、 まァ、 • ！ もう、 車 さへ 來れ ばいいんで すの。』 

I 股 被征吸  四 fsl 


li  ^六ぎ  四 五 0 

『おや ァ、 ^ぐ. t んで來 ます。』 

おは ゆ ふべ の 28 りに 頼んで 置いた 荷 草屋へ 行って 歸 つて 見る と、 お 向 ふとお 隣り との， ま 君 だと 云 ふ 

のが1って；^4て、 まとまった 荷物の 間で 茶と 餅 菓子との 馳走に なって ゐた。 渠に はこの 一 方の 細君 だ 

な、 壁に 耳 をつ けて 11 一.^ の 話 を聽き 取って、 近處へ 得意 さう に 布れ まわった と 云 ふの は、 と 分った。 

成る まど 人の 惡 さうな 顔つき をして ゐる。 それに、 今度の男はまたどんな人物だらぅと見^^カって槃 

ふ 一う 

つて 來 たので も あらう から、 藥は耻 かしい やうな 氣 もした。 が、 かの 女 はこ ちら を 皆に お ほび らに紹 

介した。 

If 都合に よると、 — さう して 結婚す るか も 知れません Q。』s ろん な こと を旣に 話して ゐ たらしい 

こちらに 向って、 

つ ほ *v たの 

『あなた、 あの をと め 椿を賴 みます よ。』 

『さう でした、 ね』 と 受けて、 渠は 心の 足 もと を 皆に 見られな いやう にして 裏庭へ 下りた。 二 間に 一 

ばかりの な 庭に ただ I つ、 枝 も 少なに ひよ ろ 長く 延びて る、 例の 記念 だと 云 ふ 木 は、 わけ もな 

く拔き 取れた。 それ を 成るべく 多くの 土 をつ けた ままで 座敷から 玄關の 外へ 運んだ。 それ 力ら、 また 

い やくながら の そば へ 坐 わると、 

『っぃでに跑ぉからまゎって下すったらょかったですのに。』かの女はきの上に落ちてじる；！：^.^^に1て 


ゐる やうす で. あった。 

『ほ、 ほ、 ほ！』 お客さん ども は わざとら しく 笑 ひ 聲を擧 げた。 

< せ ふ 

『  』 渠 は 苦笑しながら、 『どうせ 引ッ越 すんで すよ。』 

『でも』 と 云った 切りで、 かの 女 も 亦 客と. 颜を 見合 はせ て 笑った。 それ はこ ちら を 年う への 女が 年し 

たの 男 を 扱 ふやう であった。 

ちょ こくはく 

『あ ァ、 お菓子が たべたい』 などと、 かの 女の 告白に よると、 夜中に かの 女が 突然 大きな 聲を 出す の 

も、 隣り に 聽 き 取られた。 けれども、 中 野 はめん どうく ささうな 顔 をしながら も， そんな 時にはて く 

てく 出て 行って 正 に 買って 來 たさう だ。 

『  』 耕 次に は * 然し、 そんな こと は 私 かに 眞ッ平 御免の 覺 悟であった。 

かさ 張る もの は簞筍 j さ をと ぎ圑 ふた 糾 と 長火鉢と であった から、 外に 机 や 小 行 太. f や 手桶 を 積んで 

も、 荷，； sM 臺で 足りた。 渠 はかの 女が 棄 てた とも 知らす に 】 つの 古びし やく を 取り上げたら、 けち 臭 

リノゃ うだん 

いと 冗ー談 らしく 叱られた。 そこ へ ぉほ屋 のお かみさん らしい のが やって 來て家 §3； を 催促した が、 

『それ は屮 野さん が 承知して をり ますから』 と、 かの 女 は 答へ た。 ゆ ふべ は 行けなかった ので、 けさ 

はう- 0  く 

早く 報告に 行って 來 たこと は、 かの 女の 話で こちらに も 分って ゐた。 が、 そこに 金錢 上の 念 を も 押し 

て來 たもの らしい。 ただ それだけの ことに 關 してで も、 かの 女 を こちらが 右から 左り へお いそれ と 承 

征服 被 征服  四 五 五 


泡 鳴 <i 集 银六卷  四 五六 

け糨ぐ かたちに なった の は、 餘り いい 氣 がしなかった • 

『  』 お 一は 自分ながら f 怯と 思へ る ほど 冷靜 になって ゐ たが、 かの 女は假 りの 荷作りの 荷積みに 

も 多少の 昂& をして ゐ たと 見え、 かの 女の 寵愛 物が にや ァく 泣いて そばへ やって来た 時、  一 

『おや！ 猫 を 忘れて ゐ ましたよ』 と 云った。  一 

きら 

『  』 渠 として は 忘れて はゐ なかった が、 そんな 物 は 嫌 ひなので 成るべくう ッ ちゃって 置いて 貰 

ん にち  %  , 

ひたかった。 さりと て、 これ も 1 つの 記念物で、 綠：！ I で 拾って 來 てから 二 年 も 飼って あると 力の も 一 

き iL.  く  ^ 

が 云って たの だから、 萬 ざら それだけ を 切り離して 虐待 もで きなかった 。『おや ァ、 俊に いい 考 へが あ 

ります』 と 云って、 かの 女に それ を 抓らへ しめて S も 古い 風呂敷に 包んだ。 そして その 前後の 兩 あし： 

を E つてから、 積めた 荷の 一番う へなる 炭轮の 中に 入れた。  ： 

『ぎ ゃァ く』 と、 猫 はび ッ くりした 爲 めか I 生 懸命に もがき 初めた。  i 

『可哀 さう に！』 かの 女 は 然し 半ば 微笑して ゐた。 が、 餘リに 死に 物ぐ る ひに 聲を擧 はても がく Q を； 

見て、 かの 女の 顔 も 見る く 眞ッさ をに なった。 

『  』 渠も 自分で 笑って ゐられ ない ほど それの 物ぐ る ひに 同情した が、 再び 手 を， 近つ ける とすれ 一 

さう ざ- CN 

ば、 き ッと嗯 み 付かれる 恐れが あった。 そしても がき 狂って る その さま を 人間の それにまで 想像して、 

ぞッ としながら 見つめて ゐ た。  .^^^J 


ユ- のうちに. どれ かの くくり どころ が ほどけた と ：II^ え、 猫 はず.. のうへ からお 向 ふの 板 に 飛び移 リ、 

そこ を 渡って 行って こちらの 長屋 横手 の 雜 から 1 の 方 へ 逃げ た。 きたな い 風呂敷 を そのから だに 附 

けた まま だ。 

『仕 やうがない でしょう。 ぅッ ちゃって 置いて 行きましょう』 と、 かの 女 は 云った。 『どうせ あなたに 

はお 嫌 ひの つれ ツ子です から。』 

『ぢ ゃァ、 さう しましょう。』 渠は 逃げた 物の ことよ リも、 寧ろ かの 女が 獨り 者に も 拘らす 割 0 合 ひに 

1! 故にた けて ゐて、 近處ゃ 知リ合 ひの 夫婦喧嘩 を 仲裁した. ON* 人の 細君の 爲 めに 離婚 請求の 六ケ しい 

かけ 合 ひ を 引き受けたり したと 云 ふこと を へ た。 

てん 4«  H 

集 等が 特 居さき へ 行った 時 は、 日が 暮れ かかって ゐ たので、 差配に立ち寄って提燈と箒木とを借.=^ 

た。 そして 電氣が 今夜 間に合 はない とのこと で、 戸の 突ッ かひ 棒 を 持って 來て その 核へ また 別に 蠍燭 

の 火 を 立てて、 それと 提燈と の あかりで 晚めし 代り に 薔麥を 喰べ た。 

『いよく これから あなたのお 三 どんです か、 ね？』 

『なァ に』 と渠 は簡單 にう ち 消した、 『倏件 さへ 滿足 になれば I— 』 

おぐ しう しん 

『です が、 それ はまお 分^ません、 わ、 11 あたし は 男に 對 して 少 くと も 二度の 複鑼心 こそ あれ， 戀 

など は、 もう、 二度と したくな. S のです もの。』 

征服 狡 征服  £ 五 七 


^^i  四 五八 

『  』 t; ぶ はかの 5^ がいと こと 中 野との こと を 云った の だら うと 思って、 『それ は 分って ますが、 ね、 

やがて 第一 U 右し く は 第三の 戀を 僕が 産ませて 見せます よ。』 

『それまで はき ッと約 m を 守って 下さる でしよう、 ね？』 この 疑問に はま だかの 女の 顔に 疑惑の 色 を 

兄せ た。 

けう やう  J  -  -  n 

『無論で す。 僕が そんな ことに 敎： おのない 人間と 見え ま す 力？』 

『だから』 と、 かの 女 は 1 段 安心した やうに、 『紳士と して 尊敬し ます、 わ。』 

『よろしい！ 僕 も あなた を ！ つの として 取り扱 ひます。， i はかの 女の 舊悪ゃ 古き すが 如何に あ 

つても、 そ 1 は 問 はない 決心であった。 自分 も 1 新した 生活 を 初める 代 やに は、 かの 女に もさう させ 

たかった。 

荷車が 蓊 した 時 は 七 時 を 過ぎて ゐた。 うす 暗い あかり を迎 つて、 荷 を 運び込んだ。 £關 のから 紙の 

奥なる 六 墨 を かの 女の 部屋と きめて、 渠は 客間の 八疊を 占領す る ことにした。 鬼に 角、 友人と して ま 

だ it する だけの こと だから、 お 互 ひの 寢 どこ は 別室に 取る と 云 ふので あった。 かの 女の 室へ は玄關 

の 間 を 通って 道 入る ほかに は、 茶の間からの 開ら きを 明ける の だが、 かの 女 は その ひらきに 內が わか 

ぢ *■ ク  / 

らの 假り鉱 をつ ける ことにした。 

氣 K が氣 候で、 极を 凍らせる 恐れが あるので、 をと め祷を もつ いでに 植ゑ てし まふ 爲め、 渠 はかの 


:■  ぜんざ； 5： 

女に 提燈 を以 つて 場所 を 選定せ しめた。 そして 門內と 前. 栽と を 仕切る 建 仁 寺 垣の うらがわ にき まつ 

た。 今 一 つかへ での 本 を 持って たの を玄關 さきへ 植 ゑた。 

その 翌日 は 耕 次 自身の 荷物が 移轉 する のであった。 こちらの 懷 中が 乏しい の を 察して ゐる爲 めか、 

かの 女 は 

『これで もお 役に立つなら』 と 云って、 小形の 銀時計 を こちらに 渡した。 が、 渠には 持ち 時計が 北海 

道で 無くなった ままに なって るので、 1 つ は 必要の 爲め、 かの 女から 預かっても 質入れ はしなかった。 

そして 自分に たッた I っ殘 つて 來た化 海道 製の せびろ 服 を 曲 ゆた。 そして 荷車 ニ臺の 書籍と、 夜着と， 

鐵の乎 あぶりと、 碁盤と を 持って来た。 ■  その 整理に 日が 暮れて しまったが、 二人で 相談して、 自分 等 

の 名 をあった 板に 二つ 並べて 書い た 表札 を 門 の 向って 右手に うち 付けた。 

『  』 渠は それ を 人に 自慢しても いい 關 係の 表示と して 餘 ほど 得意に 思った。 

ぢょ 

『人が 見たら、 珍ら しが. ましょうよ』 と、 かの 女 も 嬉しがった。 . 

落ち 付いて、 茶の間の 火鉢に 向 ひ 合って から、 築 は 自分の 舊 作詩 藥を出 して、 その、 フ ちから 四五篇 

らう ぎん  ぢ よ 

戀の歌 を 『實 は、 朗吟な どした こと はない のです が』 と 前置きして、 かの 女に 聽 かせた。 そして 今 か 

の 女に 對 して 有する 同じ 心持ち を それとなく 自分の 調子にまで 發 表した。 自分で は 詩ゃ實 生活に 現 は 

かんしゃう しん 

れた 感傷 心 を 卑しめながら も、 少 からす その 感傷的に なって ゐ るの を おぼえた。 

ij^ 服 被 征服  四 五 九 


『あの 猫 はどうして るでしょう、 ね？』 かの 女 は 然します く 沈んで 行った。 

『猫 ぢゃァ ないで しょう 51 』 少しへ 掛卞 ぬけが して、 渠には あはい 嫉妬が 燃えた 。『中 野の こと だ。』 

『そり ゃァ』 と、 かの 女 はや や 引き立って こちら を 微笑しながら 見つめ、 『あたしに ゃァ鏺 がいの ちで 

すから。 でも、 中 野との 關係 は、 もう * 過去の ことです から 御 安心 下さい。』 

らうまん しゅぎ しゃ 

『そこが あなたの まだ 羅曼 主義者た ると ころです よ』 

『然し 麵は靈 で、 靈は； S 聖 です』 とまた 云 ひ 出した ので、 渠も 意地に なって かの 女に 反對 して、 神聖 

も 不祌聖 もない。 靈も肉 もない。 かかる 區別 はどッ ちへ かた 向いても 部分的 物質的な^ へで、 人間の 

相 や 本心 はか かる 物質的 西 別 を 撒 去ん たぎ 致のう へ に 在る こと を說 いた。 

然しかの女には矢ッ張.=^それが现解できなかった。 肉 は 物質で、 靈は その 反對^ と 云 ふ あり 振れた 

に ふけん 

先入：1:^<がぁる爲だらぅと思はれた。 

かのお の 父へ ハガキ を 出して 置いた ので、 十 1 曰の 晝 過ぎに は 早速 やって 來た。 それが 納互賨 リ、 - 

酒 Q かす 费り である こと は耕ォ へに も 別に 氣 にならなかった。 且、 娘の こと は 1 切 娘 自身の 自由に まか 

ると 云 ふら. へ 一， I こ と はた，^ これ を 5^ 告 しさ へ. ばいい Q であった。 


せ て Ac ると  一 IH  Jr  £  AT^ /-1 I.  /My  i   に  Hh  

が、 父が かつぎ 荷 を 裏手の 方へ ま はして、 それ を臺 どころ 口へ 迎 へに 出た 娘に 向って、 

『け ふよ、 も^^\、  が これで やめ だ。 こッ ちの 方 は 初めて だが、 かす はよ く寶れ たよ』 と 語って ゐ 

かしま  ゐぁン 

るの を聽 くと • 餅， グ、 は八疊 の 机が はりに なって る 一閑張りに 向 ひながら、 少なカらす1種の烕£^5をぉ 

ぼえ た。 そして 今まで こちらで 何げ ない 話 をして ゐた澄 子が 俄かに その 態度 を 改めて、 父と 共に こち 

ナぅ AI^ 

ら がしよ ひ 切れぬ ほどの 耍求を 持ち出し たりして はと 云 ふ 空想と 恐 W とが 浮んだ。 

『  』 が、 改めて 初對 面の をした 時には、 また 澄 子の 家 を 初めて 音づれ た 時の やうな うぶな 

赤面 を 感じながら も、 大分に 渠の 心な 落ち 付いて ゐた。 座敷の 鐵 火齚を 三人で 取 リ圍ん だの だが、 か 

ぢょ 

の 女 も まじめに なって、 渠に、 

11 事情 は あなたから お話しして 下す つた 方が いいと 思 ひます から — 』 

『さう です、 ね —— わたくしから 申し上げ ますが、 つまり』 と 云って、 築 は 自分の かたち を 正した。 

『M,f やって 來た萬 朝 報の 記者に もよ く 話して 置いた ので、 いづれ 明日の 新聞に は 出る でしよう が、』 

は簡單 にだがず けッ 透し に 自分 等の 僅か 四 五日の 間に 同棲す るに 至った 事情 や 要件 を かの 女 も 一 致 

できる やうに 說 明した。 『ですから、 俊 はま だ戶籍 上で は 別に 妻 を 持てません が、 澄 子さん さへ マお 知な 

ら、 いっから でも 妻 同樣の 待遇 をしたい のです。』 

『尤もです。 J 父の 六十 を 越えても なほ するど さうな 目に は、 この 時うる ほひ も 出て ゐる のが 見えた。 

征服 被 征服  四. 2 


『 …： ；•』 耕 次 は 心で 父の 同情 を 感謝した。 

『あたし は』 と、 かの 女 も 耕 次の 言葉 を 引き取って、 『まだ そこまでの 決心に は 行って- „3 ない のです が、 

鬼に 角. さう 云 ふわけ ですから お父さん は 御 安心な すって て 下さい。』 

『もう、 僕 は —— いつもお 前の 自由に まかせて ゐ るの だから。』 

『ぢ ゃァ、 もうお 分リ になった として』 と 云って、 耕 次 は 話し を 父の 商寶 のこと や 、 父 やかの 女が 

敎 Dsr をして ゐた 時の ことに 移した。 かの 女ら の 赴任地であった と 云 ふ 方面に、 これ も 矢張り 敎 員で 敎 

員の 妻に なった 昔の 友人が ゐる < 帝 なの を 思 ひ 出して、 その 人名 を擧げ ると、 それ はまた 意外に もこの 

父が！！ がの 勞を 取った 夫婦であった。 こちら は 今 一 つ 意外な こと を 知って ゐた。 自分ら の 仲間の 一 人 

ふたりに い たづら な ものが あって、 電車ゃ道ばたで知.=^もしなぃ女にょく物を云ひかけた。 そして そ 

のうちに は それが 爲 めに 友人に なったり、 甚だし いのは、 即座に 怪しい 待ち 合 ひへ しけ 込んだ リ した 

のが ある。 自分 も 一 度 それ を やって 見ようと して、 屐^ の 試みに 最後の 失敗 をした。 もう、 古い こと 

だが、 芝の 品 川 電車 通りで、 け ばくしい & 装で、 ちょ ッと 見つ きの 違った 若い 女が 通って ゐた。 そ 

れに 話しかけて、 

『どうです、 晝 めしで も 一 緖 にたべ ません か』 と 云った。 

『それ どころ です か、 今から 急いで 帝 國議會 に 行 くんです よ。』 女の 昂奮して ゐ たの は、 こちらに 對す 


る 侮蔑の 爲 めよりも、 議會と 云 ふ 大きな 場所で かの 女の 請願 事件が その H の 問題に のぼる 故で あつ 

た。 その 女が. いかなる 奇 i か 澄 子 だと 云 ふこと は、 おとと ひ、 かの 女が 思 ひ 出ば なしに かの 女から 語 

リ 出した ので 分った。 そして 今は渠 から I つの 笑 ひばなし として 父に 告げられた。 

『だから * 世間 は廣 いやう でも 狭い もの だ、 ね。』 父 はこ ちらの 私から つして ゐる 心持ちに 比べて は 

_ 般 平凡な 意兒 しか 持って ゐ ないやう だが、 その はなし 振りに ちょ ッと 物の 分った 老人に ぁリ がちな 

てう だつ ■7' 

超說味 世 7 中 を 茶化して ゐる 趣きが あるの は、 昔の 士族 ゃ老敎 員の 物好きと して ！， 娘 こま 勿， - 

息子 夫婦に も 手賴ら ないで、 . I こんな 商賫 をして ゐ るに ふさ はしく 田 5 は 1 た。 

『  』 父 を 失って る 耕 次 は 澄 子の 爲 めに 第二の 父 を 得た やうな^ かしみ を おぼえた。 

『蘇 盤が ある やう だが、 やって 見よう か、 ね？』 

『願 ひましよう。』 

『關 根さん も强 いやう です よ』 と 云って、 澄 子 は 盤の 置いて ある 方に 立った。 やさしく  Dn^ せる 爲め 

ミ  >  ぢ よ  ？  ， 

力 力の 女： S 人並みより 長く 裾 を 引いて るので、 兩 手に 持ち上げて 盤 を 、通んで 來る その 歩みの 間に ふ 

とって ゐ さうな くるぶしのう へ が 見えた。 

=  』 は 前に これ を かの 女と 了ぼ戰 つて 見た が 全く、 同 條 件に 對 する 程の 手 ごた へがな かつ 

たこと を 思 ひ 浮べながら- 父と は對で 打って、 直ぐ 負けて しまった。 それから また 何度 努めても 勝ち 
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味が 少く、 とラく 二目め 差が ある ことにな つてし まった。 そして この 敵 は 老人 だけに 手が^い やう 

でも • なかく 馬鹿にで きぬ!？ 心 f 豕 である ことが 發兒 された。 そして 殘念 さう に考 へた 上で > 

『えい、 やっちまへ』 と 劫 を 思 ひ 切る ところな ど、 まだく 老いぼれ てると は 思へ なかった" 

今夜から 茶の間と 群ば とに 電燈 がつ いたので * 日が 慕れ て も 藤 をつ づけて ゐる うちに、 かの 女の 働 

きで 酒が 出た。 さしみと、 その他に ちょ ッ とした 物と が 出た。 そし 一 二人が I 緒に 耕 次の 机 翁 用の ー閣 

張り を圍ん だ。 

澄 子 はこ ちらと 二人の 時には 隨分 あまへ る やうな おしゃべり をす るに も拘ら す、 父の ゐる ところで 

はき r 葉 すくなで あるの が 寧ろ 思った よりも こちらに は 奥-ゆかしく 取れた"" 

『度と 澄 子さん と は どッか 似た ところが ある やうです。 だから、 合 はない 點 もまた 明かで あり 過ぎる 

の だと 思 ひます。』 

『これ は』 と • 父 は 娘 を さして、 『二つの 時に 母親に 死に別れてから、 云って 見リ ゃァ、 まァ、 男の あ 

ひだに 育った もの だから * どうしても 女と しちや ァ 荒ッぽ 過ぎます。』 

『そんな こと もず I は ございま せんよ。』 かの 女 は 笑 ひながら 『中 野に、 かたな を拔 いて 出した の は 

お 向 ふの 野 田の 細君が 見て ゐて 知って る 通リ、 あたし も 死ぬ 氣 でした のです。』 

ちょ < 

『それが よくない。』 父 はま じめ 腐って その 手なる 猎 c" を 口の 方へ 持って行った 


『  』 耕 次 も 微笑して かの 女と 目 を 見合 はした が、 そんな ことまで あった ものと して は必ら やか 

ら だの 關係 にも 達して ゐ たに 相違ない と 察せられた。 

『尤も、 その かたな は、 もう』 と、 父 はこ ちらに 向って、 『こッ ちへ 取り返し ましたが， ね。』 

どろ ラ 

『あれが あります と、』 今度 はかの 女が その 口へ 猪口 を 運びながら、 『こんな 寂しい 場所で は 泥棒の 用心 

にもな つて いいの です が 11 』 

『その代り、 僕が また 斬られち ゃァ -—— 』 

『ほ、 ほ、 ほ！』 かの 女 は 半ば 飮 みさした 洒を こぼし かけた が、 こちら を氣を 兼ねた やうに 見ながら 

ちょ V/ 

猪口 を 置き、 のハ ンケチ を 出して 口 を ふいた。 

『  』 渠 はかの 女 を 取りつ くろって やる つもりであった。 矢張り 笑 ひながら * 父に 向って、 『今 ぢ 

ゃァ、 然し、 いのち 懸けな の は 僕の 方です から 11 』 

『ま ァ、 何でも 人 は 無事 圆： f にくらして 行く に 越した こと はない。 昔、 神 田の 舉校を 持って ゐた鎮 

は、 僕 もこれ でも 二三 名の 俠客 を獨 りで 引き受けて 追 ひまくつ たこと も あるが —— さう して、 これが 

だいたん  . - 

また 子供の くせに 大膽 で、 それ を 隣り の 部！： で 鹿 ころんで 見て ゐ たが —— 』 

ぢょ 

『  』 耕 次 は そのこと をも旣 にかの 女から 聽 かせられて ゐた。 俠 客の 前に は 合 ひ 口が あつたが、 ， 

父が どうせ 負け はしない とかの 女 は！ 13^ てゐ ると， 梁して 手に 持って たきせ る をい きな リ さか 手に 振リ. 
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上げて、 俠 客の に 突き^した u けれども、 初めから 向 ふの 出に 弱みが あつたので、 それ ッ 切り 何 

も 云って， 來 なかった と 云 ふの だ. - 

『もう、 年を取る と、』 父 si は つづいた、 『然し、 何でも 人 は 皆無 事に あれ かしと 願 ふやう になる も 

の だ。』 

『  』 耕 次 はこ こに 戀の 必要がない 人間と 自分 やうに まだ，.， \ それの 必要 ある 人 問と を 比べて^ 

た。 そして その ii に 大きな Mi が あるの を、 また 自分と 澄 子との 間隙の 如くに も考 へられて、 自分の 

、、， は 人生の 思 はぬ！^!! に觸 れてゐ た。 そして また かの 女に 對 する 自分の 遠慮が ちな 心持ち は 旣に戀 に 

なつ てること を Si か覺 した。 僅かの 酒に だが、 斯う そそられた S 分 はわ ッと でも、 „ぉ とで も 叫んで、 こ 

の に 振 ふ 自分の 心 を 皆の 前に 活 現させて 見たかった。 

が、 父 も 案外 弱い の だと 見え、 大して 飮 まなかった。 そしてと うく 醉 つてし まった。 

『<^:-ふ方にかけちゃァまだく誰れにも負けなぃっもりだが』 と 云って、 ハ乂 はま だす ッと 立派に 揃つ 

てるう へ 下の 前齒 をむ き 出して 見せた。 が、 『鞭聲 肅々』 や 『孤 鞍 雨』 など を 得意 さう に吟 じたの は、 

奧齒の 方からで も 息が 多少 漏れて る やうな かすれ 聲 であった。 

『父から 貧った のです から』 と 云って、 かの 女 は 酒の かす を 人れ た 味 i« しる を 出して 來た 

『寒い 時ァ これに 限る よ。』 


『  』 も その 汁のに ほひに ぁッ たかみ を おぼえながら、 皆と 共に 釵を たべた レ 

うら 攀 22 さ 身 人が 這 人って き、 向 ふに は 支那 人らしい のが ゐる。 ミらの n ま 

で 道 入って 來 るまでに、 支那 人のと 紬ヒ fg てて 並んで 家が あるが、 その 間 を また 曲がって 支那、 

の 察 どころ 口 を 通り こちらの 勝手へ まわつ て^るま たの ほそ 道 は、 もう、 人の 廣ぃ 大根ば たけの fe け 

g 添って t。 犬の讓 え I さう S える ばかりで、 戶が 締ま？ ゐれ ば、 あたり はしん かんと 

t て 家の 中に のみ ぁッ たかい 味 t "しるに 得た 勢 ひが 保 たれて るば かりだ。 

『 ……… 』 耕 次 は 父 を どこへ ますの だら うと 考 へて ゐた。 すると、 かの^^の明ぃた物をすべてかた 

4^ けてから、 父が 座敷に 坐 わりながら うとくして ゐ のに 聲を かけた。 

『ぢ ゃァ、 お父さん！』 

『おう』 と * しょ ぼ， する 目 を けた。 

『お休みなさいます か？』 

『それ ぢ ゃァ、 失敬 させて ふか、 ね？ n 

rr  ぢょ 

『 ：.：：： 』 力の 女 i 間へ 父 Qf 取った。 そして こちらに 向って は 斯う 云った。 『あなた は 六疊 の 方 

へ いら ッ しゃい。』 

『 ：：：••• 』 蕖 は結構だ とも * かま はない かと も 云へ なかった。 まだ 關係 のない S から 父 を 變 に 思はま 
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るに も 及ぶまい と考 へられた が 11 ここ だけ は矢ッ 張り ランプ を 用ゐる ひか  1 があった 窒に 於いて 

『あすの 朝の 新 問が ものです よ』 と、 かの 女 は 機嫌が よかった。 

『  』 も醉 つてる が、 醉 ひとは 別. な 心の を 感じながら、 — 顔 だけ を 向き合 はして、 どち 

らか らも 微笑して ゐ ると • かの 女が 先づ 低い 聲で話 をし 初めた。 

『あなたが さッき i かりへ 行って らしった 時、 ハ乂は 中 野の こと を 馬鹿 な^つ だ、 なァ、 と 巾し まし 

た。』 

『  』 こちらに は 都合の ぃぃ肯 獎 だと つたが、 さう は兑 せないで、 『どうして？』 

『分って る ぢゃァ ございま せんか、 しッ かり 踏み こたへ てゐ さへ すり ゃァ、 こ ッちは 少し ゃァ不 禾ハぉ 

な^ でも 無 つづ いた もの をと？』 

『  』 に は 然し そんな 女と 13- えなくな つてた。 『あなたが 女房に しろと 迫た さう ぢゃァ ありませ 

ん か？』 

『そり ゃァ、 何度も 中し ました、 さ。 でも， ふが いつもつ 强く 出て 吳れ て、 1 度 も 逃げ腰に なり さへ し 

なかったら、 あたし だッて も. 寨を 起し はしませんでした、 わ。』 

『あ ァ、 それでけ ふの 話の かたなで すか？ 錄 倉の 前です か、 あとで ，^カ ？』 

『前です：^、 は — あれが あれば 錄 倉まで も 出かける 必要はなかった かも 知れません でしょう。』 


てん 

『さう とも 限 ない』 と、 渠 はちよ ッと 別-な 方へ 口 を 轉 じたが、 また かの 女に 向き 直って、 父の； S を 

思 ひ 浮べながら、 わざと 無理に 老人く さく iJ 窟を 捏ねた 7 かたなと 云 ふ 物 は S 分 を 殺す こと も ある 代 

りに、 また 自分 を 自分で 活かす S めに もたり ます。』 

『それ こ そ どうして？』 

ぢょ 

『分って る ぢゃァ ございません か？』 おも 亦 かの 女の 言雜を 繰り返し たので、 かの 女 は 

『ほ、 ほ』 と 少し 高い 聲を 出した。 S はさう 一：！ くもなかった の だが- それが あたりお 處へも 聽 えた や 

うに！ S に は 思へ て ひやりとした。 

ひの. 5 

あの 檢 町の 家に 於いてであった さう だが、 お 向 ふの 野 E3 夫人 を 立ち合 ひに して 最後の かけ 合 ひ をし 

ひ け ふ 

て 見たところ、 中 野 は 澄 子から iK へば 卑怯に も. 

『まだ さう 赛子を 靡て る ほど 熱心になる までの 關係 はでき て， Q ません から』 と 答へ た。 

『  』 軿次 はて ッ きりさう と は 思って ない ので、 そして また 自分 も 現に 望んで る a り 結 £; (を i:^ ーナ 

る爲 めの 不自然な 辛抱 も あり 得る ので、 これと それと を 偽善 的に 別して はならぬ。 だから， かの 女 

のこの 話を聽 いて わが： i:; も屮 野から かかる 區別的 辱 侮 を 受けた やうに 感じて、 かの 女の 爲 めに 自分" 

ひ t.' う 

^力 怒り に^いた。 同 ts- に また，：：： 分 はそんな 卑怯な 云 ひぬ け をす る 男で はない ぞと云 ふ氣が 出た。 『何 

で また そんた 男に 未練が あるので す？』  ， 
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『でも、 あたし は關 係が ある も 同様 ぢゃァ ないかと 云って やりました の。』 

じゅす ゐ 

『  』 さう だ！ 尤もに は 相違ない 代りに、 それで 女が かたなに 訴へ かけたり、 入.^ 事件 を 起した 

りした ので は、 どうしても その 女の 處 女性 を 疑 はなければ ならな くなら う。 これが 最前から おも 自分 

のりお t かかって ゐ たの だ。 嫉妬から 3 る 少し！^ i な 微笑に なって 、『おや ァ、 矢ッ 張り 押し詰めた 關係 

もあった のです * ね？』 

『  』 かの！？^ は 答へ なかった。 そしてい やな 額 をして 天井の 方 を 向いた。 

『そ 仏なら』 と、 渠 は，：：： 分に 額え まで おぼえて 口に は 云 ひにくが りながら • かの 女の 横が ほに 向つ 

て、 『ぃッ そのこと、 11 •  俊の .—— 條件も il II いて 下さい。』 この 賴 みは 旣に時 を 得て ゐ なかった。 

『あたし を 信用お しなさい！ それが 先決 i ^題です にこれ が 本心から か、 それとも 不本意な がらの 胡廠 

化し か、 焚て ッ 鉢に 鬼に^、 かの 女 は その 聲 までが けん どんであった。 

『  』 七 口の 夜に 於け る 如く また 乎 だけ は 許して 直へ るの かと^ん だのが 無駄に なつ てし まつ 

た。 ぐうく と 安らか さう に 大きない びき 膝が 隣室から える。 左り に は、 また、 かの 女の 息ぐ るし 

さう に 出して る C 务 いき だ。 が、 ゆ ふべ は引ッ 越しの cum 夜で あ ながら 割合 ひに よく 眠れた と 云 ふか 

ら、 かの 55^ は 父の 來 たの を 安心して 今夜 は、 まだ 早い が、 lE^ よく 眠る だら う。 けれども 渠 自身 は、 

女の 窓. I ふ を 無 ™- に = ^げられ て その 女が さんざ んな棄 てッ鉢 もの になった 例 を 別に も澤山 知って る 力 


,  i-cw- よく  一 

ら、 そんな 者 をし よふ ことの 利害 上から だけで も 飽くまで ®i 力 は ゐな いつもり である。 

一 

.1、  _ 

1,  一 

. 一 

.• つうち 

新聞記者が 來 たの は、 こちらから 通知した 爲 めであった。 どうせ あとから いい加減な g 像 を き. 14 

てられる ほどなら、 寧ろ こちらから 進んで 實際 をう ち 明けて m はく 方が まし だと 云って、 耕 次の 友、 こ 一 

ハガキ を 出した。 それで その 社の 社會 部の 一記， ォが やって 來 たの だ。  一 

澄 子の 考へ では、 この 發表 によって 公け にかの 中 野に 對 する 意地 深い 俊 纏の 一 端 を 示め し 初める つ. 一 

ぢょ 

もりであった かも 知れぬ。 いや、 さう 云 ふ 口吻 を かの 女 は 記者 や こちらに？ g らし もした。 耕， fj- こ,^ つ 一 

て も、 また、 私 かに 友人 ども を 驚かせて やらう と 云 ふ 程の い たづら ッ氣 がなかった でもない が、 そ、 e 

,  ひろう  一 

程の こと は 正式の 結婚 を 披露す る 場合の 花婿に でも ありがちな 意氣 込みであった。 で、 媽自 身に は、 一 

今度 やり 出す 同棲 生活の よし 惡しは 人の 解 釋の仕 かたに よって 何とで も 云 はせ て かま はない ので あつ 

た。 が、 自分 だ ッても ：# び 妻に 歸ら ない 以上、 また 以後 は 世 31 の 所謂 放蕩 をば ッ たり やめて しまう 以 

りく わ 3y 

上、 少く とも 一 人の きまった 女の 必要な こと だけ を 誰れ にで も 理解 させて 匿きたかった。  一 

ぢょ 

それが 爲 めに 全く 他人なる 新聞記者に 向っても かの 女に は 勝手に かの 女. H 身の 云 ひたい こと を 云 は 一 

せ、 その代り、 渠も亦 自分の 俯仰 天 地に 耻ぢぬ { ^說と 誠意と を 述べた ので ある。 けれども * その fiS!?! 一 
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十一 一 m の ほこ ，53 たのお 見る と， 先づ第 1 に その 兒 W しを见 てが ッかリ しないで は ゐられ なかった い 

. 『變り 物 M 士の ii』 はま だし もい いとして、 『肉が 勝つ か靈が 勝つ か』 と 云 ふ 割り 註 は 如何にも 不ま 

ちょ 

じめ に 響いた。 本文 を f 請んで 兒 ると、 かの 女が 

『私の 愛 は 今でも 中 に 集注され てゐる ノ闢极 さんと はた だ 第 一 の絛件 通り 同棲して ゐ るまでの こと 

です。 現.^ では 露 ほどの 戀も愛 もありません、 云々』 と 云って るに 對 して、 自分 はまた 

『澄 子 は その後 强情 にも 第二の 絛件を 払 絶して 今日に 至って ゐる。 だが、 僕に 成算 ぁリ、 近き 將來に 

於いて 必す 僕の 主義 を 遂行して 見せる、 云々』 と 云って る。 

V- く  ^てき 

これ は兩 方と も 成る ほど 意味から 云へば おぼえの ない こと はない。 が、 記者が 兩方 を獨斷 的に 1^ 

して 前 *r を とし、 後 を 肉と した 爲 めに、 —— たッた I 言の 書き 添へ に 於いて だけれ ども • . 

だ それが 爲 めに こちらの 考へ をそッ くりぶ ち 毀 わされて しまった。 


-n 力 


た 


か Q 女に 取って は、 然し- 寧ろ その 方が 高尙 らしく 見えて よかった だら う。 が、 その 反對 に. こち 

らは 下等な ものに 見えて ゐ るの だ。 人^の 哲理 的眞 相から 云っても、 はたまた 人 生活の 際から aj- 

て も， そんな iHi: 別の IS はりで あり *  {4! しく 且 おろかしく ある ことが 自分に は餘リ によく 分って るので 

ある。 

『でも、 大體は 問 違って ゐ ない ぢゃァ ありません か？』 さきに 續み終 はった かの 女 はかた 膝 を 立てて し 


得.：^ はさう であった。 

『  』 なんだ、 Gi じりに きたない inr くそ をつ けて ゐ ながら！ 渠， は 私 かに 先づ 断う %慨 した。 かの 

女が 新 關と云 ふ 聲を聽 いて はね 起きた ので、 こちら も 直ぐ 追ッ かけて 床 を 出た。 二人とも まだ 寢卷き 

のままで 朝の- g 一 さに ふるえながら 玄關の 問に 槳ま つてた。 中 野の ことが 書いて ある だけに、 ます/ \ 

Sk 、はかの 女の 喜ん でる のが 不本意で あ つ た。 

どくだん 

『たッ た 一 句、 記者の 獨斷 がつ け 加 へられて る-おめに 僕が 臺 なしにな つて ゐ ます！』 

『どれ、 お見せ。』 父 は、 もう 衣 物 を かへ て、 また 一 方の 窒 から ふすま を 明けて 出て 來た。 その あ ひ 

だに、 こちらの 二人 も 急いで 衣 物 を 着かへ た。 

ゆへ よの W に は その 前から 父が 旣に 火鉢の 火 をお こして あった。 そこへ また 集まった 時、 父 はこれ で以 

つて 昔， 祌 田の 伙客を g 服 させた のか 知らん と 思 はれる ほど 不恰好で、 厳 丈な きせる を ゆ はへ なが 

ら、 そらうそぶいて 云った、 

『ふたりが 勝手に 勝手な こと を 云って るの も 淡白で 正直で いいが 11 』 それから 娘の 方に 向って、 

『お前が 中 野の こと を まだ 愛して るなん か 云 ふの は —— 心で は 知らす 11 おもて 向きよ くない、 ね。 

あんなに 猫の やうな、 陰 險で輕 薄な 5R を。』 

『  』軿 次に は、 父が いいこと を 云って"， 犬れ た。 それに 似た こと！ を 自分 も 一； ム ひたかった ので あ 

1^ 服 被 服  四. S 
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る。 は先ッ 張り の 味 かた だと 思へ た。 

やわ 

『弱いだ けです よ』 と、 然し、 かの 女 は 和ら かに 反對 した。 『训 に陰險 ぢゃァ ございません。』 

『さう したと ころで も、 さ、 ね。』 それから、 こちらに 話題 を轉 じて、 笑 ひながら 『きの ふから も氣 

が 付いて たの だが ！  I； おは 至極 淡， 曰で、 らしく ッて 面白い が、 この 新聞に もよ く 人の あら を窨 いで 

ある 通り、 ちょ ッ とうす ぎた なく 見える、 ね。』 

む じ 4 さ 

『  』 澄 子 も 無 邪 氣に笑 ひ を 吹き出した。 そして こちら を 微笑して 見ながら、 『直ぐお 湯に 行つ 

て、 おついで にち よ ッと顔 を 常って いら ッ しゃいよ。』 

しゃく 

『さう です、 ね。』 はわれ 知らす 頗の ひげ を かた 手で なでて 見た。 そして 瘤に さはる 新 問 を 取って、 

その IBS- に 1W び 目 を そそいで 兑 ると、 その 前 S 直きに は矢ッ 張り. 左の 如く ある、 —— 

『奥様の 年 は 二十： A 六、 むらさき 矢が すりの 書生 羽織り を ぞろリ と引ッ 掛け、 いやと 云 ふ ほど ひさし 

ノ あつ lbl5 や； つ  -"  ゝ、、 、 、 、 

を 出した 厚 化 彼のお ほ ハイカラ なのに 引き かへ、 旦那と 見えし はふけ だらけのう すぎたない 男、 木綿 

の 羽織りに 山の 出た 小 <S の帶、 十 口 も かみ^りの 當らぬ ひげづら をの ッ そりと 窓から 出して ゐ ると/ 

ろ、 その 配合が 極めて 不調和 だ …… 』 

-) ち. PIC 

無論、 記者の 喾き 都合の いいやう に 誇張して あるの だが、 綿 服 は 11 自身の 前身に 於け る 一 つの 主義 

だと 云っても よかった。 藝者 112； ひに も それで 通して、 却って 信用 を 受けた こと も ある。 112^、一ぽ つて- 


から、 部下の ものら が、 それで は あんまり 蕖 等までの 肩 味が 狭い からと 一： ム ふので、 組 物 を梳ら へさせ 

た。 が、 それ は 北海 で 流れて しまった。 で、 止む を 得す 1= の 名殘り を用ゐ てる。 その上、 帝の 如 

き はおい 問 の、 親からの 讓り 物で、 殆ど 棄て てあつた のが 殘 つてた の だから、 山の 出た の は 常り 前で 

あった。 

それ はさう として、 父の 注意 も 新^ 記 ie:^ に從 つて わざと 冗談 を まじへ ての ことで ある こと は 分って 

ながら、 こちら はわれながら まづ ぃ氣 がして 苦笑 を禁 する ことができなかった。 

九 ST ぬで あつたが、 かの 女の 出して 吳れた 手ぬ ぐ ひとし やぼん と を 持って、 纏 は先づ かの 女と 共に 

せんとう 

近 處の錢 湯に 行った。 そして 獨 りで 歸 つて 來た 時には、 自分で も ひげの 剃れた 顔が 啼れて 冬の に 

すう ッ として 氣 持ちが よかった。 

『  』 自分で また 頓を なでて 见 ながら、 またの 茶 間 に 立って る まま、 かの 女と 父と に，.： 1： つて 7 ど 

うです、 ね？』 

『大！ ：^. 、ざれいに なりました 0』 父の 返 市 は豫 ffl したよりも まじめ £ ぬって た。 

『ほ、 ほ』 と、 澄 子 は 笑った が， 機嫌よ くして ゐる 時の 聲 は 相 變らす ほがらかであった。 

『  』 

含 、ぐ ま 

その 日 も こちらの ト：：51、 と きま つ て る 容^で^ をう ち 初めた。 か の 女 は 初めの ほど は 見て ゐ たけれ- 


a 第六卷  四七ナ 

ども. やがて 六鑒の 方に 引ッ 込んだ 切り 颜を 見せなかった。 

こちら はかのお の爲 めに かの 女の 父 を歡 待して ゐる つもり だが， かの 女 は 多分お のれ だけが 忘れら-. 

れ てると 5^: ひ 取って じれて るら しかった。 どうせ 初めから 氣六ケ しい， X だと 見て かか つ て るの だか 

なぐさ 

ら， 々かの 女の 部 こちらから 出かけて 行って 慰めの 一 百薬 を與 へる だけの 勞は 惜しまなかった。 

ふ V 

その ^鎮 にかの 女 はに が 笑 ひ を 向ける が、 見る と、 女に 向って け ふの 新聞 記 読み返して ゐ たり • 

巾^への 手紙 を 寄いて ゐ たりした。 そんな ことに も かの 女の 寂し さが 堪へ 切れ なくなった かして、 つ 

ひに かの 女 は si つて だが 押し入れの ふすま や 裏 どころ の戶棚 をが たッぴ しさせたり、 その 急いで 往き 

來の 足の 麁ざ はり を 荒く させたり した。 

『  』 父が から 紙の こちらで その 管に 氣 付き 出した 時 は、 ただち よ ッと耳 を かた 向けて 向 ふの 方 

によ こ e: を 使 ふだけ であった が、 あまり 度々 になった ので、 『あんな 女で もなかつ たの だが』 とつぶ や 

いた。 そして、 そんな ことの 爲め にだら うが、 蘇 盤の 一 方の 隅に 直 大な 失策が できた その 防繁の 一子 

を 打った。 けれども、 もう、 ハ乂は 手後れの 爲 めに 全體を 投げに してし まった。 

『ぢゃ ァ* け ふ はこれ でよ しましょう。』 耕 次 は 父の 與を そぐ の も； S の 憩で ならなかった が、 かの 女に 

對 しても 氣が ねがあった。 黑石を 納めながら、 六疊の 方に 向いて、 『さ ァ、 いら ッ しゃい。 もう、 やめ 


『  』 父 もこ ちらの つもり は 分って たらしい。 かの 女の こと を 『いい年をして ゐ るの だが、 まだ 

丸で 赤 ン坊の やうで —— 。』 

『  』 かの 女 は 茶の 問との あ ひだの ふすま を 明けての ッ そり 出て 來 たが、 少し ni を据 ゑて、 きま 

り惡 さう であった。 こと 更ら に歸を 和らげて、 『もう、 おやめです か？』 かう 云った とたんに、 かの 

g よ  えん 

女 は疊の 上に 落ちて る 毛 か 何 かを發 見して、 腰 を かがめて 拾 ひ 上げ、 橡が はへ 棄 てに 行った。 

『みんなで また 話しましょう。』 

とんき やう 

『もう』 と * 父 は 殊に 頓狂に 大きな 聲で、 『年を取る と、 血の 出る やうな 決戰 はでき ない、 ね。 高が 

盤のう への こと だが、 どうもお ッ かなび ッ くりが 先き に 立って、 ね。』 

『でも.： と • これ はかの 女に 向って、 『お 父 ァんは 二目う へだけ のこと はあります よ- なか/、 乎 ごわ 

くッ て。』 

『全 體 の 通弊 はどうで す の ？』 

『僕の 负け 越しです。』 

『そり ゃァ、 これで も 少し や ァこッ ちに 强 みは あるが —— 』 

ぢょ 

『古くからの ことです から、 ね。』 かの 女 も 心が うち 解けて 來 たやう すだ 、『あたしの 五つ か 六つ かの 時 

から やつ てるのです もの。』 

征服 被 征服  四 七 七 
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『これ はまた 物 おぼえが いい 子で』 と、 父 はかの 女 を —— これ も 機嫌 取りの やうに —— 譜 めた。 

『十二の 時に ゃァ、 もう、 C 分と おない 年の 男の子にまで 大擧ゃ 中 廢を敎 へた もの だ。 英 語 も その後 

どうやら かう やら 獨舉 でー觀 める やうに なったら しいが 1 -。』 

ぢ ぶら ラ 

『  』 耕 次 は、 父から 少しも かの 女の 兄の こと を 聽 かないの は、 五六 苹 前から 新 ii? の 女郞を 受け 

^して ゐて、 かの 女と も 仲が H§ いさう だし、 父 肖 身 も 共に 住む こと を 嫌って る さう だし- する 爲 めだ 

らうと 思った。 

『あたしの して 米た 舉 問なん か 何の 役に も 立ちません、 わ。』 

『そんな こと もない、 さ。^ 1 、 お前 だ ッて敎 員 もした し、 新聞記者 もやった し — 』 

『それが 、あたしの 失敗の もとにな つたので すから。』 

『  』 耕 次から！：： -れ ば、 それ も かの 女の赏 際 上に 一 现 があった。 

『字 を 知る は變 ひの 初めと 云 ふこと も あるが』 と、 父 はさう 云 ふ 方へ 持って行って、 『そんな 麼 世觀は 

きんもつ 

この 老人に も 禁物 だよ。』 

J»】 ん. *1|  » 

『.111： 分の 精祌 からさう 厭世に な るん なら、 仕 かたがな いぢ ゃァ ございま せんか？』 

『そり ゃァ、 ほんの、 氣の 持ち かた、 さ。』  . 

SI 熟な こと を 云って るに は、 まだ そ 0 浪 0 さう し，^) ふ 


『：： …： 』 耕 次が 傍聽 して ゐ ると、 父が そんな 氣な こと を 一 K つてる に は; - 


持 ちが かの 女の 女性と しての 根本的 失敗 を その 极 本から 後悔して ゐ るので ある ことに 氣が 付いて ない 

ろ まんて き  ，  ， 

らしかった〕 こちらに は、 かの 女の 厭^的 態度 や £l 曼 的な 得意がり は それ を身づ から まぎらす 爲め、 

もッ とひ どく 云へば、 人に も 胡麻 化す 爲め であるに 相違なかった。 けれども、 父 は それに 氣 付いて ゐ 

けっく わ 

ない のか？ それとも • 昔 は矢ッ 張り 遊んだ こと も あり、 また 自家の 女中 を 孕ませて その 結 架が、 もう、 

品 川 あたりで そこの 總. 知 息子と して 十六 七歲 ばかりに なって ると 云 ふ ほどの 男 だから、 氣 付いて なが 

らも， 再び 娘に 身投げな どし ないやう に戒 しめる つもりで、 わざと^ 氣さ うに そらとぼけて ゐる のか 

？觅に <R、 また こんな こと を 云った、 

らくて しか 

『僕なん ざァ、 もう、 至って 樂 rK 家の 方 だから、 C 分で 働け る S^.=N 自分で 世 を 茶化して 働ら くの だ。 

人 il は どんなに 死にたくない と 云った ッて、 り 手に 死ぬ 時が 來る ものお。』 

『そり ゃァ、 さう です が、 お 父 ァん』 と • 耕 は そこで 口を出した、 『僕ら は 働ら くに も 二通り あると 

思って るんで す。 さう して^の 中 を 茶化して なら、 働ら くと 云っても、 まだ ほんとの 物で な いと 思 ひ 

ますが 11 。』 

『若い もの は §3 さう 行かな けり ゃァ ならん が、 ね。 然し、 俊の やうに 年を取って 來 ると、 盛んに 倒ら 

いて 意 張って る もの を 見ても 馬鹿々々 しくな つて、 なんだ、 べらぼう めと 云って やりた くなる。 さう 

して、 IM: じ！^ の 物で も、 意 張って る やつに ゃァ 意地に も 高く賣 つて やる 代リ、 貧乏 さうな ものに ゃァ 

征服 被 征服  h: 七 九 
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成るべく 负 けて や るんだ。』 

『それ も 面お い でしよう が —— 』 

『僕らの^^^|^11ゃァ、 いろんな ものが ゐて、 ね、 僂の やうに 恩給 を 賞って ス、 老窨 生が ゐ るかと 思へ 

なっとう 

ば、 親 は 立派な 軍人 だが、 社會 主義の 爲 めに 納豆 寶り になって る 人物 もあって、 それに こないだ 探偵 

がつ いたから 僕が 仲に 道 入って よく 突きと めて 見たん だが、 ね、 一 向 そんな 惡ぃ 人物 ぢゃァ ないやう 

だッ たよ。』 

『さう 云 ゃァ、 あなた も」 と， 耕 次 はかの 女 を 退り 見て、 また 鎌 倉 事件の 新聞 記 蔡を思 ひ 出した、 

『あなた も社會 主義 にされ てゐ ました、 ね？』 

これ も.！：： 分が 念の 爲 めに 聽 いて 置く 心 要が あると m わへ たことの 一 つであった。 自分に はそんな 主義 

や ,\ うま 

は彌次 HI のお もちやと しか 見えなかった。 

『il 遠 ひです よ。 たださう 云 ふ 人の 爲 めに 二 111 度 議會の 傍 聽券を 貰って やった ばかりです。』 かの 女 は 

ふくしう し- 0 ぎ 

またむ ッ つりして ゐ たが、 i はぐ 笑 ひに 持って行って、 『あたし ゃァ戀 でなければ 復顚 主義です わ。』 

『おそろしい 人です から、 ね Ml 渠は 冗談に まぎらせて、 自分の 目 を かの 女から 鸫 じて 父の 方に 移し 

た。 そして 父の 顔に 1 つた もの だと 云って る やうな やうす を 見た。 この 親子の 間に もま だ现^ し 合 は 

ぬと ころが 殘 つてて、 そこ を かの 女が- 1」 れと なく 云って るの ぢゃァ ないかと もこ ちらに は考へ られ 


—- お- iL 核鐳も 3^.-』 さう だ、 中 に は、 かの 女が 未練 を まだ 殘 してる 中 野に は、 sp..^;, 

が、 その 半ば は I- にこの 同樓 によって #t; れてゐ るで はない か？ 更らに 思 ひ 切って 肉 分らが 夫婦 同様 

になれば、 こちらの 熱心な 望みが 叶 ふば かりで なく、 かの 女の 執念 傑 い 敵意 も 十分 滿 足になる わけで 

はない か？ 然し そこまで は 父の ゐる 前で かの 女へ 突ッ 込めなかった。 日 は ijj- れ かかって ゐた。 三人で 

もッ とよく 親しめろ 爲 めに、 酒の 方が いいと 見て、 『また 1 つ 飲みましょう か、 は？』 

ぢょ 

『別に 何もありません よ。』 かの 女が ちょ ッと こちらへ 目く ばせ したの は、 さう かね を 使って る餘裕 ： 

ない とのこと らしかった。 

『いや、 もう』 と、 父 は 遠慮して、 『飮 むの はかま はな いが、 il- がんか liK,, ッても —.（ 』 

買つ て^いと 餅， グ、 は 命じた の だが、 かの 女 は 塞い からと 云って 行かなかった。 そして 茶の間の 火鉢 

の そばで あり 合 はせ の 物に また、 朝と 同檨、 父の &¥を 添へ て 出した。 

七 

十三 日 も 晴れであった。 

ゆ ふべ、 かの 女 はまた ラ ンブの 光で 新開の 記事 を 開ら いて 見ながら、 

「  え-， き 5 

『あたし だッて 露 ばかり を耍 求して ゐ るん ぢゃァ ありません、 わ。 心が,^ 知す り ゃァ、 あなたの 肉 こ 

征服 3^ 征服  91.  . 
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も 1 政して 行きます』 と 云った。 

『 ……… 3 数日^の 交涉で 多少 はこ ちらの 說が 分って 來た のか？ それとも、 前々 から その 本心 はさう 

であった のか？ いづれ にしても， まだ こちらに 取って かの 女の 考へは 十分と は 見えなかった。 云 はば 

不熟 未熟の 考 へであった。 すべて 人 問の 働ら きに は — そして 戀愛も その 働ら きの 一 つ だが ！- 肉 を 

S ける 靈も たく • 靈に與 へる 肉 もない。 その 承知す る 力 を 有する 心と は、 乃ち、 肉で あり、 さう 云 ふ 

siafi こ れを かの 女 i して めんと 向って よりも ，皮肉に、 『然し、 僕 

と 一 ま 物 を あなたの 肉と してば やと ッ つかま へれば、 その 前に、 もう、 僕 は あな， た： Tir 拔 けて ゐ 

ましょう。 夫婦 相 は 男と 女との 一 致と 云 ふよりも、 男女 相互の 肉 鍵が 無區 別に 燃燒 合致す るの た 

から』 と 答へ た。 

1^ はそんき き 思 ひ，：：： しながら、 かの 女と 共に 朝 I  く I ると、 井戶 端の I しらがな 力な 力 

解けさう もな く 深かった。 それ を ざ く， がら、 かの 女の 炊事の 爲 めに また 水 I んでゃ 

- これが ここへ 郵便の 届く 初め だが— かの.^ ぎての ハガキ がーつ 舞 ひ 込んで 來た。 か 


^1 便に 


の 女 は その 自 -M に 軿次を 呼び込ん でから、 少し 氣 取った やうす で 云った、 

『これ を！； g:^ に 入れます。』 


£  k^^kju^u^  ^  tij  tw  Jftk- 1 tt^w^wuw^AfeM  -^ias ん で lB^*o と， 


c  -.;  ..I  ノ c  -  liB.^r-i'.zrv- r  fv.^.  ssun. る. J?^ な， をお 閥んで ほる と、 

『意外の 新開 g.^ 梨 を 兑て當 方 は舉き 入り 候。 約束 をお 破りになる の は 御 勝 乎に 候へ ども. まさか 《お 方 

の 姓名 だけ は へお 告げになる まじと 信じ 候。 以上』 と ある。 妻に する つも，.^ であった か、 それと 

もめ かけ か、 それ は竄 にこ ちらに 分らない が、 かの 自動車 を も 用意す るから と 申し込ん だと 一一 A ふその 

本人ら しい。 そして この 文句の 云 ひま わしが 少なから す 恨み や 卑しめ を帶 びて ゐ るに も拘ら す、 犬 體 

の 禮餞 を 守って ると ころ を：.^ ると、 かの 女が さきに li した 通リ- 紳士で あるら しい。 若し して そ 

れ ならば、 ゆ ふべ、 中^の こと を 云 はせ ながら、 ふいと わざと 反對の 方へ 押し詰めて、 旣 にかの！？？ ンを 

して II どうしても 云 はない と 〔4 つたの を、 無理に —— その 住ま ひと その 姓名と を白狀 させて ある。 

o〇 のお I 森 わ I 住んで ゐて、 0000 と 云 ふ 人 だ。 その 森 わきの f きちら もよ く 通った こと 

が あるので 心に gt: ベ て 見ながら、 

『あれでしょう —— ？』 の微 SK. した 目に も矢ッ 張り 卑しめ や 妬み. を びた。 

『えい』 と 答へ たかの 女 も 亦 無 现に笑 ひを兒 せて る だけの やうであった。 

『 ：•：：： i 燈は * かの 女が 成るべく 雷 を 持たない やうに すると 云 ふかの 女 自身からの 約 束を| 

胸に 新く 繁を 感じつつ も ，1® ぐ M 行し 奚れた Q はぁ參 たかった。 それに は., 分 も亦秘 f な 

いやう にして 報いなければ ならぬ。 まして やそん な 金持ちとの, お— 萬 fl でもな かつ ヒ— 
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集て て、 こんな 贫乏 人と ii したの だ！ けれども， また- それ を うらはら I ひへ や" ん§ と、 中 野に 

對す るぶ 課と して は、 ただ 金 を 持って るよりも、 寧ろ こちらと 共に 精 fx 的な 評 利 を 取る 方 力い い 

のか も 知れぬ。 若し さうなら、 iU ちら も 亦た だの 出しに使 はれる に過ぎない。 そして 氣が 向かな くな 

ると、 また、 ふいと を 破って 行く の だら う。 こんな 短 かい ハガキ の 文句に、 渠が 妬み を 産み出す 

の も その お まぐれ を つて だ。 

さきに 13 子さん が 語って n 犬れ て m』 いたと ころに よる も， かの 女ら が 洋舉户 土會と まふのに 加入して 

ゐた ところから、 或 支 都人に 熱心に 思 はれた の を はね 付けた にも 拘ら や、 また 同じ 會 の 一人で あつ 

た，， igK と 41 ハに li の 山で 一週間 も暮 した。 澄 子の， W 家 辯 護に 從 ふと、 それ は 向 ふが 友人の 情と し 

て かの 女の 失敗 を 慰めて =k れた だけで、 —— 眠る 時には、 疑 はれない 爲め わさ/ \ から 紙 を 明けて、 

部 星 V, 隣 の 客と 共通に して、 かの 女の 寢 どこ を その 中間に 敷かせた。 で、 反對 に、 山 みちを 散步 I 

ながら ■ かれきと が I り 烈しく きたので、 二十 曰 sf すソ 東く f 上げて 歸 つたの だ 

と 云 ふ。  、 i_ 

. ナれ ども、 また、 かの 女が 二三の 通信社、 さまざまの 雜 誌に たづ さはった 問に、 或 資業雜 誌の 社 .ぞ 

じ t/  、  / 

なる 洋行 歸り を餘 りに うるさい 爲め 椅子で 投 ぐり 付けた の は、 お ほ できだから 自慢 をしても I いとし 

て， r ジ ：^、 お ヲ」 4^ らき >er"r，： ： もの り^ぽ "毒 をし に翌晚 また 同じ 待ち 合 ひ 


して は 他に どう まふ 意味 を も 成さない ので ある。 或は、 それ も 結 、を殘 さぬ 用意が あらば とで も かけ 

合って 見て 聽 かれなかった の だら うか？ 

ぢょ 

それに、 また、 かの 女 はお のれの 思 はれた 若しくは おのれが 思った 男の 細君のと ころへ、 II .H^ 

してなら まだし も 殊勝ら しいが、 （1 そらとぼけて 遊びに 行った。 通信社 長の 場合に も それ ださう だ 

が、 中 野のに もさう だ。 前者 はやが て 牢に這 入った ので、 その あとで 知らせたら、 その 細君 はそんな 

ことが.^ つたので すかと 笑った だけ ださう だが、 後者の 今でも 燒き 餅を燒 くと 云 ふ。 が、 男子た る こ 

ちらの 今の 心持ちに だッて も逮ひ はない 通り、 燒 くの が當り 前で はな い か？ 

かの 女の かかる 不謹慎、 かかる 固々 しさ をす ベて、 纏 は 自分で その 場の lii ん にごち やくと 思 ひ 

浮べた ので ある。 そして かの 女 を 愛して ゐる だけに、 そんな ことが 蜜 際になかった の を 望んだ。 けれ 

ども、 あった 事資 は、 隠し立て や 誤 g のでき る餘 地の ある ものと したと ころが、 事 H として は勳 かせ 

なかった。 そして その 動かせない 事 S の やうに、 自分の 立って るから だが いつのまにか 堅くな つて ゐ 

た。 

_~  』 かの 女 も 然し こちらに 約ら れて 立って ゐ，. <w。 

『む ッ』 と、、 渠は S 分の 口 を 結んだ。 そして 自分の その 堅い 心持ちが 顔に も 出た の を 胡麻 化す 爲 めに、， 
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わざと $3 を 後ろに そらせて、 ハガキ を 持って る 方の 手 を 不恰好に 力を入れて かの 女の 方へ さし 延ばし 

た。 

『  』 かの 女 も 冗談に そのうす い 口び るの 口 を 結んで とがらせた。 そして その 和ら かい 羽織りの 

肩と 乎と を 怒らせて ハガキ を 受け取って から、 『ほ、 ほ、 ほ！』 

『  』 はかの 女の 顿と 足と が 可な り 肥えて 見える 割り 合 ひに その 肩な どの あまり 角張って るの 

を 初めて 见て 取った。 が、 その？^ にして 若し 全く 僞は りがない ものに なれば、 かの 女の 前身な ど は 1 

I たと へ であっても、 であっても II 問 ふところではなかった。 立ち どころ に 自分の 愛が 動 

き 浦いて 來 たので、 『ま ァ、 いら ッ しゃい』 と 云った。 そして 自分が さきにな つて、 裹の 明き まの 庭に 

,rr つた 窓 こ 押しつけて 椐 ゑて ある 机の そばに 行き、 そこに 坐 わって そのこ ちらが わの 片^に 自分.： >.i^ 

りの 肱 を 突いた。 

レ I  f ンフ  ざぶとん 

『  』 かの 女 もつ いて 來て、 机の 蘇 1^ 面に 坐 わらう としたが、 こちらの 避けた め リスす の. infill 

を 先づ. 半分 押しつけて、 投げ出した やうに 慣れ/ \ しく 『お敷きな さいな』 と 云った。 そして あと Q. 

ド 分の 上に」、 お をお ろして、 左り の 肱 を 机に もたせた。 すると • こちらとの 間に 座蒲圑 のた るみが 狭ま 

つたが、 IS が. n 分の i へた 膝 をち ょッと 上げた ので、 その 下にた るみ は 延びて しまった。 


！ 


詰めながら、 『これで この 方 は 僕に も 安心です が、 まだ 中 野が あります、 ね。』 

『  』 ち；-^ッとにッこりして、『ぁれはきッとゃって來ますょ —— もう、 あたしから は 行かない と 

けっしん 

決心して をり すが —— 』 

『それ はどう も >  あなたが 會 つて やる つもりが ある 以上 は、 止む を 得ません が 11 』£? はこの ことに 

も 父が 何とか 云 つ てる だら うと 見て、 『お 父ァ ん の 意 2^ はどう です？』 

S 父 は、 もう、 あなた を 信じて をり ますから * 中 野の こと はき ッ ばり 思 ひ 切って、 ここに 落ち 付けと 

云って ます。』 

かる 

『それ 御覧なさい！」 鎮は 笑って 右の 手 を擧げ て輕く かの 女の 肩 を 叩いた。 狭して そんな ことで 樂§ 

* つまん 

したの ぢゃァ ない が、 少しで も かの 女の 心に もッと 接近す る 機會を 得ようと したの だ。 

『でも」 と、 かの 女 は ほほ ゑみながら も、 『あたしの は 未練 ぢゃァ ありません。 復讎です の。』 

がんち ゥ  ■ ) 

『なァ に、 復讎 だッ て、 未練 だッ て、 .1Z ふ を 眼中に 置いて るの は 同じです よ』 

『ぢ ゃァ、 さう として —— ぉ氣の 毒です が、 ほ、 ほ！ あたしの 目が なくなる まで は  』 

こち 4* ク 

『無論、 一 年で も ニキで も 待ちます！』 これ は渠 がかの 女の 冗談 的 誇張に 應 じて 同じく また 誇張した 

答へ に 過ぎなかった。 

と の 日は晚 になって から • かの 引ッ 越しの 前日に 澄 子 を 紹介して 置いた 木 山が — こちらに 負けな 
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li  ^六 も  四 八 八 

いおで だら う 11 一人の 樊人を ？鈾 介し に^た。 それから • また • つい 近 鹿の 川上 も來 た。 

その 翌 口、 まだ 父が とまって るの を 幸 ひに して、 耕 次 はかの 女と 共に 朝め し 後 直ぐ、 十一 時 牛 頃に. 

さん ぼ 

家 を て、 S 家の 後ろ手 を  一二 丁し かない 戶 山の 原へ 散歩に 出た。 風 は 寒く 霜ば しらの 深い まばら 林 

の で 若い 男女の 一組に 行き 遠 ふと、 かの 女 もこ ちらの からだの 左り 手へ 接近して 报た U 

『男 は 女の 右手に つくもの です、 わ』 と は、 かの 女が さきに 一 緒に 象 を 探し まわった 時に 云った こと 

だ。 

ふうふ 

『  』 今 は、 もう、 全くお もて 向き だけで は 夫婦に 見られる の を かの 女も耻 ぢてゐ ないやう だ 

が、 —— いや、 わざとに もさう 見せようと 云 ふやう す も あるが、 —— あの 時、 築 はま だ 自分の 方が、 

九 歳 も.^ うへ でありながら * 寧ろ 少し 耽 かしかった ので. それ を まぎらせながら、 

『そり ゃァさ うでしょう よ * 左り にゐさ へ すり ゃァ 自轉車 や 自動車に もぶ つかり ッ こがないでしょう 

から』 と 高 笑 ひ をした ッけ。 

思 はす n 十稻田 へ 出た ついでに、 共に 眞{ おと 云 ふ 友人 を 老松 町に 音 づれ た。 そこから また 氣が 向いて 、 

X リ ち っクん 

鼋 車で 房 子さん を 尋ねた。 が、 そこで また 前のと 同じ やうな 婦人 論、 戀愛 論で 一 ^は. E 分の 澄 子と 衝突 

した。 

自分が 考 へて 見る に、 房 子さん のと ころへ 來る度 毎に 斯う 自分ら に 衝突が あるの は • 必ら すし も自 


じ iL ぐ てん 

分らの 間に 不理 解が ある 爲めぱ かりではなかった。 澄 子 は に ？；： ぉ點 がで きて 以來、 それ を無现 にで 

も 否定し て 置かう として 堅くな リ、 そ の 親 同士 ま で こいぎ になつ てるこ この 獨身 親子 に對 しても に 

榍を 突いて るので あった。 

それに、 また、 かの 女に は 面.. in くない だら うと 見える ことに は、 は 房 子さん と はす ッと以 ：； おか， リ 

の 交際で • おず； ひに いろんな こと も 知り合つ てる。 が、 男と 女との こと だから、 さう is 切に Jllf' . も 

ならねば、 妬みに もなら ぬ。 或畤 など、 ふとした； から、 房 子さん はこ ちらに 向って、 むろん 冗談 

こ、 

『あなた はさう 女 を 探し まわりながら、 わたし を 一度 もロ說 いた こと はない の、 ね』 と 云った。 

『ロ說 いた ッて駄 HE だと 分って るから に 凝に は それ 位の 现解 はあった。 他の ig 人で、 房子の富^^を兑 

た 者が、 この §1 焚 ぢゃァ 如何に 關极 さんでも おとなし くして ゐ る.；； ふ： 當リ 前です、 わ、 ね、 ，-へ 冷 かし 

たんじゅん 

たさう だ。 ，蹈 は 5；； 女の 接； _ ^を さう 単純な ものと は考 へて ゐな いので あるが .—— 。 

こんな こと を も 澄 子 は旣に 聽 かせられ てる だけに、 房 子さん が擴の 肩を持ち， ，s がまた 他方に f: ハ" i 

する の を —— おのれが うとんじられ てると 思って —— 而 白くなかった にも. H るお らう。 だから *  ；: S は 

/U こを辭 する 時當分 ：$ ぴは 一 緒に 來 ない 方が い い と 決心した。 

し _0>< 

『房 子さん は 现解も 1^ 情 もない くせにつ けく 云 ふから 瘤に さわる！』 澄 子 は そとへ 出てから フ獨 
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り 首の やうに 云った。 

r ぢ ゃァ、 僕 はた だ その 嫂の 犠牲に；， i つたんで すか？』 

『あなた だッて あんな ものに 贊 成す る必耍 はないでしょう。』 

『  』 ー槪 にさう とも 行かなかった の だ。 

し，？ じゅく 

ふたりが 新 宿の 電車 終點を 下りた 時 は、 もう、 十 時 過ぎであった。 暗い 方へ 這 入る に從 つて 人通リ 

は少 く、 店 星 も 多く は 戶が蹄 まって ゐた。 

『手 をつな ぎましょう か』 と、 突然 かの 女 は 云 ふが 早い かこちら の 左り の 手 を 握って ゐた。 

『  』 、s は、 歸京 早々 或 友人のお 古 を 貧った インバネスの 羽根の 下に かの 女の 血の ぁゾ たかみ を 

しん ぼ 5 

おぼえながら、 じッと あまく 朐の とどろき を 辛抱した。 そして 自然に 足の 歩み を 早めた。 

『  』 かの 女に も それ ッ 切り 11 一一 II 葉はなかった。 が、 これまで にも 隨分圖 々しく 見えて た 女 も * こ 

ちらの 動 棒 か電氣 かに 感じて ゐ るかの やうに、 その 息 をき がし さう について る。 そして それが かたわ. 

らの 〇〇と 書い て ある 門燈の 光に白くs^ぇて 、 直ぐ， m えたり 現 はれたり して ゐ る。 

じばく さ 

1 方 は 芝 .lir の 土手に 立派な 門が まへ、 他方 は あらい 生け垣なる、 その 間 を 少しの ぼって 行く 道で あ 

つた。 

『  』 、想 はかの 女と たッた ふたり ッ切 りの 世界で ある やうに 迫って^ たので、 矢張り 默 つて だが、 


g よ 

手 を 取られて なままい きなり かの 女の 前へ まわり、 分の 右の 手 を かの 女の 肩に まわした。 

ナ なほ  せっぷん  3  - 

『  』 かの 女 も 素 商に 進んで g:: しこ ちらの 接吻 を 取け てゐ た。 11 もッ とゅッ くり 步 きまし ようよ 1 

と 云って から， また 暫ら く^を 置いて 『あたし、 資は あなた を 好きに なって 來 ましたの。』 

『感^し ますよ に 少し 行 つてから、 また 立ち ど ま つ た 。 

『中 野の こと はた だ 過去の 追 回に 過ぎません から、 ね — あたしの 一 つの 趣味と して 許して 匿いて 下 

さい。』 

あら 

『僕と しちや ァ、 然し、 その 趣陈も なくなって K ひたいので す。』 

『また、 さう^い で』 と、 かの 女 はこ ちら を 力強く 引き戻した。 苒 び 手 を 取り合つ てるのであった。 

『この 奥に 關根、 近 藤』 とか かげて あると ころ を 曲がれば、 四五問で^111分らの住まひに達しられると 

ころまで 小 一 丁ば かり、 そしてな ほ戶 山の 原まで も眞ッ 直ぐにと ほって る狹ぃ 横丁に なった 時 • 生け 

桓のぁ ひだから %M の 霜に しぼんだ のと 白い 八ッ 手の 花が 湯の ゆき 歸り によく のぞかれる あたりで、 

. I 川上 氏の 門よりも 少し 手 まへ だが、 11 もう 一 遍 立ち どまった。 

15 よ 

そして また 歩き 出した 時には、 手が 解けて かの 女が さきに 立って ゐた。 

ところで、 ：.^;^ はかの 女お その後ろ から 晃て 行く と、 かの 女 は 相 變らす 昔の をと こ 書生の 如く  I 方の- 

肩 を 少し 药 くいから せて ゐる。 これ は 1 度 その 前に も 注意した ことで あるので * 

征服 被 征服  四 九】 
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『それ』 と 云って、 突然 • かの 女の 左り の 肩を輕 く 叩いて やった。 すると、 

とき やう 

『あ、 さう、 さう！』 かの 女 は 忘れて ゐ たと 云った ふうで 頓狂に 笑 ひながら、 それ を 低めた が、 今度. 

はまた 右の 方が 一尚くな つた。 

『  』 ig はい やな. 1 も ある もの だと 呆れた。 向 ふが それ を獨 りで 氣 にし 出して、 また 直して 见た 

りして 行く の を >  もラ， こちら ははう つて Id いた。 

：  けっく わ 

女の 獨 り？？ がいろんな に 持てて 來た思 ひ 上りの 結^と して、 それ も 面白くない 記念の 1 つかと 思 

ふと、 かの 女が その 度 毎に 與 へたら しいのと 同じ 今の 接吻に は、 それだけ いろんな 徵 菌が傳 はって る 

かも.^ れ なかった。 

たもと 

て、 は .01 分の 袂 から そ ッとハ ンケチ を^して、 そッと 自分の 口の あたりの ベた くした の を 押し 

ぬぐった。 

A 

むすめ 

父 は 娘のと ころへ^ ると、 いつも 娘の 朝 寢坊に 釣られて 0 身 も輕坊 をす ると 云って たが、 十五 日の 

朝、 食琪 をす ますと 直ぐ、 娘の 小 使 ひとして 三面 を m はいて、 歸 つて 行った。 その 歸る時 * 薹 どころ か 

ら荷を かついで 出る が M- いか、 うら 庭で 一 つ、 


『かす や ァ！^ のかす』 と 呼んで 見せた。 

『而^！：ぃ人』 と、 か， C: 女 はこ ちらに.. M つて 獨り首 を 「ム つた。 

『  』 築 は ひと 風變 はった 親子の 情 を 思 ひやりながら も、 然し 笑って は ゐられ なかった。 ゆ ふべ 

は ほど； S けて、 惡く 取れれば lif 鹿に して、 かの 女に 常って 见 たので ある。 けれども、 欠ッ 張り 無駄 

であった。 

ぶ とん 

,i ^め は、 かの 女が か け蒲團 の 中で 腹 這 ひに なって 雜誌を 兄 て ゐ る の を 乎で 以 つてから かって 见 たり 

ぢ H 

した。 すると、 かの 女 はお こり もしないで、 こちら を兒 て、 

『い たづら ッ兒』 とかの 女のと がった あご をし やくった。 その子 供ら しいと ころから、 段々 と說 いて 

.  >ー ら 5 

行った の だけれ ども、 つまり、 徒勞 であった。 

かの 女 は 相 碧ら チ、 それが 中 野の ゐる爲 めで はない。 また、 耕 次を綠 つてる ので もない、 と 一 K ふの 

で あ る 。 

『あなたが 俊 を^はないなら、 錄 はない やうに しょう ぢゃァ ありま せんか？ 女が Ef- を戀 して 行く と 

様に、 男 も 女の 全部 を 得て しまうま では 安心が できません。 また 苦しく ッて、 精神 もから だも瘦 せて 

行く ものです から。』 資 際に、 は 澄 子 を：^ てから 自分の たださへ 瘦せ てる 額が 一 歷瘦 せて 來 たやうな 

.氣 もして ゐ るの だ。 

征服 被 服  EI 九； 1 一 
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『ですから、 これから はお もて 向きで は 十分 夫婦 同樣に 見える やうに 致しましょう よ。 あ-たし も今ぢ 

ゃァ あなたが， と 寂しい 氣 がします から。』 けれども、 五 S も f して その 爲め にいの ちまで 上 

nil てき Q まとに さへ 許 I いで 來た チく 今と なって fs に棄 てた く はない と 云 

ふの だ。 

そ L. は、 然し、 IS に は 半ばよ 豫" g して ゐ たことの やうで も あり、 また 半ば はう その やうで もあった。 

1^ 直に 云って、 かの 女に して じ ％ ^がる 虚女を 標榜す る だけの 资 格が 殘 つてる だら うか？ 

か 人の こと は、 豚に 玉 を與 ふる 勿れであった としてもい い。 また、 皆に 或 待ち 合 ひで わざと 

き 去りに されて、 殘 つた 唯一 人 C 男の 爲 めに 午前の 一時、 二 時まで 引き とめられ、 それでも 逃げ- 

きたの を、  そ S 男 が翌 曰に なつ S に 成功した 如く^ i じた。 それ を かの 女が 怒って 中 野 を立 ち會 

ひ 入に して、 @ の 前で 取り消さ しめたと 云 ふの も、 それで 少しも かま はない 力 1 

『それ ぢ ゃァ、 13^ 初の いとこに はどうです』 と 、築 は m: 苦しい 挑 戰的氣 ぶん を以 つて 突ッ 込んで 見た 

すると、 かの 女 は、  , , 

『あれ は まだ 何にも 分らない 子供の 時で、 而も こッ ちが 不承知の 無 置いで した ものに f 答へ て 

ぉ氣 であった。  わか 

『では、 _ ぢゃァ I』 中 野の こと は， は、 もう、 よく 分って る やうな、 Jf ないや？ の 


で、 SI きかけ.^ の だが、 聽き； g すに も 及ばなかった。 

.t^g んけコ 

無理強いの 不承知 を穢 れてゐ ない と 云 ふ 格で、 不自然の 用意 を も 『純潔』 だと 云つ てるのなら、 注 

だう らく も Q  I 

意 深い 道樂 者の やつ てること にも 純潔で 通せる のが あらう。 こちら はそんな 偽善 的& しわけ をし ない 

でも かの 女の 舊惡は —— きッと ある ものと して 11 すべて 許して やる 氣でゐ るのに、 そこ へき 2 じ 込ん 

で夾- ない のが もどかしかった。 

こん^くしゃ 

アメリカの をん な靑ギ のうちに は、 おのれの 愛する 婚約者に は 結婚式 をす るまで 決して 身 を 許さな 

いで ゐ ながら、 その 間 に 他の 男 を 11 殊に H 本人 や 支那 人 や アメリカ 印度人 を 11 近づける 氣 まぐれ 

よう ^  ゆる 

ものが あると 云 ふ。 却って I たび、 おのれの 1 生 を 共に する 男に さう 溶 易に 許して しまへば、 その 

がい. S 氣 にもな リ、 そして またお Q れが 速やかに 卑しめられ るからで ある。 それに 似た 考へを g;:^ 子 も 

おく  fc  く 

持って ゐ るの ぢゃァ なから うかと も、 ，藥 に は 臆測で きた。 若し それならお 門が 遠 ふ 11 『^意 氣に、 

人 を 一 鹿に！』 

『  』 かの 女 はこ ちらが そこまで 考へ てること など を 知らう iia がなかった。 父の 歸っ た あとで 

も、 また 相 鍵ら す 前夜に 見た た わい もない 夢の ことな ど を 語りながら 、『あたしの 親 は あれ だけよ く 分 

つてる 人でしょう。 然し、 あたしが 若し ほかの ことに 熱心に なれば、 親なん ぞァ I , どうで も —— 』 

『  』 鍋 は、 かの 女の さう 云 ふ 心持ちが S! へして. y まれ 付きの 眞覽 なら、 むろん、 これまで にも あ 
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の く こ se- に 浮かれる やうな ことはなかった だら うと も考 へられた。 斯うして いろんな ことに 

し、 いろんな ことに 思 ひ 惑った。 

はう,^ ん 

十五 日の け ふ は 少し 氣を拔 いて 來る つもりで、 友人 訪問 や 仕事の 要件に 出かける ことにき めた。 そ 

なんてん 

して 明け ッ 放して ある 窒 を日當 りの いい 橡が はに 出で立って、 暫 らく 庭の 南天 や あすなろ や 持って 來 

た稚. などに 目をやって ゐた。 すると、 自分の 向って る M 向 ふの 支那 革命 K の 家の 窓から 1 人の 支那 人 

そラ けうし.^ 

がちよ ッと颜 を 出して、 こちら を ：！：^ た。 あれが 宋敎 仁と 云 ふの か？ 今】 人の 黄腿ハ は西鄕 隆盛の やうに 

えてる さう だ。 その どちら かの めかけに なって る 曰 木 人の 女中の ゐる のが 澄 子に は自， せの いやな 對 

照に なって、 一 !!^^の女の思ひ切りをlgくした。 

『ぁヒ しゃ ァ あんな 女と 遠 ひます』 とも 云った ことがある。 おのれ も 御嶽の 山で 朝鮮人に 或 程度まで 

の ^話 を 受けた くせに 11 。 

くわし 

い ろん な 方.； 那人 も- 入りす る 子 だが、 こ ちらで！： る の は 喰った 菓子 の 紙ぶ くろ を 丸めて 窓 か ら こ 

ちらの 庭にまで 投げ 焚-てること であった。 の 上に 短い 毛が 一 すぢ でも 落ちて るのまで 氣 にして 拾 ひ 

すつ y ま  k 

歩く 潔 ilg な 澄 子 は、 きの ふ • それに 對 する 抗議 を 向 ふの 女中まで 共同の 井戶 端に 於いて 申し込んだ。 

が， また 一 つ，：： い： の 丸 まった のが 庭の 檢 のしめった 极 もとに 落ちて ゐる。 また 棄 てたら しい。 

 』 S へ も Si にさ わった ので、 向 ふへ も聽 える やうに r また 落ちて る —— 云っても 分ら， ない. &ど 


も だな ァ！』 I つに は、 然し、 新聞の 記 事が SS 等に も 馬鹿にした 興^ を 持たせた に 遠 ひなかった。 『あ 

なた は 胸が 明. いて 見ッ ともないから、 これ をお さしな さいよ』 と、 云って、 かの 女 は 一 つの ビン を 持 

つて 出て 來た。 

じゅん 含ん  . 

『純金た から、 惜し いんです が 11 』 

*> ねん 

『また 何 か の 記念 ぢゃ ァ I -?』 

『いやなら、 およしなさい。』 かの 女 は 有無 を 云 はせ す、 こちらの 襦袢の 襟を兩 手で 直して 吳れ て. 1 

はう せき 

寸 一 一三 分で 曲がった さきに 何 かの 小さな 寳 石が 光って るの を そこに 留めた。 

けっこん 

『いい、 ね。』 渠は 今一度 自分の あご を 引いて、 自分の 目 を ピンの 光りへ 向けた。 婚 ゆび 輪の 代用に 

も 思 はれる の で 嬉しく もない ことはなかった。 

5 よ  よこめ  *  I 

『またの ぞいて る！』 かの 女 はこれ も聽 える やうに 云って、 ちょ ッと 横目 をして 向 ふを瞰 らんだ 

『  』 ，1 がまた その 方に 目をやった 時には、 然し、 もう！： Is^ えなかった。 その 自國 の爲 めに 亡命し 

て、 その 苦 1^ を 近 ごろ は 懸け 軸な ど寶 つて 切り 拔け てると 聽 いて は、 あんまり 馬鹿に もで きな か つ 

びんば ふ 

た。 貧乏 や 亡命の 所在な さに か、 向 ふに も 時々 碁 を 打つ 音が する。 

ぢょ 

『行って いら ッ しゃい。』 かの 女の たッた 半日 をで も 名殘り 惜し さう にした 顔と 聲と を、 それでも ぎら 

V うさう 

し. S 無事な 家庭から 出た それ だと 空想しながら， 渠は 或雜， 1 社へ 行った。 
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すると、 そこの 友人が 直ぐ 澄チの 話に なって、 あれ は 君、 中 野の 前に も 男と くッ 付いた ことがある 

ぞ とのこと であった。 血で 書いた 手紙の ぬしの こと を 傳へ聽 いてた の だ。 

『なァ に、 あれなら 今の 僕と 同様、 ただ 11 して ゐ たばかり だ。 か I の關 係が あつたの ぢゃァ な 

い。』 

『若 い 女に そんな ことができる だら う 力？』 

『現に、 僕と まだ 潔白ない きさつ を やって るぢゃ ァなレ 力？』 

『そり ゃァ、 S になる もの か？ たと へ 人の いい 君と はさう やれても、 それ はもう 女 も 老巧に なった 

あとの ことで— 中 野の 方の 連中から 聽 くと、 また、 あれ は f 、|らぅ ッて 云って る。』 ふ ぐ 

『 ……… 』 耕 次に は 寧ろ この 最後の ことが 新しく i け.^ した 事實 ぢゃァ ないかと 思 はれた。 不具の 爲め 

に 女が 男の やうに なって、 平氣で 男に 接近して 行ったり また 來 たりす る。 そして それが 女の 氣 ぶんに 

立ち返った 時 は、 憐 かに 一般の 女よりも 痛切に その からの 寂しみ を おぼえて、 おに 熱心に もな り 

いのち も棄 てる ことがあ らうが、 それ は 女の 心ば かリ のこと で 男に は 關係 がない。 鎮は、 へ、， 自分が かの 

ケと關 係 皇げて 見る まで は、 さう 考 へて 却って かの 女 を 人に も 辯 護して 置きたかった。 さう すれば 

何が なんでも、 かの 女の 疑 はれて る 男 は— 中 野で もき 他で も— すべて 管な だ がらで あつ 

h^ou%  j ^に ^I^E^  、  s」l 齢に te^ ても礒 分らくな 心持ちに なって、 『それが I 本統カ も 知れな 1^ 


い』 と 答へ た。 

そして その他の ところで でも； おかしやら 忠吿 やら を 受けた 時、 矢張り その 心持ちで らくに 受けて し 

まった。 が、 鎮は みちく 私 かに 考 へて 見る と、 自分 も 人に かの 女 を 不具者と 云 はせ て Ed く 方が 便利 

であり また 高潔に 見える 如く、 中 野の 方で も その 爲め にさう 皆に 云 はせ て 置いた のか も 知れぬ。 そし 

て 中 野 自身に は 十分 秘密な 樂 しみが あって 11 。 

しょ ぢ よせ 

矢ッ 張り、 どうも かの 女の 處 女性が 氣 になった ので、 房 子さん のと ころへ 立ち寄って、 あけすけに 

聽 いて 見た、 

こんどう 

『どうでしょう、 あなた は 中 野と 近 藤と がす ッ かり 關 係して ゐ たやう に 云 はれまし たが、 近 藤 は 今で 

じゅ.： &っ 

も その 身 を 純潔 だと 意 張って ますよ？』 

ぶ さ こ 

『わたしに ゃァ さう は 云はなかったです よ』 と、 房 子 は 答へ た。 『ぢ ゃァ、 あなた はから だ もす ッ かり 

許して あるので すかと 尋ねて 見た 時、 無論と 返事し ました、 わ。』 

『あなたに ゃァ 止む を 得ない から 白^したん でしよう、 ね。』 渠は 鬼の 首で も 取った やうに 心が すッき 

-by した。 それが 自分の 愛して ゐる 女の 前身 を 不純 潔に きめてし まう 所以で はあった けれども • その 方 

せいふく りょく 

がかの 女に 對 して 自分が もッと 多くの 征服 力 を 持てる のであった。 

，やうたん 

市 巾の 签 の 一 方に つるぎの 兩端を ぴんと 上に 反らせて 冷た さう に 光つ てる三 日月の かたちに、 渠の 
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li ぉ六卷  Eoo 

心 も びんと 振った。 そして 今夜 こそ かの 女の 儒 善 を 素ッば だかに して、 生まれた まま 又け がれた まま 

で こちらに させて やらう と樂 しんだ。 が、 これ は 取り も 直さす かの 女に 對 する 自分の 切實な 愛で 

あった。 

けれども、 歸」； して 兒 ると、 迎 へに おたかの 女 は先づ この 報ルロ をした、 

『先刻、 中 野が まゐ りました。』 

『  』 gi からさして ゐ る駕氣 の 光に かの 女が にこく して 見えた の も 却って 面白くなかった。 

この 女 も 亦 かの アメリカ 女の 如く、  實 行まで を， 假 りに 他の 男 をお もちやに する 種類のに も なれ 

る だら うと 云 ふこと が 切に こちらの あたまに 響いた。 『さう か』 と、 一 わざと 輕く 受けて、 茶の間へ 來 

た。 これから び 中 野に 對す るかの 女の ょリ が戾 らう-と 決して 思つ * てゐ ない が、 け ふの 房 子さん の 

誇 首が 氣 にかかった。 

『  』 かの 女 もこ ちらと 向 ひ 合って 火鉢の そばに 坐 わった が、 こちらの 顔 を 見い./ \ また 報告し 

た、 『 一 時 ばかりね て歸リ ました。』 

『  』 

『よろしくと 中し ました。』 

『さう か』 と、 また 二度目に は 答へ た。 蕖に は、 かの 女が さう 問 はす 語り をす るの は 自分ら の 間の 約 


i  I   V や V.LIC\  、 

を 守って るので あるに 違 ひなかった けれども、 それが 却って かの 女の 逆襲で ある やうに 取れた。 

『  』 か. Q 女 も それ ッ 切り 默 つて、 少しい やな 顔つきに なった。 

『  』 暫 らくして から * 渠は 食事 を 命じ、 それの 給仕 を かの 女に して 貰 ひながら、 『どうでした 

？』 

きんちょく  ，  メ  , 

『どう ッて』 と、 苦笑しながら、 『餘 ほど 謹直に 遠慮して ゐ ました』 

『謹直 は あれのお 箱 ぢゃァ ない のです か？』 渠に は、 實際、 世間 を 憚 かる こ とに 勝てぬ やうな 謹直 

は、 そして その 謹直から 愛する 女 を 裏切る やうな 男 は、 問題に ならなかった。 

はう Ij  く 

『あなたから おっしゃれば、 さう かも 知れません が II -報吿 だけ は 致して 置きます。』 

『  』 渠 はこの 方 はすべき が 當り前 だと 思 ひながら、 『いや、 あなたから 云っても でしよう 11 ？』 

ちんもく 

また 兩 方からの 沈默が 少しあった。 

『  11 か Q 女 は 火鉢に あたりながら 下に 向けて た 目 をち ょッ とじろ りと 上げて、 『ぢ ゃァ、 來 させ 

てはいけ ない とお ッ しゃる のです か？』 

『それ は 最初からの 船 i ですから、 いけない と は 決して 云 ひません が、 ね II 』 渠には 今や そんな M 

と を 一 小事 件に 過ぎない ものにして しまう ほどの ことがあった。 そして 房 子さん を 裏切る の はよ くな 

いと 思った けれども、 止む を 得ない ので 聽 いて 衆た 言葉 を 持ち出した。 『飯 田 町で は あなたが 中 野と は 
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i$  ^六卷  五 0. 二 

からだの 關係も あると， in 狀し たさう です。』 

『そり ゃァ、 ぞ^ぶ ^ に は』 と、 眉 をき りり ッと 上げて、 『面倒な こと を說 明した ッて 分りません から、 

ね。』 

『  』 t:^ まさう きッ ばり 云 はれて 見る と、 それ もさう だと 云 ふやうな 方面へ 自分の 疑惑 を轉 じさ 

せないでも なかった。 かの 女に して 若し 世間の ー部で評！^：されてるゃぅな不具者でぁったら、 I 麼の 

こと だし — また 然ら ざる も、 現に 自分が I 個の 紳士と して かの 女に 暴力 を さし 控 へて ゐ るの を も、 た 

だ の考、 しか 有しない ものら は、 或は、 あんな 體 裁の いいこと を 云っても、 實は 何とか 馴れ合つ 

てるの だら うと、 晃當遠 ひのう がち を 云って るか も 知れなかった。 

九 

およ  ビ うせい 

】般 婦人の 感傷的な 態度に 小 理窟 を 加へ て だが、 かの 女 は轉居 早々 から 同棲 日記 を 書いて ゐた。 そ 

して それが II こちらの 論文 や 創作 をす るに 對 して —— かの 女の 何よりの 仕事で あるかの やうに 見え 

た。 

渠は 試みに その 十一 一月 十五 日の くだり を 請んで 見る と、 

『^s<3t る。 無 so 中 野氏來 る。 は 留守な. リ。 座に 在る やや 一時間に して 恐縮 頓 首して 去る』 と^ 


つた。 

.  ぢょ 

『  』 渠 はかの 女が 筆に 多 辯な のに も拘ら す、 その 思想 上に 一 番 大切た の來 たの を簪 きしる し. 

た 物と して は あんまり ぁッ けない 走 曰き かた だと 思へ た。 いや、 いろ./ \ 書きたい こと や 書け る ことが 

あつたの だら ラが、 こちらに 遠慮して 詳しく 云 はない の だら う、 と。 渠に は、 かの 女が 1 面に は 水く 

さく 取れた が、 また 一面に は、 それでも、 中 野の 『恐縮』 して ゐ たの は 恐らく 事實 であった —— 中 野の. 

さう ざラ 

人物から 云っても、 また かの 女が それに 對 する 1 種の 復 ill 的 決心の あると ころから 想像しても。 

ぢょ  こうく わい- 

さう だ、 かの 女に は 向 ふに うそに も兑 せっけて やれ、 燒 かせて やれ、 羡 やまして 向 ふ を 後悔に 苦し 

めて やれと 云 ふやうな たくらみ も あるに 相違なかった。 

このた くらみの わなへ 向 ふが 這 入って 來 たので あるから、 かの 女の 心 は先づ 待ち受けた 最初の 凱耿 

ろ まんち く 

を 奏した 害 だ。 が、 それ を 例の 感傷 癖から 羅曼 的に 多 辯 を 弄して な いのは 確かに こちらへの 遠慮で あ 

つたら 5。 渠の 心が 落ち 付いた 時に 口で 聽 いて 見る と、 

『どうお 暮 しです か』 と 尋ねた に 答へ て、 

『至極 平和です よ』 を 以てした さう だ。 そして 日記の 十六 日に も 『無事、 できるなら 斯うした 平和な 

&ん く 

生活に ゐ たいと 思 ふ』 と ある。 また 十七 日に は、 『淡々 として 水の 如し』 ともなって ゐる。 

『  』 それ を渠 が、 實 際に 解釋 して 見る と、 水の 如しと は 決して $ 々として ゐ るので はなく、 こ. 

征服 被 征服  五 〇 三 


li は 六 ®  五 〇K 

ちがれ JJ を 殺して 隨分 さりげなく してね る爲 めで ある。 從 つて、 その 平和と 云 ふの もほんの おもて 向き 

の、 うは ッ つらの 狀 態に 過ぎない Q であった。 

かの 女 だッて 多少 は それ を 知って ゐる だら うし、 それに 對す るかの 女 自身の 不滿の 原因 も 分って る. 

箬 だ。 が、 中 ゆに 對 して 無理に も 無事 滿 足の やうす を 示した のが 嬉しくな つたから であらう か、 

『あた レは IS が あなたのお そばで この 日記 を 書く の を 仕事に 致しましょう。 このままで； a して あたし 

は不滿 足で も ございま せんから』 とも 云った。 

『さう です か 11 決して 惡 いこと ぢゃァ あ. ON ません から』 と、 蕖は 答へ た。 さう して ゐるぁ ひだに 

は、 段々 かの 女の 心が こちらへば かり 向いて 來る だら うと 思 はれた。 

成るべく かの 女 をして 1 が を 過去と して 雜 むらしめ、 執 清の 種と なって る もの は 速やかに その 根が 

なくなる やうに、 竊 はさきに かの 女が こちらへ 龍んで 聽 かせた ところの 追 回.^  — その 中には 中 野の 

ゥ Co 

こと を 『半夜の 友』 と 呼んで ある 11 を 雜 誌に 公表す るの 發議を 出した。 かの 女 も 異存 はなく ■ 喜んで 

それ を その 雜 誌の 記者に 渡した。 まだ 新年 號に 問に 合 ふと 云 はれた ので。 

十二月 二十日に は、 &; IS が 尋ねて 來た。 耕 次 は 渠の關 係して ゐた 新聞の 文 藝攔に 長らく その 時の 問 

題を發 表して ゐ たし、 また 渠 と共に 度々 かき がら 町の 暗い 怪しい 小路へ 行き もした。 が、 今では、 , 

う、 向 ふ もこ ちらの It 情 を 知って そんなと ころへ Is はう ともしなければ、 こちらで も 二度と び 行き， 


たくなかった • 茶 を 汲みつつ 基 を 打ったり、 雜談に 耽ったり して ゐる うちに、 澄 子が 錢 湯から お 化粧 

を 新たに して 歸 つて 來た。 

『射る やうな 目つ きをして 人 を じろ くと 見る』 と 云って、 かの 女が さきに 初對 面の あとで いやがつ 

た その 人の であるから、 かの 女 はちよ ッと 挨拶に 出た 切リ、 ふすま 一つ 向 ふの 自室に 引ッ 込んで. 

ばか リゐ た。 

『まだ か』 と、 i. 呉宮 は 向 ふの 澄 子に も聽 える 聲で 云った。 

『まだ、 さ。』 耕 次 は 斯う 事 實を以 つて 答へ るの が 寧ろ 苦痛であった。 

が、 澄 子 は それ を ふすま 越しに 耳に 入れて 面白かった と 見え、 早速 この 問答 を その 通り 日記へ 書き 

人れ てあつた "、そして 更らに 左の 如き 文句 だ *  ,i 

『われ は 今日で は關根 氏が 世 i ^のぼ IT の 如き、 單 なる 放蕩 者で ない こと を 認めたり。 赤 坂の 家に 在 to- 

し 時より 今日まで 十有餘 日、 私の 處 女性 を 犯さざる を 見ても、 此の 定評の 誤 まれる こと を 知る。』 

『  』 こちら は 然し そんな §氣 な ことに 滿 足して ゐられ なかった。 

二十 二日 は 晴れたり 暴ったり して、 寒い ばかりの 日であった。 共に 一 歩 も 外出せ す、 夜に なって 

次 はかの 女の 前で 詩 を 歌ったり、 うろおぼえの 長 喷ゃ淸 元 を やったり したが、 その 間に も 流れ出ようと" 

卞.^ るゐ 

する 昨淚 をつ とめて 押し 忍んで ゐた" 

征服 被 征服  五 0 五 


泡 鳴 仝 第 ^六卷  五 〇 六 

ただ 敏&に へて 見れば、 純潔 か 不純 潔 かも 分らない 高が 一 婦人の ことで はない か？ 若し 腕力 を以 

つて すれば、 そして それ ッ 切り 喧嘩して しまう つもりなら、 實に、 何でもな いこと だ" が、 一 新した 

疏ピ つづけよ うとして ゐる ものに は、 その あとの 寂し さが 火の 消えた あとの やうになる だら うと 思 

, はれて、 ^ろ このまま でも 今更ら 喧嘩別れ をしたくなかった。 

さう かと iK つて、 また、 ただ 獨り 冷たい 蒲圑の 上に 目 を さまして、 そとなる 雀の ちゅうち ゆう 云つ 

てる 聲を聽 くと、 その 僅かに 小さい 輕 快な 鳥に 對 しても 面目がなかった。 犬の 男が 朝 早々 から わざ わ 

ざ 陰 な 不滿足 を 心に いだいて 起き 出で ねばなら ぬと は！ 

てうせ う 

鬼に 角、 こちらの 誠意 誠心が まだ かの 女に 十分に 届かぬ の だと、 殘 念であった。 成るべく 皮肉 や 嘲笑 

を 出さない やうに して、 かの 女の 心 を 荒立た しめなかった ので、 かの 女からの 發議 によって その 夜 か 

ぢょ 

ら かの 女も軿 次の 勉强窒 に 眠る ことにな つた。 

『あたしの 窒は壁 ひとへ で そとに なって ますから 11 』 少し 大きな IS を 出し てれば、 立ち 聽 きされる 

よ,、 *ノ マ  ぢょ 

恐れが あると 云った。 そして その 翌日、 耕 次が 惠 へ 出て ゐる 留守に、 かの 女 は 多くの 手紙 や 害 類 を 

燒き棄 てた。 

『中 野の ものです か？』 

『あれ だけ はどうして. も燒 けませんでした の。』 


『  』 それ もさ うだらう。 入水の 節に もし ッ かり それ を かかへ て 死んで たので、 助かって から 

も、 警察の 人. が 何 か 大切の 書類でしょう から、 御身 分に 對 して 開ら きませんで したと 云った ほどの 物 

だから。 

『然し、 t 仃 李の 底 深く 納めました から、 再び取り 出して 見る こと は ございますまい。』 

『  』 こちらに は、 然し、 燒 かない 以上 は * どうせ どちらで もよ かった。 が、 かの 女が そんな こ 

と をす る だけで も、 少し はこ ちらの 物に 成りつつ あると 思 はれた。 

二十 五日に 中 野から ハガ キが來 て、 その 一 友人なる 松 山と 共に 明日 やって 來 ると 云 ふので あった。 

二十 六 曰 は 耕 次も貌 好奇心と を まじへ て 待って ゐ ると、 おひる 頃に 二人 同道で やって 來た。 一方 

そ ほん  » 

の 男 は 極ら いらくな 代りに あたま は 粗笨ら しく 

『おい、 姉御』 と 澄 子の こと を 呼んで、 前々 から 來 ると 必ら す滔を 要求し、 とま 一った 時 は 朝になる 

と、 自分から さきに 立って 家 ぢぅを 箒 木を以 つて 掃除して ま はる ほどち よくで あつたと 云 ふ。 それ 

に、 話して 見る と、 その 男の 一 友人が また 耕 次の 友人であった ので、 そんな ことから 話が 進んで、 割. 

り 合 ひに 圆 滑な 小 酒 裳が ひらかれた。 

かおくる 

別な 來 客の 爲 めに、 耕 次が 暫 らく 別室に ゐ ると、 かの 女 は不斷 よりも 堅苦しく なった 手つき や 物 ご 

しで こちらの 世話 もした。 が、 隣窒の やうす に 耳 を 傾けて ると、 男の 方の 聲は ひそめられ てるが、 力 

征服 被 征服  五 〇 七 


の 女の は 却って 晴れ やかな 笑ひ聲 にもな つてな た。 これ は必ら すし もこ ちらへの 申し b ナ ばかりで も 

*7 げん 

力った だら う。 かの 女 は 機嫌よ く醉 つて 來 ると、 その 聲 がいつ でも 高く 晴れ やかになる のであった。 

こちらが 1$ び 一 方の 男と 1^ を りか はせ る ことになると、 澄 子は獨 りで その 自窒 Q 方へ 立って 1ぶ つ 

た" そして 窓 を 明けた 音が すると、 

『中 野さん、 ちょいと いらし つて 御覽 なさい、 月が いいから』 と 云った。 今夜 は 確か 十四日の 月で • 

1K は 晴れて るので あった。 

『  』 中 野 もこ ちらへ 氣が ねした やうに だが 立って 行った。 

『  』 耕 次に は、 もう * それ を惡ぃ 方へ 怪しむな どの 氣 はなかった。 人の かげで また 手 を 握らせ. 

る やうな こと はない と 信じて ゐた。 が、 澄 子が 一 旦世を ひ ii してからの 天然 憧憬 を以 つて またへ！. ぼ „ ^な 

感傷 だら うと 思 ふと、 それ を 尤もらしく 聽 いてる らしい 者の 馬鹿げた つらが 見たかった。 二人が 歸っ 

て 行って から、 『僕 は 中 野の やうな 人物 はきら ひです』 と、 かの 女に 告げた 0 『正面から 人の 顔 を 3:^ 詰め 

得ない やうな 男 は 邪、. 3 か 多い ものです。 僕 は あ ァ云ふ 男と 交際したくない。』 

『それ は 全く あなたの 誤 i でしよう よ。』 かの 女 は 遠慮が ちに 渠 のこと を 辯 解した。 『不斷 は 如何に 弱い 

人で も あんなではありません， わ。 胸に こッ ちに 對 する 弱みと 痛みと があって、 れ ^11 にあた し 達に 向 

つてる ことができなかった のです。』 


『ぢ ゃァ、 どうして それが 分ね ました？』 耕 次 は、 それで は 中 野が また 愁を 出して 來て、 今までの 詫 

ぴ やら 後悔 や.^ を 述べて、 かの！?^ を 1$ び 取り返す 氣 であった、 な、 と 思 はれた。 そして 多少 氣* かの ぼ 

さラ ざ う 

せて、 こちらが また 元の 獨 りになる かも 知れぬ 時の 寂し さ を 想像した。 

『松 山が 申しました のです が、 あたしと 別れる やうに なった の はほんの 氣が 弱かった 爲 めで、 素より 

の 本意ではなかった さう です。』 

『だから、 今一度 歸 つて 旲れ ろと 云 ふんです か？』 

『向 ふで は" まァ』 と、 かの！? はこ ちらの じッ とさし 向けた 目 を また じ ッと兒 つめながら、 『さう 云 ふ 

つ もりでした でしよう が — 』 

『  』 なほ 進んで 聽 いて a ると、 松 山から は 澄 子に 直接に 今 一 度逆戾 りする こと を ぬめた さう だ 

が、 中 野 はた だかの 女に 

『あなた は 關根哲 と 結婚な すった のです か』 とまでし か 立ち入って 來 なかった。 そして その あと はか 

め 女 を 露 正丽 から 見つめて、 かの 女の けしきに かの 女の 心を讀 まう とした さう だ。 

之 つれ *>  * 

『  』 耕 次 は あんな 氣の 弱い者に も 見つめられ ねばならぬ 閲歷を 有する ところの 力の 女 を、 、もで 

はさげ すまざる を 得なかった。 然し、 かの 女 は その 時 中 野に 向って、 

『どうで も あなたの 御 想像に まかせます』 と 答へ たさう お。 これ はこ ちらに 取っても かの 女のお ほ 出 
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泡^ Is* 第六卷  r  -o 

來で、 ちょ ッと氣 持ちが よかった。 

IP  』 然し 築 は、 かの 女が また 直ぐ 日記に 向った ので、 きッ とまた こちらの 祌經 にさ わる こと を 

書く に 相 遠ない、 そしてけ ふの ことに は 殊に 不快 を感 やる やうな 感想が 一 歷 多い だら うと 思った。 

で、 かの 女 をう ッ ちゃって 置いて さきへ〕 &に這 入り、 習慣 通り 電氣を 消した、 ； そして ふすま を 隔て 

て、 『以後、 もう、 あなたの 日記 は讀 まない ことにし ましょう。』 

『佝も あなたに 籠んで^ く爲 めに 窨ぃ てるの ぢゃァ ありま せんから 』 

『  』 その 癖、 初めのう ち は その 古く さい 文章 を 得意 さう にこ ちらに も讀 ませた の だが — 。 

りで JJ^Si: が 向って そぞろに 考へ てると、 何となく 熱い 淚が ほと 楚 るので あった。 この 愛に 於け る 

..^•R を 自分よ.^ ノ赏 に また 露 實に考 へて ゐた。 飽くまで 亂暴 はしたくない。 かの 女が その 舊惡 とその 肉 

" ,  デラ  しん i う 

體とを 心から 投げ出して 降服して 來 るの を — じッと 辛抱して — 意地に も 持って ゐ るより 仕. がな 

い。 *"、 ト&. 窟っ 多い かの 女に は、 それが できる であらう か？ どうせ それが できない ほど *^ ら まだ 

純潔 を かの 女が ii して ゐ るの を 幸 ひ、 そして 中 野の 方で はま だより を 戻さう とする 下 ごころ が ある 

の を 幸 ひ、 こちらが こちらの 友人 どもから 不成功の 爲 めに 逃げられ たと 云 ふ あざけり を 受ける 恐れな 

ど はかま はないで、 下手な 妥協 をす るよ リも. 寧ろ 今のう ちに 隨分 面倒な かの 女 をそッ くりの t を附 

けて 返上して やる 方が よかった。   I  IJIKII 


つまり、 さう 云 ふ 風に 考 へて、 自分の 誡實 心が 自分の 胸 をく ら閬 にはち 切れさう にして ゐた ところ 

こ ふ 

へ、 かの 女 も 日記 を 終へ て やって 來た。 が、 こちらの 様子 を こちらの 迫って る 呼吸に 氣 付いた と 見え、 

その かた 手で 以 つて かの 女ば こちらの 枕 もと を 探って 見た。 坊主 枕の しめって 熱くな つてる のが 分つ 

たらしく、 

.i 一ん そく 

『あたし はどうしたら いいのでしょう』 と 歎 iB5 した。 

『  』 向 ふの 決心 一 つで あるから、 こちら は 何も 事 をし なかった。 

夜が 明けて、 二十 七日の 朝、 築が 目 を さます と、 かの 女 は 直ぐ また 夢 を 語った。 

『ゆ ふべ の は おそろしい lllh でした よ。 黑ぃ 蛇が あって、 あたしに 向って 來 ましたの。 あたし は 一 生 

雕 命に 逃げ ま は. ON ました けれど * とう/ \ ^追ひ つめられ たの を、 自分のう なされた 聲で 目が さめ まし 

た。』 

* ン ゆん す, 0 

『  』 渠 は 純粹の 征服 を そんな 風に 進めた くはなかった が、 切實な 精神で は 然し、 もう、 そこ ま 

でも 行って るの だと 思った。 『その 蛇 は. つまり、 僕の 執着心であった のでしょう よ。』 

かの 女 を さきへ 湯に やつてから、 渠はゅ ふべ の 會兑に まだ 何か殘 つてる 秘密で もない か 知らん と、 

かの 女の 机の 引き出しから 矢張り 日記 を 出して 見た。 

ほう も *w 

『中 野 氏、 松 山 氏と 同道に て訪間 せらる。 君と 初對 面の 日な り。 胸の あらし は 知らね ども、 19^ に 角、 無 
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Is  £ ハ卷  5  , 

I と 云 ふ、 I つた やうな 祭に 初な つてた。 そして その あと は 斯う だ、 『中 I とわが 

VH 澄み渡 I、 物 響まで 淸し。 鳴 呼、 J  ^i^n^ 

にも.， 一」 もうら やまれし 桕 f 人 f し を、 浮世 なれ や、 今年の 今夜、 利 鎌と すめる 月影 を 同じき 

P めな ま、 お 互 ひの 胸 は 月と われらと ほどの きき あり。 今や われ は 彼れ の 愛人に 非ら す、 彼れ はわ 

れの i 义に 非ら す。 胸 if 抱いて、 つとめて 笑み を 含む。 かの 明星 はわれよ、 われに 光明の ある 

U ひだ、 こ I のさ かゆる あ ひだ、 IBIil 明 i さんと して 光 を 

はなて ども わが 胸 は 無限の 閽に閉 されて。』  。 

『 .』 1,, も 古く さい 想で も あり、 豪で も あると I へたが、 ゆ ふべ かの 女に 向って 『け ふ 

の 寬，、 若し 僕 i にあな た S 部 を 得て ゐ たら、 中 野に 對 しても 勝利者と して 臨 1.^ あった 

でしよう が， それがない 爲 めに、 隨分 爆され てる やうな 氣 がしました』 と 云った こと を、 もう 

くわい X  >  ) 

撤回しても よかった 


一 0 


r あたし は戀と 愛と は 少し 意味が 遠 ふと 云ふ說 です が、 ね i 』  、 、- 

『 ：：：.： 』 また ffl^ に考へ m したの かと 渠は 思った。 が、 何か纖 をして やらない と 力の 女 力す 


ねて しまう の だから、 そして そのす ねかたと 來 たら、 無 邪氣な 娘な どのと 遠って、 なかなか 執念深 

く、 その 幅ッ たい 額が 二度と 14 び晃 られ ないやう ないやな 物になる の だから、 こちら も 微笑と 云 ふよ 

り も 苦笑 を 兄せ て、 『ぢ ゃァ、 どう 云 ふので す？』 

か，^ た. 5 

『簡單 に IK へば、 戀とは 詰り 間接に 思 ひ 忍ぶ のでしょう。 だから、 どうしても iM 分の そばから 遠く^ 

にて ゐる ものに 向ける ことにな. OS ます。』 

『ふん 11 』 は を かしくな つたの を 無 现 にこら へて ゐた。 かの 女が こちら を この 十數日 苦しめて 

ゐた ところの、 中 野に 對 して 有する 考 へに 段々 と體 裁の いい 巾し わけ 付きの 兌 切り をつ けて 來 たの ぢ 

ゃァ なから うかと 思 はれた。 『ところで —— ？』 

まんた 

『ところで、 愛 は その 反對 で』 と、 かの 女 はこ ちらに 微笑 を 向けながら も、 なほこ ちらに 负 けて 行く 

の ぢゃァ ない ぞと云 はぬ ばかりに W 面目 腐った 目つ きを 見せて、 『問 接で なく iwl 接に、 遠くな くや； 3 く、 

自分の そばに 親しく 心の 相手 を 持つ ことです。』 

しょうとつ 

『して 兒 ると、 中 野に 對 する あなた は戀 で、 それと は 衝突 もしない であな たは 僕に はまた 僕に 對 して 

愛 を 持てる と 云 ふ 意味です か？』 

『^1^ しその 氣が 出ました 時にはです。』 

ぢょ  ろ * ん ちく 

『無論でしょう I— 』 渠はかの女の云ふと^^ろを、 かの 女が さう 無理に 羅曼 的 に 持って行 つたよ おも 
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•si 際 的に、 輝. 解す る ことができないで はなかった。 『それ は 然し 珍ら しい ことで も 何でもな いのです。 

誰れ でも その 初戀が 死に別れ か 生き^れ か見棄 てられ かで 破れた 痛み を まだ 持ちながら、 再び 別な 力 

に 心が 向いた 時の 感じです、 だから、 あなたの 所謂 愛 も 第二の 戀に 過ぎす、 あなたの 所謂 戀 はは！^ 初 若 

しく は 一 つ 以前の それでしょう よ。』 

『さう すり ゃァ、 矢ッ 張り， 靈も肉 も； 緒く たにな つて』 と、 かの 女 はな ほ 未練ら しかった、 『つま 

り、 あなたの 八：： 致 論に なって しまう ぢゃァ ございません か？』 

『無 5^™、 それでい いんです。 rlsi のこの 答へ に は 自分ながら 隨分威 11 の 力 を 持つ て ゐる やうに だへ 

た 。『あなた だッ て、 まさか、 戀が靈 で、 愛が 肉 だと 云 ふやうな 馬鹿な こと を 云って るん ぢゃァ ないで 

しょう  ？』 

『でも • どッ ちかと 云へば、 愛 は Msl^i、 寳際 的で、 戀は鍾 的な 傾きが ございましよう 11 ？』 

『さう 一： ムふ靈 的 を 僕らの 新ら しい il? で矢ッ 張り 部分的、 物質的 だと 云 ひます。』 ここまで 來て まだ 分 

らな いぢ ゃァ、 もう、 議論で 敎 へた ッて 駄目であった。 

に は、 然し、 そんな ことよりも 刖に 一 つまた 氣 になる こと を 思 ひ 出して ゐた" 「初戀 若しく お 一 つ 

以前の 戀』 とわ ざく して 云った の も それが 爲 めであった。 しばく 夢 を 語る 女 は 馬鹿 だと 云 ふ 

—1: ベが あるが、 ほ 子 は それ を やって るので ある "I 無邪氣 にだが、 もういい 加減な 年に なっての か 力る 


無 一, め まどこ かにぬ けて ると ころが あると も 見られ 易い。 つまり、 そんなと ころから でも あらう か、 

かの 女 はよ く 易を兒 て 貰 ひに 或 易^ を訪 ふて たさう だ。 その 有名な 易者が 例の 新開 記 を 見て、 あの 

女なら 度々 男が S: はった、 そして 變 はるたん びに 今度の は 長く つづく かどう か を 見て K ひに 來 たと、 耕 

次の 一 友人へ 直接に しゃべった。 それ を また 聽 きに SI かせられた 軿次 自身 は • その 時、 あまり 念頭に 

は 置 かなかった。， 蓋し かの 女に 語って 兒 ると * 一度 は 行った が 二度と 行かなかった と 云 ふから、 向 ふ 

が 人 違 ひ をして ゐ るの かも 知れない し。 又、 寶 際に 度々 行った としても、 同じ 男の 遠った 件 毎に そ 

れ がどうな るか を 見て萸 ふの を • 男まで が 遠 ふの だと 向 ふが 思 ひ 取らない とも^らなかった。 その 問 

を 誰れ だッ て、 まさか、 はッ きり 區 別して 行く もの もなから うから。 

けれども • 自分で も 昔 * 耶蘇 敎を 信じて ゐた時 は、 澄 子と はまた 反對 に、 戀は 卑しい もので、 愛 は 

髙尙： ^などと 者へ させられて ゐた。 その 時の あはれ 貧弱な 知識 程度と 生活 內容と を、 今、 かの 女の ラ 

6  f しん 

ちに も ii, ま" して 見る と、 おのれの 思 ひに 餘 つて、 據ん 所な く、 その 足ら はぬ〕 呉 ごころ を 迷信 やら 「恥秘 

的 方面 やらに 馳 せて 行く こと もあった かも 知れない。 その 場合、 たと へ 何人 目の 男に 關 してで あらう 

と、 女が 今度 こそ は 長く つづく かどう か を うらなって 見る と 云の は、 寧ろ 氣の 毒に も あはれ で、 而も 

男から 見れば、 奧 ゆかしい ことで はない か？ 

あんる- Q 

で、 は その 夜、 かの 女 を 珍ら しく もさう 云 ふ 女と して 心に 描きながら、 矢ッ 張り * 赵 かに 嗜淚を 
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Si して ゐた" かの 女が 枕 もと を さわって 見る の も 前夜と 同じであった。 そしてと うく かの 女の 方 力 

ら こちらに は 思 はす も 早く 許しが 來た。 

その 翌ニ 十八 口 は、 一 ロー 門 を 明けてから、 いつもより 遲 くまで 朝寢 をして ゐ ると、 突然、 その 窒ヽ 

這 入って 來 たもの が ある。 さぶ ぁッ たかくう とくして ゐた I 明ける と • それ は 耕 § 奪 あつ 

た。 

『なんしに 來 た！』 は ふ 叫ぶ が 早い か はね 起きた。 

『いくら！： & 為なさい と 云っても』 と、 S は瘦 せて 尖った をき よろく させながら 窒內 に突ッ 立つ 

て、 『御 返事がない ものです から。』  ぶ わん 

『あるまで 待って るが い い！』 瞰み 付けながら、 渠は かの 女 を玄關 の 窒に 締め出して しまった 

『何物です か、 勉 i な』 澄 子 も 斯う 向 ふへ も聽 える やうに 云って、 急いで 衣 物 を 着かへ てた。 

『  』 どうせ 妻が やって 來 たの だと は 分って る だら うから、 鎮は わざと T 僕の 一 番 きら ひな i -々 

ァ、 さ。』 

『^々にや ァ きまって まさ ァ、 ね』 と、 ふすま 越しに 尖った 聲で、 『ながねん、 苦勞を させられて 來 まし 

たから、 ね！』 

さづ そく 

il:. . ク、 r>  ，ひ リウ 匕：^ ら： め b つて 歸 つた 夜に 早、；^ やって 來た のかと 思 ふと、 それ をき 


ッ ばり はね 付けた ので さへ 何だか ごつ くした 感じが あとに 殘 つた を 思 ひ 出されて、 今や 新ら しく 

た 感じの 方 を も 华ば興 ざめ させられる やうであった。 それでも、 北 梅 道までと うく やって 中 ハ< た 女の 

東京に 於け る隱れ 場所へ 躍り込んで 來た と は 遠って、 今回 は 初めから よく 明らかに 分らせて ほいた 

だけに、 その 出かた が 割り 合 ひに、 穩 やか だと m 心 はれた。 人の 寢窒へ 無 案 內で這 入って 來 たの も、 澄 

む ほう 

子が 怒って るら しい ほどに は 無謀 をした のでな く  • こちらが §1 えつけ なかった のが惡 いのであった。 

女 ふたりで 现 1 が： a 合へ るなら しろと 云 ふつ もりで、 ta^ に 角、 ぅッ ちゃって a いて 蕖は 先づ 湯に 行 

^ やま 

つた。 錢 湯に はこれ も 湯 好きの 川上が 來てゐ た。 あとから、 また 木 山 も； 洛ち 合った。 こちら は 初の 

せ. i ふく 

征服 を 仕 就げ たと 云 ふ、 何だか 樂 しい 誇り を 私 かに 胸に いだ ゐてゐ たので、 いつにな くゅッ たりと し 

た氣 持ちで §2 と 話し をしながら、 度々 湯に 這 入ったり 出たり した。 そして 考 へた、 若しけ ふの 突然な 

ちんに ふ 

翻 入が きの ふの 朝あった としたら、 或は ゆ ふべ の 成功 はでき なかった かも 知れぬ が- 然し、 もう 大丈 

夫 だと。 そして かの 女に赏 つた ピン を 襟に 刺した 時 も、 その 感じが 新ら しかった。 

そして 歸 つて 见 ると、 もう 女 ふたり は 火鉢の そばで うち 解けて 語り合って ゐた。 澄 子の 感想文が の 

つてる 新华號 がそば に 出て ゐ るの を 見る と、 自 侵さう に 見せた ものら しい。 

『  』 妻 は 然し 皮肉 さうな 目 を こちらへ 向けて、 『大 相い いかた を 今度 はお えらびに、 なった ので- 

す、  ね。』 

征服 被 征服  Kn セ 
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『によ、 ほ』 と、 澄 子 は 笑った。 

『 ：：：.： 』 S はわ ざと それに は 飯事をしなかった。 が、 ， i に 塞 をしながら、 妻に 向って 、『お 

，ば の 虎、，, -J^,;- で 米る の は、 いつも、 きまって 金の 時 だが — 』 

『そり ゃァ きまり 切って まさ ァ、 ね。』 

『 …：： ： 』 g その 襲から して！？ しいの がいやな の だ。 それでも、 まァ、 おだやかに、 け，， い 

『今一 皮 念 を 押して S はくが、 おれが お前に まかせた と 云 ふよりも * やって ある その 家 をう まく 經營し 

て T きさへ すれば、 決してお 前ら は 困る わけはな いの だ。』 

『わけはな いと 云っても』 と、 もう、 こちらの 云 はう とする ことに 突ッ かかる やうに なって、 『困る 力 

ら：^ かたがない おや ァぁ りません か？』  、 

『  』 わざと らく を^いて ると、 妻 はこ ちらの 返 を 見越した やうに、 

『子^まで が EH つてる のに、 それ を 1. 』  じつ， 二 

『ま ァ、 セ 乂」』 と、 ぬへ 然 叱り付けてから、 また おだやかに、 『あの 家に はおれの 卞， ^ 業 失败の © 金が R レ 

てゐ る。 然し、 あの 先代から 譲り受けた 商 喪 を 鉢 常に ゃづて 行き さへ すり ゃァ、 少しづつ 金 を 返— 

ながら、 らくに親子四名はへ^,^って行ける^_2なんだ0』 


pre- 誰 1 こ 云 は せても —— たと へば、 の もので も、 他人で も 11 そんな こと はない と 云 ふん 

だ。』 

『そり ゃァ、 なにも 知らない もの は — 』  . 

『馬 囁！ 資さ まの 不精で だらしな さ を 自分で 分らな いんか？』 斯う 怒， 嗚 つてから、 また 心 を 落ちつけ 

る やうに して、 『お前が なし だから、 あんな 單 純な 商 資さへ うまく やれない。 どうせ 男が 何人 ゐ 

た ッて役 こ 立たない 商寶 だから、 お前が 承知して 貰った 以上 は獨 りで もッ とし ッ かりやるべき だ。』 

ねんえ つ 

『それにした ッて、 この 年末に 迫つ ちゃ ァ — 』 

『だから、 少しで もやれ たら やる が、 ね、 こッ ちお ッ て澄卞 さんの 衣 物 を&; に 入れたり までして ゃッ 

さラ だん 

とだ； J つてる 台 末 だ。 金の こと は 例の 通り ここで もま かせ ッ 切り だから、 ふた ァ りで 相談して 見る カレ 

い。』 けれども, 澄 子が 思 ひ 違 ひ をして また 氣を惡 くしない やうに、 『が、 できな けり ゃァ仕 かたがない 

んだ ぞ。』 

- こ ゾ  ちゃうけ  つ 

g 水 は 妻子に 對 する 金 錢 上の 實任 だけ は 家 を やって あるので 十分に 帳. 法し になって る つもりで あつ 

た。 だから、 それ^ 上 妻に 話し をした くもなく、 また その 顔を见 てゐ たく もない ので 早く 窗れと 云 

はな， S ばかりにして ちょ ッと木 山のと ころ へ 出かけて しまった。 

それでも、 しゃべり 出す と 誰れ に 向っても くどくし い 妻の ことで あるから と 思って、 三時^ば か 

征服 被 征服  お 一力 
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り にした あとで 歸っ て 見る と、 幸 ひに も か の 女はゐ なかった。 

『仕 かたが ございま せんから、 三 岡 渡して 置きました。』 澄 子 は それだけ しか 告げなかった。 

『  』 こらら も 妻の ことに 就いては 餘り云 ひたく も 思 ひ 出した くもなかった。 

^子が 湯に 行った あとで、 また その 曰 記 を 引き出して 見る と、 もう、 ゆ ふべ のこと やけ ふの こと も... 

窨 けて ゐた。 

『二十 八日。 十 ：！ き戀 はわれに 寐ざ めの 淚 となれ り。 われ は： S の慎リ なき 吿 白. 抑へ がた き 男性の 耍 

求、 li なる 君の セ コ ン ドラ プに訴 へられて、 われ は犧牲 となりぬ。 昨夜、 われ は 精 靄に そむき、 わ 

が 特色 ケ棄 てて』 と あるが、 この 特色な ど ミは僞 はりで なければ、 かの 女の 氣 休めに 持ら へて 篮 かね 

ばなら なかった M の 1 つ だら う。 ゆ ふべ の 降服 を かの 女が 中止し かけた 時の わざとら しい 處女氣 取 

3 つ *  ノ やう 

りが また 思 ひ された。 が、 なほ讀んで：IS^^?と、『君の熱情に燒かれたリ。 ただ われら， 寂しき 人々 が S 

ひに 半 坐 慰藉の 友と なるべく 替 ひぬ。』 それから、 また こちらの 妻が^ たると 云 ふこと もあって、 『こ p〔 

ゥん めい 

人 も 亦： 情に あたへ すべき 人な リ、 然しながら、 これ 運命な リ。』 

『  』 その 最後の 句に は渠 もちよ ッと考 へさせられた。 と 云 ふの は、 女が 他の 女の 亭主 を、 わざ 

とで はなく， 1： 然 にだが、 取る やうに なった その 時に、 その 女が どう 云 ふ 風に 覺 悟して ねられる かと 一 K 

ふ 題の ー實列 を 示め した もの だ。 同情 をす るが、 運命 だと。 そこに 渠は澄 子なる 物の 女らしい 而もい 


冷： おな 本性 を见赏 つやた うな 氣 がした ので ある。 かの 女が 頻りに わざわざ 戀を 標榜して、 殊更ら に 人 

の 熱意 を 求める の は、 己い 本性に 於け る 缺陷を 無意識に 捕 はう として ゐ るので あって、 だから かの 

ぐ- CN さ- フ 

女の 現： Icf を 一 足 飛びに 飛び越えて、 {4.: 想な ど を高尙 らしく 見て ゐ るの だら うかと も E わへ た。 

二十 九日に は、 二人の 名 を 並べた 年始 狀を 郵便局へ 持って行った。 

『あれで また 友人間 や 新開 社に 新ギ 早々 また 一 と 問題 起り ましょうよ。』 かの 女 はこん な こと を考 へて 

嬉しがった。 

け い 

山が また やって 來て、 纏の 經營 して ゐる 滿浏の 新聞への ク. -稿を a 次に 頼んだ けれども、 それ は ほ 

んの おもて 向きの ことであって、 實は、 私 かに 澄 子の 中 野に 對 する 返 を. 1 きに 來 たの だ。 この 日の 

記事に は、 

『签は 一って、 塞 月見る ベから す。 され ど われ は 幸 ひ 多し、 熱な き 戀に獨 り悶へ し 過去に くらぶれ 

ば、 すべて を燒 きつく さんと する §〔* のパ ー 一一 ン グラブ はわれに より 多くの 幸 ひ ありと 信す るが 故に』 

とあった。 

ぽっ しう 

三十日に は、 中 野が 房れ から ハガキ をよ こした。 大原ゃ 勝^ 方面へ は 澄 子 も 渠 に 伴 はれて 行った こ 

うせ ま 

とが あると；； ム ふから、 その W 跡 を m 心 ひ 忍びつつ ま はって ゐ ると 云 ふ 思 はしめ 振りに、 きの ふの 松 山 Q 

^訪を 思 ひ 合 はせ ると、 ，M ふは餘 ほど 用意 ある 二度目の 手 を 避して るら しく a えた。 が、 もう、 耕 次 
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少しも 恐ろしく も 妬ましく もな 力った。  、 

1 二十  一 口、 お ほつ ごもり の晚に は、 かの grni として I 市中 II はった と 云 ふから、 f 

かの 女の 乞 ひ i れて f そとから 締めて 共に 帘 中に.^ で、 先づ 蒙の I 寶 I たが、 0i 

れて 午前  一^ 顷に^ 宅した。 

S 明けても 昨夜からの S は 降り 續き、 I でが 烈しくな つて 板戶を かたくと 叩いて ねる ので、 

るぐ ぶが しなかった。 まだ 珍ら しいだら けた 氣 持ちで、 元 口早々 から 寧ろぎ 園の ぁッた 力みに- if 

ん でる ガが よかった。 I にきの も 詰らない やう だし、 その 訪 I に |て賀 ひたくなかった。 

『何 無った ッて、 元日です から、 ね』 と、 それでも かの 女が 先づ九 IE? 起き 出で 

た。 そし の 雲から は 口 光 も 照らす やうに なった 

iG 簡客は 街 ふの ml& できた が、 これ は |皇 いただけで 行って しまった。 f 

すぢ ：！： ふに 佚んで I い 新 sf— 富に かかりが てら 伺 ひました 美 ふので、 ちょ ッと 上け て 

I は面會 した。 が、 この 人 やそこへ やって 來る P うのい たづら に 望なかった ことに は、 そこの 家 

の 前 板壁に、 か S 朝の I が 出た その 蒙に は、 『この 奥 SI 浸 の 手引 I もじって、 


『この 奧に闢 根、 ゲ同 i』 と、 白墨で 大きな 文字 を落轡 きし、 いろんな 惡ロを も 記して あった。 

澄 子が 最初に 氣が 付いて、 怒りながら、 

『どうしたらいいでしょう』 と 云 ふので、 耕 次 もちよ ッと 見て 來 てから、 來てゐ た 父に んで、 gi れ 

.  ね. 5 とう 

を以 つて 行って ぬぐ ひ 消して 貧った。 けれども 、もう、 そんな こと は 念頭から 去って ゐ たし、 また 

今 思 ひ 出しても 根に持つ 必要がなかった。 

それから、 木 山が 不斷 ¥ おのままで やって 來て、 

『卸 年始 ぢゃァ ありま せんよ』 と 云った。 その 姿 や 物 ごしの すッ きりし た^を、 澄 千 は 初めから 氣に 

入って ゐた。 そして その 失 人 も柬京 生れで あると 云 ふの を、 かの 女 は 一人の 味 かたで も 得た やうに n 

慢 であった。 若し こちらが ゐ なかったら、 かの 女 は 或は そ. こへ もの こく 細君に 會 ひに 行って、 おし 

まひに はまた その ま 庭に  一 %m を 起した かも 知れぬ と、 耕 次に は 思 はれる やうに なって ゐた。 

二日から 四日に かけて は、 客が 來 たり、 客に 行ったり して 賑やかであった ので、 寂しが リの澄 子 を 

だ シて \ 

も 喜ばしめ たが、 かの 女の 心 は 初めて 會 つた 人に 1 々好き 嫌 ひの 斷定 を與 へて ゐる やうであった。 

四 曰の ゆ.. - かた、 耕 次が かの 女 を つれて iit したの は、 昔、 渠が窨 生 同様に 取り あっか はれて ゐた 

人で あるから、 そして さきの 女 を もつれて 行った ことがあ るから、 十分 氣を 許して 馳定 になった。 その 

あとで ml を さした の だが、 王の あたまに 歩 を 指されて ゐ るの を 知らないで うとくと いい 氣 持ちに 

征服 被征趿  五】 ニーべ 
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節って ゐ た。 

『どうした のです、 ね』 と 云 はれて 築 は 目 を さます と、 澄 子が を かし さう にこ ちらの 颜を のぞいて.^ 

0/  あさか 

『おや ァ、 失敬しょう。』 醉 ひざめ の爲 めに 俄かに 胸が むかく し S たので そとへ I。 そし 5 嘉 

町の 一 g い 道 を 歩いて 行く 時、 かの 女 はこ ちらの 手 をし ッ かり 握って、 笑ひ聲 で、 

『あなた はほんと に 可愛い 人、 ね。』 

『 ……… 』 S 墓な しに かの 有 i した。 が、 この 時には そ I 味 も 感じ も 近い 韋 のと は 違つ 

てゐ た。 不 S 然が ある 爲 めに ^にならない のか、 それともう わさ 通り 生^ 上の 不具 ギ ^ か？ 觅に角 

かのお のから だと 、いとが いつまでも 一致して^ ないやう なの を藥は 非常に 一向 白くなかった。 

初めは 募で i にか あの 許し 裏め る爲 めに 進んで 行った ものが、 今や 許されて るの は 却って 

ての 螯 に また f し S この じて、 遠ノ ぶしく も I、 ま I しく もあった。 

若し これが うわべば かりの ま，、 ほんとう はさう でない としたら * 金 を 出し て賤 しい 女 i つて 

るり も 鬥 様で はない か？ S 分 は ぼ 〈資 を 以て a„ レ實を 得た つもりで あつたが、 かの 女から 與へ てるの はよ 

しんば それと しても 一部分の i であるら しい。 ip. 中 妙から Is るの I ほどの 籠に 

なるきよれ るが、 こちらに も 無心 I ひに I やうな 妻が あるので、 こ S は 五分五分 にされ てし 


まう だけ 不愉快で も あり、 不滿 足で もあった。  一 

で、 用 もない のに 渠は木 山のと ころ を 初めと して、 その他へ も獨 りで 出かける やうに なった。 錢 i 

で 友人と 落ち合 ふの をい いし ほに して、 二 時 問 餘リも そこで 暮 して 來るこ ともあった。 すると、 かの 一 

しさ だい 

女 も 亦、 早速 その 乎に 丸めた 手ぬ ぐ ひとし やぼん と を 持って、 式臺の 上で こちらと 行き 遠 ひながら、 一 

『あたし も 行きた くッ てお 待ちして ましたのに』 と. 不機鳒 であった。 『あなた は あたしのから ださへ： 

自由にして ゐれ ばいい のです か？』  一 

じゃま 一 

『  』 いや、 その 心 をまで も 十分に 自由にし たいの だが、 かの 女の 旣成觀 念に 成る 小 现笳が 邪魔 

になる のであった。 『僕に は、 あなたが すッ かり 中 野との 文通 や 交際 を絕 たなけ り ゃァ駄 ：11！ だと 思 はれ 

一 

ます。』  . 

でう けん 

『ぢゃ ァ>  あたし は あなたの 條件を 二つと も 承諾して しま ひました のに、 あなた は あたしの 條 件の I 

つ を 御 承知な さらない のです か？』 

てつぐ わ 3- 

『今と なつち ゃァ、 おそらく、 あなたが それ を 撤回し なけり ゃァ、 僕の 第二 條 件が 合致 的に 承諾され 一 

たこと に はなります まい。』  ； 

ぐ わ.^ こ  一 

『  』 かの 女が 强 情に 出れば 出る だけ、 こちら も 亦 頑固に なった。 そして こんな こと は螯 の e 一 

一 

とば かりではなかった。 共に 眠っても 互 ひに 物 を 云 はない こと もで きた。 

一 
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一？ -曰 になった 時、 かの 女 Q 赤 f 於け き II 人が i が てらに やって 來て、 

あるが、 ，したわけ か、 i_f  くな つて 困って るから • 取りに 來 て吳れ ろと 云って 歸 つた。 力 

こちらで は それ も i なので、 矢ッ 張り そのまま にして置く ことに ーぞ た。 耕 次に は 猫なん ぞ のこ 

とどころではなかった。  ぢょ 

S はい ク そのこと 蛇に なりたい、 ね』 と、 渠は 云った。 かの 女の 51 ひだと！^ よふ 物に なって 

どこへ でも ぬらり くらり I ひま はって やりたかった からで ある。 けれども- かの 女 はぎ 氣 であつ 

た。 そして 斯う 答へ た、 

『あとし がなる なら 小犬です、 ね。 さう して 方々 の 坊ちゃん S ちゃんの ぉ挈を したり、 第 t を 


ころげ 歩いた. 


十日から みぞれが 降ったり やん f して ゐ たのが 、十一 曰の 朝から 雪に なって、 正午 ごろ は 本降リ 

こなり、 P 後 三時に は 一寸ば かりの 厚み を以 つて 見える 限り を 白く お ほって ゐた。 座敷の 橡が^ T に 

S めて， 小鉢の けやき は、 いつのまにか 謹して 枯れ木の やうに なって ゐ たが、 その 枝に.：！ 

り<ん で つてる。 六 坪ば かりの 庭で は あるが、 そこに ある 槍 葉の 四 五本、 椎の 一本、 力へ で、 乙 

あすなら ふ、 奧 など S にも、 S 以上に 出た の は I 以上に、 地べたに 近いの は 地べたに，、 

それぞれ IP を かぶって る。 きから 右手 S 根 を 越えて 見える m い 畑 も、 一面に 眞ッ 白で あつ 


きの ふは戶 山の 原へ 行って どこかの 子供と 一緒に、 あの どッ しりと した 重苦し さうな 圆ゥ體 で、 た 

こを擧 げて來 たと 云って たお ふの 黄さん は、 け ふ はりち に引ッ 込んで 碁 を 打って るかして、 ばち ぱ 

ち 云 ふ 音が Si える。 大 森の 體育擧 校へ かよつ てるこの 子の 方が おや ぢょ. ON つよい ので、 おや ぢが 負け 

て 躍起になる さう だと r み ふの が 人から 聽 いただけ でも 而 白かった。 

こちらで も 寂し さう に獨 りで その 窒に 引ッ 込んで た 澄 子が、 その 窓 を 明けた 音が する かと 思 ふと、 

直ぐ/ J ちらへ 聲を かけた、 

『ま ァ、 奇麗です よ、 あなた、 i 氷て 御 Is^ なさい、 な。』 

『  』 渠 はかの 女と 淺 薄な 感傷 心 を 分ち 合 ふこと など は 好まなかった けれども、 呼ばれた ので 行 

つて やった。 そこから 僅かな 低い 人家 を 押し分けて 見える 原の つづき も、 B ッ in であった。 が、 たと 

へ 世界中が 雪で 眞ッ 白に なった とて、 それが 自分の 得られぬ 3 お 實には 何の ことで もなかった。 

き れい 

『奇魔 ぢゃァ ありま せんか』 と、 かの 女 もこ ちら を わざと 兒 ないやう にして 詰し かけて た。 

『  』 雪が きれいな の をち ょッと 月が いいのに 取り 替 へて 见ろ。 それ はさきに かの 女が 中 野 を こ 

の 窓に 呼んだ 時の 首 葉で はない か？ きッと 雪に 對 しても そんな 思 ひ 出が あるに 相違なかった。 

ぼんしょく 

『矢ッ 張り、 不愉快な ので、 晚食 をす まして、 直ぐ また 獨 で 木 山 を 尋ねよう とすると、 かの 女 は 例 
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の 寂しがった 額つ きをして、 自室へ 引ッ 込んで 行った。 

『あたた はいつ も 口 か 手 か 動かして ゐる 人です。 人 問の 群れの 中に ゐて 絶えす 話 をして わる か、 さう 

でなければ 仕 jEj に？ I 一中す るか、 この 二つし かない 人です j 共に 靜 かに 戀を樂 しむ やうな 人 ぢゃァ あり 

ません。』 

か.： J さん 

『然し 戀は 決して 閑&な 人の する ことに ゃァ きまって ゐ ません よ』 と 答へ たこと を • みち/ \ おひ 浮 

ベた。 

かの 女が 然し こちらの 爲 めに 直接に 餘 ほど 心を勞 して ゐる こと は、 その 額が 瘦 せて その |§ がいつ も 

けん どんに なって 來 たのに 見 にて ゐる。 割り 合 ひに 太って るら しいと 兑 たかの 女の ふくら ッ 脛が 衆 外 

痰せ てて、 而も 俄か 痰せ であった ので その 皮膚が 大きく たるんで るの は、 中：^ おの ism な爲 めであった 

として、 こちらに は 責任 を帶 びない。 が、 かの 女が 近頃の 顔の 瘦 せに はこ ちらに 庳接 の^が あると 思 

へた。 けれども、 また、 この 罪 はかの 女の 眞資を かの 女が かの 女の 方で 徹 させさへ すれば 铺 へる も 

のと 思へ た。 

,  しんじつ 

そして かの 女の s 實の 徹底と は、 こちらに は、 かの 女が 中 野の こと を 根本から 忘れる ことであった 

が • かの 女と 向 ふとが まだ 下 だらぬ 感傷 を 交換し 合って ろ^り は 駄目であった。 

木 山から S 次が 夜お そく 十 1 時 顷 に歸 つて 來 ると *  ^して 中 野からの 尸 ガキ がかの 女に 來てゐ た。 . 


かんが ^ 

して その！ ： 人が：！！^ た 過去の 感^ を 11 らして あるの だが、 これに また 返 shj^ 出す の だら うと m わ ふ 

と そして 向 ふの ハガキ (これ はき ッと わざと 向き 出しにして lig- いて、 こちらに も 直ぐ r ル える やうに 

しょ 

だら う) に對 して かの 女 はいつ も 卦害を やる と 思へば、 かさねがさね その 不見識が 憎まし かった。 

瘤に さわって 溜らない の だが、 それとなく、 わざと、 來 客が この 遲 くまで 待って ゐ たの を あしら ひ 

ながら、 午前の 一時まで 卷を 打った。 

ふ とん 

『すみませんが-' あたし はお さきへ 失禮 致します』 と 云って 自室へ こちらの i 至から 蒲圑を も引ッ 込ん 

だかの 女 は、 客が 歸 つた あとまで も寢 つかなかった。 見ろ と、 巾 野 宛の 手紙が 机の 上に 乘 つて ゐた。 

しょしん 

『  』 渠 はかの 女に 向って、 『これから 以後 は、 もう、 巾 野の 害 信 は s: ル せて lis; はないで もい いで 

す』 と 宣言した。 そして かの 女の 方から は どんな こと を 云って やって るので あるか は、 こちらが 想像 

して ゐる だけで、 初めから少しも！115^^かった。 

じゅん 

矛盾と はか かる 心 か、 熱烈の 

君 を 思 はす、 無情 を 慕 ふ。 

からう じて 忘れ はてむ とする 我れ に 
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思 ひ 出で よと 雪ぞ 降りけ る •  ， 

われ は.^ ほ 寂しく 暗し、 石炭の 

まの^の 如き 戀 せらる わ ど 

E 心 ひ 出 は-鬼 まれ かくまれ、 君な くば、 

この i なくば われ は 死ぬべし。 

まハ はす、 われ も 語らす、 ただ 讓 みて 

あま 

ただ 窨 きて あり】 一とき 餘り。 

この やうな 歌が かの 女の 十二 曰の 記事 中に 盗み見られた。 

十三 日 はまた 耕  1?^ の 妻が やって 來 たが、 

『ある 時には やる』 と 云って、 それ を突ッ 返した。  £  , 1, 5 

i に i が 利か なくなって、 1 一人 は Isi に！ しかった。 どうせ 菌はト f 

の ur, 樊 の 方の を—. 少しよ くないの s つて ゐな いから— 寶り拂 つて ま はう 力 I 

も、 ちょ ッと 相談 だけ はあった。  ： ，，，f 

卜 ヒ日こ は、 擎 がいよ く fll なくなつ たと 見え、 置かる み を 踏んで その 父 臭 草の F 

2 て、. 小 遣 ひ錢を 貰って 來た。 久し振り でかの 女は獨 りで 外. g したので あつたが 


『どうも あたし は 親しい お 友達のう ちに 寄留で もして ゐる やうな 氣 ばか. がして』 と 云って、 かの 女 

の歸. ^がけの 時の 感想 を 相 變らす こと 更らに 感傷して ゐる やうに 述べた、 『自分の 家に 歸 つて 一丁く のビ 

と は 思 はれませんで したよ。』 

『  』 渠に はかの 女が 笑 ひながら でも そんな こと を 云 ふの が 氣まづ く 取れた。 そして、 ついこ.^ 

な 皮肉に 馳 せた、 『そり ゃァ さう でしよう、 貧え して ゐ ますから、 ね。』 

『  』 かの 女 もた だい やな 顏 をした。 いかに かの 女 だッて 貧乏に ひるむ やうな ことのな いのは 渠 

にも-^ つてた が、 お 互 ひに 別々， な 意味で 氣 がいら 立って ゐ たの だ。 その ゆ ふが た、 相 並んで お 互 ひに 

物 を 云 はすに 庭 を 見て ゐ ると、 その かた 隅の 小さい 椎の 木の まだ 雪 を 消え 消して ゐる 枝の 上に、 舊暦 

六日ばか.=^の月が淡くかかってゐた。 

十九 日に、 渠 はまた 留守であった ので、 中 野が また やって 來 たの を 知らなかった。 かのお の 日記に 

は、 — 

I  V  むかし 

『今 ある も^な. ON しも われ はまた 

憎み はて かね 悶え 苦しむ。』 

『  』渠 に は、 然し、 それが 全く かの 女の 麓 實 なのか、 それとも 半ば は 例の ぎ if 败趣 からの 持 

らへ ごと か、 いづれ とも 分らなかった。 然し また 廿 03 のく だり を 見る と、 

狂 @教£ 覼  fj 一 


泡？. お， jjm ハ卷  ヨ 一-二- 

『ああ、 われ あやまて -v。 戀を 捨てし はわれに 非らざる か？ 捨てられ しと 信ぜし 古き 戀の 却って われ 

より 去りた るに 等しき 一 ゆた 見出せし 今日、 わが 胸の^ i! 恨みし 人に 誡 ありて、 われの 輕卒 なりし を 

悔 ゆる 今日』 と あるので 見る と. 向 ふから 餘 ほどお だ やかに 口説き 返された ものら しい。 一た び 拾て た 

女 を 人が 拾った から ッて、 また 取り返した くなる 男の 心持ち は、 耕 次もさきに經 驗 して 知って ゐ ない 

ではなかった。 が、 それが 自分の 時には 尤もな 理由と なった けれども、 人からの 場合に は 妬ましく、 

^ましく、 央 敬な ii を與 へられて る氣 がして 溜らなかった。 そして こちら も 以前の 女に 云った お ぼ 

えの ある やうな より！^ しの 言葉に 多分 かの 女が 釣られて ゐ るの を 心 もてあった。 文句の つづき、 『わが 

^0? ま理て ふの がれ 雞き人 情のと りこと なりて、 今更ら に 捨て去り 難き われの、 昔し の 人、 今 

の 人 いづれ にも かた 糸の よ-. 分けられぬ i  ，如何にすべき？ |> われ 過 まてり、 われ 過 まてり！ 

死！ 死！ われに 屐 善の 造、 ただ 1 つの 死 あるの み。』 

『 ……… 』 えい、 死ぬなら、 ぃッ そのこと 死ね！ と、 渠 もつ ひ 私 かに その 面白くない 意味に 怒って 釣 

り 込まれて ゐた。  かん ま 

けれども、 II  二十 二日に 渠が よそから 歸 つて 來て、 ふと 直ぐに 自分の 1 閣 張りの 前なる 座^ 團に 

坐 わると、 誰れ がゐ たの か、 そこに 人の ぁッ たかみ を 感じな そして 何よりも さきにく ゎッ として 耳 

I どころ の 出ぐ ちの 方へ すました。 不都合 奠で I てゐ たの ぢゃァ ないか 知らへ そして 今 こけ 


ら に 見付か ら ないやう に ^げた か と f へ たからで ある 。 

『何 をお 考 へです の？』 かの 女 も そばに 來てゐ て、 こちらの 素振りに 感づいて ゐた。 

ぶじょく  ふ しん 

『  』 渠は餘 りに かの 女 を 侮辱した やうな ことにな りかけ たの を 悔いた。 そして まだ 多少 は 不審 

さう に、 『誰れ か 坐 わって ました か？』 

『あたしが 坐 わって をリ ました。』 

じょうだん 

『  』 それ も 亦 意外で あつたが、 『僕 はまた』 と、 久し振りの 冗談に まぎらせて、 『あなたの あだし 

男で も 來てゐ たの かと 思 ひました。』 

ぢょ 

『そんな 女に 見えます か、 ね？』 かの 女 も こだわり.， なく 微笑した。 『あなたのお 留守 をせ めて は あなた 

のお 机の そばに でもと 思 ひます から、 あたし はいつ もさう して をり ます。』 

『  』 渠は それ を聽 いて、 以後 用事の 外 は、 あまりん 出しまい と考 へた。 自分が ゐな いと、 矢ッ 

ぢょ 

張り、 かの 女は實 際に 寂しい の だら うから。 

けれども、 二十 三日の ゆ ふが たに はどうしても 出なければ ならぬ 用が あって、 そこで キス キと 日. 1^ 

滔と をち やん ぼんに 飮 ませられて 歸 つて 來た。 まだ 八 時 をち ょッと 過ぎて ゐ ただけ だが、 わる 醉 ひの 

苦し さに 直ぐ 床へ 這 入った" そして 前後 も 知らす 眠って しまった。 あとに なって この 日の かの 女の Q 

記 を 見る と、 
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じ 4.5 じ 4. ぐ 

『わたし は 君の 机に 向って 靜 かに 坐 わって ると、 戶山舉 校の 消燈 喇叭が 寂しい 冬の 夜の 靜、 〔を 破って 

きこえる。 場所 は *^ ふが 、槍 町の 寓居で * 五 年 問 聞き慣れた 聯隊の それと 同じ 喇^ だと 思 ふと、 i 

こん 十ね 

懐かしい 響き だ』 とあって、 いつのまにか 文章が 口語 體に なって るが —ー 『君 は昏醉 して ゐる 喇叭 

の 音が 消える とまた 元の しんとした 夜に かへ る。 机の 上の ウォッチのお コ ンドが 僅に この間の 靜寂を 

破って ねる。 ああ V 薪 は 何と 云 ふが g な 人 だら う？ 戀も 事業の 1 つ だと 云って、 戀の爲 めに は 家 を も 

社 會をも 無視して 返り 見ない 程、 强ぃ埶 _烈 な 人で、 0 覺 して 耽溺し、 叉 自ら 社會 公衆の 前に それ を吿 

白して 阯を 感じない 程の 人で ありながら、 愛人の 前で は 若い 青年より はま だ 感じ 易い 淚を持 つ て ゐ 

る。 わたし は か 君の あつい 淚を わたしの 袖で ふいて あげた。 そして その 熱した 額に 手 を あてて 靑 

春の 血 こも ゆる 君の 額 を 見た。 外に 向って 强 いだけ、 胸の 中の 寂し さと 苦悶と に 痛む 君の 寂しみ を 同 

情 t すに はねられない。 わたし は 自分ら 一 一人 こそ 露に 寂しき 人々 だと 思 ふ。』 

『  n そこまで になって ゐ ながら、 然し、 なんで また 全人 的に なって 吳れ ない のおと 思 はれた。 

き i_』 く. i-.:>  ざ-, ノヤ-つ 

そして かの 女の 『寂しき 人々』 と 云 ふに は、 かの ハウプトマンの 脚本に 捕 はれた 型に なつ てるのが 想像 

された。 

ニト 四日に は、 翁て 賴んで 置いた 女中が やって来た、 これで 澄 子に この I ヶ月 半ば かり もお 三 どん 

を やらせて あった 勞が 省け る わけ だ。 かの 女 も 亦 それ を ありがたが つたが、 二十 五日に 軿 次の 妻が ま 


たやって 来たので * また かの？？ の 落ち 付き かけた 心が 亂れ た。 その 日記 はまた 文語 體に 返って、 

『ああ、 われ は ii なる 戀の 生活に 堪えす。 われ は ひたすらに もとの— 浪 しくと も、 もとの 獨身^ 

活を思 ふ。 I 身の 不滿 足、 そ はわれの 覺悟 すると ころ。 ただ 老いた る 父の 思 ふところ を 加 何？ 心しら 

ぬ社會 の， をい かん』 云々。 この 夜、 然し、 二人 は 女中に S 寸を賴 んで久 り 振 リに淺 草の 公園へ 逝 

びに 行った ので ある。 

二 卜 六日に は 雪が 降 《^ て、 三寸 も 積んだ。 二人 は 別々 に 自室に とぢ 籠って、 興奮して ゐる 心持ち を 

II 互 ひに 誤解 ゃ愤激 からの 中止 やの ない 爲 めに I. 手紙 を以 つて 取り か はした。 そして 夜中に なつ 

てから、 かの？^ の 發議で 木 山 その他 1 名と 四 人して、 そと を 歩き ま はった。 舊曆 十五 日の 月が 寒く 澄 

ん で眞ッ 白な 地上 を 照らして ゐた。 

光って 而も さくく 云 ふ 地上 を 踏んで、 この 一 圑は鬼 王 神社の 横丁 を さきの 通.. -へ 出て、 左り へま 

がって 高 千穗學 校の 前まで 行き、 また 左り へ 二度 まがって もとの 通り を 歸り路 になった。 その 左り 側 

で、 けやき ゃ椎の 木ら しい もので ちょ ッと 樹立ち を かたち 造って る その 高 枝 を 漏れる 月の 光の 中に、 

大きな 古めかし いわら *^」 家が あって、 可な り 廣ぃ庭 を 隔てて、 また 低い 離れ 星が 見えた。 その 屋数 

のか ま へ が 耕 次に は 何だか 自分の 記憶に 殘 つて ると ころら しく 思 はれた。 

『若し して それなら』 と 前置きして、 渠はそ^^を通り過ぎながら、 二十 何年 か 昔の 友人に 關 する こ 
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たう 1^ 

と を 語った。 友人 は そこの 植木 星に 下宿して、 十稻 田の 政治 科へ 通舉 して ゐた。 離れが 建った 當 座の 

ことで、 食 S. は その 度 毎に おも 屋 から そこの 娘が 運んで 來た. - そのうちに 友と その 娘と は 互 ひに 若い 

思 ひの 仲に なった。 けれども、 娘の 父 は それ を 許さなかった。 友人が 暑中休暇に 歸 省して、 秋 を 待ち 

てまた 上京して 見る と、 かの 女 は旣に 人に 嫁して うちに はゐ なかった。 そして 友人の 机の 引き出し 

に は、 女の 止む を 得ない 事情の 訣別 狀が這 入って て * 花かん ざし を 一 つ 添へ てあつた。 

もよ ま 

『さう 云 ふこと はた だほん の あまい 感情の 話で は ある けれど、 聽 いて 矢 ッ 張り あはれ を 催す、 ね』 と •， 

木 山 は 1K つた。  . 

『あたし も そんなお 話 を 好きです、 わ。』 潦子は 斯う 木 山に 同感 さう に吿 げた。 

V\ よ 

『  』 耕 次 は、 無論、 それとなく かの 女の、.，？ を やわらげる つもりで 語った ので は あるが、 あたし 

もと 云 はれて は、 如何に 木 山だッ て、 そのお のれの くろう 人 じみて 氣 取って 見せた 音 マー を 毫； なしに さ 

れ たに 相 遠なかった。 

それから 三 四日の 間 は、 たッた 一 度 或 大擧へ 臨時 講演 をし に 行った 切リ、 耕. fj^ は 引〉 籠って 創作に 

X つとう 

沒 頭した。 ゆ： 活が 迫って ゐて、 さう く かの 女の 本意 を 云 はせ ようとば かり もして ゐられ なかった。 

ちょ 

二三 日 前の 手紙 往復の 結 栗で だら う、 中 野が また 三十日に かの 女 を 訪ねて 來 たが、 耕 次 は 自分から 築 

等の 詰に 立ち まじらなかった。 そして かげに ゐて、 自分の 心 はくさ. （- した。 が、 それ は 不思議に も 


この 客の 來た爲 めで はな f 力ぶ，， .f は、 かの 女が いつも こちらに 許して ゐ ながら- 11 

y てゐる やうな の を く 遣憾， にば かり はれた の だ。  一 

ぢょ  】 

客 力 かの 女の 窒 から 管と、 かの 女 は ひらき を 明けて 茶の 問へ 來 るけ は ひがした ので、 f こちら 一 

の ふすま を 明けて 行って、 いきな リ、 雨 乎 を ひろげて 踊リ ながら、  j 

『お 澄 ひとり か —— おいらなん ぞは 目が I つで、 齒が 二つで、 古が 長く ッて油 をな める！』  一 

" ……… 』 呆れた やうに ぼんやりと こちらの 顔 を 見上げて ゐ るの は 女中であった。 もラ、 ついて る.！ 1 

燈の もとで 何 か 煮 もの をして ゐる。 が、 冗談と 分った かして、 やがて^ 出して をん 皇 人の 方 を見ー 

た。  一 

" 』 澄 子 は おだやか i 笑して 乎 を 鍋の きまぶ り-ながら、 『； U なお 霧し して あげたお 化 一 

けのお 眞 似です か？』  ： 

『 ••：•：： 』 煙? ff^l いた 『おきよ 獨 りか』 t り 出す 東 i のお 化けば なしの 文句 を、 かの 一 

女の 名 I へて 出誓 にも じった のであった が、 自分が ぎ かの 管 やん 0 如く か g かまく ず j 

PI たの if  a 分からの 痛快な I だと 思った。 自分 はかの 中 g やうな f じめ 9 つ I き や 一 

未練 ものではなかった。 fl 農 じて 火鉢の そばへ 腰をおろ したが、 きに もゐ たた it ま 一 

た 自分が さきに 立って 澄 子 まの 女 i へ つれて 行った。 そして 臭 かと 云 はぬ ばかりの？ して.， 一 


五づ 1 八 

るかの 女に て..^ づ -『f いくらき 人 菜た ッて あなたが 再び 讓 されて 行かう と irn 

"そ uuti すが、 ね』 と- f けた。 a  mi 

が^に 與 へられない のです？』 

『  』 

『ぁなヒま暂際に^^具なんですか？』  y 

itc\。Jl  じゅじゅつ  50 

さ、 I』 と、 鎮も全身 が まじめに なって、 『若し さうなら 僕 It て 不具になる 手術で も 施 

しましょう。 どうせ 部分的 關 係なん かなく ッ ていいんで 1 から！』  き . 

ね、 あたしに はこれ がほんと うの ん ですから 丄 かの 女から 管て t はせ な 

がら 進んで こちらの 手 を 取って ゐた。  さん ぼ >r^o ごし こド ，、尺へ 刀に 虧 けて 

それから、 t ひに f 取り直す つもりに なって、 共 猿 歩に 出かけた そして 下 力 大分に H 

にも 二人 零 蒙 II、  III  J 

子に も lil ようとした けれども、 かの ぎ？ 置から とめられて ゐる f よそで は J 

^-n 窗 lifl 雷の llf の 中 力 


ら 月の 光に 見えて ゐた。 それ を また かの 女 は提燈 をつ けて 霄； つて 近く 見る 爲 めに 庭へ おりと。 

『うちで もこの 春 は 花を植 ゑましょう よ』 と、 かの 女 は 歸り路 で 云った。 寒い ので. 二人 はし ッ かり， 寄 

添って 歩いて ゐた。 

『それ もい いが 11 』 蕖には 人間の 眞賨に 添 はないで は舂 も圜藝 趣味 もなかった。 

1 1 月 一 日から かの 女 は 風 を 引いて 發 熱した ので、 渠 はかの 女の あたま を 冷たい 水で 冷やして やった 

りした。 二日に 二 六 新聞の 記者が 來て、 また 二人の 生活の こと を 聞いた 時、 かの 女 は 

『あたし 達の 間です か？ お 互 ひに 一 歩づっ 譲り合った のです』 と 答へ た。 

4J いふく 

『  』 けれども、 こちらに は、 そんな 解釋 では 征服した ので もな く、 された ので もない。 そして 

熱 ある 眞實に は、 國 家の 生存と 同樣 に、 必らす どちら かが 征服し、 他の どちら かが 征服され ね tH なら 

ぬのであった。 そして 征服 被 服 を戀愛 以外の ことで も あるかの やうに して 譲歩 や!^ g にと どまる i.- 

なら、 寧ろ この 最初の 狀 態と は旣に 違って る 同棲 をけ ふ 限りに 破壞 すべきであった。 

二月 三日に は 父が 二度目で 來 たけれ ども、 耕 次 は その 相手をする 餘 i もな く、 淚を 呑みながら 最近 

に 思 ひ 付いた 1 つの 脚本 を誊 いて ゐた。 女が その 男に 棄 てられた と 思って、 その 愎 いせに 直ぐ 第二の 

男 を 持った。 とごろが、 さきの 男 はかの 女を棄 てた ので はなく、 周圍の ものの 慰 m であった" f せ 一の 

男 はまた 女が まだ 純潔で あると 人に 云 はれた の を 信じて 受けた の だが、 さきの 男が ある を 知った ので 

征服 皲征 m  五. 二.^ 


五 四 o 

泡^ 仝 集 第六卷  r  i.b  .:、  s  、  0 

Ji. つまり、 am^. 0-i$iffl^ 

I れ ii れ ば- 初めはち li たが、 l0lliH. 

^t^lm 多少 I 戯的氣 ぶんに 古い， 持て あそん てると こ 

ろ 0 な.^ 子よりも 梁斷で 而も 賴 母し いのであった。  ►  、  ，5 ら 

flu. こちらが 蠢チ S 女に 何を 云？ るかが 分らない ほとの 

Ir なではなかった。 かの 女は自 I 引 ッス」 ん であた 考へ 込んで しまった。 

一 一二 

一-月 四日 あは 自分の 座 i か- i りに 脚本 を 書いて ると、 郵便 を ほうり 込んで 行く 蒙した。 茶 

の 間で 父と 話し をして ゐる擎 がその 皇の方 t ま はって 行って f 取った。 

『どこから です』 と、 渠 はふす ま 越しに 聽 いて 見た。 

『あたしの ところへ』 と 云 ふ 返事 はまた 嬉し さう であった。  * 

『 ：.：：： 』 また 中 野から i ひない I つたが、 ぅッ ちゃつ i いた。 .5 き 『ヽラ つ 

かのお が 父。 そばへ 立ち f け は ひがいつ まで もしない ので-製 は f まて 先つ I 間へ 行つ 


て 暫 らく. nn-^ の 父の 相手をした。 それから何げなくかの女^;.窒へ行って見ると- かの 女 は 机に もた 

れて 泣いて ゐた。 

『どうしたの です？』 はつい それに 釣り込まれて、 その そばに 坐 わった。 そして それとなく 23 ^ると、 

ふ つとう  .f;  *  ，， ，-  , 

封筒の 裹 が 出て ゐて、 そこに は して 巾^の 她 おがあった。 

『これ を て 下さい』 と 答へ て、 かの 女 は それの 中^が 矢張り 机の 上に 乘っ てるの を こちらへ 近づ ナ 

た。 

『刖 に 見 た くは ぁ り ま せ ん が 、 何を  一 つ て 來た の で す？』 

『永別の 手紙です。』 

『  』 ぢ ゃァ、 とうく 向 ふから 負けて 夾 T たの か？ さう だ、 i いや、 II 向 ふ はかの 女が どう 

しても 動かない の を 知って、 今一つ 41、 後の 乎 を 思 ひ 付いた ので あらう。 もう、 止む を 川$ ないから この 

後 は 一般的な 交際 をも絕 たうと でも 云 ふ 訣別の 文に こと 寄せて、 つま リ 、今一度 かの 女 を 引いて 見よう 

として ゐ るの だら う。 かう 考へ ると- こ， つらに は、 中 野なる 物が 少しく 手 ごた へ ある 人物に なった や 

うで、 氣 持ちよ くもなる と 同時にい よ/ -氣の 毒に もな つた 。『けなげに もよ く 云って"， 犬れ た、.」 でも 返 

赛 したら どうです？』 つい、 また こんな!^; ^が£ た。 

『  』 かの 女に は 答へ がなかった。 

征服 被征 m  .  i 


五 四 二 

泡 鳴 仝 第 第六怨 

『然し？ i の 力が 向 ふに 强 いと 思 ふなら、 今から 直ぐにで もお 歸 りなさい II いやな 義理な ど を 

こッ ちへ W る爲 にあな たが わざく  £^ の 生活 をつ づける にも 及ばないでしょう から。』 

『さう あたし をお 突ッ 放しに なるなら、 あたし も考 へます。』 

『それが いいでしょう。』 ま i の やうな 感じに 滿ち 5 は そこ I ち 離れた。 そして 父と 共に 茶の 問で 

管 打ち 初めた。 そして、 父 I へこ ちらへ 取り込ん S けば、 かの 女 I げ ようた ッて f す もの 

かと 云 ふ意氣 込みで のお もてに 向って た。  こり，， 

すると、 午後 一二 時 頃で あつたが、 かの 女は獨 4 どこかへ き 行く やうす できた そして ま轰 

ぢょ 

=1 を 出 るか 出ない うちに、 父 はこ ちらから かの 女に 聲を かけた。 

『いい かい、 まだよ く 風が 直って ない のに そとへ 出て？』 

『 ：：•：•• 』 耕 次 はかの：？；^ に 議 がない の をち ょッと 不思議に 思 ひ、 茶の間から きて 客間 の障子を 明 

ける と、 今、 不 IQI で 門 I て 行く 後ろ姿が あ ひの P の 上から 見えた。 まさか、 中 野のう ち 

へな ど 行く つもり ぢゃァ あるまい と 安心して 座 i つて 來て. 『實 は、 中 野から I 狀が I のです。』 

『馬鹿な』 と、 父 も 受けて、 『丁度い いぢ ゃァ ないか 1. あんな 男 を！』 

『そ ゃァ さう です が、 澄さん に はさう も 行かな いんでしょう。』 

『^ ^の番 だ、 ね』 と 云って、 父 はまた 碁體 のお もてへ 熱中して 來た。 


nr-, 1^  Ji  k  oiho  l^,*MM*  ，て， M±- It  up^  、む 0* が^ K  C> て \」 


『あ g1 の やうに 管 返して 一 f した、 ね』 と 云 ひながら も 耕次は それとなく まだ 心配が 殘 つてて、 

かの 女？ く歸 るの を こころ 待ちに 待って ゐた。 が、 その m 編が 付いても 姿 直せなかった。 今の * 

け を また 取り返した 時 も、 まだであった。 次ぎに また 負けても だ。 

『おそい、 ね』 と" 父 も 少し 心配 をし 初めた やうす だ。  一 

『 •：：：： 』 あんな ざまで 矢ッ 張り中§ きろへ 行？ しまった Q か 知らん？ 若し さうなら • あ？： 

ふ 風に 突ッ 放した 首 葉 を用ゐ たのが こちらの 惡 いの だから. - 今更ら の やうに それが. された。 そし： 

て かの 女が 行って しまった ものなら、 ここに 殘 つてる 老人 も 直ぐに こちらとの ゆかりが 絶える ので、 一 

これ も 亦 向 ふへ 行って しまう 相逮 ない。 そして また かの 女の 爲 めに 置いて やった 女中 も 必要が なく 一 

なき。 斯うして 耕 llf た ッた獨 りぼッ ちになる 時の じ Iflf  t られ て、 父に 對 して 一 

も 世間に 對 しても、 もう、 自分の 面目が 全くつ ぶれた かの やうに こころ 苦しかった。 鬚が 塞の 仕 

度 を どうしょうと g| いたのに 對 しても. 自分の 燒け やら 憤，^ やらの 爲め. わざとう ッ ちゃって 置かせ 

るつ もりで， それとなく、 まァ、 待てと 答へ て. 父に 向って は 『もう 歸 るでしょう から 1. 』 \ 

二 時 ばかり 勝負 をした ところへ.' かの 女は歸 つて 來た。 そして、  一 

『今 戸山の 原へ 行って まゐ りました』 と、 泣いて たらしい 目 を 見せまい としながら、 父へ とも 付かす * 一 

こちらへ とも 付かす、 何げ ないやう に 苦笑しながら、 『冬の 日が 火葬場の 森に 沈んで ゆく ところがよう 一 

征服 被 I  i  一 


五 四 四 

泡^.^, 築 第六卷 

*」v*-  r ました oil 

『そり ゃァ よかった だ I、 ね。』 父 は 娘の 方 を見 向き もしないで だが 答へ た。 『き 入り相 は is 

がし まってい いもの だ。 II さァ、 占めた ぞ！』 

『 …：： ： 』 こちら は 父の 1M な 叫びで 氣が 付く と 、大きな 石の 唯一の If 中斷 されて しまって た。 

そして この 投げで おしま ひに した。 

『け ふ は i 麟の 年越し だから— 1 っ景氣 よく』 と 云って、 豪に |の勢 ひも 添った 父 は 大きき 

で舊式 II を 初めた 。『鬼 はァ そと、 福はァ うち！』 その 聲 がさき に ii  I じた 時の や 

うて かすれた けれども- 夜の 霞 を まことに 平和に 破って 聽 えた。 が、 それ はた だ 父の やつ てること 

に對 して 一 時の f 裏した あ ひだの ことで— その あと はまた 家のう ちに も そとに もう ゎッ つらに 

だけの 靜 けさであった。 

111 の當 そとで 冷えて 來て燒 け 滔をぁ ふったせ いか、 か と 一 緒に 茶の 問に ゐ ながらお こ 

りこ. 取りつ， S れ たやう に 振る つて ゐた。 

『ぉ先きへ休ま^貰ひます。』新ぅ§てかの女はこちらの塞箫2まへ立って行った。 

『 ；…… P  i その後ろ 姿まで s つて、 ざ I 見ろ と § て やりた S 氣も 出ないで はなかった。 

が、 この 不决 をう ち 消して し f ほど 響な S がかの 女 i して 起って 來 たので U 自分 も あと を 追 


つて s に 行った。 そして 自分 は f こと も 口に 發 しなかった けれども、 かの 女の ふるへ まび ま」 と 一 

を 自分に も 感じつつ、 同じ やうな 思 ひ をして ゐ JJ。 

まだ 十 時 頃 I つたが— 管った 門の 戶 あくもの が ある。 そして.^ ぎ擎 その他の もの 一 

力， I えた。 で、 父が 門 I け. E た あ ひだに ビ ちら if すべて 茶 S の 方へ 押しき 5 いて、 一 

また 衣 物 を 手早く 改めた。 すると、 這 入って 來 たの は 木 山、 外 二 名と、 木 山 夫人と であった。 こちら 

もこれ に a 基た ので、 老人なる 音で も 入り まじつ で 、画 をしたり 管 打ったり して、 一 

二 時までに 及んだ。  I© 


よくで う 


その 疆 は不斷 よ？ おそく 起きて、 二人 is に 行った が、 8 は 置で いつも f の 襟 こさ 

して 置く ビン を 失った。 かの 女から ゆ S がず S つた 純金の ネクタイ ビンで、 梅 Q すかしが,； 入 

つてた ま。 碧のう へ、 P つて II ると、 i!ipf 

『あたし、 知りません よ 11 また 不吉な ことができて！』 

『どうも 濟 I いこと をした が』 渠は 斯う 多少と ほけ て 云 ふ ほかに は 申し わけの 仕 やうが なかつ 

た。 そして これ I た I つの 不吉と 云 ふなら、 かの 女の 今 一 つの それ は 何で あらう と考 へて さ だ。 中 野 

の II しく は 變狀の ほかに はないで はない か？ そして それ を も 一つの つ？ らと 見て ゐる やう 

では、 かの 女が よ 41 かよった 急 ふ £Q うわさ も寓 ざら I でない やうな S した。 

征服 被 征服  ， 
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五 四 六 

に は. かの r がよく  f 語った！ たつ I ら i たりす る 女の 一 人に なって ねた， " 

の 0 が； に籠分 子 I じへ たり、 0§!i! 藥 はた ほ 力の 女の 力 力る 

熙ぼ戠 り.^ 言 を^らねば ならぬ のであった  -， れん  .i: , 

I 置 $i。 

I,  ..^.Mu^l  ,ッ|も|か||葉 

『JS?:-lr\ ゃァ ございま せんか 向ふカら永另の^^カヌプカ  、 、 

『失敬ち ゃァ は"" ^^112^  ！の 見て！ 前で、 添へ 書！ 何も 這 入って ない お 

を 送った のです のに？』 力の 女 は S う 1H て 一 幸5 ク I 

もて ii と共に、 かの 女の 封 じの ままなる 手紙 を 引き裂いた 

『 ……… 』 0H  Islll-ilo^. 

la ない！ 呆れて しまった！ もラ、 誤解 ナ な；； まなり 擎に する 力い い 』 

= *A f  >k i  ノ、』 /  、  けい. 〈つ， ノ：  y  "K  t  ノ，. Mon 

それから、 こちらに 向って、 『あたし は あなたのお ッ しゃった 通り s されて しま ひました 』 

『いや、 その 方が 向 ふ も氣が 利いて るん ぢゃァ ない のです か？』  -。 ， ベ ゆ 

かの^ こちらに 對 しても 亦ち ょッと 不機嫌 を 見せた が、 直ぐな ほった。 i 

の は、 築が 斯う 云って 聽 かせた からで ある、 11  ！ に ^^f>h.J 

H と *  ききき に 心 を 稷| 向けろ と I したやうな も I 力.^ 


U  』 力の 女 は 然しち ょッ とに ッこ. Os する だけで あつ, s^。 

『ま ァ、 湯に で. も 行って 一 あびして いら ッ しゃい』 と 云って、 かの 女の 留守に また かの 女の 曰 記 を盜 

み 見る と、 中 野からの 永別 狀が來 た 二月 四日のと ころに、 

『熱い 淚が とめど もな く 出る』 と 書いて、 左の? が 引用して あった、 — 

『僕 は あなた を 今 一 度 私の 手に 取り か へ す 時が あると 信じ 候。 澄さん、 今 1 度 かやう 呼ばして 下さい • 

と は、 こちらに 安ッ ぼい 新派 劇の 泣き 場 を 思 はせ たが、 却って それでよ く 向 ふの 下品な した、 いが 賨め 

t  /  4^  ,  J わ 1  一一 IP 

た 。『若し あなたが 圓 かな 月 を 眺める 時 は、 同じ 月 を どこかの でし の 恨み 1! 』 馬鹿！ 向 ふ はおの 

れ の意久 地な しから 自身で 失戀と 云へば 失戀 をした の ぢゃァ ないか？ お 友 だち を 思 ふ 房 子さん のく や 

し 泣きに 對 して、 その 時 どんなに 冷淡な 返事 をし たかを 正直に はて 見ろ！ 如何に 房 子 や こちら を 

そのこと では 信じない 澄 子 だッて も、 一 遍に その 白狀で ii をつ かした に 相違ない の だ。 II 『を 抱 

いて 見て ゐる 人が ある こと を 思 ひ 出して 下さい。 戀を 先った 淋しい 人に も il 』 ふん、 JE> が^しいの 

だ、 飽くまで 妻子と 共に 住みながら！ 『まだな すべき： y 事が あるでしょう。 僕 はもう 再びお 目に かか 

hMW すまい。 あなたの 幸福 を 祈って ゐ ます。』 

"… …… 』 こちらに は、 矢ッ 張リ、 かの 女 をお びき 出す あまい 手と しか めない ので ある。 けれど 

も， 力の 女 はこれ をそッ くり 正直に 受け取った ものと 見え、 


SIX 

抱. ぬ 仝 集 镇六卷 

『今 これ だけの 熱が あるなら、 なぜき 時もう 少し 强く なれなかった のです。 の も、 メ U 

ぜ すげ なく わたし も突ッ 放した のです。 わたし は それ を あなたに 聽き たい』 と >  n 語 的に 書き...， して 


ある，'  ぢょ t 

『 ：.』 こちらに さ かの 女の 云 ひぶんの 方が、 尤もに 見える。 そして 多分 この 意味で かの ま 凝 

後の 手紙 を やった ものと すれば、 I 阜向 ふに 於いて は 手 ごた へがなかった のおから、 七 分まで.^ 

いよく  Qi 美 分の そ I みと を以 つて、 それ を tf がいい かの 如く 突ッ 返して 来た ものら 

し. -。 见こ 角、 もう、 これで その 方 はす ッ かり 安心に なつ，^。  j 

市內へ 用事が あつたので、 午後 昌 頃から 出て、 十 時 過ぎに 歸 宅して 見る と、 澄 子 は 鹿 I の 上 

て 横にな つて、 その上から 蒲圑を 着て ゐた。 そして、 

『お 歸ん なさい まし』 と、 近頃に ない i しみ I して 起き 上らう とした。 その 額が おそろし いほ ど蘇 

『どうしたん？？』 また 燒け滔 でも 飲んだ のかと、 きら は そ S かの 女 i 鹿 i しさ をむ ッと 

した。 

『苦しい ので、 早くお 歸り をお 待ちして ゐ ました。』  C てう 

『どうし：？ し、 ん です？』 立った I か のぞ i み 付けて、 矢ッ 張り、 つよい 霞であった。 — 


『  』 父が そこへ 茶の 問との ふすま を 明けて 出て 來た は、 今、 木 山さん が どこかの 雜誌 記者 

を つれて 來て、 これに 隨分飮 ませた の だから II 』 

『誰れ です、 その 記者 は？』 

『秋 田と か 云って たが 11 』 これ も 立って て だが、 少しお ど/ \ して ゐた。 

『ぢ ゃァ、 お ほ 酒飲みです！』 これ は 些か 誇 i つに 過ぎた やうに 思へ たが、 軿次は 父と かのお と をお お 

し 付ける に は 役に立つ と 見た。 

『さ うだらうよ、 一升 德利を 下げて 來 たくら ゐ だから。 これが また さう 知ったら よせば いいのに、 調 

子に 乘 つてば かり ゐて， I 。』 

『お 父 ァんが 見て ゐて、 まだ どうしてと めなかった のです？』 

『いや- とめても 聽 かないん だから ——とうく、 みんなが 歸 つた あとで へた 物 を 炭して しま つ 

て。』 

『馬鹿げ 切って る！』 渠 はかの 女が またぐ ッ たり 倒れた の を 上から 見お ろしながら、 淚 となって 溢れ 

出ようと する 忠吿を 自分の 喉のと ころで 暫 らく 差し 抑へ て、 『あなた もまた なぜ さう 飮ん だのです？』 

『あなたが お 留守で したから』 と、 かの 女 は 全く てゐる やうに なって た、 『お 代理 をつ とめな け 

タゃァ と 思った ので —— 』 

1^ 极被 征服  お 


if ことです。 そんな 代理なん か 何も Ti 、ァ f  I ん！』 友人 どまら 自分が 靠さ ひ^ 

も i だき ふ m りで だが、 渠に は、 自分が 斯うまで 霞って 物が 云へ るの はかの 女の 中 野との 8 

がぁづ かって 力 を添 へて 吳れ てるのであった。 『早くお 休みなさい、 早く！ お 竹 も |で床 を 敷かな 力 

つたの だ？』  。- 

『さう だ、 らくに 休む 方が いいよ。』？ それから 女中に 向って、 『早く 床 I ちつ.， て やん な 』 

澄 子が 床に 這 入る と、 耕 次 は その 枕 もと S わって、 先づ 自分の 手 を かの 女の 仰向きの ひた ひへ 當 

てて 見た。 まるでし 死 やうに つべ たかった。  じゅんばん 

『 •：：：： 』 ぶは こちらが あべこべ にぬ くめて やらねば ならぬ iil たと 思 ひながら、 管す ッ とお 

だ やかに して、 『以後、 i0liyi  iiiit^ 

うらはら なしに 云へ る ことであった。  ， ： . 

『許して 下さい、 ね』 と、 か あ もす ッ かり I になった やうす だ、 『I し S うご ざい まし.^ 力 

ら。』 


一四 


一 1 月 六日に は 


, ？ sylr 云 ふ 小說家 志願 I 入が 尋ねて 卞 おた， MQf は耕 次が こちらで 弟子に 


して ゐ るので もない が、 向 ふから 弟子の つもりで 前に はよ くやって 來た。 そして いろんな 相談 を も 寺 

ちか けられる と こ ろ から 隨分渠 の 心 に 親しく 這 入 つて ゐた。 

丁度藥が北海道まで追ひかけて^た女を^5^ぉでめかけ1!1様に世話することになるその以前のことで 

あつたが、 渠は露 子 を その 借り 二階の 住ま ひに 訪 -1 じた 時， 何 かの 話から 持って行って、 ざッ くばら 

ん に、 

『どうです、 僕の 女房になる 氣 はありません か』 と 云った。 

I  ちょ 

『  』 力の 女 はこの 時 その 脊 中で 泣く 兒を ゆすりながら、 疊の 上に 立って ゐた。 凄. S まど 美人の 

.^は格ぁる額をちょッと赤くして、 それでも こちら を 信じ 切って ると 云 ふやうな 落ち 付きで ま 1^ しなが 

ら、 『奥さんが おあり ぢゃァ ござい. ません か？』 

『あれ はどうせ^れ るつ もり だが 11 』 その 時には まだ 渠は 容易に 自分の 妻と 離婚が できる ものと 23 

ひ 込んで ゐた。 離婚 をレ よく 持ち出して 今に 至る まで 手 こすって る經驗 がま だ附 いてなかった から 

である。 が、 新う 云って かの 女 を 見 あげながら 直ぐ その あと をつ づけた、 『然し、 それに は^ 牛が あ 

る。』 

『  』 かの 女 も 微笑 をつ づけて ちらの 額 を 素直に 見つめながら * 1 二 歩 ある 5 てゐ たの を 立ち 

どまった。 

征服 被 徒 服  五 五！ 


泡 曠-^ -築 第 六卷  五 五一 一 

『その 赤 ン坊を どこかへ れ てし まふので す、 ね。』 

『  「かの 女 は 自分な- 棄 てた 男に はもう 思 ひ殘り はない が、 その かたみ だけ は ，，— と 云った 風に し 

て、 『子どもが あ ッたッ て かま はな いぢ や ございません の？』 

『おや ァ、 a 目、 さに 渠は そこまでの 責任 を 持つ 氣 がなかった ので、 その 話 は それ ッ 切りに して、 相 

變らす 無事につ き 合って ゐた。 が、 渠が 妻の ゐる ところへ 滅多に 歸らぬ やうに なつてから は、 かの 女 

は來て もこ ちらが 饼守 がちな ので 來 なくなつ てから、 こちらが 樺 太へ 渡ったり して、 その 閒 殆ど 一 ケ 

年 半ば かり を 置いて、 久し振りの 訪！： であった。 

こちらが また 夾 上：； 小に 歸 つたのに 張り合 ひがで きて、 かの 女 も 創作 をニ篇 ばかり 書いた からと、 菓子 

折りな ど 持って来て、 二 時 問 ほど 話して いとま を吿 ゆた。 が、 その 歸 らうと する 時に. かの 女 はつれ 

てゐた 子供 11 もう、 ちよこく 歩け た I の 小便 を橡が はの はなで させた。 これ をほハ つけた 澄 子 は、 

云 ひやう も あらう に、 つけ/ \ と、 

『そんなと ころで おし ッこを させち ゃァ 困ります よ』 と 云った。 

『僕の 容に なぜ あんな 魁 i な こと を 云った のです』 と、 渠は あとで 澄 子を寶 めた。 父 もこのと きそば 

で ほ C てゐ た。 『正直 こ， 云へば、 曾て は 一 緖 になら うかとまで 思った 人です が、 子^ を したくない 

と 云った ので、 その 发も 交際 はして ゐ ますが、 決して 闢係 など あるん ぢゃァ ございません" それに ノ 


澄 子さん は 何だか 燒き 餅ら しくつん！： んと i 第 一 、 初めての 客に 對 して 見ッ ともない、 ちゃ ァ ありま 

せんか？ 僕 は あなたの』 と、 今 鹿 はは ッ きりかの 女に 向って、 『お 客が 來た 時には そんな ざま を 見せた 

ことがあります か？』 

『ですから、 あたし は ぎ おだやかに 會 つて やった ぢゃァ ございま せんか？ 然し、 向 ふが 苟 くも 1 家 

の虫婦 たる もの を 馬鹿にして かかって ました。』 

げんか 3! 

『いや、 そんな やうす はなかった が —— 』 小說の 原稿な ど は それ を 見て K ふ 者に 乎 渡しす るの が (A り 

前 だら うからと 思った。 

『あ. =:s ましたと も！ 第 一、 みやげ を 持って 來てゐ ながら、 あたしが てゐる 時に あたしに 渡さないで 

あなたに 出す と はどうした ことです？』 

『成る ほど、 ね。』 纏 は 女が い ょく主婦氣取.0^にな つて 來 ると そんな こまか いこと にまで も：； S を もむ 

のかと した。 が、 なほ。 歸 つた 方 を も かばって やる つもりで、 『然し、 向 ふ はそんな ことに ゃァ無 

邪氣 であった の だら うよ。』 そして 心で は、 露 子が 或は 澄 子 を どう 兑 ていいの かに 迷った から、 鬼に 角 

こちらに さへ 渡せば^ 途ひッ こ はない と 思った の ぢゃァ ないかと も考 へられた。 

『なんに しろ』 と、 父 もお" 後に 口を出して、 『僕 も あ Q 時 直ぐ 思った、 ね — 中； 人のと ころへ 來た 客が 

如何に 女 だから ッ て 、 主婦た る 者が あ ァ 叱り付け る の はよ くな か つ た。』 

五 五- :il 


泡 鳴 仝 築 第六卷  五 五 四 

『何も あたし や ァ燒き 餅なん かで —— 』 

『さう でない にしても • さ。』 

『  』 g% は、 もう、 その 親子 5 話に まかせて しまって、 自分で は 露 子さん が これで 二度と W び 

^ないだら うと 考へ てた。 然し、 もう、 たと へ來 ないでも よかった * 澄 子の 征服 をして 行けさへ すり 

ゃァ。 

がふち 

ところが、 かの 女 はこれ までに 於いて 最も 從 順であった ゆ ふべ て さへ、 その、.." とから だとが み 口 致し 

っゐ *v ゆう  , i  I  ■ 

ないで、 別々 であった。 そして 渠 がそれ を： ポ窮 すると 力の 女 は 

『巾 野の 爲 めでなかった の だけ はお 分りでしょう』 と 云った。 

『ぢ ゃァ、 何の 爲 めです？』 

『多分、 あなたに まだ 舆 さんがお ありの 爲 めでしょう。』 

『  』 そんなお M な こと を 云 ふ 女であった のかと、 一 とき は與 ざめ てし まった が、 

『§^ は、 然し、 あなたが 中 野の こと を 思って たやう に 僕 は 僕の 妻 を 思って ゃァ しません。』 

『五十 歩 歩でしょう。』 

『  』 渠は そこで 考 へた。 かの 女 はそんな こと を 云った 上に も、 け ふ はまた こまごま しい 主婦の 

gl; じみた： M など を 求めて、 こちらの 左 ほど 重んじて？^ ゐ ない 家庭の ことまで 氣 にして、 つまり-、 ^ 


よいよ 出で てます く 平凡な ので ある。 渠は それ を 卑しむ より 寧ろ あはれ ましくな つたので、 つとめ 

て 惜しんで た. & 分の 淚 と共に、 夜に なって また 部分の 全體化 的燃燒 とその 腐 I 莨と： ゲ-說 いた。 そして そ 

れが 人間の 生活と して は 儡 肉 ゃ偏靈 よ. ^もす ッと 正しく、 すッ と高尙 で、 而もす ッと 大切な こと を說 

き 明した。 『よく 考 へて 御覽 なさへ。 不斷 のこと は 緊張した 一刹那の 餘 波に 過ぎません。 その 大切な 刹 

那に 全人 的 合致が できないで、 どうして 不斷 にば かり その <fn: 致の 結 ml^ なる 愛が ありましょう？ で、 あ 

なた が 若し どうして もこの 愛を實 現させる ことができな いとお ッ しゃるなら、 僕 は あなた を矢ッ 張り 

こんげん 

うわさ 通りの 不能者と 見て、 僕 も 亦 こんな 耍 求の 生す る その 根元 を 切 致しましょう。 

ぢょ 

『  』 かの 女 は 顫えながら 暫 らく 考 へて ゐた。 そして 淚ご ゑに なって、 『では、 あなた もお 死にに 

ならう とお ッ しゃる のです か？』 

『いや、 お付き 合 ひに 不具と なって あな マし と 生きたい のです！』 

『感謝し ます。』 かの 女は暫 らく ま を 置いて から、 『然し、 それだけ 貴い あなた を 不具者に したく はあり 

ません。 あたし はいつ 死んでも かま ひません けれど 11 』 

ぜんぶ 

『僕の 爲 めに 死ぬ だけの 氣が あれば、 その 氣で あなたの 全部 をお 投げ出しなさい。』 

g よ 

『  』 かの 女 はます く 顫えて ゐ たが、 溜ら なくなつ たと 見え、 起き 出しながら T あたし は あな 

たの 御 親切に はお 報いす る ことができない 身でしょう。 死ぬ か， 投げ出す か、 どッ ちと も 父に 正直に 

征服 被 征服  五 五 五 


泡鳴.^^  £ ハ^  五 五六. 

じょけつ 

相談して 處诀 致します。』 

『  n 渠 はかの 女が 直ぐ 六疊の 方へ 行く かと 思って ひや リ としたが、 かの 女 は緣が はへ 出て 便所 

に 一 h つた。 そして また こちらへ 歸 つて 求てから、 

『あたしに はま だ 一 つ 云 ひ 後れた 條怦 がご ざいます。 それ を 云 はない のに 免じて、 どうか 今少しお そ 

ばに， いて 下さい、 ね II 父に また 心配 を かける に 忍びません から- *』 

『何です、 それ は』 と聽 いて 巧 ル たが、 かの 女 は 云 ひたくな いとば かり 答へ たので、 どこまでも 何 か 一 

つ, i を 持って ゐ たがる 女 だ、 わい と 思 はれた。 

その 翌日 * 父が 歸 つて 行って から、 かの 女が 俄かに 丸髢を 結って たいから 許して 犬れ ろと 頼む の 

で. 耕 次 は 女中に 命じて 髮結ひ を 呼んで 來 させた。 そして 六疊の 方が 近 ごろ 珍ら しく ほがらかな 聲を 

出して るの を、 こちらの 想の 中絶した 間 を 利用して 二度 も 見に 行った。 

髮結 ひの 年 はま だ 若い やう だが、 その 腕 は 十分に ある ものと 見えた。 髮は 立派に でき 上った ので あ 

る 0 

fcfci.  .Kfc つて、 .Aolf.^£,£l£&ip^, ふにつつ て、 ゆ a  、な》 まケ 己な 寺 こま、 II 


人 がらが 殆ど 全く 改まった かのへ； うに 引き立って ゐ た， そして 右 や 左り へ 肩が あるが る やうな、 もと 

の 堅苦しい か. だ 付きの あとな ど は 少しも 見られなかった。 

『なかく 結構 だよ。』 斯う 一 つ 嬉しがらせて、 渠は 何げ なく かの 女の髮 を 左右に 見 ま はしながら も、 

私 かに 自分の 顔が 赤くな つた やうに 思へ た。 さきに 紹介者の 房 子さん が 美人 だと 說 したの も >  多分 

こんなと ころ を 見て 知って たから だら うが —— それ を 今 • 自分 は 全く 競举 者な しに 引きつけ てゐ るの 

であった。 できる ことなら、 一組、 立派な 裾模様 をで も 持ら へて や. OS たかった。 

ふと、 かの 女に 自動車 を も備へ て やらう と 云った と 云 ふ 男 はどうして ゐる だら うと 思 ひ 出された。 

ぢょ 

鬼に 角、 け ふの 丸髻 は、 もう、 かの 女の 所謂 『狼よ け』 ではなかった。 そして かの 女が 中 野に 對し 

て 『關 係が ある も 同様 ぢゃァ あねません か』 と 云 ひ 迫った と 云 ふその 關係 は." 今や こちらに 於いても 

ッと實 際 化して ゐ るので あった。 若し ここに かたなが 一と 振りあって、 それ を AJ ちらが 拔 いて かの 女 

ぢょ 

に 迫る ことができるなら、 かの 女が 中 野へ 迫った 時のより も I 歷 深い 理由 を以 つて だら う。 が、 かの 女 

の 所謂 肉 を 征服す るに もこ ちらが 全く 强迫 がましい こと をし なかった ので あるから、 かの 女の 分離し 

た 心 を 奪取す るに も 無論 强迫 はした くな いのであった。 

鬼に 角、 かの 女が 眞劍 な戀を 初めて 中 野に おぼえて、 それ を 今では こちらに 移さう と 努めて ゐるこ 

とだけ は事資 だと 感じられ るので * 渠は その 點 ばかりに でも 可愛 さが 餘 つて 溜ら なくなった。 そして 
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*- つぶん  . 

直ぐ 引き寄せ て かの 女 を 接吻して やった。  ， 

かの 女の 前身に 對す るいろ くな 疑 ひな ど は、 もう、 渠に 少しも 問題ではなかった。 が、 二月 九 ほ 

は、 かの 女が 或 人から 聽き 込んだ と 云 ふところ によると、 渠に また 新ら しい 問題が できた。 簡單に 云 

ふと、 蕖 にも 友人なる 島 田と 云 ふ 男の やった 仕事に かの 女が 雇 はれて ゐ たが、 あまり 面白くな いので 

やめた。 すると、 同じ やうに 雇 はれて た 一 名の 男 もまた やめて、 かの 女のと ころへ 島 田に 對 する 不平 を 

こぼしに 行った。 それ を 島 田 は、 この 二 名が くッ 付き合つ たが 爲 めに 面目が なくなって 同時に 辯 職し 

たの だと、 今にな つて また こと 新ら しく 吹聽 して ゐ た." 

『あれ は あすこの 下女から 成り 上った 細君が 下 だらない 卑劣な 根性 _ がら 割り出した 想像です が』 と、 

かの 女 は愤慨 して こちらに 辯 解した、 『若し あの 時 あたし 達が 關 係して ゐた としても、 あたし は あんな 

夫婦に 面目なが る やうな 意久 地な しぢゃ ァぁリ ません。』 

『ぢ ゃァ、 さう 云って 念の 爲め 手紙で も 出して 置けば よから う。』 

『いえ、 あたし はぢ かに 行って あいつの 靑瓢 車の やうな 横ッ つら を 張り倒して 十 氷ます。』 

『  』 築 は、 如何にも、 向 ふの 島 田と 云 ふ 男が 女に かげで だ： 一：： も そんな 意氣 込み を 見せさせ るに 

適する やうな ひよくした 弱みの ある こと を 思 ひ 浮べた。 だから、 それに 對 して かの 女が 若し 言葉 一迪 

fe^^tf お.： Krv  "5 つ.， でに 4« ョこ なって、 h り.^:^ 蜀り 一-, く ユー 衷 長る ゥ をま^ ゥ C 、  ,^^J^ 


I 緒に ついて 行った。 

『細君 をお 呼びなさい』 と、 かの 女 は 迫った けれども、 島 田 はわ ざと 呼ばなかった。 そして 渠 自身で 

茶の 世話な どもした。 それ を 一 暦 不滿に 思って か、 かの 女 は、 『ろくに 約束 通. ON の 月給 も 出さなかった 

癖に、 よくも そんな 下 だらない ことが 云へ たもので す、 ね？』 

^る 

『あなた だッ て』 と、 島田は靑くなってからだを顫はせながら、『かさを借りて行った^^0/ 返さな か 

つたでしょう？』 

『あれ は、 もう、 初めから 破れて ゐ ましたから、 お返しした ッて 使へ る 物 ぢゃァ なかった のです 。コ 

『  』 耕 次 はこれ を； i いて、 かの 女も餘 りに 思 ひ 切った こと を 云 ふと 思へ た。 その 當 座に 旣 にさ 

う 云っても いい 物であった のか、 それとも 今 云 はれて 俄かに 賫り言 葉に 買 ひ 首 葉 を 出した のか、 どち 

ら ともこ ちらに は 分らなかった。 

『然し』 と、 島 田 は 口 をむ ぐく させながら、 『直す； 迫 も あ ます。』 

『ぢ ゃァ * あたしの 方で も 取るべき 物 を 取らなかった の はどうして 吳れ ます？』 

『ま ァ、 そんな 過ぎ去つ たこと はお 互 ひに 云 はない ことにしまして、 さ』 と、 耕 次は兩 人の 仲 を 取つ 

た。 そして 鬼に 角 誰れ と 誰れ とに 澄 子のお こる やうな こと を しゃべった のかと 聽 いて 見る と、 島 田 は 

三 四 人の 名を擧 げた。 そして、 
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『それに も そんなう わさが あつたと 云った だけで 1 』 

『そのう わさの もとは あなたの 細君 ぢゃァ ありま せんか？』  - 

『 ……… 』島田 はかの 女 q1 力 加に 取り合 はないで、 『別に さう 云 ふ事實 だと 斷言 したの 軍ァ ありませ 

『鬼き も、 軍ァ、 その 人., に I から 今度お 會 ひの 節に 思 ひ 遠 ひの ないやう に 取り消して 貧 ふこ 

とに して』 と I 織 i んで、 ^nfi  I も かの ず やがて は 正式の I 直 

すつ もりで ゐる 以上、 かの 女に 一 つで も IS くないう わさの 多い こと I んでゐ なかった。 

自分が ついて ； たから こそ 島 S も、 ぶ昏 に濟 ませる ことができ たの だが、 渠には 恐らく さう と は 思 

へまい。 で、 この ことの 6 めに、 自分 はどうせ 淡い 交際 仲間の 一 人 をま た 失 ふの だら うだ それ は自 

分 も かの 女の 愛に 對 して 止む を 得ない のであった。 

が、— 新 うして こちら は 自分の たださへ 少ぃ 友人のう ちから 二人な り 一二 人な り を 失 ふに 從 つて、 

自分の心はまますかの^^にばかり熱中して行くのだ。 il III 

失っても、 直ぐ I その代りに 何 か 別な 詰らない， その 心& つて ゐる？ ある。 一 つに は、 又 こ 

ちら どもの 生活に 冷 かし 半分 Q 餘を 持って S て f 客が 少く なった からで も あき。 J^^ 

からで. 意き へば それまで だが、 liiifi^.  A 曰に は薩 が， I を 


持って 來 たと 云って、 その 喜び かたが 尋常ではなかった。 わざく さう して こちらの 一 直綠な 態度に 

反抗 を 見せて の ぢゃァ ないかと も考 へられた。 

『如何に 奇 龍な 花で も、 人^ 眞實の 生活に 添って ゐ なければ 何でもない。』 

『ぁなたは女學^<?に似合はす無趣昧なんですょ。』 

せんば く  、 、 、 

『そんな 淺 iS な趣哝 なんかで 文 舉者は 動いて るん ぢゃァ ない 11 1 番 重大な の は 矢 ッ張リ 人 問 その物 

の 趣 i 〈です。』 

『花 を 愛する の も 人間の 趣味でしょう。』 

『  』 渠 はかの 女との 問に いつも 斯うして 行き 遠 ひがあった。 そして それ を 一 々說き 明す の も、 

めんだ う 

もう、 である ほど 毎 H の 仕事が 急し かった。 そして その 閒 のかの 女 は、 こちらから 兑 ると、 まこ 

とに ゆるみた るんだ ものであった。 

かの 女が 白桃 を 愛する もい いが、 かの 女の， H 好き は旣に 姑息な 因習に なって るので ある。 帝 國議會 

の 傍聽. おに 於け る 『白 襟、 .nl うら、 白 そで 口の 美人』 をい まだに 夢 兑てゐ るのに 過ぎなかった。 そし 

In よ 

てまた むく 毛が これ も 白い からで あらう、 かの 女 は どこかよ そから 近頃よ くやって 來る 小犬 を い つ 

も 

『ポチ、 ポチ！ ポチ や、 ポチよ』 と 呼んで わが 子の やうに 可愛がった。 

征服 被 征服  五六 1 
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「り…』 女房が その子に 目 もな く 持つ 愛情 を泰 ば燒ぎ 餅 じみて 管 男の 經驗 をして 來た こちらに 

は、 そして かの 露 子との 襲に も先づ その子 をよ そへ やれとまで 云った こちらに は、 澄 子が 犬 や 花 を 

愛する に對 して は 一 服 抗議が ましい 肯藥が 出ないで はゐ なかった。 

十二 口に は、 一 i と i とに 關 係ぁ る 友人が 來て、 ？を. S にしたら どう だと 勸め たので ある。" 

『露 に 出て さう 引き立たない 顔で もない から』 と。 S 代 劇の 女優なら、 踊りの 藝 など はなく ッた 

ッて できる から。』 

『それ もい い、 ね。 本人が やらう と 云へば、 侯に 不賛成 はない が—』 實際、 若し どうせ かの 女が 最 

後の 不. 8- ら、 今 口 以上に g うしても 駄 ほな ことであった。 寧ろ、 その 不具から 來た、 不滿ゃ 寂し 

さを 花や 小犬に 费 やさしめ るよりも、 一 つ 花. C しく 霞に でも 立た f 方が. S 女 S めに も 一 生の 

ひ. S になら うと 思 はれた。 けれども、 分 はこれ までに、 もつ、 三 名 も 女優の 囊 者に は I して 

ゐた。 一 に は、 i 都 裏け m して 裹 切られた し、 二に は、 有名な 本願 寺の 役 僧の 落ちぶれた i の姝 

I の S.V 引き受けて、 暴 ひ S 初から II 物 I 求され た爲め 駄目に なった。 三に は、 餘 

りに 不 美人で あつたが 爲め、 芝居の 關係 者が はから 受け付けられなかった。 § 角、 か S を 友人-^ 

ゐる 前へ 呼んで 話して 見る と、 

lt-?t?c  r 」，！ き C  >,  >^』，、，f/VJmg.^^f  ri、^。 で、 そ 曰に なって、 -鬆ぉ 


あまり IM;^-; なしに だが また 尋ねて 見た， - 

『きの ふの 話 はどうです？」 

『  』 かの 女 もさう 乘り氣 になって ゐ なかった。 『それよりも、 あたし』 と、 ちょ ッと云 ひにく さ 

うに mi- を 切って から、 『矢ッ 張り、 斯うして あなたの 熱い 愛 を S けて ゐた いのです、 わ — A なた さ 

へ こ の狀 態で お許しに なつ て 下されば。』 

『これ 以上に』 と、 渠は &il 苦しい 氣 持ちで、 『若し どうしても. 巧な たが 進めない とすれば — 』 その 夜 

は 寒かった けれども、 月 はまた よかった。 その 輝く おもてに、 ふと、 渠は鏡 を 思 ひ 出した ので、 分 

くゥ , ふ な 

の 机の 前へ 行って 懷中 かがみに 自分 を寫 して 見る と、 1 時 は 多少 恹復 して 来たと S ぬへ た 額が、 また、 

自分ながら 凄い ほど 瘦せ て ゐた。 

かの 女の 近況 を .ぃ1 配して か、 それとも^Jちらにも叙しみをぉぼぇてか、 十六 日に ハ乂 がまた やって 來 

た。 すると、 0 その 日に なって 初めて、 北海道からの 途中で 別れた 女が — 新聞で こちらの 件 所 

を 知った からで あらう が — 尋ねて ポルた。 そして さきに 東京で こちらが かの 女の よそ行き 衣 物 を K に 

入れて あつたが、 それ を 出す 金 一 一十 圓を 渡せとの かけ 合 ひであった。 

渠 はこの 女の 最後に 於け る 不都合な ど を 殊更ら なじりた くもない ので、 云 はれる ままに 金 を やる こ 

とに して、 それが できる までの^ 日 を 入れた 證文を 書いて 渡した。 そして こちら 二人 も 同じく 電車へ 

K  ^  征 服  五六 一一 一 
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るつ いで を、 かの 女と 共に 出た。 そして その 1^ 中で 澄 子が たばこ を 買 ひにちよ ッと店 星へ 寄った あ 

ひだ を、 蹈は 久し 拫 りに 自分の 心の^ 411:^ ゆるめて、 笑 ひながら 低い でかの 女に のしかかる やうに 

斯う 云った、 

『さう こわい 顔 をして 來 ないでも いい ぢゃァ ないか？ 今度 來る時 はおとな しく、 もッ とお だぺ かにし 

て 来る がいい。 さう すり ゃァ、 あれ だ ッて萬 ざら 惡ぃ氣 の 女 ぢゃァ ないから、 お前 も 多小ノ 話し相手に 

ならう と 云 ふ もの だ。 、 

『  』 かの 女 はこ ちら を矢ッ 張り 恨みが ましく E ル 詰めた が、 その 目つ きに は 少し 和らぎ が^え 

ヒ。 

『 ……… 』 さう だら う。 たと へさう でも、 今w^^こちらはもとく通りにょりを屍さぅと云ふゃぅな 

C らう  \  ^  fc  '  * 

野心 はき もない が、 何とい つても 小 一 年ケ は、 隨分 いろんな 苦勞を 共に したので あった へ は 

可哀 さうな こと もあった。 

一六 

8の女中は墓に行c^たので、  SQii か II 來てゐ たが、 それが 十七 曰 Q 夜に f 持つ 

て 買 ひ 物に 行った 切り、 とうく 歸 つて 来なかった。 すると， 夜明けの： ム^ 半 頃に 臺ど ころの 戶ロを 


卩、. て。 どうした のかと 聽 いて 見る と * 狐に つままれて I 晚中 歩いて ゐ たとの 答へ だ。 馬鹿々々 しレ 

！ こちらの i 衡 では、 H ひ 物の 金で 酒屋 をち びり、 ちび り飮み 歩き、 いい 心持ちに 醉 つてし まう と、 

襄 手の 明き 家まで 歸 つて 來て、 そこの ui£ の 上で ぐうく 眠って ゐ たの だ。 そして 餘り 塞くな つたの 

あき 

で、 新う 早く そこ を 出て 來 たの だら り。 皆 もこれ に は 口 水れ てし まった。 ニ錢 でも 1 錢 でも 持てば ちょ 

ッと 1^1 屋に 行く と 云 ふ惡ぃ 癖の 老婆で、 これまで にも 買って ある 洒が いつのまにか 思った よりも 減つ 

てゐ た。 

『なんしろ 驚が へ 1 つない 婆ァ やで』 と、 澄 子 は 額 をし がめ て 父に 語った、 『寢 まきの 上に 据 のぼろ を 

隱す前 かけ を 1 つして 來 たのです から。』 

『  』 さう かと 云って、 それ を こちらが 追 ひ 出せば、 早速 澄 子が 困る のであった。 

ねっしし 

ここ  一 a お 或は 十日ば かり を、 は 121 分の 仕事にば かり 熱心であった。 そして 夜 も 午，； S1 一時より 早 

くきこ， 就いた ことがない。 その 間に 雪が 降ったり 雨に なったり、 また 雪 や みぞれが あったり した けれ 

•  つ ゐきぅ 

ども、 ii: 分と 澄 子との に は 殆ど 葛藤がなかった。 蓋し 自分が かの 女 を その 根本に 於いて 追 i 奶 する ひ 

まさへ もなかつ たので ある。 

かの 女 は 却って それ を菩ん でる やうに、 ただこ ちらの 餘 りに 仕事に 精力， ダ 籠め てる 爲 めの 健康 をば 

ぐラ よ  -メ  11 

かり 心配した。 が、 それだけ こちら は そこに 1 方の S 虛 を無现 にこら へて ゐ たので ある それとも 

征服 被 征服  五六 五 
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ら ないで、 老いて る 父 はこ ちら どものお もて 向き だけの 無事 を 喜んで、 十九 日に 引ッ 退して 行った q 

その 夜、 二人が ま 菜に S 人らぬ うちに、 互 ひの 11 がまた おもて 向きに もぶ つかつ g である。 

かの 女 は 

r あたし は if  ® 足で 明くる日 は 行路の 人と なっても 構 はぬ やうな 發作的 I に は 不賛成です』 と- 

云 ひ 放った。 

『 ：：.：： 』 臭 か Q 女 Qligs いの かとい きど ほろ しくき g で、 1  a 

す』 と 少し， 荒らげた 。『僕 は si 張に 辯され てない 曰 I 永久なら、 あつたと しても 取る に 

足りない と 云って るんで す！』 

尖った 11 は ちが" 数す るが、 延びた 尺度 は 死んだ 物 に過ぎない。 どちらの 主張して ゐ I. 

を 『たわむれ』 で t かと 云へば、 寧ろ かの 女の Has にある ではない か？ 戀の 永久と は その 尺度 

で、 その 内容 は 却って 刹那の 充實 緊張に 在る。 そして それ を體 現させよ うとす るの は、 ^1 てた わむ 

れ でも 下^でも ない。 熱烈の 度から 云っても、 戀 なり 愛な り を 一日で も 二日で も 押し 延べよう とし 一 

その 1# をう とんじ 忘れる 方が 不熱心に 倾 いてる ので ある。 

これほど 簡舉 明- S な こと を 云 はれて 分らない かの.， 女で もない が I と m 心 ふと、 矢ッ 張. r じ.， こちらに 

は、 かの 女が こちら を-愛しながら も その 自己の 不能 を 飽くまで も 云 ひの がれよう とする r おお を 挤らへ 


てるので はない かと 云 ふ 風にば かり 見えた。 今夜 はどうしても それ を 突きと めて やらう と考 〈 な 力 

ら、 藥 はかの 女 を 無理に さそって 家 を 出た。 その 留 せ 中に、 だらしない 酒飮 み婆ァ やの 爲 めに、 たと 

ベ 無け なしの 家財 道具 をす ッ かり 持ち運ばれて しまった としても、 そんな こと は 少しも 一 袋へ る どころ 

ではなかった。 

十 一 日の 月 は、 もう 大分に 中 K< お外れて 冴えて ゐ たけれ ども、 まだ 滿ち るに 至らない その 光に. 

却って 原ッ ばへの 雪の ぬかるみ 道 を 目の前に ちら 付かせた。 そして 夜 ふけの 寒い 風が うす 暗く 二人の 

nil もとに 吹いて ゐた。 が、 それ を 避けないで 寧ろ 氣捋 ちょく 歡迎 した ほど、 の あたま は 熱して ゐ.. 

た。 

家から 左り へ 一 直線の 道 をい よく 人家の なくなった 原 ッぱへ 突き 當 ると、 Is. 水 は 大きく 掘れた 穴の 

おりへ 道 を 取って、 枯れ 芝の 上 を 五六 歩 さきへ 出た。 が、 へて 見る と、 その 向 ふに はま ばらなく^ 

ぎネ しかなかった。 その 間へ 初めての 雪 を 踏みに かの 女と 手 を 取り合って 來 たこと は あるが、 その 時 

を 今から 思へば ただう ゎッ つらの 情愛 を 交換した 雷 葉し かなかった。 今や そんな あまい ことで はう そ 

まし ぞく 

にも 滿 足して ゐられ ない ので ある。 

ちょ ッと 踏みと まった が、 それから あと 屍り をした。 そして 工兵 どもの 練習の あとかたなる 大きな 

鼓 けの やうな 穴の ふち を ま はって、 さきの 角から その 穴と 陸軍 射的場の まとなる 山との 間 を 二十 

征服 被征 S  ;[  S  .  II.  I ,  i— 五 f 


泡 鳴 令： 第 1ル 六卷  五六 八 

^ばかり IS ッ 直ぐに 進んだ。 そこで は 射的場が 二つに 分れて、 その 兩方を 二つの 高い 練 瓦辦で 仕切つ 

た狹 いぬけ 道が 右の 方へ 長く 向 ふまでと ほって ゐる。 渠は それへ かの 女 を つれ 込まう かと考 へた。 そ 

とから よくの ぞいて 兌る と、 うへの 方へ 少し 月の 光が 橫 照らしに 照って る けれども. 壁の ふもと は 1" 

かった。 道 入っても いいが、 ちょ ッ とした 聲 でも 籠って 遠く 響く の を 知って るので それ を 恐れた。 

また 同じ 方向 を 穴に 添って 進み、 とうく、 晟大 距離の 射的場の 內 部に 夾- てし まった。 つい、 こな 

いだの こと、 矢張り 西大久 保に 住む 或 紳士が 散歩が てら 何も 知らないで ここへ 這 入った ところ、 ^的 

のぼ： ッ S 中で ある こと を 横 はばの 露ン中 ごろへ 來た 昨に 初めて 氣が 付いた。 ぶす/ \と 云って 彈 丸が 

いくつ も あたまの 近く を 掠めた。 進 返に 苦しんで 地べた を 這って 逃げて ると、 . 今度 は 狙ら ひ 外れの が 

ッ 股の 前後に もー济 ちて 來た。 どうに も 仕 やうがない ので また 立ち上って 一 目 散に ゃッと 驅け拔 けた 

と 云 ふ。 

さう 一; ムふ苦 しい あわて かたの 場面 を その 起った 場に 於いて じッと まじめに 想像して 兑る ことができ 

るに 付けても、 今や 渠は 自分の 眞劍 になつ てること が 確かめられた。 若し かの 女に してな ほ暖昧 であ 

は もの 

つたり、 なほ 不 li^id であった りしたら、 今夜 こそ ここで 匁 物が あったら 光った かも 知れぬ。 こちらの 

やうす でかの 女 も それと 察して ゐ るかして、 餘 ほど 覺 悟の やうに 見えた。  . 

こちらが 然し I 一！： しなかった ので、 かの 女 も 亦た だ默 つて 附 S て來 たの だが、 縦に 長く 渡った 


ッ ばの 一方で、 低い いばら や 枯れ 荜の 問に 突ッ 立って、 暫 らく ふたり は 互 ひに 月の 光り を かすめて 

互 ひの 顔に 互 ひ， の 心 を讀み 合った。 そして 高み や 地べたの ところどころに 白い のが まだ 消え 殘 つてる 

のが、 却って 人の 目 を ちら 付かせた。 

また 山の 後ろ を 一 回、 重い 荷物 列車の 通過す るの が 聽 えた あと は、 全く しんとして、 もちろん 他に 

人げ など あらう はなかった。 

『いら ッ しゃい！』 築 は 突然 自分の 足 もとなる 枯れ^の 上に 腰をおろした。 そして そばなる かの 女 を 

引き寄せて、 横抱きに 抱いた。 

『  』 かの 女 は 素直に 抱かれて、 燃えて る やうな 目つ きで じッ とこ ちらの 顔を兑 詰めた のが、 光 

.ay ようふ 

.ON にか すれて ちょ ッ とよく 見えた。 が、 恐怖の 色 もまた まじって 見えた ので、 こちら も餘 ほどこ ゎレ 

目つ きをして ゐ るの だら うと 身づ から 思 へた。  • 

『十二月の 二十 七日 以來』 と、 成るべく 優しくしよ うとした it がそれ が爲 めに うつろに 顔え て、 

『あなた はいつ もから だと 心と が 分離して ゐ たんです か？』 この 問 ひがお しま ひになる に從 つて、 £ 水 

は 憎しみと 可愛 さとが 一 緒に 溢れて 來て、 かの 女 を 半ば 夢中で ゆすぶって ゐた。 

『  』 こちら をな ほ も！：： ル つめて るかの 女 は、 その 首の がく-/ \ する のが やむ と、 むせび を こらへ 

ャ る やうな お： で 答へ た 、『 一  初めは さう でも ございませんで した。』 

征服 被 征^  .  五六 九 


泡 鳴仝染 第六卷  五 

ねん 

『ぢ ゃァ、 矢ッ 張リ、 不能者で はない のです、 ね！』 渠は實 際に 一 たび 斷 念した ことが また 有望に なか 

つたの を 喜んだ。 

『でも』 と、 かの 女 もつ づけて まじめに、 『あたしが 一 生 懸命に なれば なるほど また 中 野との こと を 繰- 

り返す やうな ものです から。』 

『と 云 ふと —— ？』 にはちよ ッ とその 意味が 分らなかった。 

でラ けん 

『  』 ま を 置いて、 かの 女 は、 『それが あたしの 云 ひ 後れた 條 件です から。』 

『  』 何だらぅと^^^^-へながら、 築 はかの 女の 少し 和らいで 來た顏 を 見て ゐた。 

せいし *1 

『あな U こ は それ をも自 状し ろと ぉッ しゃる のでし ようから、 今、 申し上げ ますが， あなた はま だ 正式 

の 奥さんが おありです。』 

『ああ、 分りました！』 渠は そこに も旣に 意外で もなかった 意外の こと を發 In^ した。 『あなた は、 成る 

ほど、 それが 爲 にこない だ も 僕 等が 不自然な まじ はりに なって るの を氣 にして ゐ たんです、 ね。』 

9 せハ 

さう だ、 n 分 はもう 占めたと 云 ふ 一 と 安心の 爲 めに、 割り 合 ひに 平凡な 理性の 勝って るかの 女の 1^ 

ち 場 を 全く 踏み付け にして、 かの 女 をば かり 追窮 して ゐ たのであった。 そして かの 女が 最後に 中 野に 

要求して あ g した こと を こちらに も 云 ひたいながら 遠慮して ゐ るので あった ことが 分らなかった。 然 

し 今や、 理性の 1^ い M は 女と してまぬ がれない もので —— かの 女 は矢ッ 張え 化 式の 妻に なりたい ので あ 


含 ねん 

つた。 自分 は 今や それに 十分の 同情 を 向ける ことができる。 かの 女が f; 邪 氣に猫 を 記念に したり、 わ. 

ざと らしく も 主 3^ の 權利を 主張したり、 ただ 丸 SS を 結って 見たり、 頻りに 小犬 を 可愛がつ たりす るの 

は、 結局、 みな子 を 欲しがる ね^ II に 達した 證據 ではない か？ かかる g 熟しお 女 を 手に入れながら、 自. 

分ら は 今日まで それに 子を與 へる 道 を 取らなかった の だ。 中^にしても、 in: 分に しても、 『關 係した も 

じょ ぢ よせ. i 

同様』 でありながら、 なほ 且 かの 女に 『處 女性』 主張の 餘地 を殘す 所以 は、 乃ち、 そこで あったらう 

そこに は の 手つ づき をす ませて かの 女 を 安心させる 必要が あつたの だ。 若し かの 女の 肉靈ー 311^ 觀 

で 云 ふと、 かの 女の 最も 否定す る 肉を實 際に もッと 多く 要求して ゐ るの はこ ちらで はなく、 却って 力 

の 女 自身であった。 かの 女に それ を 直接に 與 へて 子ので きる 道 を ひらかない では、 かの 女 を こちらの 

所謂 合致の 愛に 救 ひ 上げる ことができない のであった。 澄 子の 如き 女に 對 して は、 如何に 熱烈な 合致 觀 

も、 正式な、 それが 爲 めに 平凡な 家庭 を 持たせない では 實現 できない ことが 分った。 かの 女の いろん 

く 5 さ。 

な 小 理窟 や 思 はせ 振り も 決して 想ゃ僞 善ではなかった の だ。 

『よろしい！ 僕 は 中 野と は 違 ひます。 成るべく 早く、 あなたの 望み通り、 あの 死んだ も 同様の 妻と、 

離 娘す る 方法 を考 へ ます。』 

『あたし は 然し』 と、 かの 女 は 全く 淚ご ゑに なって その 額 を こちらの 胸に 埋めて、 『そんな こと をな さ， 3 

ら ないでも、 もう、 あなたの 物です から！』 

征服 被 征服  五 七】 


泡 鳴 八 土 雄 第六卷  五 七 二 

『い z^.* 分りました。 僕が 惡 かった のです。 幾た び も あなたば かりに 許して を 云 はせ ましたが、 ^^後 

に 今 僕から 返します 11 どうか 許して 下さい。』 斯う 云って、 今一度 かの 女 を 抱き締めて 接吻 を與 へ 

た" そして この 心持ち を， H 分らの 家庭に 貲 行して こそ、 さきに 房 子 さんら に 誓った 澄 子の 救 ひが 初め 

て 全くされ るので あった。 そして この 救 ひがまた. n 八，. 自身の 救 ひに もなる のであった。 『もう、 すッか 

り 分りました。 さァ、 歸 りましょう。』 

『  』 かの^^も1緒に立ちぁがって、 下向きが ちに 歩き 出した。 

『  』 麋 はき 言で だが、 かの 女 を 導きながら 射的場の いばら や 枯れ草の 問 を 出る 時、 仰いで 西の 《金 

つめ 

.i:^- 見る と、 冷た さうな うは 戯けの 月に も 熱い 感じが 伴って ゐた。 

,  — 〔大正 七 年 十二月) 1 


お 竹 婆 さ ん 


n 然六卷  五 七 0 


『お ^ さん、 さう 飮み 歩いて ばかり ゐ ないで、 少し 1 いで K はない ぢゃァ 1-1 』 と 云 はれて ゐ たの 

で、 かのお は 自分の 厄介に なって る墟 庵のお ゃぢに つれられ てこの 家へ 目見えに 來 たのであった。 g 

分と して は ビ して、 これまで 娃 庵で ごろ 付いて た 喰 ひ 扶持の 實 K 參圓五 拾 錢を拂 つてし まひ さへ 

すれば、 それで 氣 がすむ の だ。 

不斷 なまで も：！： 分は飮 みしろに 替 へて しまって、 寢卷 きを 着の み蓊 のま まと 云っても、 そ の^は ぼ 

吁 t あ，) 

ろッ 切れ 同様に 破れて ゐた。 それ を 隱す爲 めに 桂庵の かみさんの ふる 前 かけ を 借りて まと ひおけ、 夜 

になって， ハら來 たので ある、 が 主人と なるべき 人の 奥さん はこ ちらの 樣子を 見て取る が 早い か、 いや 

ま v> つ 

な 額 をした。 どうせ ここに も亦ゐ 付かれ さう ではなかった。 

前ュ つて 聽 ハ てた ので は、 この 家 はお もてと 奥と に 別れて、 おもてのお ほ 曰ー那 はお 役人で、 奧の若 

HI 那は どこかの 會社へ 勤める の だが、 自分 は 奥の 方へ 使 はれる のであった。 先づ、 おもての 茶の間に 

於いて、 e 分 はお ほ且那 夫婦の ゐる 前で 若 奥さんに 引き渡された。  


『ま ァ、 こッ ちへ おいで』 と、 奥さん はこ ちらに 向って 云 ひ 付けた。 

,  らう. f  が ど 

『  』 自分 は それに 從 つて 長い 廊下 を 曲って 行く と、 また 廊下が 曲って る その 角の 部屋に 呼び 入 

し. - だな 

れられ た。 六疊の 座敷、. だが、 黑 びか リ のした 机 や、 澤 山の 本 を 詰めた 窨枷 や， 大きな， 1 戶 のまる 火鉢 

などが あって、 旦那のお 部 星ら しい。 

奥さん は 机の 前の 座ぶ とんに 坐 わると、 こちらに 向いて、 電氣の 光に 指輪が 1 つ 光って る その 綺麗 

な 兩手を 火鉢の ふちに かけ、 

『寒いだら うから、 お前 もお あたり』 と 云った。 

『へい。』 お 竹 は 自分 も 寒い の だけれ ども、 遠慮して 固くなりながら、 火鉢に は 近づき かねて、 じろ リ 

と. M さんの 方 を 見た だけで、 自分の 前 かけの よこから ぼろの 出ない やうにば かり 注意して ゐた。 

『今まで は どこに ゐ たの？』 

『どこに も をり ません。』 

『でも』 と ひながら、 •『 自分のう ちが ある だら ラ？』 

『うち もありません。』 

『ぢ ゃァ、 全くれ 獨り 者？』 

『へい。』 

おは 婆さん  五 七 五 


泡^ 全 築 第 六お  五 七 六 

『子ども もない の？』 

『子ども はあります けれど、 ®= 親不翠 ばかりで 一 I 』 斯うで も 答へ るより 外はなかった。 如何に こち 

ら が飮ん だくれ だ. ッて も、 親 を 親と はすべき であろ のに、 どの 子 もどの 子 も 申し 合せた やうに、 實 

ち ひ-」 

は、 相手に して L 犬れ ない の だ。 

『それ ぢゃァ 困る だら う，； と、 奥さん は氣の 毒が つた やうな 聲 になって、 『でも、 とまると ころ は あつ 

たの だら う？』 

け、 あん 

『槐 庵に とまって をり ました。』 

『そ の 娃 庵が 親類で も あ る の ？』 

『へい —— 』 新う でも 云 はない と • あんまり 取りと めが なさ さう であった。 

ナ ハ ちん 

『ぢ ゃァ、 娃庵は 親類と しても お前の，：^ J 兀保證 をす るの だ、 ね？』 

さ やう 

『力. 様です。』 何とで も 口から 出放題に 云って 置けば いいの だら うと 思 はれた。 

『  』 奥さん は、 然し、 一 と 安心と 云った 風で、 また 『おあたりよ、 遠慮し ないで』 と 云って 吳 

れた。 それから、 年より だッて かま はない から • た； だ 正直に 働いて 貰 ひたいと 云 ふこと を 述べ立て 

た。 

『  』 自分 は 然し そんな こと はどうで も かまはなかった。 うち 合せて ある 桂庵が あす やって 來た， 


時、 奥さんが 前借まで を させて 吳れ さへ すれば いいのであった。 た. た その 爲 めに 奥さんの 機嫌 を 取つ 

て 置く つもりで、 何げ なくい い 顔 をして ゐ たの だが、 火鉢に 出て ゐる紫 じみた 楨樣に 橋の 上の 人間 を 

書いて あるの が、 さッ きから、 頻りに 自分の 氣に 入って ゐ た。！ で、 これ も 奥 さまの 機嫌 を 取る つも リ 

で、 自分の 雨の 肱 を 膝の 上に 置いて から、 顔と 共に 自分の 左り の 手 を 延ばして 指さしながら、 『これ は 

お ほたか げんご 

いい 緣 です  >  ね、 大高源 吾でしょう』 と 云って 見た。 

『どうして —— ？』 奥さん は 可愛らしい 目 を 丸く して、 不 B お _s さう であった。 

『でも， 大高源 吾 は 橋の 上と 申します から。』 

『ほ、 ほ』 と、 笑って から、 『そり ゃァ、 お前、 支那の 山水に 支那の 人間が かいて あるの だよ。』 

さ でヮ 

『左様です か？』 ちょ ッ とその 場 はき まりが 惡 かった けれども、 その 直ぐ あとで、 次ぎの その また 次 

ぎの 三 疊で晚 めし をよ ばれながら、 獨 りで 考 へて 見る と、 奥さん はま だ^が 若いだ けに：？^ 花 の 文句 

を 知らないの であった。 それ だのに、 いい 氣 になって、 もう、 おもての 茶の間へ 行って 大きな 聲で笑 

ひながら、 こちらの 惡 くち を 云つ てるのが 聽 える。 が、 そのお かげで こちら は 遠慮なく 御飯 を 十分に 

喰べ る ことができて、 からだが 大分に ぁッ たかぐな つた。 どうせ 行けば 御 はん を たべられ るの だから 

と 云って、 桂庵で は. S つも 通りの 膳 を 出して 央れ なかった の だ。 

そして、 三疊を 出た ところの 橡が はの 直ぐ そとに 附 いてる 流しで 肖 分の^ ベた あとの 茶 腕 や 皿 を 洗 

お 竹 婆さん  五セ七 
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つてる と、 やがて f  i が SI つ S た。 そして 自分 もちよ ッと I— そて 旦那のお i だ— へ 一 

『や ァ、 なんだ、 今 や I たの か？ うち ぢゃァ 何でもい いの だが • 蛋に 働い i れな いと 

困る よ。』  t$  ,  ：  CI  J 

『へい、 かしこまりました。』 新う は 答へ 5 いた ものの、 どこへ 行っても、 正直と 云 ふこと 力 女中の 

g がで でも t やうに 云 はれる の I 倒く さかった。 I を つれて 來て 吳れ Igp 、ネぢ も， 

『この 人なら 正直で よろしい かと 思 ひます』 などと 云って ゐたッ け II 

『  』 ：ML て は. て 兑たッ て、 ほんとう は 正直 ものなん かど この 世に ある もの か？ 「- 『"れ でも 皆つ 

ま I ひ をしたり、 5 物 I を 少しく すねた-.、 人が H 它ゐ ない と 御 fl ぜんな え 一 ぜんな り 多 

くかッ 込ん f。 みな それでと ほって 來てゐ るので ある。 それが いやなら おいと 51 る だけの こと 

で、 ま. おなきろ へ 凰え に 行き さへ すれば • それで 一 曰な り 二 曰な りづ つの 钣 I つてず る 

こちら は、 もう、 色け 拔 きで、 ^氣 に飮 みけ 一 方 だが、 まだい やらし いところ の あるの はこく こる Q 

奥さんで — ：z; 那が どこかで 飲んで 來 たの かして 直ぐ 醉ひ つぶれて しまう と、 おのれ までが 醉ひ 苦し 

くな つた やうに 鼻い I 荒く して、 蠢 にお P 取って 言、 ついでにお のれまで も 一緒に 並べ， て か， - 


% か 

は、 もう、 あとが できて、 四 五ケ 月に はなって る やうす でも あるのに。 あの 突ッ 張った お腹が 小惜ら 

しい！ 

けれども、 自分，. 上 二 疊で與 へられた 寢 床へ もぐり 込んで から 考 へて 見る と、 使 はれる に はさう 面倒 

な 家で もない らしい。 第一 ， 奥さんが 浪花節 を 知らない ほどうぶ で、 割リ合 ひに 扱 ひ 易い やう だし。 

午^だ ッて、 もう、 多少 うんこ やお しっこ を敎 へる だら うから、 今度の が 生まれる まで は、 さう おしめ 

の 洗濯 も 澤山は 出な からう し。 旦那と 來て は、 また こちらの あつら へ 向きで、 今〕 おの やうす では 隨分 

节？； ^きらしい から、 うちに も 酒の 買 ひ 置き をして ある だら う。 して 兒 ると、 自 分 も それ を 人の 氣の付 

かない やうに ちび くと 盜み飮 みがで きょうと 云 ふ もの。 まァ、 且那 がた が 置いて やらう と 云 ふな 

ら、 こちら は その 氣に なっても いいやうな 親しみが 浮んだ。 

さう 思 ふと、 着の み 着の ままで ゐる 自分の からだ も、 ぁッ たまる に從 つてら くに 延びて 行って、 い 

H ぎ 

つの まに かよ ひからの 夜中 を 1 と 眠りで 過ぎて しまった。 

お 寺です る やうな 木魚の 音が ぼこくと し 初めた のに 目が さめて 起き 出た の だが、 先づ、 そとの 流し 

もとの 隣り に當 ると ころの 戶ぶ くろへ 七 八 枚の 雨戶 をく り 込んだ。 それで 旦那が た. e 寢てゐ る 部屋の 

ほう 

二方の 四 枚 障子 も 明るくな つたわけ で —— ついでに、 また 今 一 つの 一方 を も 明けに かからう とした。 

が、 この 方の 橡が はがお もてのに も M ッ 直ぐに つづいて ゐて、 戶が兩 方から S ン 中の 戸ぶ くろへ 這 入 

お 竹 婆さん  五 七 九 
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る やうに なって るので、 向 ふの が 這 入って からこ ちらの を 入れる 順序 だと、 ゆ ふべ 奥さんから 聽 かせ 

られ たこと を 思 ひ 出した。 ところが、 向 ふの 女中 も 起きて る やうす でありながら、 1 向に まだ そこ 

を^け ない ので、 こちら も そのまま にして置く ことにした。 が、 さう 云 ふこと に 付けても、 奥と おも 

てとの 別々 な 女中の 關 係に 込み入った ことができて 來 はしない かみ 案じられた。 

ゆ ふべ は戶が 締まって から 来たので、 そとの 具合 ひが 少しも 分らなかった。 が、 この 鍵な りに 曲つ 

た磁に 添った 鍵な りの 庭 は、 幅 二 はかりで 竹 を 割った のでで きた 垣根に 仕切られて、 その そと はお 

寺の 庭に なって るら しい。 少し あ ひだ を 匿 いてお 寺の 家 根が こちら をの ぞいて ゐる。 橡の かどなる 柱 

にっか まって おの 方 を 見 あげる と、 こちらの 家 根に 半分 は 邪魔 をされ ながら、 八幡 さまの 山が 見えて 

る。 何げ なく、 その 山に 見える 杉の 木の 數を 一 本、 一 一本と 數へ 出して ゐ たが、 氣 がっくと、 旦那 や 奥さん 

の 寢てゐ るお 部 星の 前な ので、 おそる くそ こ を 離れた。 そして 橡 のっき 當 りで 戶 ぶく ろの かげに あ 

る签 のした へ、 云 ひっかった 通りに、 瓦斯の 火 を 付けた。 まだ 不惯 れの爲 めに ほかの 用事 を どう 云 ふ 

かぜ 

風に すれば いいの かも 分らす、 且、 障子の そとで 而も 板の il に 坐 わって、 朝の 寒い 風に 吹かれて るの 

だから、 からだが ちぢこまって ただ 兩手を 火の 方に 近づけて 行く ばかり だ。 そして 頸 だけ を 左り へ 向 

けて 小さい 流し を 退り ノ ると、 ままごと でもして ゐ たかの やうに 取り付けられて ゐて、 大きな 手桶で 

も it 一け ズ、 それ 一 つで 一杯に なり さう で  とても， らくに は 食後の 洗 ひ 物 もで きさう でなかった。 


ー體、 井戶は どこに あるの だら う？ おもてのと 一 緒な 便所へ 行った 時に、 その そとの 方で どこかの 

人の 水 を 汲む 音が して ゐ たが、 こちら も そこまで 行く の だと すれば、 ここの 木戶を 庭から そと へ W. 

て、 おもての 玄^ ゃ臺 どころ の 前 を まわって 行かねば ならぬ。 まことに 厄介な もの だ。 この 町な かで 

ありながら、 まだ 水道 も 引けて ない ので あらう か？ 

『婆ァ や 一 I 婆ァ や！』 R; 那 のお 聲 であった。 

『へい。』 答へ て 行って 橡が はに 坐 わって、 そこの 障子 を 明ける とち 奥さんが 今 衣 物 を や； 5 かへ ると ころ 

であった" め りんす の腰卷 きが ぷッ とふ くれた あたりまで 見えた。 

『向 ふへ 行って、 〇〇 新聞が _ ^てゐ たら 取って来い。』 

『へい。』 もう、 資 際のと ころ、 何ゲ月 だら うと 云 ふこと に氣が 取られて ゐ たので、 退： 樂 はした もの 

の、 旦那さん が 何と 云った のか はッ きり 分らなかった。 が、 確か 『ョメ 入り 新聞」 と 云った やうで あ 

つたので、 その 通り をお もて 茶の 問へ 行って、 そこから 自分の：：： や T ぼらし い 姿 を 隠 す やうに して、 惑 

どころ の 朋輩に 聽 いて 兒た。 すると、 これ も 飯 を 焚いて る 新ら しい 朋輩 は 

『ほ * ほ、 ほ』 と 笑った。 そして こちら を 馬鹿にして、 『ョメ 入り 新聞なん かありません よ。』 

『  』 ぢ ゃァ、 何 だら うと 思って、 自分 は引ッ 返さう とした。 

『ョミ K り 新^でしょう。』 

お 竹 婆さん  五八！ 
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『  』 ^みと まって、 『ぢ ゃァ、 それが 來て をり ます か？』 

『それなら、 あれ を 持って お行きなさい』 と、 E じ I でありながら、 飽くまで 年より を 籠に レ 

て、 あごで 以 つて 人に 云 ひ 付ける やうな こと を 云った。 

『 …；… 』 こちら は G 分で それ を 手に 取る が 早い か、 ちょこく と引ッ 返して 來て、 び 障子 を 明け 

てが の 枕 もとに さし 出し、 念の 爲 めに、 『これで ございます か？』 

『ああ、 さう だく。』 

『  』 0 分 こよ、 曰 ー那 はな かくちよ くな 人に 見えた。 が、 奧 さん はこの^ 釜の 前に 行って、 何 

かを氣 にして ゐる やうであった。 何が 何だッ て、 めし きに 來 たもの がめ しの 焚き かたに 問 遠 ひなん 

か ある わけがない のに I. 。 

『わ 早う ございます。』  ， 

『ちょいと、 ね、 そこの 庭下駄 を はいて、 顏を洗 ふ 水 を， 谈ん で^てお くれ。』 

> へい—』 して そこから 井戸へ まわって 行く のであった。 だから、 井戶 ばた で出會 つたよ その 女 

巾に 向って だが、 『この i はけち 臭いと ころ だ、 ね、 す 4 道 も 引かないで』 と 云って やった。 すると、 そ 

の 女中 は 生意氣 にも、 

『^^は 引かないでも、 この 井戸の 水 はいい ことよ』 と 答へ た。 『^ ると、 近處 から 皆，：^ -.:：：^ 


ひに 來 ます • わ。』 

『  』 自分に は、 それが 餘 ほど 斐性 なしの 女 だと 見えた。 こんなと ころに 半 歳な り 1 年な りつ • 

づけて ゐ たらしい。 自分なら、 水の ょし惡 しよりも 水 を 汲む 1^ 便 さの 方 を 先づ考 へる。 半 歳が 1 ヶ月- 

で もい やなこと だ。  それに、 その 女中 も、 またお もて 向きの 女中 も •  ^:こちらの婆ばかりをじろ/\ 

と 意地 惡さ うに 見る のが 憎らしかった。  • 

『i- ァゃは あんまり ひどい 風 をして ゐる ぢゃァ ないか？ いよ，/ \ わると きまったら • 何とか してやら 

な-/ *  ^ 

なけり ゃァ』 と 云った 旦那 は こちらが 先づ 中の 問 (これ も六疊 だ) の 掃除 をして しまう と、 そこで- 

奧 さんと 一 緒に 朝の 食 を 初めた。 

. 『  』 おみ をつ けの ぁッ たかいと ころが 障子 越しに ぶんと こちらの 鼻に もに ほって 來 ると、 この 

寒. S 朝 を も 却って 溜らな く 頼 母し くな つたが、 それ を じッと 辛抱して からだ をかぢ かませながら * そ 

の あ ひだに 他の 部屋々々 を も 掃除して しまった。 そして 且那が 勤めに 出て 行って から、 自分 も 朝め し 

にあり つく ことができた。 そして 食事 をして ゐるぁ ひだば かり は、 そこにし か 自分の 落ち 付く 世界が 

ないやう に E わ はれた。 その上、 一 つ 都合の いいこと に は、 家の向きが 束に ひらけて るので、 塞い と 思つ 

た橡が はも • 段々 と 日 あたりが よくな つた。 

せん なく 

少し ほかくし w した 太陽の 光に 照らされながら * 皿 小鉢 を 洗って しまう と、 今度 はおし めの 洗稷 

お 竹 婆さん  五八 三 
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,  かぐ U 

を 云 ひ：^ けられた。 それ も覺 悟のう へだから かま はない が、 旦那に 比べて は、 奧 さんの 方が 大分 そ、 ノ 

けない やうに える。 旦那に 向って はよ くべ ちゃくお しゃべり をして ゐ ながら、 こちらに 向って は 

あんまり 言葉が 少 いので、 ゐて吳 れいと 云 ふつ もり か、 それとも ゐ ないでも いいと 云 ふの か、 どちら 

とも 分らない。 もう、 云 ひ 付ける ことがない となると、 子供 を 抱いた まま、 ¥ の 漳子は 明け ッ？ ぬ 

しにして、 そこの 後ろ ふすま を 明け 立てして 出て 行って しまった。 その ふすまの 後ろ は 押し入， e ばか 

りかと 思って たら、 半分 はお もてへ 拔 けて 行く 通り道であった。 それが 明いた 時に ちょ ッ とこ ちらか 

ら 見たところ では、 狹ぃ 女中 部屋ら しいの がー つあって、 その さきが 玄關の あがり 口で、 その また さ 

きがお もて 茶の間 だ。 して 見る と、 若しお もての 女中が 夜な かに そこから こちらへ こッ そり 這 入って 

來て、 こちらの 物 を 盗んで 行っても、 ちょ ッと 分らない かも 知れぬ。 そして その 罪 を こちらに 着せた 

ッ て も —— 。 

何 は ともあれ、 こちら はこの 時 だと 云 はぬ ばかりに こッ そり 誰れ もゐ ない 中の 間へ 庭から あがって 

. •  ちゃだんす 

行って、 茶箪笥 やら 半 の戶棚 やら を 明けて 兑た。 ゆ ふべ の 旦那の 醉ひ つぶれが いまだに 羡 ましく ッ 

て、 うちに も洒を 買って あるか どうか を知リ たかった の だ。 せめて は、 燜德 利の すがた を だけで も 見 

たかった。 そのに ほひ を だけで も いで：： たかった。 が， 德利は j つあって も， が 這 入って ゐた。 四 

びし 

合 入りの 瓶に は藝 油が あった。 そして そ 。他に は 滔 を T 貝 量く やうな うつわ も.， .A つ. ，で 。 •  -  e  Ft  .11> 


望した と 云 ふよりも， 腿が 立って、 その 腹立ち まぎれに • 茶 第笥の 方の 薬 子 皿に 三つ 四つ 蒸し 藥 子が 殘 

*  こもち 

つてた その 1 つの かの子 餅 を 盗み出して、 ぱッ くりと 口へ 人れ た。 そして-お 火鉢の そば へ しゃ がん 

で、 手當り 次第の 湯吞 みで お湯 をぐ ッと 呑んだ。 と 云 ふの は， あまり 急いで 菓子 を まる 吞 みに したの 

W ん しつ 

で、 胸に つまった からだ。 それから、 卷 きたば この 吸 ひさしで もない かと、 隣窒 のまる 火鉢へ 行って 

見た けれども、 吸 ひがらの かげ さへ もなかった。 そして 奥さんが いつのまにか 倚 麗に灰 をな りして あ 

つた。 

『うちの 旦那 は倚麗 すきだから、 ね』 と 云 はれた こと を 思 ひ 出す と、 自分 はま だ 起き ッ 放しで 額 を 洗 

つて ゐな いのに 氣が 付いた が、 どうせ 自分の 手ぬ ぐ ひ はなし、 01、 今ごろに なって 井戸へ 額 を 洗 ひに 

-. つ  <ラ 

行く の も 臆 劫であった。  - 

『  し その 癖、 おしめ を 洗 ひに 井戸ば たへ 行った の だけれ ども 11 。 そして 洗 ひ 物 を 庭へ 來てど 

こへ 乾したら と考 へた 末に、 鍵の 手の 隅 をえ らんだ。 眞ッ 隅に 向って、 その 左り 乎の 梅と 右 乎の 松と 

へさ を 竹 を 渡して、 それへ 一 つび とつお しめ を廣げ てかけた。 赤 ン坊が うんこ やお しっこ をし ない もの 

なら、 面， くさくな いが —— まだ ぶんと くさい に ほひの し さうな 物が 寒い 風に ひ ら/ \ する の を 見 

ると、 色の さめ 切った 萬國 旅と やらの やう だ。 自分の 子ども さへ 親不孝に 育つ もの を —— 馬鹿々々 し 

い！ 

お 竹 婆さん  五八 五 
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5 ら ん 

竹垣の ちょ ッ とした 明きへ 行って その そと をの ぞいて 兑 ると、 ^してお 寺の 裏椽に 年より の 坊主が 

つくねん としゃ がんで 庭を兒 てゐ た。 何が 雨 白い の だ、 死人 を 扱ったり、 ぉ經 を讀ん だり して？ それで 

も、 こちらの  一^い やな、 いやな お 墓と 云 ふ 物 はない やう だ。 然し 氣 のせい か、 I 香のに ほひが して ハ 

來た。 そしてげ ろ を^き さう になった。 ああ、 自分 は どんなに- へ なくなっても、 人の やうに 死にた 

くはなかった。 けがら はしい、 ぺッ と、 横 を 向いて つばき をした とたん、 自分の 後ろの 様ば なへ 奥 さ 

んが IS つて 來てゐ るのに 氣が 付いた。 

ふくじゅ さ- CN 

『何 をして ゐ るのお、 ね、 福壽 草の を 踏んで しまって！』 

『へい、 すみませんに： ii のした 枝 をく ぐって 垣根から 麟れ、 その あとへ. 分の nn を やって 見る と、 t 

ょッと 小高くな つてる ところにば ッと葉 を ひらいた 一 ： 三寸ば かりの 太い 草の くきが 六 七 本 あるう ち * 

三 四 本 は 踏みた たくられ てゐ た。 自分 は颜を 赤く した だけで はすまない やうに 思へ た。 

しか  , 

『且那 さまが ぉ歸 りに なったら、 お叱りになる ぢゃァ ないか？』 

『すみません。』 

『それに、 お前、 折角つ ぼみ を 持って る 梅の 枝に そんな こと をして、 若し 折れたら どうす る、 え？』 

『では、 どこへ かけましょう？ J  0 分 は 恐れ入り もした し、 また どうしてい いか 分ら なくなった。 

|『 ぁッ ちへ 乾す の だよ。』  I  tut  


『  』 自分 は 子 を 抱いて る 奥さんが あごで 示め した 方へ おしめ を さ をの まま 持って行き、 一方 を 

,  加き ね 

木戶 のうへ に 載せ、 他の I 方 を 少し 低い 垣根の 上に 出て ゐる 棒の またへ かけた。 

『さう —— い つも さう して ぉ吳れ よ。』 

『  』 して 見る と、 もう 奥さん も 自分 を 使って 吳れる 氣でゐ るの か 知らん？ けれども、 rtl 分の 方で 

んな据 1!  くさい お 寺の あると ころな ど考へ 物で はなから うか？ また、 こんなにき. C うめんら しいと 

ころ は？ それに、 自分 は 少しも 酒ッ氣 のない ところに は  一 n も ゐられ ない ので ある。 

私 かに 待ち受け てた は、 おや ぢの 代りに おかみ さんが だが、 午後に なって やって 來た。 それ 

も、 こちらの 知らない うちに、 話 を あらまし おもての 方で 相談して ゐた。 こちらが 呼ばれて 行って、 

お ほ 奥さんと 若 奥さんと がゐる 前にき ちんと 坐 わって 左り の 手 を疊へ 突いて ると- 特. M のかみ さんが 

ふに は、 

ちん 

『こちら さまで はお 前さんでも いいとお ッ しゃって 使って 下さる おつもりで すが、 ね、 柱 庵赏の 立て 力 

ぜ. ^し iL  く 

へ をして あげる 上に、 また 前借と 云 ふわけ に は 行かない とお ッ しゃる のです。』 

『さよです か？』 おや ァ、 仕 かたがな いぢ ゃァ ないかと 云 ふ 意味 をお かみさんに は 目で 知らせる つも 

りで めったが、 ぉほ奧 さんの 額が おそろしかった ので、 却ってに やりと、 自分で も 自分の 齒ぐ きまで 

出た と 思 はれる ほど 口び る を ひらいて * わけの 分らぬ 笑 ひかた をした。 

お 竹 婆さん  五八 七 
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ぜんしゃく  $ 

『ここ は 相談です が、 ね、 お前さん も前惜 なんか 云 はないで、 その 方の 金 はさきへ わけ を 云って 待つ 

て K ひ、 段々 とお 給金から 爲 しく づ して 行く ことにして、 こちら さまに 辛抱して 置いて いただく とし 

たら？』 

『  』 こちらに は、 おかみさん もなか/ \ うまい こと を 云 ふと 思へ た。 おのれの ところ を さきな 

どと そらとぼけて。 こちら は、 然し、 それなら それでもい. S の だ。 『では』 と、 自分の 顔 をした 手に 出 

して、 『さう 致しましょう か？』 

『なんだか、 たよりな ささうな 返 察 だ、 ね』 と、 若 奥さんが 笑 ひながら こちら を駕 m だめに して 來る 

やうに こちらに は 取れた。 『お前が いやなら いやで もい いの だよ。』 

『いいえ』 と- つい、 手ッ 取り nl- く 云って しまった、 n 直いて いただきます。』 この 時、 ちょ ッと おもい 

肩がぬ けた やうに 氣の輕 くな つたの を おぼえた が、 またに やりと して 兑せ たの はこ ちらが それ を 喜ぶ 

はめで も 何でもなく、 ただ 向 ふ を 少しで も 喜ばせる つもりであった。 

『確か か、 え * さう；： ム ふの は』 と 、今 皮 はお ほ奧 さんが こちら を兒 つめて 口を出した 。『お前の 心が ほん 

とうに 承知して ゐ ないで、 ただ ほんの 當 座ので き 心で 返 されて ゐ たの ぢ ゃァ、 あとで 直ぐ こッ ちが 

困ります から、 ね。』  ， 

『そり ゃァ、 こちら さまのお ッ しゃる 通りです よ』 と杜. M のかみ さん もこ ちらに のし か.^ つて 15^ る やう 


に、 『お前さんが 落ち 付く でゐ ない と、 こちら さま もお 困りです し、 また お前さんの 惜金も 返せ ませ 

ん から、 ね。』 ， 

『では、 落ち 付く ことに 致します。』 何となく.^ まくし かった けれども、 仕 かたがな いので 自分 も 

け やぐ 

さう きめた。 それで 桂庵と この 家との あ ひだに 契約と かがで きた。 そしてお ほ 奥さんから その 着 ふる 

ふ だんぎ 

しだと 云 ふ 綿入れ を 一 枚 貧って、 自分の 不斷 着に する ことにな つた。 安く 見つ もっても * 曰に 五合 づ 

つ を 十 R 間 は 確かに 飮み つづける ことができる 品 だと 考 へられた。 今一 つ、 手ぬ ぐ ひ を 貰った。 

『ぢ ゃァ、 早速 それ を 着て お湯に 行って おいで』 と、 若奧 さんが 云った。 

『  』 自分 だッ て、 さッ ばりした 清 物 を 嬉しくない ことはなかった。 そしてお 湯の 歸 りに は 頻りに 

喉が 渴 いて たばこが 吸. s5 たくな つた。 が、 向 分の 持って る たばこ 入れに はこな さへ も 吸ひ殘 つて ゐな 

いのが つて ゐた。 

『婆ァ やが にこく して 歸 つて 来たよ』 と、 お ほ 奥さんが 云った 時には、 こちら はお もての 勝 乎ぐ ち 

から あがって そこの 茶の間へ 這 入 つ て ゐた。 少しい ぃ考へ が 浮んで ゐ たからで ある。 

『ただ今』 と、 矢ッ 張りに こ 付きながら 挨拶して そこに 坐 わり 込む と、 呑氣 さう に 長ぎ せる からけ ぶ 

を 出して る を ほ 奥さんに つて- わさと だが、 こちら も 自分の きせる を 出して たばこ をがん 首に 詰 

めようと した。 そして 底 を はたいても 無い もの は 無い こと を 見せた。 

お 竹 婆さん  五八 九 
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『ない のか、 え * お前のに は？』 

『へい II 』 思 ふ 壷へ 直ぐ 這 入って 來 たと は 思 ひながら、 口び る を ひらいて 氣の毒 だと 云 ふ 心持ち を 

まぎらした。 

『  』 ぉほ奧 さん は 親切 さう に 笑 ひながら、 『少し あげよ か、 ね？』 

『怒れ 入ります。』 こちら は 一 日で もこれ で i げさへ すれば いいの だ。 この 次ぎに はまた 何とかな るで 

あらう。 それにしても、 さすが は 年が 行って る だけに、 若樊 さんと は 違って、 いろくに 行き届いて 

る 人の やうに 思へ て、 これから また 何かとね だリを 云へ さう であった。 入れ物に つめて 貰って から、 

今一 皮 『恐れ入ります』 を綠り 返して、 ゃッと 最初の 一服に あり 付いた。 それが 溜らな くう まかった 

ので、 なほ つづけざまに 三 四 服 を やった。 久し振りで 湯に 這 入って ゐた氣 持ち ものん びりして 悪く は 

なかった けれども、 この あまい やうな、 また 氣の 遠くなる やうな 味 は ひに は 及ばない。 いのちが それ 

だけ 延びた やうで ある。 

『お前 は餘 ほど たばこ を 好きの やう だ、 ね。』 

『へい。』 ただ 然し 笑って 答へ た。 

『ぢ ゃァ、 お IS の 方 はどうお、 ね？』 

『飮 みま^ん。』 その 實、 然し、 ii んを以 つて 酒屋へ 立ち寄ら うかと も考 へたので あった •  


その 時 は、 若旦那 はしら ふで 歸 つて^て、 またし らふで 食事 をす ませた。 これで は 酒のに ほひ さへ 

も&げ ないから、 /しちに は餘り 張り合 ひの ない 家であった。 ぃッ そのこと、 おもての 女中さん と 入れ 

か はりに なって 吳れ たら 都合が よから う。 お ほ 旦那 は^ 晚ぉ酒 を あがる やうす だから、 たまに はおつ 

き 合 ひもで きょうし、 また 人の 寢 しづ まつてから、 買 ひ 置きの 酒 をぬ すみ 飮 みする こと もで きょうと 

云 ふ もの。 

突-てから 三 曰 k に は、 またち ょッ といい 思 ひ 付きが できた。 丁度、 赤ちゃん を おんぶ させられ たの 

； P ん； Q 

を 幸 ひ、 たばこ を 買って 來 たいから と 云って、 その 五.^ のお 代 をお もてで 惜 りた。 そして そとへ はて 

から、 前に 見て 置いた 酒屋 を さして 急いだ。 が、 それ は餘 りに 目に 立つ ところに 在った。 主人の， が 

はボ i 听だ が、 鎖の 通りに あった。 その 通り を 西の 久保 通リへ 突き 當る ところに 自分ら の 行く^ 

星が あって、 その 筋 向 ふに 當 つてる から、 人目に つきお かった。 で、 もッと SI に 立たぬ ところ はない 

かと 思って、 11^ の 四つ角の 手 まへまで 來 ると * 右手に 當 つて 一 ケ所 丁度 都合の よさ さうな のを& "兒 

した。 そして そこの 繩 のれん をく ぐった ので ある。 

すると、 榑 やら 壺 やら 瓶 やらに 詰めて ある いろんな 滔 のに ほひが 一度 期に こちらの. 4 を 突いた が、 

かの 七色 だと 云 ふ 虹の 色が それぞれに 見分けられる やうに、 このに ほひ も 亦 それぞれに 自分に は^ぎ 

分けられた。 そして そのうちの 何お 飮ま うかと 迷って、 ただに こくして ゐ ると、 そこのお かみさん 

お 竹 婆さん  五 九】 
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『何 を あげましょう』 と 尋ねた。 

『たッ た四錢 しかない のです から』 と 遠慮しながら も、 なほ 迷 ひながら、 y 何 か 早く 醉ふ のがい いので 

すが 11 』 

『では、 泡盛り は？』 

.4^ こフち 1 フ 

『泡盛：： はさめ 易い し、 ね 11 矢ッ 張り、 瘦 酎を賀 ひましよう。 然し、 これから また 度々 來ま すか 

ら、 うんと 负け てお 置きよ。』 

& かみさんが.^ 知して それ を コップに ついで 吳れ てる あ ひだに も、 こちらの 喉 はぐび り、 ぐむ リと 

鳴って ゐた。 そして 背中に 忘れられ てた 赤 ン坊が 泣き出し たの を、 

『どこのお 子さん です か』 と聽 かれた の を さへ うるさがって、 

『つ い、 そこので すが』 と 答へ た 切り、 肩 を 一 と ゆすりして、 『えい、 やかましい 餓鬼 だ！』 

それから、 直ぐ そば のれ 1 を 八幡 やまへ 登って、 」 酔 ひの さめる の を 待った。 が、 山の 横手から 見お 

ろす と、 主人の 家 も その 前なる 醫 者の 家の かげに 13- える のが、 却って、 氣 持ちが よかった。 どうせ こ 

こに ゐ るの は 分るまい と 思へ たからで ある。 

『この 寒い のに、 どこへ 行って たの』 などと 若 奥さんが 叱る だら うが、 まだ 物の 云へ ぬ 子で 一 あるか 


ら #2 け 口ので きる ハ >|a はなかった。 

その 翌日 はまた、 湯錢を ，洛 したから と 云って、 ?J へ はた だで 入れて K ひ、 その 分 だけ を じ 25 酒屋 

へ 行って 飲んだ。 が、 それ 位で は 額へ 出ない の を 幸 ひ、 そのまま 知らぬ ふり をして ゐた。 すると、 ，^ 

になって、 若 且那が 風 を 引いた やうす であった ので、 わざく 忠義ぶ り を 見せる 爲 めに そのお. 讯 g へ 

行って、 

『且^、 玉子 滔を してお あがりに なったら、 直り i ^"す』 と勸 めて.！〕 た。 

『さう しょうか、 な、 お 花』 と、 且那 はやの そばに 附 いてる 奥さんに 和談 した。 まだ， おれ はしないで、 

リ.. I にか じり 付いて、 ^:yこ ゑ を 出しながら 瘦 いくと 云って ゐ たの だ。 

『ぐ ッと飮 で』 と。 こちら は， ほ 分で、 もう、 から i を 鳴らしながら、 『おやすみ になったら。』 

『ぢ ゃァ』 と、 奥さん も その 氣にな つて、 『お 酒 を 一 合 I 貝って 來てぉ れ。』 

『かしこま りました。』 われながら この S がいつ もよりも f し 41 えた 。まの はこち らも 河 じな 

の だけれ 力 ども、 それ S しく 辛抱して、 きんの 出して 吳れ たから 養と 共に 自分の 管兩 の，， ほ 

き 込んで <w の 酒 iSj なる 勢屋 まで 行った。 

『いつも、 うちで 取る 一番い いの を、 ね』 とー！^った奥さんの物ごしまでが、 今.： 仪に 限り、 なつかしく 

m 心 はれる と、 丁 俊 今 自分と i 緒に 酒 屋 に 落ち合 つた どこかの 丸 £^—  I la に來 た— を 0 

お 竹 婆さん  I 一 
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げひん  タんと 

さんに 比べて は、 器量 も； i くまた 下品ら しく 見た。 で、 そんな 人の ゐ るに は 頓着し ないで、 番頭さん 

に 向って、 

『これからん-た しがお 使 ひに 來 るの だから、 少しお 飮 ましよ』 とね だって、 た ッた五 勺ば かり を だが 

飮 ませて 寅った。 

『立派な 乎ぎ はだ、 な、 ぉ婆ァ さん、 あんた はな かく 話せる わい』 と 云って、 ^頭さん はこ ちらの 

润を 叩いた。 

『  』 ぢ ゃァ、 も ッと飮 ませて お "4<れ よと も 11 初めて だから 11 云 ひかね て、 今度 を また 樂し 

みに して そこ を 出た。 そして その 歸り 道の 嗜 いところ でち ょッと 立ち どま リ、 あたりに 人が 兑てゐ な 

かった の を 幸 ひに、 ffef の 口から 口 うつしに し 一 と飮 みした。 それから 醫 者の 家の 門前 をと ほって、 

その 底ぐ 横手へ 道 入る と、 底ぐ うちのお もて 臺 どころ の 隅に つ いてる そと 電氣の 光に 照らされ たけ 

れ ども、 今一 鹿 立ち どまって 今少しば かり 飮ん だ。 そしてお もての 勝手口から あが リ、 ぉほ且 那もゐ 

る 茶の間 を クト. -ぃ で 挨％. ^しないで 横切り、 玄關 わきの 女 巾 部屋から 中の 間 へ 這 入 つ た。 

『装かった らう、 ね』 と 云って、 旦那のお 部屋から 出て 來た 奥さんに、 こちらの 買 ひ 物 を iu い. 橡 が は 

で 渡した。 すると、 都合の いいこと に は、 奥 さん は、 もう、 用がない から 休めと 云って 吳れ た。 

； f し  n ハ ぐ. ：34^ ちで SiKSju こ/意, こ 0 だ。 接へ て la ると、 こんなら くな ところな S らく ま. .A こ 


力 力ら う <  この，^ に は- 赤 ン坊が 大小便 を たれな くな リ、 毎朝、 早くから いやな。 まこ/ が ほ 

H  1 ノ マ/ ズ Ji 

えさ へ しなけ り. jo^ ァ  0 

あすの 晚も、 あさっての 晚も、 かう して 泰平 樂の 夢を見て ゐら れれば わけの ない こと だ。 醉 つてい. g 

た 夜に 限って、 必らす おもしろい 夢を見る。 これ は どこへ 行っても であった。 Q 分 はす ッと以 な. 

.3 ひご ふ  一 I 

二三 十 年 も 前に だが、 ひどい 因 i なしう と • しう とめに 苦しめられた。 そんな 人々 も 死んだ し、 また 

同じ やうに 囚 業な 自分の つれ 合 ひも 死んだ。 生き残つ てるの は、 もう、 自分ば かりだから、"^., % の 

ん氣 なの だが、 11 の^きて た あ ひだ はな かくの ん氣 ではなかった。 苦しい ばかりであった。 そ 

の 苦しみ を 夢で は あべこべに 自分が やり 返す のであって、 11 それが 面 e いこと に は — 自分の 主人 

が. nz 分の 息子に なリ、 その 奥さんが {HI 分の 嫁に なって、 分と 患 子と で その 嫁 を いぢめ るの だ。 

息子と して は餘り わけの 分らぬ こと を 云 ふやう だが、 その #f がつ てる女に 向って、 かげ かたちの 

あり もしない こと をつ かま へ て、 

『お前 力お ッ 母さんに W をつ くやうな こと をす るから いけない の だ』 などと 叱り付ける。 もちろん、 

"； 1 以 つて こちらが 焚きつ けて あるから だ。 

『  』 嫁は何もーf^はすに、 S ぐと 泣き出して しまう。 すると、 こちら はおお 奥さんの やうに 1^- り 

すまして、 長ぎ せる を 長火鉢に ぽんと はたいて、 待って ゐ ましたと 云 はぬ ばかり 威 だけ 高に なって、 

お 竹 婆さん  五." 五 
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を ど 

『子供 ぢゃァ あるまい し、 泣いて 威した ッ. て、 そんな こ とぢゃ ァち ッと もこた へ はしない よ』 とっ.^ 

ふ。 め- 

『  』 主人の， さんな る 嫁がます/、 ただ 泣き つづける の を こ ちら は リ レツと 见てゐ て、 如 W に も 

ここちよ いので ある。 

ゆに は • また、 ，：III 分の 子どもが 親 単行に なって 歸 つて 來る。 そして それぞれ にうまい 酒を自 ぬに 

飲ませて".： K れ たり.、 赤い さしみ を Ifs- で H つて 來 たりす る。 そんな 問 は 人 問 もま ことに 愉快な もの 

だ。 

そして その 夢が さめた^ はちよ ッと 不愉快な 氣 がする けれども、 すッ かりさめ てし まふと、 また、 

何でもない。 .H 分 ひとりが 好きな こと をして 生きて 行けさへ すれば いいのであった。 そして その 好き 

な ことと は 酒と たばことの 外になかった。  ,. 

IT 伊 is の桥 頭さん に IS くと、 婆ァ ゃは大 相お 酒 を 好きだと、 ね』 と、 その後 二三 口して から 奥さん 

に 巾の？ I に 1,^ びつ けられて 云 はれた に は • こちら もちよ ッ とぎょ ッ とした。 けれども、 ただ ラち消 

t  くわ 

して si ど さへ すれば * それで いろんな 而倒は 免れられ ると 思った から • 胡麻 化し 笑 ひ をしながら、 

『お 滔は飮 みません』 と 答へ て、 .4^ 火鉢の ふち を兩 乎で わけもなく こすって た。 が、 S3! 際に は、 これ 

^^Ife お b うち， 消しで あるか、 それとも 以校は ii,^ ます As ふ AJ^ びか、 .HI 分ながら どちらと も 分らな 


『若し 好きなら 好きで、 お 面の 取れた お 給金で 飮 むの は， それ もた まに は、 ，はないけ IM:—： 

『  』 分のお^ 金が 取れた 上で、 自分が それでお 酒を賈 つて 飮 むの をまで 奥 さ，， レ こつべ こ V 云 

はれて 溜る もの か？ 自分 は 一 ケバ 分の 給金が 取れる と、 直ぐ ひま を 取って、 ふと こ つがから ッ けつ こ 

なる まで 飮み 歩いた こと も：^ 乂々 である。 僅かに 三圆 ゃ三圓 五十 錢 のこと だけれ ども， それ を 使って る 

ふるま 

S£ に は 酒の 上で 知り合 ひになる 男 どもから も 振舞 はれる ことがあ るので、 それ！ L，」 け はや？、 ヒ^み 歩く 

費^が せけ て 日に ちが 延びる わけ だ。 が • 大抵 は先づ 五日と 緩かなかった。 

『うちに ゐる^ は、 出入りの商人な どのと ころへ 買 ひ 物に 行っても- 餘り いやらし いこと はして お 35- 

れ でない よ。』 

『へい —— 』 

『うちの 名に かか はるから、 ね。』 

『  』 そんな名にかかはるゃぅな£^.-ぃことをしたぉぼぇはなぃ。 il§ に飮 ませろ と 云 ふ 位 "こ 

と は、 女中と して 《：；s り 前で はない か？ 

『それに、 お前 はう ちのお ッ 母さんが よくして 下さる にあ ま へ 込んで、 度々 たばこ を いした さう 

だが ね、 如何に 同じう ちで も， 別れて ゐる 以上 は * こッ ちの 女屮も 少し 遠慮して 貰 はない と 困り ま 

お 竹 婆さん  五 九」：， 
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す — おもての 御 夫 it に對 して わたしの 落ち度になる から、 ね。』 

『すみません』 と、 ほんと だから、 ちょいと あたま を 下げた けれども、 矢ッ 張り- HI 分 は當り 前の や- 

に 笑って ゐた U 年の 行かない 癖に、 この 年寄り を さう 叱って ゐて 見ろ、 やがて、 こちらが 例の 夢を見 

る 時には、 その 仕返しと して、 こッぴ どく また 泣かせて やる から。 

こないだの 晚だッ て、 見ろ！ 餘 りに その 亭主とば か リベち やくち や 云って るの を 責めて やったら、 

さんざん 泣いた あとで、 淚を ふきながら • 

『これから 愼 みます から、 許して いただきたい』 と； B びた ぢゃァ ないか？ 赤いて がらまで ゆれて た そ 

. ^は 

の 時の いぢら しさ を 思 ふと、 然し、 こちら は 今でもお ほ 奥さんの 代りにな つてる 氣 がして、 この 若 奥 

さん を 自分の 嫁と して 小： e らしく も ぁリ、 また 可愛く もあった。 が、 『たばこ 錢 がなければ， それ 位 は 

わたしが 立て かへ て 澄いて あげる から』 と 云 はれた ので、 g: び 自分 はうつつ に 返った。 

『では、 早速です けれど 11 どうぞ』 と 云って、 二十 匁 代金 を 渡して 貫った。 そのうちから、 ほんと 

5 はた ッた 四錢の 小ぶ くろ を賈 ひ、 あとのす ベて を 以っー 酒屋へ 行った。 の 伊勢屋で はまた その 番-. 

- ,  はち まつや ま 

頭の n がうる さいと 思った ので、 八幡 山した のへ 行った の だが、 ここへ は、 もう 二三 度 も 一 ^慣れて、 

^をよ く おぼえられて ゐた。 そして、 

4- ラち A\ 

『また 燒 酎です か』 と 云 はれた。  、 


『馬鹿にし てお れ でない』 と、 少しお こって 晃 せながら * 自分の 右の 手へ 握って た 白銅と 銅 货とを 

ざら.^ と 投げつ ける やうに、 正面の立って飮む飮み臺の上にさらけ出して、『けふはこれでも.^^^みの 

を 二 合は飮 ませて 賞 はない と 11 』 十分 負けて 炎れ ろと 云 ふ 意味 を も 含めて だが i さう だ、 jg こへ 

はいつ も 僅かの 賈ひ物 代から くす ねたの を 持って 來 るので、 少ぃ 分量で 成るべく 多くの 醉ひを 買 ふに 

は燒& でなければ ならなかった。 が、 二 合も飮 ませて 吳れ るの なら、 人並みの 方が いいので ある。 

『お前さんの ことなら 負けて あげる の はかま はない が』 と、 おかみさん は それでも こちらへ 敎 へて 臾 

ぽけ か は 

れ たに は、 『こんな 時間に さう 飮ん で、 お前さんの 化の 皮が 主人に あら はれて しまつち ゃァ おしま ひだ 

ぜ。』 

『それ もさう だ • ね。』 こちら もさう 云 はれて 兑 ると、 これ は あとの 樂 しみに した 方が いいやう だ。 『ぢ 

ゃァ、 ^酒に 持って 歸ら うか 知ら？』 

『さう。 その 方が いいだら ぅぜ。 さう して また 與 さん を いぢめ る； 4 でも ：13^ る、 さ —— どうせ wf- き 世 は 

三 ぷん五 厘 だから、 ね。』 

『  』 どちらに しょうと 考へ てるう ちに、 こちらが いつも 醉 ふと しゃべり 出す 夢の こと や 洒落 を 

向 ふから 云 はれて しまった。 『えい、 仕 かたがない！ ぢ ゃァ、 容れ物 を 貸して ぉ吳れ よ、 あのお 

でも。』 

お 竹 婆さん  五 九九 
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G 分で 足を^んで、 奥の 方の 隆利 立てに さかさまに さし 並べ て 立てられ てる 燜德 利の 一 つ を 取つ 

たる ざけ 

て、 それに ブリキの じょうご を 載せた。 そして それ を、 おかみさん がちよ ッと倾 けた 五合 桝へ栂 酒 を 

拔 いてる ところへ 持って行った。 

『さう あせらないでも 焚け とくよ』 と は 云 はれても、 なほ 少しで も 多くな つて 吳れ ると いいと 思 ひな 

がら 见 てね ると、 おかみ さんの GH 分量 は 確かな もので、 树の すみから じょうごへ 這 入って 行く 酒が 

利に 溢れて 殘 るまで はあり さう もない。 そして みんな 入れて しま はせ るの が 惜しくな つた。 

ます 

『もラ * い いよ』 と 云 ふが 早い か、 そばの コップ を 取って、 a 後に 桝に錢 つてる だけ を 横取りして、 

ぐい-/,. \と 飲んで しまった。 

德 利に は 木の ふた をし ッ かりして 直って、 それ を ふところ のうちが はから 帶 の 下に 押し隠して 歸っ 

て夾- た。 この 帶と 一一 ム ふの は、 今の 主人の 前の、 その また 前の 主人の 家で、 これ もま だ 若い 奥さんのお 

ふる を K つた もので * 牡丹 色の 糯子 だが、 糸が ぼ そくに よれたり、 拔 けたり して ゐる。 それの 下に 

德利 を！^ してお もての 勝 乎 n から あがった の だが、 まだ 歸 つて ゐ まいと 思って たお ほ 旦那が • そこの 

茶の の 火鉢に 向って 坐 わり 込んで、 長い 口 ひげ だらけの 顔 を あげて こちら を 見た。 お ほかた は 商お 

i 吃 はかり を 波って 來 たものに は、 見 恨れ てない ので、 その 胡麻 >M ひげの 長いの が 何となく. 初めから お 

そろし かった。 まして 今 は醒し 物が あるので、 忍 はすから だが すくんで、 ベたり とその 場に 坐 わって 


しまった。 そして 

なか 

『ただ今』 と 云. つて、 わる あわてに お ^俄 をした とたん、 お腹と 帶 とに 押し詰められた 物が；？^ かに 音 

を 立てて 毀 われた。 ぁッ、 しまったと 思った が、 もう、 何の 役に も 立たなかった。 底ぐ、 からだの そ 

なか  し 

とから， ひや 酒が お腹にまで みて 來た。 が、 何 はさて £51 き • 坐 わ. ON 小便 を 垂れた の だと 兄ら れては 

W ると 思った Q その 爲 めに 變な顔 をした と 見え、 お ほ 旦那が すかさす こ ちらに 向って、 然し 心配 さう 

に、 

『骨で もくじい たの ぢゃァ ないかい、 ぼき ッと 云った よ。』 

『いいえ 11 』 まだ もじく して ゐ たが、 溜らな くな つたので、 『ぉ藥 の 瓶が こわれた ので ございま 

す』 と 胡麻 化して 立ち あがった。 そして じくく 帶の下 を 15 の 上から 押さへ たま ま、 玄關 わきの 部屋 

をと ほって 奥の 橡が はへ 逃げ て 來た 。 

この 時 •  丁.：^、 若奧 さんが 橡が はの 方から おもてへ まわって 行った ので、 その §2 守 を 幸 ひに 手 ：4- く 

帶を ほどいて 見た。 ばらく ところがり T や t ちた 德 利の かけら をい まくし いけれ ども —— 大小と も 一 

綠 にかき 猿め て橡の 下へ 投げ込んだ。 それから、 分の 摇枰 のす そや 腰卷 きのうへの 方に Si み 込んで 

しる  1 

る 汁 を かた 手で 押し 搾って かた 手に 受けた の を、 一 とすく ひ， 分の 口へ 持って行った。 そして 今 I 

とすく ひして ゐる 時、 若 奥さんが 屮の 問へ ぬけて 來 て、， 

お 竹 さん  六 0 1 
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『婆 ァゃ』 と聲を かけた。 『藥を 買って たッ て、 憐 かにお 腹で も 痛む のか、 え』 

『  』 いで 帶を 締めながら、 『大した こと もぁリ ません。』 

『こぼした 藥を おひ.！^ すなら、 お あし は あげる よ。』 

『もう、 よろしう ございます。』 

ざう きん 

ふと 氣が 付く と、 だらくと しづくの あとが 附 いて ゐる。 それ を 様が はから ふき 初めて、 雜 巾で 以. 

つて ふいて 行く と、 おもての 女中 部屋まで は、 もう、 向 ふから ふけて ゐた。 おもて 女中 はな か/ \意 

地が 惡 いので * 手早く こちらへ 當 てつけた の だら うと 思へ た。 

a に^、 燜德 利の 姿 は 見せなかった の だから まさか 皆 も 酒で あつたと は 思 ふまい と、 こちら は 高 を 

くくって ゐた。 晚 になって 歸 つて^た 若旦那 も、 この 話 を 奥さんから 聽 かされて ゐ ながら、 別に こち 

らを 叱り もしないで、 

* た 

『どうだい、 婆ァ やの はら 痛 は、 もう、 直った かい』 と 云った 切リ だ。 

『  -』 あのお ほ 旦那のと は 《逸って、 この 若旦那の 短く 切った うは ひげ を寢 床に 就いて から 思 ひ 出 

して 見る と、 丸でお ッ ちょこち よいの やうで • まことに 扱 ひ 易い。 それだけにまた可|^\ッて、 夢の- 

中での 自分の 息子に する に は 持って 來 いの 役者 だが、 思へば け ふ は 如何にも 殘 念な こと をした。 ひや 

でた だ 股の 皮に 该 みて さ、 いい 氣 持ちであった もの を. 浙ぅ 横にな つてから ぐッ と飮ん で、 腹の 屮か 


らほッ こりと あれ だけの 醉 ひが 出て 來て 1^ ろ。 またい つもの 泰平 樂 であった もの を！ 

はだに 附 いて かはいて 來た 襦袢の 裾 を 鼻の さきへ 持って行って 噪 いで 見ても、 もラ， ,H 分の あかの 

に ほひの 爲 めに アル コ オル の 氣は拔 けて ゐた。 

こんな ことなら >  ぃッ そのこと、 あの 居酒屋で 思 ひ 切って 飮んで 置いたら よかった のにと U い： ふと、 今 

やた だ殘 念と 手持ち 不沙汰と に 鼻の 祌經が 冴えて 行って、 喉が から 鳴り をし 初め • 特^に 腹が へって 

來 JM やう だ。 そして 苦しい ほどに {4! 熱が 出て 眠れ なくなつ たに は、 一つの まとが 自分の 目 さきに 見え 

てゐ た。 それ は ほかで もない、 おもての 一 祭 どころ 戶 棚に は、 いつも I 升 入りの 瓶が あって、 多少の 滔 

が 這 入つ てること だ。 無くなれば また 買って ある。 それ はちよ くく 勝手の 手傳 ひを顿 まれた 時に 見 

て 置いた。 

そ 

そして 二 時の 音 を聽 いてから、 とうく そこへ 自分の からだ を潛 めて 持って行 つたので ある。 力、 

ごとく させた と 見えて、 お ほ In-i 那が 茶の間の 奥の 部 g から いつのまにか 起きて 來て、 

『誰れ だ』 と 云った。 

『わたしです』 と、 びッ く. ON して 答へ た 時には、 手ぢ かの 茶碗 を 一 つ 摸んで ゐた。 そして 直ぐ 流し も 

とへ 下りて 氷 かかって る 手桶の 水 をす くった。 

『何 をして わるんだ？』 

おけ 婆さん  六 〇一 一一 


i 


？カか はきました ので—』 これ はう そで も 何でもなかった。 酒の つも 4 そのつ ベたい t 一と 

患に 飮 みほす ところ を兑 せてから- そこ/. \ に 兆) げて來 た。 

»  ノ  わう じ やう 

墓 よん どころ なく 往 生して、 一 と g-L たが、 その 明くる 朝に なっても、 何かに付けて ひ" 

すと いまく しい ことば かりであった。 今夜 は 一 つ、 こちら か， S んで 湯に やって 貫って、 C き， ひ 

力みさん から 少し 飲.^ 代 I りて やきと、 それ をば かり 一 曰の 樂 しみに して ゐた。 すると、 to 

二 時半 顷に なって、 現會 持って g 物に 出された の i の 仕 合せであった。 そのまま、 例の 養 

厘へ お ほ 意 張りで 飛び込んだ" 

『おかみさん、 け ふ は うんと 飲めます ぞ * え I 熱い のにして K ひます， あの 腦に、 ね。』 

『大 相な 景氣 らしい が、 大丈夫です か？』 

『  』 いつもの やうに 立ち 飮み 甕な どに は 向って るつ もりがない ので、 すん く 店の 奧 、-- がー. トリ 

て 行って、 8 に 主人 f; つてる その そばな Is を かけた が、 I より 急との 方に 立って て，， 

分 を 兌て ゐ るお かみさんに T 大丈夫と も、 さ！ おさ：^ を 持って るから、 ね。』 

『おかねの こと を 云 ふの ぢ やない、 お前さんの 爲めを 相 鍵ら す 思って、 さ。』 

an た I はゅッ くり 飮 I て おおれ よ、 き Q ふから いまく し 5 ことば か 

ぶ るんだ から- ね』 と 云って、 f て 行った 德利を 抱きつぶ した こと や、 i にきみ 錢 つてた 分 を， 


1 と\.、くひだけ|^^すくって飲んだことなど、 手 がら 顔に しゃべり 立てた。 

,  うらし ま 

『お前さんに しちや ァ、 成る ほど、 鳥の 玉 乎 箱 を こわした も 同様 だから、 ね。』 

『さう、 さ、 ね、 察して お？ 5<れ よ。』 

『飮 み氣 一 方のお 要ァ さんだ からい いやうな ものの』 と、 口 數の少 い 主人 も 笑った、 『これが 若い 娘の 

しくじりで でもあって 兒り ゃァ、 全く C 色消し だァ、 な。』 

『ほんと に、 さ』 と、 こちら も 一 しほ 調子に 乘 つて ゐた。 そして あつ 爛を獨 りで ちび りく やりな が 

ら、 .{nl 分の 使 はれて る 主人 夫婦が 『子供 も 一匹 ある S に、』 まだから ッ けつ、 た わい の 無い ものである 

ことな ど を 語って、 有の か はりに した。 そして その 方の はなし 種が {;I;tJ ると、 また 伊勢屋の 番頭の. 

はち 厶 てう 

くち や、 お湯 星の 娘の 人好きが しない こと や、 その他、 この 八 K 町 に 於け る，： E 分の 知った こと 知ら 

ない こと を §2 と 一緒にな つて Si り つた。 

そして 大高源 吾 は 橋 の k と 云 ふ 文句 を、 しゃ が れ IS を眞 似し てうな り 出す ことが 二三 度に 及んだ ノ 

に は、 ぉ燜を 三本 平らげて ゐた。 主人の 酒 を la- ひに^た 若い 女中に は 惡，. 、ち を：： ム つてから かった し、 

立ち飲みして 行く  に は • まァ、 こちらへ 這 入って ゅッ くりやって 行けな どと 聲を かけた。 が、 —— 

『もう、 それ 位に してお E1 きょ。』 おかみ さんに う 云 はれた ので • 折. 灼 1 本 立ちに なって る與を 折ら 

れて しまった。 
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『かねがないと 思って 飮 ませない のなら、 またよ そへ 行って 飮んで やる！ さァ、 つり をお 吳 れ！』 牡 

丹 の の あ ひだから、 そこへ 前以 つてし ッ かりと 挾み 入れて あった I 圓札を 出して、 おかみ さんに 

突き付け、 CI 分の 飲んだ だけ を 差し引かせた。 そして 『もう、 二度と IS びこんな ところへ^ やしない 

ぞ』 などと 棄てぜ り ふ を 云 ひながら そとへ 山 £ ると、 いつのまにか 夜に なつ てること が 分った。 

店々 の m 氣が 目に^かに ちら 付いて、 自分の 右と 左り とが はッ きりし なかった。 暫 らく 大道の 露ン中 

に 立ち どまって 考へ ると、 どうせ 直ぐに は歸れ ない。 そして 左り へ 行けば 見つかる かも 知れない ので、 

右の 方へ 坂 を あがって 行った の だが、 塞い 風が 顔に 當る のが 却って 氣 持ちよ かった。 

ふらく と-ふところ 手 をして 歩きながら、 坂のう へ の 四つ角 を 左り へ 曲った 。窓々 にあ かりが 晃ぇ 

る、 耶蘇 の お 寺ら し い 西洋 造り i 如何 に 西洋 造りで もお 寺で は矢ッ 張り 氣，』 小が 惡 い？ 11 の 前 を と ほ 

ひろまち  け いあん 

つて、 それから 廣 町のう へへ 出た。 そして 心で 指して 夾-た 桂庵の 看板 電氣が 光る 方へ 下りて 行った。 

その 家へ 這 入る が 早い か、 そこの かみさん を また 瘤に さわった。 

『また， 舴 を，： E した、 ね、 お 竹さん、 そんな ことで うちの 立て 替へ はどうし てお L 犬れ だ、 え』 と 云 はれ 

たので おる。 

『まだ それ どころ ぢ やない！』 

『ないから、 當 分し をら しくして ィれ ばいい ぢゃァ ないか？』 


『やかましい、 ねい 11 どこへ 行っても、 どこへ 行っても 瘤に さわる ことば かりだい！』 店 を 帳場 格 

がの 前に あがって、 ごろり と 横にな つてし まった。 

『仕 やうの ない 婆ァ さんだ』 と、 ここの 主人の 11 目 葉 だ。 

『お 酒 さへ 飮 まなけ リゃァ いい 人なん だけれ ど II 』 おかみ さんの 聲だ。 

その あとに も 何 か 話し合つ てること がいい 心持ちに 聽 えて ゐた。 

ちょ ッと 一 と 眠りした の を 呼び 起され て そ こ を 出た が、 みちく 思 ひ 出し て 帶のぁ ひだ を 調べ て 

見る と、 確かに さッ きのお つり は殘 つて ゐる。 それに、 醉 ひざめ の 塞け がして、 奧齒 と奧， M とがが た 

がた して 合はなかった。 

でんしゃ みち 

『えい、 飲み 直して やれ』 と 心に 呼んで、 うす 13 い 電車 路を 少し あと 戾 りして， 前々 から ふるなじみ 

の 居酒屋へ 行った。 そこでの飮み友達もニ三名_^£ち合ったので、 久し 娠 りで Sn が 皆 店を斷 わられる 

時刻まで 飮み つづけた。 何でも 一 時 頃まで ゐ たの だが、 餘 りお しゃべり をした ので 却って 何 をし やべ 

つた か 一 々のお ぼえ はない ほど だ。 自分の 心の 目に 殘 つてる の は、 ただ、 がらす 戶の中 をお ほ 火鉢の 

炭火で ぁッ たかくして、 一 人 や 二人 や 三 四 人の 別々 な 組が、 泰平 樂を云 ひながら 詰 を 云 ひか はし、 そ 

れを 着に して 飮む その 飮み襄 として、 — あの 八幡 町の 居酒屋の は 立ち 飮 みする ひら 板の 高臺 だが、 - 

. I ここの は、 ニ^ば かりの 土 に、 明き 禅が 一 二つば かり あ ひだ を 置いて 並んで るぁリ さまで あつ 
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た。 

)  .  かみや てう 

その ありさま を いつまでも nz の 前に m ぬひ 浮べながら、 祌谷 町、 八 幅 町の 寢 しづ まった 町 を、 今の 主 

人の {豕 の そと IS 氣の もとまで 歸 つて ポ 小た。 が、 假名で お 家の 名が 書いて ある 回い 鼋燈が 人の 顔に 見え 

て、 それが 今にも 口 を 明く と • 

『お前の ざま は 何 だ』 と 云 ひさう で •  一 K ひさう で 11 どうしても、 このまま では 戶を 明けて 赏， 

が 出なかった。 

ふと 思 ひ 出した の は- 井戸ば たの ひら 家が きの ふ 明きお^ になった こと を だ。 われながら いい 思 ひ 

き だとして、 足お とのし ないやう に 行って、 戶を けて 兑 ると、 うまく 明いた。 そこへ あがり 込ん 

で、 K ッ い 奥座敷の 疊の 上へ ぢ かに 横にな つた。 そして ひィ やりと 氣 持ちが いいので、 そのまま 

つて しまったの だ。 

何だかち くくと 痛い やうな * 塞い やうた：： C い 持ちが して 目 を さます と、 もう、 明けが たであった。 一 

+ はぐ S き あがらう とした けれども， ，0 分の ちぢこまった からだが. fM ぐに は 延びなかった。 先づ、 枕に 

して ゐた 方の 乎 を 少しづつ さすって 延ばした。 それから、 足 を。 それから また を 起した が、 きに 

おってた せッ ぼい^の あたりが S むので、 暫 らく そこ を もさす つてた。 

な. A 气 

『ひ 力ら ぴ婆ァ さん』 と、 ゆ ふべ 飲み 仲 の 男が 冷 かした の をお こって やった が • 資は、 全くの こと， 


さ ら： 《 眉 〈 1^.1 おめへ さん は、 な その 頓狂に 瘦 せこけ た 顔で IH が 据わって 來 ると、 まるで 狐 

ッ 憑きの やう だ ぜ。』 

『ぢゃ ァ* さう 云 ふお めへ は Si ぢぢィ だら う』 と 云って はやった が、 そつ 前にあった 話の こと を， ほ 分 

は氣 にして ゐ たので、 『時に、 八幡 山に 狐が ゐ るの はほんと うだらう か？』 

『ゐ たッて 不思議 はねい ぢゃァ ねい か、 明治の 御 維新 前に ゃァ、 八幡 町の 奥な ど ア^ぼう くの 茅ッ 

が ぜんばう まち 

原で、 I -山 贼の與 で、 11 その 大將の 名 を 取って 我善坊 町が できた の だと 云 ふから、 な？ 山 贼は平 

あざぶ まみ あな 

ら げられ て も、 明治 十 年 ごろまで は 今の 麻布 穴に は がゐ たし、 おめへ が 今 奉公して ィる あたりに 

ゃァ 狐の 巢が澤 山あった と 一 K ふから。』 

『  』 さう 聽 いて 見る と、 それ を 思 ひ 出しても， この あたり 何だかう す氣 味の 惡 いところ だ。 そ 

れ だのに、 よくも こんな 明 さ 家で 夜が 明かせた もの だ。 圆ぃ電 燈が人 の 顔に 見えて おそろしかった 

の を 思 ひ 八 n は せても、 矢ッ 張り、 自分 は 化かされて ゐ たの かも 知れぬ。 

觅に 角、 さう 新う して ゐられ ない ほどお そろし さと 寒さと に 胴ぶ る ひがして、 £： 分 は 立ち あがらな 

いで は ゐられ なかった。 そして 飛び出す やうに そとへ 出る と、 それでも • 自分が いつも 水 を 使 ふ井戶 

■  ►  ざ じ *y 

や、 その 井戸に 向って 窓の ついて るお ほ 旦那の 離れ座敷 やの 見える のが、 多少の 親しみ を おぼえさせ 

た。 が、 自分の あたまの 上に かぶ さって る 山の 木々 の 枝々 から も、 また この 狭い 漏路を 通りの 方から 
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も、 夜明けの 風が C 分の ラ へした 左右から 吹き 廻って、 からだ 中が 一 歷 すくむ やうに 搌ひ S3 した。 

われながら iilil 鹿々 々しかった やうな 氣 がして、 これ を どう 主人に 云 ひわけ しょうかと 考 へながら *  . 

ン 中に とほって る どぶ 板 を 避けて、 音の しない やうに 足 をお もて 臺 どころ の 方へ 急がせた。 どうし 

て も 〔十 く 家の 內へ這 入って、 火の 氣 に當ら なければ 溜らなかった。 

惑 どころ で 物お とがして な いのは 女中が まだ 起きて ゐ ない の だと 分った ので、 玄關の 方へ まわつ 

て、 その わきの 窓に 向って 

『お まッ さん、 ぉまッ さん』 と 呼んで 見た。 もう、 目 はさめて ゐ ながら、 お 互 ひに おぼえが ある 通 

p. する を 構へ てゐる 時刻 だと 思 はれた。 

『誰れ』 と、 とぼけた やうな 聲 だが、 娱 して 返事が あった。 

『わたしよ。』 

『ちょ ッ』 と 舌う ちが II えたの はこ ちらに 癥で あつたが、 床 を 起き 出た やうす だ、 『今ごろ 歸 つたの？』 

『  』 こちら は 向 ふが 衣 物を蔻 かへ るの を 待つ ので は 溜らなかった ので、 直ぐ 入れて 貰へ る やう 

に、 『直ぐち ょッと 明けて ぉ吳れ よ、 寒い の だから！』 

がって 

ぢ ゃァ、 お待ちよ 11 勝手に こんな 時に 歸 つて 來 て！』 

『い： •：：•  I- こち， つ！ っム W こ：： ilvJ.Mn  VJ.r*KO」l、  .Jug  /  <K 一-〕. 4>n 乙 aa/J.ga;-si» ヒ ナ c  jjan?  ^ ^c- r ？ 
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がした。 そして、 

『あなたの 爲 めに ゆ ふべ どんなに 寒い 思 ひ をして 探し まわった か 知れ ゃァ しない』 とぶ つく 云 ひな 

がら、 戶を 明けて 吳れ た。 が、 こちら を 見る と、 ぴッ くりした。 『ま ァ』 と 兩手を 魔げ、 胸 を 後ろへ 反 

ら せて、 『どうしたの、 その 樣子 は？』 

『  』 こちら は 握り 固めた 兩 手の 肱 を兩の 小脇に しッ かり 清け て、 顴 えて ゐ るば かりであった。 

が、 尤も • 額 は 眞ッ靑 になって るの だら うと 自分で も 思へ た。 申し わけ を 主人に する に は、 これが 却 

つて 丁度 ふさ はしい 様子 だと、 自分で 自分 を 投げ出しても ゐ るので、 先づ この 女中に 向っても とぼけ 

かた を 顔にまで 大きく 見せて、 新う げた、 『狐に 化かされて 今まで 歩き まわって ゐ たんだから。』 

『ふん！ 馬鹿々々 しい！』 

『  』 まん 更ら うそで もない と 云 ふこと を • こちら は 自分で も 不思議が つてる： i りに 云って 聽か 

せても よかった の だが、 ぉまッ さん は それ ッ 切り 引ッ 込んで 行った ので、 自分 も！？ い 廊下 を まわって 

奥の 方へ 來た。 そし て ま だ電氣 の 消えない 主人 の お 00 の 前 を 通り 切 る 時、 

『婆ァ やかい』 と 云 ふ、 奧 さんの 寢 ぼけた ぉ聲 であった。 

『へ い』 と、 立ち どまった。 胴ぶ る ひに は、 何と 叱られる かと 云 ふ 恐れ も 手 俥って ゐた。 

『どうしたんだ • ねい、 お前 は？』 
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『 ……… 』 障子 を 隔てて る だけ 答へ 易い 氣 がして、 『狐に つままれ てまして、 持って る 物 を 皆お としま 

したので ございます。』 

『何 を； 一,.! つて やが るんだ か！』 これ は 旦那の こちらへ も聽 えよ がしのお 驟だ。 

『  』 抱き付き 合って ゐる かも 知れない と 思 はれた ので、 こちら は ii もあって、 そのまま 翁の 

ある 方へ 進み 行き * 先 づ雨戶 を 二 枚 明けた。 そして 釜 を 調べて 見る と、 .ぉ| に 火 を 付けさへ すれば い 

いやう になって たので、 マチ 一 本で けさの 爪 事 を 初める ことができた。 

そして 自分 はか ぢけ 切った からだに 少しで もぁッ たか 味 を 取る 爲め、 燃える 瓦斯に 肩をすくめて 手 

と 額 を： 处 づけた。 すると、 また、 瓦 新の 靑ぃ 火が 自分の 昔 r ルた と 云 ふ 物 を 思 ひ 出させた。 どこ ま 

でも 化け物く さくな つて I— あの 買 ひ 物 代だッ て、 あれ を II いくらお 分が 馬鹿で も IJg き氣 では 使 

つてし まう がない の だから、 だまされて 使 はせられ たに 相違な からう し •  11 現に • 自分の たばこ 

入れ やきせ るだッ てまた 無くなつ てた。 

どろぼう 

泥お 力； る 時 はお のれの こと を わざく 泥棒々々 と 云って 驅け 出す さう だが、 ゆ ふべ の 明き 禅 を 

まみ S にした 酒 厘で 狐の 話 をした の も、 實は、 ふるなじみの 居酒屋に 於け るふるな じみの 飲み 友達で 

はなく、 この 逢に 住む ふる 孤 どもであった かも 知れない。 あすこへ あと 戾リ する 時に 電車み ちが 俄か 


る ほどお ぞ けの 粟つ ぶが つぶ 立つ やう だ。 ただ 一 と 口に 取り 喰ら はれなかった のが まだし も 仕，、.. せで 

あった。 . 

ところで、 取り 喰ら ふと 一； ム ふこと で氣が 付いて 見る と、 自分 もき の ふの 螯 から" 御.. ■ を 少しも つて 

ゐ なかった。 そしてす がくしい 签氣に 自分ながら 自分の 酒く さいの が 鼻に つく。 そこへ お 寺で つ、 リ 

初めた ぼ こ- \ /の 音が 響く と、 そのから ッぽの やうな 響きに I 曆 自分の {4|ふ復 が 感じられ/」。 けさに0？^ 

X つかう  f 

つて， 抹香のに ほひ をで も 喰へ る 物なら 直ぐ 喰って 見たい ほどに。 そしてお 酒な ど は 鉋き くして、 

當 分は飮 みたく もなかった。 そのうちに、 瓦斯の 加減 をす る やうに なった が、 御 釵の勢 ひよく 吹いた 

湯げ を 鼻に 受けてから、 自分 はや ッと B 人^に 立ち返る 氣 がした。 - 

旦那 は 奥さんに 何と 云 ひ歷 いたか 知らない けれども、 こちらへ は：^ も 叱らないで 出て 行った。 そし 

て 奥さんが こちら を 中の へ 呼び付け たの は、 こちらの 朝 はんも すんで しまって からであった。 

じょうざ 

11 お前 は 全體』 と、 長火鉢の 上座に 生意氣 にも 立て膝 をして、 『そんなう そ を 云った ッて、 とほらない 

よ。 けさ、 歸 つて 來た 時に ゃァ大 相お 酒く さかった と 云 ふし、 こないだの 晚は晚 で- おもての 方のお 

洒を 盜み飮 みしょうと してお ほ 旦那に 見つかつ ただら う？ それに、 藥り瓶 を 毀 わした なんて 云って、 

お 藥りぢ や ァ なか つ たやう だし 0』 
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『  』 もう、 何もかも 分って ゐ るので あった。 

『これが お 酒 だから まだ 罪がない やうな ものの、 若しお かねの 爲 めであって 御覽、 輕 察へ も あげら 丄 

るか も 知れない だら う —— ？』 

『懲りく しました から』 と、 こちら は 顔 を 赤め て、 こわごわに、 にやく 笑 ひながら、 『もう、 お ST 

もやめ ます。』 

『旦那 は、 もう 斷 わって しまへ とお ッ しゃって 出られた の だが、 ね、 お前が その 言；： 通リけ ふから 本 

氣 になる つもりなら • 今暫 らく わたしが お前 を 預かって あげる が、 ね II その 代リ、 きの ふ 使った 分 

もお 前のお 給金から さし 引く から。』 

『どうぞよ ろしい やうに 11 』 こちら は 酒 さへ 酒まなければ いつ： まで も本氣 でつ とめられ ると 2 心つ 

た。 そして この^へ も 決してう そで はない の だ。 で、 奥さんの 顏 いろが 少し 和らいだ 時 を U んて、 また 

にやり としながら、 『ゆ ふべ だッ て、 すまない から 歸 らうと したので ございます けれど、 だまされて を 

ノ  .S ひ ぐら  ひ 3 まち 

hs ましたので、 つい、 飯 倉の 四つ角 や、 芝 公園の ふち や、 廣 町の 方 を 引き まわされて、 I 度 はまた こ 

の？？ 3 へも來 ました。 けれど * どうして もとこへ 這 入れなかった ので ございます。』 これ はせ ほんとうの 

ことであって、 酒 を 飲んだ ことと 明き 家に 寢 たこと と を 云ひ隱 した だけ だ。 そして 〔きッ と、 この 澄 

に は る^か a- んでを ると S  .In^'^f^  Jul  .<v^*\p こ寸ォ M  /  o に _.  に . . .1 11 


に はお る R が ttl んで *K ゆ：：^ セれ ます rn  1^  A^uiw^  リリ巧 f  Q  

『まさか、 そんな 物が』 と、 奥さん は 笑 ひに まぎらして しまった。 

『  』 こ.. >ら に は、 ぎと 云 ふ 物は醉 ひに つけ 込んで さす 物 だと 分った ので、 好きな 酒 を もお そろ 

しくな つて ゐた。 

それからと 云 ふ もの、 若 奥さん やお ほ 奥さんの き 機  1 を 直して 貰ふ爲 め、 一 坐 懸命に なつ て 立ち働 

き、 赤ン坊 の 守り を も 以前より はす ッと叮 略に した。 

そのうち、 間もなく、 お If  is だと か 云って、 お ほ 奥さんが おこ は I つ S ばかり. - 

かした。 その 爲め 急がし いので、 こちら も 乎傳ひ をした、 が、 どうせ 假 りの 芋傳ひ に過ぎないの だか 

ら、 i-s- けがあって もこ ちらな どに は 小皿に たッた 一杯 か 二 杯し か 渡るまい。 そして 最後に あ リ餘っ 

た 分 はお まッ さんなら いくらでも 勝手に 喰へ るが と 思 ふと、 働きながら もお もて 向きのお まッ さん を 

羡 ましかった。 そして 他に 誰れ もゐ ない 時を兒 て、 からか ひ 半分に だが、 

, 『け ふだけ は 入れ 替 りたい、 ね』 などと 云って 見た。 

ところが、 ほかくと 色の いいのが できた の を 見ながら、 まだ一杯も御馳^1化にぁり付かぬぅちに、 

そのお こ はを叛 倉の 親類へ i りに 行く 役目が こちらに 當 つたので、 白 分 は 一 膠  1$ であった。 額に は 

見せない やうに しても、 自分の 心で は 11 ぉまッ さん を 使 ひに やれば いいで はない か、 ぉまッ さん は 

おもて こ： S£ いた 女中で、 この 用^ はお もての 用事で はない か、 と。 

お 竹 婆さん  二  3 


si まハ卷  一 く 

一 けれども • 自分 はお I さん I 匿いだ と 思 はれる 手 I んぐ裹 を t せられた。 

『あん ff ともない f して 行っても I から、 ね』 と 云？、 先づ ぉほ奧 さんの 古い I で？ 

,r は I を ほりて f る やうに f 付けられた。 それから. また- i これ もお I さんの （I ふ I 

f  a そして S けに、 『意で ぎ か QI 森 i さんの やう だ、 

『： ：：•： 』 I らは ただに I ひで 受けて ゐ たが、 そのうへ に 赤ン坊 裏ん ねこで おんぶして、 いや 

いやながら i ひに 出かけた ので ある。 が、 こちら If  - 御 f^^ になった などと おだてて 突き出し 

§ いて、 ，2 ふ は ひよ ッ とすると こちらに おこ は奠れ ない つもりで ゐ るの かも 知れない きふと > 

3= 力ち ょッと 蓋の 明， けて t おはち の そば を 離れた あの 時に、 自分 はこ ッ f と？  く、 少しで も あ 

の =,1 來立 ての あつい ところ をづ まみ 喰 ひして 置いても かま はない のであった。 

あんな 時に こそ 若 んも 出て 來てゐ て、 I さう だ 11 

『お 使 ひに おやりなら、 その 前に 少し 婆ァ やにた k 、へさせて やって 下さい』 とで も 云 ひ 添へ て吳れ へ， 

ら、 よかった のに— 氣が 利かない！ けさに 限って、 おもての 方へ は pfe を 見せなかった。 そ. 

して、 お ほ. SK さんが 

『奥へ もぁッ たか S ときを 分けて あげる お 皿 を 出して 奠れ、 紫の すお の 道 入った 澤皿 £ と、 


ぉまッ さんに 云 ひつけて るお 聲が、 勝手口 を こちらが 出た その 直ぐ あとに 聽 えて ゐた。 して 兒 ると、. 

じょうばん 

お ほ 奥さん はもち ろん、 それにお 相伴して ぉまッ さん も * 今ごろ は、 もう、 ^ベて ゐる だら う。 そし 

て 喰べ て 行けば それだけ 無くなって 行 くだらう。 さう だ、 向 分の 爲 めに 殘 つてる の は、 もう、 今 ここ 

に 風 Gr! 敷で 包んで 提げて る 重箱の 中 だけの やうであった。 

は-ち,^.、ん广-ぅ 

『あかちゃん、 え、 これ はわた しの 分捕り品でしょう 11 え、 さう ぢゃァ ない？』 八幡 町 を 西の 久保 

ひ 通りへ 曲った 時に、 斯う 立ち どまって 獨り 言の やうに 云った。 が、 伊勢屋と さし 向って る^の 八 百 

屋の 店で、 こないだ、 こちらに 向って 

『お前さん はいつ もに こくして ゐる、 な』 と聲を かけた そこの 主人が、 け ふは默 つて こちら を 何 だ 

し か 

かう さん 臭 さう に 見て ゐた。 で、 一た ぴ 右の 肱 を あげて， 底 あさで 大きく 四角い 包みの ぁッ たかい そ 

の片 すみ を 自分の 暴へ 持って行 つてた、 その 手 を あわてて おろす と共に、 この 感じの いい 暴の さき を 

また 前の 方へ 向けた。 すると、 歩きながら も • 矢ッ 張り、 右の 手に おもみ を 持たせる 物のう まさうな 

に ほひが して ゐる。 

『  』 自分 はまた 立ち どまって、 それ を 風 oil 敷のう へから 左り の 手で 以 つてい じくり まわして 兑 

めし 

ると、 その 底まで がぁッ たかくな つて ゐ て、 でき 立てに 湯氣の 立って た あ づき 色の こ は 飯が おもたい 

箱の 中に 見えて 來る やう だ 。『あかちゃん』 と、 自分の！^ 屮を ふり 退って 見て、 何とか 云 ふの だが その 
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名 を 自分 は おぼえて ゐ ない 兒に 向って、 『うまく 喰べ たくない？』 

『  J 兒は こちらへ 脊 中の 横から その 顔 を 少し き 出して、 に ッたリ とした。 まだ 物 は 云へ ない 

けれども， こちらの 云 ふこと は 分って ゐ るので ある。 

『あかちゃん もへ J ベたい のでしょう。 へいく、 それで は婆ァ やが 喰べ させて あげます よ』 と、 決心 

して 足 を 速めながら、 大きな お ま に 十分 詰め込ん であるの だから、 少し 位う はッ皮 をへ すり 取っても 

分 hs はし ま 5- と 思った。 

八幡 山の あがり n に來 ると、 重箱 を 1 方の 手から 1 方のへ 持ち 替 へて、 香 巾と かた 手と 兩 方のお もみ 

を 辛お しながら、 高い t^l を 二度に も 三度に も 休んで， うへまで ゃッと 達する ことができた。 そして 

古いお やしろ や 多くの 大きな 杉の 木 を兑 て、 また、 もう 自分に は K ッ平 御免の 狐の こと を 思 ひ 出した 

サ丄 ども- 今 はま だ ドンに もなら ぬ螯 まの ことで も あり、 且、 今度 は 自ハヌ s 身が あぶ.^ げや 赤の まん 

ま を盜み ふ，" - いなりさん の やうな は 〈似 をす るので も あるから、 この 人 かげの H ル えぬ 寂しい ところが 

却って 都合よ かった。 

たと へ 人が ぉ參 りに あがって 來て も、 正面から も、 横チ から も 兌えぬ やうに と、 ぉ祌樂 堂の 後ろ手 

なる 太い 角ば しら を H 隱し にして、 その 土裘 石の わきの 緊ぃ 土の 上へ、 赤 ン坊を ねんね こに くるんだ 

ままお ろして、 足 を 投げ出させて 坐 わらせた。 そして .n 分 も その そばへ ぺ ッ たり .^H わ つ て 、自分の 膝 


ML  ,AJ   * て  rsi+Act-^  111-  - !  -  -  Jl  .  /  -  I   い ,  .  ,  

の 上で ik 一呂 敷.^ 解いた。 

黑 いうる し 塗りの 蓋に は、 眞ン 中に 金い ろの 大きな 紋が附 いて ゐた。 それ を 明ける と、 うら は 米 塗 

りであった。 こ はい 御银 も 亦い い 色に 赤くて、 まだ 少し 湯げ を 立てた。 これ を 見る と、 自分の 口の 中 

に は 俄かに つばきが 澤山 出て 來 た" 

『さ ァ、 あかちゃん』 と、 先づ 舌と 口び ると でつ ばき を こぼれない やうに 防ぎながら、 『うまく あげ 

ますよ。』 箱の すみの 方 を 少し 三本の 指で つまんで 赤 ン坊の 口へ 入れて やった。』 

『うまく』 と 云って、 何も 分らぬ 兒は 嬉しがった。 

『さう、 うま./ \- ね 3』 つい • その 利口ら しい！：： 愛らし さに 釣り込まれ かけた が、 こちら も 喉から 手 

U ま しほ  、 

が 出さう になって たので、 蝶が たに 疊んだ 鋭 を 明ける が 早い か、 その 中の 胡麻 i ^おちよ ッ とつまん で 

御飯の I 部へ ふりかけた。 そして その 部分へ 指 を 一二 本突ッ 込んだ が、 口へ 持って行く 時に 多過ぎて こ 

ぼれ さう になった ので、 また あとの 指 を も 添へ た。 その 味 は ひ は R: が 飛び出さう にうまかった のでお 

る 0 

今 1 つ、 別な へ馥を かけて、 それ を 口へ 運んだ。 そして • また 別な ところ を も。 この 三回 目で 

ゃッと 少し 安心した ので、 指にこびり附ぃた饭っぶの方をなめるゃぅにして^^で取った。 これでお し 

まひに して、 あと をなら して 置かう と 思った の だ。 
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まん si;  く 

* どうも まだ 滿足 はでき なかった ので、 今一つ 別な ところへ 指 を 入れた。 すると、 また その上に 

も m- ねたくな つて • つづけざまに 今度 は 三 口ば かりやった。 うは かわ は 大抵 手が ついで しまったの 

で、 もう、 この 逢で やめようと 考 へた。 そして 氣が 付く と、 赤 ン坊が 泣き 顏 をして こちら を 見て ゐ 

た。 

『おう、 まだへ おべ たいので すか』 と 云って、 こちら はまた 一とつ まみ を その 口へ 入れて やった。 兒こ 

はこれ が 二度目の だが、 こちら は 何度か 分ら なくなつ たの を 今一度 自分の 口へ も 養った。 そして 兒に 

向って 『お前さんが、 ね』 と 自分の AJ と を 人から 呼ばれる 通りの 言葉 を ここに も 使った、 『喰べ たいと 

云 ふから 明けた のです よ。 婆 ァゃは 知りません よ。』 斯う 云って、 今 一 とっかみ 頻 張りながら、 『婆ァ や 

は- ね、 どうせ お前さんに まかせて 置けば 喰べ 過ぎて ぼんく を 痛く します から、 ね、 その 身が はり 

に 喰べ てあげる ばかりで すよ。』 

"  』 何と 思って か、 赤ン坊 は聲を 出して & し 笑 ひ をした。 絵り 可哀 さうな ので、 今 一 つ 喰べ さ 

せて やった。 すると、 こちら はまた 三度ば かり つづけざまであった。 

『もう、 これでお ちま ひ、 ね。』 ならして 見る と、 まだ もとの 半分 はあった。 これ だけで も 別に 膨敏 

の惡 いこと はなから うと 考 へられた が、 さて、 明けた 紙の 方 を どう 疊み 直せば い いの か 分らな かつ 

た。 あながち、 蝶が たになら ないでも 構 はいな だら うけれ ども • 斯う かぁァ かとい じくって るう ち 


と ちラ  i  < 

に、 紙 その 勿が くち やくに なって しまった。 これで は ：2- ッ ともない ばかりでなく、 途中で どう 力 I 

. たと 云 ふ ことがありく と 感づかれる にき まって た。 

えい， ままよ、 ぃッ そのこと と 云ふ氣 になった。 殘 りの 盥をも ぶちまけて、 中の 物 をす ッ かり^つ 

じゅ ラほ II J 

てし まった。 そして 兒が 羨し がって 泣き出した 時には、 やるべき 物 は 一 つぶ も殘 つて ゐ ないで、 重箱 

の 中 は 若 奥さんの？ S もじの やう に綺 鼠に 35 ッ赤 であ つ た。 

人に2^^れてはと* 急いで 蓋 をして、 もとの 通リに 包んだ。 それから、 自分の からだ を 延ばして a 

ると * お 1 がー 杯に ふくれて、 胸の あたりが ちくく し、 あたまの しんへ つんと 痛く 響く。 自分， =aK 

がお も 苦しくな つたう へに- これで はとても このまい そしてぎ ゃァく 泣く 赤ン坊 のおん ぶ はでき 

なかった。 

それに、 また、 どうせお めくと は 主人の もとへ 歸れ ない のであった。 

じ ゆうば こ 

狐の 時には まだ ほんとうの 申し わけが あった けれども， 今度と 一 K ふ 今度 は、 IS び 化かされて 重箱の 

中を^ はれた とも s へす、 全く 申し わけの 仕 やうがない。 

このまま どこかへ 迹げ てし ま はう！ さう すれば • 桂庵の 惜金を 返す にも 及ばす、 また、 今 持って る 

お ほ 奥さんの 帶ゃ 羽織り も 自分の 物に なって、 寓更ら 損 はない ので ある。 さう だ、 さう だ！ 

A~  *i ぜ 1， 

『あかちゃん。 え、 お前さんに は可哀 さう だが ね、 ここへ 棄 てて E 一き ます。 精々 さう して 泣いて をれ 
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^ 勡れ か來て 助けて 吳れ ます。 でも、 風 は 引かない やうに して あげます から、 ね』 と 云って、 手早 

くね ひね こに くるんだ が、 なほ それ を 泣き もがきの 爲 めに 蹴り はだけ てし ま はない やうに、 うまく 負 

ぶ ひ 絲を卷 きつけて やった。 それから 自分 は 立ち あがる が 早い か、 自分の 据 につ いてる 土 を ふり 拂ひ 

ながら、 獨 りで 四 五 あし、 祌樂 堂の 後ろ 横手 を^ 1 の 方に 向って 驅け 出した。 

力 ふと 考 へて 見た ので ある I - からの 重箱 を ここへ m 暖き殘 して 行けば、 よしんば 人に 盜 まれ はし 

ない としても • 自分が 喰べ て しまったと 云 ふ 設攄を 主人 Q 爲 めに 殘す やうな ものであった。 で、 今 I 

^あと 戾り をして それ を かッ淡 ふやう に 手に 取り あげた。 そして また 驅け U し， ヒ。 

『  』 赤ン坊 はこ ちらの 姿 を 3 攻 後に 見やった 時 • ー曆 ひどく 泣き出し たのが、 こちらに は 坊や も 

1 絡に つれて 行って 吳 れいと 云って るかの やうであった。 が、 お 1 う をから にして 持って行 くう へに、 

また そんなむ ごたら し いこと がで きます もの か？ 

『少しのまで すから •  一. # 抱して いら ッ しゃいよ』 と、 こちらの 服 一杯に 胸苦しい 心が 神 さま を 拜むゃ 

うに 云って た。 火が 附 いたやう に 泣いて る； St を 後ろの 方に 聽き 流して だ。  ノ 

自分 はこの 胸苦し さで は、 おならば かり 出さう で、 とても • 正面の をと こ 坂 は 下リて ラナ. H<; と 知 

つたので、 雌 坂の 方に 向った の だが、 —— それ を氣 ばか リ 急ぎながら 中途まで 下りる と、 社務所へ あ 

力って 行く 御用^き らし. SBf- の 子が その 兩方 のか じかんだ 手 を 口へ 持って行って、 はァ くと 白い 息 
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を 吐き かけつつ やって 來 るのに 出逢った。 こちら も， 喰 ひ 過ぎの いやな 氣 持ちと 共に 手 や 首す ぢのぁ 

たりに ぞッと 寐けを おぼえた。 けれども、 丁度い い. ところ だと 思った ので、 それに 向って、 

「ト. はさん 11 』 自分ながら 自分の a にび ッく りした ので、 あと は 早くち に、 『山の 上に 楽て 兒が あお 

ますよ』 と 知らせて やった。 

そして また 自分 は 急いで そこ を 思 ひも 寄らぬ 横み ちへ 下りて 行った ので あるが、 狭く 向 ひ 合って る 

IT か は の家 -^c から* 人が 皆 家な し 女 の 自分 を あざ S< つて 見て ゐる やうな 氣 がした。 

IH: 大正 八 年 二？ 31:- 
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印刷者 井波 修次郞 

^^京市神田區三崎町1 1 丁目 三番 地 


印 

コ 巾 

所 

民 

會 

所 


發行所 


東京 市 鶴 町 區內幸 町 一 丁目 六 番地 

國民圖 書 诛式會 社 
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